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第 I 部

Cisco Prime Collaborationの開始
• Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要（1ページ）
•概要（43ページ）
• Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始する（51ページ）





第 1 章

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび
Analyticsの概要

このセクションでは、Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要について説明
します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceの概要（1ページ）
• Cisco Prime Collaboration Assuranceの概要 - MSPモード（19ページ）
• EnterpriseモードとMSPモードの違い（24ページ）
• Cisco Prime Collaboration Assurance NBI （26ページ）
• Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの Geo-Redundancy（27ページ）
•新機能および変更された機能に関する情報, on page 27
• Cisco Prime Collaboration Assuranceの新機能, on page 30
• Cisco Prime Collaboration Analyticsの概要（39ページ）

Cisco Prime Collaboration Assuranceの概要
このドキュメントでは、Cisco Prime Collaboration Assurance 11.0、11.1、11.5、11.6、12.1、12.1
SP1の機能について説明します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、モニタリング、、レポート機能を備えた包括的なビデ
オおよび音声サービスのアシュアランスおよび管理システムで、ユーザに一貫した高品質のビ

デオおよび音声コラボレーション体験を提供します。

表記法

次の規則が、Cisco Prime Collaboration Assuranceのさまざまなリリース用のドキュメントで使
用されています。

•すべての関連セクションでは、「セッション」から「会議」へと名前変更されました。
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「セッション」という用語は、Cisco Prime Collaboration Assurance
Release 11.1以前のバージョンに適用されます。

（注）

•すべての関連セクションでは、「[Log Collection Center]」から「[Device Log Collector]」
へと名前変更されました。

「[ログ収集センター（Log Collection Center）]」という用語は、
Cisco Prime Collaboration Assurance Release 11.1以前に適用されま
す。

（注）

•すべての関連セクションでは、「[Call Signalling Analyzer]」から「[SIP Call Flow Analyzer]」
へと名前変更されました。

「[コールシグナリングの分析（Call Signaling Analyzer）]」とい
う用語は、Cisco Prime Collaboration Assurance Release 11.1以前に
適用されます。

（注）

• Cisco Prime Collaboration Assurance Release 11.5では、「トラブルシューティング」はサ
ポートされていません。

「トラブルシューティング」は、Cisco Prime Collaboration Assurance
Release 11.1以前に適用されます。

（注）

• [Limited Visibility]オプションは、Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1以降のダッシュ
ボードではサポートされていません。[Edit Visibility]をクリックして、[Full Visibilty]オ
プションまたは [OFF]に切り替えます。

•「FIPSコンプライアンス」は Cisco Prime Collaboration Assurance Release 12.1でサポートさ
れていません。

「FIPSコンプライアンス」は、Cisco Prime Collaboration Assurance
Release 11.6以前に適用されます。

（注）

•「クレデンシャルプロファイル」機能は、Cisco Prime Collaboration Assurance Release 11.6
のMSPモードでサポートされません。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
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これにより、TelePresenceエンドポイントは [アクセス（不可
Inaccessible）]として表示されます。

（注）

•「スマートライセンシング」機能は、Cisco Prime Collaboration Assuranceリリース 12.1で
サポートされません。

• Mobile and Remote Access（MRA）ソリューションを使用してエンドポイントが登録され
ている場合、「ビデオテストコール」機能はサポートされません。

• SSLが有効な LDAP設定は、Cisco Prime Collaboration Assurance Release 12.1でサポートさ
れません。

•ユーザインターフェイスに [CUCM SFTPクレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]や
[保存（Save）]などのタブが追加されました。同じユーザのパスワードを変更するための
フィールドと、パスワードオプションを確認するためのオプションを使用できます。Cisco
Prime Collaboration Assurance Release 12.1 Service Pack 3では、ナビゲーションが [アラーム
とレポート管理（Alarm & Report Administration）] -> [CDRソース設定（CDR Source
Settings）] -> [CUCM SFTPクレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]から [インベン
トリ（Inventory）] -> [インベントリ管理（Inventory Management）] -> [CUCM SFTPク
レデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]へと変更されました。

• Release 12.1 Service Pack 3の Cisco Prime Collaboration Assuranceユーザインターフェイス
から、[CDR Source Settings]ダッシュレットと [Manage Call Quality Data Source Settings]ペー
ジが削除されました。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced
Cisco Prime Collaboration Assuranceは次のモードで利用できます。

• Cisco Prime Collaboration Assurance Advanced：EnterpriseモードとMSPモード

および Advanced Assuranceのインストールについては、『Cisco Prime Collaboration Assurance
および Analyticsのインストールとアップグレードガイド』を参照してください。

Cisco Prime Collaboration Assurance Advancedは、ユーザが一貫した高品質のビデオおよび音声
コラボレーションエクスペリエンスを確実に受信できるようにするモニタリング、、およびレ

ポート機能を備えた包括的なビデオおよび音声サービス保証および管理システムです。

• Enterpriseモードは、企業内で1つのエンタープライズビューまたは複数のドメインビュー
を提供します。このオプションは通常、標準のシングルエンタープライズ環境で使用され

ます。

• MSPモードは複数のカスタマービューを提供します。このオプションは、マネージドサー
ビスプロバイダーの環境で使用します。このビューでは、管理されている複数のカスタ

マーのデバイスを表示できます。MSPモードの詳細については、『Cisco Prime Collaboration
Assuranceガイド - Advanced』のCisco Prime Collaboration Assuranceの概要— MSPモード」
を参照してください。
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次の表には、Cisco Prime Collaboration Assurance -および Advancedで利用可能な機能が示され
ています。

『Cisco Prime Collaboration Assuranceガイド
- Advanced』の参照先

Advanced機能

Advancedの機能の詳細については、
「Overview of Cisco Prime Collaboration

Assurance—MSP Mode」および「Differences
Between the Enterprise Mode and the MSP

Mode」の項を参照してください。

EnterpriseモードとMSPモードをサ
ポートしています。

サポート対

象モード

Advancedの機能の詳細については、
「Manage Licenses」の項を参照してくださ
い。

評価期限が切れると、ライセンス

が必要になります。

ライセンス

要件

Advancedの機能の詳細については、
「Manage Users」の項を参照してくださ
い。

5つのロールをサポートして複数の
承認レベルを提供します。

•スーパー管理者
•システム管理者
•ネットワーク管理者
•オペレータ
•ヘルプデスク

Cisco Prime Collaborationリリース
11.5以降の場合

6つのロールをサポートして複数の
承認レベルを提供します。

•スーパー管理者
•システム管理者
•ネットワーク管理者
•オペレータ
•ヘルプデスク
•レポートビューア

ロールベー

スアクセス

コントロー

ル

Advancedの機能の詳細については、
「Manage Users」の項を参照してくださ
い。

対応シングルサ

インオンの

サポート

Advancedの機能の詳細については、「Set

Up Clusters」の項を参照してください。

クラスタのリビジョンとクラスタ

の関連付けが混在する複数のクラ

スタを管理します。

クラスタの

管理
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Advancedの機能の詳細については、
「Discover Devices」の項を参照してくださ
い。

• Cisco Unified CM（電話機およ
び TelePresence）、Cisco VCS
（TelePresence）、Cisco TMS
（TelePresence）に登録されて
いるすべてのエンドポイント

を検出し、管理することがで

きます。エンドポイントの管

理に加えて、音声およびビデ

オコラボレーションネット

ワークに含まれる、マルチポ

イントスイッチ、アプリケー

ションマネージャ、コールプ

ロセッサ、ルータ、スイッチ

も管理できます。

•自動検出、インポート、デバ
イス追加の機能などの複数の

検出モードを提供します。

•デバイスを検出するために、
論理検出、pingスウィープ、
CDPベースの検出をサポート
します。

•再検出を実行するためのオプ
ションを提供します。

Cisco Prime Collaborationリリース
11.5以降の場合

CTS-Manager
（TelePresence）デバイス
はサポートされていませ

ん。

（注）

検出

Advancedの機能の詳細については、
「Manage Inventory」の項を参照してくだ
さい。

•デバイス 360°ビューから、デ
バイスの簡潔な概要情報を提

供します。

•包括的なインベントリ詳細を
提供します。

インベント

リ管理
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Advancedの機能の詳細については、
「Monitor Alarms and Events」の項を参照し
てください。

• Cisco Prime Collaborationリ
リース 11.1以前の場合

クイックビューを使用したト

ラブルシューティングの開始

をサポートします。

•アラーム相関ルールをサポー
トします。

•デバイスおよびグローバルレ
ベルでのイベントのカスタマ

イズをサポートします。

•次のしきい値の設定を行いま
す。

• TelePresenceエンドポイン
ト

•インフラストラクチャデ
バイス

•コール品質
•デバイスプール

障害管理

Advancedの機能の詳細については、
「Dashboards and Reports」の項を参照して
ください。

次の定義済みレポートとカスタマ

イズ可能なレポートを提供します。

•管理レポート

• Communications Managerのレ
ポート

•インタラクティブレポート

•スケジュール設定されたレポー
ト

音声および

ビデオレ

ポート
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Advancedの機能の詳細については、
「Dashboards and Reports」の項を参照して
ください。

次のダッシュボードを提供します。

• [Ops View]：Cisco Unified CM
およびVCSクラスタの概要を
提供します。

•サービスエクスペリエンス -
サービス品質に関する情報を

提供します。

•アラーム -アラームの概要に関
する情報を提供します。

• [Performance ]：各管理対象デ
バイスの重要なパフォーマン

スメトリックについて詳細情

報を提供します。

• Contact Centerトポロジ -
CUIC、Finesse、MediaSense、
CVP、Unified CCEなど、
Contact Centerのコンポーネン
トに関する情報を提供します。

ホームページに、カスタマイズさ

れたダッシュボードを追加できま

す。

ダッシュ

ボード
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Advancedの機能の詳細については、
「Dashboards and Reports」の項を参照して
ください。

Cisco Prime Collaborationリリース
11.5以降の場合

次のダッシュボードを提供します。

• • [Ops View]：Cisco Unified
CMおよび VCSクラスタ
の概要を提供します。

•コール品質 -サービス品質
に関する情報を提供しま

す。

•アラーム -アラームの概要
に関する情報を提供しま

す。

• [Performance ]：各管理対
象デバイスの重要なパ

フォーマンスメトリック

について詳細情報を提供

します。

• Contact Centerトポロジ -
CUIC、Finesse、
MediaSense、CVP、Unified
CCEなど、Contact Center
のコンポーネントに関す

る情報を提供します。

ホームページに、カスタマイズさ

れたダッシュボードを追加できま

す。

また、次の操作を実行できます。

•既存のダッシュレットを別の
ダッシュボードに追加します。

•ダッシュレットをドラッグア
ンドドロップして、ダッシュ

ボードの下に移動します。

ダッシュ

ボード
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Advancedの機能の詳細については、
「Perform Diagnostics」の項を参照してく
ださい。

Cisco Prime Collaborationリリース
11.1以前の場合

•エンドポイント、サービスイ
ンフラストラクチャ、および

ネットワーク関連問題の具体

的な情報など、エンドツーエ

ンドメディアパスを詳細に分

析します。

•ビデオの問題を特定するため
に Ciscoメディアネットテク
ノロジーを使用します。

•メディアパス計算、統計収
集、合成トラフィックの生成

を行います。

• IP SLAを使用して、ネット
ワーク内の主要な IPフォンの
応答可能性を監視します。

•スケジュールした合成および
IP SLAテストを使用して、
サービスの停止を予測します。

Cisco Prime Collaborationリリース
11.5以降の場合

• IP SLAを使用して、ネット
ワーク内の主要な IPフォンの
応答可能性を監視します。

•スケジュールした合成および
IP SLAテストを使用して、
サービスの停止を予測します。

音声および

ビデオエン

ドポイント

の診断

Advancedの機能の詳細については、
「ManageJobs」の項を参照してください。

ユーザがジョブを表示、スケジュー

ル、および削除できるようにしま

す。

ジョブ管理

-YesUCアプリ
ケーション

の相互起動

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
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-YesCisco Prime
Collaboration
Assurance
サービスア

ビリティへ

のクロス起

動

Advancedの機能の詳細については、
「Global Search Options for Cisco Prime

Collaboration Assurance」の項を参照してく
ださい。

グローバル検索：TelePresence、エ
ンドポイント、電話、その他のデ

バイス、場所、およびユーザに対

してフィルタ処理された検索を提

供します。

デバイスの

検索

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
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『Cisco Prime Collaboration Analytics Guide』
を参照してください。

ネットワーク内のトラフィックの

傾向、テクノロジーの導入傾向、

過度に使用されているリソース、

あまり使用されていないリソース

を簡単に特定できるようにします。

また、断続的に発生したり、繰り

返し発生したりするネットワーク

の問題を追跡し、Analysticsのダッ
シュボードを使用してサービス品

質の問題に対処できます。Analistics
のダッシュボードには以下が含ま

れます。

•テクノロジー導入
•資産使用状況
•トラフィック分析
•キャパシティ分析
•コール品質
• UCシステムパフォーマンス
•スケジュール設定されたレポー
ト

•ビデオ会議
•カスタムレポートジェネレー
タ

Cisco Prime Collaboration
リリース 11.1以前の場合

Cisco Prime Collaboration
AnalyticsはMSPモード
の導入ではサポートされ

ません。

（注）

Cisco Prime Collaboration Analytics
は、ライセンスを必要とするソフ

トウェアで、Cisco Prime
Collaboration Assuranceとは別に購
入する必要があります。

Cisco Prime
Collaboration
Analytics

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
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NB APIのドキュメントにアクセスするに
は、管理者権限で Cisco Prime Collaboration
Assuranceサーバにログインし、ブラウザ
の URLに

http://<pc-server-ip>/emsam/nbi/nbiDocumentation

を入力します。

ここで、pc-server-ipは Cisco Prime
Collaboration Assuranceサーバの IPアドレ
スです。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以
降の場合

NBAPIドキュメントにアクセスするには、
Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバに
ログインし、ユーザインターフェイスの右

上隅にある [設定（Settings）]のドロップ
ダウンメニューから [Assurance NB APIド
キュメント（Assurance NB API
documentation）]を選択します。

NB APIは、次の場合にサポートさ
れます:

•デバイスの管理
•デバイスクレデンシャルの表
示および削除

•すべてのビデオ会議を一覧表
示

• Cisco Prime Collaborationリ
リース 11.1以前の場合

ビデオ会議のトラブルシュー

ティング

NB API

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced機能
Cisco Prime Collaboration Assuranceではネットワークを監視し、診断を実行することができま
す。また、問題の原因の特定に役立つレポートを実行できます。

音声とビデオの Unified Dashboard

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボードでは、音声およびビデオコラボレーション
ネットワークのエンドツーエンドでの監視が可能になります。次の概要が提供されます。

Cisco Prime Collaboration
Assuranceオプション

説明ダッシュボード

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

やサービス品質に関する情報

です。

サービスエクスペリエンス

Cisco Prime Collaboration
Assurance

に関する情報です。アラーム

の概要です。

アラーム

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

各管理対象デバイスの重要な

パフォーマンスメトリックに

ついて詳細情報を提供しま

す。

パフォーマンス

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
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Cisco Prime Collaboration
Contact Center Assurance

に関する情報です。Unified
Contact Centerのトポロジ
ビューです。

Contact Centerトポロジ

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration
Assuranceオプション

説明ダッシュボード

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

サービス品質に関する情報で

す。

コール品質

Cisco Prime Collaboration
Assurance

アラームの概要に関する情報

です。

アラーム

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

各管理対象デバイスの重要な

パフォーマンスメトリックに

ついて詳細情報を提供しま

す。

パフォーマンス

Cisco Prime Collaboration
Contact Center Assurance

に関する情報です。Unified
Contact Centerのトポロジ
ビューです。

Contact Centerトポロジ

Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバの導入後にダッシュレットを追加する方法について
は、「「Prime Collaborationダッシュボード」」を参照してください。

[デバイスインベントリ（DeviceInventory）]/[インベントリ管理（InventoryManagement）]

Cisco Unified Communications Manager（電話とTelePresence）、Cisco Expressway（TelePresence）、
および Cisco TMS（TelePresence）に登録されたすべてのエンドポイントを検出、管理できま
す。エンドポイントの管理に加えて、音声およびビデオコラボレーションネットワークに含

まれる、マルチポイントスイッチ、アプリケーションマネージャ、コールプロセッサ、ルー

タ、スイッチも管理できます。

検出では、デバイスインターフェイスと周辺機器の詳細も取得され、Cisco Prime Collaboration
Assuranceに保存されます。

検出が完了したら、次のデバイス管理タスクを実行できます。

•デバイスをユーザ定義グループにグループ化します。

•管理対象デバイスの可視性の設定を編集します。

•デバイスのイベント設定をカスタマイズします。

•デバイスを再検出します。

•管理対象デバイスのインベントリを更新します。

•管理対象デバイスの管理を一時停止およびレジュームします。

•グループからデバイスを追加または削除します。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
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•デバイスクレデンシャルを管理します。

•デバイスの詳細をエクスポートします。

エンドポイントインベントリデータの収集方法とその管理方法については、「インベントリ

の管理」を参照してください。

音声およびビデオのエンドポイントモニタリング

サービスオペレータは、企業内のすべての音声とビデオ会議のネットワークでサービスの劣

化が生じた場合は、原因を迅速に切り分ける必要があります。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、エンドポイントのスペック、サービスインフラストラ
クチャ、ネットワーク関連の問題などエンドツーエンドのメディアパスの詳細分析を提供し

ます。

ビデオエンドポイントでは、Cisco Prime Collaboration Assuranceにより、すべての [Point-to-point
（ポイントツーポイント）]、[Multisite（マルチサイト）]、[Multipoint（マルチポイント）]
によるビデオコラボレーション会議を監視することができます。これらの会議は、次のいず

れかのステータスとともにアドホック、スタティック、またはスケジュール済みとなります。

• In-progress

• Scheduled

• Completed

• No Show

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次の場所から情報を定期的にインポートします。

•スケジュール済みの会議での管理アプリケーション（および Cisco TMS）や会議デバイス
（CTMS、Cisco MCU、Cisco TS）。

•エンドポイントの登録時やコールステータスに表示される、コールや会議のコントロール
デバイス (Cisco Unified CMおよび Cisco Expressway）。

また、Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Collaborationシステムがサポートするアク
ティブコールを継続的に監視し、コールの音声品質がユーザ定義の品質しきい値を満たさない

場合は、ほぼリアルタイムに通知を提供します。Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、ロー
カルダイヤルプランに基づきコールを分類することもできます。

IPフォンや TelePresenceの監視方法を理解するには、Cisco Prime Collaborationのネットワーク
監視、レポーティング、診断ガイド、9.x以降の「監視用ネットワークをセットアップするた
めの前提条件」を参照してください。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
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診断

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Medianetテクノロジーを使用して、ビデオに関す
る問題を特定および分離します。メディアパス計算、統計情報収集、および合成トラフィック

の生成を行います。

ネットワークデバイスがMedianetに対応している場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceは
次のものを提供します。

• Mediatraceを使用したビデオパスに沿ったフロー関連情報。

• Performance Monitorを使用した、ネットワークホットスポットでのすべてのトラフィッ
クのスナップショットビュー。

•ネットワーク上のビデオパフォーマンスを評価するために、IPサービスレベル契約
（IP-SLA）とビデオサービスレベル契約（VSAA）を使用して、ネットワークデバイス
から合成ビデオトラフィックを開始する機能。

IP電話では、Cisco Prime Collaboration Assuranceは IP SLAを使用して、ネットワーク内の主要
電話の応答可能性を監視します。電話ステータステストは、次の内容で構成されます。

•テスト対象 IPフォンのリスト。

•設定可能なテストのスケジュール。

• IPフォンに対して IP SLA対応デバイス（スイッチ、ルータ、または音声ルータなど）か
ら IP SLAベースの ping。オプションとして、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバか
ら IP電話に pingすることもできます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Medianetテクノロジーはサポートされていません。

Cisco Prime Collaboration Assuranceを使用すると、コールログを収集して、Cisco Voice Portal
（CVP）、Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）、Cisco Unified Communications Manager
（Unified CM）、および IOSゲートウェイへのコールの障害を特定できます。この機能によ
り、コールの問題のトラブルシューティングができます。SIP Call Flow Analyzer機能を使用
し、収集したコールをさらに詳しく調べて、メッセージ内の問題点を特定することができま

す。また、コールメッセージに障害があることを示すコールラダーダイアグラムを表示して、

根本的な原因と推奨事項を提供できるため、問題の再現にも役立ちます。

障害管理

Cisco Prime Collaboration Assuranceによって、ほぼリアルタイムで迅速かつ的確な障害検出が
行われます。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、イベントの特定後に、イベントを関連す
るイベントでグループ化し、障害分析を実行して障害の根本原因を判別します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、個々のユーザにとって重要なイベントをモニタリン
グできます。また、イベントの重大度をカスタマイズできるほか、その重大度に基づいてCisco
Prime Collaboration Assuranceから通知を受け取ることもできます。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
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Cisco Prime Collaboration Assuranceは、アラームとイベントに関するトラップを生成し、トラッ
プの受信者に通知を送信します。これらのトラップは、Cisco Prime Collaboration Assuranceサー
バによって生成されたイベントとアラームに基づきます。トラップは SNMPv2c通知に変換さ
れ、CISCO-EPM-NOTIFICATION-MIBに従ってフォーマットされます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでの障害モニタリングについては、「アラームとイベント
のモニタリング」を参照してください

レポート

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次の定義済みおよびカスタマイズ可能なレポートを提
供します。

• Administrativeレポート— Provides System Statusレポート、Who Is Logged Onレポート、
プロセスステータスを提供します。

• CDR & CMRレポート—コールカテゴリタイプ、コールクラス、コール時間、終了タイ
プ、コールリリースコードなど、コールの詳細を提供します。

• Conferenceレポート— All Conference Summaryレポートと Conference Detailレポートを提
供します。

• TelePresence Endpointレポート—完了済みおよび進行中の会議、エンドポイントの使用
率、No Showエンドポイントの詳細を提供します。TelePresenceレポートには、会議デバ
イスの一覧や、ネットワーク内の平均およびピーク使用率も提供されます。

• Launch CUCMレポート— Cisco Unified Communications Managerクラスタのレポートペー
ジへとクロス起動できるようにします。

• Miscellaneousレポート— UCM/CME Phone Activityレポート、Voice Call Quality Event History
レポートなど、さまざまなレポートを提供します。

• Scheduledレポート—使用率およびインベントリレポートを提供します。レポートは、そ
の場で生成するか、スケジューリングを有効にして事前に定義された日に生成できます。

さまざまなレポートのタイプとその生成方法については、Cisco Prime Collaboration Assurance
レポートを参照してください。

IPv6用の Cisco Prime Collaboration Assuranceサポート

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、IPv6のみの IPv6エンドポイントとデュアルスタック
ネットワークをサポートします。次の表には、IPv6エンドポイントをサポートする Cisco
Prime Collaboration Assurance機能の詳細が示されています。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
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表 1 : IPv6デバイスをサポートする Cisco Prime Collaboration Assurance機能

注釈または制限サポートあり機能

—IPv6クレデンシャルプロファ
イルの作成

デバイスインベントリ/インベ
ントリ：クレデンシャルプロ

ファイル

• Unified CM、TMS、CTS、
その他のインフラストラ

クチャデバイスは、IPv4
を使用した場合のみ管理

できます。

• Pingスイープ検索は、
IPv6サブネット上では機
能しません。

• IPv6クレデンシャルプロ
ファイルを承認して、こ

れらのプロファイルを

IPv6アドレスに一致させ
ることができる

• Pingして iPv6デバイスに
到達する

•エンドポイントが IPv4、
IPv6、デュアルスタック
を使用して Unified CMに
登録されている場合は、

アクティブな IPアドレス
（登録したエンドポイン

トと通信するため Unified
CM設定で選択した IPア
ドレス）のみが表示され

ます。

•エンドポイントがならび
に IPv4、IPv6、または
デュアルスタックを介し

てVCSに登録することが
できる場合、VCSに登録
したデバイスの IPアドレ
スを確認できます。

デバイスインベントリ/インベ
ントリ：検出

—インベントリ概要には IPv6ア
ドレスが表示されます。

デバイスインベントリ/インベ
ントリ：インベントリ管理

—エンドポイント統計（システ

ムと会議情報）には IPv6アド
レスが表示されます。

エンドポイントのクイック

ビューには IPv6アドレスが表
示されます。

会議の診断

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
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注釈または制限サポートあり機能

—エンドポイントの診断ダッ

シュボードには IPv6アドレス
が表示されます。

エンドポイントの診断

IPv6デバイスではトラブル
シューティングをサポートし

ていません。

—トラブルシューティング

デフォルトでは、IPv6アドレ
ス列は非表示になっていま

す。[列フィルタ（Column
Filter）]アイコンをクリックす
ると、表示する列を変更でき

ます。

その他のレポート：Voice Call
Quality Event Historyレポート
とUCM/CME Phone Activityレ
ポートには IPv6アドレスが表
示されます。

ダッシュボードとレポート

—IPv6アドレスを持つエンドポ
イントを検索します。

トポロジ

—アラーム概要には、IPv6アド
レスが表示されます。

Alarmブラウザ

—IPv6フォンを検索します。電話機の検索

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

—IPアドレスフィルタは、IPv6
アドレスを持つエンドポイン

トをサポートします。

テクノロジ導入ダッシュボー

ド

—IPアドレスフィルタは、IPv6
アドレスを持つエンドポイン

トをサポートします。

資産使用状況ダッシュボード

—IPアドレスフィルタは、IPv6
アドレスを持つエンドポイン

トをサポートします。

トラフィック分析ダッシュ

ボード

—IPアドレスフィルタは、IPv6
アドレスを持つエンドポイン

トをサポートします。

サービス体験ダッシュボード

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
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•デュアルスタックデバイスの場合、前述の IPアドレス列には、UCM/UCEのおよびPhone
Activityレポートを除き、IPV4 IPアドレスのみが表示されます。

• North Bound Interface（NBI）通信は、IPv4ネットワークのみでサポートされています。

•コロン（:）は、クレデンシャルプロファイルパターンのセパレータとして、または複数
のデバイスを追加するときには使用できません。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceの概要 - MSPモード
Cisco Prime Collaboration AssuranceのMSPモードでは複数のカスタマービューを提供します。
このオプションは、マネージドサービスプロバイダーの環境で使用します。カスタマーごと

に制限されたアクセスを実装し、管理を独立させることによって、複数のカスタマーのネット

ワーク（スタティック NAT環境など）をより高度に管理することができます。

MSPモードの導入を選択できるのはインストール中のみです。（注）

NAT環境 -導入シナリオ

次のシナリオで、NATの背後にあるカスタマーのエンドポイントを管理できます。

•シナリオ -音声エンドポイント

NAT環境でCall Controller（エンドポイントのプライベート IPアドレスで設定）に登録済
みの音声電話機 - Cisco Prime Collaboration Assuranceではパブリック IPアドレス（別称は
管理対象 IPアドレス）で管理されています。

•シナリオ -音声およびビデオエンドポイント

NAT環境のカスタマープレミス内にある Call Controllerに登録済みの音声およびビデ
オ/TelePresenceエンドポイント - Cisco Prime Collaboration Assuranceではパブリック IPア
ドレス（別称は管理対象 IPアドレス）で管理されています。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

シナリオ - TelePresenceが Cisco TelePresence Exchange（CTX）にプロビジョニングされて
いる

NAT環境でCTXにプロビジョニングされている TelePresenceエンドポイント - Cisco Prime
Collaboration Assuranceではパブリック IPアドレス（別称は管理対象 IPアドレス）で管理
されています。
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コールマネージャ上で Cisco Unified Communications Managerが処理するノード（UCMクラス
タのパブリッシャ）のクエリが、パブリッシャの IPアドレスまたはホスト名を返します。NAT
環境では、パブリッシャークエリ出力として返されるパブリックホスト名は、Cisco Prime
Collaboration Assuranceのプライベート DNS設定で解決しないようにする必要があります。

たとえば、パブリックホスト名が FQDNの場合、プライベートDNSは FQDNのないホスト名
であるか、異なる FQDNのホスト名、すなわちパブリックドメインである必要があります。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

1人のお客様が使用するデバイスのプライベート IPアドレスは、別のお客様が使用するデバイ
スのパブリック IPアドレスと重複する場合があります。ただし、パブリック IPアドレスは、
Cisco Prime Collaboration Assuranceが管理するお客様の間ではそれぞれが異なります。

たとえば、「顧客A」の IPフォンのプライベート IPアドレス（192.168.1.12）が、「顧客B」
のUnified Communications Managerのパブリック IPアドレス（192.168.1.12）と重複していたと
します。したがって、パブリック IPアドレスが同じなため、NAT IPアドレスが Unified
Communications Managerアプリケーション間でクロス起動する場合があります。

（注）

次の図には、NAT環境での、HCS-Cisco Prime Collaboration Assuranceの導入シナリオが示され
ています。

次の図は、Cisco Prime Collaboration Assurance Release 11.1以前のバージョンに適用されます。（注）
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図 1 : Cisco Prime Collaborationの導入シナリオ

次の図は、Cisco Prime Collaboration Assurance Release 11.5以降のバージョンに適用されます。（注）
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音声とビデオの Unified Dashboard

それぞれのカスタマーを分離して、音声とビデオのコラボレーションネットワークのエンド

ツーエンドモニタリングができます。

各カスタマーのネットワークについて、次の内容の詳細および概要を表示できます。

• Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco Video Communication Serverクラスタの
概要情報

•会議とアラーム

•デバイスの詳細

•各管理対象デバイスのパフォーマンス

• Contact Centerのコンポーネント（Cisco Unified Intelligence Center（CUIC）、Cisco Finesse、
Cisco MediaSense、Cisco Unified Customer Voice Portal（Cisco CVP）、Cisco Unified Contact
Center Enterprise（Unified CCE）など）の情報

/[デバイスインベントリ（Device Inventory）]/[インベントリ管理（Inventory Management）]

HCS特有の検出の詳細については、「HCSドキュメント」を参照してください。

各お客様のインベントリを個別に表示および管理することができます。

デバイスを検出するカスタマーを選択できます。非 NAT環境では、パブリック IP（管理 IP）
には検出された IPアドレスが入力され、プライベート IPにはデフォルトでパブリック IP（管
理 IP）が入力されます。

ユーザはデバイスとクラスタを検出し、それらを特定のカスタマーに関連付けることができま

す。管理されている既存のすべてのエンドポイント、またはパブリッシャに登録されているサ

ブスクライバが、パブリッシャからカスタマー名を継承するかどうかを選択できます。

Cisco Unified Communications Manager（電話機やCisco TelePresence）、Cisco Expressway（Cisco
TelePresence）、Cisco TMS（Cisco TelePresence）に登録されている、すべてのエンドポイント
を検出および管理することができます。エンドポイントの管理に加えて、カスタマーの音声お

よびビデオコラボレーションネットワークに含まれる、マルチポイントスイッチ、アプリケー

ションマネージャ、コールプロセッサ、ルータ、スイッチも管理できます。

検出では、デバイスインターフェイスと周辺機器の詳細も取得され、Cisco Prime Collaboration
Assuranceに保存されます。

音声およびビデオのエンドポイントモニタリング

ビデオのエンドポイントの場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、各顧客用にすべて
のポイントツーポイント、マルチポイント、マルチポイントのビデオコラボレーション会議

を監視することができます。これらの会議は、次のいずれかのステータスとともにアドホッ

ク、スタティック、またはスケジュール済みとなります。

• In-progress

• Scheduled
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• Completed

• No Show

診断

複数の診断テストを実行して、個々のカスタマーのUC電話ネットワークに関連する問題を特
定できます。

NAT環境では、パブリック IPアドレスを備えたエンドポイントでのみMedianetがサポートさ
れます。NAT環境では、ビデオ会議の診断は、パブリック IPアドレスを持つエンドポイント
のみサポートしています。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Medianetテクノロジはサポートされていません。

障害管理

複数のカスタマーのアラームとイベントを個別にモニタできます。また、イベントの重大度を

カスタマイズできるほか、その重大度に基づいて Cisco Prime Collaboration Assuranceから通知
を受け取ることもできます。

カスタマー特有のデバイス通知グループも作成できます。

レポート

個々のカスタマーに対して事前に定義されているレポートとカスタマイズ可能なレポートは、

すべて使用できます（ただしNAMや Sensorレポートなどのセンサーベースのレポートは除き
ます）。

EnterpriseモードとMSPモードの詳細については、EnterpriseモードとMSPモードの違い（24
ページ）を参照してください。

Cisco Prime Collaboration Analytics

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Analyticsでサポートされている新機能は、次のとおりです。

•グローバル顧客選択：Cisco Prime Collaboration Analyticsのホームページで、必要に応じて
お客様を選択して情報をフィルタリングすることができます。

•スケジュール設定済みレポート：スケジュール設定済みレポートでは、複数のお客様の選
択がサポートされています。生成されたレポートには、複数のお客様のデータが含まれて

います。

•ロゴ管理：お客様は、ロゴをアップロード、交換、削除できます。アップロードしたロゴ
はスケジュール設定済みレポートに含まれます。

•ロールベースアクセス制御：レポートビューアロールは、キャパシティ分析、ライセン
ス使用状況、マイダッシュボード以外のすべてのダッシュボードでサポートされていま
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す。レポートビューアではレポートをスケジュールすることはできず、[スケジュール済
みレポート（Scheduled Reports）]メニューにアクセスすることもできません。

EnterpriseモードとMSPモードの違い
Cisco Prime Collaboration Assuranceに提供される機能は、次の表に記載されている相違点を除
き、EnterpriseおよびMSPモードでは同じです。

Enterpriseモードマネージドサービスプロバイダー（MSP）
モード

Advancedの両モードがあります。Advancedモードでのみ提供されます。

企業では、ドメインと呼ばれる論理ユニット

を作成できます。これはAdvancedモードのオ
プション機能です。

カスタマーを作成し、カスタマーに特定のデ

バイスを追加できます。

情報を、ドメイン別、ならびにインベントリ

テーブルではインベントリ管理、会議および

エンドポイントの診断別にフィルタリングし

ます。

情報を、顧客、インベントリ管理、電話機の

インベントリレポート、会議およびエンドポ

イントの診断別にフィルタリングします。

および [顧客概要（Customer Summary）]でダッ
シュボードとダッシュレットは提供されませ

ん。

および [顧客概要（CustomerSummary）]でダッ
シュボードとダッシュレットを提供します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

Cisco TelePresence Exchange（CTX）は利用が
停止されました。

Ip SLAテストは、IP SLA対応のルータとス
イッチで利用できます。

特定のカスタマーのルータおよびスイッチに

対して IP SLAテストを実行できます。

CTXをサポートしません。CTXクラスタ、およびCTXでサポートされる
ミーティングタイプのサポートを提供します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

Cisco TelePresence Exchange（CTX）は利用が
停止されました。

Assuranceデバイスプールおよびエンドポイン
トに対してロールベースアクセスコントロー

ル（RBAC）を提供します。

カスタマーグループに対してロールベースア

クセスコントロール（RBAC）を提供します。

NATをサポートしません。スタティック NATをサポートします。
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Enterpriseモードマネージドサービスプロバイダー（MSP）
モード

CTXをサポートしません。ホスト型および非ホスト型の両方の導入モデ

ルで CTX管理機能をサポートします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

Cisco TelePresence Exchange（CTX）は利用が
停止されました。

すべての機能がサポートされています。RTPベースの診断テスト（Syntheticテストな
ど）は非NAT環境でのみサポートされます。

すべての機能がサポートされています。NAT環境の電話機では、Phone XMLで検出さ
れたデータは利用できません。ビデオ会議の

統計と会議情報は、[Full Visibilty]に設定され
ていても、電話機では利用できません。

すべてのレポートを使用できます。センサーベースのコール品質レポートは使用

できません。

すべての機能がサポートされています。NAT環境では、Cisco TelePresenceエンドポイ
ントのヘルスモニタリングは、パブリック IP
アドレスを備えた Cisco TelePresenceエンドポ
イントでのみサポートされます。

ビデオ会議の診断の全機能がサポートされて

います。

NAT環境では、ビデオ会議および会議の診断
は、パブリック IPアドレスを持つエンドポイ
ントのみサポートしています。

自動検出はサポートされています。自動検出はサポートされません。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

FIPS準拠はサポートされています。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降
の場合

FIPS準拠はサポートされていません。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

FIPS準拠はサポートされていません。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降
の場合

FIPS準拠はサポートされていません。

Perimeta Session Border Controller（SBC）はサ
ポートされていません。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

Perimeta Session Border Controller（SBC）はサ
ポートされています。
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Enterpriseモードマネージドサービスプロバイダー（MSP）
モード

Medianetのすべての機能がサポートされます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

Cisco Medianetテクノロジはサポートされてい
ません。

NAT環境では、パブリック IPアドレスを備え
たエンドポイントでのみMedianetがサポート
されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

Cisco Medianetテクノロジはサポートされてい
ません。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

sFTPサーバにアップロードされた Scheduled
Reportsでは、すべてのユーザがレポートを表
示できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

SFTPサーバにアップロードされた Scheduled
Reportsの場合、レポートへのアクセスは
Scheduled Reportsを作成したユーザに制限さ
れます。

Credential Profile機能はサポートされていま
す。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降
の場合

Credential Profile機能はサポートされていませ
ん。

Cisco Prime Collaboration Assurance NBI
Cisco Prime Collaboration Assurance NBIは、次の点ものをサポートしています。

•デバイスの管理

•デバイスクレデンシャルを表示および削除します。

•フィルタ条件に基づきすべてのビデオセッションを一覧表示します。

•ビデオセッションをトラブルシュートします。

• Unified CMクラスタからエンドポイント数を取得します。

。

•フィルタ条件に基づきアラームを一覧表示します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

トラブルシューティングはサポートされていません。

NB APIドキュメントにアクセスするには、管理者権限で Cisco Prime Collaboration Assurance
サーバにログインし、ブラウザ URLに次のとおりに入力します。
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http://<pc-server-ip>/emsam/nbi/nbiDocumentation

<pc-server-ip>は Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバの IPアドレスです。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

NB APIドキュメントにアクセスするには、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバにログイ
ンし、ユーザインターフェイスの右上隅にある [設定（Settings）]のドロップダウンメニュー
から [Assurance NB APIドキュメント（Assurance NB API documentation）]を選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

https://<pc-server-ip>:<port-number>/emsam/nbi/nbiDocumentation

<pc-server-ip>はサーバの IPアドレスであり、<port-number>は HTTPポート番号です。

例：

https://<pc-server-ip>:8443/emsam/nbi/nbiDocumentation

これらの NBIとは別に、アラームまたはイベントが発生するたびに、SNMPトラップ
（CISCO-EPM-NOTIFICATION-MIB）をトラップの受信者に送信するよう設定できます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの
Geo-Redundancy

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsは、VMware vSphereレプリケーションによ
り地域の冗長性をサポートします。Geo-Redundancyを設定するため、追加の Cisco Prime
Collaboration Assurance and Analyticsライセンスは必要ありません。Geo-Redundancyの詳細につ
いては、「Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analytics用の Geo Redundancy」を参照し
てください。

新機能および変更された機能に関する情報
次の表には、12.1 Service Pack 1のリリース用として、このガイドで追加または変更された情報
が示されています。

Table 2:新機能および変更された機能に関する情報

更新内容日付

TLS v1.2通信プロトコルのサポート2018年 4月 10日

CUCMでセキュアな JTAPI通信をサポートす
るための新しいフィールド

2018年 5月 14日

セッション監視用のセキュアな JTAPI通信2018年 7月 4日
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次の表には、12.1のリリース用として、このガイドで追加または変更された情報が示されてい
ます。

Table 3:新機能および変更された機能に関する情報

更新内容日付

Cisco Prime Collaboration Assuranceセクションに [新機能（What's
New）]を追加しました。

2017年 7月 21日

[デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]に関す
る情報が更新されました。

2017年3月13日

「クラスタのセットアップ」章にある TMSクラスタの既存の
コンテンツが変更されました。

2017年 3月 14日

Audio Phone ReportとVideo Phone Audit Reportが 1つの Endpoint
Move Reportへとマージされました。

2017年 3月 27日

Audio Phone ReportとVideo Phone Move Reportが 1つのEndpoint
Move Reportへとマージされました。

2017年 3月 31日

Removed IP Phone Reportと Removed Video Phone Reportが 1つ
の Endpoint Move Reportへとマージされました。

2017年 4月 24日

Audio Extension Reportと Video Extension Reportが 1つの
Endpoint Move Reportへとマージされました。

2017年 5月 30日

各ユーザインターフェイスにいくつかの変更を加えました。

1. デバイスを削除するため依存関係を処理

2. CUBE SIPトランク：セッションサーバグループ設定の変
更

2017年 4月 5日

2017年 4月 17日

Cisco Prime Collaboration Assuranceからデバイスを削除したと
きに、削除されたデバイスについて、「デバイスの再検出」セ

クションの情報が更新されます。

2017年 3月 23日
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更新内容日付

PIFServerを削除するプロセスの一部として、[インベントリス
ケジュール（Inventory Schedule）]ページから [IP Phone Inventory
Collection]および [IP Phone XML Collection]が削除されます。
この変更では、次のことに対応しています。

1. 「システムパラメータの設定」、「クラスタデータ検出
のスケジュール」、「インベントリ詳細の更新と収集」、

「インベントリ詳細の収集」、「グローバルシステムパ

ラメータ」セクションの情報を更新しました。

2. 「IP Phone Discovery Schedule」と「Schedule IP Phone XML
Discovery Schedule」セクションを削除しました。

2017年 6月 6日

CMEの syslogs設定の説明を記載した、「Cisco Unified CMEの
Syslogメッセージを使用して IPフォンを監視する」セクショ
ンが追加されました。

2017年 6月 6日

「インベントリの登録済みエンドポイントに関するライセン

ス」で行った変更を説明するため、「ライセンス数」セクショ

ンを更新しました。

2017年 6月 6日

「ジョブのスケジュール」セクションを修正し、[ジョブ管理
ページの設定ボタンを修正」に関する問題を説明するため、新

たに「タイムテーブルの定義」セクションを追加しました。

2017年 6月 26日

30日以上前のデータが毎日削除されることを含む、すべての
監査レポートに関する変更は、「バックアップと復元の実行」

および「パージポリシー」の表に記載されています。

2017年 6月 26日

「Cisco Prime Collaboration Assuranceのライセンスユーザイン
ターフェイスでは、各プロファイル（Small/Large/BE6k）に基
づきインポートできるライセンスの最大数を制限する必要があ

ります」の変更点を特定するため、「ライセンスの管理および

ライセンス詳細の表示」セクションに情報を追加しました。

2017年 6月 26日

Data Migration Assistant Toolによるスキーマ変更の取り扱いに
問題を特定するため、「Cisco Prime Collaboration Assuranceの
アップグレード」セクションに注記を追加しました。

2017年 6月 1日

FIPSコンプライアンスに関するすべてのオカレンスが非表示
になりました。isco Prime Collaboration Assurance 12.1 Enterprise
の一部として、FIPSコンプライアンスは保証されていません。
「FIPSコンプライアンスの有効化」セクション全体が非表示
になりました。

2017年 6月 1日
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更新内容日付

SFTPクレデンシャルのユーザインターフェイスに関するナビ
ゲーションが変更されています。「システムパラメータの設

定およびシステムパラメータ上の表」セクション、ならびに

対応する「sFTP設定の構成」セクションが変更されています。

2017年 3月 21日

Cisco Prime Collaboration Assuranceの新機能
Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 Service Pack 1の機能は Cisco.comからアクセスできま
す。

Table 4: Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 Service Pack 1の機能

機能説明機能名

Cisco Prime Collaboration Assuranceのサーバお
よびクライアントインターフェイスの両方で

は、TLS v1.2通信をサポートします。

TLS v1.2

[インベントリ管理（Inventory management）]
ページで [デバイスの追加（Add Device）]、
[クレデンシャルの変更（Modify
Credentials）]、[クレデンシャルの管理
（Manage Credentials）]の JTAPIセクションが
変更されました。このセクションには、TLS
v1.2上で CUCMを使用したセキュアな JTAPI
通信をサポートする 7つの新しいフィールド
があります。

CUCMでセキュアな JTAPI通信をサポートす
るための新しいフィールド

Cisco Prime Collaboration Assuranceのセッショ
ン監視機能（会議の監視）に、TLS v1.2上で
CUCMを使用したセキュアな JTAPI通信のプ
ロトコルオプションが導入されました。

セッション監視用のセキュアな JTAPI通信

Cisco Prime Collaboration Assuranceの合成テス
ト機能に、TLS v1.2上で CUCMを使用したセ
キュアな JTAPI通信のプロトコルオプション
が導入されました。

合成テスト用のセキュアな JTAPI通信
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会議の診断と音声電話機能の模擬テストを正しく実行するには、Cisco Prime Collaboration
Assurance Service Pack 1バンドルを適用する前に、CUCMがリストされているバージョンであ
ることを確認してください。詳細については、12.1 SP1の『Cisco Prime Collaboration Assurance
でサポートされているデバイス』を参照してください。

Note

Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1の機能には、Cisco.comからアクセスできます。

Table 5: Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1の機能

機能説明機能名

アンマネージドカウントの修正：ヘッダーのア

ンマネージドカウントは、[デバイスステータ
スの概要（Device Status Summary）]ページのカ
ウントと一致する必要がます。両方のカテゴリ

のカウントが、この条件を満たす必要がありま

す。

インベントリ：デバイスステータスの概要

TMS検出では、Cisco Prime Collaboration
Assuranceが CUCMまたは VCSデバイスを管理
しなくても、TMSをプロビジョニングしたすべ
てのデバイス

（CUCM/VCS/endpoint/MCU/TPS/TP_Conductor）
を検出します。ただし、TMS検出では、
CUCM/VCS/エンドポイントが論理的に検出され
ることはありません。

インベントリ：TMSクラスタ
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機能説明機能名

次のレポートが 1つのレポートにマージされま
した。

1. Endpoint Audit Reportは、Audio Phone Report
と Video Phone Audit Reportが 1つになった
レポートです。ナビゲーション：[レポート
（Reports）] -> [その他のレポート
（Miscellaneous Reports）] -> [Endpoint Audit
Report]

2. Endpoint Move Reportは、Audio Phone Report
と Video Phone Move Reportが 1つになった
レポートです。ナビゲーション：[レポート
（Reports）] -> [その他のレポート
（Miscellaneous Reports）] -> [Endpoint Move
Report）]

3. Endpoint Remove Reportは、Removed IP Phone
Reportと Removed Video Phone Reportが 1つ
になったレポートです。ナビゲーション：

[レポート（Reports）] -> [その他のレポート
（Miscellaneous Reports）] -> [Endpoint Remove
Report）]

4. Endpoint Extension Reportは、Audio Extension
ReportとVideo Extension Reportが 1つになっ
たレポートです。ナビゲーション：[レポー
ト（Reports）] -> [その他のレポート
（Miscellaneous Reports）] -> [Endpoint
Extension Report）]

レポート
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機能説明機能名

次は、各ユーザインターフェイスの変更点です。

1. デバイス削除時の依存関係：パブリッシャ、
サブスクライバ、VCS、TMS、ESX、
VCENTER、TPS、UNITY CONNECTION、
MULTIPOINTコントローラ、IM&Pなどを
含むデバイス、ならびんにその他のインフ

ラストラクチャデバイスとそれらに関連付

けられたエンドポイントは、[State]状態が削
除されるとデータベースから削除されます。

2. CUBE SIPトランク：セッションサーバグ
ループ設定の変更

「セッションサーバグループ設定」の付い

た CUBE SIPトランクを表示するには、
[Collaborationネットワーク管理による使用
率の監視へのアクセス（CollaborationNetwork
Administrator access the Utilization Monitor）]
-> [CUBE SIPトランク（CUBE SIP Trunk）]
タブの順に移動します。サーバグループの

場合、この画面には、Dialpeerから SIPトラ
ンクまでの 1つおよび複数の設定をサポー
トする際の、制限に関する情報が提供され

ます。サーバグループ設定では、イベント

を発生/抑制するオプションもあります。

ユーザインターフェイスの変更

Cisco Prime Collaboration Assuranceの削除時にデ
バイスを削除

このアップデートには、管理者がデバイスを再

検出する前に、デバイスを追加する必要がある

ことについての説明があります。デバイスを削

除する際に、Cisco Prime Collaboration Assurance
からデバイスを削除します。
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機能説明機能名

[インベントリスケジュール（Inventory
Schedule）]ページから IP Phone Inventory Schedule
および IP Phone XML Inventory Scheduleを削除し
ます。

Cisco Prime Collaboration Assurance Enterprise/MSP
モードから PIFServerを削除すると、IP Phone
Inventory Collectionおよび IP Phone XML Collection
検出も削除されます。この変更では、次のこと

に対応しています。

1. [インベントリスケジュール（Inventory
Schedule）] -> [IP Phone Inventory Scheduleお
よび Inventory Schedule（IP Phone Inventory
Schedule and Inventory Schedule）] -> [IP Phone
XML Discovery検出（IP Phone XML
Discovery）]ページが削除されました。

2. [インベントリ（Inventory）]タブの [Inventory
Schedule]が [Cluster Data Discovery Schedule]
へと名前変更されました。

ここでは、CMEで syslogsを設定する手順を説
明します。この syslogsは、Cisco Unified CME
Syslogメッセージを使用した IPフォンの監視に
役立ちます。

CME Syslog

最初に、特定のクラスタ内にある最新の登録済

みエンドポイントをパージします。登録済みの

エンドポイントをクラスタ名別に並べ替え、ク

ラスタを識別し、ライセンス要件を満たすため

パージします。電話機のライセンスをインベン

トリモジュールに移植する間に、Cisco Prime
Collaboration Assuranceから PIFServerを削除しま
す。

インベントリの登録済みエンドポイントの

ライセンス

[ジョブの詳細（Job Details）]ペインの [スケ
ジュール（Schedule）]や [設定（Settings）]タブ
を使用して、ジョブをスケジュールおよびオプ

ションを設定します。

[Job Management（ジョブ管理）]ページの
[設定（Settings）]ボタンに関するの問題の
修正

コール品質イベントの履歴とエンドポイント関

連（音声/ビデオ電話はエンドポイント関連のも
ので置き換え）の監査レポートデータは、30日
を経過するとパージされます。

監査レポートは 30日後にパージ
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機能説明機能名

Cisco Prime Collaboration Assuranceライセンスで
は、サポートしている数よりも多くのライセン

スファイルをアップロードすることができます。

たとえば、Smallから 3Kのエンドポイントで
す。Cisco Prime Collaboration Assuranceが、1つ
のプロファイルでサポートしている最大カウン

ト数よりも少ないエンドポイントを持つライセ

ンスファイルを受け入れた場合は、ユーザにエ

ラーメッセージを通知する必要があります。

これは、Assurance Mass、Contact Center
Assurance、Analyticsライセンスに適用され、
Small/Medium/Large/Very Large/BE6k/BE7Kなど
のすべてのプロファイルをサポートしています。

Cisco Prime Collaboration Assuranceライセン
スユーザインターフェイスでは、Small、
Large、BE6kなどの各プロファイルに基づ
き、インポートできるライセンスの最大数

を制限する必要があります。

11.x（11.0、11.1、11.5、11.6）から 12.1にアッ
プグレードするときには、インベントリの周り

のスキーマが変更されます。アップグレード中

には、11.xで利用可能ないくつかのデータベー
ス関連のテーブル列が削除されます。CiscoPrime
Collaboration Assuranceの全体機能には影響しま
せん。

[Deleted]状態のデバイス/エンドポイントはパー
ジされ、アップグレード後には利用できません。

DMAを介したスキーマ変更の処理

isco Prime Collaboration Assurance 12.1 Enterprise
の一部として、FIPSコンプライアンスは保証さ
れていません。このため、[System Administration
（システム管理）]ページで FIPSを有効/無効に
するセットアップメニューは非表示になってい

ます。

FIPSユーザインターフェイスの非表示
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機能説明機能名

ユーザインターフェイスに [CUCM sFTPクレデ
ンシャル（CUCM sFTP Credentials）]や [保存
（Save）]などのボタンが追加されました。同じ
ユーザのパスワードを変更するためのチェック

ボックスと、パスワードオプションを確認する

ためのオプションを使用できます。

ナビゲーションが [アラームとレポート管理
（Alarm & Report Administration）] -> [CDRソー
ス設定（CDR Source Settings）] -> [CUCM SFTP
クレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]か
ら[インベントリ（Inventory）] -> [インベントリ
管理（Inventory Management）] -> [CUCM sFTP
クレデンシャル（CUCM sFTP Credentials）]に変
更

sFTPクレデンシャルユーザインターフェ
イスの実装

マルチノードのコールマネージャクラスタで

は、同じアラートが複数のノードで同時に存在

する場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceは
最新アラートを 1つのみ表示します。

RTMT Polling Inconsistencyの実装：警告お
よびイベント用のメモ

「未登録の電話機」から「未登録のエンドポイ

ント」へと変更されました。

電話機からエンドポイントで未登録のしき

い値

出力時にプロセスのステータスがわかるよう、

各プロセスを示すプロセスの説明列が追加され

ました。

プロセスの説明列：有用性

共存するPLMを管理しつつ、[監視（Monitor）]
-> [使用率の監視（Utilization Monitor）] -> [ライ
センスの使用状況（License Usage）]に移動して
CLIと HTTPのクレデンシャルを提供します。
管理者は、CLIクレデンシャルを使用してライ
センス情報や HTTPクレデンシャルにアクセス
し、Cisco Prime Collaboration Assuranceの Prime
License Managerを管理することができます。

Prime Collaboration Assuranceの Prime License
Managerでライセンスの使用状況が表示さ
れない

VMware vCenter ServerまたはUCS Managerが [イ
ンベントリ（Inventory）] -> [インベントリ管理
（Inventory Management）] -> [クレデンシャルの
管理（Manage Credentials）]タブを通して追加さ
れると、HTTPクレデンシャルのみが必要である
ことを示す注記が追加されます。これらのデバ

イスでSNMPが必要ない場合、[Inaccessible State]
列には「SNMP timeout」と表示されます。

[Inaccessible]ステータスが SNMPタイムア
ウトとして表示
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機能説明機能名

この問題に対処するために、トラブルシューティ

ングセクションが追加されました。

これは、PLMにSNMPコミュニティ文字列が設
定されている場合に発生する可能性があります。

PLMを適切に検出するには、コミュニティ文字
列を設定しないようにします。コミュニティ文

字列に設定されている場合は、文字列を削除し、

Cisco Prime Collaboration Assuranceで PLMを検
出します。Cisco Prime Collaboration Assurance
は、PLMの検出でSNMPコミュニティ文字列の
設定はサポートしていません。

スタンドアロン PLMが PCA 11.6で
non-Ciscoとして検出

この問題に対処するために、トラブルシューティ

ングセクションが追加されました。

トラブルシューティングセクションには、ユー

ザフォルダでGPGキーを生成する方法が示され
ています。

SFTPでレポートの生成後に PCA BACKUP
ジョブのステータスでエラーが表示

[トラブルシューティングセクションでは推奨処
置とパスについて説明しています

この問題を解決するには、新しいスクリプト

（opsview_globaladmin.sh）と推奨されるパス
（/opt/emms/emsam/bin）を利用します。

グローバル管理ユーザが破損しているため

[OpsViewダッシュレット（OpsView
Dashlet）]ページが読み込まれません

この問題を解決するため、注記が追加されてい

ます。

LDAPに接続するため新しい LDAPパラメータ
値（?CN=hq-prime,OU=Service Access
Groups,DC=Megafon,DC=ru?）が定義されました。

LDAPパラメータ値でアンパサンドが使用
できない

この問題を解決するため、注記が追加されてい

ます。

通常、CMEPhoneDiscoveryおよび PhoneXML
Discoveryジョブは 4時間おきに実行するようス
ケジュールされています。これらのジョブは、

再実行ではなく 1回のみ実行するよう変更でき
ます。検出後は、これをスケジュール設定に戻

すことはできません。

スケジュールするには CME Discoveryおよ
び Phone XML Discoveryジョブを制限
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機能説明機能名

Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 OVAの導
入時には、IPアドレス、IPデフォルトゲート
ウェイ、IPデフォルトネットマスク、バック
アップサーバ IPに対して 3つのオクテットのみ
が表示されます。4番目のオクテットは表示され
ません。すべてのオクテットを表示するには、

[タブ（Tab）]ボタンを押します。

すべてのオクテットが正しく表示されない

[デバイスステータスの概要（Device Status
Summary）]ページの動作が変更されています。
ページは 30秒ごとに自動更新されません。

ドキュメントから [デバイスステータスの
概要（Device Status Summary）]の自動更新
を削除

管理者のみが CDR/CMRレポートをエクスポー
トできます。スクリプトを作成して、サーバ上

でエクスポートのタスクを自動化します。

このスクリプトをサーバ上で実行して

CDR_CMRレポートの生成およびエクスポー
ト

Sample Inputコードの確認と修正。NBI APIに関するマニュアル

[デバイス 360（Device 360）]ビューでパフォー
マンスデータは表示されません。その代わり、

[ここをクリックしてパフォーマンスデータを表
示（Click here for performance data）]リンクをク
リックすると、同じデータが表示されます。

Device 360のパフォーマンスデータ

[Call Health Summary]タブに列が追加されまし
た。

Opsビュークラスタ概要のパフォーマンス
データ

1. Cisco TelePresence-Manager
（CTS-Manager/CTS-MAN）デバイスはサ
ポートされていません。そのため、ドキュ

メントからデバイスのすべてのオカレンス

が削除されました。

2. FIPS準拠はサポートされていません。その
ため、ドキュメントからすべてのオカレン

スが削除されました。

3. ドキュメントから CTX固有のコンテンツが
削除されました。

4. [論理検出の有効化（Enable Logical
Discovery）]ボタン：ドキュメントから論理
検出を有効にするボタンが削除されました。

5. CLIはサポートされません。そのため、ド
キュメントから CLI固有のコンテンツが削
除されました。

このリリースからサポートの対象外となる

機能またはデバイス
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機能説明機能名

1. 「Cisco Prime Collaboration」から「Cisco
Prime Collaboration Assurance」に名前変更さ
れました。

2. 「PhoneUnregThresholdExceeded」から
「EndpointUnregThresholdExceeded」に名前
変更されました。

一般

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、混合モー
ドの Cisco Unified CMクラスタをサポートして
います。

ただし、次の Cisco Prime Collaboration Assurance
の機能は、CUCMへのセキュリティで保護され
ていない通信に対してのみサポートします。

•セッション監視は、セキュリティで保護さ
れていないJTAPI通信を使用して、セッショ
ンを監視し続けます。

•模擬テスト：セキュアモードでCUCMに登
録されているCUCMおよびエンドポイント
への、セキュアなシグナリング（TLS）およ
びセキュアなメディア（SRTP）接続はサ
ポートしません。

Mixedモードでの UCMのサポート

Cisco Prime Collaboration Analyticsの概要
このドキュメントでは、Cisco Prime Collaboration 11.0、11.1、11.5、11.6、12.1、12.1 SP1、12.1
SP2、12.1 SP3の機能について説明します。

Cisco Prime Collaboration Analyticsは、トラフィックの傾向、テクノロジの導入傾向、使用率が
高いおよび低いリソース、ネットワークでのデバイスリソースの使用状況を識別することがで

きます。また、断続的および繰り返し発生するネットワークの問題を追跡し、Cisco Prime
Collaboration Analyticsダッシュボードを使用してサービスの品質問題も特定できます。

デフォルトでは、Cisco Prime Collaboration Analyticsは Cisco Prime Collaboration Assuranceアプ
リケーションとともにインストールされます。Analyticsは無効にすることも、Analyticsの評価
ライセンスの期限が切れるまで使用することもできます。ただし、唯一の例外としては、非常

に大きなOVA（150 K）をインストールする場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceのみをイ
ンストール、または Cisco Prime Collaboration Assuranceを Cisco Prime Collaboration Analyticsと
ともにインストールすることもできます。

インストールとシステム要件の詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび
Analyticsのインストールとアップグレードに関するガイド』を参照してください。
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Cisco Prime Collaboration Analytics NBI
次は、Cisco Prime Collaboration Analytics 11.5 SP1、11.6、12.1、12.1 SP1がサポートするNBI機
能です。

•次のダッシュボードでは、NBI APIサポートを利用できます。

•キャパシティ分析

• UCシステムパフォーマンス

•ビデオ会議の分析

•ライセンスの使用状況

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

Video Communication Server / Expressway

Cisco Prime Collaboration Analytics Release 11.5の一部として、次の
ダッシュボードでは NBI APIがすでにサポートされています。

•テクノロジー導入

•資産使用状況

•トラフィック分析

•サービスエクスペリエンス

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

NBI APIは、[License Usage]ダッシュボードの [Video Communication
Server / Expressway]ダッシュレットで使用できるようになりまし
た。

（注）

•サポートされている命名規則は次のとおりです。

•ダッシュレットの場合：

https://<PC Server>/emsam/nbi/<dashboard>/<dashletname>/summary/parameters

•詳細ビューの場合：

https://<PC Server>/emsam/nbi/<dashboard>/<dashletname>/details/dvparameters

• NBIAPIドキュメントには、パラメータの説明やNBIのサンプルURLが含まれています。
NBI APIドキュメントにアクセスするには、管理者権限でCisco Prime Collaboration Analytics
サーバにログインし、次のいずれかの URLをブラウザに入力します。

• https://<pc-server-ip>/emsam/nbi/nbiAnalyticsDoc/

<pc-server-ip>はサーバの IPアドレスです。
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•または
https://<pc-server-ip>:<port-number>/emsam/nbi/nbiAnalyticsDoc/

<pc-server-ip>はサーバの IPアドレスであり、<port-number>は HTTPポート番号で
す。

例：

https://<pc-server-ip>:8443/emsam/nbi/nbiAnalyticsDoc/

• NBI URLで使用可能なパラメータは、GUIフィルタのパラメータとほぼ同じです。パラ
メータ名と値については NBI APIドキュメントを確認してください。

Cisco Prime Collaboration Analytics 11.5の NBI APIでは、大文字と
小文字が区別されないパラメータ値はサポートされていません。

（注）

• Call Detail Records（CDR）の NBIサポート：

• NBIは、CDRベースダッシュレット用のレコードのクエリもサポートしています。

https://<PC Server>/emsam/nbi/fetchCDR/fetchTableDetails

•結果には、CDRベースダッシュレットで凡例を選択したときにポップアップする、
詳細ビューのテーブルと類似した情報があります。

•検索条件は、次のフィルタの 1つを使用、または組み合わせることができます。

•コール：ステータス、グレード、クラスタ、クラス、タイプ

•発信元エンドポイント：dn、ip、uri、クラスタ/ロケーション、クラスタ/デバイ
スプール、ユーザ名、コーデック、エンドポイントモデル、エンドポイントタ

イプ

•送信先エンドポイント：dn、ip、uri、クラスタ/ロケーション、クラスタ/デバイ
スプール、ユーザ名、コーデック、エンドポイントモデル、エンドポイントタ

イプ

• NBI APIでは、大文字と小文字を区別しないパラメータ値がサポートされています。たと
えば、パラメータ「timePeriod」では、値として last7days、Last14Days、last7DAYSなどを
使用することができます。

• Cisco Prime collaboration Analytics Release 11.5の一部として、NBI APIは、CDRベースダッ
シュレット用のCall Detail Records（CDR）のクエリをサポートしています。詳細について
は、「Call Detail Records (CDR) NBIのサポート」を参照してください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

NB APIドキュメントにアクセスするには、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバにログイ
ンし、ユーザインターフェイスの右上隅にある [設定（Settings）]のドロップダウンメニュー
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から[Assurance NB APIドキュメント（Assurance NB API documentation）]をクリックしま
す。
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第 2 章

概要

ここでは、次の内容について説明します。

•概要（43ページ）

概要
この章では、Cisco Prime Collaboration Assuranceの重要な概念について説明します。

イベント

イベントは、特定の時点で発生する別個の問題です。

各イベントは次のいずれかに該当します。

•ネットワークにおけるエラー、故障、異常事態など何らかの障害に伴うもの。たとえば、
デバイスが到達不能になると、到達不能イベントがトリガーされます。

•障害の解消に伴うもの。たとえば、デバイスの状態が到達不能から到達可能に変更される
と、イベントがトリガーされます。

イベントの例には次のものがあります。

•ポートステータスの変化

•ノードのリセット。

•ノードが管理ステーションに対して到達可能になる。

•ピアルータでのルーティングプロトコルプロセス間の接続損失。

イベントは着信トラップおよび通知から取得され、ステータス変更（ポーリングによって）お

よびユーザ処理が検出されます。

イベントをトリガーした条件が存在しなくなっても、発生したイベントのステータスは変更さ

れないことを理解することが重要です。
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選択 [モニタ（Monitor）] > [アラーム&イベント（Alarms & Events）]をクリックして、イベ
ントのリストを表示します。

アラーム

アラームは、障害のライフサイクルを表したものです。

アラームの特性は、次のとおりです。

•受信したイベントに対する Cisco Prime Collaboration Assuranceの応答です。

•それぞれがアラームのライフサイクルの特定の発生を表す一連のイベントです（次の例を
参照）。イベントの順序では、重大度が最も高いイベントが、アラームの重大度を決定し

ます。

•ネットワークで発生するエラー障害を示す一連の相互に関係するイベントを表します。

•アラームが発生したとき（障害が最初に検出されたとき）から、クリアされ、確認される
までの完全なイベントのライフサイクルを示します。

イベントの順序では、重大度が最も高いイベントが、アラームの重大度を決定します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、一連の相互に関係するイベントからアラームが作成
されます。アラームの完全なイベントの順序には、少なくとも次の2つのイベントが含まれま
す。

•アラームのアクティブ化（インターフェイスダウンイベントによってアラームが発生す
るなど）。

•アラームのクリア（インターフェイスアップイベントによってアラームがクリアされる
など）。

アラームのライフサイクルには、重大度の変更、サービスへの更新などによってトリガーされ

る相互に関係するイベントをいくつでも含めることができます。

新しい関連イベントが発生すると、Cisco Prime Collaboration Assuranceはそのイベントをアラー
ムに関連付け、この新しいイベントに基づいてアラームの重大度およびメッセージテキストを

更新します。手動でアラームをクリアすると、アラーム重大度の変更がクリアされます。

アラームを構成するイベントは、[Alarms and Events]ブラウザで確認できます。

選択 [モニタ（Monitor）] > [アラーム &イベント（Alarms & Events）]をクリックして、ア
ラームのリストを表示します。

イベントの作成

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、イベントカタログを保持し、イベントをいつどのよう
に作成するか、およびイベントをアラームに関連付けるかどうかを決定します。複数のイベン

トを同じアラームに関連付けることができます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次の方法でイベントを検出します。
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•通知イベント（たとえば、Syslogやトラップ）を受信して、分析します。

•デバイスを自動的にポーリングして変更を検出します（たとえば、到達不能なデバイス）。

•アラームのステータスが変更されると（たとえば、ユーザがアラームをクリアすると）、
イベントを受信します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceにより、自分にとって重要ではないと考えられるイベント
のモニタリングを無効にできます。無効になったイベントは、アラームおよびイベントのブラ

ウザにリストされません。また、Cisco Prime Collaboration Assuranceによってアラームがトリ
ガーされることもありません。

syslogまたはトラップとして受信した着信イベント通知は、事前に定義されたパターンとイベ
ントデータとを照合することにより識別されます。イベントは、一致したパターンがあり、適

切に識別できる場合に、Cisco Prime Collaboration Assuranceによってサポートされていると見
なされます。イベントデータが事前定義済みのパターンと一致しない場合は、イベントはサ

ポートされないと見なされ、ドロップされます。

次の表は、イベント作成を処理する間の Cisco Prime Collaboration Assuranceの動作を示してい
ます。

Cisco Prime Collaboration
Assuranceの動作

イベント時刻

デバイス Aで新しい到達不能
イベントを作成します。

デバイス Aが到達不能になっ
た。

10:00AM PDT 2012年6月7日

イベントステータスに変更は

ありません。

デバイス Aは引き続き到達不
能状態。

10:30AM PDT 2012年6月7日

デバイス Aで新しい到達可能
イベントを作成します。

デバイス Aが到達可能になっ
た。

10:45AM PDT 2012年6月7日

イベントステータスに変更は

ありません。

デバイス Aは到達可能なま
ま。

11:00AM PDT 2012年6月7日

デバイス Aで新しい到達不能
イベントを作成します。

デバイス Aが到達不能になっ
た。

12:00AM PDT 2012年6月7日

アラーム作成

アラームは、ネットワークにおける障害のライフサイクルを表します。複数のイベントを単一

のアラームに関連付けることができます。

アラームは、次の順序で作成されます。

1. ネットワークで障害が発生すると、通知がトリガーされます。

2. この通知に基づいてイベントが作成されます。
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3. このイベントに対応するアクティブなアラームがないかどうかを確認した後で、アラーム
が作成されます。

アラームは、次の 2つのタイプのイベントに関連付けられます。

•アクティブイベント：クリアされていないイベント。アラームは、ネットワークで障害が
解決されるまでこの状態のままです。

•履歴イベント：クリアされたイベント。イベントは、障害がクリアされると、その状態を
履歴イベントに変更します。アラームのクリア方法については、「アラームステータス」

を参照してください。

アラームのライフサイクルは、アラームがクリアされると終了します。クリアされたアラーム

は、プリセット期間内に同じ障害が再発生した場合に復活されることがあります。

Cisco Prime Collaboration Assuranceの場合、プリセット期間は 60分です。

イベントとアラームの関連付け

Cisco Prime Collaboration Assuranceによって、イベントとアラームのカタログが維持されます。
カタログには、Cisco Prime Collaboration Assuranceよって管理されるイベントのリストと、イ
ベントとアラームの間の関係が含まれています。さまざまなタイプのイベントを同じアラーム

タイプに関連付けることができます。

通知の受信時には、次のことが行われます。

1. Cisco Prime Collaboration Assuranceは、イベントとアラームカタログに対する着信通知を
比較します。

2. Cisco Prime Collaboration Assuranceによって、イベントを発生させる必要があるかどうかが
決定されます。

3. イベントが発生した場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceは、イベントが新しいアラー
ムをトリガーするか、または既存のアラームに関連付けるかを決定します。

トリガーされる新しいイベントのタイプが同じで、同じソースで発生する場合、新しいイベン

トは既存のアラームに関連付けられます。

たとえば、アクティブなインターフェイスエラーアラームです。同じインターフェイスで発

生するインターフェイスエラーイベントは、すべて同じアラームに関連付けられます。

イベントがクリアされると、重大度は情報に変更されます。

一部のイベントは、デフォルトの重大度が [Informational]になっています。このようなイベン
トには、アラームは作成されません。Cisco Prime Collaboration Assuranceによってこれらのイ
ベントのアラームを作成する場合は、イベントの重要度を変更する必要があります。

（注）
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イベントの集約

一連の要素から受信した同じイベントの数が指定したしきい値を超えると、Cisco
Prime Collaboration Assuranceはアラームを作成します。

次に使用例を示します。

•デバイスプール/Unified CMの場所で登録解除された電話機の数が 5%を超えている。

•デバイスプール/Unified CMの場所でサービス品質の問題の数が 5%を超えている。

•単一の低品質コールに対して生成されたすべてのコール品質イベントがグループ化されま
す。

イベントマスキング

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、最上位のコンポーネントが問題の原因である場合に
イベントの階層が自動的にマスクされ、すべてのダウンストリームイベントがマスクされて、

最上位コンポーネントに対するアラームが生成されます。

次に使用例を示します。

• Unified CMがダウンすると、Cisco Prime Collaboration Assuranceによってそのすべてのコ
ンポーネント（電源、インターフェイス、ファンなど）のイベントがマスクされる。

•スイッチカードがダウンすると、Cisco Prime Collaboration Assuranceによって含まれてい
るすべてのポートレベルのイベントがマスクされる。

アラームステータス

次に、アラームでサポートされるステータスを示します。

表 6 :アラームステータス

説明ステータス

イベントが新しいアラームをトリガーしたか、

イベントが既存のアラームに関連付けられる

場合。

Not Acknowledged

アラームを確認すると、そのステータスは[Not
Acknowledged]から [Acknowledged]に変更さ
れます。

Acknowledged
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説明ステータス

• [System-clear from the device]：障害がデバ
イスで解決され、同じデバイスでイベン

トがトリガーされます。たとえば、デバ

イス到達可能イベントは、デバイス到達

不能アラームをクリアします。

•アラームは、会議中にもパケット損失、
ジッター、遅延によってトリガーされま

す。これらのアラームは、会議の終了後

に自動的にクリアされます。

• [Cisco Prime Collaboration Assuranceユーザ
による手動クリア（Manual-clear from Cisco
Prime Collaboration Assurance users）]：ネッ
トワークの障害を解決せずに、手動でア

クティブアラームをクリアできます。ク

リアイベントがトリガーされ、このイベ

ントによってアラームがクリアされます。

•引き続きネットワークに障害がある場合
は、ポーリングに基づいて新しいイベン

トとアラームがさらに作成されます。

• [Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバ
による自動クリア（Auto-clear from the
Cisco Prime Collaboration Assurance
server）]：Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、会議の終了時に、会議に関
するすべてのアラームをクリアします。

アクティブなアラームに対する更新が24時間
ない場合、そのアラームは Cisco
Prime Collaboration Assuranceによって自動的
にクリアされます。

特定のアラームは 24時間前に自動
的にクリアされる可能性がありま

す。「Supported Events and Alarms for
Prime Collaboration」を参照してくだ
さい。

（注）

Cleared
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イベントの重大度

各イベントには重大度が割り当てられており、Cisco Prime Collaboration Assuranceではその色
で識別できます。

イベントは、次の重大度カテゴリに大きく分類されます。

•フラグ付き：障害を示します。重大（赤）、やや重大（オレンジ）、比較的重大ではない
（黄色）、または警告（空色）。

•情報：情報（青）。一部の情報イベントは、フラグ付きイベントをクリアします。

イベントの順序では、重大度が最も高いイベントが、アラームの重大度を決定します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、イベントの設定および重大度をカスタマイズできま
す。各ユーザにとって重要なイベントには、それぞれより高い重大度を割り当てることができ

ます。

イベントの設定および重大度がカスタマイズされていない場合は、Cisco Prime Collaboration
Assuranceアプリケーションで事前定義されているイベントの設定および重大度が使用されま
す。

イベントおよびアラームのデータベース

アクティブおよびクリアされたアラームを含むすべてのイベントとアラームは、Cisco
Prime Collaboration Assuranceデータベースに保持されます。

イベント間の関係は保存されます。アラームおよびイベントブラウザでは、データベースの内

容を確認できます。このデータの消去間隔は 4週間です。

イベントは、Cisco Prime Collaboration Assuranceイベントオブジェクトの形式で保存されます。
着信イベント通知（トラップまたは Syslog）の元の通知構造は維持されません。

（注）

アラーム通知

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、アラームの通知を受け取るように登録できます。Cisco
Prime Collaboration Assuranceは、ユーザが設定したアラームセットと通知条件に基づいて通知
を送信します。
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第 3 章

Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始
する

ここで紹介する例は、次のとおりです。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始する（51ページ）
• Cisco Prime Collaboration Analyticsの開始（56ページ）

Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始する
Cisco Prime Collaboration Assuranceは次のモードで利用できます。

• Cisco Prime Collaboration Assurance Enterpriseモード
• Cisco Prime Collaboration Assurance MSPモード

。

次のセクションで説明するタスクを開始する前に、『Cisco Prime Collaboration Assurance and
Analyticsインストールおよびアップグレードガイド』の「Prime Collaboration Assuranceのイ

ンストール」セクションで説明されているタスクを完了する必要があります。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始する
Cisco Prime Collaboration Assuranceをインストールした後、次の表に示すタスクを実行する必
要があります。

表 7 : Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始する

アップグレード後アップグレード前

ホーム >開始
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アップグレード後アップグレード前

ネットワーク正常性の概要

• OpsView

•コール品質

•アラーム

•パフォーマンス

• Contact Centerトポロジ

MSPモードでは、[顧客の概要（Customer Summary）
のみを利用できます。

ホーム >ネットワーク正常性の概要

• OPSView

•コール品質

•アラーム

•パフォーマンス

• Contact Centerトポロジ

ネットワーク正常性の概要

モニタ

•アラームおよびイベント

•アラームの概要

•アラーム

•イベント

•使用率モニタ

• T1/E1トランク

• CUBE SIPトランク

• UCM SIPトランク

•ルートグループ

•トランクグループ

• Location CAC帯域幅

•会議デバイス

• Conductor Bridge Pool

• TelePresenceエンドポイント

•ライセンスの使用状況（License Usage）

NAコール品質
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アップグレード後アップグレード前

Inventory

•インベントリ管理

•デバイスステータスの概要

• UCデバイスの検索

•クラスタデバイス

•検出スケジュール

Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 Service
Pack 3の場合

Clusterデバイスの検出スケジュール

• SNMP MIBクエリツール

インベントリ（Inventory）

[インベントリ（Inventory）] > [UC
デバイスの検索（UC Device
Search）]

診断

•エンドポイントの診断

•会議の診断

• SIP Call Flow Analyzer

• CME診断

• Device Log Collector

[診断（Diagnose）] > [会議の診断
（Conference Diagnostics）]

診断 > SIP Call Flow Analyzer

[診断（Diagnose）] > [デバイスログ
コレクター（Device Log Collector）]

模擬テスト

• UC Application Synthetic Test

• Audio Phone Features Test

• IP SLA Voice Test

• Video Test

• Phone Status Test

• Batch Test

模擬テスト

• UC Application Synthetic Test

• Audio Phone Features Test

• IP SLA Voice Test

• Video Test

• Phone Status Test

• Batch Test
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アップグレード後アップグレード前

レポート

• CDRおよび CMRレポート

• NAM & Sensorレポート

•会議レポート

• TelePresenceエンドポイントレポート

•スケジュール済みレポート

•管理レポート

• CUCMレポートの起動

•その他のレポート

レポート

•管理レポート

• CUCMレポートの起動

•その他のレポート

•会議レポート

• TelePresenceエンドポイントレ
ポート

• NAM & Sensorレポート

• CDR & CMRレポート

•スケジュール済みレポート

分析

•テクノロジー導入

•資産使用状況

•トラフィック分析

•キャパシティ分析

•サービスエクスペリエンス

• UCシステムパフォーマンス

•ビデオ会議の分析

•ライセンスの使用状況

•マイダッシュボード

•カスタムレポートジェネレータ

•スケジュール済みレポート

Assuranceレポート >会議レポート

•会議の概要レポート

•会議の詳細レポート

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
54

Cisco Prime Collaborationの開始

Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始する



アップグレード後アップグレード前

アラーム &レポート管理

•イベントのカスタマイズ

•アラーム &イベント用の電子メール設定

•通知のセットアップ

• CDR分析設定

• 1040センサーのセットアップ

•会議パスのしきい値設定

•ポーリング設定

• APIC-EM & Prime Integration

Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 Service
Pack 3の場合

APIC-EM & NAM

• Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 Service
Pack 2以前の場合

CDRソース設定

MSPモードでは、[顧客管理（Customer Management）]
のみを利用できます。

アラーム &レポート管理

•イベントのカスタマイズ

•アラーム &イベント用の電子
メール設定

•通知のセットアップ

• CDRソース設定

• CDR分析設定

• 1040センサーのセットアップ

•ポーリング設定

• Customer Management

システム管理 >ドメインのセット
アップ

分析管理

• sFTP設定

•グループ管理

•トランクトラフィックの最大キャパシティ設定

MSPモードでは、[顧客ロゴのアップロード（Upload
Customer Logo）]のみを利用できます。
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アップグレード後アップグレード前

システム管理

•ドメインのセットアップ

•ライセンス管理

•ユーザ管理

• [LDAP Settings]

• Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 Service
Pack 3の場合

セキュリティ設定

•シングルサインオン

•バックアップ設定

•ログ管理

•ジョブ管理

•証明書の管理

システム管理

•ライセンス管理

•ユーザ管理

• [LDAP Settings]

•シングルサインオン

•バックアップ設定

•ログ管理

•ジョブ管理

•証明書の管理

UCオペレーションダッシュボード

• UCオペレーションダッシュボード

•レスポンダ設定

サービサビリティ

Cisco Prime Collaboration Analyticsの開始
Table 1には、Cisco Prime Collaboration Analyticsダッシュボードの使用シナリオが示されていま
す。

表 8 : Cisco Prime Collaboration Analyticsダッシュボードの開始

ダッシュレットの名前（分析からのナビゲー

ション）

使用シナリオ
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Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の
場合

エンドポイントモデルによる分配の導入（テ

クノロジの導入）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の
場合

エンドポイント導入の概要（テクノロジの導

入）

音声専用の電話機、ビデオフォン、および

TelePresenceエンドポイントによる導入の進
行状況を追跡します。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以
前の場合

エンドポイントモデルによるコールの分

配（テクノロジの導入）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以
降の場合

エンドポイントモデルによるコールボ

リューム（テクノロジの導入）

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以
前の場合

エンドポイントタイプによるコールの分

配（テクノロジの導入）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以
降の場合

エンドポイントタイプによるコールボ

リューム（テクノロジの導入）

これまでの投資を検証し、将来の投資決定を

行うためのエンドポイントの使用方法につい

て理解します。

テクノロジの使用（テクノロジの導入）使用頻度が高いまたは低いエンドポイントの

数をカウントします。

使用頻度が最も低いエンドポイントタイプ（資

産の使用率）

効果的に組織全体でリソースを計画および割

り当てるために、使用頻度が最も低いエンド

ポイントを特定します。

Cisco Prime Collaboration Assurance 11.0以前
の場合

不参加のビデオ会議（資産の使用率）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以降の
場合

No Show Video TelePresenceエンドポイント

スケジュールされたセッションに参加しなかっ

たエンドポイントを追跡します。
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ビデオテレプレゼンスルームの使用率（資産

の使用率）

使用率が最も高いエンドポイントと最も低い

エンドポイントを特定することができます。

上位 Nの発信者（トラフィック分析）Cisco Prime Collaboration Assurance管理による
導入で、コールの最大発信回数または発信時

間の順に並べ替えられた上位N個のディレク
トリ番号を見つけます。

かけた番号の上位 N位（トラフィック分析）Cisco Prime Collaboration Assurance管理による
導入で、コールの最大受信回数または通話時

間が最も長い順に並べ替えられた上位N個の
ディレクトリ番号を見つけます。

上位 Nのオフネットトラフィック拠点（トラ
フィック分析）

着信および発信オフネットコール数が最も高

い拠点を検索します。

上位 Nのコールトラフィック拠点（トラ
フィック分析）

発信および受信コール数が最も高い上位Nの
拠点を特定します。

コールトラフィック分析（トラフィック分析）サイト、拠点、エンドポイント、クラスタ、

デバイスプール間のさまざまなタイプのコー

ルの傾向を把握します。

会議デバイスのビデオ使用率（キャパシティ

分析）

組織全体にわたって使用を最適化するために、

TelePresence会議デバイスの使用状況を追跡
します。

拠点 CACの帯域幅使用率（キャパシティ分
析）

失敗したコール数が最も高い拠点の Call
Admission Control (CAC)帯域幅使用率を考察
することにより、各拠点に割り当てられる帯

域幅を評価します。

•トランク使用率（キャパシティ分析）

•ルートグループの使用率（キャパシティ
分析）

組織全体にわたって、トランクおよびルート

グループの使用率を評価し、最適化します。

また、カスタムトランクやルートグループの

使用率を定義および追跡できます。

•煩雑時のトランクキャパシティ（キャパ
シティ分析）

•煩雑時のルートキャパシティ（キャパシ
ティ分析）

トランクとルートグループのAverageBouncing
Busy Hour（ABBH）トラフィックを測定した
後で、キャパシティ（回線）について決定し

ます。

DSP使用率（キャパシティ分析）ゲートウェイの DSPリソースの最適化

サービスエクスペリエンスの分配（サービス

エクスペリエンス）

組織内の個人が経験したサービス品質を分析

します。
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Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の
場合

サービス品質に問題があるエンドポイント

（サービスエクスペリエンス）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の
場合

コール品質に問題があるエンドポイント（サー

ビスエクスペリエンス）

サービス品質問題が発生した上位Nのエンド
ポイントを指定します。

上位 Nのコール失敗発生拠点（サービスエク
スペリエンス）

組織内のコールの失敗の傾向を分析し、コー

ル失敗発生率が高い拠点を特定します。

サービス品質問題があるユーザ（サービスエ

クスペリエンス）

サービス品質問題があるユーザを識別します。

UCシステムパフォーマンス組織の UCアプリケーションのシステムパ
フォーマンスを分析します。

•ビデオ会議の統計（ビデオ会議）

•上位Nのビデオ会議の拠点（ビデオ会議）

会議の統計情報の視覚化（会議の数と期間）
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第 II 部

サーバのセットアップ
•サードパーティ CA署名付き証明書の有効化（63ページ）
•ライセンスの管理（67ページ）
• [ユーザ管理（Manage Users）]（75ページ）
•顧客の管理（87ページ）
•ドメインの管理（89ページ）
•システムパラメータの設定（91ページ）





第 4 章

サードパーティ CA署名付き証明書の有効
化

このセクションでは、次の点について説明します。

•サードパーティ CA署名付き証明書の有効化（63ページ）

サードパーティ CA署名付き証明書の有効化
セキュアなデータ転送のために、自分の会社の署名付き証明書をインポートすることができま

す。この証明書を使用するブラウザで、SSLを有効にする必要があります。

CA署名付き証明書のインストール
セキュアなデータ転送のための CA署名付き証明書のインストール：

始める前に

セキュリティを強化し、管理を容易にし、証明書管理を実践するために、情報資産を保護する

目的で、次の要素が検証されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

CAの署名付き証明書は、次の要件のリストを満たしている必要があります。要件：

• "Primecollab"エイリアスを含む。

•正しいパスワードを使用してインポートできる。

• 30年以上にわたって有効な状態を維持する。

•有効期限が設定されている。有効期限が

•切れていないこと

例：現在の日付が 20/9/2019の場合、有効期間（20/8/1970-20/8/2000）は無効です。

•将来の日付に設定されていないこと
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例：現在の日付が20/9/2019の場合、有効期間（20/12/2020-20/12/2025）は無効です。

•「有効なサンプル」有効期間

例：現在の日付が 20/9/2019の場合、有効期間（20/9/2019-20/9/2025）は有効です。

•証明書に指定する CN（共通名）または SAN（サブジェクトの別名）が、PCAサーバの
FQDN（完全修飾ドメイン名）と一致する必要があります。

• PCAサーバの FQDNが CNと一致しない場合は、SANのリストと照合されます。

•ユーザは、CNに FQDNを使用して CSR（証明書署名要求）を生成するか、または
SANのリストに FQDNを含める必要があります。例：pcatest.cisco.com（FQDN）。

•署名アルゴリズムが、TBSCertificateシーケンスに存在する署名アルゴリズム IDと一致す
る必要があります。

•拡張を重複させることはできません。

•サポート対象外の重要な拡張は使用できません。

•チェックは、重要としてマークされている拡張のみに適用されます。

•サポート対される拡張は、BC（BasicConstraints）、KU（KeyUsage）、EKU
（ExtendedkeyUsage）、SAN（SubjectAlternativeName）、IAN（IssuerAlternativeName）、
SIA（SubjectInfoAccess）、AIA（AuthorityInfoAccess）です。

•重要な KeyUsage（KU）があり、有効であること

• KU拡張が重要としてマークされていれば、チェックが適用されます。

•有効な KUは keyCertSign、cRLSign、digitalSignatureです。

•重要な ExtendedKeyUsage（EKU）があり、有効であること。

• EKU拡張が重要としてマークされていれば、チェックが適用されます。

•有効な EKUは serverAuth、clientAuth、OCSPSigningです。

上記の要件を1つでも満たしていない場合、証明書は拒否され、該当するエラーメッセージに
よってユーザにアラートが送られます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

•ルート証明書が、署名付き証明書に含まれている。

• SSLがブラウザで有効であり、CA署名付き証明書を使用できる。

ステップ 1 選択 [システム管理（System Administration）] > [証明書の管理（Certificate Management）] > [Cisco Prime
Collaboration証明書の管理（Cisco Prime Collaboration Certificate Management].

ステップ 2 ローカルシステムから、（PKCS12形式の）CA署名付き証明書を参照します。
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ステップ 3 （任意）証明書の生成中にパスワードを設定した場合は、PKCS#12ファイルの証明書のパスワードを入力
して確認します。設定していない場合は、入力する必要はありません。

ステップ 4 [インポート（Import）]をクリックします。

「サービスが再起動されます」という内容の警告メッセージが表示されます。

ステップ 5 警告メッセージが表示されたら、[Continue]をクリックします。
証明書がサーバにインポートされます。

証明書をインポートした後は、Cisco Prime Collaboration Assuranceを手動で再起動する必要があり
ます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバを再起動するには、rootとしてログインし、次のコマン
ドを実行します。

1。プロセスを停止します。

「root@<hostname>~#/opt/emms/emsam/bin/cpcmcontrol.sh stop」

2。プロセスのステータスを確認します。 - Verify whether the processes have stopped:

「root@<hostname>~#/opt/emms/emsam/bin/cpcmcontrol.sh status」

3。プロセスを再起動します。

「root@<hostname>~#/opt/emms/emsam/bin/cpcmcontrol.sh start」

（注）

サービス再起動後、ログインページが表示されます。セキュリティ警告ページ（ログインページが表示さ

れるよう選択を行うページ）は、これ以降表示されません。

Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバを起動する前に、プライマリおよびセカンダリの中間証
明書をブラウザへインポートしておくことをお勧めします。これにより、CA署名付き証明書をイ
ンストールした後、最初にサーバを起動したときに、接続がプライベートでないという警告が表

示されないようになります。

PKCS12証明書は、どのエイリアス名でもインポートできます。

PEM/DER形式（.pem、.cer、.der、.keyなど）はサポートされないため、KCS#12形式（.pfxまた
は .p12）の証明書を使用する必要があります。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

PKCS12（.pfxまたは .p12）形式の署名付き証明書がインポートされていることを確認してくださ
い。

証明書には、primecollabエイリアスが含まれている必要があります。

primecollabエイリアスのキーのパスワードは、証明書のパスワードと同じである必要がありま
す。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合
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PKCS7または PKCS12の証明書を適用したバージョン 11.xの Cisco Prime Collaboration Assuranceを、バー
ジョン 12.1に移行すると、証明書が復元されません。Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1用に証明書を
再生成する必要があります。

Cisco Prime Collaboration Assurance 11.6以降では、PKCS12の証明書のみがサポートされています。（注）

プライマリ/中間/セカンダリの証明書をブラウザへインポートするには、次の表を参照してください。

操作ブラウザ

選択 [ツール（Tools）] > [インターネットオプショ
ン（Internet Options）] > [コンテンツ（Content）] >
[証明書（Certificates）] > [信頼されたルート証明機
関（Trusted root certification authorities）] > [イン
ポート（Import）]

Internet Explorer

選択 [ツール（Tools）] > [オプション（Options）] >
[拡張機能（Advanced）] > [証明書（Certificates）] >
[証明書を表示（View certificates）] > [インポート
（Import）]

Mozilla Firefox

選択 [設定（Settings）] > [詳細設定（Advanced
settings）] > [HTTP/SSL証明書の管理（ HTTP/SSL
Manage certificates）] > [信頼されたルート証明機関
（Trusted root certification authorities）] > [インポー
ト（Import）]

Chrome

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
66

サーバのセットアップ

CA署名付き証明書のインストール



第 5 章

ライセンスの管理

このセクションでは、次の点について説明します。

•ライセンスの管理（67ページ）

ライセンスの管理
Cisco Prime Collaboration Assuranceライセンスにより、インストールするCisco Prime Collaboration
Assuranceアプリケーションのエンドポイント数を有効にできます。エンドポイントの数量に
基づいてライセンスを注文することができます。Cisco Prime Collaboration AssuranceおよびPrime
Collaboration Provisioning両方次のページに移動します。 [システム管理（System
Administration）] > [ライセンス管理（License Management）]。

Cisco Prime Collaboration Assuranceを Advancedモードのいずれかでインストールできます。

評価モードで追加できるエンドポイントの数は、Assuranceの OVAサイズによって異なりま
す。Cisco Prime Collaboration Assuranceによって、インベントリに追加したデバイスの数が記
録されます。追加可能なデバイスの数が、デバイス許容数に近づくと、警告メッセージが表示

されます。システムインベントリで、OVAをアップグレードするか、既存のデバイスをいく
つか削除できます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceの評価期間は 60日です。評価期間後は、ログインするたび
に Assuranceによって [ライセンス管理（License Management）]ページにリダイレクトされま
す。

「スマートライセンス」は、Cisco Prime Collaboration Assuranceリリース 12.1でサポートされ
ていません。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceのライセンシング
Cisco Prime Collaboration Assuranceライセンスは、エンドポイントの数量に基づいています。
エンドポイント数は、ネットワークを管理するために購入の必要があるライセンス数を決定し

ます。
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Cisco Prime Collaboration Assuranceは、[ライセンス管理（License Management）]次のページで
合計エンドポイントのライセンス状態を提供します。[システム管理（SystemAdministration）]>
[ライセンス管理（License Management）]。

ソフトフォンが、ハードフォンと同じようにライセンスを消費します。すべてのソフトフォ

ンは、Unified CMに登録されたハードフォンと同じディレクトリ番号を共有している場合で
も、1つのライセンスが必要です。

（注）

これらのエンドポイントの詳細については、『Cisco Prime Collaboration AssuranceおよびAnalytics
のインストールとアップグレードガイド』を参照してください。

Cisco Prime Collaboration Analyticsライセンス
Cisco Prime Collaboration Analyticsライセンスは、必ず Cisco Prime Collaboration Assuranceライ
センスの導入後または導入時に適用する必要があります。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

Cisco Prime Collaboration Analytics機能にアクセスするには、Enterpriseモードで Cisco Prime
Collaboration Assuranceを導入する必要があります。Cisco Prime Collaboration Analyticsは、
Managed Service Provider（MSP）モードではサポートされていません。

評価モード（60日）後に Cisco Prime Collaboration Analyticsダッシュボードにアクセスするに
は、Cisco Prime Collaboration Analyticsのライセンスを購入する必要があります。Cisco Prime
Collaboration Assuranceと同じスケールライセンスを購入する必要があります。Cisco Prime
Collaboration Assuranceのライセンスを Advancedモードで追加した後でも、引き続き評価モー
ドで Cisco Prime Collaboration Analyticsにアクセスできます。

Analyticsライセンスファイルを追加するには、次のオプションを選択します。 [システム管理
（System Administration）] > [ライセンス管理（License Management）]。

Analyticsライセンスの追加

Cisco Prime Collaboration Analyticsライセンスは、アシュアランスの合計と同数またはそれ以上
にする必要があります。

評価モードでは、Cisco Prime Collaboration Analyticsのライセンスは Cisco Prime Collaboration
Assuranceのライセンスと同じです。

Analyticsライセンスファイルを追加するには、次のオプションを選択します。 [システム管理
（System Administration）] > [ライセンス管理（License Management）]。

Cisco Prime Collaboration AnalyticsのNFRライセンスの購入は、Cisco Prime Collaboration Assurance
ライセンスの購入後にのみ可能になります。
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Analyticsの有効化と無効化

始める前に

Analyticsの機能を有効または無効にするには、Cisco Prime Collaboration Analyticsを評価モード
にしておく必要があります。

ステップ 1 選択 [システム管理（System Administration）] > [ライセンス管理（License Management）]。

ステップ 2 Cisco Prime Collaboration AssuranceおよびAnalyticsの非常に大きいOVAを導入した場合は、リモートCisco
Prime Collaboration Analyticsデータベースを導入した後で次の手順を実行してください。

a) [Analytics]ペインで [Setup Remote Analytics DB]をクリックし、リモートCisco Prime Collaboration Analytics
データベースを設定します。

b) リモートデータベースの IPアドレスを入力して [OK]をクリックします。

ステップ 3 [Analytics]ペインで [Enable Analytics]をクリックしてデータ分析を有効にします。

ステップ 4 ブラウザからログアウトし、Cisco Prime Collaboration Assurance Serviceability User Interfaceにログインしま
す。

ステップ 5 [Dashboard]をクリックします。

ステータスとシステムの更新履歴のほか、すべてのプロセスを表示できます。すべてのプロセスを開始お

よび停止することができます。

ステップ 6 Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバにログインし、Analyticsのライセンスがアクティブかどうかを確
認します([システム管理（System Administration）] > [ライセンス管理（License Management）]。

Analyticsを無効にする場合は、[Analytics]ペインで [Disable Analytics]をクリックします。無効にした後で、
アプリケーションおよびデータベース（非常に大きい OVAの場合のみ）サーバ上のプロセスを再起動す
る必要があります。分析されたすべてのデータが消去され、[Analyze]タブが無効になります。

Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceのライセンス
Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceは、Cisco Prime Collaboration Assurance Advanced
展開でのみサポートされます。Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceライセンスは、
Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）に同時にログインしているエージェント数に基
づきます。Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceライセンスの適用は、Cisco Prime
Collaboration Assurance Advancedライセンスを追加した後に行う必要があります。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Unified Contact Center Enterpriseにログインしているエー
ジェント数を 30分ごとにポーリングします。ログイン中のエージェント数がライセンスファ
イルに記載されている許可数を超えると、システムから警告が表示されます。

受信した警告の数がいくつでも、Cisco Prime Collaboration Assuranceで生成される違反は 1日
に 1つです。30日以内にこのような違反が 10個出された場合、10回目の違反を受信した時点
から 30日以内にライセンスが有効期限切れになります。
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ライセンスファイルを Cisco Prime Collaboration Assurance Advancedに追加して Cisco Prime
Collaboration Contact Center Assuranceに追加しなかった場合、Cisco Prime Collaboration Contact
Center Assuranceの機能には、ライセンスを購入しない限り評価期限までしかアクセスできま
せん。

ライセンスが期限切れになると、Unified Contact Centerのインフラストラクチャデバイスは、
UCパフォーマンスダッシュボード、[しきい値ルール（Threshold Rules）]ウィンドウ、およ
び [相関ルール（Correlation Rules）]ウィンドウに表示されなくなります。SIP Call Flow Analyzer
では、Contact Centerデバイス（Unified CCE、CVP）やその他の UCコンポーネントから受信
したコールログを分析できなくなります。Contact Centerトポロジ全体のビューも使用できな
くなります。

これらの機能を引き続き使用するには、必要な数の Cisco Prime Collaboration Contact Centerの
同時エージェントライセンスを購入する必要があります。Cisco Prime Collaboration Contact
Center Assuranceのライセンスの詳細を表示するには、 [システム管理（System
Administration）] > [ライセンス管理（License Management）]ページで設定しなければならな
い場合があります。

Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceライセンスの追加後に拡張される機能の詳細
については、『Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceガイド』を参照してください。

ライセンスの購入後に管理できるエージェントの数は、Evaluationモードの場合と変わりませ
ん。詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assurance and Analyticsインストールおよび
アップグレードガイド』の「エンドポイントとコンタクトセンターエージェントの数」の項

を参照してください。

[ライセンスのカウント（License Count）]
Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

エンドポイントライセンシングは 15分ごとに実行されます。ライセンス基準に従い、管理さ
れたエンドポイントの合計数が購入したライセンス数を超えることはありません。

•ライセンス基準を満たさない場合、エンドポイントは削除されます。最初に、未登録のエ
ンドポイントが削除されます。

•それでもライセンス基準を満たさない場合、登録済みのエンドポイントが削除されます。

デバイスの検出と管理の詳細については、デバイスの検出を参照してください。追加されてい

ないエンドポイントが検出ジョブにリストされます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、IPアドレスが重複する電話
機は、異なるエンドポイントとしてカウントされます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceのおよびエンドポイント数

次の電話機が、Cisco Prime Collaboration Assuranceにカウントされています。

•ソフトクライアントには、Cisco Unified Personal Communicator、Cisco IP Communicator、
Cisco Jabber、Client Services Framework（CSF）があります。
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•携帯電話は別にカウントされます。

•音声ゲートウェイに接続しているアナログ電話は監視されないため、カウントされませ
ん。

システムは各エンドポイントをカウントし、Jabberと IPフォンは別々にカウントされます。（注）

ライセンス詳細の表示

[ライセンス管理（License Management）]ページ（[システム管理（System Administration）] >
[ライセンス管理（License Management）]の順に移動）では、次の Cisco Prime Collaboration
Assuranceライセンス情報が表示されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

システム情報

• MACアドレス

• DBサーバ IPアドレス

[DBサーバ IPアドレス（DB server IP Address）]フィールドは、Cisco Prime Collaboration Assurance
の特大 OVA導入モデル固有のものであり、小、中、大の OVA導入モデルの [Assurance情報
（Assurance Information）]リンクには表示されません。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

これは、3種類のライセンスタイプ（Assurance、Analytics、Contact Center Assurance）である
ことを意味します。

また、各ライセンスタイプ（アシュアランス、分析、Contact Center Assurance）に割り当てら
れたライセンス数を追跡することもできます。

（注）

ライセンスファイルをアップロードすると、ライセンス数が表示されてプロファイルごとのカ

ウント数を確認でき、これが最大数を超えると、最大数が超えたことを示す警告メッセージが

表示されます。メッセージは、ライセンスモードに固有のものです。

[アシュアランス（Assurance）]および [分析（analytics）]モードに固有の一般的な警告メッ
セージ、ならびに Contact Center Assuranceモードに固有のメッセージを 1つ受け取ります。

（注）

Assuranceライセンスステータス
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•インストール済みのアクティブなベースライセンス -評価またはイメージです。

•使用済みの合計エンドポイントライセンス数 -使用可能な合計ライセンス数と現在使用中
のライセンス数です。Advancedモードの合計ライセンス数の詳細については、「「ライ
センス数」」セクションを参照してください。

•ライセンスの有効期限 -ライセンスの有効期限が切れる日付です。この値は、Evaluation
ライセンスのみに適用されます。

評価期限が過ぎた後でライセンスを取得すると、[LicenseExpiration
Date]の値は [Permanent]に変わります。

（注）

•インストール済みの合計エンドポイントライセンス数 -インストール済みの合計ライセン
ス数です。

Analyticsおよび Contact Center Assuranceのライセンシングでは、次の情報が表示されます。

マネージドサービスプロバイダー（MSP）
モード

Enterpriseモード

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

分析：

•インストールされているライセンス

•ライセンスの有効期限

分析：

•インストールされているライセンス

•ライセンスの有効期限

Contact Center Assurance：

•インストールされているライセンス

•ライセンスの有効期限

Contact Center Assurance：

•インストールされているライセンス

•ライセンスの有効期限

Contact Center Assuranceのライセンシングのライセンス有効期限は、ユーザインターフェイス
における Assuranceのライセンスステータスと同じですが、Contact Center Assuranceのライセ
ンスの有効期限は、同時にログインする Unified CCEエージェントの数によって変わることが
あります。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceにライセンスを登録してライセンスファイルを取得するに
は、および『Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsのインストールとアップグ
レードガイド』を確認する必要があります。
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ライセンスファイルの追加と削除

実稼働ネットワークでCisco Prime Collaboration Assuranceアプリケーションをアクティブ化す
る場合は、Cisco Prime Collaboration Assurance任意の数のスケールライセンスを追加できます
が、Cisco Prime Collaboration Assuranceに対して、イメージライセンスファイルは 1回追加さ
れ、個別に追加されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceにライセンスファイルを追加するには、次のようにします。

ステップ 1 選択 [システム管理（System Administration）] > [ライセンス管理（License Management）]。
[License Management]ページが表示されます。

ステップ 2 [ライセンスファイル（License Files）]の下で [追加（Add）]をクリックします。
[Add License File]ポップアップページが表示されます。

ステップ 3 [Browse]をクリックしてライセンスファイルをアップロードして [OK]をクリックします。
新しく追加されたライセンスファイル情報は、Cisco Prime Collaboration Assuranceの [License Status]ペイン
に表示されます。

ライセンスファイルを削除するには、[システム管理（System Administration）] > [ライセンス管
理（License Management）]を選択します。[ライセンス管理（License Management）]ページで
ライセンスファイルを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。

評価モードから実稼働にアップグレードする場合は、デバイスの再検出を実行します。デバイス

の再検出については、デバイスの再検出（168ページ）

（注）

Cisco Prime Collaboration AssuranceでAdvanced EvaluationからAdvanced
（有料ライセンス）に切り替える

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、Advanced EvaluationからAdvanced（有料ライセンス）
に切り替えることができます。

次の表には、切り替え時のさまざまなシナリオが示されています。

表 9 : Cisco Prime Collaboration Assuranceで Advanced Evaluationから Advanced（有料ライセンス）に切り替える

Advanced Evaluationから Advanced（ライセン
スを購入）

インストールモード

はい。（ユーザインターフェイスの右上にあ

る [Get Advanced]アイコン をクリックして

[Add Licenses]をクリックします）[License
Management]ページで、[Add]をクリックし、
Advancedモードのライセンスファイルをアッ
プロードします。）

Cisco Prime Collaboration Assurance
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第 6 章

[ユーザ管理（Manage Users）]

このセクションでは、次の点について説明します。

• [ユーザ管理（Manage Users）]（75ページ）

[ユーザ管理（Manage Users）]
Cisco Prime Collaboration Assuranceは、さまざまなタスクを実行できるようにする事前定義済
みのアクセスコントロールを持つ、組み込みの静的ロールをサポートしています。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、ユーザを作成し、ユーザにロールを割り当てること
ができます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、こうした組み込みの静的ロールによって、ロールベー
スアクセスコントロール（RBAC）が有効化されます。したがって、ユーザが実行できるタス
ク、またはユーザが表示または管理できるデバイスまたはデバイスグループは、ネットワーク

管理者が割り当てたロールによって制御されます。

デバイスまたはデバイスグループをドメイン（Cisco Prime Collaboration Assuranceを Enterprise
モードで導入している場合）に関連付けることにより、選択したデバイスまたはデバイスグ

ループ、およびそれらに関連するタスクのアクセス制御を強化できます。通常、オペレータ

ロールを持つユーザは、特定のドメインにのみアクセスが許可されます。

Cisco Prime Collaboration Assurance -高度なユーザロール
ユーザロールは、ユーザがアクセスできるタスクの許可を定義するために使用されます。

次のロールのいずれかを割り当てることができます。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

レポートビューア：レポートを表示およびエクスポートすることのみ可能です。レポート

ビューアのホームページは、CDRおよびCMRレポートです。レポートビューアのユーザ
ロールでは、検索、デバイスステータスの概要、アラーム、Advancedを取得などのグ
ローバルユーザインターフェイスコンポーネントを使用することはできません。次のも

のを除き、すべてのレポートを表示できます。
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• CUCMレポートの起動

•管理レポート

•スケジュール済みレポート

•ヘルプデスク：ネットワークステータス情報の表示とアクセスのみが可能です。また、デ
バイスでアクションを何も実行できず、ネットワークに到達するジョブをスケジュールす

ることもできません。

•オペレータ：すべてのヘルプデスクタスク、およびネットワークデータの収集に関連す
るタスクを実行します。デバイスの追加、検出、またはインポートなどのインベントリ管

理操作は実行できません。また、アラームとイベントのしきい値を設定することもできま

せん。

•ネットワーク管理者：すべてのオペレータタスクと、クレデンシャルの管理やしきい値の
設定など、ネットワーク設定の変更を引き起こすタスクを実行します。

•システム管理者：バックアップと復元、ログファイルの保守、ユーザの設定など、Assurance
のユーザインターフェイス関連の管理タスクを実行します。

•スーパー管理者：システム管理者とネットワーク管理者の両方が実行できるタスクを実行
します。

ヘルプデスクは、Cisco Prime Collaboration Assuranceのすべてのユーザに対して事前に割り当
てられるロールです。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

レポートビューアは、Cisco Prime Collaboration Assuranceのすべてのユーザに対して事前に割
り当てられるロールです。

ユーザに対して選択されたロールによって、他のユーザのデータに対するアクセス権が決まり

ます。たとえば、スーパー管理者のロールを持つユーザは、他のすべてのユーザを表示できま

すが、ネットワーク管理者のロールを持つユーザは、スーパー管理者やシステム管理者などの

上位のロールを持つユーザを表示することはできず、オペレータやヘルプデスクのロールを持

つ他のユーザのデータは参照できます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合は、同じロールを持つ別の
ユーザに属する顧客を（その顧客に関連付けられているユーザであれば）参照することができ

ます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをENTモードで展開した場合は、同じロールを持つ別のユー
ザに属するドメインを（そのドメインに関連付けられているユーザであれば）参照することが

できます。

注記：[ユーザ管理（User Management）]サブメニューは、次のロールでは使用できません。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

1. Report Viewer
2. Helpdesk
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3. 演算子

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

デフォルトのユーザロールの選択は、Cisco Prime Collaboration Assuranceから削除されていま
す。

レポートビューアのロールが選択されたユーザが他のロールを選択することや、他のロールの

ユーザがレポートビューアを選択することはできません。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

複数レベルでの承認を可能にするために、次のロールがサポートされています。

1. ネットワーク管理者：すべてのオペレータタスクと、クレデンシャルの管理などのネット
ワーク設定の変更を引き起こすタスクを実行します。

2. システム管理者：ユーザインターフェイス関連の管理タスクを実行します。

3. スーパー管理者：システム管理者とネットワーク管理者の両方が実行できるタスクを実行
します。

関連トピック

顧客の管理（87ページ）
ドメインの管理（89ページ）

Cisco Prime Collaboration Assuranceのシングルサインオン
Cisco Prime Collaboration Assuranceはセキュリティアサーションマークアップ言語（SAML）
を使用して Cisco Prime Collaboration Assuranceでのシングルサインオン（SSO）を可能にする
管理者権限をユーザに提供します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、マルチサーバのSAN証明書およびエンドユーザのSAML
SSOをサポートしていません。

SSOを有効にする前に、次の前提条件が満たされていることを確認してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceで LDAP管理ユーザを手動で作成することにより、シ
ステムには少なくとも 1人の LDAP管理ユーザが存在します。

• Identity Provider（IdP）サーバは、単一ホストのアプリケーションおよびサービスプロバ
イダーが提供するその他多くのアプリケーションへのアクセスに SSOを使用できるよう
にします。サービスプロバイダーとはアプリケーションをホストするWebサイトです。

次に、サポートされているサードパーティ IdPサーバを示します。

• Open Access Manager（OpenAM）
• Ping ID
• Active Directory Federation Services（ADFS）
• Oracle Identity Manager
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IdPサーバをセットアップする手順については、『SAML SSO Deployment Guide for Cisco
Unified Communication Applications, Release 10.0(1)』を参照してください。

• IdPサーバからのアイデンティティプロバイダーのメタデータファイルをダウンロード
し、ローカルシステムに保存します。

シングルサインオンを有効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [システム管理（System Administration）] > [シングルサインオン（Single Sign-On）]。

ステップ 2 [SSOを有効にする（Enable SSO）]をクリックします。

「Enabling SSO redirects you to the IdP server for authentication from the next login」という警告メッセージが表
示されます。アプリケーションにアクセスするには、正常に認証される必要があります。

前述の前提条件が満たされていない場合は、[SSOを有効にする（Enable SSO）]は無効になってい
ます。

（注）

ステップ 3 [続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 4 シングルサインオンを有効にするには、SSOウィザードに示される手順に従います。

a) ローカルシステムから IdPメタデータファイルを見つけ、[IdPメタデータのインポート（Import IdP
Metadata）]をクリックします。

b) [Trust Metadataファイルのダウンロード（Download Trust Metadata file）]をクリックします。
c) IdPサーバを起動し、ダウンロードした信頼メタデータファイルをインポートします。

これは、SSOを有効にするための手動の手順です。SSOのテストを進める前に、IdPサーバで
信頼範囲（CoT）を作成し、ログアウトする必要があります。

（注）

d) SSOのテストセットアップを実行するには、[有効な管理ユーザ名（Administrative Usernames）]ドロッ
プダウンからユーザ名を選択します。Active Directoryの管理者であり、SSOユーザの下でCisco Unified
CDMによって同期される任意のユーザを入力することができます

ほかのユーザ名を使用して IdPサーバにログインすると、管理者アカウントがロックされる
可能性があります。

（注）

e) [SSOテストの実行（Run SSO Test）]をクリックし、IdPサーバ、Cisco Prime Collaboration Assuranceの
アプリケーション、シングルサインオン間の接続をテストします。

「Unable to do Single Sign-On or Federation」というエラーメッセージが表示された場合は、次の手順を
実行します。

•エンドユーザクレデンシャルを使用して手動で IdPサーバにログインし、認証が成功したかどう
かを確認します。

• Trust Metadataファイルが IdPサーバで正常にアップロードされているかどうかを確認します。
• Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバと IdPサーバが同じ信頼の輪にあるかどうかを確認しま
す。

f) [終了（Finish）]をクリックします。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
78

サーバのセットアップ

Cisco Prime Collaboration Assuranceのシングルサインオン

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html


SSOのトラブルシューティングおよびログ

• SSOを有効化している間に Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバからログアウトした
場合は、ブラウザを閉じて、Cisco Prime Collaboration Assuranceアプリケーションを再起
動することを推奨します。これは、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバでの会議が
期限切れになっても、IdPサーバ会議はまだアクティブである可能性があるためです。

• SSOを有効化中、Cisco Prime Collaboration Assuranceのホスト名が設定され、DNSの一部
であることを確認します。

IdPサーバがダウンしている場合は、次のことが可能です。

•リカバリ URL（https://<PCserver IPアドレスまたは DNSに含まれているホスト名
>:8443/ssosp/local/login）を使用します。

• CMDユーティリティからシングルサインオンを無効にします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceアプリケーションで CMDユーティリティから SSOを無効
化するには、以下を実施します。

•ポート 26の SSHを使用してCisco Prime Collaboration Assuranceサーバにログインします。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceの /opt/emms/emsam/binディレクトリに移動します。次
の表に基づいて、cpcmconfigsso.shファイルの <Operation>と <Value>のエントリを追加し
ます。

値は次のとおりです。操作は次のとおりです。

N/A1：シングルサインオンステータスを取得

N/A2：リカバリ URLステータスを取得

False

CLIから SSOを有効にすることはでき
ません。SSOを有効にするにはユーザ
インターフェイスの手順を使用します。

（注）

3：シングルサインオンステータスを設定

Trueまたは False4：リカバリ URLステータスを設定

• SSOを無効にするには、次のコマンドを実行します。

cpcmconfigsso.sh 3 false

リカバリ URLは有効になっています。セキュリティ上の理由でこれを無効にする場合は、デ
フォルトで Falseに設定します。

（注）

デフォルトユーザアカウント

というデフォルトのWebクライアント管理者ユーザで事前設定されます。globaladminは、の
両方にアクセスできるスーパーユーザです。
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仮想アプライアンスを設定するときに、globaladminのパスワードを指定します。このクレデン
シャルは、Cisco Prime Collaboration AssuranceのWebクライアントを初めて起動する際に必要
です。

パスワードを忘れたり紛失した場合のために、rootパスワードを書き留めておくことをお勧め
します。rootパスワードをリセットするには TACサポートケースを開く必要があります。

注意

Cisco Prime Collaboration AssuranceのWebクライアントに初めてログインする場合は、globaladmin
としてログインします。

これらのユーザのパスワード検証ルールについては、『Cisco Prime Collaboration Assuranceお
よび Analyticsのインストールおよびアップグレードガイド』を参照してください。

（注）

名前を使用してユーザを作成しないでください（globaladmin、pmadmin、および admin）。注意

選択。[ログをダウンロード（Download Log）]ボタンをクリックします。tarファイルをダウ
ンロードし、untarします。/opt/emms/emsam/log/importedprovisioninguser.logファイルを確認し、
重複するユーザ名（すでにCisco Prime Collaboration Assuranceで使用されているユーザ名）、
ユーザ名にパスワードがないなどの理由で Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースに
インポートされなかったユーザを検索します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceアプリケーションは、互いにインベントリデータベースを
共有しません。のタスクを実行するには、デバイスを別々に管理する必要があります。Cisco
Prime Collaboration Assuranceアプリケーションを使用してデバイスの管理タスクを実行するに
は、「デバイスクレデンシャルの管理（99ページ）」を参照してください。

関連トピック

デバイスクレデンシャルの管理

デバイスグループの管理（173ページ）

ユーザロールおよびタスク

Cisco Prime Collaboration Assuranceバージョン 11.xの [ユーザロールおよびタスク（User Roles
and Tasks）と、Cisco Prime Collaboration Assuranceバージョン 12.xの [ユーザロールおよびタ
スク（User Roles and Tasks）]には、自身に対応付けられた Cisco Prime Collaboration Assurance
のロールおよびタスクが一覧で表示されます。

スーパー管理者は、すべてのユーザインターフェイスメニューにアクセスし、すべてのタス

クを実行できます。したがって、スーパー管理者は一覧に表示されません。

（注）
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関連トピック

Cisco Prime Collaboration Assuranceのユーザロールとタスク

ユーザの追加

ユーザを追加して、事前定義済みの静的ロールを割り当てることができます。ユーザは、Cisco
Prime Collaboration AssuranceのWebクライアントにのみアクセスでき、Cisco Prime Collaboration
Assuranceサーバに CLIからログインすることはできません。

ユーザを追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [システム管理（System Administration）] > [ユーザ管理（User Management）]。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザの追加（Add User）] ページで、必要なユーザの詳細情報を入力します。

LDAPサーバは認証を実行するため、Cisco Prime Collaboration Assuranceと同じユーザ IDを持っている必
要があることに注意してください。詳細については、「LDAPサーバの設定」を参照してください。

[LDAP User]オプションを選択した場合、[Password]フィールドおよび [Confirm Password]フィールドは表
示されません。

ステップ 4 適切な Cisco Prime Collaboration Assuranceロールを選択します。

ステップ 5 [Save]をクリックします。

ユーザの詳細を編集するには、 [システム管理（System Administration）] > [ユーザ管理（User
Management）]を選択して、必要な変更を行います。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

レポートビューアーのユーザロールを割り当て済みのロールから除外するには、[レポートビューアー
（Report Viewer）]オプションを手動で選択解除して [保存（Save）]をクリックします。

通常のシステム管理タスクの一部として、Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースからユーザを削
除する必要がある場合があります。ただし、Cisco Prime Collaboration AssuranceのWebクライアントのデ
フォルトの管理者である globaladminは削除できません。

ユーザを削除するには、 [システム管理（System Administration）] > [ユーザ管理（User Management）]
[削除（Delete）]をクリックします。削除したユーザ名でスケジュールされたジョブは、キャンセルされる
まで引き続き実行されます。

ユーザロールの変更

ユーザの連絡先情報、ロール、またはアカウントステータスが変更された場合、管理者はシス

テムの対応する情報を編集する必要があります。
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ユーザの詳細を編集するには、 [システム管理（System Administration）] > [ユーザ管理（User
Management）]を選択して、必要な変更を行います。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

レポートビューアーのユーザロールを割り当て済みのロールから除外するには、[レポート
ビューアー（Report Viewer）]オプションを手動で選択解除して [保存（Save）]をクリックし
ます。

通常のシステム管理タスクの一部として、Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースか
らユーザを削除する必要がある場合があります。ただし、Cisco Prime Collaboration Assurance
のWebクライアントのデフォルト管理者「globaladmin」は削除できません。

ユーザを削除するには、 [システム管理（System Administration）] > [ユーザ管理（User
Management）]でユーザを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。削除したユーザ名で
スケジュールされたジョブは、ジョブがキャンセルされるまで引き続き実行されます。

LDAPサーバの設定
Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）サーバに保存されているユーザ情報にアクセス
するために、Cisco Prime Collaboration Assuranceを設定して LDAPサーバに接続することがで
きます。

[ユーザ管理（User Management）]ページで LDAPユーザを作成して、このユーザが LDAPの
クレデンシャルを使用してログインできるようにする必要があります。ユーザを追加するに

は、「ユーザの追加」を、ユーザを編集または削除するには、「ユーザロールの変更」を参照

してください。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、1つのプライマリ LDAPサーバと 1つのバックアップ
LDAPサーバをサポートしています。

LDAPサーバを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [システム管理（System Administration）] > [LDAP設定（LDAP Settings）]。

ステップ 2 [LDAP Settings]ページで、すべてのフィールドに値を入力します。フィールドの説明については、[LDAP
Configuration]のパラメータを参照してください。

1. Cisco Prime Collaboration Assuranceで SSL暗号化を使用する必要がある場合は、[SSLを使用す
る（Use SSL）]チェックボックスをオンにして、ポート 636を指定します。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1の場合

SSLを有効にした LDAP設定はサポートされていません。

2. 無効なログインの場合は、「ユーザ名またはパスワードが無効です。Please try again or check
LDAP server configuration if you are a LDAP user（ユーザ名またはパスワードが無効です。もう
一度やり直すか、LDAPユーザの場合は LDAPサーバの設定を確認してください）」という
メッセージが表示されます。このメッセージは、ローカルと LDAPの両方のユーザに表示さ
れます。

（注）
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ステップ 3 LDAPサーバへの接続を確認するには、[テスト接続（Test Connection）]をクリックします。

ステップ 4 接続が正常に行われたら、[設定の適用（Apply Settings）]をクリックし、Cisco Prime Collaboration Assurance
サーバを再起動して、LDAPを使用してログインします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバを再起動するには、adminユーザとしてログインし、次のコマン
ドを実行します。

application stop cpcm application start cpcm

application stop cpcmコマンドは実行完了までに 10分、application start cpcmコマンドは実行完了までに
10～ 15分かかります。

[LDAP Configuration]のパラメータ
たとえば、Microsoft Active Directoryについて考えてみましょう。

表 10 : LDAPサーバの設定

説明フィールド

LDAPサーバ名または IPアドレスを入力しま
す。

オプションで、バックアップ LDAPサーバの
IPアドレスを入力します。

サーバの IPアドレス
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説明フィールド

サーバの LDAP要求を受信するポート番号を
入力します。

[Non-secure port]：389

[Secure SSL port]：636

オプションでバックアップLDAPサーバのポー
ト番号を入力します。

標準以外のポートを使用するように

LDAPサーバが設定されている場合
は、そのポートもここで入力する必

要があります。

（注）

サーバポート

[Admin Distinguished Name]は使用する識別名
です。

たとえば、前述のイメージでは、LDAPディ
レクトリに John Doeという名前のユーザが含
まれていますが、[Admin Distinguished Name]
は次のようになります。

• CN = John Doe
• OU = Campus
• OU = AdminBLR
• OU = ABC
• DC = eta
• DC = com

Admin Distinguished Name

LDAPサーバのパスワードを入力し、パスワー
ドを再確認します。

パスワードにシャープ記号（#）を
使用しないでください。LDAPの
ユーザパスワードにシャープ記号が

含まれていると、LDAPサーバへの
接続が失敗します。

（注）

管理者パスワード
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説明フィールド

ユーザの検索ベースを入力します。LDAPサー
バはこのベースに基づいてユーザを検索しま

す。

検索ベースは次のとおりです。

• DC = eta
• DC = com

LDAP認証は、検索ベースで特殊文
字を入力すると失敗します。

（注）

LDAPユーザの検索ベース

1. Cisco Prime Collaboration Assuranceは、必要に応じて、LDAPユーザの CN、
sAMAccountName、または uid属性を使用した PCAへのログインをサポートします。

2. LDAPユーザの uid属性は一意である必要があります。

3. LDAPパラメータ値では、識別名（DN）でアンパサンド（&）を使用することはできませ
ん。

LDAPに接続するには、次の LDAPパラメータ値を入力します。
?CN=hq-prime,OU=Service Access Groups,DC=Megafon,DC=ru?

サポートされている LDAPサーバの一覧については、「Cisco Prime Collaboration Assuranceで
サポートされているデバイス」を参照してください。

（注）

パスワードの最大数を設定

認証メカニズムは、そのクレデンシャルと同じだけの強度しかありません。

強力な認証メカニズムを使用することは、強力なパスワードを使用するために重要です。パス

ワードが複雑になっていない場合（特にパスワード長）、検索スペースが大幅に削減されま

す。

•デフォルトのパスワードの最大長は 127文字です。

•デフォルトの管理者である globaladminのみが、Cisco Prime Collaboration Assuranceユーザ
インターフェイスの [セキュリティ設定（security settings）]ページを変更する権限を持ち
ます。

（注）

ステップ 1 [システム管理（System Administration）] > [セキュリティ設定（Security Settings）]を選択します。
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ユーザは、80-127文字（バイトではありません）の範囲で値を入力する必要があります。入力し
た値が範囲外の場合は、入力された値が許容範囲を超えていることを示すメッセージが表示され

ます。[OK]をクリックして続行します。

（注）

ステップ 2 値を入力するか、またはスピンボックスをクリックして、パスワード長を設定します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックして、設定の詳細を正常に更新します。アプリケーションは、ユーザがパスワー
ドの最大長を変更していることをアラートします。「Ensure compliance with this new value while setting
password in other pages」と表示されます。

[キャンセル（Cancel）]をクリックして終了します。

ユーザは、他のページでパスワードが必要な場合に、ここで設定した値よりも長いパスワードを

入力することはできません。コンプライアンスに従っていないことを示すエラーメッセージが、

そのページに表示されます。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceアカウントのロック解除
Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceのユーザインターフェイスへのログインの最大試行回数は
10です。10回試行しても、Cisco Prime Collaboration Assuranceのユーザインターフェイスにロ
グインできない場合は、アカウントが無効になります。

管理者権限を持つ globaladminユーザであれば、アカウントのロックを解除することができま
す。

アカウントのロックを解除するには、次のようにします。

ステップ 1 Cisco Prime Collaboration Assuranceに globaladminとしてログインします。

ステップ 2 選択 [システム管理（System Administration）] > [ユーザ管理（User Management）]。

ステップ 3 [ユーザ管理（User Management）]ページで、ユーザを選択し、[ロック解除（Unlock）]をクリックしま
す。
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第 7 章

顧客の管理

このセクションでは、次の点について説明します。

•顧客の管理（87ページ）
•顧客の追加（87ページ）
•グローバル顧客の選択（88ページ）

顧客の管理
このセクションは、Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合のみ適用
されます。

MSPモードは複数のカスタマービューを提供します。このオプションは、マネージドサービ
スプロバイダーの環境で使用します。このビューでは、ネットワークを管理したり、Cisco
Prime Collaboration Assuranceによって管理されている複数の顧客のサービスをホストしたりす
ることができます。デバイスを顧客に関連付けることができます。

管理されている既存のすべてのエンドポイント、またはパブリッシャに登録されているサブス

クライバが、パブリッシャからカスタマー名を継承するかどうかを選択できます。詳細につい

ては、「デバイスの追加 -自動検出」を参照してください。

顧客の追加
顧客を追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 を選択します。[アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [顧客管理（Customer Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [顧客管理（Customer
Management）]

ステップ 2 [顧客管理 (Customer Management)]ページで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [一般情報（General Info）]ページで必要な詳細を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 4 [デバイス/デバイスグループ（Devices/Device Group）]ページで適切なデバイスを選択し、[保存（Save）]
をクリックします。選択したデバイスに対する顧客の割り当てを確認するように求めるメッセージが表示

されます。ユニファイドCMまたはVCSなどのパブリッシャまたはシードデバイスが関連付けられている
顧客に、登録済みのエンドポイントを関連付けるには、[登録済みのエンドポイントも割り当てる]チェッ
クボックスをオンにします。デバイスが顧客に関連付けられていることを通知するメッセージが表示され

ます。

関連トピック

ユーザの追加（81ページ）
[ユーザ管理（Manage Users）]（75ページ）

グローバル顧客の選択
Cisco Prime Collaboration Assuranceホームページで、顧客を選択し、それに応じてフィルタリ
ングできます。Cisco Prime Collaboration Assuranceユーザインターフェイスの右上隅にある [顧
客（Customer）]フィールドの横にある [クイックビュー（Quick View）]アイコンの上にマウ
スを合わせます。データを表示する 1つ以上の顧客を選択できます。[すべての顧客（All
Customers）]を選択して、すべての顧客の集約された情報を表示することにより、複数の顧客
を同時に選択することもできます。デフォルトでは、すべての顧客のデータが表示されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceで、特定の顧客に対応するユーザとして Cisco Prime
Collaboration Assuranceにログインしている場合は、グローバル顧客選択リストから [すべての
顧客（すべての顧客）]オプションを選択できます。さらに、[すべての顧客（AllMyCustomers）]
グループから特定の顧客を選択できます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceで、すべての使用可能な顧客に対応するユーザまたは
globaladminとして Cisco Prime Collaboration Assuranceにログインしている場合は、グローバル
顧客選択リストから [すべての顧客（All Customers）]オプションを選択できます。さらに、[す
べての顧客（All Customers）]グループから特定の顧客を選択できます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceのユーザインターフェイスは、[] [インベントリ管理（Inventory
Management）]、[アラームおよびイベント（Alarms and Events）]ページなどのすべての機能
全体で、グローバル選択フィールドからすべての顧客の情報をフィルタして表示します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceエンタープライズダッシュボード（持っているライセンス
に応じた End-Users Impact、Endpoints Utilization、Infrastructure、Topology、Contact Centerトポ
ロジ）は、デフォルトでは、グローバル顧客選択フィールドで内容をフィルタしません。グ

ローバル選択によって別の顧客を選択すると、ユーザインターフェイスが更新され、[カスタ
マーサマリ（Customer Summary）]ダッシュボードのホームページが表示されます。顧客を変
更するには、[カスタマーサマリ（Customer Summary）]ダッシュボードで顧客名をクリックす
る必要があります。

（注）

ユーザロールが使用可能な情報を決定する方法の詳細については、「Cisco Prime Collaboration
Assurance -高度なユーザロール」を参照してください。
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第 8 章

ドメインの管理

このセクションでは、次の点について説明します。

•ドメインの管理（89ページ）

ドメインの管理
このセクションでは、Cisco Prime Collaboration Assuranceでのドメインの管理について説明し
ます。

ドメインの管理

ドメイン管理機能は、エンタープライズモードで Cisco Prime Collaboration Assuranceをインス
トールした場合にサポートされます。ビジネスニーズに応じてデバイスをグループ化し、一部

のデバイスセットに制限付きのビューを提供することができます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、ドメイン設定動作に応じて次のシナリオをサポートし
ます。

1. 同じクラスタ内のすべてのエンドポイントを同じドメインに割り当てます。

2. Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、同じクラスタ内の異なるエンドポイントに対し
て、異なるドメインを割り当てることはサポートしていません。

3. 異なるインフラストラクチャデバイスに対して、異なるドメインを割り当てることができ
ます。

（注）

関連トピック

[ユーザ管理（Manage Users）]（75ページ）
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アシュアランスドメインの追加

Assuranceをドメインに追加するには、次のようにします。

ステップ 1 選択 [システム管理（System Administration）] > [ドメインのセットアップ（Domain Setup）]。

ステップ 2 [ドメインの設定（Domain Setup）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。デバイスプールまたは
デバイスをドメインに関連付けることができます。

ステップ 3 [作成（Create）][Assurance（Assurance）][ドメイン（Domain）]ページで必要な詳細を入力し、[保存（Save）]
をクリックします。

パブリッシャが単一のドメインに関連付けて検出された場合、パブリッシャに登録されたすべてのエンド

ポイントまたはサブスクライバは、パブリッシャからドメイン名を継承します。

1つのデバイスに複数のドメインを関連付けることはできません。（注）

[編集（Edit）]をクリックして、ドメインを割り当て解除します。

デバイスプールのドメインを変更する場合は、新しいドメインに割り当てる前に、既存のドメイ

ンからデバイスプールを割り当て解除する必要があります。この制限は、デバイスプールのみ適

用されます。

（注）

[削除（Delete）] をクリックしてドメインを削除します。ドメインの削除には、デバイスあり、またはデ
バイスなしを選択できます。[インベントリ管理（Inventory Management）]で変更を確認できます。

グローバルなドメインの選択

Cisco Prime Collaboration Assuranceホームページで、ドメインを選択し、それに応じてフィル
タリングできます。Cisco Prime Collaboration Assuranceユーザインターフェイスの右上隅にあ
る [ドメイン（Domain）]フィールドの横にある [クイックビュー（Quick View）]アイコンの
上にマウスを置きます。ドメイン権限に基づいて 1つ以上のドメインを選択できます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceで利用可能なすべてのドメインに関連したユーザまたは
globaladminとしてCisco Prime Collaboration Assuranceにログインしている場合は、[エンタープ
ライズ（Enterprise）]を選択すると、すべてのドメインの集約の詳細を表示できます。さら
に、[マイエンタープライズ（My Enterpris）]グループから特定のドメインを選択できます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceユーザインターフェイスは、[インベントリ管理（Inventory
Management）]および [エンドポイントの診断（Endpoint Diagnostics）]などの機能全体で、選
択したドメインの情報のみをフィルタして表示します。これらの列は、デフォルトでは非表示

になっています。

ユーザロールが使用可能な情報を決定する方法の詳細については、「Cisco Prime Collaboration
Assurance -高度なユーザロール」を参照してください。
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第 9 章

システムパラメータの設定

このセクションでは、次の点について説明します。

•システムパラメータの設定（91ページ）

システムパラメータの設定
Cisco Prime Collaboration Assuranceのシステム設定パラメータは、次のとおりです。

• SMTPサーバ:このパラメータを次の下で設定します。 [アシュアランス管理（Assurance
Administration）] > [アラームとイベントの電子メール設定（E-mail Setup for Alarms &
Events）]SMTPサーバの設定を参照してください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

SMTPサーバ:このパラメータを次の下で設定します。[アラームおよびレポート管理（Alarm
& Report Administration）] > [アラームとイベントの電子メール設定（E-mail Setup for
Alarms & Events）]SMTPサーバの設定を参照してください。

•コール品質データソースの管理：Cisco Prime Collaboration Assuranceは、VoIPネットワー
クで音声品質の測定値を監視します。このリアルタイムによるサービス品質情報は、Unified
CM、、またはPrimevNAMから収集されます。このパラメータを次の下で設定するには、
次の手順に従います。 [アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [CDSソース
設定（CDR Source Settings）] > [通話品質データソース管理（Manage Call Quality Data
Sources）]CDRデータソースコール詳細レコード NAMクレデンシャルの更新を参照し
てください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

コール品質データソースの管理：Cisco Prime Collaboration Assuranceは、VoIPネットワー
クで音声品質の測定値を監視します。このリアルタイムによるサービス品質情報は、Unified
CM、、またはPrimevNAMから収集されます。このパラメータを次の下で設定するには、
次の手順に従います。 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] >
[CDSソース設定（CDR Source Settings）] > [通話品質データソース管理（Manage Call
Quality Data Sources）]CDRデータソースコール詳細レコードNAMクレデンシャルの更
新を参照してください。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
91



• [LDAP設定（LDAP Settings）]：このパラメータを次の設定で設定します。 [システム管理
（System Administration）] > [LDAP設定（LDAP Settings）]LDAPサーバの設定を参照し
てください。

• [ログの管理（Log Management）]：このパラメータを次の設定で設定します。 [システム
管理（System Administration）] > [ログの管理（Log Management）]ログレベルを参照し
てください。

• SFTP設定：Unified CMからのコールを監視するには、SFTPを設定する必要があります。
このパラメータを次の下で設定するには、次の手順に従います。 [アシュアランス管理
（Assurance Administration）] > [CDSソース設定（CDR Source Settings）] > [CUCM
SFTPクレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]SFTP設定項目の設定を参照してくだ
さい。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

SFTP設定：Unified CMからのコールを監視するには、SFTPを設定する必要があります。
このパラメータを次の下で設定するには、次の手順に従います。 [アラームおよびレポー
ト管理（Alarm & Report Administration）] > [CDRソース設定（CDR Source Settings）] >
[CUCM SFTPクレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]SFTP設定項目の設定を参照
してください。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

SFTP設定：Unified CMからのコールを監視するには、SFTPを設定する必要があります。
このパラメータを次の下で設定するには、次の手順に従います。 [インベントリ
（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。[CUCM SFTPクレデン
シャル（CUCM SFTP Credentials）]タブをクリックし、SFTP設定項目の設定を参照し
てください。

•クラスタデバイスの検出設定：Cisco Prime Collaboration Assuranceが、Unified CMから収
集したインベントリとデバイス登録情報を統合できるようにします。このパラメータを次

の下で設定するには、次の手順に従います。 [インベントリ（Inventory）] > [クラスタデ
バイス検出スケジュール（Cluster Device Discovery Schedule）]クラスタデバイスの検出
をスケジュール（166ページ）を参照してください。

グローバルシステムパラメータ

これらのページで行った変更は、すべてのまたはドメイン（Enterpriseモード）に適用されま
す。

表 11 :システムパラメータ

ナビゲーションタスク

[システム管理（System Administration）] > [シ
ングルサインオン（Single Sign-On）]

シングルサインオンを設定します。
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ナビゲーションタスク

[システム管理（System Administration）] > [ラ
イセンス管理（License Management）]

ライセンスファイルを追加します。

[アラームおよびレポート管理（Alarm &
Report Administration）] > [アラームとイベン
ト用に電子メールをセットアップ（E-mail
Setup for Alarms & Events）]

SMTPサーバを設定します。

[システム管理（System Administration）] > [証
明書管理（Certificate Management）]

デバイス検出のため SSL証明書認証を設定し
ます。

[システム管理（System Administration）] >
[LDAP設定（LDAP Settings）]

ユーザの詳細にアクセスするため LDAPサー
バを設定します。

[システム管理（System Administration）] > [ロ
グの管理（Log Management）]

ログレベルを変更します。デフォルト値は

「[エラー（Error）]」です。

[インベントリ（Inventory）] > [インベントリ
管理（Inventory Management）] >
[CUCM/sFTPクレデンシャル（CUCM/sFTP
Credentials）]

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3
以降の場合

[インベントリ（Inventory）] > [インベントリ
管理（Inventory Management）]。[CUCM SFTP
クレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]
タブをクリックします。

Unified CMからのコールを監視するためSFTP
パラメータを設定します。

[インベントリ（Inventory）] > [クラスタデバ
イス検出スケジュール（Cluster Device
Discovery Schedule）]

Unified CMでパラメータを設定して、インベ
ントリとデバイスの登録情報を統合させます。

[アラームおよびレポート管理（Alarm &
Report Administration）] > [CDR分析の設定
（CDR Analysis Settings）] > [ダイヤルプラ
ンの設定（Dial Plan Configuration）]

ダイヤルプランを追加します。

[アラームとレポート管理（Alarm & Report
Administration）] > [CDR分析の設定（CDR
Analysis Settings）] > [コールカテゴリの設定
（Set Call Category）]

コールカテゴリを作成します。

[アラームとレポート管理（Alarm & Report
Administration）] > [ポーリング設定（Polling
Settings）]

パラメータを設定してデバイスをポーリング

します。
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ナビゲーションタスク

[アラームおよびレポート管理（Alarm &
Report Administration）] > [イベントのカス
タマイズ（Event Customization）] > [Syslog
ルール（Syslog Rules）]

Syslogルールをカスタマイズして不具合を監
視します。

[アラームおよびレポート管理（Alarm &
Report Administration）] > [通知のセットアッ
プ（Notification Setup）] > [カスタム通知
（Custom Notification）]

アラーム通知（電子メール、syslog、トラッ
プ）を設定します。

[アラームとレポート管理（Alarm & Report
Administration）] > [CDR分析の設定（CDR
Analysis Settings）] > [音声コールグレードの
設定（Configure Voice Call Grade）]

音声コールグレード設定（Good、Acceptable、
Poor）を構成します。

[レポート（Reports）] > [UCM/CME Phone
Activity Reports] > [音声電話のエクスポート
（Export Audio Phones）]

音声電話レポート（IPフォンの監査、移動、
疑いのある IPフォン）、ファイル形式、エク
スポートファイルの場所、電子メール通知な

ど、音声電話レポートのエクスポートパラメー

タを設定します。

[システム管理（System Administration）] >
[バックアップ設定（Backup Settings）]

定期的なバックアップをスケジュール設定し

ます。

SMTPサーバの設定
SMTPサーバ名と送信者AAA電子メールアドレスを、[アラームとイベントの電子メール設定
（E-mail Setup for Alarms & Events）]ページ（[アラームとイベントの電子メール設定（E-mail
Setup for Alarms & Events）]）で指定することで、アラームの電子メール通知を送受信するよ
うにSMTPサーバを設定することができます。[Sender AAA E-mail Address]フィールドの値は、
多数のサーバがある場合に、電子メールを受信したサーバを特定するのに便利です。

Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバのタイムゾーンの設定
Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバのタイムゾーンを設定するには、次の手順を実行し
ます。

ステップ 1 インストールで作成したアカウントを使用して Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバにログインしま
す。デフォルト設定は、adminです。

ステップ 2 次のコマンドを入力して、サポートされているタイムゾーンのリストを表示します。

例：

cm/admin# show timezones
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ステップ 3 Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバのタイムゾーンを設定するには、次のコマンドを入力します。

例：

cm/admin(config)# config t cm/admin(config)# clock timezone US/Pacific cm/admin(config)# exit

ステップ 4 実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーするには、次のコマンド
を入力します。

例：

cm/admin# write memory

ステップ 5 Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバを再起動するには、次のコマンドを入力します。

例：

cm/admin# application stop cpcm cm/admin# show application status cpcm cm/admin# application start
cpcm

ステップ 6 再起動プロセスが終了するまで 10分間待機してから次のコマンドを入力し、タイムゾーンが新しい値に
設定されているかどうかを確認します。

例：

cm/admin# show timezone US/Pacific

データの不一致を回避するために、postgresデータベースで設定したタイムゾーンの値をシステ
ムのタイムゾーンの値と同じにすることをお勧めします。システムのタイムゾーンを手動で変更

する場合は、cpcmデータベースとqovrデータベースの両方を含めて、/opt/postgres/9.2/data
（Analyticsデータベース）および /opt/postgres/9.2/cpcmdata（Assuranceデータベース）
の postgres.confファイルで log_timezoneパラメータおよび timezoneパラメータをシステムの
タイムゾーンと一致するように変更して、システムを再起動します。postgresデータベースでタ
イムゾーンの値を変更する場合は、rootアクセス機能が必要です。そのため、rootアクセス権を
取得するために TACケースを送信する必要があります。

（注）
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第 III 部

Cisco Prime Collaboration Assuranceでのデ
バイスの管理

•デバイスクレデンシャルの管理（99ページ）
•クラスタのセットアップ（125ページ）
•デバイスの検出（129ページ）
•デバイスグループの管理（173ページ）
•インベントリの管理（179ページ）
•ポーリングデバイス（237ページ）





第 10 章

デバイスクレデンシャルの管理

このセクションでは、次の点について説明します。

•デバイスクレデンシャルの管理（99ページ）
•デバイスクレデンシャルプロファイルの追加（100ページ）
•デバイスディスカバリの SSL証明書認証（118ページ）
•デバイスクレデンシャルの変更（118ページ）
•デバイスクレデンシャルの確認（119ページ）
•デバイスクレデンシャルプロファイルの削除（123ページ）

デバイスクレデンシャルの管理
Cisco Prime Collaboration Assuranceを使用して管理するすべてのデバイスのデバイスクレデン
シャルを設定する必要があります。デバイスを検出し、インベントリを更新するためにデバイ

スクレデンシャルが必要です。クレデンシャルがデバイスによって異なる場合は、別のクレデ

ンシャルプロファイルを作成します。つまり、Cisco Prime Collaboration Assuranceの 2つの
Cisco Unified Communications Managerを異なるクレデンシャルで管理する場合、2つのクレデ
ンシャルプロファイルを作成する必要があります。詳細については、[Credential Profiles]の
フィールドの説明表を参照してください。

次は、クレデンシャルプロファイルを作成する際のいくつかの要件です。

•エンドポイントがManaged状態になるまで、HTTPと SNMPにはクレデンシャルが必要で
す。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

エンドポイントとネットワークデバイスに関連するセッションをトラブルシュートするに

は、CLIクレデンシャルが必要です。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

CLIクレデンシャルは、ビデオテストコールを管理し、SIP Call Flow Analyzerを介した
コールシグナリングの分析に必要です。
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• Unified CMの会議監視には、JTAPIクレデンシャルが必要です。このクレデンシャルは、
エンドポイントでは必要ありません。

• Enterprise License Managerプロファイルを作成するには、Prime License Managerのデバイ
スタイプで Enterprise License Managerを選択します。

• Cisco Unified Intelligence Center（CUIC）、Cisco Voice Portal（CVP）、Cisco Finesse、Cisco
SocialMiner、Cisco Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）、Cisco Unified Contact
Center Express（Unified CCX）、Cisco MediaSenseなどの Unified Contact Centerデバイス
で、HTTPおよび SNMPのクレデンシャルを定義します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Unified Intelligence Center（CUIC）、Cisco Voice Portal（CVP）、Cisco Finesse、Cisco
SocialMiner、Cisco Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）、Cisco Unified Contact
Center Express（Unified CCX）、Cisco Virtualized Voice BrowserなどのUnified Contact Center
デバイスで、HTTPおよび SNMPのクレデンシャルを定義します。

• Contact Center Enterpriseの HTTPクレデンシャルを domain\administratorのフォーマットで
入力します。たとえば、hcsdc2\administratorとなります。

• ServiceabilityAdministrationUserRole権限を持つ Cisco Unified Customer Voice Portal（CVP）
のHTTPクレデンシャルを入力します。この権限は、デフォルトのユーザ名であるwsmadmin
に与えられています。

•クレデンシャルは、電話機、Cisco Cius、Cisco Jabber、TelePresence（Movi）エンドポイン
ト用の Cisco Jabber Videoには必要ありません。これらのエンドポイントは、登録されて
いるコールプロセッサの検出を介して検出されます。

• [デバイス（Device）]タイプのドロップダウンリストから [VCS/EXPRESSWAY]を選択
し、Cisco Expressway-Core、Cisco Expressway-Edge、Cisco Collaboration Edgeまたは Core
を備えた Cisco VCSのクレデンシャルを作成します。

• [クレデンシャルプロファイル（Credential Profile）]ページでクレデンシャルプロファイ
ルを作成、または [デバイス検出（DeviceDiscovery）]でデバイスを追加するときに、SNMP
Community String、SNMPv3、HTTP、JTAPI、MSIの 8文字のパスワードで *記号を使用
することはできません。

• [クレデンシャルプロファイル（Credential Profile）]ページでクレデンシャルプロファイ
ルを作成、または [デバイス検出（Device Discovery）]でデバイスを追加するときに、CLI
の 8文字のパスワードで %記号を使用することはできません。

（注）

デバイスクレデンシャルプロファイルの追加
クレデンシャルプロファイルを追加または複製するには、次の手順を実行します。
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ステップ 1 [Cisco Prime Collaboration Assurance]ページで、 [デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベ
ントリ管理（Inventory Management）] [ナビゲーションの切り替え（Toggle Navigation）]ペインから上記
の順に選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

[Cisco Prime Collaboration Assurance]ページで、 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理
（Inventory Management）] [ナビゲーションの切り替え（Toggle Navigation）]ペインから上記の順に選択
します。

[Inventory Management]ページが表示されます。

ステップ 2 [クレデンシャルプロファイル（Credentials Profile）]ページで [追加（Add）] をクリックし、[Credential
Profiles]のフィールドの説明（101ページ）の表で説明している必要な情報を入力します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

ネットワーク内で、すべてのデバイスに同じ SNMPクレデンシャルを設定している場合があります。この
ような場合は、まずプロファイルを新規に作成した後で、既存のプロファイルを複製してください。複製

するには、[Credentials Profile]ページで既存のプロファイルを選択して [Clone]をクリックし、必要な更新
をした後で [Add/Update]をクリックします。

[Credential Profiles]のフィールドの説明
デバイスの検出後、現在のインベントリテーブルを確認し、Cisco Prime Collaboration Assurance
データベースでクレデンシャルが更新されているかどうか確認できます。

次の表で [Credential Profiles]ページのフィールドについて説明します。

表 12 : [Credential Profiles]のフィールドの説明

説明フィールド名

クレデンシャルプロファイルの名前です。

次に例を示します。

• CUCM

• router_switches

プロファイル名
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説明フィールド名

（任意）選択したデバイスタイプに基づき、

クレデンシャルフィールド（SNMP、HTTP、
CLIなど）が表示されます。

再検出時間を短縮するため、クレデンシャル

プロファイルを作成するときにデバイスタイ

プを選択することを推奨します。

クレデンシャルプロファイルを作成する際に

デバイスタイプを選択しない場合、デフォル

トのデバイスタイプは [任意（Any）]「」に
なります。

デバイスタイプのリストについては、cisco.com
を参照してください。

EXシリーズ、MXシリーズ、SXシリーズ、ベ
アコーデックデバイス、およびコーデックが

指定されたすべてのプロファイルについては、

デバイスタイプとして [TC_CE]を選択しま
す。

共存型の PLMを管理している間は、CLIおよ
び HTTPクレデンシャルの両方を提供する必
要があります。

• CLIクレデンシャルは、ライセンス情報
にアクセスするために使用します。

• HTTPクレデンシャルは、Cisco Prime
Collaboration Assuranceで Prime License
Managerを管理するために使用します。

デバイスタイプ
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説明フィールド名

デバイスタイプ
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説明フィールド名

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降
の場合

共存型の PLMを管理している間は、CLIおよ
び HTTPクレデンシャルの両方を提供する必
要があります。

• CLIクレデンシャルは、ライセンス情報
にアクセスするために使用します。

• HTTPクレデンシャルは、Cisco Prime
Collaboration Assuranceで Prime License
Managerを管理するために使用します。

ルータがCisco Unified Border Element（CUBE）
として識別されるには、次の条件を満たす必

要があります。

1. デバイスタイプ（ルータ）の CLIクレデ
ンシャル情報（CLIログインユーザ名お
よび CLIログインパスワード）は必須で
す。

2. ルータのポート 22では SSHバージョン
2以降を有効にする必要があります。

3. ルータで [パスワードの有効化（Enable
Password）]が設定されている場合は、[CLI
パスワード有効化（CLI Enable Password）]
フィールドにパスワードを入力します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降
の場合

CEイメージ搭載の EXシリーズ、MXシリー
ズ、SXシリーズ、DXシリーズ、ベアなコー
デックデバイス、コーデック付きのすべての

プロファイルでは、デバイスタイプとして

[コーデック（コーデック）]を選択します。

MSEデバイスの場合は、デバイスタイプとし
て [Cisco MCU]を選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

Virtualized Voice Browserデバイスの場合は、
[Virtualized Voice Browser]デバイスタイプを
選択します。
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説明フィールド名

任意のクレデンシャル（SNMP、HTTP、CLI、
MSI）を入力して、「[任意（Any）]」のクレ
デンシャルプロファイルを作成できます。自

動検出（PingスイープとCDP検出）を実行す
るには、[任意（Any）]「」のクレデンシャル
プロファイルを作成する必要があります。た

だし、論理検出も実行できます。

ネットワークに複数のサブネットがある場合

は、サブネットごとに [任意（Any）]「」の
プロファイルを作成します。

IPアドレスはバージョン 4またはバージョン
6です。

IPバージョン
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説明フィールド名

IPアドレスパターン
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説明フィールド名

クレデンシャルを指定するデバイスの IPアド
レスです。次の作業が必要です。

•複数の IPアドレスはパイプ文字（|）で区
切ります。

• 0.0.0.0および 255.255.255.255は使用しな
いでください。

•疑問符（?）は使用しないでください。

次のことを行うことを推奨します。

• Cisco Unified CM、Cisco TMSに IPアドレ
スを正確に入力します。

• CTSまたはネットワークデバイスのいず
れかの IPアドレスを正確に入力します。

•アドレスパターンではワイルドカード式
を多数使用しないでください。

次に例を示します。

• 100.5.10.*|100.5.11.*|100.5.20.*|100.5.21.*

• 200.5.1*.*|200.5.2*.*|200.5.3*.*

• 172.23.223.14

• 150.5.*.*

150.*.*.*や 192.78.22.1?などのパターンの使用
は避けます。150.5.*.*/24.

デバイスの共通パターンが見つからない場合

は、*.*.*.*と入力します。

クレデンシャルプロファイルで IPアドレスの
パターンを定義するときには、できるだけワ

イルドカード文字（*）の使用を避けます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

[インベントリ（Inventory）] > [インベントリ
管理（Inventory management）] > [クレデン
シャルの管理（Manage Credentials）]

ワイルドカード文字を使用すると、検出時間

が長くなる可能性があります。

パターンの使用方法については、SNMPv2Cを
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説明フィールド名

参照してください。

[SNMP Timeout]：デフォルトは 10秒です。一般的な SNMPオプション

[SNMP Retries]：デフォルトは 2です。

[SNMP Version]：SNMPバージョンを選択す
る必要があります。

SNMP Read Community String

SNMPv2Cまたは SNMPv3のいずれかのクレ
デンシャルを指定できます。Cisco TelePresence
システムとネットワークデバイスには異なる

SNMPクレデンシャルを使用することを推奨
します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、IPアド
レスのパターンに基づきクレデンシャルプロ

ファイルを検索します。次に、Cisco
Prime Collaboration Assuranceは SNMPクレデ
ンシャルに一致するプロファイルを選択しま

す。一致する複数のプロファイル（つまり、

同じ SNMPクレデンシャルを持つプロファイ
ル）が存在することがあります。この場合、

Cisco Prime Collaboration Assuranceは最初に一
致するプロファイルを選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

複数のプロファイルで同じSNMPク
レデンシャルを使用し、CLIクレデ
ンシャルが異なる場合、Cisco Prime
Collaboration Assuranceはデバイスで
正しいSNMPクレデンシャルを選択
しますが、間違った CLIクレデン
シャルを選択する場合があります。

この場合、トラブルシューティング

ワークフローが機能しないことがあ

ります。

（注）

SNMPv2C

デバイスの検出と管理に使用されます。

SNMP Write Community String
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説明フィールド名

[SNMP Security Name]：セキュリティ名を入力
します。

SNMPv3

デバイスの検出と管理に使用されます。

[SNMP Authentication Protocol]：MD5または
SHAを選択できます。

[SNMP Authentication Passphrase]：パスフレー
ズを入力します。

SNMP Privacy Protocol：AES、AES128、また
は DESMD5を選択できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

SNMP Privacy Protocol：AES128またはDESを
選択できます。
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説明フィールド名

[CLI Login Username]と [Password]

CLIクレデンシャルは、トラブルシューティ
ングワークフロー中に使用されます。クレデ

ンシャルが入力されていない場合、または入

力されたクレデンシャルが正しくない場合、

トラブルシューティングワークフローは機能

しないことがあります。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

CLIクレデンシャルは、ビデオテストコール
を管理し、SIP Call Flow Analyzerを介したコー
ルシグナリングの分析に使用します。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降
の場合

ルータがCisco Unified Border Element（CUBE）
として識別されるには、次の条件を満たす必

要があります。

1. デバイスタイプ（ルータ）の CLIクレデ
ンシャル情報（CLIログインユーザ名お
よび CLIログインパスワード）は必須で
す。

2. ルータのポート 22では SSHバージョン
2以降を有効にする必要があります。

3. ルータで [パスワードの有効化（Enable
Password）]が設定されている場合は、[CLI
パスワード有効化（CLI Enable Password）]
フィールドにパスワードを入力します。

CLI

トラブルシューティングの目的でメディアパ

スを検出するために、CLIを介してデバイス
にアクセスするために使用されます。

[HTTP Username]と [Password]

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、最初に
HTTP用のアクセスを確認します。アクセス試
行に失敗した場合、Cisco Prime Collaboration
Assuranceは HTTPS用のアクセスをチェック
します。

<domain/username>の形式でCisco TMSにログ
インした場合、[HTTPS Username]フィールド
に同じ<domain/username>値を追加してくださ
い。

HTTP

システムステータスと会議情報をポーリング

するために HTTPを介してデバイスにアクセ
スするために使用されます。
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説明フィールド名

（オプション）JTAPIユーザ名とパスワード。

パスワードにはセミコロン（;）また
は等号（=）を使用しないでくださ
い。

（注）

JTAPI

Cisco Unified CMからセッションステータス
情報を取得する際に使用します。
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説明フィールド名
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説明フィールド名

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

Cisco Unified CMからセッションステータス
情報を取得する際に使用します。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP1
の場合

安全な JTAPI（TLS v1.2）接続を確立するた
め、JTAPI固有の新しいパラメータセットが
導入されました。

（注） 1. CTI、JTAPI、および TAPIアプ
リケーションを保護する方法の

詳細や、Certificate Authority
Proxy Functionの詳細について
は、『Cisco Unified
Communications Managerのセキュ
リティガイド』の「CTI、
JTAPI、TAPIの認証と暗号化の
セットアップ」および

「Certificate Authority Proxy
Function」の各章を参照してくだ
さい。

2. CUCMが [Mixed}モードである
ことを確認します。

JTAPI固有のパラメータセットは、次のとお
りです。

1. [セキュア接続（Secure Connection）]
チェックボックス

1. チェックボックスをオンにする：この
オプションをオンにすると、Cisco
Unified Communications Managerへのセ
キュアなTLS接続が有効になります。

「この JTAPIユーザには、その他の必
要なロールとともに、[Standard CTI
Secure Connection]ロールが関連付けら
れていることを確認します」という警

告メッセージが表示されます。[OK]
をクリックして、Cisco Prime
Collaboration Assuranceに戻ります。
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説明フィールド名

チェックボックスをオフにする：この

チェックボックスをオフにすると、

2.

JTAPIはセキュアな接続を確立できま
せん。

「この JTAPIユーザに関連付けられた
[Standard CTI Secure Connection]ロール
が削除されていることを確認します」

という警告メッセージが表示されま

す。[Monitor Conferences]へと続行す
るには、必要な役割が設定されている

ことを確認します。[OK]をクリック
して、Cisco Prime Collaboration
Assuranceに戻ります。

詳細については、「Cisco Prime Collaboration
Assurance用のデバイスをセットアップ」を参
照してください。

チェックボックスを使用すると、新しいSecure
JTAPIフィールドにパラメータを入力できま
す（有効または無効）。
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説明フィールド名
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説明フィールド名

２．TFTP サーバ IPアドレス：TFTPサーバ
の IPアドレスを指定します。

この値は、CUCMクラスタのいずれ
かのノードである必要があります。

（注）

そのノードで、TFTPサービスが実
行されていることを確認します。

3. TFTPサーバポート：TFTPサーバポート
のデフォルト値は 69です。

システム管理者に推奨されない限

り、デフォルト値は変更しないよう

にします。

（注）

4. CAPFサーバ IPアドレス：CAPFサーバの
IPアドレスを指定します。

（注） 1. 証明書の認証プロキシ機能の詳
細については、『Cisco Unified
Communications Manager用のセ
キュリティガイド』の「証明書

の認証プロキシ機能」の章を参

照してください。

2. CUCMで CAPFプロファイルを
作成するときは、[キーの順序
（Key Order）]ドロップダウン
リストから [RSAのみ（RSA
Only）]を選択してください。

3. CUCM Publisher IPアドレスは、
常に指定する必要があります。

5. CAPFサーバポート：CAPFサーバポート
番号のデフォルト値は 3804です。

入力した値が、Cisco Unified
Communication Managerで設定され

（注）

た値と一致していることを確認しま

す。

7.パブリッシャ用のインスタンス ID：この
フィールドには、アプリケーションの CAPF
設定、または Cisco Unified Communication
Managerクラスタのエンドユーザ CAPFのプ
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説明フィールド名

ロファイル設定ページで設定した、アプリケー

ションインスタンスの識別子を指定します。

8.セキュア認証文字列：アプリケーションの
CAPF設定セクション、または各
Communication Manager Publisherのエンドユー
ザ CAPFのプロファイル設定ページで設定し
た認証文字列を入力します。

セキュアな JTAPI接続のトラブル
シューティングセクションには、考

えられるエラーに対するトラブル

シューティングの詳細や、Conference
Diagnosticsが捉えることのできない
CUCM for Secure JTAPI and Sessions
のセットアップで推奨されるアク

ションが一覧表示されます。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

[クレデンシャルプロファイル（Credential Profiles）]ページでは、次のデバイスの名前が変更
されています。

• CISCO INTERACTION MANAGERからWEB/EMAIL INTERACTION MANAGERに名前変
更

• CUICから INTELLIGENCE CENTERに名前変更

• CTSから CTS/IX ENDPOINTに名前変更

• CISCO UNIFIED COMMUNICATIONS MANAGERから COMMUNICATIONS MANAGER
に名前変更

• C_SERIES CODECから TC/CE ENDPOINTに名前変更

• E20から E20 ENDPOINTに名前変更

• ISDNから ISDN GATEWAYに名前変更

• MCUからMULTIPOINT CONTROLLERに名前変更

• MXPからMXP ENDPOINTに名前変更

• ROUTERから ROUTER/VOICEGATEWAYに名前変更

• TPSから TELEPRESENCE SERVERに名前変更

• TELEPRESENCE CONDUCTORから TELEPRESENCE CONDUCTORに名前変更
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Ciscoデバイス、、Cisco Unified Communications Manager Express（Cisco Unified CME）、UC500
シリーズデバイスでは、[クレデンシャルプロファイル（Credential Profiles）]ページにクレデ
ンシャルを追加する必要はありません。

（注）

デバイスディスカバリの SSL証明書認証
Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、デバイスが追加されると、HTTPSを使用して保護さ
れたリソースにアクセスすることによって、クレデンシャル検証用のSSL証明書が交換されま
す。SSL証明書は交換中に Cisco Prime Collaboration Assuranceの信頼ストアに保存されないた
め、その後のそのデバイスとの通信は失敗します。このデバイスにアクセスするには、SSL証
明書を手動で Cisco Prime Collaboration Assuranceの信頼ストアにインポートすることをお勧め
します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、HTTPSでのデバイスまたはアプリケーションとの通
信中にSSL証明書の信頼性を確認することができます。ただし、この場合でも証明書を認証せ
ずにデバイスの検出を続行するため、これは必須ではありません。

デフォルトでは、Cisco Prime Collaboration Assuranceは通信するデバイスまたはアプリケーショ
ンからの証明書を検証しません。

SSL証明書認証を有効にするには:

ステップ 1 選択 [システム管理（System Administration）] > [証明書管理（Certificate Management）]。
[証明書の管理（Certificate Management）]ページが表示されます。

ステップ 2 [デバイス証明書の管理（Device Certificate Management）]タブで、[デバイス検出のための SSL証明書認証
を有効にする（Enable SSL certificate authentication for device discovery）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [Import Certificates]ボタンをクリックします。

ステップ 4 Cisco Prime Collaboration Assuranceを再起動し、信頼マネージャ内の変更を有効にします。
cm/admin# application stop cpcm

cm/admin# show application status cpcm

cm/admin# application start cpcm

デバイスクレデンシャルの変更
Cisco Prime Collaboration Assuranceアプリケーションで現在管理しているデバイスクレデンシャ
ルを変更した場合は、Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースで、関連するクレデン
シャルプロファイルを変更する必要があります。
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ログイン情報に誤りがある場合、デバイスにアクセスできないという重大イベントが Cisco
Prime Collaboration Assuranceからトリガーされます[モニタ（Monitor）] > [アラームおよびイ
ベント（Alarms & Events）] > [イベント（Events）]。

クレデンシャルプロファイルを編集するには：

ステップ 1 選択 [デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]

ステップ 2 [インベントリ管理（Inventory Management）]ページでデバイスを選択し、[クレデンシャルの変更（Modify
Credentials）]をクリックします。

ステップ 3 [Credential Profiles]のフィールドの説明（101ページ）の表の説明に従って、クレデンシャルを更新しま
す。

ステップ 4 [再検出（Rediscover）]をクリックします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、変更したクレデンシャルでデータベースが更新されるのに数分か
かります。クレデンシャルの更新後に、情報イベントの Device is accessible from Collaboration Managerがト
リガーされます。Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、次のポーリングジョブで更新されたクレデン
シャルが使用されます。

デバイスクレデンシャルの確認
Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

クレデンシャルの誤りが原因でデバイス検出が失敗した場合は、失敗したデバイスのクレデン

シャルをテストしてそのデバイスを再検出できます。選択 [Device Inventory（デバイスインベ
ントリ）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [検出ジョブ（Auto Jobs）]を選
択すると、検出されなかったデバイスが一覧表示されます。

検出ジョブの実行中にこの作業を実行しないでください。（注）

デバイスクレデンシャルを確認するには、以下を実施します。

ステップ 1 Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

[Inventory Management]ページが表示されます。

ステップ 2 [Credential Profiles]ページから、クレデンシャルのテストに使用するプロファイル名を選択し、[Verify]を
クリックします。
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ステップ 3 クレデンシャルをテストするために有効なデバイスの IPアドレスを入力します。検証できるのは一度に 1
つのデバイスだけです。*.*.*.*や 192.2.*.*などの式は入力できません。

ステップ 4 [Test]をクリックします。タスクが完了するまで、テストボタンの横に処理中アイコンが表示されます。
テスト結果は、[Test Credential Result]ペインの下に表示されます。

検証に失敗した場合は、「クレデンシャル検証のエラーメッセージ」に記載される、可能性のある理由を

確認してください。

クラスタ内のすべてのノードがすべてのプロトコルを実行するとは限りません。たとえば、JTAPI
がすべてのノードでは実行されないこともあります。その結果、クレデンシャル検証テストが一

部のノードで不合格となることがあります。クレデンシャルの問題点を解消したら、デバイスク

レデンシャルを再度検証し、そのデバイスの検出を実行します。デバイスが検出されたら、[現在
のインベントリ（Current Inventory）]テーブル内の Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベー
スでアクセス情報が更新されたかどうかを確認できます。

（注）

クレデンシャル検証のエラーメッセージ

クレデンシャル検証のエラーメッセージを次の表に示します。

表 13 :クレデンシャル検証のエラーメッセージ

解決策条件エラーメッセージ

SNMPv2

•デバイスの接続性を検証
する。

•正しいコミュニティスト
リングを指定してクレデ

ンシャルプロファイルを

更新する

次のいずれかの原因により失

敗。

•デバイスの応答が遅い。

•デバイスが到達不能であ
る。

•クレデンシャルプロファ
イルに入力されたコミュ

ニティストリングが正し

くない

SNMP Request: Received no
response from IP Address.

•デバイスの接続性を検証
する。

•クレデンシャルプロファ
イルで [SNMP Timeout]お
よび [SNMP Retries]の値
を大きくする。

デバイスの応答が遅いか、ま

たはデバイスが到達不能であ

る。

SNMP timeout.
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解決策条件エラーメッセージ

クレデンシャルプロファイル

で [SNMP Timeout]および
[SNMP Retries]の値を大きくす
る。

デバイスの応答が遅いか、ま

たはデバイスが到達不能であ

る。

Failed to fetch table due to:
Request timed out.

SNMPv3

クレデンシャルプロファイル

で、SNMPv3セキュリティレ
ベルを、サポートされている

セキュリティレベルに変更す

る。

設定された SNMPv3セキュリ
ティレベルがデバイスでサ

ポートされていない。

The configured SNMPv3 security
level is not supported on the
device.

デバイスの接続性を検証す

る。

デバイスの応答が遅いか、ま

たはデバイスが到達不能であ

る。

The SNMPv3 response was not
received within the stipulated
time.

クレデンシャルプロファイル

で、正しい SNMPv3エンジン
IDを入力する。

クレデンシャルプロファイル

に入力されたエンジン IDが正
しくない。

SNMPv3 Engine ID is wrong.

•クレデンシャルプロファ
イルに正しい SNMPv3認
証アルゴリズムおよびデ

バイスパスワードが設定

されていることを確認す

る

•ネットワークエラーがな
いかどうかを確認する

次のいずれかの原因により失

敗。

• SNMPv3認証アルゴリズ
ムまたはデバイスパス

ワードが正しくない

•ネットワークエラー

SNMPv3 message digest is
wrong.

クレデンシャルプロファイル

に正しい SNMPv3認証アルゴ
リズムが入力されていること

を確認する。

SNMPv3メッセージを復号化
できない。

SNMPv3 message decryption
error.

クレデンシャルプロファイル

に設定されている SNMPv3コ
ンテキストが正しいことを確

認する。

クレデンシャルプロファイル

に設定されている SNMPv3コ
ンテキストがデバイスに存在

しない。

Unknown SNMPv3 Context.

クレデンシャルプロファイル

およびデバイスで正しい

SNMPv3ユーザ名が設定され
ていることを確認する。

クレデンシャルプロファイル

に設定された SNMPv3ユーザ
名が正しくない、またはデバ

イスで SNMPv3ユーザ名が設
定されていない。

Unknown SNMPv3 security
name.
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解決策条件エラーメッセージ

CLI

クレデンシャルプロファイル

で、デバイスの CLIクレデン
シャルを確認し再入力する。

クレデンシャルプロファイル

に入力されたクレデンシャル

が正しくない。

Login authentication failed.

1. サポートされている CLI
（ポート）についてデバイ

スの接続性を検証する。

2. デバイス上で SSHサービ
スまたは Telnetサービス
が実行されているかどうか

を確認する

デバイス上で SSHサービスま
たは Telnetサービスが実行さ
れていない可能性がある。

Connection refused.

HTTP

•デバイス上で HTTPサー
ビスまたはHTTPSサービ
スが実行されているかど

うかを確認する

•サーバでURLが有効かど
うかを確認する

HTTPサービスが実行されてい
ない、またはURLが無効であ
る。

Server returned HTTP response
code: 401 for URL.

デバイス上で HTTPサービス
またはHTTPSサービスが実行
されているかどうかを確認す

る

HTTPサービスまたは HTTPS
サービスが実行されていな

い。

Connection refused.

クレデンシャルプロファイル

で、デバイスの HTTPクレデ
ンシャルを確認し再入力す

る。

クレデンシャルプロファイル

に入力された HTTPクレデン
シャルが正しくない。

HTTP check failed.

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

MSI

デバイスのMSIクレデンシャ
ルを確認し、クレデンシャル

プロファイルに再入力する。

クレデンシャルプロファイル

に入力されたMSIクレデン
シャルが正しくない。

Failed to access MSI.
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デバイスクレデンシャルプロファイルの削除
未使用のクレデンシャルプロファイルのみを削除できます。Cisco Prime Collaboration Assurance
アプリケーションで管理されているデバイスのクレデンシャルプロファイルを削除しないこと

を推奨します。

クレデンシャルプロファイルを削除するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]

ステップ 2 [Inventory Management]ページで、[Manage Credentials]をクリックします。デフォルトでは、リスト上で最
初に表示されるデバイスのクレデンシャルが表示されます。

ステップ 3 プロファイル名を選択し、[削除（Delete）]をクリックします。
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第 11 章

クラスタのセットアップ

この項の内容は次のとおりです。

•クラスタのセットアップ（125ページ）

クラスタのセットアップ
Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次のクラスタを管理します。

• Cisco TMS

• Cisco VCS

• Cisco Unified CM

ネットワーク内で複数の Cisco TelePresence Management Suite（TMS）を使用している場合は、
クラスタ内でこれらのアプリケーションを設定して、Cisco Prime Collaboration Assuranceアプ
リケーションが管理できるようにする必要があります。つまり、Cisco Prime Collaboration
Assuranceは 2つのスタンドアロン型 TMSを管理できないということです。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、アプリケーションサーバのみを監視します。データベー
スインスタンスはモニタしません。クラスタ内のすべての Cisco TMSアプリケーションサー
バに対して状態ポーリングが実行されます。

TMSクラスタの場合、会議の詳細は、[クラスタの管理（Manage Clusters）]ページで定義され
たプライマリ Cisco TMSからインポートされます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、CTXクラスタも管理でき
ます。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、複数の CTXクラスタを管理できません。クラス
タ内の CTX管理サーバに対して状態ポーリングが実行されます。CTXクラスタの場合、セッ
ションの詳細はプライマリ管理サーバからインポートされます。

Cisco TelePresence Manager、Cisco TMSクラスタ
Cisco TelePresence Manager、Cisco TMSクラスタを検出する前に、クラスタの詳細を [クラスタ
の管理（Manage Cluster）]ページに入力する必要があります。Cisco TelePresence Managerまた
は Cisco TMSの検出中に、Cisco Prime Collaboration Assuranceは、クラスタの詳細とデバイス
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のクレデンシャルを使用し（[デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管
理（Inventory Management）] > [クレデンシャルの管理（Manage Credentials）]）、管理アプ
リケーションを検出します。

CTXクラスタを追加するには、プライマリ CTX管理サーバに APIロールを持つ新しいユーザ
を作成してください。この手順の詳細については、「Prime Collaboration Assurance用のデバイ
スをセットアップ」のページを参照してください。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco TelePresence Managerと Cisco TelePresence Exchange（CTX）クラスタはサポートされてい
ません。

（注）

Cisco TMSクラスタを検出する前に、[クラスタの管理（Manage Cluster）]ページでクラスタの
詳細を入力する必要があります。Cisco TMSの検出中に、Cisco Prime Collaboration Assurance
は、クラスタの詳細とデバイスのクレデンシャルを使用し（[インベントリ（Inventory）] > [イ
ンベントリ管理（Inventory management）] > [クレデンシャルの管理（Manage Credentials）]）、
管理アプリケーションを検出します。

Cisco TMSのクラスタを管理するには、次のようにします。

ステップ 1 選択 [デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]

ステップ 2 [インベントリの管理（Inventory Management）]ページで、[CTS-MAN/TMSクラスタの管理（Manage
CTS-MAN/TMS Cluster）]をクリックします。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合は、[CTS-MAN/TMSクラスタの管理
（Manage CTS-MAN/TMS Cluster）] をクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

[インベントリの管理（Inventory Management）]ページで、[TMSクラスタの管理（Manage TMS Cluster）]
をクリックします。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合は、[TMSクラスタの管理（Manage TMS
Clusters）] をクリックします。

ステップ 3 [クラスタの管理（Manage Cluster）]ウィンドウでクラスタ名を入力し、[クラスタタイプ（Cluster Type）]
ドロップダウンリストから項目を選択します。

ステップ 4 TMSクラスタの場合は、プライマリアクティブサーバ、セカンダリアクティブサーバ、またはパッシブ
サーバの IPアドレスを入力します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合
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TMSクラスタの場合は、プライマリアクティブサーバ、セカンダリアクティブサーバ、またはパッシブ
サーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックして、新しいクラスタを追加します。

これらのクラスタを検出するための論理検出を実行します。論理検出の詳細については、「検出方法」を

参照してください。ネットワークで初めてクラスタを検出する際に、CTS-MANと TMSのクラスタに対し
て、プライマリ、セカンダリ、ホットスタンバイ、およびロードバランササーバの詳細を入力できます。

後でインベントリの更新や再検出を行う際は、CTS-MANとTMSクラスタのプライマリサーバの詳細を入
力するだけで済みます。
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第 12 章

デバイスの検出

このセクションでは、次の点について説明します。

•デバイスの検出（129ページ）

デバイスの検出
Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースでデバイスを管理するには、検出を実行する
必要があります。必要なデバイスクレデンシャルを追加すると、すべてのサポートされるデバ

イスを Cisco Prime Collaboration Assuranceで検出し管理できます。

ライフサイクルの検出

検出には、次の 3つのフェーズがあります。

•アクセスレベルの検出：Cisco Prime Collaboration Assuranceによって次のことが行われま
す。

1. デバイスに対し ICMPを使用して pingを実行できるかどうかのチェックが行われま
す。ICMPがデバイスで有効になっていない場合は、デバイスは [Unreachable]状態に
移行されます。ICMP検証を無効にする方法については、「デバイスの再検出」を参
照してください。

2. IPアドレスに基づいて、定義済みのクレデンシャルプロファイルがすべて取得されま
す。クレデンシャルプロファイルの定義方法については、デバイスクレデンシャル

の管理（99ページ）を参照してください。

3. SNMPクレデンシャルが一致しているかどうかのチェックが行われます。

4. デバイスのタイプが特定されます。

5. デバイスのタイプに基づいて、その他すべての必須デバイスクレデンシャルが検査さ
れます。必須クレデンシャルが定義されていない場合、検出は失敗します。必要なデ

バイスクレデンシャルについては、デバイスクレデンシャルの管理（99ページ）を
参照してください。
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•インベントリの検出：Cisco Prime Collaboration Assuranceによって、MIB-IIとその他のデ
バイスのMIBをポーリングし、インベントリ、近接スイッチ、デフォルトゲートウェイ
の情報を収集します。また、ポーリングされたデバイスがCisco Prime CollaborationAssurance
でサポートされるかどうかも確認します。

•パストレース検出：Cisco Prime Collaboration Assuranceは、デバイスで CDPが有効になっ
ているかどうかを確認し、CDPに基づいてトポロジを検出します。デバイス間のリンクは
CDPを使用して計算され、Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースに保持されま
す。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceが、レイヤ 2およびレイヤ 3の両方のパスを検出しま
す。レイヤ3パスは、トラブルシューティングワークフローが手動あるいは自動で起動さ
れると検出されます。デフォルトのホップカウントは 2で、設定はできません。

デバイス状態は、Cisco Prime Collaboration Assuranceがデバイスにアクセスしてインベントリ
を収集できることを示しています。デバイスの状態は、ディスカバリまたはインベントリの更

新タスクのいずれかを実行した後に限り更新されます。

次の図に、デバイスディスカバリのライフサイクルを示します。

図 2 :デバイス検出のライフサイクル

Cisco Prime Collaboration Assuranceには、次のデバイス状態が表示されます。

表 14 :ディスカバリ状態

説明ディスカバリ状態

これは、デバイスが最初に追加される際の準備中の状態です。これは

一時的なステートです。

不明
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説明ディスカバリ状態

Cisco Prime Collaboration Assurancは、ICMPを使用してデバイスに ping
できません。ICMPがデバイスで有効になっていない場合は、デバイ
スは [Unreachable]状態に移行されます。

Unreachable

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、デバイスをデバイスカタログ
と比較します。デバイスがデバイスカタログのデバイスに一致しな

いか、SysObjectIDが不明の場合、デバイスはこの状態に移行されま
す。

Unsupported

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、要求されたすべてのクレデン
シャルからデバイスにアクセスできます。これは、アクセスレベル

検出の一部であり、デバイス検出中の中間（一時的）状態です。

アクセス可

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、要求されたいずれのクレデン
シャルからもデバイスにアクセスできません。デバイスクレデンシャ

ルの管理（99ページ）を参照してください。クレデンシャルを確認
して、デバイスを検出する必要があります。

アクセス不可

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、要求されたデータコレクタを
使用して必要なデータを収集できます。これはインベントリ検出の一

部であり、デバイス検出中の中間（一時的）状態です。

インベントリ収集

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、要求されたデータコレクタを
使用して必要なデータを収集できません。デバイスの状態は、次の場

合に検出不能になります。

• SNMPや HTTP/HTTPSのタイムアウトが原因で、接続性の問題
が発生する場合があります。また、HTTP/HTTPSを使用してデー
タを収集する場合は、一度に 1人の HTTP/HTTPSユーザだけが
ログインできます。Cisco Prime Collaboration Assuranceにこれら
の問題のいずれかが存在する場合、デバイス状態は [検出不能
（Undiscoverable）]状態に移行します。再検出を実行する必要が
あります。

• Cisco Unified CM、CTS、CTMS、およびその他のネットワークデ
バイスには、収集が必要なデータはありません。

• SNMPや HTTP/HTTPSのタイムアウトが原因で、接続性の問題
が発生する場合があります。また、HTTP/HTTPSを使用してデー
タを収集する場合は、一度に 1人の HTTP/HTTPSユーザだけが
ログインできます。Cisco Prime Collaboration Assuranceにこれら
の問題のいずれかが存在する場合、デバイス状態は [検出不能
（Undiscoverable）]状態に移行します。再検出を実行する必要が
あります。

Undiscoverable

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
131

Cisco Prime Collaboration Assuranceでのデバイスの管理

ライフサイクルの検出



説明ディスカバリ状態

Cisco Prime Collaboration Assuranceにより、必要なデバイスデータが
インベントリデータベースに正常にインポートされました。この状

態のデバイスでは、すべての会議、エンドポイント、およびインベン

トリデータを使用できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

この状態になっているデバイスだけをトラブルシューティングできま

す。

Cisco Prime Collaboration Assuranceはサードパーティデバイ
スをサポートしますが、その管理性はMIB-IIサポートに依
存します。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceのインベントリがデバイスの制限
を超えた場合は、警告メッセージが表示されます。Cisco Prime
Collaboration Assuranceで管理可能なデバイス数については、『Cisco
Prime Collaboration Assurance and Analyticsインストールおよびアップ
グレードガイド』を参照してください。

Managed

管理対象状態にあるものの、一部のクレデンシャルが不足しているデ

バイスの数。これらのクレデンシャルは、インベントリの管理に必須

ではありませんが、会議のモニタリングなど、他のすべての機能に必

要です。対応する数をクリックすると、インベントリテーブルをク

ロス起動して、管理対象でありながらクレデンシャルが不足している

すべてのデバイスの一覧を確認できます。この数は、クレデンシャル

の追加後に再検出を実行した場合にのみ更新されます。

Partially Managed

ユーザがデバイスのモニタリングを一時停止しています。この状態の

デバイスでは、会議とエンドポイントデータは表示されません。こ

の状態のデバイスでは、定期的なポーリングも実行されません。これ

らのデバイスのインベントリは更新できません。これを行うには、

[Resume Management]を実行する必要があります。

Suspended

不明なエンドポイントがクラスタ内の登録済み状態に移行すると、[エンドポイントの診断
（Endpoint Diagnostics）]ページに、同じエンドポイントのデュアルエントリ（不明および登
録済み状態）が午前0時まで表示されます。登録済み状態にあるエンドポイントの単一のエン
トリは、毎晩行われるクラスタの検出後にのみ表示できます。

（注）

関連トピック

デバイスクレデンシャルの管理

デバイスクレデンシャルプロファイルの追加（100ページ）
[Credential Profiles]のフィールドの説明
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管理対象デバイスの一時停止と再開（223ページ）

Cisco Prime Collaboration Assuranceの削除時にデバイスを削除
デバイスと関連付けられたエンドポイントは、[State（状態）]が [削除済み（Deleted）]の場
合、データベースには保持されません。

下の表は、削除されるデバイスと関連デバイスの一覧表示です。

削除される関連デバイスデバイス

関連デバイスは、次のとおりです

1. クラスタに関連付けられているすべての
ものを削除します。

2. サブスクライバとこれに登録されている
エンドポイントを削除します。

CUCMの削除：

1. パブリッシャ

2. サブスクライバ

CMEとこれに登録されているエンドポイント
を削除します。

CMEの削除

これに登録されているすべてのエンドポイン

トを削除します。

VCSの削除

TMSのみが削除され、MCU、TP_Conductorな
どの関連デバイスは削除されません。

TMSの削除

すべてのホストされた VMノードを削除しま
す。

ESXの削除

VCENTERが管理するすべての ESXデバイス
と関連付けられているノードを削除します。

VCENTERの削除

デバイスのみが削除されます。TP、UNITY CONNECTION、MULTIPOINT
CONTROLLER、IM&P、その他のインフラス
トラクチャデバイスの削除

検出方法

次のいずれかの検出方法を選択して、Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイスを管理し
ます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合
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説明検出方法検索タイプ

•管理アプリケーション、会議デバイス、ならびに、CiscoTMS、
Cisco VCS、Cisco Unified CMなどのコールプロセッサを検出し
ます。

•、Cisco TMS、Cisco Unified CM、Cisco VCSに登録されているす
べてのエンドポイントとインフラストラクチャデバイスは、論

理検出の際に自動的に検出されます。

• Cisco CおよびExシリーズのTelePresenceシステムの場合、
Cisco Prime Collaboration Assuranceはファーストホップルー
タとスイッチを検出しません。

• Cisco TMSの論理検出は、VCS、コーデック、Cisco MCU、
TPS、Cisco IP Video Phone E20、Cisco MXPシリーズを検出
します。

• Cisco Unified CM Publisherの論理検出は、ネットワーク内にある
その他の Cisco Unified CM（サブスクライバ）、Cisco Unity、
Cisco MGCP Voice Gateway、H.323 Voice Gateway、Gatekeeper、
CTIアプリケーションを検出します。

• Cisco Unified CMの SIPデバイス用の論理検出には、コンダクタ
の検出が含まれています。SIPが設定済みのコンダクタ IPでは
SNMPが有効ではないため、Cisco Prime Collaboration Assurance
では管理されません。このような設定では、Cisco Unified CMの
論理検出を実行する前に、管理者 IPを持つコンダクタを管理す
る必要があります。

•管理アプリケーション、会議デバイス、コールプロセッサのど
れにも登録されていないエンドポイントとインフラストラクチャ

デバイスは、論理検出を使用して検出することはできません。

これらのデバイスを検出するには、pingスイープまたは直接検
出を使用します。

• Cisco CTXクラスタは、論理検出を使用して検出されます。

• Unified Contact Centerデバイスは、論理検出を使用して検出され
ます。

•論理検出は、論理的にシードデバイスまたはクラスタに関連付
けられている場合は、削除されたデバイスを再度検出します。

論理検出自動検出
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説明検出方法検索タイプ

•使用されているメディアやプロトコルとは関係なくデバイスを
検出します。このプロトコルは、すべてのシスコ製の機器（ルー

タ、アクセスサーバ、ブリッジ、スイッチなど）で実行されま

す。

•この検出方法はネイバーデバイスを見つけるのにCDPネイバー
テーブルを照会します。CDPがイネーブルに設定されている場
合、検出は SNMP経由で各シードデバイス（およびそのピア）
のCDPキャッシュを照会します。CDP検出の後で、論理検出が
自動的に実行されます。つまり、コールプロセッサまたは管理

デバイスがCDP検出で検出された場合は、そのデバイスに登録
されているすべてのエンドポイントとインフラストラクチャデ

バイスも検出されます。

• CDP検出を実行するには、デバイス上でCDPがイネーブルに設
定されている必要があります。

• CDP検索に使用可能なシードデバイス数に制限はありません。
ただし、大規模なネットワークの場合は、一度にすべてのシー

ドデバイスではなく、限られた数のシードデバイスで検索を実

行するよう推奨します。

CDP自動検出
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説明検出方法検索タイプ

•指定の IPアドレスとサブネットマスクの組み合わせから、IP
アドレスの範囲内でデバイスを検出します。

•この方法では、デバイスの到達可能性を調べるために、範囲内
の各 IPアドレスに pingが送信されます。デバイスが到達可能で
ある場合は、pingするサブネットおよびネットワークマスクの
リストを管理者が指定する必要があります。pingスイープ検出
の後で、論理検出が自動的に実行されます。つまり、コールプ

ロセッサまたは管理デバイスが pingスイープ検出で検出された
場合は、そのデバイスに登録されているすべてのエンドポイン

トとインフラストラクチャデバイスも検出されます。

•コールプロセッサが展開されていない場合、またはデバイスが
1つもコールプロセッサに登録されていない場合は、pingスイー
プ検出を使用します。この方法では、ターゲットネットワーク

内のすべての新しいインフラストラクチャデバイス、新しいネッ

トワークデバイス、およびデバイスの新しい位置が検出されま

す。ターゲットネットワークのサブネットおよびネットワーク

マスクのリストを指定する必要があります。スケジュールされ

た pingスイープ検出中に、ネットワーク内のすべてのデバイス
が特定されて、一致するクレデンシャルプロファイルが検索さ

れます。新しいデバイスが検出された場合は、そのデバイスが

インベントリに追加されます。

• pingスイープ検出では、シードデバイスは必要はありません。
代わりに、pingするサブネットおよびネットワークマスクのリ
ストを指定する必要があります。

• IP範囲が大きい場合、Pingスイープ検出には通常よりも時間が
かかることがあります。

• Pingスイープおよび CDP検出を実行するには、クレデンシャ
ルプロファイルを作成する必要があります。

• Pingスイープは、IPv6アドレスを持つデバイスでは機能しませ
ん。

Ping Sweep自動検出
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説明検出方法検索タイプ

• IPアドレスを使用してデバイスを直接検出します。

•ネットワーク内の個々のデバイスを検出します。

•スケジュール設定された検索中に間違ったクレデンシャルが原
因でデバイスの検出が失敗した場合は、ダイレクト検出方法を

使用して、エラーが発生したデバイスのみを検出できます。

•論理検出を使用して、SIPデバイスやPresenceサーバを検出する
ことはできません。これらのデバイスを手動で追加するか、直

接検出を実行する必要があります。

•登録されているネットワークデバイスやビデオエンドポイント
を検出せずに、シードまたはパブリッシャのデバイスを検出し

ます。

•新規インストールの後に検出されていない、インフラストラク
チャデバイスを検出します。

• MSPモードの場合、ネットワークデバイスを自動検出せずに 1
台のデバイスを検出します。

Add
Devices

-

このオプションを使用して、次のものを追加します。

•大量のデバイス。

•大規模なグループのサブネット内から、デバイスのサブセット。

インポート-

• CDP、Pingスイープ、追加、またはインポートのいずれかの方法を使用してエンドポイン
トを検出する場合は、エンドポイントが登録されている、当該の Unified CMまたは Cisco
VCSが再検出されていることを確認します。エンドポイントは、コールコントローラに
関連付けられている必要があります。

• MSPモードの場合、-ネットワークデバイスを自動検出せずに 1台のデバイスを検出する
には、デバイスの [追加（Add）]または [インポート（Import）]オプションを使用します。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
137

Cisco Prime Collaboration Assuranceでのデバイスの管理

検出方法



説明Discover検索タイプ

•次のパスを使用して、Cisco Unified CMの論理検出を実行し
ます。 [Inventory（インベントリ）] > [インベントリ管理
（Inventory Management）] > [自動検出（Auto Discovery）]
パス（Path）

• Cisco Unified CMに登録されているすべてのエンドポイント
とインフラストラクチャデバイスは、検出中に自動検出さ

れます。

•コールプロセッサに登録されていないエンドポイントおよ
びインフラストラクチャデバイスは、論理検出を使用して

検出することはできません。これらのデバイスを検出するに

は、pingスイープまたは直接検出を使用します。
• Communications Managerとここに接続したデバイスがシード
デバイスまたはクラスタに関連付けられている場合、削除さ

れたデバイスを再度検出します。

• Cisco Unified CM Publisherの論理検出は、ネットワーク内に
あるその他の Cisco Unified CM（サブスクライバ）、Cisco
MGCP Voice Gateway、H.323 Voice Gateway、Gatekeeper、CTI
アプリケーションを検出します。

• Cisco Unified CMの SIPデバイス用の論理検出には、コンダ
クタの検出が含まれています。SIPが設定済みのコンダクタ
IPではSNMPが有効ではないため、Cisco Prime Collaboration
Assuranceでは管理されません。このような設定では、Cisco
Unified CMの論理検出を実行する前に、管理者 IPを持つコ
ンダクタを管理する必要があります。

• CUCMの論理検出（Communications Manager Publisher）で
は、SIPトランクは検出されません。

• MSPモードでは、パブリッシャ用のお客様の名前を変更す
る場合は、そのクラスタに含まれる他のすべてのインフラス

トラクチャデバイスで新しいお客様の名前に更新します。

• Unified Communications Manager()を自動的に検出する場合
[Inventory（インベントリ）] > [インベントリ管理（Inventory
Management）] > [自動検出（Auto Discovery）][自動設定
（Auto-Configuration）]オプションを使用して、Unified
Communications Manager serversの CDR課金アプリケーショ
ンサーバおよび syslogレシーバとして Cisco Prime
Collaboration Assuranceサーバを追加できます。

Communications
Manager
（UCM）およ
び接続された

デバイス

自動検出

Video Communications Server（VCS）、Expresswayクラスタ、接
続されたデバイスの論理検出を実行します。
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説明Discover検索タイプ

Video
Communications
Server（VCS）/
Expresswayク
ラスタおよび

接続されたデ

バイス

Telepresence Management Suite（(TMS）と接続されたデバイスの
論理検出を実行します。

Cisco TMSの論理検出は、、Cisco MCU、TPS、TPコンダクタを
検出します。

Telepresence
Management
Suite（TMS）
および接続さ

れたデバイス

Contact Center Customer Voice Portal（CVP）および接続されたデ
バイスの論理検出を実行します。

Contact Center
Customer Voice
Portal（CVP）
および接続さ

れたデバイス

VCenterおよび接続された ESXiデバイスの論理検出を実行しま
す。

Cisco CおよびEXシリーズのTelePresenceシステムの場合、Cisco
Prime Collaboration Assuranceはファーストホップルータとスイッ
チを検出しません。

VCenterおよび
接続された

ESXiデバイス

UCS Managerの論理検出を実行します。UCS Manager
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説明Discover検索タイプ

•使用されているメディアやプロトコルとは関係なくデバイス
を検出します。このプロトコルは、すべてのシスコ製の機器

（ルータ、アクセスサーバ、ブリッジ、スイッチなど）で

実行されます。

•この検出方法はネイバーデバイスを見つけるのにCDPネイ
バーテーブルを照会します。CDPが有効な場合、検出は
SNMPを使用して各シードデバイス（およびそのピア）の
CDPキャッシュを照会します。CDP検出の後で、論理検出
が自動的に実行されます。つまり、コールプロセッサまた

は管理デバイスが CDP検出で検出された場合は、そのデバ
イスに登録されているすべてのエンドポイントとインフラス

トラクチャデバイスも検出されます。

• CDP検出を実行するには、デバイス上で CDPがイネーブル
に設定されている必要があります。

• CDP検索に使用可能なシードデバイス数に制限はありませ
ん。ただし、大規模なネットワークの場合は、一度にすべて

のシードデバイスではなく、限られた数のシードデバイス

で検索を実行するよう推奨します。

CDPを使用し
たネットワー

クデバイス

自動検出
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説明Discover検索タイプ

•指定の IPアドレスとサブネットマスクの組み合わせから、
IPアドレスの範囲内でデバイスを検出します。

•この方法では、デバイスの可用性を調べるために、範囲内の
各 IPアドレスに pingが送信されます。デバイスが到達可能
である場合は、pingするサブネットおよびネットワークマ
スクのリストを管理者が指定する必要があります。pingス
イープ検出の後で、論理検出が自動的に実行されます。つま

り、コールプロセッサまたは管理デバイスが pingスイープ
検出で検出された場合は、そのデバイスに登録されているす

べてのエンドポイントとインフラストラクチャデバイスも

検出されます。

•コールプロセッサが展開されていない場合、またはデバイ
スが 1つもコールプロセッサに登録されていない場合は、
pingスイープ検出を使用します。この方法では、ターゲット
ネットワーク内のすべての新しいインフラストラクチャデ

バイス、新しいネットワークデバイス、およびデバイスの

新しい位置が検出されます。ターゲットネットワークのサ

ブネットおよびネットワークマスクのリストを指定する必

要があります。スケジュールされたpingスイープ検出中に、
ネットワーク内のすべてのデバイスが特定されて、一致する

クレデンシャルプロファイルが検索されます。新しいデバ

イスが検出された場合は、そのデバイスがインベントリに追

加されます。

• pingスイープ検出では、シードデバイスは必要はありませ
ん。代わりに、pingするサブネットおよびネットワークマ
スクのリストを指定する必要があります。

• IP範囲が大きい場合、Pingスイープ検出には通常よりも時
間がかかることがあります。

• Pingスイープおよび CDP検出を実行するには、クレデン
シャルプロファイルを作成する必要があります。

• Pingスイープは、IPv6アドレスを持つデバイスでは機能し
ません。

Pingを使用し
たネットワー

クデバイス

自動検出

コンダクタなどのその他のすべてのシードデバイスを検出しま

す。

任意のデバイ

ス

自動検出
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説明Discover検索タイプ

• IPアドレスを使用してデバイスを直接検出します。

•ネットワーク内の個々のデバイスを検出します。

•スケジュール設定された検索中に間違ったクレデンシャルが
原因でデバイスの検出が失敗した場合は、ダイレクト検出方

法を使用して、エラーが発生したデバイスのみを検出できま

す。

•論理検出を使用して、SIPデバイスや Presenceサーバを検出
することはできません。これらのデバイスを手動で追加する

か、直接検出を実行する必要があります。

•登録されているネットワークデバイスやビデオエンドポイ
ントを検出せずに、シードまたはパブリッシャのデバイスを

検出します。

•新規インストールの後に検出されていない、インフラストラ
クチャデバイスを検出します。

• MSPモードの場合、ネットワークデバイスを自動検出せず
に 1台のデバイスを検出します。

Add Devices-

このオプションを使用して、次のものを追加します。

•大量のデバイス。

•大規模なグループのサブネット内から、デバイスのサブセッ
ト。

インポート-

管理アプリケーション、会議デバイス、コールプロセッサのどれにも登録されていないエンド

ポイントとインフラストラクチャデバイスは、論理検出を使用して検出することはできませ

ん。これらのデバイスを検出するには、pingスイープまたは直接検出を使用します。

（注）

前提条件と推奨事項

検出を実行する前には次の点を確認し、必要に応じてデバイスを設定する必要があります。

すべてのデバイス

•デバイスに DNSが設定されている場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceがそのデ
バイスの DNS名を解決できることを確認します。DNSサーバの設定が正しいことを
確認します。これは、Cisco Unified CM、Unified Presenceサーバ、Unity Connectionデ
バイスではとても重要です。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、MGCPゲートウェ
イのホスト名を解決する必要があります。これは、通常、MGCPゲートウェイのホス
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ト名はゲートウェイとして DNSサーバに追加されず、Cisco Unified CMは DNSを解
決せずに同時に操作することが可能なためです。ただし、Cisco Unified CMはMGCP
ゲートウェイのホスト名を FQDNとして捉えるため、解決することはできません。

•パブリッシャ名とホスト名は一致する必要があります（大文字と小文字を区別）。

• CDPは、すべての、CTMS、ネットワークデバイス（ルータとスイッチ）で有効に
する必要があります。詳細については、「Cisco IOSを実行するCiscoルータとスイッ
チで Cisco Discovery Protocolを設定」を参照してください。

•および IPフォン/ソフトウェアクライアントを除くエンドポイントやTelePresenceサー
バなどのデバイスは、個別に検出することができます。これらのエンドポイントは、

登録されているコールプロセッサの検出を介してのみ検出されます。

•入力したデバイスのクレデンシャルが正しいことを確認する必要があります。検出プ
ロセス中、検出するデバイスに基づき Cisco Prime Collaboration Assuranceは、CLI、
HTTP/HTTPS、SNMPを使用してデバイスに接続します。

•デバイスを追加するときは、HTTP（および HTTPS）ポート番号はオプションです。
これらの設定は自動的に削除されます。

•音声とビデオの両方のエンドポイントがネットワーク内に導入されている場合は、検
出に時間がかかるため、ネットワーク内のすべてのクラスタを同時に検出することは

ありません。

•ファイアウォールデバイスはサポートされていません。

• HTTPを使用してデバイスの詳細を取得する場合は、HTTPファイアウォールを無効
にします。

• HSRP対応デバイスはサポートされていません。

•複数のインターフェイスとHTTP管理アクセスを備えたデバイスを追加する場合は、
HTTP管理者アクセスを有効にしたもののと同じインターフェイスを使用し、Cisco
Prime Collaboration Assuranceでデバイスを管理する必要があります。

•デバイスの検出後、ネットワークデバイスやインフラストラクチャデバイス（、
CTMS、Cisco Unified CM、Cisco MCU、Cisco VCS、Cisco TSなど）の IPアドレスが
変更された場合は、新しい IPアドレスまたはホスト名を指定して、これらのデバイ
スを再検出する必要があります。デバイスの再検出の詳細については、デバイスの再

検出（168ページ）を参照してください。

•管理対象デバイスがネットワークから取り外された場合は、そのデバイスは到達不能
でも、次のインベントリの収集が行われるまで [Managed]状態のままとなります。デ
バイスに到達できない場合は、このデバイスに対して到達不可能のイベントが発生し

ます。

•デバイスで設定を変更した場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceはインベントリ
収集プロセスのみでデバイスを検出することができます。したがって、デバイスで変

更された設定は、Cisco Prime Collaboration Assuranceが設定の変更後に次のインベン
トリコレクションを行うまで表示されません。
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•インベントリを定期的に更新し、Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースと
同期させるには、インベントリの更新を実行する必要があります。詳細については、

インベントリ詳細の更新と収集を参照してください。

Cisco Unified CM

• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Unified Communications Managerのクラスタ検出を
サポートしています。クラスタ IDは一意である必要があります。

• Unified Communications Managerの Access Control List（ACL）には、管理するすべてのエ
ンドポイントが含まれている必要があります。Unified Communications Managerの SNMP
ユーザ設定に ACLが含まれている場合、クラスタ内のすべての Unified Communications
Managerノードには、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバの IPアドレスが含まれて
いる必要があります。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、クラスタを管理するため、Unified Communications
Managerパブリッシャのみを検出して管理する必要があります。サブスクライバが直接検
出されることはなく、パブリッシャによって検出されます。Cisco Prime Collaboration
Assuranceでは、パブリッシャを管理してクラスタを監視する必要があります。Computer
Telephony Integration（CTI）サービスは、すべてのサブスクライバで実行されている必要
があります。Unified Communications Managerのアクセス制御リストには、管理の必要があ
るすべてのエンドポイントが含まれていることを確認します。Unified Communications
Managerの SNMPユーザ設定にアクセス制御リストの使用が含まれている場合、Unified
Communications Managerサーバの IPアドレスをクラスタ内のUnified Communications Manager
ノードに入力する必要があります。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceには、適切な IPアドレスパターンを使用して、ELM
または PLMデバイスタイプのクレデンシャルプロファイルを提供する必要があります。
これにより、自動検出ユーザインターフェイスを使用してUnified Communications Manager
パブリッシャがCisco Prime Collaboration Assuranceに追加された場合、設定した ELMまた
は PLMが検出されて管理されます。

Unified Communications Managerが Cisco Prime Collaboration Assurance（[Inventory（インベ
ントリ）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [自動検出（Auto Discovery）]
で自動検出されると、自動設定オプションを使用して、Unified Communications Manager内
の syslogレシーバや CDR課金アプリケーションサーバを自動に設定することができま
す。SyslogレシーバやCDR課金アプリケーションサーバを手動で設定する場合は、[自動
設定（Auto-Configuration）]オプションの下にあるチェックボックスをオフにします。
Syslogレシーバまたは CDR課金アプリケーションサーバのエントリを手動で追加する場
合は、Unified Communications Managerのスロットに空きがあるかどうか確認することを推
奨します。

Syslogレシーバや CDR課金アプリケーションサーバは、Unified
Communications ManagerがCisco Prime Collaboration Assurance管理
されている状態にある場合のみ、自動に設定することができま

す。

（注）
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PLMは、別のグループとして、Cisco Unified Communications（UC）アプリケーションの
下で表示できます。

• JTAPIクレデンシャルは、Cisco Unified CMクラスタの場合は任意です。ただし、SNMP
および HTTPクレデンシャルは Cisco Unified CMパブリッシャおよびサブスクライバに必
須です。

• Cisco Unified CMの検出後に新しいエンドポイントを登録した場合は、Unified CM Publisher
ノードを再検出して Cisco Prime Collaboration Assuranceに追加する必要があります。デバ
イスの再検出の詳細については、デバイスの再検出（168ページ）を参照してください。

手動によるサブスクライブノードの追加は推奨されません。（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以前の場合

MSPモードでは、Cisco Unified CMの検出前に新しいエンドポイントを登録した場合は、その
エンドポイントを削除し、Cisco Unified CMの検出後に再度追加する必要があります。

Cisco Unified CM Expressおよび Cisco Unity Express

• Cisco Ciusと Cisco Unified IP Phone 8900および 9900シリーズの検出では、これらの
デバイスがインベントリテーブルに表示されるよう、HTTPインターフェイスを有効
にする必要があります。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 7.1
(3) (SIP)用の Cisco Unified IP Phone 8961、9951、9971管理ガイド』の「「Webペー
ジアクセスの有効化と無効化」」セクションを参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceを有効にし、Cisco Unified CM ExpressとCisco Unity
Express（CUE）で正しい電話番号を提供するには、次の設定を使用する必要がありま
す。

ephone 8 mac-address 001A。E2BC.3EFB タイプ 7945

typeは、電話機のモデルタイプです。モデルタイプが不明な場合は、Cisco.comです
べての電話機モデルタイプについて確認するか、type ?と入力します。電話数を表示
させる方法の詳細については、および [インベントリ管理（Inventory Management）]
ページにあるおよび [デバイス管理の概要（Device Management Summary）]ウィンド
ウを参照してください。

• UC500シリーズルータが Cisco Unified CM Expressを実行している場合は、各電話機
の設定で「type」を設定し、CISCO-CME_MIBの cmeEphoneModel MIB変数が正しい
電話機モデルを返す必要があります。これにより、Cisco Prime Collaboration Assurance
は、Cisco Unified CM Expressに登録された電話機を検出できます。

• Cisco Unified CM Expressに接続されている Cisco Unity Expressが Service Level Viewに
表示されるようにするには、次の設定を使用する必要があります。

ダイヤル ピア音声 2999 voip < ここで voip タグ 2999 はボイスメール > 通知先パターン 2105

< プレフィックスと異なる必要があります。設定済みのボイスメール 2105 > の完全な E.164 であ

る必要があります。conference protocol sipv2 conference target ipv4:10.10.1.121
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dtmf-relay sip-notify codec g711ulaw no vad ! ! テレフォニーサービスのボイスメール
2105

ここでdial-peer VoIPタグ（2999）はボイスメール番号と等しくなく、destination-pattern
タグ（2105）はボイスメール番号と等しくなっています。これにより、Unity Express
が Service Level Viewで適切に表示されます。

Cisco VCSおよび Cisco VCS Expressway

• Cisco VCSクラスタを検出できます。クラスタ名は一意である必要があり、Cisco Prime
Collaboration Assuranceが管理する必要があるすべてのエンドポイントは、Cisco VCS
に登録されている必要があります。VCSの検出中には、登録されているエンドポイン
トも検出されます。クラスタ内のすべての VCSを必ず管理状態にすることで、会議
の監視など、関連するすべての機能が動作せず、CDRの作成に影響しないようにし
ます。

たとえクラスタ内の 1つの VCSでも管理状態にないと、データ
レポートに不整合が発生する場合があります。

（注）

• CiscoVCSの検出後には、新しく登録されたエンドポイントが自動的に検出されます。
また、エンドポイントの IPアドレスを変更すると、Cisco Prime Collaboration Assurance
は IPアドレスの変更を自動的に検出します。

• Cisco VCS Expresswayが DMZ内で設定されている場合、Cisco Prime Collaboration
Assuranceは SNMPを介して Cisco VCS Expresswayにアクセスする必要があります。
アクセスできない場合、このデバイスは [Inaccessible]状態になります。Cisco Prime
Collaboration Assuranceのデバイスの設定についての詳細は、次の場所にあるリストを
参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

CTS-Manager

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのライセンス版をインストールしている場合は、
CTS-Manager Reporting APIを設定する必要があります。この機能がCTS-Manager 1.7、
1.8、または 1.9に設定されていない場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceは
CTS-Managerを管理しません。詳細については、『Cisco TelePresence Manager Reporting
API開発者ガイド』を参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、2つのスタンドアロン型 CTS-Managerを管理
できません。複数の CTS-Managerを使用している場合は、Cisco Prime Collaboration
Assuranceアプリケーション用にクラスタ内で設定して管理する必要があります。検
出を実行する前に、プライマリサーバの IPアドレスとホットスタンバイサーバまた
はセカンダリサーバの詳細を次のページに入力します。 [デバイスインベントリ
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（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] >
[CTS-MAN/TMS/CTXクラスタの管理（Manage CTS-MAN/TMS/CTX Clusters）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

CTXクラスタ

• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Managed Service Provider（MSP）モードのみで
Cisco TelePresence Exchange（CTX）クラスタをサポートします。クラスタ名は一意で
ある必要があります。各CTXクラスタは、1つのサーバをプライマリ管理サーバ、も
う 1つをセカンダリサーバとして指名する必要があります。Cisco Prime Collaboration
Assuranceがクラスタを管理するには、プライマリとセカンダリの管理サーバを検出
して管理する必要があります。データベースサーバとコールエンジンサーバは自動

的に検出されます。

•管理ノードでは、APIユーザと SNMPクレデンシャルが必要です。コールエンジン
とデータベースノードでは、SNMPクレデンシャルのみが必要です。詳細について
は、「Cisco Prime Collaboration Assurance用のデバイスをセットアップ」を参照して
ください。

•検出を実行する前に、プライマリおよびセカンダリ管理サーバの詳細の IPアドレス
を次のページに入力します。。

Cisco TelePresence Conductor

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、スタンドアロンモデル内で Cisco TelePresence
Conductor XCバージョン 1.2から 3.0.1をサポートします。クラスタモデルはサポートし
ていません。

Cisco TelePresence Management Suite（TMS）の自動検出では、Cisco TelePresence Conductor
も検出します。

Cisco TelePresence Conductorは、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバのエンタープラ
イズモードのみでサポートされています。

メディアサーバ

CDP（Cisco Discovery Protocol）がメディアサーバで有効になっていない場合（無効になっ
ているまたは応答しない場合）、Cisco Prime Collaboration Assuranceはデバイスを正常に
検出することはなく、デバイスは Unsupported状態へと移行します。

モバイルおよびリモートアクセス（MRA）クライアント

Cisco Jabber、Cisco TelePresence MXシリーズ、Cisco TelePresence System EXシリーズ、
Cisco TelePresence System SXシリーズなどのモバイルリモートアクセス（MRA）クライ
アントは、Cisco Unified Communications Managerの一部としてのみ検出されます。

MRAを正常に検出するには、Cisco Prime Collaboration Assuranceで Cisco Expresswayのコ
ア機能を搭載した Cisco VCSがManaged状態にある必要があります。Cisco Expresswayの
コア機能を搭載した Cisco VCSがManaged状態にはなく、Cisco Unified Communications
Managerが直接検出された場合、[インベントリ管理（Inventory Management）]のでは重
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複した IPアドレス（Cisco Expresswayのコア機能を搭載した Cisco VCSと同じもの）を持
つMRAクライアントが表示されます。

VCS Coreが Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理されていない場合、（インベントリ
で表示されている）TP MRAエンドポイントは検出されません。

Cisco Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）およびパッケージ化されたContact
Center Enterprise（PCCE）

• Cisco Prime Collaboration Assuranceは Simple Network Management Protocol（SNMP）機
能を使用して、Unified CCEおよび PCCEデバイスの検出をサポートします。Cisco
Prime Collaboration Assuranceのデバイスの設定についての詳細は、次の場所にあるリ
ストを参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• SNMPエージェントが機能するには、Unified ICM/CCEサーバにMicrosoft Windows
SNMPコンポーネントをインストールする必要があります。Microsoft Windows SNMP
サービスはWebセットアップの一部として無効になっており、SNMP要求を処理す
るため、Cisco Contact Center SNMP Managementサービスによって置き換えられていま
す。

• Cisco SNMPエージェント管理の設定は、Windows Management Console Snap-inを使用
して設定することができます。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、[SNMP Agent Management Snap-in]ウィンド
ウの下にある [システムの説明（System Description）]フィールドに特殊文字を入力
すると、認証エラーと間違ったデバイス情報が表示されます。説明にハイフン（-）、
二重引用符（"）、アスタリスク（*）、オクトソープ（#）、ドル（$）、アンダース
コア（_）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、
山カッコ（<>）、角カッコ（[ ]）を含めることはできません。

Cisco Unified Contact Center Express（Unified CCX）

SNMPを設定する必要があります。Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイスの設定
についての詳細は、次の場所にあるリストを参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

Cisco SocialMiner

SNMPを設定する必要があります。Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイスの設定
についての詳細は、次の場所にあるリストを参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定
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Cisco Integrated Management Controller（CIMC）

• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、CIMCデバイス用のアラームとイベントに関す
るトラップを生成し、トラップの受信者に通知を送信します。トラップは SNMPv1c
通知に変換され、CISCO-UNIFIED-COMPUTING-MIBに従いフォーマットされます。

•システムは CIMCデバイスを自動検出できません。[デバイスの追加（Add Device）]
ボタンを使用して、デバイスを手動で追加する必要があります。 [デバイスインベン
トリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

システムは CIMCデバイスを自動検出できません。[デバイスの追加（Add Device）]
ボタンを使用して、デバイスを手動で追加する必要があります。 [インベントリ
（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

• SNMPを設定する必要があります。Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイスの
設定についての詳細は、次の場所にあるリストを参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• CIMCデバイスは、正しい IPアドレスと SNMPクレデンシャルを入力しないと、管
理状態には入りません。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Unified Attendant Console

システムは、サードパーティのWindowsデバイスとして Cisco Unified Attendant Consoleを
サポートします。Cisco Prime Collaboration Assuranceで Cisco Unified Attendant Consoleをサ
ポートするには、SNMPを設定する必要があります。詳細については、『Cisco Prime
Collaboration Assuranceのデバイス設定』を参照してください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

CEイメージ搭載の ciscoDX70および ciscoDX80

システムは、CEイメージ搭載の ciscoDX70および ciscoDX80デバイスをサポートします。
ciscoDX70および ciscoDX80デバイスは、Cisco TelePresenceデバイスと同様の機能を備え
ています。Cisco Prime Collaboration Assuranceで ciscoDX70および ciscoDX80デバイスを
検出するには、DXシリーズデバイスを Cisco Unified Call Manager（UCM）に登録する必
要があります。Cisco Prime Collaboration Assuranceで ciscoDX70および ciscoDX80デバイス
をサポートするには、SNMP、HTTP、CLIを設定する必要があります。詳細については、
『Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定』を参照してください。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、CEイメージ搭載の ciscoDX70および ciscoDX80デ
バイスでは、CMRレポートおよびエンドポイントの診断機能をサポートしません。

（注）
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デバイスの自動検出

エンドポイントとサブスクライバデバイスが登録されている場合は、シードデバイスまたは

パブリッシャデバイスを検出できます。

•探索ジョブは、いったん開始されると、停止したり取り消したりすることはできません。

•ネットワークで pingスイープと CDP検出の両方を同時に実行することはできません。

（注）

論理検出を使用してクラスタを検出するには、クラスタのパブリッシャを検出する必要があり

ます。これによって自動的に、そのサブスクライバが検出され、パブリッシャとサブスクライ

バの両方に登録されているすべてのエンドポイントとインフラストラクチャデバイスも検出さ

れます。

DHCP対応エンドポイントの IPアドレスが Cisco Unified CMに登録されていない場合、Cisco
Prime Collaboration Assuranceによってこのエンドポイントを自動検出できない可能性がありま
す。Cisco Unified CMに登録されているすべての Cisco TelePresenceシステムについても同様で
す。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

TelePresenceのエンドポイントの検出（TC/CE）は、HTTPSフィードバックを受信するために、
slot2を専用スロットとして使用します。再検出の際には必ず、Cisco Prime Collaboration Assurance
は、その登録解除と登録を再度行う必要があります。エンドポイントがManaged対象の状態で
あり、登録されている場合にのみ、TC/CE HTTPSフィードバックを登録します。

自動検出ユーザインターフェイスを使用して、Unified Communications Managerのパブリッシャ
が Cisco Prime Collaboration Assuranceに追加されると、設定されている ELMまたは PLMも検
出されて管理されます。これは、Cisco Prime Collaboration Assuranceに、ELMまたは PLMのデ
バイスタイプと、正しい IPアドレスパターンを使用したクレデンシャルプロファイルが含ま
れている場合にのみ可能です。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

自動検出は、非 NAT環境でのみ動作します。NAT環境で、エンドポイントまたはサブスクラ
イバをシードデバイスと関連付けるには、シードデバイスの再検出を実行し、[論理検出を有
効にする（Enable Logical Discovery）]ボタンを選択します。

自動検出は、非MSP展開でのみ動作します。MSP展開で、エンドポイント、サブスクライバ、
ゲートウェイなどのデバイスをクラスタに関連付けるには、関連付けられているすべてのデバ

イスを Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理し、クラスタのパブリッシャ CUCMを再検出
する必要があります。

Unified Contact Centerデバイスを検出するには、タスクのシードデバイスとして CVP - OAMP
サーバを入力する必要があります。

デバイスを自動検出するには、次のようにします。
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始める前に

自動検出を実行する前に、次のセクションを確認する必要があります。

•デバイスクレデンシャルの管理：検索を実行する前に、必要なクレデンシャルを入力する
必要があります。

•検出方法：導入に基づいて、適切な導入方法を選択します。

•前提条件と推奨事項：デバイスに必要な設定を構成し、推奨事項を確認します。

•クラスタのセットアップ：複数の、Cisco TMS、または CTXクラスタを管理している場
合は、特定のアプリケーションの詳細を入力する必要があります。

ステップ 1 選択 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

移行方法 [デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

ステップ 2 [インベントリの管理（Inventory Management）]ページで、[自動検出（Auto Discovery）]をクリックしま
す。

ステップ 3 ジョブ名を入力して、[デバイスアクセシビリティのチェック（Device Accessibility）]チェックボックス
をオンにします。

ステップ 4 検出方法を選択します。使用に最適な検出オプションの詳細については、および前提条件と推奨事項を

参照してください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

[検出（Discover）]ドロップダウンリストから [Communications Manager（UCM）クラスタおよ
び接続デバイス（Communications Manager (UCM) Cluster and connected devices）]「」を選択す
ると、ステップ 7と 8で説明されている追加の自動設定オプションが表示されます。

（注）

ステップ 5 デバイスの IPアドレスまたはホスト名を入力します。検索プロトコルが単一でない場合は、次のように
入力します。

例：

•論理検出、Cisco Discovery Protocol、および直接検出の場合は、サポートされるデリミタの 1つ（カ
ンマ、コロン、パイプ、または空白）を使用して複数の IPアドレスまたはホスト名を入力できま
す。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Communications Manager（UCM）クラスタおよび接続デバイス、Video Communications Server（VCS）/
Expresswayクラスタおよび接続デバイス、Telepresence Management Suite（TMS）および接続デバイ
ス、Contact Center Customer Voice Portal（CVP）および接続デバイス、VCenterおよび接続 ESXiデバ
イス、UCS Manager検出、CDP検出を使用したネットワークデバイス、直接検出の場合は、サポー
トされるデリミタの 1つ（カンマ、コロン、パイプ、または空白）を使用して複数の IPアドレスま
たはホスト名を入力できます。
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• pingスイープ検出を使用したネットワークデバイスでは、/netmask指定を使用し、IPアドレス範囲
をカンマで区切って指定します。たとえば、172.20.57.1から始まり、172.20.57.255で終わる pingス
イープ範囲を指定する場合は、172.20.57.1/24を使用します。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合は、デバイスを検出するお客様を選択
することができます。非 NAT環境では、パブリック IP（管理 IP）には検出された IPアドレスが入力さ
れ、プライベート IPにはデフォルトでパブリック IP（管理 IP）が入力されます。Cisco Prime Collaboration
Assuranceを Enterpriseモードで展開した場合は、デバイスを検出する Assuranceドメインを選択できま
す。自動検出によって検出されたすべてのエンドポイントは、シードデバイス用に選択された同じ

Assuranceドメインに関連付けられます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合は、デバイスを検出するお客様を選択
することができます。非 NAT環境では、パブリック IP（管理 IP）には検出された IPアドレスが入力さ
れ、プライベート IPにはデフォルトでパブリック IP（管理 IP）が入力されます。Cisco Prime Collaboration
Assuranceを Enterpriseモードで展開した場合は、検出するデバイスのドメインに関連付けオプションを
選択できます。自動検出によって検出されたすべてのエンドポイントは、シードデバイス用に選択され

た同じ [ドメインに関連付け（Associate to Domain）]に関連付けられます。

ステップ 6 （任意）[Filter]および [Advanced Filter]の詳細を入力します（論理、CDP、および pingスイープ検出方
法の場合のみ使用可能）。ワイルドカードを使用して、含めるか、または除外する IPアドレスと DNS
情報を入力することができます。フィールドの説明については、「検出フィルタとスケジュールオプショ

ン」を参照してください。

ステップ 7 （任意）ステップ 4で、[検出（Discover）]ドロップダウンリストから [Communications Manager（UCM）
クラスタおよび接続デバイス（Communications Manager (UCM) Cluster and connected devices）]「」を選択
し、Unified Communications Managerサーバで CDR課金サーバの自動設定を有効にしない場合は、[自動
設定（Auto-Configuration）]ペインで、[Unified CMサーバで Prime Collaborationサーバを CDR接続先と
して追加する（Add the Prime Collaboration Server as a CDR Destination in the Unified CM Servers）]チェッ
クボックスをオフにしてください。

CDR課金サーバの自動設定の一部として、Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Unified
Communications Managerのパブリッシャとサブスクライバの両方で CDRフラグと CMRフラグ
を有効にします。ただし、Cisco Prime Collaboration Assuranceが CDR課金サーバの自動設定を
実行するのは、管理対象の Unified Communications Managerのパブリッシャのみです。

（注）

ステップ 8 （Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合）（任意）ステップ 4で、[検出（Discover）]ド
ロップダウンリストから [Communications Manager（UCM）クラスタおよび接続デバイス（Communications
Manager (UCM) Cluster and connected devices）]「」を選択し、Unified Communications Managerサーバで
syslog受信者の自動設定を有効にしない場合は、[自動設定（Auto-Configuration）]ペインで、[Unified CM
サーバで Prime Collaborationサーバを syslog送信先として追加する（Add the Prime Collaboration Server as
a CDR Destination in the Unified CM Servers）]チェックボックスをオフにしてください。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、syslog受信者の自動設定を、管理対象の Unified
Communications Managerのパブリッシャだけでなく、サブスクライバに対しても実行します。
Unified Communications Managerは、設定されたすべての Syslog受信者に対して、アラームおよ
びイベントのレベルを「情報」に更新します。

（注）
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ステップ 9 定期的な検出ジョブをスケジュールするか（フィールドの説明については「検出フィルタとスケジュー

ルオプション」を参照）、またはステップ 10に従って検出ジョブをすぐに実行します。

ステップ 10 [すぐに実行（Run Now）]をクリックして検出ジョブをすぐに実行するか、[スケジュール（schedule）]
をクリックして定期的な検出ジョブをスケジュールし、後で実行します。検索スケジュールを設定して

いる場合は、ジョブの作成後に通知が表示されます。[ジョブの進行状況（Job Progress）]をクリックす
ると、[ジョブの管理（job management）]ページにジョブのステータスを表示できます。あるいは、すぐ
に検出を実行している場合は、[デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]ハイパーリンク
をクリックして、検出対象のデバイスの現在の状態を確認することができます。

• Unified Communications Managerの特定のノードを削除すると、Cisco Prime Collaboration
Assuranceによって、そのノードの IPアドレスの syslogまたは CDRの設定も削除されま
す。同じデバイスの、他の syslogまたは CDRの設定変更は、影響を受けません。

• CDR課金サーバまたは syslog受信者の自動設定や手動設定が、Unified Communications
Managerのパブリッシャあるいはそのいずれかのサブスクライバで利用できない場合、シ
ステムは、デバイスの [ステータス理由（Status Reason）]を [部分管理対象（Partially
Managed）]「」と表示し、同時にその理由（たとえば、「デバイス上の syslog設定が見つ
からない」など）も表示します。ただし、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、デバイ
スの状態は「[管理対象（Managed）]」のままです。

（注）

トラブルシューティング

1. 問題：Cisco Prime Collaboration AssuranceがデバイスにCDRアプリケーション課金サーバとして追加
されない。

推奨処置：

• [自動検出（Auto Discovery）]「」オプションを使用して、Unified Communications Managerのパ
ブリッシャが Cisco Prime Collaboration Assuranceに追加されていることを確認します。

•インベントリを検出した後、デバイスがManagedの状態であることを確認します。また、デバ
イスは、[コール品質データソース（Call Quality Data Source）]の下に表示される必要がありま
す。 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [CDSソース設定（CDR
Source Settings）]。

• [Unified Communications Managerの管理（Unified Communications Manager Administration）]ペー
ジで、[サービスアビリティ（Serviceability）]ページを選択し、[CDR管理（CDR Management）]
ページに移動します。自動設定が実行されるように、少なくとも 1台の CDR課金サーバが使用
可能であることを確認してください。

2. 問題：Cisco Prime Collaboration Assuranceがデバイスのリモート Syslog受信者として追加されない。

推奨処置：

• [自動検出（Auto Discovery）]「」オプションを使用して、Unified Communications Managerのパ
ブリッシャが Cisco Prime Collaboration Assuranceに追加されていることを確認します。

•インベントリを検出した後、デバイスがManagedの状態であることを確認します。
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• [Unified Communications Managerの管理（Unified Communications Manager Administration）]ペー
ジで、[サービスアビリティ（Serviceability）]ページを選択し、 [アラーム（Alarm）] > [設定
（Configuration）]。自動設定が実行されるように、少なくとも 1台の Syslog受信者が使用可能
であることを確認してください。

3. 問題: TMS検出では、一部の接続済みデバイスが検出されるわけではありません。

推奨処置：

Cisco Prime Collaboration Provisioning Assurance 12.1以降は、TMSの検出によって、TMSで管理され
ている CUCM、VCS、およびエンドポイントを自動的に検出しません。

検出フィルタとスケジュールオプション

検出のフィルタ

次の表に、検出の実行の際に使用可能なフィルタを示します。
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表 15 :検出のフィルタ

説明フィルタ

includedまたは excludedデバイスのカンマ区
切りの IPアドレスまたは IPアドレス範囲。1
～ 255のオクテット範囲では、アスタリスク
（*）ワイルドカードを使用するか、[xxx-yyy]
表記を使用して制限します。次に例を示しま

す。

• 172.20.57/24サブネット内にあるすべての
デバイスを含める場合は、172.20.57.*と
いう組み込みフィルタを入力します。

• 172.20.57.224から 172.20.57.255の IPアド
レス範囲内のデバイスを除外するには、

172.20.57.[224-255]の除外フィルタを入力
します。

両方のワイルドカードタイプを同じ範囲で使

用することができます。例：172.20.[55-57].*

組み込みフィルタと除外フィルタの両方が指

定されている場合は、除外フィルタが適用さ

れてから組み込みフィルタが適用されます。

自動検出されたデバイスにフィルタを適用す

ると、その他のフィルタ基準はデバイスに適

用されません。デバイスに複数の IPアドレス
がある場合、includeフィルタを満たす IPアド
レスが 1つの場合に限り、デバイスが自動検
出に対して処理されます。

[IPアドレス（IP Address）]

詳細フィルタ
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説明フィルタ

includedまたは excludedデバイスのコンマ区
切りの DNSドメイン名。

アスタリスク（*）ワイルドカードは、任意の
長さ、任意の英数字、ハイフン（-）、および
アンダースコア（_）の組み合わせに一致しま
す。

疑問符（?）のワイルドカードは、単一の英数
字、ハイフン（-）、またはアンダースコア
（_）に一致します。

たとえば、「*. cisco.com」は、「cisco.com」
で終わる任意の DNS名と一致し、
「*.?abc.com」は、「aabc.com」や「babc.com」
などで終わる任意の DNS名と一致します。

DNSドメイン

（CDP方式とpingスイープ検出方式でのみ使
用できます。）includedまたは excludedデバ
イスに対する、MIB-IIの ysLocation OIDに保
存されたコンマ区切りの文字列値に一致する

コンマ区切りの文字列。

アスタリスク（*）ワイルドカードは、英数
字、ハイフン（-）、アンダースコア（_）、
および空白文字（スペースとタブ）を任意の

長さで組み合わせたものに一致します。たと

えば、San *という SysLocationフィルタは、
San Francisco、San Joseなどで始まるすべての
SysLocation文字列に一致します。

疑問符（?）のワイルドカードは、1つの英数
字、ハイフン（-）、アンダースコア（_）、
または空白文字（スペースまたはタブ）と一

致します。

Sys Location

Schedule Options

次の表で、使用可能なスケジュールオプションについて説明します。
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表 16 : Schedule Options

説明フィールド

[開始時刻（Start Time）]をクリックして、開
始の日時を yyyy/MM/ddと hh:mm AM/PMの形
式で入力します。

カレンダーから開始日と開始時刻を選択する

場合は、日付ピッカーをクリックします。表

示される時刻は、クライアントブラウザの時

刻です。スケジューリングされた定期的ジョ

ブは、この指定時刻に実行されます。

Start Time

[なし（None）]、[毎時（Hourly）]、[毎日
（Daily）]、[毎週（Weekly）]、[毎月
（Monthly）]のいずれかをクリックし、ジョ
ブの期間を指定します。

繰り返し

ジョブ期間の詳細を指定します。設定

終了日時を指定する必要がない場合は、[終了
日時なし（No End Date/Time）]をクリックし
ます。[Every number of Times]をクリックし
て、指定した期間にジョブが終了するまで、

そのジョブが実行される回数を設定します。

終了日と終了時刻をそれぞれ yyyy/MM/ddと
hh:mm AM/PM形式で入力します。

終了時刻

デバイスの手動検出

[デバイスワークセンター（Device Work Center）][デバイス管理（Inventory Management）]
ページで [デバイスの追加（Add Device）]オプションを使用して、1つまたは複数のデバイス
を Cisco Prime Collaboration Assuranceに手動で追加できます。

新しいデバイスを追加し、検出を実行するには、次の手順を実行します。

始める前に

デバイスを追加する前に、次のセクションを確認する必要があります。

•デバイスクレデンシャルの管理：検索を実行する前に、必要なクレデンシャルを入力する
必要があります。

•検出方法：導入に基づいて、適切な導入方法を選択します。

•前提条件と推奨事項：デバイスに必要な設定を構成し、推奨事項を確認します。
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ステップ 1 選択 [デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

ステップ 2 [インベントリ管理（Inventory Management）]ページで、[デバイスの追加（Add Device）]をクリックしま
す。

ステップ 3 [デバイスの追加（Add Device）]ウィンドウで、必要な情報を入力します。異なるクレデンシャルの詳細
については、[Credential Profiles]のフィールドの説明を参照してください。

展開に基づいて、[デバイス情報（Device Information）]ペインでデバイスを追加する [顧客（Customer）]
または[ドメインに関連付け（Associate to Domain）]を選択できます。

• NAT：検出対象のデバイスが NAT環境内にある場合は、このチェックボックスをオンにします。

•顧客：デバイスを検出する顧客を選択できます。

• IPアドレス：パブリック IPアドレスまたは管理対象 IPを入力します。IPv4アドレスまたは IPv6アド
レスを入力できます。

•プライベート IPアドレス：プライベート IPアドレスを入力します。IPv4アドレスまたは IPv6アドレ
スを入力できます。

•プライベートホスト名：プライベートホスト名を入力します。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合は、Unified CMまたは ELM
に登録されているエンドポイントを設定する際に、[プライベートホスト名（Private Host
Name）]フィールドに FQDNを入力する必要があります。

（注）

各顧客のデバイスを個別のインスタンスに追加する必要があります。1つのインスタンスで 1つ
の顧客に対して最大 5台のデバイスを追加できます。デバイスを追加するには、[デバイスの追加
（Add Device）]ボタンをクリックします。空の行を必ず削除してください。

（注）

ステップ 4 [Discover]をクリックします。検出ジョブのステータスは、[ジョブの管理（Job Management）]ページで確
認できます。デバイスは、検出後にインベントリテーブルに表示されます。詳細については、「検出ス

テータスの確認」を参照してください。

また、[Assuranceインベントリの概要（Device Status Summary）]を表示して、検出されたデバイスの数と、
検出が進行中のデバイスの数を確認することもできます。

ステップ 5 [検出（Discover）]をクリックします。ポップアップが表示されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

デバイスの検出が開始されます。検出されるデバイスの現在の状態を確認するには、[デバイスステータス
の概要（Device Status Summary）]のハイパーリンクをクリックします。
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デバイスのインポート

デバイスリストとクレデンシャルを含むファイルをインポートすることによって、Cisco Prime
Collaboration Assuranceにデバイスをインポートすることができます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合は、グローバルカスタマー選
択フィールドで選択したお客様のデバイスのみがインポートされます。

デバイスをインポートするには、デバイスごとに次を追加する必要があります。

•ホスト名

• [IPアドレス（IP Address）]

•プロトコルのクレデンシャル

クレデンシャルはプレーンテキストでも暗号化してもかまいませ

んが、同じファイルに両方を追加することはできません。

（注）

•デバイスが NAT環境にある場合は、そのデバイスの顧客名、プライベート IPアドレスと
パブリック IPアドレス、およびプライベートホスト名を追加してください。

• Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合は、Unified CMまたは
ELMに登録されているエンドポイントを設定する際に、ホスト名を FQDNとして指定す
る必要があります。

•パブリッシャに登録されているすべてのエンドポイントまたはサブスクライバは、パブ
リッシャから顧客名を継承します。

デバイスの詳細のみを変更するようにしてください。それ以外の行を変更すると、このファイ

ルが破損し、インポートタスクが失敗する原因になります。

（注）

ファイルからデバイスをインポートするには、次のようにします。

始める前に

デバイスをインポートする前に、次のセクションを確認する必要があります。

•デバイスクレデンシャルの管理（Manage Device Credentials）：デバイスの管理に必要な
クレデンシャル。

•検出方法：導入に基づいて、適切な導入方法を選択します。

•前提条件と推奨事項：デバイスに必要な設定を構成し、推奨事項を確認します。

•デバイスリストとクレデンシャルのエクスポート（Export Device Lists and Credentials）：
インポートとエクスポートのファイル形式は同じです。
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ステップ 1 選択 [デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

ステップ 2 [インポート（Import）] をクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

セキュリティ上の理由により、エクスポートされたデバイスのクレデンシャルファイルは、同じ

サーバ上でのみインポートできます。

警告

ステップ 3 [インポート（Import）]ダイアログボックスで、インポートするデバイスとクレデンシャルのリストを含む
ファイルを参照します。（CSVまたは XMLファイル形式のみがサポートされています）。暗号化された
クレデンシャルを含むファイルをインポートする場合は、[ファイルは暗号化されたクレデンシャルを含む
（File contains Encrypted Credentials）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [インポート（Import）]をクリックします。

シードまたはパブリッシャデバイスに対し、インポートベースの検出を実行すると、クラスタ名

などの登録済みエンドポイントの登録や関連付けの情報が、完全には取得できません。このよう

な場合は、シードデバイスの再検出を実行して、登録と関連付けの情報を完全に取得してくださ

い。

インポートされたデバイスのステータス理由は、デバイスの再検出を実行すると更新されますが、

自動検出がそのデバイスを検出するまで待てば更新されます。

（注）

インポートされたデバイスリストとクレデンシャルに対するクレデンシャルプロファイルは作成されませ

ん。インポート後に、デバイス検出が自動的にトリガーされます。このときに使用されるのは、インポー

トファイルにあるクレデンシャルです。インポートベースの検出ジョブのステータスは、[ジョブ管理（Job
Management）]ページで確認できます。詳細については、「検出ステータスの確認」を参照してください。
インポートされたデバイスのクレデンシャルが正しくない場合は、そのデバイスは [Managed]状態になる
ことができません。

検出後に、インポートされたデバイスがインベントリに表示されます。他のデバイスの詳細、物理情報、

アクセス情報は、インベントリテーブルの下にあるそれぞれのペインに表示されます。また、[デバイスス
テータスの概要（Device Status Summary）]を表示して、検出されたデバイスの数と、検出が進行中のデバ
イスの数を確認することもできます。

デバイスリストとクレデンシャルのエクスポート

デバイスリストとデバイスのクレデンシャルをファイルにエクスポートできます。このファイ

ルを使用して、デバイスリストとクレデンシャルを変更し、後でインポートすることができま

す。この機能は、ネットワーク管理者、システムの上級管理者、およびシステム管理者の役割

を持つユーザのみが使用できます。
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デバイスリストとクレデンシャルをエクスポートするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 を選択します。[デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory
Management）] > [エクスポート（Export）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [ベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [エクスポート
（Export）]

ステップ 2 [デバイスリストとクレデンシャル（Device list and Credentials）]を選択し、出力ファイル名を入力します
（サポートされているのは、CSVおよび XMLファイル形式のみです）。

ステップ 3 [Export]をクリックします。このファイルに含まれているのは、暗号化されたクレデンシャルのみです。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

セキュリティ上の理由により、エクスポートされたデバイスのクレデンシャルファイルは、同じ

サーバ上でのみインポートできます。

警告

ステップ 4 ダイアログボックスが表示されたら、次のいずれかの操作を実行します。

• [開く（Open）] をクリックして情報を確認します。

• [保存（Save）]をクリックして、CSVまたは XMLファイルをローカルのシステムに保存します。

デバイスが NAT環境にある場合は、顧客名、プライベート IPアドレスとパブリック IPアド
レス、およびプライベートホスト名も更新されます。

（注）

トラブルシューティング

1. 問題：1つのサーバから別のサーバにデバイスクレデンシャルをインポートするときに、
デバイスが検出されません。

推奨事項：エクスポートされたデバイスクレデンシャルファイルは、同じサーバ上のみ

でインポートできます。

2. 問題：最新リリースにインポートするため、以前のリリースでエクスポートしたクレデン
シャルを使用したときにデバイスが検出されません。

推奨事項：エクスポートされたデバイスクレデンシャルファイルは、同じサーバ上のみ

でインポートできます。

Cisco Unified Computing System（UCS）の検出
次の手順を実行して、NAT導入環境内の Cisco UCSを検出し、vCenter、ESX、UCS Manager
デバイスが Cisco Prime Collaboration Assuranceに追加されていることを確認します。
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始める前に

•非 NAT展開では、VMware vCenter Server（vCenter）、VMware ESX Server（ESX）、およ
び Cisco UCS Manager（UCS Manager）デバイスがサポートされる必要があります。

•検出中に仮想マシン（VM）の電源をオンにする必要があります。

新たに追加された仮想マシン（VM）の中で、ポーリングまたは
ESXiホストの再検出によって検出されないものは、論理検出を使
用して検出することができます。

（注）

•検出を実行する前に、VMwareツールをVMにインストールする必要があります。これに
より、VMware ESXサーバの検出中にツールが確実に検出されます。

• NAT導入では、管理対象 ESXサーバ内の VM名は、Cisco Prime Collaboration Assurance内
の VMのプライベートホスト名と同じである必要があります。

• vCenterを設定し、UCSブレードでイベントおよびアラームの相関ルールを確認します。
詳細については、「vCenterの構成（165ページ）」を参照してください。

• Cisco UCS Managerの SNMPを有効にして設定し、SNMPマネージャと SNMPエージェン
ト間の関係を作成します。

1. Cisco UCS Managerで、[管理（Admin）]タブに移動してタブを展開し、[通信サービ
ス（Communication Services）]タブを選択します。

2. SNMPウィンドウのフィールドを設定し、変更を保存します。

ステップ 1 Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバにログインし、次のページに移動します。 [デバイスインベント
リ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバにログインして、[インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管
理（Inventory Management）]に移動します。

ステップ 2 [クレデンシャルの管理（Manage Credentials）]ボタンをクリックすると、VMware ESX Server（ESX）、
Cisco UCS MANAGER（UCS manager）、および VMware vCenter Serve（vCenter）のクレデンシャルプロ
ファイルが作成されます。
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• VMware ESXサーバの SNMPクレデンシャルを設定する必要があります。Cisco Prime
Collaboration Assuranceのデバイスの設定についての詳細は、次の場所にあるリストを参照し
てください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• VMware ESX ServerのクレデンシャルプロファイルのHTTPクレデンシャルは、VMware ESX
Serverデバイスのクレデンシャルと同じである必要があります。

•クラスタシナリオでは、Cisco UCS Managerのクレデンシャルプロファイルの HTTPクレデ
ンシャルは、プライマリファブリックインターコネクトデバイスのクレデンシャルと同じ

である必要があります。

•スタンドアロンシナリオでは、Cisco UCS Managerのクレデンシャルプロファイルの HTTP
クレデンシャルは、ファブリックインターコネクトデバイスのクレデンシャルと同じである

必要があります。

• vCenterクレデンシャルプロファイルの HTTPクレデンシャルは、vCenterデバイス管理者の
ログインクレデンシャルと同じである必要があります。

•仮想マシンは、NAT展開と非 NAT展開の両方でサポートされています。

（注）

ステップ 3 次の論理検出を実行します。

• [ESX論理検出（ESX Logical Discovery）]：Esx Serverの IPアドレスをシードデバイスとして使用し、
そこで実行されているすべての VMを検出します。

• [UCS Manager論理検出（UCS Manager Logical Discovery）]：クラスタシナリオでは、Cisco UCS Manager
の仮想 IPアドレスを、論理検出のシード IPアドレスとして使用します。UCS Managerが管理してい
る UCSシャーシを検出し、さらに、管理対象 ESXサーバを適切な UCSシャーシに関連付けます。ス
タンドアロンシナリオでは、ファブリックインターコネクトデバイスの IPアドレスを論理検出のシー
ド IPアドレスとして使用します。

• [vCenter論理検出（vCenter Logical Discovery）]：vCenter IPアドレスをシードデバイスとして使用し、
vCenterサーバで管理される vCenterおよび ESXのサーバを検出します。

•管理対象 ESX server内の VM名は、VMのプライベートホスト名と同じであり、Cisco Prime
Collaboration Assuranceで VMを適切にグループ化できる必要があります。

•論理検出はMSP展開ではサポートされていません。

（注）

NATを導入していない環境で、Cisco UCSおよび 1つ以上の関連付けられた仮想マシンを検出するには、
次の手順を実行します。

1. Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

選択 [インベントリ管理（Inventory Management）] > [自動検出（Auto Discovery）][検出方法（Discovery
Methods）]ドロップダウンリストで[論理検出（Logical Discovery）]を選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合
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選択 [Inventory（インベントリ）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [自動検出（Auto
Discovery）][検出（Discover）]ドロップダウンリストで [UCSマネージャ（UCS Manager）]を選択し
ます。

vCenter IPアドレスをシードデバイスとして、論理検出を実行します。これにより、vCenterと vCenter
で管理される ESXサーバや、ESXサーバの関連する仮想マシン、または Cisco Unified Communications
（UC）アプリケーションが検出されます。ESXサーバのモデルには、デバイスが Cシリーズである
か、または Bシリーズであるかが表示されます。

2. Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

（オプション）vCenterで構成されないESXホストを個別に検出します。[デバイスの追加（AddDevice）]
（[インベントリ管理（Inventory Management）] > [デバイスの追加（Add Device）]）または [インポー
ト（Import）]機能（[インベントリ管理（Inventory Management）] > [インポート（Import）]）を使用
できますが、論理検索を実行して ESXと VM/UCアプリケーション間の関連付けを取得する必要があ
ります。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

（オプション）vCenterで構成されないESXホストを個別に検出します。[デバイスの追加（AddDevice）]
（[インベントリ管理（Inventory Management）] > [デバイスの追加（Add Device）]）または [インポー
ト（Import）]機能（[インベントリ管理（Inventory Management）] > [インポート（Import）]）を使用
できますが、論理検索を実行して ESXと VM/UCアプリケーション間の関連付けを取得する必要があ
ります。

3. （オプション）展開内で UCS Managerを使用している場合は、次のように論理検出を実行します。

•クラスタシナリオでは、Cisco UCS Managerの仮想 IPアドレスをシード IPアドレスとして使用し
ます。

•スタンドアロンシナリオでは、ファブリックインターコネクトデバイスの IPアドレスをシード
IPアドレスとして使用します。

これにより UCSシャーシが検出されます。さらに、管理対象 ESX Serverを UCSシャーシに関連付け
ます。UCS Managerの論理検出によってブレードが検出されない場合は、ブレードを個別に検出する
必要があります。UCSホストの検出後に、UCS managerの論理検出を実行してシャーシとブレードの
関連付けを構築します。

UCSシャーシの [インベントリ管理（Inventory Management）]には、IPアドレスの代わりに UCS
Manager名と UCSシャーシ名の組み合わせが表示されます。これは、UCSシャーシには IPアド
レスがないためです。

（注）

検出が成功すると、インフラストラクチャグループの下にある [デバイスグループセレクタ（Device Group
Selector）]ペイン内のデバイスまたはアプリケーションに関連付けられているCisco UCSに関連するグルー
プを表示できます。

UCS-Bシリーズブレードサーバグループでは、すべての管理対象 Cisco UCSシャーシと、各シャーシの
下の管理対象ブレードが一覧表示されます。シャーシの一覧をクリックすると、右側のペインに特定の

シャーシの管理対象ブレードのすべての詳細を表示し、シャーシの下のデバイスセレクタ内の管理対象ブ

レードの IPアドレスを表示できます。管理下のブレード IPアドレスをクリックすると、そのブレードに
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関連付けられている管理対象の仮想マシンである Cisco Unified Communications（UC）アプリケーションの
リストが右側のペインに表示されます。

UCS-Cシリーズのラックサーバグループでは、すべての管理対象 ESXサーバがノードとして表示されま
す。ESXサーバの IPアドレスをクリックすると、ESXサーバ上で実行中のすべての管理対象仮想マシン
または Cisco Unified Communications（UC）アプリケーションを右側のペインに表示できます。

vCenterの構成

vCenterで SNMP、トリガー、およびアラームを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 vCenterの SNMPの設定

a) vSphereを使用して vCenterにログインし、次のページに移動します。 [管理（Administration）] >
[vCenter Serverの設定（vCenter Server Settings）]

b) SNMPの設定を構成するには、ページの左側にある [SNMP（SNMP）]メニューを選択します。

ステップ 2 vCenterでのトリガーとアラームの設定

a) 仮想マシンを選択して、次のページに移動します。 [アラーム（Alarms）] > [定義（Definition）]。

b) vCenter名をクリックし、アラームを選択して設定項目を設定します。
c) [トリガー（Triggers）]タブに移動し、次のリンクの「「VMware vCenter Serverのアラームのトリ
ガー」」セクションの説明に従ってトリガーを選択します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

d) [Alert（Alert）]「」の状態を選択し、[OK（OK）]をクリックします。
e) [アクション（Actions）]をクリックし、「異常なし ->警告」、「警告 - >エラー」、「エラー ->警
告」、「警告 ->異常なし」のすべてのケースで [繰り返し（Repeat）]を選択します。

f) [OK]をクリックします。

Unified CMクラスタデータの検出
Unified CMパブリッシャがCisco Prime Collaboration Assuranceで管理されるように設定したら、
クラスタデータ検出を実行して、追加のインベントリデータを収集する必要があります。こ

の検出は、次の情報を収集するために役立ちます。

• Redundancy group、Devicepool、Location、Region、RouteList、RouteGroup、RoutePattern、
Partitionなどを含むクラスタ設定データこれには、電話、ボイスメールエンドポイント、
メディアリソース、ゲートウェイ、およびトランクなどのクラスタでプロビジョニングさ

れたエンティティが含まれます。
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• Unified CMクラスタに登録されているすべてのエンティティに関する登録情報。これに
は、デバイス IP、登録ステータス、エンティティが現在登録されている Unified CMサー
バ、最新の登録または登録解除のタイムスタンプ、およびステータス理由が含まれます。

登録情報はコンフィギュレーションファイルを使用して設定できます。この情報は、電話

機やゲートウェイなどのエンティティが登録されているクラスタ内のすべてのサブスクラ

イバノードから収集されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、起動時および 1日に 1回、Cisco Unified CMからクラス
タ設定を収集します。この定期的な検出データ収集は、デフォルトで毎日午前0時に実行され
ます。このデフォルトのスケジュールは変更することができます。

•検出されるのはUnified CMに登録されているエンドポイントだけです。Cisco VCSに登録
されているエンドポイントは個別に検出されます。

• SIPデバイスは検出されません。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、混合モードのCisco Unified CMクラスタをサポート
しています。CUCM混合モードについては、Cisco Unified Communications Managerのメン
テナンスとオペレーションガイドを参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assurance用に設定された CUCM混合モードでは、Standard CTI
Secure Connectionアクセスコントロールグループまたはロールを JTAPIアプリケーショ
ンユーザに関連付けないでください。

（注）

クラスタデバイスの検出をスケジュール

始める前に

Unified CMクラスタ検出を実行する前に、次の条件を満たしている必要があります。

•データは、パブリッシャまたは最初のノードからAXLを介して収集されます。そのため、
Publisherは適切な HTTPクレデンシャルが入力されている完全な監視状態にあり、AXL
Web Serviceはこの Publisherで実行されている必要があります。

• Unified CMのバージョン 7.xで動作する Cisco RIS Data Collector。

• Cisco SOAP：Unified CMの他のバージョンで動作している CDRonDemandサービス。

• Unified CM Publisherが [Unified CM]セクションまたは Unified CM Administrationの [シス
テムサーバ（System Server）]セクションの名前を使用して構成されている場合、この名
前は Cisco Prime Collaboration AssuranceサーバからDNSを使用して解決可能である必要が
あります。そうでない場合は、データ収集が続行されるように、この名前のエントリをホ

ストファイル内で設定する必要があります。

• Unified CMで必要な syslogsとプロセスの設定を Cisco Prime Collaboration Assuranceで受信
可能にするには、[syslogレシーバ（Syslog Receiver）]のセクションの手順を実行する必要
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があります。登録情報の変更は、Cisco Unified CMから関連する syslogsを処理することに
よって更新されます。

Syslog処理では、Cisco Unified CMクラスタに登録されたエンティティの次のような変更
を検出できます。

•電話、ボイスメールエンドポイント、ゲートウェイなどのエンティティの登録情報の
変更。

•クラスタ内でプロビジョニングされる新しい電話が検出され、インベントリが更新さ
れます。

他のデバイスでも、デバイスからのSyslogの設定が必要な場合があります。必要なデバイ
スの設定の詳細については、次のリンクにある「syslogレシーバの設定」セクションを参
照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

ステップ 1 選択 [デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリスケジュール（Inventory Schedule）] >
[クラスタデータ検出のスケジュール（Cluster Data Discovery Schedule）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリスケジュール（Inventory Schedule）] > [クラスタ
データ検出スケジュール（Cluster Data Discovery Schedule）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [クラスタデバイス検出スケジュール（Cluster Device Discovery
Schedule）]。

ステップ 2 [適用（Apply）]をクリックして後日の検出のスケジュールを設定するか、または [今すぐ実行（RunNow）]
をクリックしてクラスタの検出を即座に実行します。

スケジュールされた定期的なデータ収集の前に以下の変更がクラスタ設定で発生していて、これらの変更

をすぐに Cisco Prime Collaboration Assuranceに反映させる必要がある場合は、[今すぐ実行（Run Now）]オ
プションを使用して、次のタイプのデータを収集する必要があります。

•クラスタ内で追加、削除、または変更された新しいデバイスプール、Location、Region、Redundancy
Group、Route List、Route Group、Route Pattern、または Partition。

•デバイスプールへの任意のエンドポイントのメンバーシップの変更、または任意のエンドポイントの
冗長グループへの関連付けの変更。

• Unified CMクラスタに追加された、または Unified CMクラスタから削除された新しいサブスクライ
バ。

•冗長グループに対する任意のサブスクライバのメンバーシップでの変更。
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•ルートグループへの任意のゲートウェイのメンバーシップ、またはルートリストへのルートグルー
プのメンバーシップの変更。

変更が特定のクラスタに制限されている場合は、次の手順でクラスタのパブリッシャを再検出することが

できます。[デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] >
[再検出（Rediscover）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

変更が特定のクラスタに制限されている場合は、次の手順でクラスタのパブリッシャを再検出することが

できます。 [デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] >
[再検出（Rediscover）]。

新しいUnified CMクラスタの場合、検出または再検出の後、そのクラスタの電話機検出が実行されます。
他の電話機同期の処理（クラスタの電話機検出、XMLの検出など）が進行中の場合、クラスタベースの電
話機検出は処理が完了するまで待機します。したがって、他の電話機同期の処理が進行中のときは、Cisco
Prime Collaboration Assuranceの電話機の状態変更が反映されるまで予想外に時間がかかります。

関連トピック

Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

デバイスの再検出

すでに検出されたデバイスを再検出できます。すでに入力されているクレデンシャルは、Cisco
Prime Collaboration Assuranceデータベースですでに使用可能になっており、変更によってシス
テムが更新されます。どの状態のデバイスでも再検出できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

再検出の際には必ず、Cisco Prime Collaboration Assuranceは、登録解除と再登録を行う必要が
あります。

（注）

再検出を実行するのは、次のときです。

•デバイスを最初に追加してから再検出する必要があります。

•ファーストホップルータ設定に変更があり、ソフトウェアイメージを更新するため。

•クレデンシャル、ロケーション、タイムゾーン、IPアドレスやホスト名、SIPURI、H.323
ゲートキーパーのアドレスなどのデバイスの設定が変更されたとき。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのバックアップや復元を実行した後。

[現在のインベントリ（Current Inventory）]ペインの [再検出（Rediscover）]ボタンを使用し
て、[現在のインベントリ（Current Inventory）]テーブルに表示されているデバイスを再検出し
ます。再検出は、単一のデバイスだけでなく、複数のデバイスに対しても実行できます。
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[インベントリ管理（Inventory Management）]で以前に管理された IPアドレスを使用して、到
達不能になったデバイス（ルータ、スイッチ、または音声ゲートウェイ）の再検出を実行する

と、デバイスは、いずれかのインターフェイスの IPアドレスで再検出されます。この動作を
変更するには、emsam.propertiesファイルの com.cisco.nm.emms.discovery.ip.swapプロパティの
値を falseに設定します。この場合、デバイス（ルータ、スイッチ、または音声ゲートウェイ）
は、インターフェイスの IPアドレスによって再度検出されることはありません。ここでは、
以前に管理された IPアドレスを使用してデバイスを再検出します（[操作（Operate）] > [デバ
イスワークセンター（Device Work Center）]）。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

選択 [インベントリ管理（Inventory Management）]を選択して、以前に管理された IPアドレ
スでデバイスを再検出します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

選択 [インベントリ管理（Inventory Management）]を選択して、以前に管理された IPアドレ
スでデバイスを再検出します。

アクセシビリティ情報は、再検出中にはチェックされません。（注）

再検出のワークフローは、検出の場合と同じです。詳細については、「ライフサイクルの検

出」を参照してください。

検出ステータスの確認

すべての検出ジョブのステータスが [ジョブ管理（Job Management）]ページに表示されます。
検出を実行すると、[ジョブ進行状況の詳細（Job Progress Details）]リンクを含むダイアログ
ボックスが表示され、検出ステータスを確認できるようになります。検出ジョブの完了までの

時間は、ネットワークによって異なります。検出が完了すると、詳細が [現在のインベントリ
（Current Inventory）]テーブルに表示されます。

検出ステータスを確認するには、以下を行います。

ステップ 1 Chooseを選択します。[Device Inventory（デバイスインベントリ）] > [インベントリ管理（Inventory
Management）] > [検出ジョブ（Auto Jobs）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [Inventory（インベントリ）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [検出ジョブ（Auto
Jobs）]。

ステップ 2 [ジョブ管理（Job Management）]ページで、詳細を表示する検出ジョブを選択します。

検出のステータス、および検出中に検出されたすべてのデバイスが [Job Management]テーブルの下のペイ
ンに表示されます。
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ステップ 3 [ジョブ管理（Job Management）]テーブルで検出ステータスを確認するか、[ジョブの詳細（Job details）]
ペインで検出されたデバイスの詳細を確認します。

ステップ 4 結果に応じて、次のいずれかを実行します。

•誤ったクレデンシャルが原因で検出されなかったデバイスについては、それらのデバイスのクレデン
シャルを確認し、検出を再実行します。

•同じデバイスを複数回検出するには、Rediscoverオプションを使用します。詳細については、「デバ
イスの再検出」を参照してください。

トラブルシューティング

1. 問題：Cisco TelePresence Video Communication Server（Cisco VCS）Edgeで、外部インター
フェイスの IPアドレスにアクセスできず、アラームが発生する。

推奨処置：Cisco Unified Communications Managerを検出する前に、Cisco VCS Coreおよ
び Cisco VCS Edgeを検出する必要があります。これにより、Cisco VCS - Edgeの外部イ
ンターフェイスと内部インターフェイスのすべての IPアドレスが、Cisco Prime
Collaboration Assuranceインベントリで認識されるようになります。Cisco Unified
Communications Managerのパブリッシャが検出されると、インターフェイス IPアドレス
は、収集されたインベントリと照合されるため、アクセスできないというアラームが発

生しません。

2. 問題：Cisco TelePresence Management Suite（TMS）に関連付けられたデバイスが検出さ
れない。

推奨処置：関連付けられたデバイスを検出するように、Cisco TelePresence Management
Suite（TMS）の論理検出を実行したことを確認します。[デバイスの追加（Add Device）]
オプションは、TMSのみを検出し、関連付けられたデバイスを検出しません。

[論理検出の有効化（Enable Logical discovery）]オプションを選択して、TMSを再検出し
ます。関連付けられたすべてのデバイスに対して、クレデンシャルが追加されているこ

とを確認します。

3. 問題：Cisco TelePresenceのタッチパネルで、コーデックエンドポイントに直接接続せ
ずに syslogイベントを送信できない。

推奨処置：Cisco TelePresenceのタッチパネルがコーデックに接続されていて、そのコー
デックが Cisco Prime Collaboration Assuranceで再検出されることを確認します。

4. 問題：DX80や電話機が正常に検出されない。

推奨処置：DX80およびその他の電話機は、電話機の同期、CDT、または Cisco Unified
Communications Managerのパブリッシャクラスタ検出の一部としてのみ検出されます。
登録や登録解除のステータスとは別に、電話機の任意の設定変更は、クラスタデータ検

出の後にのみ、Cisco Prime Collaboration Assuranceのインベントリに反映されます。
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DX IPアドレスを追加することによって、DX80デバイスを個別に検出しないでくださ
い。

5. Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

問題：CEイメージを含む CiscoDX80/DX70デバイスが正常に検出されない。

推奨処置：CiscoDX80/DX70デバイスが Cisco Unified Communications Managerに存在す
ることを確認してください。

詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定』を参照してくだ
さい。

6. Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

問題：CEイメージを含むCiscoDX80/DX70デバイスが正常に検出され、そのデバイスが
アクセス不能な状態になっている。

推奨処置：CiscoDX80/DX70デバイスのクレデンシャルプロファイルを追加し、さらに、
Cisco Prime Collaboration AssuranceがDevice360ビューの pingオプションで、デバイスに
pingを実行できることを確認します。

詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定』を参照してくだ
さい。

7. Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

問題：CEイメージを含む CiscoDX80/DX70デバイスが、サポートされていない状態に
なっている。

推奨処置：Ensure Cisco Prime Collaboration Assuranceが 11.6よりも上位のバージョンで
あることを確認してください。バージョン 11.6未満の場合は、CEイメージを含む
CiscoDX80/DX70デバイスはサポートされません。

詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定』を参照してくだ
さい。

8. Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

問題：CEイメージを含むCiscoDX80/DX70デバイスが [会議診断（ConferenceDiagnostics）]
ページに表示されない。

推奨処置：これらの電話機が登録されている管理対象UnifiedCMに対して、適切な JTAPI
クレデンシャルが追加されていることを確認してください。

詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定』を参照してくだ
さい。

9. 問題：電話機のシリアル番号が見つからない。

推奨処置：電話機の [デバイス360度ビュー（Device 360° View）]に、シリアル番号が表
示されます。デバイス上で [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory
Management）]をクリックして、電話機の IPアドレス上のアイコンをクリックして、[デ
バイス 360°表示（Device 360° View）]を起動します。
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10. 問題：Cisco Unified Communications Managerが非 Ciscoデバイスとして表示される。

推奨アクション：Cisco Unified Communications Managerの Cisco Unified Communications
Manager SNMPサービスを有効にします。Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス
の設定についての詳細は、次の場所にあるリストを参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

11. 問題：Cisco Prime Collaboration Assuranceのインベントリで、エンドポイント名がすぐに
更新されない。

推奨処置：次のことを確認してください。

•クラスタに属するエンドポイントのエンドポイント名が更新されるのは、クラスタ
データ検出を実行した後のみです。

•エンドポイントの説明を変更した後、Cisco Unified Communications Managerでエン
ドポイントをリセットします。エンドポイント名は syslog通知によって、Cisco Prime
Collaboration Assuranceですぐに更新されます。syslogが Cisco Prime Collaboration
Assuranceで設定されているか確認してください。

12. 問題：Cisco SocialMinerデバイスにカウンタが読み込まれず、カスタムダッシュボード
に「使用可能なデータがありません」と表示される。

推奨処置：次の条件が満たされていることを確認します。

• Cisco SocialMinerデバイスが稼働中であり、[インベントリの管理（Inventory
Management）]ページに [Managed（Managed）]の状態で表示されることを確認しま
す。

•ブラウザで次の URLを入力して、サービスが実行されていることを確認します。

http://<ServerIP>:8080/sm-dp/rest/DiagnosticPortal/GetPerformanceInformation

13. 問題：CCisco Finesseデバイスにカウンタが読み込まれず、カスタムダッシュボードに
「使用可能なデータがありません」と表示される。

推奨処置：次の条件が満たされていることを確認します。

• CiscoFinesseデバイスが稼働中であり、[インベントリの管理（InventoryManagement）]
ページに [管理対象（Managed）]の状態で表示されることを確認します。

•ブラウザで次の URLを入力して、サービスが実行されていることを確認します。

https://<server>/finesse-dp/rest/DiagnosticPortal/GetPerformanceInformation

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
172

Cisco Prime Collaboration Assuranceでのデバイスの管理

トラブルシューティング

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html


第 13 章

デバイスグループの管理

このセクションでは、次の点について説明します。

•デバイスグループの管理（173ページ）

デバイスグループの管理
この章では、デバイスグループの管理について説明します。

デバイスグループについて

デバイスグループは自動的に作成されます。デバイス検出後、デバイスグループを、状態に

関係なくデバイスタイプに基づいて検索できます。ネットワークに導入し、ライセンスを供与

したデバイスのみがグループに表示されます。[デバイスグループ（Device Group）]ペインに
は、空のグループやデバイスがないグループは表示されません。

デバイスをグループ化すると、単一のデバイス、またはデバイスのグループのデータを表示で

きるようになります。カスタマイズされたグループを作成して、目的の情報を監視することが

できます。グループ構造は、[デバイスグループ（Device Group）]ペインで一覧またはツリー
ビューとして表示できます。[デバイスグループ（Device Group）]ペインは、、会議の診断
（Session Conference Diagnostice）]（フィルタとして）、[エンドポイントの診断（Endpoint
Diagnostics）]、[アラームとイベント（Alarms and Events）]ページで使用できます。目的のグ
ループからのデバイスまたはエンドポイントを選択、インベントリの詳細を確認、、。[ポー
リングパラメータ（Polling Parameters）]ページの [デバイスグループセレクタ（Device Group
Selector）]からは、ポーリングするデバイスを選択することもできます。詳細については、デ
バイスグループセレクタを参照してください。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、階層形式でグループをサポートしています。それぞれ
の子グループは親グループのサブグループであり、そのグループメンバーシップは直接の親グ

ループのサブセットになります。オブジェクトがグループに属するためには、オブジェクトが

そのグループのルールと親グループのルールに従っている必要があります。

グループセレクタ（ツリービュー）が使用可能なページには、手動でグループを作成すること

もできます。
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グループ化は、次のものをフィルタリングするために使用します。

• [インベントリ管理（Inventory Management）]ページのデバイス

•レポート（Reports）

• [会議の診断（Conference Diagnostics）]ページの会議

• [エンドポイントの診断（Endpoint Diagnostics）]ページのエンドポイント

•アラームおよびイベントブラウザページのアラームとイベント

•ランディングページのダッシュレット

Cisco Prime Collaboration Assurance内のデバイスは、次のとおりにグループ分けされます。

•システム定義グループ：デバイスタイプに基づき、システムによって定義されています。
システム定義グループは常にダイナミックであり、削除または編集できません。

定義済みグループ：エンドポイントグループに基づき、システムによって定義されていま

す。定義済みグループは常にダイナミックであり、削除または編集できません。使用可能

な定義済みグループは、次のとおりです。

•音声 IP電話

•デスクトップビデオ

•イマーシブテレプレゼンス

• IP電話

•モバイルエンドポイント

•多目的テレプレゼンス

•パーソナルコミュニケータ

•パーソナルテレプレゼンス

•ソフトクライアント

• TelePresenceエンドポイント

•不明

各グループに属するデバイスを確認するには、そのグループのクイックビューアイ

コンの上にマウスを置き、[ルール（Rules）]をクリックします。

•ユーザ定義グループ：次のいずれかになります。

•スタティック：デバイスは、定義された一連のルールを使用せずに、これらのグルー
プに追加されます。グループが作成された後に、手動でデバイスを追加できます。

ルールを簡単に設定できないデバイスは、このグループに入ります。スタティック

ユーザ定義グループだけが、[Device Group]から [Polling Parameters]ページの [Device
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Selector]ペインに同期されます。ダイナミックグループ内に作成されたスタティック
グループも同期化されません。

•ダイナミック：デバイスは、定義した一連のルールまたは属性（たとえば、デバイス
タイプ、デバイスモデル、ホスト名など）に基づき、グループへのアクセス時にダ

イナミックグループに追加されます。グループのプロパティを使用してルールを定義

することができ、グループはルールが適用されたときに更新されます。

ユーザ定義のダイナミックグループの作成にかかる時間は、グ

ループ内のメンバー数によって異なります。

（注）

ユーザ定義のダイナミックおよびスタティックグループの場合は、クイックビューを使用して

サブグループを追加、ならびグループを編集、削除、複製することができます。ダイナミック

グループの場合、ダイナミックサブグループを作成または追加すると、親のグループのルール

を自動的に継承します。

クイックビューを起動するには、マウスポインタをデバイスグループの上に置き、[クイック
ビュー（Quick View）]アイコンをクリックします。クイックビューに表示されるユーザ定義
グループの詳細は、次のとおりです。

表 17 :ユーザ定義グループ用のクイックビューの詳細

説明フィールド

デバイスの名前。Name

デバイスの説明。説明

デバイスのタイプです。タイプ

グループタイプ（ダイナミックまたはスタ

ティック）を表示します。

グループタイプ

グループ内のメンバーの合計数が表示されま

す。

メンバー数

グループ内のサブグループ数を表示します。

グループには任意の数のサブグループを追加

できます。

サブグループ数

グループに設定されているルールの数を表示

します。

ルールの詳細を確認するには、

[Number of Rules]の上にマウスを移
動し、クイックビューアイコンを

クリックします。

（注）

ルール数
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説明フィールド

1. [Add SubGroup]をクリックします。

2. [Create SubGroup]ウィンドウで、サブグ
ループの詳細を入力します。

3. [保存（Save）]をクリックします。

ダイナミックグループ内にスタティックグ

ループを作成することも、その逆もできます。

スタティックサブグループを作成した場合、

親のダイナミックグループのルールは継承さ

れません。スタティックサブグループは、任

意の階層で作成された個別のグループです。

ダイナミックグループの場合、ダイナミック

サブグループを作成すると、親のグループの

ルールを自動的に継承します。

サブグループの追加

1. [Edit Group]をクリックします。

2. [Edit Group]ウィンドウで、必須フィール
ドを編集します。

3. [保存（Save）]をクリックします。

グループ名と説明を編集し、親グループ

を選択することができます。

グループの編集

1. [Delete Group]ボタンをクリックします。

2. 確認メッセージボックスで [OK]をクリッ
クします。

グループの削除

1. [Duplicate Group]をクリックします。

2. [Duplicate Group]ウィンドウで、グループ
の詳細を入力します。

3. [保存（Save）]をクリックします。

ダイナミックグループで [グループの複製
（Duplicate Group）]を実行すると、ルールの
プロパティは新しいグループにコピーされま

す。

グループの複製
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グループの作成

グループを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [デバイスグループ（Device Group）]ペインの右にあるアイコンをクリックします。

ステップ 2 [Create Group]をクリックします。

ステップ 3 [Create Group]ウィンドウで、グループ名と説明を入力します。

ステップ 4 [スタティック（Static）]または [ダイナミック（Dynamic）]のグループタイプを選択します。

ステップ 5 ダイナミックグループの場合は、[すべて一致（Match as All）]または [任意の条件（Match as Any）]を選
択してルールを設定し、ドロップダウンリストから適切な条件の組み合わせを選択します。

[+]をクリックすると複数のルールを設定できます。新しい行が追加されます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

グループにデバイスを追加

デバイスをグループに追加するには、次のようにします。

ステップ 1 を選択します。[デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory
Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]

ステップ 2 [Current Inventory]テーブルから管理対象デバイスを選択します。

ステップ 3 [Current Inventory]ペインで右矢印をクリックします。

ステップ 4 [グループに追加（Add to Group）]を選択します。

ステップ 5 [グループに追加（Add To Group）]ウィンドウで、[グループの選択（Select Group）]ドロップダウンリス
トから目的のグループを選択し、[保存（Save）]をクリックします。

デバイスの追加や削除ができるのは、ユーザ定義のスタティックグループだけです。ユーザ定義

のダイナミックグループにデバイスを追加することはできません。

（注）

グループからデバイスを削除

デバイスを削除するには、次の手順を実行します。
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ステップ 1 を選択します。[デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory
Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]

ステップ 2 インベントリ管理ページで、[現在のインベントリ（Current Inventory）]テーブルから管理対象デバイスを
選択します。

ステップ 3 [Current Inventory]ペインで右矢印をクリックします。

ステップ 4 [グループから削除（Remove From Group）]を選択します。

ステップ 5 確認メッセージボックスで [OK]をクリックします。

デバイスグループセレクタ

デバイスグループセレクタはデバイスをフィルタ処理する方法で、[ポーリングパラメータ
（Polling Parameters）]ページを開くには、を選択します。[アシュアランス管理（Assurance
Administration）] > [ポーリング設定（Polling Settings）]を選択し、ポーリングするグループを
選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

選択 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [ポーリング設定
（Polling Settings）]を選択し、ポーリングするグループを選択します。

関連トピック

ポーリングの設定（237ページ）
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第 14 章

インベントリの管理

このセクションでは、次の点について説明します。

•インベントリの管理（179ページ）
•インベントリ詳細の表示（179ページ）
•デバイス固有のインベントリ詳細（202ページ）
•インベントリ詳細の更新と収集（218ページ）
•管理対象デバイスの一時停止と再開（223ページ）
•デバイスの削除（224ページ）
•パフォーマンスグラフ（226ページ）
• Unified CMデバイスの検索（233ページ）
• SNMPクエリ（SNMP Query）（235ページ）

インベントリの管理
この章では、インベントリの管理について説明します。

インベントリ詳細の表示
Cisco Prime Collaboration Assuranceは、リアルタイムによる検出を継続して行います。ネット
ワークに関する最新情報を取得するには、定期的にインベントリを更新する必要があります。

インベントリをどの程度の頻度で更新するかをスケジュールできます。

インベントリを更新すると、インベントリは Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベース
と同期されます。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、更新後にネットワークで発生したす
べての追加、削除、変更を反映させます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、デバイスはデバイスタイプに基づきグループ化され
ます。[デバイスグループ（Device Group）]ペインは、[インベントリ管理（Inventory
Management）]、会議の診断（Session Conference Diagnostice）]（フィルタとして）、[エンドポ
イントの診断（Endpoint Diagnostics）]、[アラームとイベント（Alarms and Events）]ページで
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使用できます。対象のグループからデバイスまたはエンドポイントを選択し、インベントリの

詳細を確認を監視できます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceでTC/CEデバイスタイプとして検出されたCisco Telepresence
エンドポイントは、JTAPIユーザーが制御するデバイスリストには含めないようにします。IP
フォンは、JTAPIユーザの制御リストで保持することを推奨します。

（注）

インベントリテーブルのデバイスホスト名列にマウスを乗せて [デバイス360°（Device 360°）]
ビューをクリックすると、アラーム、インターフェイス、ポート、環境、モジュール、デバイ

ス固有のその他の機能など、デバイスの詳細を確認できます。詳細については、デバイスの

360°ビューを参照してください。インベントリテーブルには、Unified Communications Manager
に登録され、管理対象であるデバイスのソフトウェアバージョンも表示されます。デバイスに

は、ソフトフォン、ハードフォン、Jabberがあります。

およびインベントリ管理ページには、インベントリテーブルの他にも、ここの下には、システ

ム情報、アクセス情報、インターフェイス情報、イベント設定ペインが表示されます。すべて

のペインは、最後にポーリングされたデータに基づき設定されます。これらのデバイスの詳細

を表示するには、少なくとも 1回は [Managed]状態となっている必要があります。

インベントリペイン

現在のインベントリテーブルは、 [インベントリ（Inventory）]ページで利用できます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceにより管理される各デバイスは、デバイス（インターフェ
イスおよび周辺機器）の物理インベントリを表示できるようになっています。デバイスのイン

ベントリ詳細を表示するには、[Current Inventory]ペインの行をクリックします。

複数のデバイス（最初の 500個の項目）を選択するには、[Current Inventory]ペインの左上隅に
あるチェックボックスを使用します。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合、デバイスを選択してデバイ
スを割り当ててから、[編集（Edit）] > [割り当て（Assign）]をクリックして顧客を割り当てる
ことができます。[デバイスの編集（EditDevice）]ダイアログボックスが表示されたら、ドロッ
プダウンリストから顧客名を選択できます。[デバイスグループ（Device Group）]ペインか
ら、[ホスト名（Recycle Host）]を選択した後（これによりクラスタのすべてのデバイスが選
択される）、[編集（Edit）] > [割り当て（Assign）]をクリックすることにより、クラスタに顧
客を割り当てることができます。同様に、顧客の割り当てを解除するには、デバイスを選択し

てから、[編集（Edit）] > [割り当て解除（Unassign）]をクリックします。

[クレデンシャルの変更（Modify Credentials）]オプションを使用して、クレデンシャルと再検
出デバイスを変更できます。確認メッセージウィンドウで [ジョブの進行状況（Job Progress）]
をクリックすると、[ジョブ管理（Job Management）]ページを相互起動して、検出ジョブの詳
細を確認できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合
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[しきい値設定（Threshold Settings）]オプションを使用して、自動トラブルシューティングの
有効化、無効化、または設定を切り替えることができます。

[一時停止（Suspend）]オプションや [再開（Resume）]オプションを使用して、デバイスの管
理の一時停止や再開ができます。インベントリは、[Suspended]状態のデバイスについては更新
されません。

インベントリテーブルの [Show]ドロップダウンリストを使用して、デバイスタイプと状態に
基づいてデバイスをフィルタリングできます。たとえば、ネットワーク内の、すべての削除さ

れたデバイスを再検出する場合は、表示ドロップダウンリストから [Deleted]を選択します。
インベントリテーブルに、すべての削除されたデバイスの一覧が表示されます。これらのデバ

イスを検出するために再検出を実行します。

たとえば、ネットワーク内の、すべての削除されたデバイスを再検出する場合は、表示ドロッ

プダウンリストから [Deleted]を選択します。インベントリテーブルに、すべての削除された
デバイスの一覧が表示されます。これらのデバイスを検出するために再検出を実行します。

クイックフィルタや拡張フィルタなどのオプションがあり、デバイスの条件に基づいてデバイ

スをフィルタリングできます。

インベントリテーブルの右上隅にある [Total]フィールドには、デバイス数が表示されます。
グループ内のデバイス数を表示するには、グループを選択します。

たとえば、電話機エンドポイントの数を表示するには、[Device Group]で [Endpoints]グループ
を選択します。[Total]フィールドのエンドポイント数が更新されます。デバイスカウントの
詳細については、現在のインベントリテーブルのフィールド説明欄を参照してください。

不明なエンドポイントの一覧を表示するには、[デバイスグループセレクタ（Device Group
Selector）] > [定義済み（Predefined）] > [不明なエンドポイント（Unknown Endpoints）]の順に
選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

[しきい値設定（Threshold Settings）]オプションを使用して、自動トラブルシューティングの
有効化、無効化、または設定を切り替えることができます。

[一時停止（Suspend）]オプションや [再開（Resume）]オプションを使用して、デバイスの管
理の一時停止や再開ができます。インベントリは、[Suspended]状態のデバイスについては更新
されません。

インベントリテーブルの [Show]ドロップダウンリストを使用して、デバイスタイプと状態に
基づいてデバイスをフィルタリングできます。

クイックフィルタや拡張フィルタなどのオプションがあり、デバイスの条件に基づいてデバイ

スをフィルタリングできます。

インベントリテーブルの右上隅にある [Total]フィールドには、デバイス数が表示されます。
グループ内のデバイス数を表示するには、グループを選択します。

たとえば、電話機エンドポイントの数を表示するには、[Device Group]で [Endpoints]グループ
を選択します。[Total]フィールドのエンドポイント数が更新されます。デバイスカウントの
詳細については、「現在のインベントリテーブルのフィールド説明」テーブルを参照してくだ

さい。
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不明なエンドポイントの一覧を表示するには、[デバイスグループセレクタ（Device Group
Selector）] > [定義済み（Predefined）] > [不明なエンドポイント（Unknown Endpoints）]の順
に選択します。

この表は、インベントリテーブルのフィールドについて説明しています。デフォルトでは、イ

ンベントリテーブルのすべての列は表示されません。すべての列を表示するには、右上の隅に

ある [Settings]オプションをクリックします。CSVまたは PDFファイルとしてインベントリ
テーブルをエクスポートするには、インベントリテーブルの右上の隅にある [Export]アイコン
をクリックします。

表 18 : [Current Inventory]テーブルのフィールドの説明

説明フィールド

識別を容易にするためにエンドポイントに割

り当てられた名前。

エンドポイント名

エンドポイントのディレクトリ番号です。こ

の数は、デバイスの一意的な識別に役立ちま

す。

内線番号

Cisco Unified Communications Manager
（CUCM）または Cisco TelePresence Video
Communication Server（VCS）でデバイスの設
定時に追加した、エンドポイントの特徴を表

す説明です。

電話の説明

識別を簡単にするためにデバイスに割り当て

られる名前。

ホスト名

Catalyst3506G48PSなどのデバイスモデル。モデル
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説明フィールド

デバイスを管理するために使用される IPアド
レス。

IPアドレスをクリックすると、そのデバイス
にログインできます。

この機能は、MSPモードでは使用できません。

クイックビューアイコンをクリックして、そ

のデバイスのデバイス 360度ビューを起動し
ます。

そのデバイスがエンドポイントの場合、エン

ドポイントの 360度ビューが表示されます。

これらのデバイスが論理検出で検出された場

合、IPアドレスとプライベート IPアドレスは
同じになります。

ルータとスイッチの場合、デバイスにログイ

ンするには、Puttyなどのターミナルクライア
ントアプリケーションを関連付ける必要があ

ります。

IP Address

デバイスのMACアドレスです。Macアドレス

デバイスで実行している IOSやCentOSなどの
ソフトウェアです。

[ソフトウェアタイプ（Software Type）]

デバイスで実行しているソフトウェアのバー

ジョンです。

デバイスが Unified Communications
Managerに登録されていない場合、
[ソフトウェアバージョン（Software
Version）]フィールドにはNA」と表
示されます。

（注）

ソフトウェアバージョン

CUCMに登録されているデバイスのみに使用
します。

デバイスプール

CUCMに登録されているエンドポイントのみ
に使用します。

パーティション

エンドポイントのみに適用されます。シリアル番号

デバイスのステータスです。状態

デバイスのステータス理由です。ステータス理由
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説明フィールド

デバイスの最適なロールまたはサービスです。タイプ

デバイスの他のすべてのロールまたはサービ

スです。

機能

デバイスが最後に検出された日時です。時刻

は、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバ
で設定されているタイムゾーンに従います。

最終検出日

•緑のチェックマークが表示—[イベントの
カスタマイズ（Customize Events）]タブ
を使用して、デバイスのイベント設定が

カスタマイズされています。

•緑のチェックマークが非表示—そのデバ
イスのイベント設定はカスタマイズされ

ていません。このデバイスはグローバル

設定を使用します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

カスタマイズされたイベント

• [Unsupported]：デバイスはCisco Mediatrace
をサポートしません。

• [Transparent]：デバイスはCisco Mediatrace
をサポートしますが、プロファイルが設

定されていません。

• [Responder]：Cisco Mediatraceの応答側プ
ロファイルがデバイスでイネーブルにさ

れています。Cisco Mediatraceの情報を監
視および収集する場合は、このプロファ

イルを有効にします。

• [Responder]：Cisco Mediatraceの発信側プ
ロファイルがデバイス上でイネーブルに

されています。Cisco Mediatraceセッショ
ンまたはポーリングを開始する場合は、

このプロファイルを有効にします。

• [Initiator/Responder]：Cisco Mediatraceの発
信側および応答側プロファイルがデバイ

スでイネーブルにされています。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

Mediatrace Role
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説明フィールド

•非対応—デバイスはビデオ IP SLAをサ
ポートしていません。

•未設定—デバイスはビデオ IP SLAをサ
ポートしますが、設定されていません。

• [Responder]：デバイス上で IP SLAレスポ
ンダのプロファイルが設定されています。

このプロファイルで設定されているデバ

イスは、測定パケットを処理し、タイム

スタンプの詳細情報を提供します。

レスポンダは、接続先デバイスの処理遅

延に関する情報を、送信元のCiscoルータ
に返すことができます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

IP SLA Role

• [Unsupported]：デバイスは Cisco
Performance Monitorをサポートしません。

•未設定—デバイスは Cisco Performance
Monitorをサポートしますが、設定されて
いません。

• [Configured]：Cisco Performance Monitorが
イネーブルになっているため、ネットワー

ク内のパケットフローをモニタし、その

フローに影響をおよぼす可能性がある問

題点を認識できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

Performance Monitor

•インベントリの不明な電話機を更新するには、Cluster Data Discoveryをトリガーします。
これは、午前 0時に自動的にトリガーされます。

• IPアドレスを変更または交換した場合、デバイスタイプは識別されません。このような
場合は、

• /opt/emms/emsam/conf/フォルダに移動し、emsam.propertiesファイルを編集します。

• com.cisco.nm.emms.devicetype.rediscovery = false行を見つけて、値を 'False'から 'True'
に変更します。

•管理者ユーザとしてログインして Cisco Prime Collaboration Assurance Serverを再起動
し、

• application stop cpcm
• application start cpcm

•デバイスの再発見というコマンドを実行します。

（注）
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Mobile Remote Access（MRA）クライアント（Cisco Jabber、Cisco TelePresence MXシリーズ、
Cisco TelePresence Systemシリーズ、Cisco TelePresence SXシリーズなど）の IPアドレスはCisco
Unified Communications ManagerのCisco Expressway-Coreデバイスと同じですが、Cisco Prime
Collaboration Assuranceで IPアドレスは「NA」と表示されます。

デバイス 360°ビューはMRAクライアントで使用できます。（注）

関連トピック

会議の診断ダッシュボード（326ページ）
デバイスグループの管理（173ページ）
Unified CMクラスタデータの検出（165ページ）

デバイスの 360°ビュー

360°ビューを使用して、任意のデバイスに関する簡単な概要情報を取得できます。デバイスの
IPアドレスの上にマウスを合わせ、クイックビューアイコンをクリックして、[デバイス360°
ビュー（Device 360° View）]ウィンドウを起動します。デバイスのグローバル検索を実行し
て、[デバイス360°ビュー（Device 360°View）]を確認することもできます。

ステータスや場所などのデバイス情報の表示に加えて、デバイス上のモジュール、アラーム、

インターフェイスの表示や、そのデバイスに対する pingや tracerouteなどのツールの起動もで
きます。

デバイスがクラスタに属している場合、クラスタ ID値をクリックすると、デバイスが属して
いるクラスタのクラスタビューを相互起動できます。

Internet Explorer 10および 11を使用している場合は、[デバイス360°ビュー（Device 360° View）]
ウィンドウを表示するために推奨されるブラウザ設定を使用していることを確認してくださ

い。ブラウザで F12キーを押して、次のように設定します。

• Internet Explorer 10の場合：

• IE10ブラウザモード：IE10または IE10互換表示

•ドキュメントモード：標準（デフォルト）または互換

• Internet Explorer 11の場合：

•ブラウザプロファイル：デスクトップ

•ドキュメントモード：Edge（デフォルト）

ブラウザを再度起動して、[デバイス360°ビュー（Device 360° View）]ウィンドウを表示しま
す。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
186

Cisco Prime Collaboration Assuranceでのデバイスの管理

デバイスの 360°ビュー



[デバイス360°ビュー（Device 360° View）]ウィンドウには、次のデバイスの詳細が表示されま
す。

表 19 :フィールド/ボタンとその説明

説明フィールド

デバイスの状態を確認するには、状態アイコ

ンにマウスのカーソルを合わせます。アイコ

ンの各色は、さまざまな状態を表しています。

状態

デバイスのステータス理由と、すべての機能

を動作させるために実行する必要がある追加

のアクティビティを確認するには、アイコン

の上にマウスのカーソルを合わせます。アイ

コンの各色は、デバイスの状態に対応してい

ます。

ステータス理由

—ホスト名

IPアドレスをクリックすると、[デバイス管理
（Device Management）]ページが起動します。
ルータとスイッチにログインするには、その

IPアドレスをクリックして、TELNETや SSH
などの端末クライアントアプリケーションを

関連付ける必要があります。

この機能は、MSPモードでは使用できません。

ホスト IP /グローバル IPアドレス

デバイスのMACアドレス。MACアドレス

デバイスタイプまたはデバイスのプライマリ

ロールまたは機能は、hostname行の下の右隅
に明記されます。たとえば、Finesse、Unified
CMまたは Unity Connectionなどです。

タイプ

NAT環境で Cisco Prime Collaboration Assurance
をMSPモードで展開した場合は、デバイスの
ホスト名が表示されます。

ホスト名（Host Name）

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモー
ドで展開した場合、デバイスが属しているカ

スタマーを参照することができます。

顧客

デバイスのソフトウェアバージョン。バージョン

最後に成功した検出のタイムスタンプです。最終検出
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説明フィールド

デバイスが属しているクラスタのクラスタ ID
です。クラスタ IDをクリックすると、[クラ
スタの詳細（Cluster Details）]ページが開きま
す。

クラスタ ID

サポートコミュニティアイコンをクリックす

ると、デバイスに関連する投稿およびディス

カッションがフィルタ処理されたシスコサ

ポートコミュニティダイアログボックスが開

きます。そのデバイスに関する質問を投稿で

きます。

他のデバイスのサポートページに移動したり、

Cisco Prime Collaboration Assuranceのサポート
コミュニティページにアクセスできます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceページにア
クセスするには、[シスコサポートコミュニ
ティにアクセス（Visit the Cisco Support
Community）]をクリックし、[コミュニティ
トピックと投稿に移動（Navigate to a
Community Topic and Post）]ペインをクリック
してから、[コラボレーション、音声およびビ
デオ（Collaboration, Voice and Video）]をク
リックします。[コラボレーション、音声およ
びビデオコミュニティ（Collaboration, Voice
and Video Communities）]テーブルで、[Prime
Collaboration Management]をクリックします。

Cisco Prime Collaborationコミュニティフォー
ラムでは質問を投稿できるほか、既存のディ

スカッション、動画、関連ドキュメントで問

題に関連する質問や情報を検索できます。

ビジネスに影響を及ぼす技術的な問題につい

ては、タイムリーなサポートを受けられるよ

う、Cisco TACでサービスリクエストを開始
することをお勧めします。

—

[ping]アイコンをクリックしてデバイスにping
すると、送受信されたパケットの数、パケッ

ト損失（%）、および pingでデバイスに到達
するまでの所要時間（ミリ秒）など、pingの
統計情報を取得できます。

—
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説明フィールド

[traceroute]アイコンをクリックして、デバイ
スに到達するためのルート、デバイスに到達

するまでのホップ数、および各ホップの経過

時間（ミリ秒）を確認します。

—

[タスク（tasks）]アイコンをクリックし、ド
ロップダウンリストから選択して、パフォー

マンスグラフの起動やしきい値の管理などの

複数のタスクを実行します。

使用可能なオプションは、選択した

デバイスによって異なります。

（注）

—

その他のデバイス固有の情報は、次のとおりです。

表 20 :デバイス 360°ビュー（Device 360° View）：タブの説明

説明タブ

ここでは、次の項目について説明します。

•重大度：アラームの重大度

•ステータス：アラームのステータス

•名前：デバイスの名前

•コンポーネント：アラームがあるコンポー
ネントの名前

•最終更新日：最後のアラーム生成のタイ
ムスタンプ

アラーム
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説明タブ

インターフェイス、音声インターフェイス、

ポートに関する詳細情報が含まれます（デバ

イスに該当する場合）。カードが特定のポー

トで再生されていることと、カードの機能を

指定します。インターフェイス、音声インター

フェイス、およびポートでは、次の情報を利

用できます。

•オペレーションのステータス（Oper
Status）：デバイスの動作状態

•管理ステータス（Admin Status）：イン
ターフェイスの管理ステータス

•名前：デバイスの説明

•アドレス：デバイスの物理アドレス

• Type：デバイスタイプ

インターフェイス

ここでは、次の項目について説明します。

•名前：音声またはサービスの説明

•バージョン：カードまたはサービスのバー
ジョン

•ステータス：カードまたはサービスのス
テータス

カード/サービス

—ポート

内容は次のとおりです。

•電源モジュール

•ファン

•温度センサー

•電圧センサー

環境

—デバイス固有の詳細

デバイスの [エンドポイント360°ビュー（Endpoint 360° View）]の [接続の詳細（Connectivity
Details）]タブの下の Cisco TelePresence TXの Differentiated Services Code Point（DSCP; DiffServ
コードポイント）値（10進形式とその意味の両方）を表示できます。
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を選択します。 [インベントリ管理（Inventory Management）][IPアドレス（IP Address）]列を
クリックして、[エンドポイント360°ビュー（Endpoint 360° View）]を起動します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

選択 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）][IPアドレス
（IP Address）]列をクリックして、[エンドポイント360°ビュー（Endpoint 360° View）]を起動
します。

Differentiated Services Code Point（DSCP; DiffServコードポイント）値の詳細については、RFC
2474を参照してください。

表示されるフィールドは、選択したデバイスによって異なります。（注）

上部にある [詳細情報（View More）]ボタンをクリックして、次の操作を行います。

• [デバイス360°ビュー（Device360°View）]ポップアップをウィンドウサイズで表示する。

• Cisco Unified Communicationのアプリケーションまたは固有のカウンタを選択することに
よって、パフォーマンスダッシュボードを作成できます。詳細については、「「カスタム

パフォーマンスダッシュボードの作成」」を参照してください。

メトリックグラフ

音声デバイス（電話を除く）とCTSのメトリックグラフを表示できます。これらのグラフは、
少なくとも1つのポーリングサイクルが終了している、管理状態のデバイスのみに表示されま
す。

デバイスが管理状態になった後、グラフが表示されるまで時間がかかります。これは、グラフ

のデータを取得するにはポーリングを完了する必要があるためです。

（注）

これらのグラフには、CPU、メモリ、ハードディスク使用率などの値が表示されます。最後の
1時間の最大値、最小値、および現在値（%またはバイト数（MB））を表示できます。メト
リックグラフの各棒は 4分間を表します。棒は 15本あり、各棒は 4分の値を表しています。
茶色の図は最小値を表し、青色の図は過去 1時間の最大値を表します。

[詳細を表示（See More）]をクリックすると、一部のデバイスのパフォーマンスグラフが起動
します。

マルチポイントコントローラ（MCU）の場合、パフォーマンスグラフで、音声ポートとビデ
オポートの使用率の絶対値とパーセンテージが表示されます。これらのオプションはグラフの

右上あたりで選択できます。

TPサーバでは、パフォーマンスグラフを利用できます。絶対値とパーセンテージを確認でき
ます。
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メトリックグラフとパフォーマンスグラフが利用できるかどうかは、選択したデバイスによ

ります。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceのグローバル検索オプション
Cisco Prime Collaborationリリース 11.6および 12.1の場合

次の表では、Cisco Prime Collaboration Assuranceのグローバル検索オプションについて説明し
ます。
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表 21 : Cisco Prime Collaboration Assuranceのグローバル検索オプション

例外および使用できる

検索文字列

ストリングのフォー

マット例

変数検索

英数字、ダッシュ、ピ

リオド、アンダースコ

アを使用します。

10002|1000*| 100*| 1*|
*0002

DNエンドポイント

英数字、ダッシュ、ピ

リオド、アンダースコ

アを使用します。特殊

文字 %は結果を取得
しません。

アンパサンド（&）と
スペースは使用できま

せん。

10.64.101.162 |
10.64.101.* | *

10.78.22.77| . |
10.78.22.*| 10.78.*.*|

10.*.*.*| *.

IP

ダッシュ、ピリオド、

アンダースコアは使用

できません。英数字と

空白スペースは使用で

きます。

グローバル

検索オプ

ションで

MACアドレ
スを使用し

て電話機を

検索する場

合、コロ

ン、ハイフ

ン、ドット

は使用しな

いでくださ

い。

（注）

00260bd75cf8|
00260bd75cf*|
00260bd*| 0*| 00*

MAC

-San Joseエンドポイント名
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例外および使用できる

検索文字列

ストリングのフォー

マット例

変数検索

英数字、ダッシュ、ピ

リオド、アンダースコ

ア、スペースを使用し

ます。

10.78.22.129|

10.78.22.*| 10.*

IPデバイス

ドメイン名が解決可能

でない場合は、IPアド
レスが検索結果に表示

されます。

cussmtest-15.cisco.comDNS

英数字、ダッシュ、ア

ンダースコア、空白ス

ペースは使用できませ

ん。

HS

John
名

または

姓

または

ユーザ名

ユーザ

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6および 12.1の場合

検索結果

検索結果検索パラメータ

エンドポイント名、ディレクトリ番号、IPアドレス、IPv6アドレス、
MACアドレス、モデル、クラスタ名、ソフトウェアバージョン、登録
ステータス、ステータス理由が表示されます。エンドポイント検索を

実行すると、すべての電話機と Cisco TelePresenceエンドポイントが検
索されます。

IPアドレスの横にあるアイコンをクリックすると、エンドポイントの
[エンドポイント 360ビュー（Endpoint 360 View）]が起動します。

エンドポイント

名前、IPアドレス、ステータス、デバイスタイプが表示されます。デ
バイス検索を実行すると、すべての電話機と Cisco TelePresenceエンド
ポイントが検索されます。

デバイス名の横にあるアイコンをクリックすると、デバイスの [エンド
ポイント 360ビュー（Endpoint 360 View）]が起動します。

表示される情報は、検索したデバイスによって異なります。（注）

デバイス

名、姓、ユーザ名が表示されます。デバイス名の横にあるアイコンを

クリックすると、ユーザの [ユーザ 360°ビュー（User 360° View）]が
起動します。

ユーザ
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Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、検索したデバイスが属す
る顧客を参照することもできます。デバイスが複数の顧客に属する場合は、そのデバイスが属

するすべての顧客が表示されます。デバイスが顧客に関連付けられていない、またはすべての

顧客に関連付けられている場合、そのデバイスはデフォルトの顧客ドメイン、つまりすべての

顧客に含まれていますが、検索結果の顧客の詳細では空白が表示されます。顧客名をクリック

すると、その顧客でフィルタリングしたホームページを起動できます。

ユースケースの検索

次のユースケースに基づき、検索を実行できます。

表 22 :ユースケースの検索

実行/使用検索：

画面の右上にある [グローバル顧客の選択]ドロッ
プダウンリストから顧客を選択して、次に [デバ
イスの検索（Device Search）]を選択し、検索文
字列を入力します *。

特定の顧客に属するすべてのデバイスで

す。

エンドポイント検索Cisco Jabber

エンドポイント検索E20

デバイスの検索インフラストラクチャデバイス

デバイスの検索：とえば、10などの文字列で検
索するとします。*

部分的な IPアドレスを持つデバイスの IP
アドレスです。

画面の右上にある [グローバル顧客の選択]ドロッ
プダウンリストから顧客を選択して、次に [ユー
ザの検索（User Search）]を選択し、検索文字列
を入力します *。

特定の顧客に関連付けられているすべての

ユーザの一覧です。

インベントリの概要

[インベントリの概要（Inventory Summary）]には、デバイスの数がデバイスの状態に基づいて
表示されます。[合計（Total）]列には、特定の状態にあるデバイスの合計数が表示されます。
デバイス数からは、[インベントリ管理（Inventory Management）]の [インベントリ（Inventory）]
テーブルをクロス起動できます。デバイス数をクリックすると [インベントリ（Inventory）]
テーブルが表示され、その特定の状態にあるすべてのデバイスを確認できます。

[インベントリの概要（Assurance Inventory Summary）]は、ユーザインターフェイスブラウザ
の下部にスライダとして用意されています。下へスクロールすると詳細を表示できます。[イ
ンベントリの概要（Assurance Inventory Summary）]のデータは、30秒ごとに更新されます。
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表 23 : [インベントリの概要（Inventory Summary）] -フィールドの説明

説明フィールド

不明なエンドポイントの合計数。この数をク

リックすると、[エンドポイントの診断
（Endpoint Diagnostics）]ページで、不明なエ
ンドポイントのフィルタ処理されたリストを

開くことができます。

不明なエンドポイント

管理対象状態にあるものの、一部のクレデン

シャルが不足しているデバイスの数。これら

のクレデンシャルは、インベントリの管理に

は必須ではありませんが、トラブルシューティ

ングなど、他のあらゆる機能を正しく実行す

るために必要となります。対応する数をクリッ

クすると、インベントリテーブルをクロス起

動して、管理対象でありながらクレデンシャ

ルが不足しているすべてのデバイスの一覧を

確認できます。この数は、クレデンシャルの

追加後に再検出を実行した場合にのみ更新さ

れます。

Partially Managed

[合計数（Total Count）]列には、[インフラストラクチャデバイス（Infrastructure Devices）]、
[エンドポイント（TelePresence Endpoints）]列をデバイスの状態ごとに合計した値が含まれま
すが、[合計数（Total Count）]列のデバイス数には多少の不整合が生じることがあります。こ
のような差異は、インベントリから不明な状態のデバイスタイプが計算に含められた場合に発

生します。

（注）

デバイスステータスの概要

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

[デバイスステータスの概要（Device Status）]には、デバイスの数がデバイスの状態に基づい
て表示されます。電話機や不明なデバイスはカウント数に含まれません。デバイスのカウント

は、[インベントリ管理（Inventory Management）]の [インベントリ（Inventory）]テーブルに
対するクロス起動として使用できます。デバイス数をクリックすると[インベントリ（Inventory）]
テーブルが表示され、その特定の状態にあるすべてのデバイスを確認できます。カウントは、

顧客/Assuranceドメインに基づいて絞り込むことができます。

[デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]は以下で使用できます。 [インベント
リ（Inventory）] > [デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]。[デバイス
（Devices）]列には、特定の状態にあるデバイスの合計数が表示されます。[ステータス
（Status）]列には、デバイスのステータスが表示されます。[ディスカバリジョブ（Discovery

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
196

Cisco Prime Collaboration Assuranceでのデバイスの管理

デバイスステータスの概要



Jobs）]をクリックすると [ジョブの管理（Job Management）]ページに移動し、ディスカバリ
ジョブのステータスが表示されます。

次のデバイスステータスが表示されます。ステータスの詳細については、『Cisco Prime

Collaboration Assuranceガイド- Advanced』の「「ディスカバリライフサイクル」」セクショ
ンを参照してください。

•管理対象（Managed）

• Partially Managed

• Inaccessible

• Unreachable

• Suspended

• Unsupported

• Undiscoverable

[Partially Managed]、[Inaccessible]、[Undiscoverable]状態にマウスを合わせると、説明を含むツー
ルチップを表示できます。

[インベントリの概要（Inventory Summary）]の横にあるグローバルサマリーバーには、
[Unmanaged]デバイスの数が表示されます。数をクリックすると、[デバイスステータスの概
要（Device Status Summary）]ページに移動します。

表 24 :デバイスステータスの概要 -フィールドの説明

説明フィールド

デバイスの検出ステータスを表示します。デバイスの検出ステータス

検出が実行されているデバイス数を表示しま

す。検出が行われていない場合、進行中のデ

バイス検出 <カウント>は表示されません。

進行中のデバイス検出 <カウント>

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

[デバイスステータスの概要（Device Status）]には、デバイスの数がデバイスの状態に基づい
て表示されます。この表で示されたとおり、デバイスにはインフラストラクチャコンポーネン

トやビデオ/TelePresenceのエンドポイントが含まれています。電話機はカウントされません
（DXシリーズを含みます）。数をクリックすると、[インベントリ管理（Inventory
Management）]ページのインベントリテーブルに移動し、特定の状態にあるすべてのデバイ
スが表示されます。カウントは、顧客/Assuranceドメインに基づいて絞り込むことができます。

[デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]を利用するには、[インベントリ
（Inventory）] > [デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]の順に選択します。
[デバイス（Devices）]列には、特定の状態にあるデバイスの合計数が表示されます。[ステー
タス（Status）]列には、デバイスのステータスが表示されます。
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[ディスカバリジョブ（Discovery Jobs）]をクリックすると [ジョブの管理（Job Management）]
ページに移動し、ディスカバリジョブのステータスが表示されます。

次のデバイスステータスが表示されます。ステータスの詳細については、『Cisco Prime
Collaboration Assuranceガイド- Advanced』の「ディスカバリライフサイクル」セクションを
参照してください。

デバイスステータスの概要データは、[Managed]と [Unmanaged]の 2つのカテゴリに分類され
ます。

• [Managed]カテゴリは、次のとおりです。

• Discovered Successfully

• Partially Managed

• [Unmanaged]カテゴリは、次のとおりです。

• Inaccessible

• Unreachable

• Suspended

• Unsupported

• Undiscoverable

• Unknown

[Partially Managed]、[Inaccessible]、[Unreachable]、[Undiscoverable]状態にマウスを合わせると、
説明を含むツールチップを表示できます。

両方のカテゴリ（[Managed]と [Unmanaged]）の数は、それぞれのカテゴリの合計デバイス数
と一致する必要があります。

[インベントリの概要（Inventory Summary）]の横にあるグローバルサマリーバーには、
[Unmanaged]デバイスの数が表示されます。この数は、[デバイスステータス（Device Status）]
テーブル内の [Unmanaged]デバイスの数と一致する必要があります。数をクリックすると、[
デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]ページに移動します。

表 25 :デバイスステータスの概要 -フィールドの説明

説明フィールド

デバイスの検出ステータスを表示します。デバイスの検出ステータス

検出が実行されているデバイス数を表示しま

す。検出が行われていない場合、進行中のデ

バイス検出 <カウント>は表示されません。

進行中のデバイス検出 <カウント>
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トラブルシューティング

問題：CUCMの再検出によりCisco Prime Collaboration Assuranceインベントリから Pubが消滅
します。これは、CUCM上で共存する ELM/PLM設定が原因です。Cisco Prime Collaboration
Assuranceは大文字と小文字を区別するため、ELM/PLM設定は CUCMのホスト名と一致する
必要があります。

たとえば、CUCM上で共存するELM/PLM設定のホスト名が lax-ccm-px.apl.comであり、CUCM
のホスト名が LAX-CCM-PX.apl.comである場合、CUCM Pubの再検出を実行すると、CUCM
Pubはインベントリから消滅するか、削除されます。

推奨アクション：Cisco Prime Collaboration Assuranceの /etc/hostsファイルを変更し、CUCM Pub
を再検出します。次に示されたとおり、ホストファイルにエントリを追加します。

LAX-CCM-PX.apl.com10.8.2.20

インベントリステータスのエラーメッセージ

クレデンシャル検証のエラーメッセージを次の表に示します。

表 26 :クレデンシャル検証のエラーメッセージ

解決策状態エラーメッセージ

•デバイスで SNMPサービ
スが有効かどうか確認す

る

•クレデンシャルプロファ
イルで、デバイスの

SNMPクレデンシャルを
確認して再入力します。

•ファイアウォールの設定
によってポートがブロッ

クされていることを確認

し、適切なポートを使用

してポートのブロックを

解除します。必要なポー

トの詳細については、

「Prime Collaborationに必
要なポート」を参照して

ください。

次のいずれかの原因により

失敗します。

•デバイスで SNMPサー
ビスが有効である

• SNMPクレデンシャル
が一致しません。

•ファイアウォールの設
定によってポートがブ

ロックされています。

SNMP_ERROR

再検出を実行します。問題が

解決しない場合は、TACに連
絡してサポートを受けてくだ

さい。

デバイスの検出中にエラー

が発生します。

UNKNOWN_ERROR
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解決策状態エラーメッセージ

SNMP/HTTP(S)の応答時間を
確認し、再検出を実行します。

問題が解決しない場合は、TAC
に連絡してサポートを受けて

ください。

デバイスの応答時間が予想

よりも長い場合は、ネット

ワーク遅延が発生している

可能性があります。

INSUFFICIENT_INV_COLLECTION

•クレデンシャルプロファ
イルで、デバイスのHTTP
クレデンシャルを確認し

て再入力します。

•ファイアウォールの設定
によってポートがブロッ

クされていることを確認

し、適切なポートを使用

してポートのブロックを

解除します。必要なポー

トの詳細については、

「Prime Collaborationに必
要なポート」を参照して

ください。

HTTPアクセスに失敗しま
す。次のいずれかの原因に

より失敗します。

• HTTP(S)クレデンシャ
ルが一致しない

•ファイアウォールの設
定によってポートがブ

ロックされています。

HTTP_ERROR
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解決策状態エラーメッセージ

•クレデンシャルプロファ
イルで、デバイスのJTAPI
クレデンシャルを確認し

て再入力します。

パスワードには

セミコロン（;）
や等号（=）を
使用しないでく

ださい。

（注）

•ファイアウォールの設定
によってポートがブロッ

クされていることを確認

し、適切なポートを使用

してポートのブロックを

解除します。必要なポー

トの詳細については、

「Prime Collaborationに必
要なポート」を参照して

ください。

• JTAPIユーザが Cisco
Unified CMで設定されて
いるかどうか確認しま

す。JTAPIを有効にするた
めの詳細については、

「Prime Collaboration
Assurance用にデバイスを
設定」を参照してくださ

い。

JTAPIアクセスに失敗します
ファイアウォールの設定に

よってポートがブロックさ

れています。

JTAPI_ERROR

サポートされているデバイス

を「Cisco Prime Collaboration
Assuranceでサポートされてい
るデバイス」で確認します。

デバイスがサポートされて

いません。

aUNSUPPORTED_DEVICE

再検出を実行します。問題が

解決しない場合は、TACに連
絡してサポートを受けてくだ

さい。

エラーが続きます。UNDISCOVERABLE
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解決策状態エラーメッセージ

再検出を実行します。問題が

解決しない場合は、TACに連
絡してサポートを受けてくだ

さい。

エラーが続きます。DISCOVERY_FAIL_TOO_MANY_DB_CONNECTIONS

デバイス固有のインベントリ詳細
次の表に、追加のインベントリの詳細を説明するフィールドの説明を示します。

•表 27 : Cisco Codec、MX, E20、MXP

•表 28 : Cisco TelePresence Movi

•表 29 : Cisco Unified IP Phone 8900および 9900シリーズ

•表 30 : CTMS

•表 31 : Cisco TMS

•表 32 : Cisco Unified CM

•表 33 : Cisco MCUおよびMSE

•表 34 : Cisco VCS

•表 35 : Cisco TelePresence Conductor
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表 27 : Cisco Codec、MX, E20、MXP

説明フィールド

識別を容易にするために

エンドポイントに割り当

てられた名前。

エンドポイント名TelePresence Endpoint

（選択したエンドポイン

トタイプの CTS、Cisco
Codec、MX、E20、MXP、
に基づいてデータが表示

されます）

エンドポイントで定義さ

れている IP電話の詳細で
す。

電話番号

コールコントローラ

エンドポイントが登録さ

れている、

Cisco Unified CMサーバの
ホスト名または IPアドレ
スです。

CUCMアドレス

Cisco Unified CMサーバが
登録されている

Cisco Unified CMクラスタ
の IDです。

CUCMクラスタ ID

エンドポイントが登録さ

れている VCSサーバのホ
スト名または IPアドレス
です。

VCSアドレス

VCSサーバが登録されて
いる VCSクラスタの ID
です。

VCSクラスタ ID

コールプロセッサ

（Cisco Unified CMまたは
VCS）でのエンドポイン
トの登録ステータスです。

Cisco Unified CMまたは
VCSが管理対象ではない
場合は、表示される情報

は [N/A]です。

登録ステータス

Cisco Codecデバイスで設
定されている H.323 IDで
す。

H323 ID

E164 No
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説明フィールド

Cisco Codecデバイスで設
定されているE164番号で
す。

Cisco Codecデバイスが登
録されているゲートキー

パーのネットワークアド

レスです。

H323ゲートキーパーアド
レス

Cisco Codecデバイスで登
録されている SIP URIで
す。

SIP URI

Cisco Codecデバイスで手
動設定されている SIPプ
ロキシアドレスです。

SIPプロキシアドレス

アプリケーションマネージャ

Cisco Codecデバイスが統
合されているアプリケー

ションマネージャのホス

ト名または IPアドレスで
す。

TMS

スイッチの詳細

エンドポイントが接続さ

れているスイッチの詳細

です。

スイッチに接続済み

エンドポイントが接続さ

れているスイッチポート

の詳細です。

接続済みポート

名前周辺機器
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説明フィールド

アップリン

ク、電話

機、カメ

ラ、ディス

プレイ、

タッチス

クリーン

モニタ、マ

イクなどの

ペリフェラ

ルのタイ

プ。

マイクの front_centerな
ど、周辺機器の位置です。

位置

周辺機器のMACアドレス
です。

MACアドレス

ペリフェラルで実行され

ているソフトウェアバー

ジョンです。

ソフトウェアバージョン

周辺機器のモデルです。モデル

周辺機器のシリアル番号

です。

シリアル

周辺機器の製造元の詳細

です。

製造元

周辺機器のファームウェ

アバージョンです。

ファームウェアバージョ

ン

周辺機器のハードウェア

バージョンです。

ハードウェアバージョン

周辺機器で実行されてい

るMidletバージョンで
す。

Midletバージョン

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco TelePresence 150 MXPのペリフェラルの詳細をサ
ポートしていません。

（注）
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表 28 : Cisco TelePresence Movi

説明フィールド

識別を容易にするためにエン

ドポイントに割り当てられた

名前。

エンドポイント名Movi

Cisco TelePresence Moviエンド
ポイントで登録されているSIP
URIです。

SIP URI

エンドポイントが登録されて

いるVCSのホスト名または IP
アドレスです。

VCSアドレス

VCSが登録されているVCSク
ラスタの IDです。

VCSクラスタ ID
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表 29 : Cisco Unified IP Phone 8900および 9900シリーズ

説明フィールド

識別を容易にするためにエン

ドポイントに割り当てられた

名前。

エンドポイント名CUCMエンドポイント

CP-8945や CP-9971などのエ
ンドポイントのモデルです。

モデル

エンドポイントで定義されて

いる IP電話の詳細です。
電話番号

エンドポイントのシリアル番

号です。

シリアル番号

コールプロセッサで定義され

ているエンドポイントの説明

です。

説明

コールコントローラ

エンドポイントが登録されて

いる、Cisco Unified CMサーバ
のホスト名または IPアドレス
です。

CUCMアドレス

Cisco Unified CMサーバが登録
されている Cisco Unified CM
クラスタの IDです。

CUCMクラスタ ID

コールプロセッサ（Cisco
Unified CM）でのエンドポイ
ントの登録ステータスです。

Cisco Unified CMが管理対象で
はない場合は、表示される情

報は [N/A]です。

登録ステータス

スイッチの詳細

エンドポイントが接続されて

いるスイッチの詳細です。

スイッチに接続済み

エンドポイントが接続されて

いるスイッチポートの詳細で

す。

接続済みポート
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説明フィールド

接続や未接続などのWi-Fi接
続のステータスを表示しま

す。

ステータス

Wi-Fiネットワークを使用して
接続する際に、エンドポイン

トの管理に使用する IPアドレ
スです。

IPアドレス

エンドポイントが接続されて

いるデフォルトルータの IPア
ドレスです。

デフォルトルータ

エンドポイントが接続されて

いるアクセスポイントの名前

です。

アクセスポイント名

イーサネットの詳細

接続や未接続などのイーサ

ネット接続のステータスを表

示します。

ステータス

イーサネットを使用して接続

する際に、エンドポイントの

管理に使用する IPアドレスで
す。

IPアドレス

Cisco Unified IP Phone 8900および 9900シリーズの検出には、HTTPインターフェイスを有効に
する必要があります。HTTPインターフェイスが有効になっていない場合は、これらのデバイ
スはインベントリテーブルに表示されません。

（注）
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表 30 : CTMS

説明フィールド

マルチポイントスイッチで設

定されたタイムゾーンです。

タイムゾーンマルチポイントスイッチ

—SKU

マルチポイントスイッチが実

行されているメディアコン

バージェンスサーバの型番で

す。

ハードウェアモデル

管理ソフトウェアが現在イン

ストールしているマルチポイ

ントスイッチのバージョン。

ソフトウェアバージョン

オペレーティングシステムの

バージョンです。

OSバージョン

マルチポイントスイッチに設

定されているホスト名。

ホスト名

マルチポイントスイッチの管

理に使用される IPアドレスで
す。

IPアドレス

IPアドレスで使用されるサブ
ネットマスクです。

サブネットマスク

マルチポイントスイッチソフ

トウェアが実行されているメ

ディアコンバージェンスサー

バのMACアドレスです。この
MACアドレスは、イーサネッ
トインターフェイス 0（eth0
ネットワークインターフェイ

スカード（NIC））に属しま
す。フェールオーバーでは、

このMACアドレスは、別の
イーサネットインターフェイ

スがアクティブになっても保

持されます。

MACアドレス

スイッチの詳細

スイッチに接続済み
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説明フィールド

マルチポイントスイッチが接

続されるスイッチの詳細で

す。

マルチポイントスイッチが接

続されるスイッチポートの詳

細です。

接続済みポート

緊急会議で使用可能なセグメ

ントの最大数です。最大値は

48です。

アドホックセグメント

このマルチポイントスイッチ

が処理できるセグメント

（個々のビデオディスプレ

イ）の合計数です。最大値は

48です。

最大セグメント

スケジュール済み会議で常に

使用できるセグメントの数。

マルチポイントスイッチは、

定義された最大セグメント数

から、定義されたアドホック

セグメントの数を引くことに

より、この値を自動的に導出

します。

スケジュール設定可能
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表 31 : Cisco TMS

説明フィールド

—SKUアプリケーションマネージャ

アプリケーションマネージャ

が実行されているサーバの型

番です。

ハードウェアモデル

現在インストールされている

管理ソフトウェアのバージョ

ンです。

ソフトウェアバージョン

オペレーティングシステムの

バージョンです。

OSバージョン

アプリケーションマネージャ

に設定されているホスト名。

ホスト名

アプリケーションマネージャ

の管理に使用される IPアドレ
ス。

IPアドレス

IPアドレスで使用されるサブ
ネットマスクです。

サブネットマスク

アプリケーションマネージャ

に提供されるMACアドレス番
号です。

MACアドレス
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説明フィールド

システムの接続（この表の後

の注を参照）
Exchangeサーバが実行してい
るか、ダウン状態かを示しま

す。

ステータス

Exchangeサーバに割り当てら
れる IPアドレスです。

IPアドレス

Exchangeサーバに現在インス
トールされているソフトウェ

アのバージョン。

ソフトウェアバージョン

LDAPサーバが実行している
か、ダウン状態かを示しま

す。

ステータス

LDAPサーバに割り当てられ
る IPアドレス。

IPアドレス

LDAPサーバに現在インストー
ルされているソフトウェアの

バージョンです。

ソフトウェアバージョン

表 32 : Cisco Unified CM

説明フィールド

クラスタの一意の IDを提供す
るパラメータです。このパラ

メータは、コール詳細レコー

ド（CDR）で使用されるた
め、複数のクラスタからの

CDRレコード収集はソースに
対して追跡できます。デフォ

ルトは StandAloneClusterで
す。

クラスタ ID[コールプロセッサ（Call
Processor）]

クラスタパブリッシャに設定

されているホスト名です。

パブリッシャホスト名

コールプロセッサに登録され

ているエンドポイントの数で

す。

登録済み CTSエンドポイント

エンドポイントの合計数で

す。

合計 CTSエンドポイント
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表 33 : Cisco MCUおよびMSE

説明フィールド

マルチポイントスイッチが実

行されているメディアコン

バージェンスサーバの型番で

す。

ハードウェアモデルMCUまたはMSEの詳細

（選択した会議デバイスが

MCUかMSEかに基づいて
データが表示されます）

マルチポイントコントロール

ユニット（MCU）のシリアル
番号です。

シリアル番号

管理ソフトウェアが現在イン

ストールしているマルチポイ

ントスイッチのバージョン。

ソフトウェアバージョン

MCUまたはデバイスのタイプ
です。

MCUタイプ/デバイスタイプ

インストールされたソフト

ウェアのビルドバージョンで

す。

ビルドバージョン

製造元の名前です。メーカー

デバイスに設定されたホスト

名（MCUまたはMedia Service
Engine）。

ホスト名

MCUまたはMSE Webユーザ
インターフェイスへのアクセ

スに使用するMCUまたは
Media Service Engine（MSE）
ネットワークインターフェイ

スのローカル IPアドレス。

IPアドレス

IPアドレスで使用されるサブ
ネットマスクです。

サブネットマスク

イーサネットポートの固定

ハードウェアMACアドレスで
す。

MACアドレス

MCUまたはMSEが接続され
ているルータの IPアドレスで
す。

ルータに接続済み

クラスタタイプ
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説明フィールド

クラスタがマスターかスレー

ブかを示します。クラスタが

設定されている場合は、[未設
定（Not Configured）]が表示
されます。

MCUで設定されているビデオ
ポートの数です。（MCUデバ
イスに対してのみ表示される

データ）

ビデオポートの合計数

MCUで設定されている音声
ポートの数です。（MCUデバ
イスに対してのみ表示される

データ）

音声ポートの合計数

SIP（MCUデバイスに対してのみ表示されるデータ）

SIPの登録がイネーブルかディ
セーブルかを示します。

ステータス

SIPプロキシのネットワーク
アドレス。

プロキシ

MCUが登録されている SIPレ
ジストラのネットワークアド

レス。

ドメイン

H.323（MCUデバイスに対してのみ表示されるデータ）

H.323ゲートキーパーの登録が
イネーブルかディセーブルか

を示します。

ステータス

H.323ゲートキーパーへの登録
時にMCUで使用される IDで
す。

ゲートキーパー ID

MCUが登録されているゲート
キーパーのネットワークアド

レスです。

ゲートキーパーアドレス
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説明フィールド

ブレードのタイプです。タイプMSEブレード

（MSEに対してのみ表示され
るデータ）

スロット番号スロット 1は
MSEスーパーバイザです。ス
ロット 2-10はブレードです。

スロット

使用されているソフトウェア

のバージョンです。

ソフトウェアバージョン

ブレードのステータスで、OK
または空です。

ステータス

Port Aの IPアドレスです。Port A IPアドレス

Port Bの IPアドレスです。Port B IPアドレス

表 34 : Cisco VCS

説明フィールド

別のVCSのクラスタを識別す
るために使用するクラスタ名

です。

クラスタ ID[コールプロセッサ（Call
Processor）]

クラスタマスターとして設定

されたVCSピアの名前です。
Master

VCSに登録されているエンド
ポイントの数です。

登録済みのエンドポイント

クラスタ内で設定されている

VCSピアの数です。
ピア
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説明フィールド

VCSで設定されたタイムゾー
ンです。

タイムゾーンVCS Configuration

VCSで利用可能なトラバーサ
ルコールライセンスの数で

す。

Maximum Traversal Calls

VCSで利用可能な非トラバー
サルコールライセンスの数で

す。

Maximum Non-Traversal Calls

VCSに登録可能なエンドポイ
ントの数です。

Maximum Registrations

VCS Expresswayが設定されて
いるかどうかを示します。

Expressway

H.323システムからSIPシステ
ムへ接続できるようにVCSが
設定されているかどうかを示

します。

Interworking

ソフトウェアビルドでAES暗
号化を使用できるかどうかを

示します。

暗号化

FindMeが有効または無効のど
ちらになっているかを示しま

す。

Find Me

VCSでプロビジョニングサー
バがイネーブルかどうかを示

します。

デバイスプロビジョニング

VCS Expressway上で LAN 2イ
ンターフェイスがイネーブル

かどうかを示します。

Dual Network Interface

Starter Packオプションキーが
インストールされているかど

うかを示します。

Starter Pack

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco VCSアプリケーションとアプライアンスの両方を
管理します。

（注）
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表 35 : Cisco TelePresence Conductor

説明フィールド

コンダクタに設定されたホス

ト名です。

名前TelePresence Conductor

コンダクタの IPアドレスで
す。

IPアドレス

現在インストールされている

ソフトウェアのバージョン

ソフトウェアバージョン

クラスタマスターとして設定

されたコンダクタピアの名

前。

Cluster Master

クラスタ内で設定されている

コンダクタピアの数。

Cluster Peers

コンダクタに登録されている

MCUの数。
Total Registered MCUs

コンダクタ上のソフトウェア

の ID。
ソフトウェア ID

コンダクタハードウェアのシ

リアル番号。

ハードウェアのシリアル番号
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説明フィールド

コンダクタに登録されている

MCUの名前。
名前Registered MCUs

コンダクタに登録されている

MCUの IPアドレスです。
IPアドレス

コネクタに登録されている

MCUのタイプです。
タイプ

MCUクライアントが属する
MCUプール。

Pool

リストされたMCUはコンダク
タでは使用されません。

Blacklisted

そのMCUがコンダクタで使用
されない理由。

Blacklisted Reason

メディアロードが割り当てら

れた、使用中、および使用可

能な最大ロード。

Media Load: Allocated/In Use/
Max Available

シグナルロードが割り当てら

れた、使用中、および使用可

能な最大ロード。

Signalled Load: Allocated/In Use/
Max Available

Cisco TelePresence Conductorが制御するMCUのカスケードのみがサポートされます。（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

次のデバイスはサポートされていません。

• Cisco TelePresence Multipoint Switch (CTMS)

• Cisco TelePresence-Manager (CTS-MAN)

（注）

インベントリ詳細の更新と収集
インベントリの詳細を更新および収集する方法は、音声、ビデオ、またはその両方で導入され

たネットワークの種類によって異なります。また、指定されたポイントで収集するデータに
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よっても異なります。次の表には、ネットワークに基づきインベントリを更新するタイミング

の推奨事項が示されています。

表 36 :インベントリの更新に関する推奨事項

タスク説明

インベントリの更新を実行します（[デバイス
インベントリ（Device Inventory）] > [インベ
ントリ管理（Inventory Management）] > [現
在のインベントリ（Current Inventory）]。詳
細については、インベントリの更新を参照し

てください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

選択 [インベントリ（Inventory）] > [インベン
トリ管理（Inventory Management）] > [イン
ベントリの更新（Update Inventory）]

ネットワークに音声とビデオの両方のエンド

ポイントが導入されている場合に、両方のデー

タを収集します。

インベントリの更新を実行します（[デバイス
インベントリ（Device Inventory）] > [インベ
ントリ管理（Inventory Management）] > [イ
ンベントリの更新（Update Inventory）]。詳
細については、インベントリの更新を参照し

てください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

選択 [インベントリ（Inventory）] > [インベン
トリ管理（Inventory Management）] > [イン
ベントリの更新（Update Inventory）]

音声とビデオの両方のエンドポイントがネッ

トワークに導入されており、ビデオのエンド

ポイントのみでデータを収集します。

を実行します（を選択します）。保証管理

（Assurance Administration）。詳細について
は、インベントリ詳細の収集を参照してくだ

さい。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

選択アラーム &レポート管理。

音声とビデオの両方のエンドポイントがネッ

トワークに導入されており、音声のエンドポ

イントのみでデータを収集します。
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タスク説明

クラスタデータの検出を実行します（を選択

します）。保証管理（Assurance
Administration）。詳細については、インベン
トリ詳細の収集を参照してください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

選択アラーム &レポート管理。

音声ネットワークのみを使用している場合

インベントリの更新を実行します（[デバイス
インベントリ（Device Inventory）] > [インベ
ントリ管理（Inventory Management）] > [イ
ンベントリの更新（Update Inventory）]。詳
細については、インベントリの更新を参照し

てください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

選択 [インベントリ（Inventory）] > [インベン
トリ管理（Inventory Management）] > [イン
ベントリの更新（Update Inventory）]

ビデオネットワークのみを使用している場合

インベントリの更新

Update Inventoryタスクを使用すると、Cisco Prime Collaboration Assuranceのインベントリデー
タベースをネットワークに同期することができます。このタスクでは、アクセシビリティの検

証が実行されません（「Update Inventoryのライフサイクル」の図を参照）。

次の場合に Update Inventoryタスクを実行します。

•ネットワークで管理されているすべてのデバイスのデータベースを同期する必要がある場
合。ただし、デバイスステータス基準に基づいて、特定のデバイスの詳細な構成を更新す

ることができます。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースを最新の状態に保つために、定期的な
Update Inventoryジョブを定義する必要がある場合。

•ネットワークデバイスのインターフェイスに変更がある場合。

ネットワークに追加された新しいデバイスは特定されません。（注）
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図 3 : Update Inventoryのライフサイクル

Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースを最新の状態に保つために、定期的な Update
Inventoryを定義することを推奨します。

インベントリを更新するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 を選択します。[デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory
Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]

ステップ 2 インベントリ管理ページで、[インベントリの更新(Update Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 デバイスのステータスに基づいてインベントリを更新する場合は、[インベントリの更新（UpdateInventory）]
ウィンドウの [デバイスの条件に基づいてデバイスを更新する（Update devices based on device criteria）]
チェックボックスをオンにし、ドロップダウンリストから必要なデバイスの条件を選択します。

デバイスのステータスに基づいてインベントリを更新するように選択した場合、アクセシビリティ情報の

チェックが実行されます。この選択を行わない場合、管理状態のすべてのデバイスでインベントリが更新

されます。デバイスのアクセシビリティはチェックされません。

定期的なインベントリ更新ジョブのスケジュールを設定するには、ステップ 4を追加で実施します。ジョ
ブをただちに実行するには、ステップ 5に進みます。

ステップ 4 ジョブ名とスケジュールの詳細を入力します。フィールドの説明については、「ジョブスケジュール -
フィールドの説明」を参照してください。

ステップ 5 [今すぐ実行（Run Now）]をクリックしてインベントリ更新ジョブをすぐに実行するか、[スケジュール
（Schedule）]をクリックして定期的なインベントリ更新ジョブをスケジュールします。

ステップ 6 ジョブのステータスを確認するには、次のいずれかを実行します。

• [今すぐ実行（Run Now）]をクリックする場合は、表示される進行状況ウィンドウで進捗状況の詳細
をクリックします

• [] [インベントリ管理（Inventory Management）]ページの [検出ジョブ（Discovery Jobs）]ボタンをク
リックします。
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ジョブスケジュール -フィールドの説明

表 37 :ジョブスケジュール -フィールドの説明

説明フィールド

[開始時刻（Start Time）]を選択して、開始の
日時を yyyy/MM/ddおよび hh:mm AM/PMの形
式で入力します。あるいは、日付ピッカーを

クリックして、カレンダーから開始の日時を

選択します。表示される時刻は、クライアン

トのブラウザの時刻です。スケジューリング

された定期的ジョブは、この指定時刻に実行

されます。

Start Time

[なし（None）]、[毎時（Hourly）]、[毎日
（Daily）]、[毎週（Weekly）]、[毎月
（Monthly）]のいずれかを選択し、ジョブの
期間を指定します。

繰り返し

ジョブ期間の詳細です。設定

終了日時を指定する必要がない場合は、[終了
日時なし（No End Date/Time）]をクリックし
ます。終了日時を yyyy/MM/ddと hh:mm AM/PM
の形式で入力するには、[終了（End at）]をク
リックします。

終了時刻

インベントリ詳細の収集

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、管理対象デバイスに登録されたデバイスと電話に関す
るデータを収集および更新することによって、管理対象デバイスのオンデマンドインベントリ

更新をサポートします。

電話、XML電話、クラスタのすべての追加、削除、および変更は、インベントリに反映され
ます。電話機とクラスタには、個別のインベントリ収集スケジュールがあります。クラスタ検

出の詳細については、「Unified CMクラスタデータの検出」を参照してください。

追加のスケジュールは作成できません。編集できるのは、既存のスケジュールのみです。電話

機の場合は、複数のインベントリ収集スケジュールを作成できます。

Cisco Unified CMクラスタの定期的な検出のみをスケジュールできます。他のクラスタに登録
された電話は検出されません。詳細については、「Unified CMクラスタデータの検出」を参
照してください。

（注）
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Cisco Prime Collaboration Assuranceによって電話やCisco Unified CMクラスタのインベントリ収
集が実行されるときに、これらの電話やクラスタはさまざまなデバイス状態を経て Cisco
Prime Collaboration Assuranceによって完全に認識されます（詳細については、「ライフサイク
ルの検出」を参照してください）。

インベントリ収集で管理される電話機およびクラスタに関する情報を収集する頻度を指定でき

ます。インベントリ収集のスケジュールを設定するには、を選択します。保証管理（Assurance
Administration）。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

[インベントリ収集（Inventory Collection）]をスケジュールするには、[アラームとレポートの
管理（Alarm & Report Administration）]を選択します。

インベントリ収集タスクの概要については、次の表を参照してください。

表 38 :インベントリ収集タスクの概要

説明タスク

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

[インベントリ（Inventory）] > [クラスタデータ検出のス
ケジュール（Cluster Data Discovery Schedule）]クラスタ
デバイス検出スケジュールを追加、編集、または削除する

には(詳細については、クラスタデバイスの検出をスケ
ジュール（166ページ）を参照してください）

クラスタデバイスのインベント

リ収集のスケジュール設定

管理対象デバイスの一時停止と再開
管理対象状態のデバイスを一時停止できます。デバイスを一時停止状態に入った後は、Cisco
Prime Collaboration Assuranceによってこのデバイスが監視されることはありません。つまり、
会議、エンドポイント、およびインベントリの詳細は更新されず、このデバイスに対するア

ラームはトリガーされません。

次に、一時停止状態のデバイスの動作を示します。

•デバイスが一時停止状態の場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceによってデバイスは
ポーリングされません。

•一時停止中のエンドポイントが新しい会議に参加すると、そのエンドポイントは、[会議
（Conference）] [トポロジ（Topology）]ペインに [不明（Unknown）]として表示されま
す。

•一時停止中のエンドポイントがすでに進行中の会議にある場合は、エンドポイントの状態
が [一時停止（Suspended）]に変更された直後に、エンドポイントアイコン（[会議
（Conference）] [トポロジ（Topology）]ペイン内））が [不明（Unknown）]に変わりま
す。
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• Cisco Unified CM Publisherが一時停止されている場合、対応する Cisco Unified CMクラス
タに属する登録済みのエンドポイントは、Cisco Prime Collaboration Assuranceによってポー
リングされません。

•アクティブアラームがある場合、すぐにはクリアされません。手動でアラームをクリアす
るか、期限切れ（デフォルトは 24時間）後に自動的にクリアされます。一時停止された
デバイスでは、新しいアラームはトリガーされません。

•現在のクラスタに対してバックグラウンドジョブ（エンドポイントの同期、電話XMLな
ど）が実行されている場合は、CUCMデバイスを削除することができません。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

一時停止されたエンドポイントがトラブルシューティングジョブにある場合、一時停止さ

れたエンドポイントからトラブルシューティングを実行することはできません。ただし、

一時停止されたエンドポイントまでトラブルシューティングを実行できます。

•デバイスが一時停止された場合、Endpoint Utilizationレポートには、このデバイスのデー
タは含まれません。

• Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

TC/CEエンドポイント管理ステータスが「管理対象」から「一時停止」に変更された場合
は、登録を解除する必要があります。

管理対象デバイスを一時停止または再開するには:

ステップ 1 を選択します。[デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory
Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]

ステップ 2 [Current Inventory]テーブルから、管理対象または一時停止デバイスで選択します。

ステップ 3 [Suspend]または [Resume]をクリックします。

ステップ 4 確認メッセージボックスで [OK]をクリックします。

削除オプションを使用してインベントリから電話機を直接削除することはできません。電話機が

登録されたクラスタが削除されると、電話機も自動的に削除されます。インベントリは、再検出

の実行後にのみ更新されます。

（注）

デバイスの削除
状態が [Unknown]、[Unreachable]、[Inaccessible]、[Undiscoverable]、[Suspended]、[Unsupported]
のデバイスは削除できます。[管理対象（Managed）]状態のデバイスは削除できません。
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デバイスは削除された後、[現在のインベントリ（Current Inventory）]テーブルには表示されま
せんが、詳細は Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバで参照できます。削除されたデバイ
スを再検出するには、「デバイスの再検出」を参照してください。過去の会議データの一部と

して、削除されたデバイスの詳細にアクセスできます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

状態が [Unknown]、[Unreachable]、[Inaccessible]、[Undiscoverable]、[Suspended]、[Unsupported]
のデバイスは削除できます。[管理対象（Managed）]状態のデバイスは削除できません。

デバイスは削除された後、[現在のインベントリ（Current Inventory）]テーブルには表示されま
せんが、

古い IPエントリを含むエンドポイントをDEVICE_REMOVEDフィードバックの一部として削
除し、新しい IPエントリ（VCSの新しいエンドポイントとして見なされる）を別途追加する
必要があります。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

TC/CEエンドポイントがインベントリから削除された場合は、HTTPSフィードバックサブス
クリプションがエンドポイントから削除されます。

削除状態でのデバイスの動作を次に示します。

1. 現在のクラスタに対してバックグラウンドジョブ（エンドポイントの同期、電話 XMLな
ど）が実行されている場合は、CUCMデバイスを削除することができません。

2. Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、すべての同時セッションに対して一度に 1つの削
除要求のみ実行可能です。他のセッションからデバイスまたはエンドポイントを削除しよ

うとすると、「同時実行の削除操作がバックグラウンドで実行されています。しばらくし

てからもう一度お試しください（Concurrent delete operation is running in background, please
try after sometime）」というメッセージが表示されます。

3. Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、いったん削除または削除されたデバイス情報は保
持されません。デバイス管理ステータスで DELETED状態ではなくなります。

デバイスを削除する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 を選択します。[デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory
Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]

ステップ 2 [現在のインベントリ（Current Inventory）]テーブルから、削除するデバイスを選択します。

クイックフィルタを使用して、対象とする状態のデバイスのリストを取得できます。

ステップ 3 [Delete]をクリックします。

ステップ 4 確認メッセージボックスで [OK]をクリックします。
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削除オプションを使用してインベントリから電話機を直接削除することはできません。電話機が

登録されたクラスタが削除されると、電話機も自動的に削除されます。インベントリは、再検出

の実行後にのみ更新されます。

（注）

トラブルシューティング

問題：Managedの状態のデバイスは削除できません。

推奨処置：まずデバイスが一時停止されていることを確認してから、デバイスを削除

してください。

パフォーマンスグラフ
Cisco Prime Collaboration Assuranceではネットワークパフォーマンスメトリックを選択し、変
更を確認できます。収集されたデータ以外に、ネットワークパフォーマンスデータをリアル

タイムに選択、表示、図化することができます。

パフォーマンスグラフには、、、[アラームとイベント（Alarm & Events）]ページ、[デバイス
360°（Device 360°）]ビュー、[診断の概要（Diagnostic Summary）]ページからアクセスできま
す。次の場合に、現在またはリアルタイムのデータからパフォーマンスグラフを作成できま

す。

•デバイスの音声使用率ポーリングがイネーブル

•デバイスは管理状態です。

パフォーマンスグラフを表示できるのは、音声デバイス（電話機を除く）のみが対象です。表

示されるグラフは、管理状態にあり、少なくとも1つのポーリングサイクルが含まれているデ
バイスのみが対象です。

（注）

パフォーマンスグラフに関する特記事項

この項では、パフォーマンスグラフを使用する場合の注意事項について説明します。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
226

Cisco Prime Collaboration Assuranceでのデバイスの管理

パフォーマンスグラフ



説明概要

次のガイドラインが推奨されます。

• 1つのグラフに対して5メトリック以下に
します。

•ユーザインターフェイスには10個以下の
グラフにします。

•マージには 10項目以下を選択します。

シスコでは、最適なパフォーマンスグラフ

ビューに関する次のガイドラインに従うこと

を推奨します。

3種類の機能（音声ゲートウェイ、スイッチ、
MGCP）を備えたデバイスのパフォーマンス
メトリックをグラフ化するときは、代表的な

メトリックだけがグラフ化できます。[Event
Details]ページには、HighUtilizationイベント
をグラフ化できません。

Catalyst 6000スイッチ上のMGCPゲートウェ
イ。3種類すべての機能（音声ゲートウェイ、
スイッチ、MGCP）がある場合は、パフォー
マンスグラフではすべてのデータをグラフ化

できません。代表的なメトリックだけがグラ

フで使用できます。

これら 3種類の機能（音声ゲートウェイ、
MGCP、ルータの H323）を持つデバイスのパ
フォーマンスメトリックをグラフ化する場合、

メトリック別に2種類のグラフを表示します。
また、複数のデバイスまたは複数のポーリン

グ間隔を持つデバイスをグラフ化する場合、

少なくとも 2つ以上の共通のポーリング間隔
で x軸をプロットします。リアルタイムでグ
ラフ化すると、この共通のポーリング間隔で

リフレッシュされます。

音声ゲートウェイ、MGCP、およびルータの
H323。1つのデバイスにこの 3種類すべての
機能がある場合は、メトリック別に 2種類の
グラフを表示します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceがデータを
収集し、このデータを受信するよう適切に設

定されていることを確認します。

Cisco Unity Expressサーバ（CUES）は、リア
ルタイムデータをグラフ化し、リアルタイム

で更新します。折れ線から棒グラフに切り替

え、特定のデータを拡大して、トラブルシュー

ティングを実行し、ピーク使用率の期間を検

索できます。

パフォーマンスグラフの起動

次の項目からパフォーマンスグラフを使用できます。

• [デバイス 360度（Device 360 degree）]ビュー：[起動ツール（Launch Tools）]アイコンを
クリックし、[パフォーマンスグラフ（Performance Graph）]をクリックします。

• Event Detailsページ

•診断ビュー：UCMクラスタコール使用概要のサーバおよびクラスタビュー、UCMリソー
ス使用率概要および UCMクラスタロケーション概要のクラスタビュー、ならびにトラ
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ンク使用率は、UCMリソース使用率概要ポートレットのクラスタビューを介してアクセ
スできます。

始める前に

• Cisco Prime Collaboration Assuranceが、使用率統計を収集するデバイスを監視しているこ
とを確認します。これには、ポートが登録されているCisco Unified Communications Manager
も含まれます。

•音声使用のポーリング設定が有効になっていることを確認します。Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、ネットワークパフォーマンスをグラフ化するため、音声使用のポーリング
中に収集した統計を使用します。

•パフォーマンスグラフの注釈を確認します。

パフォーマンスグラフウィンドウ

パフォーマンスグラフでは、リアルタイム情報と履歴情報を提供します。

パフォーマンスグラフを起動すると、選択したメトリックごとに 1行のグラフが表示されま
す。各折れ線グラフには、リアルタイムで表示される 16個のデータポイントがあります。次
の表には、データオプションの詳細が示されています。

説明グラフデータ

オプション

パフォーマンスグラフを起動すると、デフォルトではリアルタイムデータ

が表示されます。

Real Time

[毎時平均（Hourly Average）]を選択すると、パフォーマンスグラフには時
間の平均データが表示されます。

Hourly Average

[毎時最大（Hourly Max）]を選択すると、パフォーマンスグラフには時間
の最大データが表示されます。

Hourly Max

[毎時最小（Hourly Min）]を選択すると、パフォーマンスグラフには時間の
最小データが表示されます。

Hourly Min

[履歴（History）]を選択すると、パフォーマンスグラフには 7日間の毎時
平均データが表示されます。

履歴

すべてのデータが表示されます。グラフには、最大 130ポイントが表示さ
れます。ズーム/パンビューのデータ範囲に 130ポイント以上含まれている
場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceは一定の間隔をあけてポイントを
選択し、グラフにプロットします。

すべて
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パフォーマンスグラフのトラブルシューティング

この項には、パフォーマンスグラフ生成時に発生した問題の解決に役立つ情報が含まれていま

す。エラーが発生した場合は、メニューの [パフォーマンスのグラフ作成（Performance
Graphing）]を選択した場合、または Cisco Prime Collaboration Assuranceがグラフ化するデータ
ファイルの確認中に表示されます。前者の（Performance Graphingを選択した）場合は、問題
と対処法が記されたエラーメッセージが表示されます。次の表には、この2つのタイプのケー
スでエラーおよび考えられる原因が示されています。
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考えられる原因エラー

•アカウントおよびクレデンシャルがクラ
スタ内のすべての Cisco Unified
Communications Managersで同一ではあり
ません。

• HTTPサーバの問題：

•デバイスの HTTPサーバがダウンし
ています。

• HTTPサーバは動作しているが、Cisco
Unified Communications Managersがダ
ウンしています。

•ネットワークの問題でデバイスに到達で
きません。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1
以前の場合

メディアサーバでパフォーマンスモニタ

リングのプロセスがダウンしています。

• MGCPゲートウェイが登録されている
Cisco Unified Communications Managerは、
Cisco Prime Collaboration Assuranceインベ
ントリにはありません。

•デバイスの機能がサポートされていませ
ん。パフォーマンスのグラフ化では、

Cisco Unity、Cisco Unity Express、Cisco
Unified Communications Manager、Cisco
Unified Communications Manager
Express、、H.323デバイス、Voice Mail
Gatewayがサポートされています。

•デバイスが一時停止しているか削除され
ています。

•デバイスのプラットフォームがサポート
されていません。

サポートされているデバイスの一覧について

は、「Cisco Prime Collaboration Assuranceでサ
ポートされているデバイス」を参照してくだ

さい。

データを収集できません
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考えられる原因エラー

• Cisco Prime Collaboration Assuranceにクレ
デンシャルがありません。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのクレ
デンシャルが正しくありません。

クレデンシャルを追加するには、「デバイス

クレデンシャルプロファイルの追加」を参照

してください。。

次の理由により、データを収集できません。

•デバイスのユーザ名またはパスワードが
指定されていません。

•システムが保有するデバイスのクレデン
シャルが正しくありません。

•デバイスにクレデンシャル情報がありま
せん。

Cisco Unified Communications Managerのバー
ジョンが正しくありません。次の点を確認し

ます。

•デバイスで実行している Cisco Unified
Communications Managerバージョンを確
認します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceに格納
されている Cisco Unified Communications
Managerバージョン番号を確認します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceに格納
されている Cisco Unified Communications
Managerバージョン番号が正しくない場
合は、デバイスをもう一度追加します。

サポートされているデバイスの一覧について

は、「Cisco Prime Collaboration Assuranceでサ
ポートされているデバイス」を参照してくだ

さい。

次の理由により、デバイスからデータを収集

できません。

•処理エラーが発生しました。

•解析または処理エラーが発生しました。

•内部で初期化エラーが発生しました。

•デバイスのデータコレクタで初期化エ
ラーが発生しました。

デバイスが DNS内にありません。デバイスからデータを収集できません。認証

のホスト名/IPアドレスを URLのホスト名/IP
アドレスにマップでません。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
231

Cisco Prime Collaboration Assuranceでのデバイスの管理

パフォーマンスグラフ

http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html


考えられる原因エラー

Cisco Unified Communications Managerのバー
ジョンが正しくありません。次の点を確認し

ます。

•デバイスで実行している Cisco Unified
Communications Managerバージョンを確
認します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceに格納
されている Cisco Unified Communications
Managerバージョン番号を確認します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceに格納
されている Cisco Unified Communications
Managerバージョン番号が正しくない場
合は、デバイスをもう一度追加します。

サポートされているデバイスの一覧について

は、「Cisco Prime Collaboration Assuranceでサ
ポートされているデバイス」を参照してくだ

さい。

デバイスとの通信でエラーが発生したために

データ収集が完了しません。

•必要なMIBからのデータがありません。

•必須MIBがデバイスに入力されていませ
ん。

• MIBの戻りデータがありません。

•ネットワーク障害が原因でデバイスが到
達不能です。

•デバイスのクレデンシャルに有効なSNMP
コミュニティリードストリングが含まれ

ていません。

• SNMPの応答が低速化しています。デー
タ収集がタイムアウトしました。

次の理由により、データを収集できません。

•デバイスが、必要なMIBからデータを戻
しませんでした。

•デバイスはMIBデータを受信しませんで
した。

Cisco Unified CM 6.0以降で実行された照会が
多すぎます。

ポーリング設定を確認し、3分未満である必要
があります。

• Cisco Unified Communications Managerの照
会レートが上限を超えました。

•データ処理の段階でエラーが発生しまし
た。
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考えられる原因エラー

Cisco Unified CM 6.0以降で実行された照会で、
処理時間の上限が超過しました。

• Cisco Unified Communications Managerが照
会リクエストを処理する時間が足りませ

んでした。

•データ処理の段階でエラーが発生しまし
た。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、最大容
量を使用して適切に設定する必要があります。

Cisco Unityまたは Unity Expressのトランク使
用率グラフが機能していません。

パフォーマンスグラフを使用する場合は、次のことに注意してください。

•パフォーマンスデータを収集できず、エラーメッセージ（ポップアップメッセージまた
はログファイルのメッセージ）も表示されない場合は、デバイスのステータスを確認する

必要があります。これを行うには、[デバイスの表示/再検出/削除（View/Rediscover/Delete
Devices）]ページを使用します。デバイスが到達不能状態の場合は、デバイスのクレデン
シャルが正しいことを確認し、デバイスを再検出します。

•グラフに灰色の線または灰色の領域が表示されている場合は、その上にマウスカーソルを
合わせると、説明が記載されたツールヒントを取得できます。

Unified CMデバイスの検索
ユーザが指定した検索条件に基づいて、クラスタ内のデバイスを検索できます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合は、検索結果がグローバルカ
スタマー選択に応じて異なります。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

デバイス検索を実行するには、 [インベントリ（Inventory）] > [UCデバイスの検索（UC Device
Search）]の順に移動します。[保存済み検索（Saved Search）]ドロップダウンリストから選択
された保存済みの検索条件に基づいて、デバイスを表示できます。

テーブルには、200個のエントリのみが表示されます。したがって、目的の結果を確実に得る
には、フィルタ条件を最大限に使用することを推奨します。

（注）

新しい検索条件を作成するには：

ステップ 1 Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [UCデバイスの検索（UC Device Search）]。
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ステップ 2 [クラスタ（Cluster）]ドロップダウンリストからクラスタを選択します。

[クラスタ（Cluster）]ドロップダウンリストでデバイスを検索することもできます。

ステップ 3 [New Search]をクリックします。

ステップ 4 基準名、デバイスタイプ、およびポーリング間隔を入力します

DBオプションに設定されたデバイスだけを選択すると、デバイスタイプを除くポーリング間隔またはそ
の他のパラメータを指定できません。このオプションには不明な状態のデバイスが表示されます。

同じユーザが同じクラスタに同じ検索基準名を使用することはできません。同じユーザが別のクラスタに

この条件名を使用することはできます。

ステップ 5 カスタム検索については、CallManager、デバイスモデル、およびネームパラメータによる検索内のステー
タスを指定します。

使用できる検索条件は、選択したデバイスタイプによって異なります。

ステップ 6 [Search]をクリックします。

検索結果がページに表示されます。結果がユーザ指定のポーリング間隔に基づいて更新されます。[IP
Address]列で使用できる IPアドレスのリンクから Unified CMを開始できます。

検索結果には、次の情報も含まれます。

• App Info：アプリケーションに関する情報。

• Configuration：これは、H.323ゲートウェイに適用されます。

• Port/Channel Status：設定されているすべてのポートやチャネル、およびその状態を表示します。ポー
リング間隔を設定して、この表示を更新することができます。

検索はデータベースに保存されないため、保存しないとログアウト後にこの検索を復元できません。検索

を保存するには、[保存（Save）]アイコンをクリックします。

ユーザが保存した検索を編集することもできます。保存されていなくても、ユーザが作成した検索設定を

削除できます。編集または削除アイコンを使用して検索を編集または削除できます。ユーザが編集できな

いフィールドは無効になっています。

SIPトランクの宛先のステータスも表示できます。[デバイスタイプ]ドロップダウンリストから [SIPトラ
ンク]を選択し、[条件名]と [ポーリング間隔]を入力して [検索]をクリックします。[Name]列にマウスを
合わせてクイックビューアイコンをクリックし、[送信先の詳細]ポップアップウィンドウを表示します。

Internet Explorer 10または 11の検索条件を保存するには、ブラウザの [Always Refresh from Server]
オプションを有効にする必要があります。このオプションを有効にするには、F12を押します。
Internet Explorerのツールバーメニューで、[Cache > Always refresh from server]を選択します。

（注）
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SNMPクエリ（SNMP Query）
SNMPクエリ機能は、ネットワーク内のデバイスのトラブルシューティングに役立ちます。

次の場合に SNMPクエリを実行します。

•ネットワーク内のデバイスが、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理された状態にな
りません。

•ネットワーク内のデバイスが、およびインベントリ管理の一覧に表示されません。

• SNMPポーリングが正常に実行されません。

前提条件 -デバイスは、Cisco Prime Collaboration Assuranceによってサポートされている必要が
あります。

サポートされているデバイスの一覧については、「Cisco Prime Collaboration Assuranceでサポー
トされているデバイス」を参照してください。

SNMPクエリを実行するには、次の手順に従います。

1. 選択 [デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [SNMP MIBクエリツール（SNMP
MIB Query Tool）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [SNMP MIBクエリツール（SNMP MIB Query
Tool）]。

2. IPアドレスを入力して OIDドロップダウンリストから OIDタイプを選択し、次のいずれ
かの操作を実行します。

•特定のOIDの戻り値を確認するには、[取得（GET）]ボタンをクリックします。たと
えば、インターフェイス名やインターフェイスステータスを確認する場合です。

このタスクを実行するには、クレデンシャルが必要です。Cisco Prime Collaborationで
デバイス情報が利用できる場合は、詳細が画面に自動入力されます。それ以外の場合

は、[クレデンシャルの入力（Enter the Credentials）]チェックボックスをオンにし、
バージョンドロップダウンリストからSNMPバージョンを選択し、表示されるフィー
ルドに詳細を入力します。

•対象デバイスのMIBに関する詳細情報を取得するには、[ウォーク（WALK）]ボタン
をクリックします。

このタスクを実行するには、クレデンシャルが必要です。Cisco Prime Collaborationで
デバイス情報が利用できる場合は、詳細が画面に自動入力されます。それ以外の場合

は、[クレデンシャルの入力（Enter the Credentials）]チェックボックスをオンにし、
バージョンドロップダウンリストからSNMPバージョンを選択し、表示されるフィー
ルドに詳細を入力します。

ページには、IODに関する情報が表で表示されます。
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トラブルシューティング -次の場合、SNMPクレデンシャルは自動入力されません。

•検出が完了していないため、Cisco Prime Collaborationデータベースにはまだクレデンシャ
ルが追加されていない可能性があります。

•デバイスが、およびインベントリ管理で Unknownまたは Inaccessible状態になっていま
す。

•デバイスで SNMPクレデンシャルが設定されていません。
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第 15 章

ポーリングデバイス

このセクションでは、次の点について説明します。

•ポーリングの設定（237ページ）
•概要（237ページ）
•ポーリングパラメータ：設定（239ページ）
•ポーリングパラメータの表示（240ページ）
•ポーリングパラメータの編集（240ページ）

ポーリングの設定
このセクションでは、デバイスのポーリングに使用する設定について説明します。

概要
デバイスを定期的にポーリングすると、デバイスを検出し、正常性を確認します。管理された

ネットワークデバイスは定期的にポーリングされ、デバイスデータはCisco Prime Collaboration
Assuranceのデータベースと同期されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次の目的のためにデバイスをポーリングします。

•デバイスが到達可能であることを確認する

•デバイスが動作していることを確認する

•最新のデバイスデータを表示する

グループのポーリング値を定義できます。デバイスは、システム定義またはユーザ定義のグ

ループに属することができます。デバイスは、複数のグループに所属し、特定のポーリングを

設定することもできます。
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[Polling Parameters]ページでグループを作成することはできません。グループは、デフォルト
のデバイスグループから同期されます。詳細については、デバイスグループセレクタを参照

してください。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、ポーリングパラメータはデフォルトで設定されてい
ます。デフォルトを使用、編集、またはいつでも復元できます。デバイスグループの重要度に

応じてポーリング間隔を変更し、次のいずれかを実行することができます。

•ポーリング対象デバイスへの影響を最小限に抑える。

•収集データの精度を上げる。

When Cisco Prime Collaboration Assuranceがデバイスをポーリングすると、次のパラメータによ
るデータを受信します。

環境設定

デバイスの電源、ファン、電圧、温度センサーのデータをポーリングします。

インターフェイス設定

HTTPを介したデバイス通信など、デバイスインターフェイスとポートのデータをポーリ
ングします。

インターフェイスとポートからポーリングされたのデータは、デバイスレベルで制御され

ます。つまり、スイッチには特定のポーリング設定があり、この設定によってスイッチ

ポートをポーリングするタイミングが決定します。

システム設定

デバイスの可用性、プロセッサ、CPU、メモリ使用率に関するデータをポーリングしま
す。

使用率

パフォーマンスグラフで表示されるよう、パフォーマンスとキャパシティの計画データを

収集します。

パフォーマンスグラフには、、[アラームとイベント（Alarms & Events）]ページ、、[デ
バイス 360度（Device 360 degree）]ビュー、[診断の概要（Diagnostics Summary）]ページ
からアクセスできます。

アプリケーション設定

デバイス接続、システムステータス、コール品質用のデータをポーリングします。

サービス設定

サービス設定は、クラスタ接続やテレフォニー設定など、サービスの問題に関するデータ

を提供します。

ポーリングパラメータは、選択したデバイスタイプによって異なります。
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特定のデータをポーリングしない場合は、[無効化（Disable）]オプションを使用してポーリン
グ設定を無効にすることができます。

推奨事項：

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

パラメータのポーリング間隔は、ビジネスニーズに基づきカスタマイズできます。ただ

し、[ベストプラクティスの使用（Use Best Practice）]ラベルが付いたポーリング間隔を
使用することを推奨します。それぞれのポーリング設定では、しきい値違反が発生したと

きに、関連付けられているイベントを表示することもできます（で表示）。[アシュアラ
ンス管理（Assurance Administration）] > [イベントのカスタマイズ（Event
Customization）] > [System（システム）]。の説明とデバイスタイプについては、[Prime
Collaboration Assuranceでサポートされているアラームとイベント（Supported Alarms and
Events for Prime Collaboration Assurance）]ページを参照してください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

パラメータのポーリング間隔は、ビジネスニーズに基づきカスタマイズできます。ただ

し、[ベストプラクティスの使用（Use Best Practice）]ラベルが付いたポーリング間隔を
使用することを推奨します。それぞれのポーリング設定では、しきい値違反が発生したと

きに、関連付けられているイベントを表示することもできます（[アラームおよびレポー
トの管理（Alarm & Report Administration）] > [イベントのカスタマイズ（Event
Customization）] > [システム（System）]。イベントの説明とデバイスタイプについては、
[Prime Collaboration Assuranceでサポートされているアラームとイベント（Supported Alarms
and Events for Prime Collaboration Assurance）]ページを参照してください。

•デフォルトのポーリング間隔は 4分に設定されていますが、1分に設定することもできま
す。一部の重要なデバイスに対してのみ、ポーリング間隔を1分に設定することを推奨し
ます。すべてのデバイスでポーリング間隔を1分に設定すると、パフォーマンスに悪影響
を及ぼします。

•特定のデータをポーリングしない場合は、[無効化（Disable）]オプションを使用してポー
リング設定を無効にすることができます。

ポーリングパラメータ：設定
ポーリングパラメータ設定を変更したときに、変更はそのデバイスだけではなく、グループ全

体に適用されます。ポーリングパラメータは、、あるいはページで、[デバイスグループ
（Device Group）]を選択すると表示されます。

Polling Parametersページから、次の作業を行うことができます。

•ポーリングパラメータの表示

•ポーリングパラメータの編集

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
239

Cisco Prime Collaboration Assuranceでのデバイスの管理

ポーリングパラメータ：設定

http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html


ポーリングパラメータの表示
デバイスグループのポーリング設定を表示すると、デバイスグループのメンバーであるデバ

イスを確認できます。また、ポーリングパラメータのデフォルト値と現在値も確認できます。

ポーリングパラメータを表示するには、以下を行います。

ステップ 1 選択 [アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [ポーリング設定（Polling Settings）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [ポーリング設定（Polling
Settings）]

ステップ 2 ポーリングパラメータを設定できるデバイスグループを選択します。（通常、これはサブグループを含ま
ないデバイスグループです）。

ステップ 3 ポーリングパラメータを確認し終えたら、ウィンドウを閉じます。

ポーリングパラメータの編集
Cisco Prime Collaboration Assuranceのポーリングパラメータを編集する場合は、個々のデバイ
スではなく、デバイスグループに関連付けられている設定を編集します。ポーリングパラメー

タ（およびしきい値とプライオリティ）に対するすべての変更を終了したら、すべての変更を

適用します。

ポーリングパラメータを編集するには、以下の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [ポーリング設定（Polling Settings）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [ポーリング設定（Polling
Settings）]。

ステップ 2 ポーリングパラメータを設定できるデバイスグループを選択します（通常、これはサブグループを含まな
いデバイスグループです）。

ステップ 3 編集するポーリングパラメータを選択し、[ポーリング間隔（Polling Interval）]ドロップダウンから適切な
値を選択して、[有効化（Enable）]をクリックします。

ステップ 4 編集する各パラメータに対して、次の手順を繰り返します。

a) パラメータタイプを選択します。

b) 各設定のパラメータを適切に変更します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。適用するまで変更は反映されません。
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ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、 [OK]をクリックします。
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第 IV 部

障害のモニタ
•通知の設定（245ページ）
•しきい値ルールの設定（267ページ）
•アラームとイベントのモニタリング（289ページ）





第 16 章

通知の設定

このセクションでは、次の点について説明します。

•通知の設定（245ページ）
•通知グループ（246ページ）
•通知基準（247ページ）
•通知の種類（248ページ）
• SNMPトラップ通知（249ページ）
• SMTPサーバの設定（257ページ）
• syslog通知（257ページ）
•特定のアラームに制限された通知（259ページ）

通知の設定
Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、IPテレフォニー、TelePresence環境、IPファブリック
で発生するイベントに応答し、イベントやアラーム情報が表示されます。

イベントやアラームは、アラームやイベントのブラウザなど、Cisco Prime Collaboration Assurance
ダッシュボードで確認できます。また、他のホストのSNMPトラップ収集装置、syslog収集装
置、およびユーザにイベントに関する情報を転送するように通知を設定することもできます。

通知は、デバイスのコンポーネントではなく、デバイスのロールごとにイベントを監視しま

す。サポートされているイベントとアラームの一覧については、「Prime Collaborationでサポー
トされているアラームとイベント」を参照してください。

各アラームに対して Cisco Prime Collaboration Assuranceは、アラーム、デバイス、重大度、状
態を通知が設定されたグループと比較し、一致する場合には通知を送信します。ユーザが設定

したアラームセットと通知基準によって一致を決定することができます通知条件を設定する手

順については、デバイス通知グループの追加を参照してください。

次の表には、重大度の値と、アラームの状態が時間の経過によってどのように変化するのか示

されています。
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通知で送信するイベントの重大度は、Cisco Prime Collaboration Assuranceのデフォルト値から
ユーザ定義の値に変更できます。

この表には、アラーム、イベントの重大度、ステータスが示されています。

表 39 :アラームとイベントの重大度とステータス

アラームイベント

重大度

•クリティカル（Critical）•クリティカル

。 •メジャー
•メジャー(Major)

•マイナー
•マイナー(Minor)

•警告
•警告

。
•クリア

•情報：イベントがクリアされると、重大
度は情報に変更されます。一部のイベン

トは、デフォルトで、重大度が

[Informational]になっています。

ステータス（Status）

•認識：ユーザは手動でアラームを認識さ
せています。ユーザは、アクティブなイ

ベントにだけ確認応答を実行できます。

•アクティブ -イベントはライブです。

•クリア：イベントはアクティブではあり
ません。

•クリア -アラームはアクティブではあり
ません。

•アクティブ -アラームはライブです。

• User Cleared

（注）

通知グループ
通知グループは、通知の生成と送信に関するユーザ定義のルールのセットです。

次の表は、通知先グループの内容について説明しています。
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表 40 :通知グループ

説明項目

通知が生成される理由の名前付きのセット。通知基準

送信する通知のタイプ。SNMPトラップ、電
子メール、または syslogです。

通知タイプ

SNMPトラップ、syslogメッセージ、または電
子メールアドレスをリスニングするシステム

のホスト名とポート。

通知の受信者

Cisco Prime Collaboration Assuranceが通知を送
信するイベントを監視しているときに、この

サブスクリプションを利用すべき時間です。

毎日の登録アクティビティ期間

通知基準
通知基準は、通知を送信するための監視対象項目を定義したものです。通知基準は、デバイス

または電話、および特定の重大度とステータスを持つイベントのユーザ定義のセットに名前を

付けたものです。通知グループを設定するには、通知基準を指定する必要があります。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、デバイスベースの通知条件をサポートします。次の表
には、デバイスベースの通知条件が示されています。

表 41 :通知基準

説明項目

モニタするデバイス、デバイスグループ、ま

たはクラスタ。

デバイス

(オプション)。モニタする1つ以上のアラーム
グループ。特定のアラームに制限された通知

を参照してください。

アラームセット

複数のアラーム重大度レベルおよびステータ

ス。

アラームの重大度とステータス

また、通知名や、通知によって表示される、特定のアラームに制限された通知デバイスベース

イベントの重大度もカスタマイズできます。
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通知の種類
Cisco Prime Collaboration Assuranceは、SNMPトラップ、電子メール、syslogという 3つのタイ
プの通知を提供します。通知グループを設定するときには、送信する 1つ以上の通知タイプ
と、各タイプの通知の受信者を指定する必要があります。

次の表には、通知のタイプが示されています。

表 42 :通知タイプ

説明タイプ

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、アラー
ムとイベントに関するトラップを生成し、ト

ラップの受信者に通知を送信します。これら

のトラップは、Cisco Prime Collaboration
Assuranceサーバによって生成されたイベント
とアラームに基づきます。トラップメッセー

ジの形式は、CISCO-EPM-NOTIFICATION-MIB
で定義されています。

SNMPトラップ通知の使用は、Cisco Prime
Collaboration Assuranceによって処理される前
に、rawトラップを別のサーバに転送すること
ではありません。

Cisco Prime Collaboration Assurance
は、ポーリングと受信のため、SNMP
バージョン1（SNMPv1）とSNMPv2
トラップをサポートします。Cisco
Prime Collaboration Assuranceは、ト
ラップをSNMPv2トラップとして転
送します。ただし、Cisco Prime
Collaboration Assuranceでは、
SNMPv3のトラップ処理はサポート
していません。

（注）

MIB OIDと、アラームやイベント用として
Cisco Prime Collaboration Assuranceによって割
り当てられる適切な値とのマッピングの詳細

については、SNMPトラップ通知を参照して
ください。

SNMPトラップ通知
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説明タイプ

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、アラー
ム情報を含む電子メールメッセージを生成し

ます。電子メールの登録を作成するときには、

サブジェクト行だけを含めるか、電子メール

メッセージ全体を含めるかを選択できます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceを
Enterpriseモードでインストールした
場合は、件名で次のフォーマットを

使用した電子メール通知を受け取り

ます。

（注）

電子メール通知

[PC-ALERT-CLUSTERNAME] DEVICE IP : EVENTNAME : SEVERITY.

例： [PC-ALERT-#CPCM-Ent-Cluster#]50.0.50.230:Gatekeeper Registration Failure:CRITICAL

クラスタ名またはデバイス IPがない場合は、空白である場合があります。

NAT環境では、デバイスのプライベート IPア
ドレスも表示されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモー
ドでインストールした場合、デバイスが属し

ているカスタマーを参照することができます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、リモー
トシステムの syslogデーモンに転送可能なア
ラーム用の syslogメッセージを生成します。

NAT環境では、デバイスのプライベート IPア
ドレスも表示されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモー
ドでインストールした場合、デバイスが属し

ているカスタマーを参照することができます。

Syslogメッセージのサンプルと説明について
は、syslog通知を参照してください。

Syslog通知

SNMPトラップ通知
アラームまたはイベントがCisco Prime Collaboration Assuranceサーバで受信されると、そのサー
バは CISCO-EPM-NOTIFICATION-MIBに定義されたトラップ形式に変換されます。他のMIB
オブジェクトはサポートされていません。すべてのトラップレシーバは、同じトラップフォー

マットの同じトラップを受信します。

CISCO-EPM-NOTIFICATION-MIBは、Cisco.comからダウンロードできます。
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次の表に、MIB OIDとその対応値を、Cisco Prime Collaboration Assuranceによってアラームの
ために割り当てられるものを示します。

表 43 : CISCO-EPM-NOTIFICATION-MIBアラーム概要

トラップフォワーダの

内容（EPM MIB）

Prime
Collaboration
のアラーム

タイプOIDトラップフィー

ルド名

MIB index-Unsigned321.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.1cenAlarmIndex

このMIBのバージョン
です。バージョン文字列

は、メジャーバージョ

ン.マイナーバージョン
の形式です。

必ず 9.0に設
定します。

（注）

-SnmpAdmin
文字列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.2cenAlarmVersion

アラームがトリガーされ

た時刻です。

タイムスタ

ンプ

タイムスタン

プ

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.3cenAlarmTimestamp

アラームが最後に変更さ

れた時刻です。

lastmodified
のタイムス

タンプ

タイムスタン

プ

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.4cenAlarmUpdated

タイムスタンプ

Cisco Prime Collaboration
Assuranceによって生成
された一意のアラーム

IDです。

IDSnmpAdmin
文字列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.5cenAlarmInstanceID

アラームがアクティブで

あるか（1）、クリアさ
れたか（2）を示しま
す。

lastcleartimeInteger321.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.6cenAlarmStatus

アラームに関する簡単な

説明です。

• 1-Active
• 2-Cleared

lastcleartimeSnmpAdmin
文字列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.7cenAlarmStatus
定義

アラームタイプは直接

（2）です。
-整数1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.8cenAlarmType

アラームのカテゴリ。整

数値として表示されま

す。

カテゴリInteger321.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.9cenAlarmCategory
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AlarmCategoryを文字で
表したものです（番号、

説明）です。

• 3,Endpoint：すべて
のエンドポイントの

ハードウェアア

ラーム（ペリフェラ

ルエラー）です。

• 4,Network Devices：
すべてのネットワー

クデバイスのハー

ドウェアアラーム

（インターフェイス

エラー）です。

• 5,Service
Infrastructure：コー
ルおよび会議制御

（Cisco Unified CM
および VCS）、管
理（ TMS）、マル
チポイントスイッ

チ（CTMS）、およ
びマルチポイント

コントロールユ

ニット（TPS、
MCU）のアラー
ム。

• 6,Conference：エン
ドポイントのアラー

ム（会議の一部）、

およびネットワーク

のアラーム（ジッ

ター、遅延、または

ドロップ）。

カテゴリSnmpAdmin
文字列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.10cenAlarmCategory

定義

このトラップを生成して

いるサーバが到達可能な

インターネットアドレ

スのタイプです。この値

は、IPv4管理の場合は
1に設定されます。

-InetAddress
タイプ

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.11cenAlarmServer

AddressType

Cisco Prime Collaboration
Assurance IPアドレスで
す。

-InetAddress1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.12cenAlarmServer

アドレス
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、Cisco VCSなどのソー
スのエンティティタイ

プです。

SourceSnmpAdmin
文字列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.13cenAlarmManaged
ObjectClass

管理対象デバイスが到達

可能なインターネット

アドレスのタイプです。

この値は、IPv4管理の
場合は 1に設定されま
す。

ソースInetAddress
タイプ

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.14cenAlarmManaged
ObjectAddressType

管理対象オブジェクトの

IPアドレスです。
ソースInetAddress1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.15cenAlarmManaged

ObjectAddress

アラームの詳細です。説明OctetString1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.16cenAlarmDescription

アラームの重大度を整数

値で示します。有効な整

数は、0-7です。

重大度Integer321.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.17cenAlarmSeverity

アラームの重大度を文字

列で表したもの（番号、

説明）です。

• 0,critical
• 1,major
• 2,minor
• 3,warning
• 4,info
• 5,normal
• 6,unknown
• 7,cleared

重大度OctetString1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.18cenAlarmSeverity

定義

未使用です。-Integer321.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.19cenAlarmTriageValue

このアラームの原因と

なったイベント IDのリ
ストです。

-OctetString1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.20cenEventIDList

このアラームが認知され

たかどうかを示します。

isacknowledgedSnmpAdmin
文字列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.21cenUserMessage1
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アラームの以前の重大

度。例として、会議の実

行中に「メジャー」ア

ラームがトリガーされた

場合を考えます。会議が

完了すると、会議アラー

ムが自動的にクリアされ

ます。この会議における

アラームの直前の重大度

は「メジャー」であるた

め、この場合は [メ
ジャー（Major）]と表示
されます。

以前の重大

度

SnmpAdmin
文字列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.22cenUserMessage2

未使用です。-SnmpAdmin
文字列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.23cenUserMessage3

2：アラート。このト
ラップは、アラーム通知

であるかイベント通知で

あるかを示します。

-整数1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.24cenAlarmMode

未使用です。-Unsigned321.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.25cenPartitionNumber

未使用です。-SnmpAdmin
文字列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.26cenPartitionName

Enterpriseモードでは、
Cisco Prime Collaboration
Assuranceの通知ユーザ
インターフェイスに入力

された顧客 IDの詳細が
表示されます。

MSPモードでは、顧客
名が表示されます。

owneridSnmpAdmin
文字列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.27cenCustomer

ID

未使用です。-SnmpAdmin
文字列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.28cenCustomer

改定
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Cisco Prime Collaboration
Assuranceによって割り
当てられた一意のアラー

ム IDです。割り当てら
れているアラーム IDに
ついては、「Cisco Prime
Collaboration Assurance
でサポートされているア

ラームとイベント」の表

を参照してください。

idSnmpAdmin
文字列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.29cenAlertID

次の表に、MIB OIDとその対応値を、Cisco Prime Collaboration Assuranceによってイベントの
ために割り当てられるものを示します。

表 44 : CISCO-EPM-NOTIFICATION-MIBイベント概要

トラップフォワーダの

内容（EPM MIB）

Prime
Collaboration
イベント

タイプOIDトラップフィー

ルド名

MIB index-Unsigned321.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.1cenAlarmIndex

このMIBのバージョン
です。バージョン文字

列は、メジャーバー

ジョン.マイナーバー
ジョンの形式です。

必ず 9.0に設
定します。

（注）

-SnmpAdmin文字
列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.2cenAlarmVersion

イベントがトリガーさ

れた時刻です。

タイムスタ

ンプ

タイムスタンプ1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.3cenAlarmTimestamp

未使用です。-タイムスタンプ1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.4cenAlarmUpdatedTimestamp

Cisco Prime
Collaboration Assurance
によって生成された一

意のイベント IDです。

IDSnmpAdmin文字
列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.5cenAlarmInstanceID

未使用です。-Integer321.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.6cenAlarmStatus

未使用です。-SnmpAdmin文字
列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.7cenAlarmStatus定
義

イベントタイプは直接

（2）です。
-整数1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.8cenAlarmType
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イベントのカテゴリで

す。整数値として表示

されます。

カテゴリInteger321.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.9cenAlarmCategory

AlarmCategoryを文字で
表したものです（番

号、説明）です。

• 3,Endpoint：すべて
のエンドポイント

のハードウェアイ

ベント（ペリフェ

ラルエラー）。

• 4,Network
Devices：すべての
ネットワークデバ

イスのハードウェ

アイベント（イン

ターフェイスエ

ラー）。

• 5,Service
Infrastructure：コー
ルおよび会議制御

（Cisco Unified CM
およびVCS）、管
理（TMS）、マル
チポイントスイッ

チ（CTMS）、お
よびマルチポイン

トコントロール

ユニット（TPS、
MCU）のイベン
ト。

• 6,Conference：エン
ドポイントのイベ

ント（会議の一

部）、およびネッ

トワークのイベン

ト（ジッター、遅

延、またはドロッ

プ）。

カテゴリSnmpAdmin文字
列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.10cenAlarmCategory
定義
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このトラップを生成し

ているサーバが到達可

能なインターネットア

ドレスのタイプです。

この値は、IPv4管理の
場合は 1に設定されま
す。

-InetAddressタイプ1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.11cenAlarmServer
AddressType

Prime Collaborationの
IPアドレスです。

-InetAddress1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.12cenAlarmServerア
ドレス

CTS、Cisco VCSなどの
ソースのエンティティ

タイプ。

SourceSnmpAdmin文字
列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.13cenAlarmManaged
ObjectClass

管理対象デバイスが到

達可能なインターネッ

トアドレスのタイプで

す。この値は、IPv4管
理の場合は 1に設定さ
れます。

ソースInetAddressタイプ1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.14cenAlarmManaged
ObjectAddressType

管理対象オブジェクト

の IPアドレスです。
ソースInetAddress1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.15cenAlarmManaged

ObjectAddress

イベントの詳細です。説明OctetString1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.16cenAlarmDescription

イベントの重大度を整

数値で示します。有効

な整数は、0-7です。

重大度Integer321.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.17cenAlarmSeverity

アラームの重大度を文

字列で表したもの（番

号、説明）です。

• 0,critical
• 1,major
• 2,minor
• 3,warning
• 4,info
• 5,normal
• 6,unknown
• 7,cleared

重大度OctetString1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.18cenAlarmSeverity
Definition

未使用です。-Integer321.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.19cenAlarmTriageValue

未使用です。-OctetString1.3.6.1.4.1.9.9.3111.1.2.1.20cenEventIDList

未使用です。-SnmpAdmin文字
列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.21cenUserMessage1
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未使用です。-SnmpAdmin文字
列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.22cenUserMessage2

未使用です。-SnmpAdmin文字
列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.23cenUserMessage3

3-eventこのトラップ
は、アラーム通知であ

るかイベント通知であ

るかを示します。

-整数1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.24cenAlarmMode

未使用です。-Unsigned321.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.25cenPartitionNumber

未使用です。-SnmpAdmin文字
列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.26cenPartitionName

未使用です。-SnmpAdmin文字
列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.27cenCustomer ID

未使用です。-SnmpAdmin文字
列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.28cenCustomerRevision

未使用です。-SnmpAdmin文字
列

1.3.6.1.4.1.9.9.311.1.1.2.1.29cenAlertID

SMTPサーバの設定
SMTPサーバ名と送信者AAA電子メールアドレスを、[アラームとイベントの電子メール設定
（E-mail Setup for Alarms & Events）]ページ（[アラームとレポートの管理（Alarm & Report
Administration）]、 > [アラームとイベントの電子メール設定（E-mail Setup for Alarms &
Events）]）で指定することで、アラームの電子メール通知を送受信するように SMTPサーバ
を設定することができます。[Sender AAA E-mail Address]フィールドの値は、多数のサーバが
ある場合に、電子メールを受信したサーバを特定するのに便利です。

syslog通知
syslogメッセージは 1,024文字までに制限されています（見出しを含む）。この syslogの制限
のため、syslogベースのイベントの詳細には完全な情報が含まれない可能性があります。syslog
メッセージがこの制限を超えた場合、syslogの送信側によって1,024文字に切り捨てられます。

Cisco Prime Collaboration Assurance serverがアラームを送信する際に生成する syslogメッセージ
の例を、次に示します。

Local7.Emerg 10.78.110.27 Feb 19 14:42:49 pcollab-44798 pc798:%local7-0-ALARM:

14$Description=デバイスの温度または温度は通常の動作範囲外です。Out37 イベントが生成されると、通常は、

ファン、電源、電源も表示されます。または温度イベン

ト::Status=1,active^Critical^Acknowledged=no^AlarmURL=https://10.78.110.27/emsam/index.html
#pageId=com_cisco_ifm_web_page_alarms&queryParams=Id%3D84837&forceLoad=true^Device Work
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Center=
https://10.78.110.27/emsam/index.html#pageId=com_cisco_emsam_page_inventory&deviceId=3681728

^CUSTOMER=customer2/CU44/2,324]。デフォルト アラーム名=Out324^Managed

Object=150.50.3.2^Managed Object Type=Router^MODE=2;アラーム
ID=84837^Component=150.50.3.2/8<000&<000>

次の表では、上記の例に基づいて syslog通知パラメータを説明します。

表 45 : syslog通知の説明

説明パラメータ

Syslogが生成された Cisco Prime Collaboration
Assuranceサーバの IPアドレスとホスト名

Local7.Emerg 10.78.110.27 Feb 19 14:42:49
pcollab-44798 pcollab-44798

• Syslog Facilityデータ：%local7
•重要度：0-深刻、1-重大、2-やや重大、お
よび 3-警告

•タイプはアラーム

%local7-0-ALARM

暦年14

アラームの説明説明

アラームのステータス：1はアクティブ、2は
解除済み

ステータス = 1、アクティブ

アラームの重大度Severity

アラームが受信確認されているかどうかを示

します

承認済み

[アラーム（Alarm）]ページを起動する URLAlarmURL

[インベントリ管理（Inventory Management）]
ページを起動する URL

Inventory Management

conferencealarmの場合、[会議診断（Conference
Diagnostics）]ページを起動する URL

CONFERENCEDIAGNOSTICS

通知の設定中に定義された顧客 IDカスタマー

通知の設定中に定義された顧客リビジョンCUSTREV

アラーム名デフォルトアラーム名

アラームが発生したデバイスの IPアドレスま
たはホスト名

管理対象オブジェクト

デバイスタイプ（ルータ、エンドポイントな

ど）

管理対象オブジェクトタイプ
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説明パラメータ

Syslogメッセージがアラーム (2)であるかどう
かを示します

モード

アラームの固有 IDアラーム ID（Alarm ID）

アラームが発生したデバイスコンポーネントコンポーネント

特定のアラームに制限された通知
場合によっては、Cisco Prime Collaboration Assuranceが監視する一部のアラームのみで、通知
を送信する必要があります。目的のアラームは、通知基準を定義するときに、次のように設定

することができます。

•デバイスベースの通知基準ごとに、1つのアラームセットを指定します。アラームセット
は必要なだけ作成することができます。

アラームセットは、次の目的に使用できます。

• Cisco Prime Collaboration Assurance通知が監視するアラーム数を制限します。アラームセッ
トを使用しない場合、Cisco Prime Collaboration Assurance通知はすべてのアラームを監視
し、通知を送信するかどうか判断します。

•異なる複数の宛先に送信する通知の集約。たとえば、次の各目的で個別のアラームセット
を作成することができます。

•特定の個人または部署に送信される電子メール通知を特定のアラームに関するものだ
けにして、量を制限する。

•特定のアラームの発生をすべて syslogに書き込む。

•特定のアラームが発生した場合に SNMPトラップを送信する。

デバイスベースの通知基準を作成する場合は、基準の 1つとして 1つのアラームセットを含め
る必要があります。デフォルトのアラームセット「All」には、すべてのアラームが含まれて
います。

アラームセットの追加

通知を設定できるアラームセットを作成できます。

アラームセットを追加および編集するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [通知の設定（Notification Setup）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合
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移行方法 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [通知のセットアップ
（Notification Setup）]

ステップ 2 [カスタム通知（Custom Notification）]をクリックして、詳細を入力します。

複数のアラームを持つアラームセットを作成する場合、複数の検索基準を使用する必要がある場

合があります。このような状況では、[+]アイコンを使用して複数の検索基準を入力する [Advanced
Filtering]オプションを使用し、[Match]に [Any]を選択する必要があります。[クイックフィルタ
（Quick Filter）]オプションは、思うように動作しない場合があります。

（注）

既存のアラームセットにアラームを追加する場合は、フィルタリングによって元のアラームの

セットが上書きされるのを避けるために、フィルタを使用してアラームを検索しないでください。

（注）

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックし、必要な情報を指定します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックして変更内容を保存します。

デバイス通知グループの追加

デバイス通知先グループを追加および編集するには、次の手順を実行します。

既存の通知グループをテンプレートとして使用し、新しい通知グループを作成することもでき

ます。

（注）

ステップ 1 選択 [通知のセットアップ（Notification Setup）][保証通知基準（Assurance Notification Criteria）]を選択
します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

選択 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [通知のセットアップ（Notification
Setup）][カスタム通知（Custom Notification）]を選択します。

ステップ 2 [Add]をクリックして、新しい基準を追加します。

ステップ 3 [新しいデバイスベースの条件（New Device-Based Criterion）]ウィザードで、[一般情報の定義（Define
General Information）]ページに次の情報を追加します。

展開モードに基づいて、ドメイン固有または顧客固有のデバイス通知先グループを作成できます。[新し
いデバイスベースの条件（New Device-Based Criterion）]ウィザードで、必要な詳細を入力し、[ドメイン
に関連付け（Associate to Domain）]ドロップダウンリストからドメインを選択するか、[顧客（Customer）]
ドロップダウンリストからドメインを選択します。

スーパー管理者はすべてのドメインにアクセスでき、1つのドメインまたはすべてのドメインの
通知グループを作成できます。

（注）

ステップ 4 [Next]をクリックします。
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[Select Devices/Device Groups]ペインが表示されます。

このチェックボックスをオンにすると、すべてのグループに追加された新しいデバイスが、自動的にそ

のグループの一部になり、Cisco Prime Collaboration Assuranceにデバイスが追加または削除されると、通
知基準からも追加または削除されます。このような動作は、該当のデバイスが属するデバイスグループ

が通知基準に含まれている場合に発生します。

通知基準に含まれるすべてのデバイスグループでデバイスのスタティックなリストを保持する場合は、

オフにします。

ステップ 5 [Add]をクリックします。

ステップ 6 [デバイス/デバイスグループの選択（Select Device/Device Groups）]ウィンドウで、[すべてのデバイスを
含める（Include all Devices）]または [デバイスの選択（Select Devices）]のラジオボタンをクリックしま
す。

[すべてのデバイスを含める（Include all Devices）]オプションを選択した場合は、デバイスグループフォ
ルダを展開して、1つまたは複数のデバイス、デバイスグループ、またはクラスタを選択します。

[デバイスの選択（Select Devices）]オプションを選択した場合は、デバイスグループフォルダを展開
し、1つまたは複数のデバイス、デバイスグループ、またはクラスタのチェックボックスをオンにしま
す。

クラスタレベルの電子メール通知を追加する場合は、[インフラストラクチャ（Infrastructure）]>
[UCMクラスタ（UCM Clusters）]デバイスグループフォルダに一覧表示されているクラスタ
とクラスタ ID内のすべてのノードのリストから、クラスタ IDを選択する必要があります。

（注）

デバイスグループを選択した場合、[最新情報をグループメンバーシップに含める（Include updates to the
group membership）]チェックボックスをオンにした場合に限り、Cisco Prime Collaboration Assuranceから
デバイスが追加または削除された時に、通知基準最新の状態に保たれます。すべてのグループに追加さ

れた新しいデバイスは、自動的にそのグループの一部になります

ステップ 7 [Next（次へ）]をクリックします。

ステップ 8 [通知先の設定（Set up Destination）]ペインで、必要な情報を追加します。

ステップ 9 [Next]をクリックします。

ステップ 10 概要情報を確認し、[Save]をクリックします。

デバイス通知グループを保存すると、[新しいデバイスベースの条件（New Device-Based Criterion）]ウィ
ザードで入力した詳細情報が、[Assurance通知基準（Assurance Notification Criteria）]ページに表示されま
す。[顧客（Customer）]列に、通知先グループが所属する顧客が示されます。
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[一般情報（General Information）]フィールドの説明
次の表で、[一般情報（General Information）]ウィンドウのフィールドを説明します。

表 46 :一般的情報の追加

説明グラフィカルユーザインターフェイスの要素

通知基準の名前を入力します。[Criterion Name]フィールド

適切な識別情報を入力します。このフィール

ドが空白のままの場合は、電子メール通知と

syslog通知では空白が表示されます。

SNMPトラップ通知では、次のように表示さ
れます。

顧客ID: -

[Customer Identification]フィールド

適切な識別情報を入力します。このフィール

ドが空白のままの場合は、電子メール通知と

syslog通知では空白が表示されます。

SNMPトラップ通知では、次のように表示さ
れます。

顧客リビジョン:*

[Customer Revision]フィールド

次のいずれかを選択します。[Alarm Set Type]リストボックス

オフのままにするか、次の 1つまたは複数を
オンにします。

•深刻

•やや重大

•比較的重大でない

•警告

[Alarm Severity]チェックボックス

オフのままにするか、次の 1つまたは複数を
オンにします。

• Active

• Acknowledged

• Cleared

• User Cleared

[Alarm Status]チェックボックス
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説明グラフィカルユーザインターフェイスの要素

通知グループが常にアクティブになるように

スケジュールするには、[Always]オプション
ボタンをクリックします。

通知グループをアクティブにする時間帯を選

択します。

• [From: HH:MM]：登録がアクティブにな
る時間および分を選択します。

• [To: HH:MM]：登録がアクティブな期間
の最後の時間および分を選択します。

デフォルトでは、これらの値は 00:00から
00:00までで、登録は24時間アクティブになっ
ています。

たとえば、あるシフトでは電子メール通知を

送信し、別のシフトでは送信しないようにす

る場合にこのフィールドを使用します。

OperationInterval

通知先フィールドの説明を設定

次の表に、[通知先の設定（Set up Destinations）]ページのフィールドについて説明します。

表 47 :通知先の設定

説明グラフィカルユーザインターフェイスの要素

オンにすると、通知に URLが含まれます。
ユーザはそのURLを使用して、関連する詳細
な情報を確認するためのページを Cisco Prime
Collaboration Assuranceで直接開くことができ
ます。

通知から URLを省略する場合はオフにしま
す。

[Include Link to Notification Details]チェックボッ
クス
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説明グラフィカルユーザインターフェイスの要素

該当の登録に含める登録タイプを一度に 1つ
ずつ選択し、データを入力します。

• [トラップ（Trap）]：トラップサブスク
リプションタイプのフィールドにデータ

を入力します。

• [E-Mail]：[E-Mail Subscription Type]フィー
ルドにデータを入力します。

• [Syslog（Syslog）]：Syslogサブスクリプ
ションタイプのフィールドにデータを入

力します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、[サブ
スクリプション:概要（Subscription:
Summary）]ページの [完了（Finish）]をクリッ
クするまで、入力したデータが保存されませ

ん。[サブスクリプション:概要（Subscription:
Summary）]ページに移動するには、[次へ
（Next）]をクリックします。

[Subscription Type]オプションボタン

[Trap Subscription Type]フィールド

ホストの IPアドレスまたは完全修飾ドメイン
名（FQDN）を入力します。

[IP Address/Fully Qualified Domain Name]編集
可能カラム

ホストがトラップを受信できるポート番号を

入力します。有効なポートの値は、0～65,535
です。デフォルトのポート番号 162を入力す
ることもできます。

[Port]編集可能カラム

（任意）コメントを入力します。[Comments]編集可能カラム

[E-Mail Subscription Type]フィールド
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説明グラフィカルユーザインターフェイスの要素

Simple Mail Transfer Protocol（SMTP）サーバ
の完全修飾 DNS名または IPアドレスを入力
します（デフォルトの SMTPサーバの名前が
すでに表示されている場合もあります）。

既存の登録によって使用されているデフォル

ト以外の任意のSMTPサーバを選択するには、
SMTP Serversボタンをクリックします。

デフォルトの SMTPサーバの設定方法につい
ては、「システム環境設定を使用してシステ

ム全体のパラメータを設定する」を参照して

ください。

[SMTP Server]フィールド

通知の送信元の電子メールアドレスを入力し

ます。送信者の電子メールサービスが指定し

た SMTPサーバでホスティングされている場
合は、ユーザ名だけを入力します。ドメイン

名を入力する必要はありません。

[Sender Address]フィールド

通知の送信先となる 1つ以上の電子メールア
ドレスを入力します。複数のアドレスはカン

マまたはセミコロンで区切ります。

受信者の電子メールサービスが指定したSMTP
サーバでホスティングされている場合は、ユー

ザ名だけを入力します。ドメイン名を入力す

る必要はありません。

[Recipient Address(es)]フィールド

電子メールメッセージにサブジェクトだけを

含める場合はオンにします。

詳細な電子メールメッセージを送信する場合

はオフにします（デフォルト）。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以降
の場合

件名を含む電子メール通知は、次の

形式で送信されます。

（注）

[Send Recipient(s) Subject Only]チェックボック
ス

[PC-ALERT-CLUSTERNAME] DEVICE IP : EVENTNAME : SEVERITY.

例： [PC-ALERT-CPCM-Ent-Cluster]50.0.50.230:Gatekeeper Registration Failure:CRITICAL

CLUSTERNAMEは、Unified Communications Managerと Cisco VCSのみの件名の欄に含まれて
います。他のすべてのデバイスタイプで、CLUSTERNAMEは空のままになります。

DEVICE IPまたは CLUSTERNAMEが利用できない場合は、空のままになります。
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説明グラフィカルユーザインターフェイスの要素

[Syslog Subscription Type]フィールド

ホストの IPアドレスまたは完全修飾ドメイン
名（FQDN）を入力します。

[IP Address/Fully Qualified Domain Name]編集
可能カラム

syslogデーモンがリスニングを行うポート番
号を入力します。有効なポートの値は、0～
65,535です。デフォルトのポート番号 514を
入力することもできます。

リモートシステム（ホスト名）の syslogデー
モンが指定したポートでリスニングを行うよ

うに設定しておく必要があります。

[Port]編集可能カラム

（任意）コメントを含めます。[Comments]編集可能カラム
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第 17 章

しきい値ルールの設定

このセクションでは、次の点について説明します。

•しきい値ルールの設定（267ページ）
•しきい値ルール（267ページ）
• TelePresenceエンドポイントしきい値の設定—デバイスレベル（270ページ）
• TelePresenceエンドポイントしきい値の設定—グローバル（271ページ）
•会議のトラブルシュートに使用するしきい値の設定（272ページ）
• TelePresenceエンドポイントの自動トラブルシューティングを有効化する（273ページ）
•デバイスプールのしきい値の概要（273ページ）
•デバイスプールしきい値の編集（275ページ）
•音声通話グレード設定の概要（276ページ）
• Dynamic Syslogの追加（276ページ）
•相関ルール（279ページ）
•カスタムアラートの作成（283ページ）
• System（286ページ）

しきい値ルールの設定
このセクションでは、ビジネスニーズに合わせてアラームやイベントをカスタマイズする方法

について説明します。

しきい値ルール
特定のパラメータが事前に定義されたしきい値を超えた場合、イベントを生成するようにデバ

イスを設定できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

次で設定を実行できます。 [アラームおよびレポートの管理（Alarm&ReportAdministration）]>
[イベントのカスタマイズ（Event Customization）] > [しきい値ルール（Threshold Rules）]。
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しきい値ルールのページには、[Basic]と [Advanced]の 2つのタブがあります。[Basic]タブに
は、Cisco Prime Collaboration Assuranceで生成または抑制できるインラインイベントが一覧表
示されています。

[Advanced]タブには有効なイベントがすべて表示され、ユーザはカスタムイベントを作成する
こともできます。カスタムイベントを作成するには [Add Event]をクリックし、ドロップダウ
ンからクラスタまたはデバイスを選択し、必要な詳細情報を入力して [Save]をクリックしま
す。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以降の場合

これらの両方のタブに表示される各イベントに対して、イベントを展開して [Custom Rule]を
クリックすると、カスタムのしきい値を追加または編集することができます。[Basic]タブで
は、選択したデバイスタイプに基づきしきい値のみを作成できますが、[Advanced]タブでは、
アラートのスケジューリング、設定の頻度、重大度など、作成したしきい値にルールを設定す

ることもできます。カスタムのしきい値ルールはデバイスレベルまたはデバイスタイプレベ

ルで追加、編集、削除できます。すべてのデバイスに適用する変更の場合は、[Apply for All
Devices]チェックボックスをオンにしてください。

[Basic]タブおよび [Advanced]タブの両方で、[電子メールのメモ（Notes for Email）]用のイベ
ントに関する追加情報を追加でき、メモは 1000文字以内で作成します。また、[編集（Edit）]
や [削除（Delete）]のリンクを使用して、[電子メールのメモ（Notes for Email）]を編集または
削除することもできます。メモを編集する場合は、少なくとも 1文字を [電子メール用メモ
（Notes for Email）]に残しておきます。この追加情報は、通知として電子メールで送信されま
す。

ドル（$）、縦線（|）、チルダ（~）などの特殊文字を [電子メールのメモ（Notes for Email）]
に追加することは推奨されていません。

[Advanced]タブで [Custom Rule]をクリックすると、[Add Alert Settings]ページが表示されま
す。[デバイスタイプ（Device Type）]、[クラスタ（Cluster）]を選択して [次へ（Next）]を
クリックします。[Add Threshold Rules]タブに必要な詳細情報を入力して [Save]をクリックし
ます。

イベントとしきい値の追加だけではなく、次の表に記載されている処理も実行できます。

AdvancedBasicアクション
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はい

名前のチェックボックスをオ

ンにする—すべてのイベント
を選択するか、選択するイベ

ントのチェックボックスをオ

ンにして、[重大度の変更
（Change Severity）]をクリッ
クします。

[Custom Rule]オプションを使
用してカスタムしきい値の重

大度を変更することも、[Edit
Threshold]オプションを使用し
てカスタムイベントの重大度

を変更することもできます。

はい

名前のチェックボックスをオ

ンにする—すべてのイベント
を選択するか、選択するイベ

ントのチェックボックスをオ

ンにして、[重大度の変更
（Change Severity）]をクリッ
クします。

重大度の変更

はい

名前のチェックボックスをオ

ンにする—すべてのイベント
を選択するか、選択するイベ

ントのチェックボックスをオ

ンにして、[生成（Raise）]ま
たは [抑制（Suppress）]をク
リックします。

はい

名前のチェックボックスをオ

ンにする—すべてのイベント
を選択するか、選択するイベ

ントのチェックボックスをオ

ンにして、[生成（Raise）]ま
たは [抑制（Suppress）]をク
リックします。

イベントの生成または抑制

はい

イベントを展開してしきい値

を選択し、ドロップダウンか

ら [生成（Raise）]、[抑制
（Suppress）]、または [条件付
き（Conditional）]を選択しま
す。

はい

イベントを展開してしきい値

を選択し、ドロップダウンか

ら [生成（Raise）]または [抑
制（Suppress）]を選択しま
す。

しきい値の生成または抑制

はい

しきい値を編集またはリセッ

トするには、イベントを展開

してしきい値の設定を編集

し、[Save Changes]をクリッ
クします。

削除できるのはカスタムのし

きい値のみです。しきい値を

削除するには、イベントを展

開して、しきい値を選択し、

[Delete]をクリックします。

いいえ

しきい値の設定は編集または

リセットできますが、削除は

できません。

しきい値を編集またはリセッ

トするには、イベントを展開

してしきい値の設定を編集

し、[Save Changes]をクリッ
クします。

既存のしきい値の編集、リ

セット、および削除
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はい

イベントを展開し、設定を編

集して [Save]をクリックしま
す。

削除できるのはカスタムイベ

ントのみです。イベントを削

除するには、チェックボック

スをオンにして [Delete]をク
リックします。

いいえイベントの編集または削除

はい

[クローン（Clone）]をクリッ
クして詳細を入力し、[保存
（Save）]をクリックします。

複製オプションは、

CVPおよび Unified
CCEデバイスに対し
てのみ使用できま

す。このオプション

は、Communication
Manager、Media
Sense、IM and
Presence、Finesseな
どの他のデバイスタ

イプのイベントにつ

いては無効です。

（注）

いいえイベントの複製

TelePresenceエンドポイントしきい値の設定—デバイス
レベル

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以前の場合

しきい値をグローバルレベルで適用しない場合は、次の手順を実行して、デバイスレベルで

Cisco TelePresenceエンドポイントのしきい値を設定します。

ステップ 1 選択 [アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [イベントのカスタマイズ（Event
Customization）] > [しきい値ルール（Threshold Rules）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合
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移行方法 [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [イベントのカスタマイズ
（Event Customization）] > [しきい値ルール（Threshold Rules）]。

ステップ 2 [基本（Basic）]タブで、[ジッター（Jitter）]、[パケット損失（Packet loss）]、[遅延イベント（Latency
event）]を展開し、しきい値を [やや重大（Minor）]、[重大（Major）]、[深刻（Critical）]に変更します。

イベントを発生させる、または抑制するオプションもあります。

ステップ 3 [保存の変更（Save Changes）]をクリックします。

あるデバイスタイプのすべてのデバイスに変更を適用することも、選択したデバイスに変更を適用するこ

ともできます。これを行うには、[カスタムルール（Custom Rule）]をクリックして、デバイスタイプを選
択します。すべてのデバイスに適用するには、この [タイプ（Type）]の [すべてのデバイス（All Devices）]
を選択します。選択したデバイスに変更を適用するには、[デバイスの選択（Select Devices）]をクリック
し、選択するデバイスを選び [保存（Save）]をクリックします。

デバイスを検索するには、[表示（Show）]ドロップダウンリストから [簡易フィルタ（Quick Filter）]を選
択し、そのデバイスのホスト名または IPアドレスを入力します。

TelePresenceエンドポイントしきい値の設定—グローバ
ル

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

しきい値がすべての TelePresenceデバイスの Rxパケット損失、ジッター、遅延用に設定され
た制限を超える場合にように、Cisco Prime Collaboration Assuranceを設定できます。

TelePresenceエンドポイントのしきい値を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [会議パスのしきい値設定（Conference Path
Threshold Settings）]。

ステップ 2 [Rxパケット損失（Rx Packet Loss）]、[平均期間のジッター（Average Period Jitter）]、[DSCP]の値を変更
し、[保存（Save）]をクリックします。

しきい値のポーリング間隔を変更することもできます。値をデフォルトにリセットする場合は、[デフォル
トにリセット（Reset to Default）]をクリックします。

TelePresenceしきい値が定義された値を超える場合、自動トラブルシューティングの開始を有効にすること
ができます。次に進む: [アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [イベントのカスタマイズ
（Event Customization）] > [しきい値ルール（Threshold Rules）][基本（Basic）]タブで、[ジッター
（Jitter）]、[パケット損失（Packet loss）]、[遅延イベント（Latency event）]を展開し、[自動トラブルシュー
ティング（Automatic Troubleshooting）]ドロップダウンリストから [やや重大（Minor）]、[重大（Major）]、
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[深刻（Critical）]を選択します。無効にするには、ドロップダウンリストから [無効（Disabled）]を選択
します。

次のタスク

Cisco TelePresenceエンドポイントをデバイスレベルで設定する方法の詳細については、『Cisco
Prime Collaboration Assuranceガイド - Advanced, 11.x』の「「TelePresenceエンドポイントのし
きい値の設定：デバイスレベル」」セクションを参照してください。

会議のトラブルシュートに使用するしきい値の設定
Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceでしきい値を設定すると、パス内のメトリック違反を表示
したり、すべての TelePresenceデバイスに対し、しきい値が Rxパケット損失、ジッター、ま
たは遅延に対して設定された制限を超えた場合に自動トラブルシューティングを開始したりで

きます。

TelePresenceエンドポイントのしきい値を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [会議パスのしきい値設定
（Conference Path Threshold Settings）]。
[会議パスのしきい値設定（Conference Path Threshold Settings）]ページが表示されます。

ステップ 2 パス統計の吹き出しの色を変更する場合は、[メモリ使用率（Memory Utilization）]と [Rxパケット損失（Rx
Packet Loss）]の値を変更します。

また、パス内の任意のメトリック違反について、[CPU使用率（CPU Utilization）]、[平均期間のジッター
（Average Period Jitter）]、および [DSCP（DSCP）]の値を変更することもできます。すべてのデバイスに
対し、しきい値が [Rxパケット損失（Rx Packet Loss）]、[平均期間のジッター（Average Period Jitter）]、ま
たは [DSCP（DSCP）]に設定された制限を超えると、青色のバッジ情報アイコンが [パスビュー（Path
View）]と [クイックビュー（Quick View）]に表示されます。

ステップ 3 （省略可）ポーリング間隔を変更する場合は、[フロー統計のポーリング間隔（Statistics Polling Interval）]
の値を変更します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

値をデフォルトにリセットする場合は、[デフォルトにリセット（Reset to Default）]をクリックします。
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TelePresenceエンドポイントの自動トラブルシューティ
ングを有効化する

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

次の手順を実行して、しきい値がパケット損失、ジッター、遅延に定義された値を超える場合

に会議の自動トラブルシューティングを有効にします。

手順の概要

1. 選択 [アラーム&レポート管理（Alarm & Report Administration）] > [Event Customization
（イベントのカスタマイズ）] > [しきい値ルール（Threshold Rules）]。

2. [基本（Basic）]タブで、[ジッター（Jitter）]、[パケット損失（Packet loss）]、[遅延イベン
ト（Latency event）]を展開し、[自動トラブルシューティング（Automatic Troubleshooting）]
ドロップダウンリストから [やや重大（Minor）]、[重大（Major）]、[深刻（Critical）]を
選択します。

手順の詳細

ステップ 1 選択 [アラーム&レポート管理（Alarm & Report Administration）] > [Event Customization（イベントのカ
スタマイズ）] > [しきい値ルール（Threshold Rules）]。

ステップ 2 [基本（Basic）]タブで、[ジッター（Jitter）]、[パケット損失（Packet loss）]、[遅延イベント（Latency
event）]を展開し、[自動トラブルシューティング（Automatic Troubleshooting）]ドロップダウンリストか
ら [やや重大（Minor）]、[重大（Major）]、[深刻（Critical）]を選択します。

無効にするには、ドロップダウンリストから[無効（Disabled）]を選択します。

デバイスプールのしきい値の概要
デバイスプールは、デバイスの論理グループです。デバイスプールは、たとえばデバイスが

配置される領域など、デバイスに割り当てることができる一連の共通した性質を定義する便利

な方法を提供します。

Cisco Prime Collaboration Assurance内では、デバイスプールはクラスタ検出の完了後のみに表
示されます。しきい値ウィンドウにデバイスプールが1つも表示されない場合は、実行するイ
ンベントリをスケジュールします。デフォルトでは、クラスタデバイス検出はスケジュールさ

れていません。
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デバイスプールに接続するデバイスがない場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceは、クラ
スタデバイス検出が完了したとしても、デバイスプールを表示されません。

（注）

でのデバイスプールのしきい値設定により、ユーザが集約イベントの量を設定できます。

•デバイスプールのしきい値のいずれかのパーセンテージでの設定をデフォルト設定または
現在の設定から上げると、受け取る集約イベントの量が減ります。

•デバイスプールのしきい値のパーセンテージでの設定をデフォルト設定または現在の設定
から下げると、そのデバイスプールからより多くの集約イベントを受け取ることになりま

す。

影響を受けた電話機の数がしきい値と同じである場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceは、
1つのサービス品質イベントを発生させます。

たとえば、デバイスプールに 100台の電話が含まれており、10台の電話がネットワークの問
題による影響を受けたとすると、デバイスプールのしきい値が 10%の場合に、このデバイス
プールについて 1つの集約イベントを受け取ることになります。

集約イベントが1つ発生した後は、そのイベントがクリアされるまで別の集約イベントは一切
送信されません。集約イベントをクリアするには、まず個々のデバイスイベントまたはサービ

ス品質イベントをすべてクリアする必要があります。

"ServiceQualityThresholdCrossed"イベントの場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceはしきい
値を少数から整数へと四捨五入します。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6の場合

"ServiceQualityThresholdCrossed"と "PhoneUnregThresholdExceeded"イベントの場合、Cisco Prime
Collaboration Assuranceはしきい値を少数から整数へと四捨五入します。

（注）

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、表示されたデバイスプール
は、グローバル [顧客選択（Customer Selection）]フィールドで選択したお客様に属します。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

"ServiceQualityThresholdCrossed"と "EndpointUnregThresholdExceeded"イベントの場合、Cisco
Prime Collaboration Assuranceはしきい値を少数から整数へと四捨五入します。

（注）

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、表示されたデバイスプール
は、グローバル [顧客選択（Customer Selection）]フィールドで選択したお客様に属します。
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Cisco Prime Collaboration Assuranceは、これらのデバイスプールのしきい値イベントを、サー
ビスレベルのイベントではなくデバイスイベントとみなします。

デバイスプールしきい値の編集
Cisco Prime Collaboration Assuranceを使用してデバイスプールのしきい値を表示および設定す
るには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [イベントのカスタマイズ（Event Customization）] > [相関ルール（Correlation Rules）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [イベントのカスタマイズ
（Event Customization）] > [相関ルール（Correlation Rules）]。

ステップ 2 EndpointUnregThresholdExceededまたは ServiceQualityThresholdCrossedイベントを選択します。

このウィンドウにデバイスプールが 1つも表示されない場合は、実行するクラスタインベントリをスケ
ジュールします。

ステップ 3 表示または編集するデバイスプールの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [Edit]をクリックします。

ステップ 5 現在のデフォルトのしきい値を編集するには、次の手順を実行します。

a) グループを選択して、デフォルトのしきい値を変更し、[編集（Edit）]をクリックします。
b) [電話登録解除しきい値/サービス品質しきい値（Threshold/Service Quality Threshold）]ダイアログボッ
クスで、しきい値を編集し、[保存（Save）]をクリックします。

すべてのパラメータタイプを Cisco Prime Collaboration Assuranceのデフォルト設定にリセットするに
は、次の操作を実行します。

c) すべてのデバイスプールまたは CMEのチェックボックスをオンにして、[元に戻す（Revert）]をク
リックします。

d) [保存（Save）]をクリックします。

変更がデータベースに保存されます。ただし、まだ IPファブリックに適用されていません。

このタイプの集約イベントが発生したときに自動的に通知されるようにするには、このイベントが発

生したときに電子メールが送信されるように通知を設定します。電子メール通知の設定方法の詳細に

ついては、『Cisco Prime Collaboration Assuranceガイド：Advanced』の「通知の設定」を参照してくだ
さい。
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音声通話グレード設定の概要
音声品質の変化は、Severely Conceal Seconds Ratio（SCSR）（%）に基づいて実行されます。
これは、MOSベースのグレーディングよりも、通話全体で品質を向上させることができます。
また、特に広帯域コーデックなど、さまざまな音声コーデックもサポートしています。MOS
から SCSR（%）への移行に関する詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceおよ
び Analytics：VoIPコールの効率性と信頼性のグレードに関するホワイトペーパー』を参照し
てください。

通話は、通話の長さに基づきロングコールまたはショートコールとして分類されます。通話

時間が 20秒以上のものはロングコール、20秒未満のものはショートコールとされます。

ロングコール SCSR（%）とショートコール SCSR（%）のしきい値は更新できます。ショー
トコールSCSR（%）とロングコールSCSR（%）のしきい値設定は異なります。次の表には、
利用可能な通話グレードの詳細が示されています。

説明通話グレード

通話の SCSR（%）値がロングコール SCSR
（%）またはショートコールSCSR（%）のし
きい値よりも大きい場合、通話グレードはPoor
です。

Poor

通話の SCSR（%）値がロングコール SCSR
（%）またはショートコールSCSR（%）のし
きい値以上の場合、通話グレードはAcceptable
です。

Acceptable

通話の SCSR（%）値がロングコール SCSR
（%）またはショートコールSCSR（%）のし
きい値よりも下回る場合、通話グレードは

Goodです。

Good

ロングコール SCSR（%）またはショートコール SCSR（%）のしきい値を設定するには、[ア
ラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [CDR分析の設定（CDR
Analysis Settings）] > [音声コールグレードの設定（Configure Voice Call Grade）]を選択して、
適切なフィールドにしきい値を入力します。しきい値をデフォルト設定に戻すには、[デフォ
ルトにリセット（Reset to Default）]をクリックします。

Dynamic Syslogの追加
Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、サポートされていない syslogsを追加できます。Cisco
Prime Collaboration Assuranceで syslogを使用する前に、デバイスから正確な syslog詳細を取得
する必要があります（たとえば、正確な syslog名を入力するなど）。入力する syslog名はイベ
ント名として使用されます。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
276

障害のモニタ

音声通話グレード設定の概要

http://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/cloud-systems-management/prime-collaboration/white-paper-c11-735409.html
http://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/cloud-systems-management/prime-collaboration/white-paper-c11-735409.html


syslogをクリアする必要がある重大度と時間を設定できます。

Dynamic Syslogは、TP_CONDUCTORと Cisco以外のデバイスを除くすべてのデバイスをサ
ポートします。

（注）

Syslog通信は UDPを介してサポートされます。（注）

次のような syslogを追加しないことを推奨します。

• Syslogsは、大量に生成されることがあるため、Cisco Prime Collaboration Assurance過度の
負荷がかかる可能性があります。

• 20を超える syslog。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以降の場合

イベントまたはアラームに関する追加情報を [電子メールのメモ（Notes for Email）]に追加で
きます。メモは1000文字以内でなくてはなりません。また、[編集（Edit）]や [削除（Delete）]
のリンクを使用して、[電子メールのメモ（Notes for Email）]を編集または削除することもでき
ます。メモを編集する場合は、少なくとも 1文字を [電子メール用メモ（Notes for Email）]に
残しておきます。この追加情報は、通知として電子メールで送信されます。

ドル（$）、縦線（|）、チルダ（~）などの特殊文字を、[電子メールのメモ（Notes for Email）]
に追加することは推奨されていません。

syslogを追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [イベントのカスタマイズ（Event Customization）] >
[Syslogルール（Syslog Rules）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [イベントのカスタマイズ
（Event Customization）] > [Syslogルール（Syslog Rules）]。

ステップ 2 [Add Event]をクリックします。

[新しいSyslogイベント（New Syslog Event）]ウィンドウが開きます。次を入力します。

• Syslog名

•イベントの説明

•イベントの重大度

• Event Clear Interval
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ステップ 3 （任意）[発生ごとにイベントを生成する（Raise Event for Each Occurrence）]チェックボックスをオンにし
ます。

このオプションは慎重に使用してください。Cisco Prime Collaboration Assuranceによって、syslogごとにイ
ベントが生成されます。この場合、syslogsに毎回固有の詳細情報が表示されていれば、これは実現可能な
選択肢です。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の操作を実行できます。

• [編集（Edit）]オプションを使用してイベント名、重大度を変更し、[発生ごとにイベント
を生成する（Raise Event for Each Occurrence）]チェックボックスをオンまたはオフにしま
す。

• syslog名またはイベントの重大度をカスタマイズする。これを行うには、[イベントのカス
タマイズ（Event Customization）]ページに移動します。詳細については、『Cisco Prime
Collaboration Assurance Advanced -ガイド』しきい値ルールの設定（267ページ）の

例

以下は、クラスタにバックアップされていない ITLRecovery証明書がある場合に発生
する、サポート対象外の syslogの例です。

次の値を入力します。

• Syslog名：ITLRecoveryCertBackup
•イベントの説明：ITLRecoveryCertBackupイベント
•イベント重大度：メジャー
•イベントのクリア間隔：1時間

イベントの重大度とイベントのクリア間隔の値は設定可

能です。

（注）

<187>9009: Jul 31 2017 16:05:38.777 IST :%UC_CERT-4-ITLRecoveryCertBackup: %[Message=
][AppID=Cisco Certificate Monitor][ClusterID=ccm234][NodeID=cucm107886234]：このク
ラスタには、バックアップされていない ITLRecovery証明書があります。クラスタ再
構成操作の後に、クラスタ内のすべての電話から ITLファイルを手動で削除する必要
がないように、この証明書の手動バックアップを取ることを推奨します。
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相関ルール
接続されているデバイスからイベントが発生すると、Cisco Prime Collaboration Assuranceは相
関ルールを適用します。次の表では、あるデバイスが、指定された時間枠内の特定の頻度でイ

ベント Aとイベント B（または単一イベント）を発生させた場合に、Cisco Prime Collaboration
Assuranceがこれらのイベントを相互に関連付け、アラームを生成することについて説明して
います。アラームは 24時間以内に自動でクリアされます。

たとえば、使用率のしきい値が変更されるたびに、Cisco Prime Collaboration Assuranceは High
Utilizationイベントを生成します。高使用率イベントが 20分間の間に 2度発生した場合、High
Utilization Detectedアラームが発生します。

次に、Cisco Prime Collaboration Assuranceの定義済みの相関ルールを示します。

Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceライセンスを追加すると、特定の相関ルール
を、Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceに対して排他的に適用できます。詳細に
ついては、『Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceガイド』の「「Contact Centerの
相関ルール」」のセクションを参照してください。

発生

回

数

主なイ

ベント

と

現象イ

ベント

を

受信す

る

（最

小）時

間枠

相関アラーム

が発生するタ

イミング

相関ア

ラームの

名前

主なイベントが

原因で発生する

現象イベント

アラームを発生

させる主なイベ

ント

相関ルー

ルの名前

120両方のメイン

イベントが発

生する。

CodeYellowNACode Yellow、
CpuPegging

Call
Throttling
Detected

320Operationis
Downが 3イン
スタンス以上

の場合は、
OperationallyDown
clearedイベン
トが代わりに

発生します。

Interface
Flapping

NAOperationallyDown、
OperationallyDown
cleared

Interface
Flapping
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発生

回

数

主なイ

ベント

と

現象イ

ベント

を

受信す

る

（最

小）時

間枠

相関アラーム

が発生するタ

イミング

相関ア

ラームの

名前

主なイベントが

原因で発生する

現象イベント

アラームを発生

させる主なイベ

ント

相関ルー

ルの名前

320LocationBWs-

OutOfResource

が、3インスタ
ンス以上の場

合に Cisco
Unified
Communications
Managerで発生
します。

Repeated
Location
Bandwidth
Out Of
Resource

NALocationBWOutOf

リソース

Repeated
Location
Bandwidth
Out Of
Resource

NA10Unresponsiveイ
ベントがトリ

ガーされた場

合。

Wan Link
Outage
Detected

NAUnresponsiveWAN Link
Outage
Detected

このルールは、ユーザインターフェイスから編集したり削除したりすることはでき

ません。

（注）

NA5ICMPポーリン
グに基づき、

VMDownト
ラップを

vCenterから受
信し、VMに対
する

Unreachableイ
ベントを受信

した場合。

VMDownUnreachableVMDownVM Down
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発生

回

数

主なイ

ベント

と

現象イ

ベント

を

受信す

る

（最

小）時

間枠

相関アラーム

が発生するタ

イミング

相関ア

ラームの

名前

主なイベントが

原因で発生する

現象イベント

アラームを発生

させる主なイベ

ント

相関ルー

ルの名前

NA5HostConnection

Failure

トラップを

vCenterから受
信し、ICMP
ポーリングに

基づき、

ESXHostに対
する

Unreachableイ
ベントを受信

した場合。

ESXHost

ダウン

Unreachable、
VMDown

HostConnection

Failure

ESX Host
Down

NA5ICMPポーリン
グに基づき、

主なイベント

のいずれかが

発生し、

ESXHostに対
する

Unreachableイ
ベントを受信

した場合。

ネット

ワーク

ダウン

UnreachableNetworkConnectivity

Lost、

LostNetwork

Connectivity

ToDVPorts

Network
Down

NA5主なイベント

の 1つが発生
した場合。

UCS

シャーシ

ダウン

Unreachable、

VMDown、

HostConnection

Failure、

ネットワーク

ConnectivityLost

ChassisInOperable、

ChassisIOCardIn

accessible、

ChassisThermal

ThresholdNon

Recoverable

UCS
Chassis
Down
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発生

回

数

主なイ

ベント

と

現象イ

ベント

を

受信す

る

（最

小）時

間枠

相関アラーム

が発生するタ

イミング

相関ア

ラームの

名前

主なイベントが

原因で発生する

現象イベント

アラームを発生

させる主なイベ

ント

相関ルー

ルの名前

該当なし該当な

し

該当なしエンドポ

イント

Unreg

しきい値

（Threshold）

Exceeded

電話

未登録

しきい値

（Threshold）

Exceeded

該当なし該当なしエンドポ

イント

Unreg

しきい値

（Threshold）

Exceeded

電話

未登録

しきい値

（Threshold）

Exceeded

該当なし該当な

し

該当なしサービス

品質

しきい値

（Threshold）

Crossed

該当なし該当なしサービス

品質

しきい値

（Threshold）

Crossed

[イベントのカスタマイズ（Event Customization）]ページの上部で、使用可能な検索オプショ
ンを使用してイベントを検索してフィルタすることができます。ただし、[関連付けルール
（Correlation Rules）]の下にリストされているイベントについては、イベントの名前が一意で
はなく、[イベントのカスタマイズ（Event Customization）]ページの他のタブにリストされた
イベントと名前が同じ場合に、名前ベースの検索が機能しません。[相関ルール（Correlation
Rules）]タブでイベントを検索するには、相関ルールの名前を使用します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以降の場合

イベントまたはアラームに関する追加情報を [電子メールのメモ（Notes for Email）]に追加で
きます。メモは1000文字以内でなくてはなりません。また、[編集（Edit）]や [削除（Delete）]
のリンクを使用して、[電子メールのメモ（Notes for Email）]を編集または削除することもで
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きます。メモを編集する場合は、少なくとも 1文字を [電子メール用メモ（Notes for Email）]
に残しておきます。この追加情報は、通知として電子メールで送信されます。

ドル（$）、縦線（|）、チルダ（~）などの特殊文字を [電子メールのメモ（Notes for Email）]
に追加することは推奨されていません。

Cisco Prime Collaboration Assuranceのすべての相関ルールで、アラーム抑制ロジックがデフォ
ルトで適用されます。指定された時間枠内でイベント Aまたはイベント Bが発生した場合、
最初に、相関アラームが対応するイベントと共にトリガーされます。個々のイベントのアラー

ムは、相関の条件を満たさないまま指定された時間枠が経過した後にのみ発生します。たとえ

ば、ロガー、PG、またはルータなどのUnified CCEコンポーネントがダウンすると、Cisco Prime
Collaboration Assuranceは、相関アラームと一連のイベントを生成します。イベントのアラーム
は、10分の時間間隔を過ぎても相関が起きなかった場合にのみ発生します。アラーム抑制を無
効にするには、相関ルールを選択して [編集（Edit）]をクリックします。[相関ルールの編集
（Edit Correlation Rule）]ページで、[アラーム抑制を無効にする（Disable Alarm Suppression）]
チェックボックスをオンにし、[保存（Save）]をクリックします。

相関ルールに対してアラーム抑制ロジックを無効にしても、その相関ルールのイベントの部分

を生成できないわけではありません。イベントが2つ以上の相関ルールに含まれ、かつアラー
ム抑制ロジックがそのいずれかのルールに適用されている場合は、もう一方のルールが優先さ

れてイベントが発生する可能性があります。

VMware vCenter Serverのアラームのトリガー：VMware vCenter Server（vCenter）のトリガーを
無効化または変更すると、vCenterアラームの生成がブロックされるので避けてください。こ
れらのトリガーのリストについては、Cisco Prime Collaboration Assurance 11.0の場合は『Setting
Up Devices for Cisco Prime Collaboration Assurance 11.0 Wikiページ』を、Cisco Prime Collaboration
Assurance 11.5の場合は『Prime Collaboration Assurance 11.5のデバイス設定』を参照してくださ
い。VMware vCenter Serverのイベントとアラームのリストを表示するには、『Cisco Prime
Collaborationでサポートされているアラームとイベント』を参照してください。VMware vCenter
Server（vCenter）の詳細については、『vSphere - ESX and VCenter Datacenter管理者ガイド』を
参照してください。

（注）

カスタムアラートの作成
カスタムアラートを作成できます。しきい値およびアラートトリガーパラメータを含めるこ

ともできます。パラメータの詳細については、「カスタムアラートのパラメータ」を参照して

ください。

カスタムアラートを作成するには

ステップ 1 Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [イベントのカスタマイズ
（Event Customization）] > [しきい値ルール（Threshold Rules）]。
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また、作成したカスタムダッシュボードからイベントを直接追加することもできます。

ステップ 2 [Add Event]をクリックします。

ステップ 3 [New Performance Counter Event]ページで、以下を実行します。

a) クラスタおよびサーバを指定します。

b) [Available Counters]ドロップダウンリストからカウンタを選択します。

Cisco Prime Collaboration AssuranをMSPモードでインストールした場合は、サーバとカウンタを選択
すると、パブリック IPアドレスが表示されます。ただし、特定のパフォーマンスカウンタまたはデバ
イスが Cisco Prime Collaboration Assuranceで追加または管理されていない場合は、これらのノードのカ
スタムイベントを作成したり追加したりすることはできません。

また、[Cluster]ドロップダウンリストには、（グローバルフィルタのドロップダウンから選択された）
特定のカスタマーに属している製品とクラスタのみが表示されます。

c) 説明と推奨処置を追加します。これは任意です。

d) モニタリングのしきい値、持続時間および頻度、ならびにスケジュールを指定します。
e) [Save]をクリックします。

デバイス上のパフォーマンスカウンタに対して作成されたしきい値ルールは、データベースに保

存されます。これにより、カウンタの値が、しきい値ルールで定義されたしきい値の条件に違反

した場合にアラームが生成されます。パージポリシーの詳細については、『CiscoPrimeCollaboration
Assuranceガイド—Advanced』の「パージポリシー」の章を参照してください。

（注）

カスタムアラートのパラメータ
ユーザがカスタムアラートに指定できるパラメータを表に示します。

説明設定

しきい値

チェックボックスをオンにして適用する値を入力します。

• [Over]：このチェックボックスをオンにして、アラート通知がア
クティブになる前に一致する必要がある最大しきい値を設定しま

す。[以上（Over）]の値フィールドには、値を入力します。たと
えば、進行中のコールの数と等しい値を入力します。

• [Under]：このチェックボックスをオンにして、アラート通知がア
クティブになる前に一致する必要がある最小しきい値を設定しま

す。[以下（Under）]の値フィールドには、値を入力します。た
とえば、進行中のコールの数と等しい値を入力します。

これらのチェックボックスは、[頻度（Frequency）]および
[スケジュール（Schedule）]の設定パラメータと組み合わせ
て使用します。

（注）
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説明設定

値

適用するオプションボタンをクリックします。

• [Absolute]：データの現在の状態を表示する場合に選択します。こ
れらのカウンタ値は累積されます。

• [Delta]：現在のカウンタ値と前回のカウンタ値の差分を表示する
場合に選択します。

• [Delta Percentage]：カウンタパフォーマンスの変化を比率で表示
する場合に選択します。

持続時間

• [Trigger alert only when value constantly...]：指定時間（秒）内に値
が常にしきい値の下限または上限を超える場合に限りアラート通

知を送信する場合、このオプションボタンをクリックして、ア

ラートを送信するまでの指定秒数を入力します。

• [Trigger immediately]：アラート通知をすぐに送信する場合は、こ
のオプションボタンをクリックします。

• Trigger alert only
when value
constantly...

• Trigger
immediately

頻度

適用するオプションボタンをクリックします。

• [Trigger on every poll]：各ポーリングでしきい値条件が一致したと
きにアラート通知をアクティブにする場合は、このオプションボ

タンをクリックします。

たとえば、進行中のコールが継続的にしきい値の上限または下限

を超える場合、システムは別のアラート通知を送信しません。し

きい値が通常の値（進行中のコール数が50～100）の場合、シス
テムはアラート通知を非アクティブにしますが、値がしきい値の

上限または下限を再び超えた場合、システムはアラート通知を再

びアクティブにします。

• [Trigger <> events within <> minutes]：特定の間隔でアラート通知
をアクティブにする場合は、このオプションボタンをクリック

し、送信するアラートと、何分以内に送信するかを入力します。

• Trigger on every
poll

• Trigger <> events
within <> minutes

スケジュール
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説明設定

適用するオプションボタンをクリックします。

• [Trigger immediately (Non-stop monitoring)]：アラートを 1日 24時
間送信する場合は、このオプションボタンをクリックします。

• [Schedule between <> to <>]：アラート通知を特定のタイムフレー
ムでアクティブにする場合は、このオプションボタンをクリック

し、開始時刻と停止時刻を入力します。このチェックボックスが

オンになっている場合は、日次タスクの開始時間と停止時間を入

力します。たとえば、カウンタを毎日午前 9時から午後 5時ま
で、または午後 9時から午前 9時までチェックするように設定す
ることができます。

• Trigger
immediately
(Non-stop
monitoring)

• Schedule between
<> to <>

System
Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以降の場合

および

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceの事前定義されたすべてのアラームとイベントを次の通り
表示できます。 [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [イベン
トのカスタマイズ（Event Customization）] > [システム（System）]。

システムタブには、次の情報が表示されます。

•名前

•カテゴリ

•ステータス

•重大度

•デフォルトの重大度

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以降の場合

シスコの規則

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

例外インジケータ

•電子メール用のメモ
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イベントまたはアラームに関する追加情報を [電子メールのメモ（Notes for Email）]に追加で
きます。メモは1000文字以内でなくてはなりません。また、[編集（Edit）]や [削除（Delete）]
のリンクを使用して、[電子メールのメモ（Notes for Email）]を編集または削除することもで
きます。メモを編集する場合は、少なくとも 1文字を [電子メール用メモ（Notes for Email）]
に残しておきます。この追加情報は、通知として電子メールで送信されます。

ドル（$）、縦線（|）、チルダ（~）などの特殊文字を [電子メールのメモ（Notes for Email）]
に追加することは推奨されていません。

（注）

次の操作を実行できます。

説明アクション

名前のチェックボックスをオンにする：すべ

てのイベントを選択するか、選択するイベン

トのチェックボックスをオンにして、[重大度
の変更（Change Severity）] をクリックしま
す。

重大度の変更

名前のチェックボックスをオンにする：すべ

てのイベントを選択するか、選択するイベン

トのチェックボックスをオンにして、[生成
（Raise）]または [抑制（Suppress）]をクリッ
クします。

イベントの生成または抑制
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第 18 章

アラームとイベントのモニタリング

このセクションでは、次の点について説明します。

•アラームとイベントのモニタリング（289ページ）

アラームとイベントのモニタリング
この章では、アラームとイベントのモニタリングについて説明します。

アラームおよびアラームサマリー

[Alarms]ページと [Alarm Summary]ページを表示することができます。 [モニタ（Monitor）] >
[アラーム &イベント（Alarms & Events）]。

[Alarms]タブには、Alarmブラウザの各アラームの次の情報が表示されます。

Severity

アラームの重大度が表示されます。アラームの重大度は、「重大」、「やや重大」、「軽

度」、「警告」のいずれかです。アラームの折りたたみアイコンには、アラームの一般情

報、メッセージ、コメント、アラームに対する推奨処置が表示されます。

アラームに関連付けられているイベントを表示するには、アラームの重大度にマウスを合

わせてクイックビューアイコンをクリックします。[Events for Alarm]ページが表示され、
次の詳細が示されます。

• [説明（Description）]：アラームの説明。

• [ステータス（Status）]：アラームをトリガーしたデバイス。

• [時刻（Time）]：アラームが発生した日付と時刻。

このサマリーウィンドウは、最新の5つのイベントのみがリストされます。すべてを網羅
したリストを確認する場合は、[See Event History]を確認してください。

[Events for Alarm]で、次の項目をクリックできます。

• [See Event History]リンク：選択したアラームに関連するイベントを表示します。
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• [エンドポイントのモニタ（Monitor Endpoint）]または [会議のモニタ（Monitor
Conference）]リンクは、[エンドポイントモニタリング（Endpoints Monitoring）]また
は [会議モニタリング（Conference Monitoring）]ページを開きます。このリンクは、
会議アラームおよびエンドポイントアラームでのみ表示されます。

クリップボードアイコン/注釈付き

アラームにユーザの注釈が付いていることを示します。

ステータス

アラームのステータスが表示されます。

アラームのクリア状態の詳細を示します。

アラーム名

生成されたアラームの名前。アラーム名、および表示される [Quickview]アイコンにマウ
スを合わせて、選択したアラームの詳細を表示します。

顧客

Cisco Prime Collaboration AssuranceがMSPモードでインストールされている場合は、[ア
ラーム（Alarms）]と [アラームの概要（Alarm Summary）]の両方で、デバイスの所属先
であるユーザが表示されます。

デバイス名

アラームがトリガーされたデバイスの名前を表示します。

デバイス IP

デバイスの IPアドレスを表示します。このリンクを使用して、ページ内にエンドポイン
トまたはインフラストラクチャデバイスログを起動することができます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceがMSPモードで展開されている場合は、このリンクを
使用してページ内にエンドポイントまたはインフラストラクチャデバイスログを開くこ

とはできません。

コンポーネント名

デバイス名、またはデバイスプール、インターフェイスなどのコンポーネントの名前。

最終更新日

アラームの発生日時を表示します。

デバイスタイプ

デバイスのタイプを表示します。

オーナー

このアラームが割り当てられた人物の名前を表示します。（名前が入力されている場合）。

説明

アラームに関する簡単な説明を表示します。
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カテゴリ

アラームのカテゴリを表示します。たとえば、会議、エンドポイント、サービスインフラ

ストラクチャがあります。

エンドポイント名

識別しやすくするためにエンドポイントに割り当てられた名前です。デフォルトでは、

[Endpoints Name]列は非表示になっています。すべての列を表示するには、右上の隅にあ
る [Settings]オプションをクリックします。

モデル

ciscoEX90、ciscoCTS500、ciscoC20などのデバイスモデルを表示します。

プライベート IPアドレス

Cisco Prime Collaboration AssuranceがMSPモードでインストールされている場合は、デバ
イスのプライベート IPアドレスが表示されます。デフォルトでは、[Private IP Address]列
は非表示になっています。すべての列を表示するには、右上の隅にある [Settings]オプショ
ンをクリックします。

アラームブラウザを使用することで、次のことができます。

•アラームに関連付けられているイベントの表示：アラームステータスの隣のアイコンにマ
ウスを合わせるとポップアップウィンドウが表示され、そのアラームに関するすべてのイ

ベントが示されます。

•アラームをクリアするか、確認応答します。

•アラームの割り当て：目的のチェックボックスをオンにし、[assign]ドロップダウンリス
トの [Assign to me]をクリックします。

•注釈の追加：目的のチェックボックスをオンにし、[注釈（Annotate）]ドロップダウンリ
ストをクリックして、注釈を追加します。

•アラームの削除：目的のチェックボックスをオンにし、[削除（Delete）] をクリックしま
す。

•電子メール通知の設定：目的のチェックボックスをオンにし、[電子メール通知（Email
Notification）] をクリックします。受信者アドレス、コメント、および件名を入力し、
[Submit]をクリックします。サポートされているアラームとイベントの一覧については、
『Cisco Prime Collaborationでサポートされているアラームとイベント』を参照してくださ
い。

アラームの概要

[アラームの概要（AlarmSummary）]には、各デバイスのアラームのサマリーが表示されます。

次の要素は、アラームの概要がアラームと異なる点です。デバイスを選択すると、ページの下

部の [Alarms and Events for device]ペインに、選択に対応するアラームとイベントが表示され
る。CSVまたはPDFファイルとしてアラームをエクスポートできます。アラームをエクスポー
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トするには、必要なアラームを選択し、[アラームの概要（Alarm Summary）]ペインの右上に
あるエクスポートアイコンをクリックします。

[アラームの概要（Alarm Summary）]には、次の情報が表示されます。

重大度

アラーム重大度アイコン。アラームの重大度を示します。

直近 15分

これがテーブル内の最新のデバイスの 1つであることを示します（直近 15分以内）。デ
バイスは最新のイベントステータス変更時刻に基づいてソートされます。

デバイス名

デバイス名または IPアドレスです。

デバイス IP

デバイス IPです。クイックビューアイコンをクリックし、デバイス 360°ビューを起動
します。

タイプ

デバイスタイプです。

重大度列

• [重大（Critical）]：重大なアラームの合計数。

• [やや重大（Major）]：やや重大なアラームの合計数。

• [軽度（Minor）]：軽度なアラームの合計数。

• [警告（Warning）]：警告アラームの総数。

最終更新時間

アラームがアップデートされた日付と時刻（アラームの繰り返し、アラーム確認応答、注

釈の追加などのアクティビティを示します）。アラームは重大度でグループ化され、重大

度別に、一番最後に変更されたアラームがリストの先頭になります。

エンドポイント名

識別しやすくするためにエンドポイントに割り当てられた名前です。デフォルトでは、

[Endpoints Name]列は非表示になっています。すべての列を表示するには、右上の隅にあ
る [Settings]オプションをクリックします。

プライベート IPアドレス

Cisco Prime Collaboration AssuranceがMSPモードでインストールされている場合は、デバ
イスのプライベート IPアドレスが表示されます。デフォルトでは、[Private IP Address]列
は非表示になっています。すべての列を表示するには、右上の隅にある [Settings]オプショ
ンをクリックします。
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[Event]
イベントタブには次の情報が表示されます。

ID

イベントの固有の ID番号。

重大度

イベントの重大度は、重大、やや重大、比較的重大ではない、警告、および情報のいずれ

かです。イベントリストを重大度別（昇順または降順）にソートするには、タイトルをク

リックします。イベントがクリアされると、重大度は情報に変更されます。

ステータス

イベントの現在のステータスです。

イベント名

イベントの名前です。イベントの詳細を表示するには、クイックビューアイコンにマウ

スを合わせます。[Event Customization]ページに対して相互起動するには、[Customize Event]
をクリックします。これにより、選択したイベントの詳細が表示されます。イベントの詳

細を編集するには、イベントを展開して [Custom Rule]をクリックします。

顧客

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードでインストールした場合、そのデバイス
を所有するカスタマーは [イベント（Events）]ペインに表示されます。

デバイス名

イベントの名前です。イベントの詳細を表示するには、イベント名にマウスを合わせま

す。

デバイス IP

デバイスの IPアドレスを表示します。リンクを使用して、エンドポイントまたはインフ
ラストラクチャデバイスを起動できます。

コンポーネント名

デバイス名、またはデバイスプール、インターフェイスなどのコンポーネントの名前。

最終更新日

イベントの発生日時を表示します。

デバイスタイプ

デバイスのタイプを表示します。

カテゴリ

会議、エンドポイントなどの、アラームが割り当てられたカテゴリを表示します。

説明

イベントの説明
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エンドポイント名

識別しやすくするためにエンドポイントに割り当てられた名前です。デフォルトでは、

[Endpoints Name]列は非表示になっています。すべての列を表示するには、右上の隅にあ
る [Settings]オプションをクリックします。

モデル

cat4506、ciscoMCS7828Iなどのデバイスモデルを表示します。

プライベート IPアドレス

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードでインストールした場合、デバイスのプ
ライベート IPアドレスが表示されます。デフォルトでは、[Private IP Address]列は非表示
になっています。すべての列を表示するには、右上の隅にある [Settings]オプションをク
リックします。

•発生したイベントの最新の一覧を表示するには、更新アイコンをクリックします。

• Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードでインストールした場合、デバイスが属
しているカスタマーを参照することができます。

•任意の時点で、[Alarmブラウザ]または [Alarm概要]を表示するには、右下のリンクをク
リックします。

（注）

コールイベントの表示

Cisco Prime Collaboration Assuranceには、Cisco TelePresence Management Suite（TMS）の情報イ
ベントが表示されます。また、Cisco TelePresence System Profile MXPシリーズデバイスである
Cisco TelePresence Integrator Cシリーズのコーデックと Cisco TelePresence Video Communication
Server (VCS)のコール接続または接続解除された情報を表示します。

コールイベントは一度に 1台のサポート対象デバイスのみについて表示できます。

コールイベントを表示するには:

ステップ 1 Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]

ステップ 2 デバイスを選択し、[Call Events]をクリックします。

コールイベントは、Cisco VCS、MXP、MCUデバイスおよびコーデックだけに表示されます。（注）

ステップ 3 [Call Events]ページには次の詳細情報が表示されます。

MXPおよびコーデックの場合：

•開始時間：コールの開始時刻
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•リモートサイト：コールが発信されたサイト

•コール状態

•持続時間

•コールの方向：着信コールか発信コールか

•コールプロトコル：H323/SIP

•暗号化モード

•原因

•帯域幅

•コール ID

VCSの場合：

•時刻

•送信元アドレス

•送信元エイリアス

•接続先

•住所

•接続先エイリアス

•持続時間

•コール状態

•コール

•プロトコル

•帯域幅

•コールタイプ

アラームとイベントに関する注意事項

1. ポーリング間隔に依存するアラームは、アラームが発生して次のポーリングの前に消去さ
れる場合があります。そのため、Cisco Prime Collaboration Assuranceには報告されません。

2. SIPTrunk Out Of Service（OOS）相関アラームの動作：
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SIP Trunk OOS：この相関アラームは、複数の SIPTrunk OOSアラームを追跡および結合
し、クラスタレベルで 1つの関連付けられたアラームを生成するために導入されていま
す。相関関係は、2分間の時間ウィンドウで発生します。

相関アラームをクリアするための条件は、次のとおりです。

• SIPTrunk OOS相関アラームは、InService Syslogsを処理して関連付けられている個々
の SIPTrunk OOSアラームをクリアすることで、クリアされます。

•時間ベースでクリアすることもでき、相関アラームは 24時間後に自動的にクリアさ
れます。

上記の条件を使用し、次のいずれかのシナリオで相関アラームをクリアすることができま

す。

シナリオ 1：

• SIPTrunk OOSアラームが、Cisco Prime Collaboration Assuranceで発生します。

•個々の SIPTrunk OOSアラームが関連付けられ、対応する SIPTrunk OOS相関アラーム
がクラスタレベルに上げられます。

• SIPTrunk OOSは SIPTrunksが戻るとクリアされ、対応する SIPTrunk OOSもクリアさ
れます。

シナリオ 2：

• SIPTrunk OOSアラームが、Cisco Prime Collaboration Assuranceで発生します。

•個々の SIPTrunk OOSアラームが関連付けられ、対応する SIPTrunk OOS相関アラーム
がクラスタレベルに上げられます。

• SIPTrunkが 24時間以上停止します。

• SIPTrunk OOSは、24時間の時間ベースに基づき 24時間後にクリアされ、SIPTrunkの
サービスが再開して syslogが処理されると、SIPTrunk OOSの個々のアラームはクリア
されます。

シナリオ 3：

•個々の SIPTrunk OOSアラームが 2分間の相関ウィンドウ内ですばやく生成され、ク
リアされます。

•相関エンジンは依然として実行され、SIPTrunk OOS相関アラームを発生しますが、対
応する個別のアラームがすでにクリアされたため、SIPTrunk OOSはそのまま残りま
す。

•次に、相関アラームは、24時間の時間ベースに基づき 24時間後に自動的にクリアさ
れます。

3. マルチノードコールマネージャクラスタでは、同じアラートが複数のノードに存在する
場合、PCAは 1つの新しいアラートを表示します。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
296

障害のモニタ

アラームとイベントに関する注意事項



4. RTMTアラートのポーリング頻度

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

小、中、大のセットアップでは、RTMTアラートのデフォルトのポーリング頻度は 1分と
なっており、特大の設定で推奨されるポーリング頻度は 2分です。
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第 V 部

ネットワークの監視
•ビデオエンドポイントの監視（301ページ）
•会議の監視（311ページ）
• Cisco APIC-EMを有効にして会議をトラブルシュート（341ページ）
• Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバの監視（345ページ）





第 19 章

ビデオエンドポイントの監視

このセクションでは、次の点について説明します。

•ビデオエンドポイントの監視（301ページ）

ビデオエンドポイントの監視
エンドポイントの診断ダッシュボードには、すべてののビデオエンドポイントの詳細が表示さ

れます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

の任意のエンドポイントをウォッチリストに追加して、さらに詳細なトラブルシューティング

を行うことができます。

[ウォッチリストに追加（Add to Watch List）]および [ウォッチリストから削除（Remove from
Watch List）]は、エンドポイントの 360°ビューにも含まれています。[ウォッチリストに追加
（Add to Watch List）]を使用すると、会議をウォッチリストに追加することができます。これ
は、[Not In Use]および [In Use]の両方のエンドポイントで有効です。ステータスが [Not In Use]
のエンドポイントの場合、エンドポイントが会議に参加するとトラブルシューティングが開始

されます。ステータスが [In Use]であるエンドポイントに対しては、ただちにトラブルシュー
ティングが開始されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

より詳しいトラブルシューティングを行うために、すべてのエンドポイントをウォッチリスト

に追加する必要はありません。

（注）

ページの左側にある [Device Group]ペインを使用して、デバイスタイプに基づいてエンドポイ
ントをフィルタリングすることができます。詳細については、「デバイスグループの管理」を

参照してください。
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エンドポイントの診断ダッシュボード

エンドポイントの診断ダッシュボードには、すべてのビデオエンドポイントの詳細が表示され

ます。

ページの左側にある [Device Group]ペインを使用して、デバイスタイプに基づいてエンドポイ
ントをフィルタリングすることができます。詳細については、「デバイスグループの管理」を

参照してください。

選択 [診断（Diagnose）] > [エンドポイントの診断（Endpoint Diagnostics）]をクリックして、
エンドポイント診断ダッシュボードを表示します。次の表には、エンドポイントの診断ダッ

シュボードに表示される情報が示されています。

表 48 :エンドポイントの診断ダッシュボード

説明情報

次の詳細を提供します。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1
以前の場合

管理対象エンドポイント

•未登録のエンドポイント

•現在使用中のエンドポイント

•アラームのあるエンドポイント

•監視リストに追加されたエンドポイント

エンドポイントサマリーメトリック

すべての登録済み、未登録、不明なエンドポ

イントに関する詳細情報を提供します。エン

ドポイントの登録、使用状況、および可視性

のステータスを確認するには、このペインを

使用できます。

エンドポイントのリスト

選択したエンドポイントタイプに基づいて次

の詳細を提供します。

•システム情報

•周辺機器

•次の 3日間にスケジュールされた会議

•サービスおよびネットワークインフラス
トラクチャ

エンドポイントの詳細
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Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

TC/CEソフトウェアで実行される、ビデオまたは TelePresenceポイントに接続された周辺機器
（カメラやマイクなど）の詳細を表示できます。これは、SX、MX、EXシリーズのエンドポ
イントに適用されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

TC/CEソフトウェアで実行される、ビデオまたは TelePresenceポイントに接続された周辺機器
（カメラやマイクなど）の詳細を表示できます。これは、CEイメージを使用する SX、MX、
DX、および EX一連のエンドポイントに適用可能です。

CEイメージを使用する ciscoDX70および ciscoDX80はエンドポイント診断をサポートされて
いません。

（注）

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、エンドポイントが属するお
客様を確認できます。Cisco Prime Collaboration Assuranceを Enterpriseで導入した場合、エンド
ポイントが属する Assuranceドメインを確認できます。[モデル（Model）]、[デバイスプール
（Device Pool）]、[クラスタ名（Cluster Name）]、[IPアドレスの切り替え（Switch IP Address）]
列をフィルタリングすることができます。[フィルタ（Filter）]アイコンをクリックし、これら
の列でドロップダウンリストの矢印をクリックします。ポップアップウィンドウに一覧が表

示されます。

エンドポイントの診断ダッシュボードは CSVまたは PDFファイルとしてエクスポートできま
す。このファイルには、ユーザインターフェイスに表示される正確なデータが含まれていま

す。

クイックビューアイコンをクリックすると、エンドポイント 360°ビューが表示されます。

エンドポイントの可視性を変更するには、[可視性の変更（Edit Visibility）]をクリックしま
す。

[エンドポイントの診断（Endpoint Diagnostics）]フィルタに保存されているフィルタは、正常
に保存されません。保存されたフィルタは現在のセッションのみに存在し、更新/ログアウト
後にクリアされます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

新規インストール（Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 SP2）では、エンドポイントの可視
性設定はデフォルトで [OFF]状態になっています。以前のバージョン（Cisco Prime Collaboration
Assurance 11.6、Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 FCS/ES1/ES2/ES3/ES4/SP1/など）から
Cisco Prime Collaboration Assurance SP2にアップグレードしているときに、インストールのルー
チンでは、すでに管理されているエンドポイントのデフォルトの可視設定を保持します。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合
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TC/CEエンドポイントの可視性を変更すると、選択したエンドポイントでフィードバックサ
ブスクリプションにエラーがある場合、「1つ以上の TC_CEエンドポイントにフィードバッ
クサブスクリプションエラーがあります。[管理ステータスの原因列を確認してください（Check
Management Status Reason）]という警告メッセージが表示されます。

エンドポイントの現在の可視性が表示されます。何らかの変更を加えた場合は、[保存（Save）]
をクリックします。詳細については、エンドポイントのリアルタイム可視性を参照してくださ

い。エンドポイント名の直前にあるアイコンにポインタを合わせると、エンドポイントの可視

性ステータスがエンドポイント 360°ビューで表示されます。

エンドポイント360°ビューでは、[ウォッチリストに追加（Add to Watch List）]および [ウォッ
チリストから削除（Remove from Watch List）]も表示されます。[ウォッチリストに追加（Add
to Watch List）]を使用すると、会議をウォッチリストに追加することができます。これは、
[Not In Use]および [In Use]の両方のエンドポイントで有効です。[Not In Use]のエンドポイン
トの場合、エンドポイントがセッション会議に参加するとトラブルシューティングが開始しま

す。ステータスが [In Use]であるエンドポイントに対しては、ただちにトラブルシューティン
グが開始されます。

エンドポイントでは、次のテストを実行できます。

• On-Demand Phone Test：エンドポイントを選択し、「テストの実行および音声電話機の機
能テスト（Run Tests > Audio Phone Feature Test）]をクリックします。On-Demand Phone
Testの詳細については、Phone Test：Batchおよび On Demand Testを参照してください。

• Synthetic - End-to-End Call Test：エンドポイントを選択し、[テストの実行および音声テス
トコール（Run Tests > Audio Test Call）]をクリックします。End-to-End Call Testテスト
の詳細については、End-to-End Call Synthetic Testの作成を参照してください。

• Video Test Call：2つのビデオエンドポイントを選択し、[テストの実行および音声テスト
コール（Run Tests > Video Test Call）]をクリックします。Video Test Callの詳細について
は、ビデオテストコールの管理を参照してください。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、
[Video Test Call]機能は使用できません。

（注）

不明なエンドポイントの一覧を表示するには、ユーザインターフェイスの左側にある [デバイ
スグループセレクタ（Device Group Selector）]ペインで [定義済みおよび不明なエンドポイン
ト（Predefined > Unknown Endpoints）]を選択します。

Polycomエンドポイントは Cisco VCSに登録されている場合だけをモニタされます。Polycom
コールコントローラに登録されたときにはモニタされません。自動コール検出はHTTPフィー
ドバックを使用してサポートされます（Cisco VCSを使用します）。会議の統計や会議の情報
など、リアルタイムのモニタリングに関する情報はサポートされていません。

（注）
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デフォルトでは、[エンドポイントの診断（Endpoints Diagnostics）]ページの自動更新機能は無
効になっています。2分ごとの自動更新を有効または無効にするには、ユーザインターフェイ
スの右上隅にある [自動更新（Auto Refresh）]チェックボックスをオンにします。

自動更新機能を無効にし、後でアプリケーションにログインすると、機能は無効のままになっ

ています。有効にするには、[自動更新（Auto Refresh）]チェックボックスを再度オンにしま
す。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

音声またはビデオのエンドポイントが 1つの Unified Communications Managerクラスタから別
の Unified Communications Managerクラスタに移動すると、Cisco Prime Collaboration Assurance
は、エンドポイントが現在登録されているクラスタのデバイス情報のみを表示します。いくつ

かのフィールド（例：デバイスプール）のデバイス情報は、夜間に実行されるクラスタ検出の

後に表示されます。そのため Cisco Prime Collaboration Assuranceは、以前の Unified
Communications Managerクラスタと現在のクラスタの間で数が一致しない未登録のエンドポイ
ントを表示します。以前のエントリが Unified Communications Managerにパージされると、正
しい数の未登録のエンドポイントが表示されます。

（注）

ユーザ詳細の 360°ビューを表示
このビューには、Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco TelePresence Management
Suite（TMS）エンドポイントに関連付けられているエンドユーザの情報（ユーザ名、電子メー
ル ID、オフィス電話番号、携帯電話番号など）が表示されます。エンドユーザの写真とロケー
ションの詳細は、Cisco Prime Collaboration Assuranceが LDAPと統合されていて、ユーザ名詳
細が LDAP詳細と一致している場合にのみ表示されます。

TMSに関連付けられているエンドユーザ情報は、「TMSプロビジョニング拡張機能」コンポー
ネントが TMSにインストールされている場合にのみ取得できます。

（注）

このビューにアクセスするには、以下を行います。

ステップ 1 グローバル検索ドロップダウンから、[ユーザ（User）]を選択します。[エンドポイントの診断（Endpoint
Diagnostics）]ページの [ユーザ名（Username）]列からユーザ 360を起動することもできます。

ステップ 2 *を入力すると、すべてのユーザが一覧表示されます。文字列検索によって、より具体的な結果を得るこ
とができます。たとえば、testと入力すると、名、姓、またはユーザ名に「test」という文字列が含まれて
いるすべてのユーザが一覧表示されます。

ステップ 3 ユーザ名に対応する [ユーザ 360ビュー（User 360 View）]起動アンカーをクリックします。

このビューの以下のタブにアクセスします。
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• [エンドポイント（Endpoints）]：エンドユーザに関連付けられている管理対象エンドポイ
ントが表示されます。このエンドポイントには、次が含まれます。

• [前回の通話品質（Last Call Quality）]：good、accepted、poorに分類されます。この
フィールドには、最後に終了したコールの通話品質が示されています。CUCMに登録
されているエンドポイントの [CMRレポート（CMR Report）]、または TMSに登録
されているエンドポイントの [アラーム（Alarms）]ページを起動できます。

•コール（24時間）：過去24時間に発生した、エンドポイントが関与したコールの数。
このフィールドは、Unified CMに登録されたエンドポイントの CDRレポート、およ
び TMSに登録されたエンドポイントの全会議サマリーレポートから、を起動できま
す。

• [登録ステータス（Registration Status）]：エンドユーザの登録ステータスが表示されま
す。コールが進行中の登録済みエンドユーザの場合、コール進行中インジケータであ

る緑色のアイコンが表示されます。登録されていないエンドユーザの場合は赤色のア

イコンが表示され、エンドユーザのステータスが不明な場合はグレーのアイコンが表

示されます。

• [サービス（Service）]：最後に終了したコールのサービス（音声のみ、または音声と
ビデオ）。

• [エンドポイントモデル（Endpoint Model）]：エンドポイントモデルが表示されます。
クリックすると、[エンドポイントの診断（Endpoint Diagnostics）]ページを起動しま
す。

• [アクティブ会議（Active Conferences）]：現在通話中のエンドユーザのエンドポイントが
表示されます。デバイスの詳細は、会議診断から追跡されます。[アクティブ会議（Active
Conferences）]には次のものが含まれています。

•エンドポイントと接続先番号の画像。画像をクリックすると、[エンドポイントの診
断（Endpoint Diagnostics）]ページが起動されます。

• [品質統計（Quality stats）]：通話品質アラームの現在の最高重大度を示すアラームア
イコン。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

[ツール（Tools）]：トラブルシューティングページへのリンク。

• [アラーム（Alarms）]：以下を表示します。

• Severity

•アラームを受信したソース

•アラームの名前

•タイムスタンプ
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Unified CMに登録されているエンドポイントの場合は、新しいユーザの同期が自動的に行われ
ます。TMSに登録されたエンドポイントを除いて、新しいユーザの詳細を同期するには、TMS
を手動で再検出する必要があります。

（注）

ビデオテストコールの管理

Managedの状態にある2つのビデオエンドポイント間で、ビデオテストコールをポイントツー
ポイントで作成し、ネットワークをテストすることができます。Medianetの統計を使用し、イ
ベントとアラーム、会議の統計、エンドポイントの統計。このコールでは、CTS、CおよびEX
シリーズのコーデックのみがサポートされています。

•この機能は、E20のコーデックシリーズではサポートされていません。

•この機能を使用するには、エンドポイントのCLIクレデンシャルを追加する必要がありま
す。

•エンドポイントが登録済みであり、（Unified CMに登録されている）エンドポイントで
JTAPIが有効になっていることを確認してください。

• Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開している場合は、ビデオテスト
コール機能は使用できません。

• Mobile and Remote Access（MRA）ソリューションを使用してエンドポイントが登録され
ている場合、「ビデオテストコール」機能はサポートされません。

（注）
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表 49 :ビデオテストコールの管理

説明タスク

ビデオのエンドポイントを選択し、[ビデオテストコール（Video Test
Call）]をクリックして、選択した 2つのエンドポイント間にテスト
コールを作成します。

（注） •このボタンは、ビデオのエンドポイントを 2つ選択し
た後にのみ有効になります。

•エンドポイントを 2つよりも多く選択して、ビデオテ
ストコールを作成することはできません。

または

[会議の診断（Conference Diagnostic）]ページで会議を選択し、[ビデ
オテストコール（Video Test Call）]をクリックして、そのスケジュー
ル済みの会議に対してテストコールを作成します。

このボタンは、スケジュール済みの会議を選択した後にの

みアクティブになります。スケジュール済みの会議のリス

トを表示するには、スケジュール済みの会議で絞り込みま

す。日時が現時点よりも先の会議のみを選択してください。

（注）

[テストコールの追加（Add Test Call）]ウィンドウが表示され、エン
ドポイントの IPアドレスをクリックすると、そのアプリケーション
が起動します。デフォルトでは、テストコールは即座に実行されま

すが、スケジュールを設定することもできます。

CTSエンドポイントの場合は、SIPプロトコルのみを選択してくださ
い。Exおよび Cシリーズのエンドポイントの場合、H.323と SIPの
いずれかのプロトコルを選択できますが、これらのエンドポイントが

これらのプロトコルを使用して登録されている必要があります。[コー
ルの追加（Add Call）]ボタンをクリックすると、コールが正常に追
加されたことを通知するメッセージが表示されます。

スケジュール済みのコールの詳細を、[会議の診断（Conference
Diagnostics）]ページで確認できます。Medianetの統計を使用し、イ
ベントとアラーム、会議の統計、エンドポイントの統計。この情報

は、テストコールが完了した後でも確認できます。コールによって

ネットワークの問題が発生した場合は、すぐにコールを停止すること

ができます。

• [診断
（Diagnose）]の
[エンドポイントの
診断（Endpoint
Diagnostics）]で、
ビデオテスト

コールを開始する

•ビデオテスト
コールを開始する

[診断
（Diagnose）]の
[会議の診断
（Conference
Diagnostics）]
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説明タスク

ビデオテストコールによってネットワークに問題が起きた場合は、

コールを停止することができます。コールを停止するには、[会議の
診断（Conferences Diagnostic）]ページでフィルタに [テストコール会
議（Test Call Conferences）]を設定して、テストするコールを選択し
ます。会議の件名にマウスカーソルを合わせると、360°会議ビュー
が表示され、[コール停止（Stop Call）]アイコンをクリックすると、
進行中のビデオテストコールが停止します。

テストコールは約 5分間継続し、その後自動的に停止します。

実行中のビデオテスト

コールの停止

[編集（Edit）]をクリックしてビデオテストコールを編集し、[保存
（Save）]をクリックするとコールを再スケジュールまたは即座に実
行できます。コールが正常に変更されたことを通知するメッセージが

表示されます。

スケジュール済みのビ

デオテストコールを

[ビデオテストコール
の設定（Video Test Call
Configurations）]ペー
ジで編集する

[模擬テスト（Synthetic
Tests）] > [ビデオテス
ト（Video Test）]

同じページからビデオ

テストコールを表示ま

たは削除することもで

きます。
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第 20 章

会議の監視

このセクションでは、次の点について説明します。

•会議の監視（311ページ）

会議の監視
Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、ネットワーク内のビデオコラボレーション会議のライ
フサイクルを追跡します。これはさまざまなソースから受信した会議データを関連づけ、会議

に関するエンドツーエンドの詳細情報を提供します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Unified CMやCisco TelePresence Video Communication
Server（VCS）など、コールおよび会議制御コンポーネントから会議イベントを受信します。
また、管理アプリケーション、コールおよび会議制御コンポーネント、会議コンポーネント、

エンドポイントなどのアプリケーションから会議の詳細を取得します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceが監視可能な会議数は、小規模や中規模などの導入モデル
によって異なります。サポートされているアクティブな会議の詳細については、「System
Capacity for Cisco Prime Collaboration Assurance用のシステム容量」を参照してください。

150kおよび80kプロファイルでは、JTAPIを使用してすべてのエンドポイントを制御し、Cisco
Prime Collaboration Assuranceでデバイスを検出すると、[OutofMemory]状態となりサーバがク
ラッシュします。したがって、セッション機能を監視するために必要なエンドポイントのみを

追加します。

（注）

ビデオコラボレーションアプリケーションから取得される会議データには、スケジュールさ

れたおよびスケジュールされていない会議の両方が含まれます。Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、次の方法で会議を区別します。

• Ad hoc -エンドユーザは、相手側で Cisco TelePresenceシステムの内線番号をダイヤルしま
す。スケジューリングは関係しません。
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•スケジュール済み - Microsoft ExchangeやOutlookなど、企業のグループウェアアプリケー
ションを介して会議前にスケジュールします。また、Cisco TelePresence Management Suite
（TMS）を使用して会議をスケジュール設定することもできます。

•スタティック -事前設定済みのCisco TelePresence会議を常時使用できます。各スタティッ
ク会議は独自の会議番号が関連付けられています。Cisco TelePresence MSE、Multipoint
Control Unit（MCU）、Cisco TelePresence Server（TS）などの一部のアプリケーションで
は、このようなミーティングを永続的な会議と呼びます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、次のように会議構造を分類します。

• Point-to-point - 2つのエンドポイント間の会議です。

• Multipoint - 2つ以上のエンドポイントを持つ会議です。エンドポイント間には、MCUが
存在する場合があります。

• MultiSite - MCUがない 2つ以上のエンドポイントがある会議です。エンドポイントは直接
接続されます。すべてのエンドポイントは、MultiSite対応のセンターエンドポイントを使
用してMultiSiteコールに参加できます。センターエンドポイントは会議デバイス（MCU
など）のように機能します。このタイプの会議構造は、Cisco Codec C、TelePresence System
EXシリーズ、Cisco TelePresence MXシリーズ、MultiSiteライセンスの Ciscoプロファイ
ルシリーズなど、MultiSite対応のエンドポイントでサポートされています。

会議のステータスは、次のとおりです。

• In-progress

• Scheduled

• Completed

• [No Show]とは、終了時間まで参加者が会議に参加することのなかったスケジュール済み
会議です。スケジュール済み会議は、スケジュールされた終了時間の後、ならびにスケ

ジュールされた終了時間の後で Cisco Prime Collaboration Assuranceが Cisco TMSと同期し
た後のみに、[No Show]へと変わります。

エンドポイントが進行中の会議に参加しなかった場合、エンドポイントには [不参加（No
Show）]アイコンが表示されます。このステータスは、会議が [Completed]状態に移行した後
でも表示されます。

1つのエンドポイントが会議に参加していても、会議が終了する前にコールから切断した場合、
会議トポロジのこのエンドポイントには切断アイコンが表示されます。切断とは、何らかの問

題があったか、発信者が会議を早く終了する必要があったことを意味する場合があります。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

会議の診断の前提条件

会議の診断には、次の前提条件があります。

• Unified CMおよび Cisco VCSは、Managed状態にある必要があります。
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• MCUなどのエンドポイントとコントローラは、Managed状態にある必要があります。

•デバイスの可視性を「Full Visibility」状態に設定します。

• JTAPIが Unified Communications Managerで設定されている必要があります。Unified
Communications Managerで JTAPIを有効にする方法については、「Cisco Prime Collaboration
Assuranceのデバイス設定」を参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバが、Cisco VCSでフィードバックサーバとして
登録されている必要があります。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceで TC/CEデバイスタイプとして検出された Cisco
Telepresenceエンドポイントは、JTAPIユーザーが制御するデバイスリストには含めない
ようにします。IPフォンは、JTAPIユーザの制御リストで保持することを推奨します。

•会議の診断機能は、エンドポイントから直接送信されたHTTPSフィードバックを使用し、
CUCMが登録された Telepresence（TC/CE）エンドポイントのみをサポートしています。

•会議の診断は、エンドポイントでサブスクリプションが失敗した場合には機能しません。

•会議の診断と音声電話機能の合成テストを使用するには、Cisco Prime Collaboration Assurance
Service Pack 1を適用する前に、CUCMが一覧表示されたバージョンであることを確認し
ます。詳細については、12.1 Service Pack 1の「Cisco Prime Collaboration Assuranceでサポー
トされているデバイス」を参照してください。

1. Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Unified Communications Managerに登録済みの Cisco
Jabberエンドポイントに対する会議監視はサポートしていません。使用率レポートおよび
TelePresence（Movi）エンドポイント用Cisco Jabber Videoの使用統計のみが表示されます。

2. セッションインポートポーリングのデフォルト間隔は 24時間です。

3. JTAPIには TSおよび TXエンドポイントが含まれていないことを確認します。

（注）

ビデオ会議のデータ収集

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次のビデオサービスインフラストラクチャデバイスを
定期的にポーリングして、会議に関する情報を取得します。

•管理デバイス（Cisco TMS）：Cisco Prime Collaboration Assuranceは、スケジュール済みポ
イントツーポイント会議とマルチポイント会議に関する情報を取得します。Cisco TMS
では、会議の進行中にスケジュール設定されていないエンドポイントが追加されると、

Cisco Prime Collaboration Assuranceは新しく追加されたエンドポイントの会議の詳細を表
示します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは 5日分のスケジュール済み会議のデータを収集しま
す（前日、当日および今後 3日）。
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Cisco TMS 13.0または 13.1を使用している場合は、予約 API機能
を設定します。Cisco TMS 13.2以上の場合は、Booking API機能を
設定する必要はありません。

（注）

•マルチポイントスイッチ：Cisco Prime Collaboration Assuranceは、マルチポイント会議の
情報を取得します。また、マルチポイント会議のカスケードの特定とサポートも行いま

す。

•マルチポイントコントロールユニット（MCUおよび Cisco TS）：これらのシステムを使
用してスケジュールされた会議は、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは常にアドホッ
ク会議としてリストされます。これらのタイプの会議は、会議の開始後にのみ [会議の監
視（Conference Monitoring）]ページに一覧表されます。Cisco Prime Collaboration Assurance
は、エンドポイントからイベントを受信した後、これらのシステムにポーリングします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、これらのシステムがコールを受信するたびに、
MCUと Cisco TSをポーリングします。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco
TelePresence Conductorによって管理されていないMCUをポーリングします。

Cisco TelePresence Conductorで制御されるMCUによってホストされている会議の場合、
Cisco Prime Collaboration Assuranceが Cisco TelePresence Conductorのみをポーリングしま
す。

Cisco Prime Collaboration AssuranceはMCU会議のカスケードをサポートしません。Cisco
TelePresence Conductorが制御するMCUのカスケードのみがサポートされます。

•コールおよび会議制御（Cisco Unified CMおよび Cisco VCS）：Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、コールプロセッサを使用して参加者に関する情報を取得します。ユーザの
会議への加入時間や切断時間といった詳細事項が収集されます。Cisco Prime Collaboration
Assuranceはコールと会議コントローラを定期的にポーリングします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Unified CMおよび Cisco VCSからリアルタイ
ムで接続/切断イベントを受け取ります。接続/切断イベントが失われた場合、バックアッ
プメカニズムとして、Cisco Prime Collaboration Assuranceはすべての進行中のコールに対
して定期的に Cisco Unified CMと Cisco VCSをポーリングします。その結果、これらは同
期されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、[Connect（接続）]または [Disconnect（切断）]イベント
を、Cisoc Unified Communications Manager JTAPIではなくエンドポイント（(TC/CE）からリア
ルタイムに受信します。
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会議のモニタリングウィンドウでは、次のブラウザがサポートされています。

• Internet Explorer：バージョン 10、11

• Mozilla Firefox：バージョン 31、38

• Google Chrome：バージョン 39、40

（注）

Cisco Unified CM

すべてのエンドポイントが、Cisco Unified CMに JTAPI制御対象デバイスとして追加されてい
る必要があります。追加されていない場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceでエンドポイ
ントの通話検出は発生しません。設定された JTAPIユーザは、Cisco Prime Collaboration Assurance
で管理されるすべてのエンドポイントへのアクセスを許可されている必要があります。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Unified CMからの JTAPIイベントをリッスンしま
す。コールが進行中になると、エンドポイントがポーリングされます。Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、JTAPIイベントに依存して会議を完了ステータスへ移行します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、複数のCisco Unified CMクラスタを管理します。クラス
タ内およびクラスタ間の会議（クラスタ内およびクラスタ間会議）を監視するために一意のク

ラスタ IDを設定します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、クラスタをモニタリングするためにクラスタパブリッ
シャを管理する必要があります。JTAPIはクラスタパブリッシャで設定する必要があり、コン
ピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）サービスがクラスタ内の少なくとも 1つの
ノードで動作している必要があります。CTI制御は、デバイスに設定された完全な可視性に
よって異なります。可視性の制限については、「Cisco Prime Collaboration Assuranceのシステ
ム容量」を参照してください。

JTAPIが Cisco Unified CMに設定されていない場合、その JTAPIに登録されたエンドポイント
は会議の一部として表示されません。この場合は、JTAPI設定を設定します。

JTAPI制御対象デバイスとして追加されたエンドポイントの正しい使用状況の詳細を表示し、
エンドポイントをCisco Unified CMのコントロールリストに表示するには、エンドポイントの
可視性をリセットする必要があります。[診断（Diagnose）]> [エンドポイントの診断（Endpoint
Diagnostics）]の下の [可視性の編集（Edit Visibility）]を使用して、エンドポイントの可視性
を [完全な可視性（Full Visibilty）]から[オフ（Off）]に変更し、その後、再度 [完全な可視性
（Full Visibilty）]に切り替えます。

（注）

また、Cisco Unified CMを再検出してエンドポイントを見えるようにし、Cisco Prime Collaboration
Assuranceサーバでの正しい使用ステータスを表示することもできます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合
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Cisco TC/CE

Cisco Unifired Communications Managerに登録されている Cisco TC/CEエンドポイントの場合、
イベントは Unified Communications Manager JTAPIではなくエンドポイントから直接受信しま
す。

Cisco VCS

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco VCSからのHTTPフィードバックイベントをリッ
スンします。コールが進行中になると、エンドポイントがポーリングされます。Cisco Prime
Collaboration Assuranceは、HTTPフィードバックイベントに依存して、会議を完了ステータス
に移行します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、複数の Cisco VCSクラスタを管理します。クラスタ内
およびクラスタ間の会議（クラスタ内およびクラスタ間会議）を監視するために、一意のクラ

スタ名を設定する必要があります。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco VCS Expresswayトラバーサルコールを識別し、
サポートします。これらのコールについて、Cisco VCS Controlと Cisco VCSを使用してメディ
アが信号通知を行い、コールの詳細は、会議トポロジで表示されます。

トラバーサルコールの詳細については、Cisco TelePresence Video Communication Server Control
のオンラインヘルプを参照してください。

エンタープライズファイアウォールの外へのコールがある場合は、Cisco VCS Expresswayを使
用します。このデバイスは、Cisco VCS Controlデバイスに設定します。Cisco VCS Controlおよ
び Cisco VCS Expresswayは、会議トポロジに表示されます。ただし、Cisco VCS Expresswayに
登録されたエンドポイントは、不明なエンドポイントとして表示されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceがフィードバックサブスクリプションによってVCSに登録
されていない場合、登録エンドポイントが会議に参加または退室したとき、または VCSに登
録または登録解除されたときに、VCSは PCAに通知しません。この場合、必要に応じて、エ
ンドポイントの可視性を [完全（full）]に設定し、ネットワーク管理者に連絡して、VCSへの
PCのフィードバックサブスクリプションを確認します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、Cisco VCS Expresswayの接続/切断イベントが無視さ
れます。

（注）

Cisco TMSから会議のインポート
Cisco TMSには、スケジュールされた会議の詳細が含まれています。Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、定期的にこれらのデバイスをポーリングして、会議の詳細を取得します。定期
的なポーリングの頻度は、ビジネスのニーズに合わせて設定できます。

会議を中断なく使用するには、[クラスタの管理（Manage Clusters）]オプション（[インベント
リ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [TMSクラスタの管理
（Manage TMS Clusters）]。
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Cisco TMSでは、スケジュール済み会議の進行中にスケジュール設定されていないエンドポイ
ントが追加されると、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、追加されたエンドポイントの
会議の詳細が表示されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは 5日分のスケジュール済み会議のデータをインポートし
ます（前日、当日および翌 3日間）。

Cisco TMSから会議をインポートするときは、次の点に注意してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco TMSの予約確認メールで、デフォルトの電子
メールテンプレートのみをサポートしています。デフォルトの電子メールテンプレート

を使用していない場合、会議は Cisco TMSからインポートされません。

•「予約のみ」の会議の詳細は、Cisco TMSからインポートされません。Cisco Prime
Collaboration Assuranceは、スケジュールの設定中にリソースが割り当てられないため、こ
のタイプのミーティングはサポートしていません。

定期的なポーリング以外にも、会議の詳細をすぐにインポートする場合は、[診断（Diagnose）]>
[会議の診断（Conference Diagnostics）] > [会議のインポート（Import Conferences）]。

[会議のインポート（Import Conferences）]タスクは、Cisco Prime Collaboration Assurance System
システムのパフォーマンスに影響を及ぼします。必要な場合のみ、[会議のインポート（Import
Conferences）]を使用します。

[会議のインポート（Import Conferences）]タスクでは 1つのジョブが作成されます。これは、
[システム管理（System Administration）]、 > [ジョブ管理（Job Management）]から監視でき
ます。ジョブタイプは、[ジョブ管理（）]ページでは Synch_TMS-MEETING_UniqueJobIDと
して表示されます。

（注）

TMS_Conference_Importはジョブを定期的に実行し、すべての会議の詳細をポーリングします。

ただし、TMS_Frequent_Conference_Importジョブは頻繁に実行され、前回のポーリング後の会
議の変更のみを取得します。（ポーリングの頻度は、[システムセットアップ（System Setup）]
ページで変更できます）。

会議のワークフローとシナリオ

次の図には、エンドツーエンドによるスケジュール済み会議のワークフローが示されていま

す。
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図 4 :スケジュール済み会議のワークフロー

次のシナリオでは、Cisco Prime Collaboration Assuranceに会議の最新情報が含まれていない、
または異なる会議の構造データが表示されています。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、会議が前回の Cisco TMSのポーリング後、なら
びに次回のスケジュール設定またはオンデマンドによるCisco TMSのポーリングが発生す
る前にスケジュール設定され、進行中とされた場合、スケジュール済み会議（ポイント

ツーポイント、マルチポイント、またはマルチサイト）をアドホック会議として表示し

ます。

•スケジュール設定済みマルチポイント会議では、Cisco Prime Collaboration Assuranceが管
理アプリケーションと同期されていない場合、会議はアドホックセッションとして表示さ

れ、Cisco Prime Collaboration Assuranceは [接続（Connect）]イベントを受信した後に、参
加している Cisco MCUから情報を収集します。

•会議システムがManaged状態からUnmanagedまたはUnknown状態に移行した場合、マル
チポイント会議は複数のポイントツーポイント会議として表示されます。

• Cisco TMSとCisco MCUでは、スケジュールされた時間が経過すると、会議ステータスが
すぐに [アクティブ（Active）]に切り替わります。ただし、Cisco Prime Collaboration
Assuranceでは、エンドポイントが会議に参加するまで会議ステータスが [進行中（In
Progress）]に変わることはありません。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、管理されていないエンドポイントを含む会議が
表示されます。だだし、これらのオプションの内容に注意してください。

•ポイントツーポイント会議では、Cisco Prime Collaboration Assuranceでいずれかのエ
ンドポイントを管理する必要があります。

•マルチサイト会議では、Cisco Prime Collaboration Assuranceで、他のエンドポイント
にて会議するエンドポイントを管理する必要があります。
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•マルチポイント会議では、Cisco Prime Collaboration Assuranceで会議デバイスを管理
する必要があります。

• Cisco TMSを使用して TelePresenceルームのみを予約した場合、Cisco Prime Collaboration
Assuranceでこれらの会議が表示されることはありません。（Cisco TMSでは、このような
電話会議のタイプは [予約のみ（Reservation Only）]として識別されます）。

• Cisco VCS Expresswayが Inaccessible状態である場合でも、Cisco Prime Collaboration Assurance
は会議を監視できます。ただし、エンドポイントは「不明」なエンドポイントとして表示

されます。

•会議の診断機能は、Cisco Unified Communications Managerで複数の回線を使用して設定さ
れたエンドポイントはサポートしません。ただし、これらのエンドポイントは、CiscoPrime
Collaboration Assuranceインベントリデータベースで管理することができます。

会議の監視機能は、Cisco Unified CM 8.5以降のみでサポートされ
ています。

（注）

• TelePresenceと複数のWebex参加者の間に会議がある場合、[会議の診断（Conference
Diagnostics）]ページには、コールで利用可能なWebex参加者の詳細は表示されません。

• Cisco VCS（ポリシーサービス）導入による Cisco TelePresence Conductorがサポートされ
ています。Cisco VCS（B2BUA）搭載および Cisco Unified CM導入によるの Cisco
TelePresence Conductorはサポートされていません。

会議シナリオ

Cisco Prime Collaboration Assuranceで監視されるさまざまな会議シナリオは、次のとおりです。

表 50 :会議シナリオ

会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

Cisco TelePresence
System 500、1000、
3000、TX9000シリー
ズ。

ポイントツーポイン

ト

アドホック、スケ

ジュール済み

Cisco Unified CMのク
ラスタ内およびクラス

タ間会議

Cisco TelePresence
System 500、1000、
3000、TX9000シリー
ズ。

マルチポイントアドホック、スケ

ジュール済み静的

Cisco Unified CMのク
ラスタ内およびクラス

タ間会議
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会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

Cisco Cシリーズ、EX
シリーズ、Cisco MX
シリーズ、Cisco
MXP、Cisco IP Video
Phone E20、および
Cisco Jabber。

コールがトラバーサル

コールとして識別され

る場合は、Cisco VCS
Controlや Cisco VCS
Expresswayが会議トポ
ロジに表示されます。

ポイントツーポイン

ト

アドホック、スケ

ジュール済み

Cisco VCSクラスタ内
およびクラスタ間会議

Cisco Cシリーズ、EX
シリーズ、Cisco
MCU、Cisco MSE1、ま

たはCisco TelePresence
Server。

コールがトラバーサル

コールとして識別され

る場合は、Cisco VCS
Controlや Cisco VCS
Expresswayが会議トポ
ロジに表示されます。

マルチポイントアドホック、スケ

ジュール済み永続（静

的として表示）

Cisco VCSのクラスタ
内およびクラスタ間会

議（MCUあり）

Cisco Cシリーズ、EX
シリーズ、Cisco MX、
Cisco MXPシリーズ、
Cisco IP Video Phone
E20。

コールがトラバーサル

コールとして識別され

る場合は、Cisco VCS
Controlや Cisco VCS
Expresswayが会議トポ
ロジに表示されます。

マルチサイトアドホック、スケ

ジュール済み

Cisco VCSのクラスタ
内およびクラスタ間会

議（MCUなし）

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
320

ネットワークの監視

会議のワークフローとシナリオ



会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

• Cisco Cシリー
ズ、EXシリー
ズ、Cisco MXシ
リーズ、Cisco
MXPシリーズ、
Cisco IP Video
Phone E20

• Cisco TelePresence
System 500、
1000、3000、およ
び TX9000シリー
ズ。

• Cisco TelePresence
Server

• IX 5000シリーズ
TelePresenceエン
ドポイント

ポイントツーポイン

トマルチポイント

アドホックCisco Unified CMおよ
びCisco VCSクラスタ
間の会議 2

• Cisco Cシリー
ズ、EXシリー
ズ、Cisco MXシ
リーズ

• Cisco TelePresence
System 500、
1000、3000、およ
び TX9000シリー
ズ。

• IX 5000シリーズ
TelePresenceエン
ドポイント

ポイントツーポイン

ト

アドホックCisco Unified CM
(8.6(1)、8.6(2)、9.0）
のクラスタ内会議
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会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

• Cisco Cシリー
ズ、EXシリー
ズ、Cisco MXシ
リーズ、Cisco IP
Video Phone E20

• Cisco TelePresence
System 500、
1000、3000、およ
び TX9000シリー
ズ。

• 1.8または Cisco
TelePresenceサー
バ

マルチポイントアドホック、スケ

ジュール済み

スケジュー

ラは、1.7、
1.8、または
1.9である必
要がありま

す。

（注）

Cisco Unified CM
（8.6(1), 8.6(2), and
9.0）のクラスタ内会議

• Cisco Cシリー
ズ、EXシリー
ズ、Cisco MXシ
リーズ、Cisco
MXPシリーズ、
Cisco IP Video
Phone E20

• Cisco MCUまたは
Cisco TelePresence
Server

• Cisco VCS Control
および Cisco VCS
Expressway

ポイントツーポイン

ト、マルチポイント、

マルチサイト

アドホック、永続（静

的として表示）

エンタープライズファ

イアウォール外の会

議：Cisco VCS
Expressway
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会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

マルチポイント会議デ

バイスとビデオエンド

ポイントです。

サポートされているエ

ンドポイントの一覧に

ついては、Cisco Prime
Collaboration Assurance
でサポートされている

デバイス」を参照して

ください。

ポイントツーポイン

ト

コールを会議モードに

する、または別のコー

ルとマージさせると、

コールがマルチポイン

トになります。会議に

は、MCUが表示され
ません。最初の参加者

がコールから離れる

と、会議はMCUに接
続済みと表示されます

が、2番目と 3番目の
参加者はポイント

ツーポイントコール

と同じコールで続けま

す。

このシナリ

オは、組み

込み型のビ

デオブリッ

ジ機能がエ

ンドポイン

トに存在し

ない場合に

適用できま

す。

（注）

アドホックコールのエンドポイン

ト（コールにMCUあ
り）は、Cisco Unified
CMで会議ブリッジと
して機能します。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
323

ネットワークの監視

会議のワークフローとシナリオ

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html


会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

Cisco Jabber、Cisco
TelePresence MXシ
リーズ、Cisco
TelePresence System EX
シリーズ、および
Cisco TelePresence SX
シリーズ。

ポイントツーポイン

ト、マルチポイント、

マルチサイト

Cisco Prime
Collaboration
Assurance
は、MRAエ
ンドポイン

トが会議ブ

リッジとし

て機能して

いるマルチ

サイト会議

を監視しま

せん。

（注）

アドホック、スケ

ジュール済み

MRAエンドポイント
間の会議：

Cisco Jabber、Cisco
TelePresence MXシ
リーズ、Cisco
TelePresence System EX
シリーズ、または
Cisco TelePresence SX
シリーズ

1
（Codianソフトウェアが Cisco MSEで実行されている必要があります）

2
このシナリオは、CTS 1.7.4、および TC 4.1から 7.0.をサポートしています。

• Cisco Jabberデバイスは、アドホック会議のみをサポートします。（注）

次の図には、2つのMRAエンドポイント間の会議トポロジが示されています。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
324

ネットワークの監視

会議のワークフローとシナリオ



図 5 : MRAエンドポイント間の会議トポロジ

クラウドサーバを介して相互に接続されているMRAエンドポイントで
す。

MRAエンドポイントの会議統計を表示することはできません。（注）

1, 5

MRAエンドポイントを接続するインターネットクラウドサーバです。
MRAエンドポイントは、クラウドサーバのサポートがある場合のみ接続
できます。システムは、クラウドサーバからエンドポイントの IPアドレ
スを取得できないため、会議統計を表示することはできません。

2、4

コールコントローラデバイスとして動作する Cisco VCS Expressway Core
です。トポロジには、Cisco VCS Expressway Coreと関連付けられたエンド
ポイントが表示されます。

3

MRAエンドポイントと VCS Expresswayを含む Collaboration Edgeのさまざまな会議は、次の
とおりです。

•ポイントツーポイント：クラウドサーバと Cisco VCS Expressway Coreを介して相互に接
続されている 2つのMRAエンドポイント間の会議です

•マルチポイント：クラウドサーバ、Cisco VCS Expressway Core、TPSまたはMCUを介し
て接続されている 2つ以上のMRAエンドポイントがある会議です

•マルチサイト：TPSまたはMCUなしで接続されている 2つ以上のMRAエンドポイント
がある会議です
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上記の各会議には、いずれかに 1つの非MRAエンドポイントがある場合もあります。（注）

表 51 : MSPモードの会議シナリオ

会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

Conference Border
Controller（SBC）およ
びビデオエンドポイン

トです。

サポートされているエ

ンドポイントの一覧に

ついては、Cisco Prime
Collaboration Assurance
でサポートされている

デバイス」を参照して

ください。

ポイントツーポイン

ト

アドホックNAT環境でのお客様に
よるコールです。

会議の診断ダッシュボード

[会議の診断（Conference Diagnostic）]ダッシュボードにアクセスするには、以下を選択しま
す。 [診断（Diagnose）] > [会議の診断（Conference Diagnostics）]。

[会議の診断（Conference Diagnostic）]ダッシュボードには、会議とその会議に関連するエンド
ポイントの詳細が表示されます。

[Group（グループ）]ドロップダウンフィルタから目的のグループを選択することで、デバイ
スタイプに基づいて会議を監視できます。[Video Collaboration Conferences（ビデオコラボレー
ション会議）]ペインの [表示（Show）]フィルタを使用すると、会議タイプに基づき、さらに
フィルタをかけることができます。

デフォルトでは、[Video Collaboration Conferences]テーブルには、現在の日付（24時間）の情
報がすべて含まれます。[会議のインポート（Import Conferences）]ボタンの上にマウスのカー
ソルを合わせると、最後に Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースにインポートされ
たデータの詳細時間が表示されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceの会議の診断機能は、共有されたディレクトリ番号が設定
されている電話機はサポートしません。

（注）

次の画像には、会議の診断ダッシュボードが示されています。
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図 6 :会議の診断ダッシュボード

アラームと会議のク

イックサマリーペイ

ンです。

2事前定義された

[Group]フィルタのド
ロップダウンリスト。

カレンダーの起動ポイ

ントも含まれていま

す。デフォルトでは、
[Video Collaboration
Conferences]テーブル
には、現在の日付（24
時間）の情報がすべて

含まれます。

過去 30日間と次の 3
日間の会議を表示でき

ます。

1
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ビデオコラボレーショ

ン会議

4事前定義されたフィル

タのドロップダウンリ

スト。

また、[Refresh]アイコ
ンと [Table setting]ア
イコンもあります。

[テーブル（Table）]設
定アイコンを使用して

テーブルの列をカスタ

マイズし、上位または

下位のいずれかに固定

することができます。

3

会議トポロジのペイン

です。

6進行中の会議（ノーマ

ルまたはアラーム）の

総数と、指定日のア

ラーム付き進行中会議

の総数です。

5

エンドポイント統計の

ペインです。このペイ

ンには、周辺機器、シ

ステム、会議に関する

詳細が表示されます。

8会議統計のペインで

す。

7

会議のインポートタス

クの起動ポイントで

す。[会議のインポー
ト（Import
Conferences）]ボタン
の上にマウスのカーソ

ルを合わせると、最後

に Cisco Prime
Collaboration Assurance
データベースにイン

ポートされたデータの

詳細時間が表示されま

す。

9

概要ペインには、現在の日付（00:00:00時から 23:59:00時）の会議の詳細が表示されます。
[Video Collaboration Conferences]テーブルで入手可能なデータのアイコンベースの概要を表示
できます。Cisco Unified IP電話 8941および 8945、Cisco DXシリーズ、Cisco TelePresence TX
シリーズのDSCP値を表示できます。作前述のエンドポイントで、会議（[診断（Diagnose）] >
[会議の診断（Conference Diagnostics）]の順に選択）を選択します。[会議統計（Session
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Statistics）]ペインの DSCP Inフィールドには、会議のエンドポイントから受信した DSCP値
が表示されます。

[ビデオコラボレーション会議（Video Collaboration Conferences）]テーブルには、現在の日付
（00:00:00から 23:59:59）において進行中の会議の詳細が表示されます。最も新しい会議の詳
細がテーブルの先頭にリストされます。

前日または翌日の詳細を表示するには、カレンダーを使用して日付を選択します。[表示
（Show）]ドロップダウンリストから任意のフィルタを選択して、他の会議の詳細を表示でき
ます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、過去 30日に行われた会議の詳細を保持します。

CUCMクラスタ、CUCMノード、VCSまたはビデオエンドポイントを削除した場合、エンド
ポイントに関連付けられた過去および進行中のすべての会議が削除されます。そのため、関連

付けられているセッションは、[会議の診断（Conference Diagnostics）]ページには表示されま
せん。

（注）

[会議の診断（Conference Diagnostics）]ダッシュボードには、ビデオコラボレーション会議以
外にも、IPフォンまたはソフトウェアクライアントと TelePresenceスエンドポイント間の会
議が表示されます。これらのデバイスの可視性設定が、[Full Visibility]に設定されていること
を確認します。可視性の詳細については、エンドポイントのリアルタイム可視性を参照してく

ださい。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、会議のデバイスとして
MCUを選択し、コールをTMSでスケジュール設定すると、進行中の会議はアドホック会議と
して表示されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、セッションボーダーコ
ントローラを使用して、（異なるUnified CMに登録されている電話機を介して）2人の顧客間
のポイントツーポイントコールの詳細を確認できます。そのようなコールの詳細を取得する

には、[インベントリ管理（Inventory Management）]でセッションボーダーコントローラが管
理されている状態であることを確認します。

新しい会議方法のサポート：アドホックコール

この機能は、次の [会議の診断（Conference Diagnostics）]ページで、新しいアドホック会議の
コールの監視を提供します。[診断（Diagnose）] > [会議の診断（Conference Diagnostics）]。

前提条件：Cisco Prime Collaboration Assuranceで、マルチポイントコントロールユニット
（MCU）とエンドポイントがManaged状態である必要があります。

会議ボタンを押してコールが会議モードになった場合、または別のコールとマージした場合、

そのコールはマルチポイントのアドホックコールになります。Cisco Unified CMは、コール用
の会議デバイスとして動作するMCUを割り当てます。この場合、会議トポロジにMCUが表
示されます。最初の参加者がコールから離れると、2番目と 3番目の参加者は同じコールを継
続し、ポイントツーポイントのアドホックコールになります。この場合、会議トポロジに

MCUは表示されません。
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マルチポイントコントロールユニット（MCU）が Cisco Prime Collaboration Assuranceで
Suspended状態にあり、会議が作成されると、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは 1つのア
ドホックコールではなく 2つのポイントツーポイントコールが表示され、エンドポイントと
マルチポイントコントロールユニット（MCU）の間には 2つ目のコール区間が発生します。
数分後にコールは、コールをトリガーしたエンドポイントとマルチポイントコントロールユ

ニット（MCU）の間で接続されます。トポロジにその他のエンドポイントは表示されません。
このシナリオは、組み込み型のビデオブリッジ機能がエンドポイントに存在しない場合に適用

できます。

Cisco Unified Communications Managerの監視：Cisco TelePresence Conductor統合会議

この機能を使用すると、Cisco TelePresence Conductorが統合された Cisco Unified CMによって
作成された会議を監視できます。

前提条件：

• Cisco TelePresence Conductorとマルチポイントコントロールユニット（MCU）は、Cisco
Prime Collaboration AssuranceでManaged状態となっている必要があります。

• Cisco TelePresence Conductorの会議ブリッジは、コンダクタの論理検出の一部として検出
される必要があります。[デバイスの追加（Add Device）]または [インポート（Import）]
機能を使用して Cisco TelePresence Conductorを検出する場合は、[論理検出を有効にする
（Enable Logical Discovery）]のチェックボックスをオンにし、[再検出（Rediscover）]機
能を使用して以降の再検出を実行します。

• Cisco Unified CMを設定し、Cisco TelePresence Conductorを使用してアドホックおよびラン
デブ会議のための会議ブリッジリソースを管理します。詳細については、『Cisco
TelePresence Conductor with Cisco Unified CM導入ガイド（XC2.3）』参照してください。

論理検出は、MSPモードではサポートされていません。（注）

マルチポイントコントロールユニット（MCU）などの会議デバイスを使用したコールでは、
関連付けられたコンダクタの詳細を、会議の診断（[診断（Diagnose）]、[会議の診断（Conference
Diagnostics）]の順に移動）ページの [会議（Conference）]トポロジペインで、会議デバイス
（MCU）にある [エンドポイントのクイックビュー（Endpoints Quick View）]から確認できま
す。[診断（Diagnose）] > [会議の診断（Conference Diagnostics）]。

Cisco TelePresence Serverのカスケード

この機能を使用すると、次の [会議診断（Conference Diagnostics）]ページでアドホック会議の
コール中に Cisco TelePresence Serverを監視できます。[診断（Diagnose）] > [会議の診断
（Conference Diagnostics）]。

前提条件 -

• The Cisco TelePresence Server（TPS）、Cisco TelePresence Conductor、およびエンドポイン
トは、Cisco Prime Collaboration AssuranceでManaged状態となっている必要があります。
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•デバイスの可視性設定が、[Full Visibility]に設定されていることを確認します。

アドホック会議中に、プライマリ TPSサーバが Cisco TelePresence Conductorのコールに応答で
きない場合、そのコールはセカンダリTPSサーバにカスケードされます。カスケードは、複数
のTPSサーバが会議のコール中に負荷を共有する場合に発生します。会議トポロジは、プライ
マリ TPSサーバとセカンダリ TPSサーバの間に関連付けられた参加者との間でリンクを作成
し、すべてのカスケードされた TPSサーバを会議ブリッジとして表示します。

会議のトラブルシューティングは、Cisco Prime Collaboration Assuranceではサポートされてい
ません。

（注）

エンドポイントのリアルタイム可視性

管理されたエンドポイントの可視性機能は、Cisco Prime Collaboration Assuranceがエンドポイ
ントの操作をどのレベルで監視するのか決定します。可視性に応じて編集できるのは、[Managed]
状態のエンドポイントのみです。最大レベルの可視性を超えるエンドポイントの可視性設定を

編集すると、変更は更新されません。可視性設定は、会議の監視以外にもエンドポイントの

ポーリングを制御します。ポーリングは、すべてのデバイスではなく、リアルタイムの完全な

可視性が設定されているデバイスのみに実行されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次のタイプの可視性をサポートします。

• Full Visibility - JTAPI/HTTPフィードバックを使用したコール検出、会議統計などのリア
ルタイムの監視情報、会議情報がサポートされています。

次の表に一覧化されているエンドポイント統計は、サポートされ

ていません。

1. Cisco Jabber Video for TelePresence (Movi)

2. MRA Endpoints

（注）

• Off - JTAPI/HTTPフィードバックを使用したコール検出とリアルタイムの監視情報はサ
ポートされていません。これらのエンドポイントは、淡色表示されたアイコンで [会議監
視（Conference Monitoring）]ページに表示されます。

次の表には、エンドポイントのデフォルトおよび最大の可視性に関する詳細が示されていま

す。
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最大の可視性デフォルトの可視性エンドポイントタイプ

全二重全二重• CTS 500、1000、および
3000シリーズ

• Cisco Codec

• Cisco TelePresence SX20

• Cisco TelePresence MXPシ
リーズ

• Cisco IP Video Phone E20

全二重全二重• Cisco Jabber Video for
TelePresence（Movi）

全二重オフCisco IP電話（89xx、99xx）

全二重オフCisco Desktop Collaboration
Experience DX650および
DX630

全二重全二重• Cisco SX80および Cisco
SX10

• • Cisco MX200 G2、
Cisco MX300 G2、
Cisco MX700、および
Cisco MX800

全二重オフCisco DX70および DX80

全二重オフCisco Prime Collaborationリ
リース 11.6以降の場合

Cisco TelePresence DX70および
DX80

全二重全二重MRAエンドポイント：

• Cisco Jabber

• Cisco TelePresence MXシ
リーズ

• Cisco TelePresence System
EXシリーズ

• Cisco TelePresence System
SXシリーズ
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エンドポイントの総数には完全な可視性（デフォルトと最大）があります。デフォルトでは、

IPフォンやソフトウェアクライアントに可視性はありません。IPフォンおよびソフトウェア
クライアントの最大可視性はフルになっています。

ポイントツーポイントのアドホック会議では、一方のエンドポイントが [Off]でもう一方が
[Full]の場合、可視性が [Off]のエンドポイントは、会議トポロジでは淡色のアイコンで表示さ
れます。

マルチポイント鍵、可視性が [Off]のエンドポイントは会議トポロジに表示されません。

スケジュールされたポイントツーポイント会議またはマルチポイント会議の場合、可視性が

[Off]のエンドポイントは、会議トポロジでは淡色のアイコンで表示されます。

エンドポイントの可視性を変更するには、 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理
（Inventory Management）]の順に選択し、対応するエンドポイントのインベントリテーブル
で可視性列を表示します。

この列を表示できない場合は、[設定（Settings）]ボタン、[列（Columns）]の順にクリック
し、表示される一覧で [可視性（Visibility）]をクリックします。

（注）

エンドポイントの可視性を変更するには、 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理
（Inventory Management）]の順にクリックしてエンドポイントを択し、[編集（Edit）]をク
リックします。エンドポイントの現在の可視性が表示されます。何らかの変更を加えた場合

は、[保存（Save）]をクリックします。

複数のエンドポイントを選択した場合、エンドポイントの現在の可視性を表示することはでき

ません。

（注）

可視性設定を変更した場合は、次回の会議から実装されます。

可視性機能は、[会議の診断（Conference Diagnostics）]ページのみに適用されます。つまり、
可視性を [Off]に設定した場合でも、エンドポイントは [エンドポイントの診断（Endpoint
Diagnostics）]および [デバイスインベントリ（Device Inventory）]ページに一覧表示されます。

制限事項

1. 会議の診断機能は、Cisco Unified Communications Managerで複数の回線を使用して設定さ
れたエンドポイントはサポートしません。ただし、これらのエンドポイントは、CiscoPrime
Collaboration Assuranceインベントリデータベースで管理することができます。

2. Cisco Prime Collaboration Assuranceの会議の診断機能は、共有されたディレクトリ番号が設
定されている電話機はサポートしません。

3. 会議数が、プロファイルに設定されている最大値を超えることはできません。詳細につい
ては、「Cisco Prime Collaboration Assuranceのシステム容量」を参照してください。
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4. セッションのモニタリングは、引き続きセキュリティで保護されていない JTAPI通信を使
用し、UCM Mixedモードでセッションを監視します。

5. デバイスの可視性を「[Full Visibility]」状態に設定します。

6. Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、会議が前回のCisco TMSのポーリング後、ならび
に次回のスケジュール設定またはオンデマンドによる Cisco TMSのポーリングが発生する
前にスケジュール設定され、進行中とされた場合、スケジュール済み会議（ポイントツー

ポイント、マルチポイント、またはマルチサイト）をアドホック会議として表示します。

7. いくつかのコールシナリオはサポートされていません。詳細については、会議のワークフ
ローとシナリオセクションを参照してください。

360°会議ビュー

[360°会議ビュー（360° Conference View）]は、エンドポイント、インフラストラクチャデバ
イス、アラーム、コールレコードに関連するデータの完全なビューを提供します。また、Cisco
Prime Collaboration Assuranceの他の機能をクロス起動することもできます。会議で [360°会議
ビュー（360° conference View）]を表示するには、[ビデオコラボレーション会議（Video
Collaboration Conferences）]テーブルの [会議の主題（Conference Subject）]列にマウスポイン
トを合わせて、[360 °会議ビュー（360° Conference View）]アイコンをクリックします。

[360°会議ビュー（360° Conference View）]には、次のタブがあります。

•アラーム：アラームの重大度、アラームをトリガーしたソース、生成されたアラームの説
明、タイムスタンプが表示されます。

•エンドポイント：エンドポイント名、IPアドレス、物理的な場所、会議の長さ、デバイス
モデルが表示されます。

• [インフラストラクチャ（Infrastructure）]：使用中のインフラストラクチャデバイスの詳
細が表示されます。IPアドレスのリンクを使用すると、[インフラストラクチャデバイス
（Infrastructure Devices）]ログインページを開くことができます。[デバイスインベント
リ（インベントリ）]ページを起動して [デバイス名（Device Name）]をクリックすると、
デバイスのインベントリ詳細を表示することもできます。

[360°会議ビュー（360° Conference View）]では、次の操作を実行できます。

• [アラームの表示（See Alarms）]アイコンをクリックすると、アラームブラウザが開きま
す。Alarmブラウザには、選択した会議のアラームがすべて（会議とエンドポイントア
ラームの両方を含む）一覧表示されます。

• [エンドポイントのモニタ（Monitor Endpoint）]アイコンをクリックすると、[エンドポイ
ントの診断（Endpoint Diagnostics）]ページが開きます。

• [ウォッチリストに追加（Add to Watch）]アイコンをクリックして、ウォッチリストに会
議を追加します。これは、スケジュール設定されたおよび進行中の会議で有効になってい

ます。
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•定期的な会議をスケジュール設定している場合は、定期的な会議の各インスタンスをウォッ
チリストに追加します。たとえば、5日以上の間で定期的に開催される会議をスケジュー
ル設定した場合、その会議を毎日（5日）のウォッチリストに追加します。

会議をウォッチリストに追加しても、トラブルシューティングのワークフローはトリガーされ

ません。

（注）

会議トポロジ

会議トポロジには、会議の一部であるエンドポイントが表示されます。マルチポイント会議の

場合は、エンドポイントとともに会議デバイスが表示されます。また、コールがトラバーサル

コールの場合は、Cisco VCSが表示されます。

会議トポロジを起動するには、[ビデオコラボレーション会議（VideoCollaborationConferences）]
テーブルで会議を選択します。

リンクとエンドポイントに表示されるアラームバッジは、それぞれのパケットと周辺機器には

障害が発生していることを表します。

次の図には、会議トポロジに表示されるさまざまなステータスが示されています。

図 7 :セッショントポロジ
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表 52 :

説明番号（Number）説明ケース

アラームなしのエンド

ポイントとマルチポイ

ントスイッチ間のアク

ティブなリンクです。

2エンドポイントに関連

付けられた [No-Show]
アイコン。

1

メジャーなアラームが

付いたエンドポイント

とマルチポイントス

イッチ間のアクティブ

なリンクです。

4そのセッションに参加

している、重大なア

ラームがあるエンドポ

イントです。ペリフェ

ラルデバイスに問題が

あります。

3
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説明番号（Number）説明ケース

不明なエンドポイン

ト：現時点では Cisco
Prime Collaboration
Assuranceで管理され
ていないエンドポイン

トです。これらのエン

ドポイントのインベン

トリに関する詳細は、
Cisco Prime
Collaboration Assurance
データベースにない場

合があります。エンド

ポイントとコントロー

ラがManaged状態であ
り、登録状態が [デバ
イス 360°（Device
360°）]ビューで利用
できる必要がありま

す。

Cisco VCS Expressway
に登録されたエンドポ

イントは、不明なエン

ドポイントとして表示

されます。

Cisco Prime
Collaboration Assurance
で管理されたエンドポ

イントは、サポートさ

れていないエンドポイ

ントにコールすること

ができます。

6エンドポイントに関連

付けられた

[Disconnect]アイコン
です。

5

ネットワークに障害がある場合、アラーム表示はネットワークライン上に表示されます。トポ

ロジ上でクイックビューを起動すると、障害が発生した場所のネットワークリンクの方向を

識別することができます。

ネットワークリンククイックビュー

クイックビューを起動するには、マウスポインタをアラームバッジの上に置き、[クイック
ビュー（Quick View）]アイコンをクリックします。ネットワークリンクのクイックビューに
は、次のタブがあります。
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•リンクの概要：ポイントツーポイント会議用のエンドポイント間や、マルチポイント会
議用のエンドポイントとマルチポイントスイッチ間のアラームステータスが表示されま

す。

•アラームの概要：アラームの重大度、アラームをトリガーしたソース、生成されたアラー
ムの説明が表示されます。

•コールの詳細：エンドポイント名、電話番号、およびプロトコルが表示されます。これら
の詳細情報は、選択されたネットワークリンクを介して接続されたエンドポイントに対し

て表示されます。

エンドポイントのクイックビュー

エンドポイントのクイックビューは、Managedおよび Unknown状態で起動できます。クイッ
クビューを起動するには、マウスポインタをエンドポイントの上に置き、[クイックビュー
（Quick View）]アイコンをクリックします。

[Managed]状態のデバイスでは、次の詳細が表示されます。

•エンドポイントの概要：システムタイプ、IPアドレス（IPv4または IPv6）、物理的位置、
使用ステータス、ディレクトリ番号（SIP URIまたはH323 ID）、クラスタ IDなど、エン
ドポイントの詳細が表示されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、エンドポイントに属
するお客様や、それぞれのプライベート IPアドレスやパブリック IPアドレスを表示する
ことができます。パブリック IPアドレスをクリックすると、エンドポイントの管理アプ
リケーションを起動できます。

•アラームの概要：アラームの重大度、アラームのカテゴリ、および生成されたアラームの
説明が表示されます。

クイックビューでは、エンドポイントをウォッチリストに追加、エンドポイントの診断ページ

を起動、ならびに選択したエンドポイントのアラームを表示することができます。

会議リソース：Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、MCUが属する地域に関する情報を表
示することができます。

エンドポイント統計

このペインで、エンドポイントの Quality of Service（QoS）をモニタリングできます。実行中
のセッションと過去の会議について、エンドポイント統計が表示されます。また、スケジュー

ル済み会議については、周辺機器のステータスとシステム情報が表示されます。

このページには、会議トポロジペインで選択したエンドポイントの周辺機器ステータス、エン

ドポイントシステムの詳細、会議の詳細および統計に関する情報が表示されます。

マルチサイト会議では、センターエンドポイント（会議デバイス）を選択すると、接続する各

エンドポイントの会議統計（音声とビデオ）および会議情報が表示されます。
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会議統計の詳細（現在および過去）には、および Cisco IP電話については表示されません。（注）

[会議統計（Conference Statistics）]

[会議統計（Conference Statistics）]ペインには、次の項目に対してのパケット損失、遅延、ジッ
ターなどの統計情報が表示されます。

•音声—プライマリコーデック、セカンダリコーデック 1と 2、AUXおよびプライマリ
レガシー。

•ビデオ—プライマリコーデック、セカンダリコーデック 1と 2。

表示される情報は、選択したエンドポイントのタイプによって異なります。

黒の縦線はしきい値を示します。Rxパケット損失、平均周期ジッター、および平均期間遅延
のしきい値は、次の値を使用して定義できます。 [アラームおよびレポート管理（Alarm &
Report Administration）] > [イベントのカスタマイズ（Event Customization）] > [しきい値ルー
ル（Threshold Rules）]オプションが表示されます。

赤は、値が定義されたしきい値を超えたことを示します。グレーは現在の値です。この色はし

きい値を持たないパラメータに使用されます。

アラーム表示はネットワーク内の実際の障害を示します。過去の会議に対して、Cisco Prime
Collaboration Assuranceにしきい値やアラームバッジイン会議統計が表示されることはありま
せん。

1日以上経過したすべての会議統計とエンドポイント統計データはパージされます。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
339

ネットワークの監視

エンドポイント統計



Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
340

ネットワークの監視

エンドポイント統計



第 21 章

Cisco APIC-EMを有効にして会議をトラブ
ルシュート

このセクションでは、次の点について説明します。

• Cisco APIC-EMを有効にして会議をトラブルシュート（341ページ）

Cisco APIC-EMを有効にして会議をトラブルシュート
この章では、Cisco APIC-EMを有効にして会議をトラブルシュートする方法について説明しま
す。

Cisco APIC-EMの概要
Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

Cisco Application Policy Infrastructure Controller Enterprise Module（APIC EM）では、ポリシー
ベースのアプリケーションプロファイルを一元的に自動化することができます。CiscoAPIC-EM
は既存のネットワークインフラストラクチャと連携し、ネットワーク全体にわたるネットワー

クポリシーの導入と準拠に関する確認作業を自動化します。詳細については、「CiscoApplication
Policy Infrastructure Controller Enterprise Module」を参照してください。ネットワークに Cisco
APIC EMを導入する際の詳細については、『Cisco Application Policy Infrastructure Controller
Enterprise Module導入ガイド』を参照してください。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは Cisco APICと統合し、進行中の音声またはビデオ会議の
メディアパスを追跡および監視し、メディアパスの品質を低下させる原因となるネットワー

ク要素を自動的にトラブルシュートします。

Cisco APIC-EMの主な機能は、次のとおりです。

•ミッドポイントまたは企業ネットワークデバイス（ルータ、スイッチ、ホスト）を監視
し、メディアパスのトラブルシューティングを行います。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceから受信した 5タプル（発信元 IPアドレス、宛先アド
レス、発信元ポート、宛先ポート、プロトコル）に基づき、パストレースを実行します。
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パストレースとその制限事項の詳細については、『Cisco
Application Policy Infrastructure Controller Enterprise Module設定ガ
イド』の「パストレースの実行」セクションを参照してくださ

い。

（注）

•デバイスを管理するには、SNMPおよび CLIの両方のクレデンシャルが必要です。

•特定のフローに対して、メディアパスやパス統計情報（デバイス統計、インターフェイス
統計、PerfMon統計）を直接 Cisco Prime Collaboration Assuranceに提供します。

•特定のフローがメディアフローの統計をフェッチするため、ミッドポイントでオンデマン
ドの PerfMon設定を行います。会議のトラブルシューティングが終了すると、PerfMon設
定は削除されます。

PerfMonデータが収集可能なプラットフォームの詳細については、
http://apic-em/wiki/Category:Testing/Platform_Support#APIC-EM_
PLATFORM_SUPPORTのWikiページを参照してください。

（注）

•不明な状態にある宛先エンドポイントで、パスのトラブルシューティングを有効にしま
す。

• Cisco Prime Collaboration Assurance 11.5 Service Pack 1は、11.5リリースからのみアップグ
レードできます。

（注）

Cisco APIC-EMコントローラ統合の設定

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、[Cisco APIC-EMコントローラインテグレーションの
設定（Cisco APIC-EM Controller Integration Settings）]を使用して、次に示すようにメディア会
議の品質の問題をトラブルシュートできます。 [アラームおよびレポートの管理（Alarm &
Report Administration）] > [APIC-EM & Primeのインテグレーション（APIC-EM & Prime
Integration）]。

始める前に

Cisco APIC-EMのロールROLE_POLICY_ADMINにユーザが割り当てられていることを確認し
ます。

ステップ 1 選択 [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [APIC-EM & Primeのインテ
グレーション（APIC-EM & Prime Integration）]。
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ステップ 2 [APIC-EMコントローラのインテグレーションの設定（APIC-EM Controller Integration Settings）]ペインに有
効な Cisco APIC-EMクレデンシャルを入力し、[保存（Save）]をクリックします。

a) Cisco APIC-EM APIが入力されたクレデンシャルでアクセスできる場合、Cisco Prime Collaboration
Assuranceはデータベースに設定の詳細を保存し、ポップアップメッセージを表示します。
APIC-EM credentials are saved successfully.

b) Cisco APIC-EM APIが入力されたログイン格情報を使用してアクセスできない場合、Cisco Prime
Collaboration Assuranceは警告メッセージを表示します。
APIC-EM is not accessible with the credentials provided. Please verify the
credentials and try again.

ステップ 3 [リセット（Reset）]をクリックすると、[APIC-EMコントローラインテグレーションの設定（APIC-EM
Controller Integration Settings）]にある Cisco APIC-EM設定の詳細がクリアされます。

Cisco APIC-EMバージョン 1.2.xは、Cisco Prime Collaboration Assuranceリリース 11.5 Service Pack
1で検証済みです。

（注）

Cisco APIC-EM Controller Integration Settings Pane：フィールドの説明

表 53 : Cisco APIC-EM Controller Integration Settings Paneのフィールドの説明

説明フィールド

クラスタの Cisco APIC-EM Controller
Management IPアドレスです。到達可能なホス
ト IPアドレスまたは APIC-EMクラスタの仮
想 IPアドレスを入力します。

[IPアドレス（IP Address）]

CiscoAPIC-EMサーバのログインクレデンシャ
ルです。

[HTTP Username]と [Password]

トラブルシューティング

問題：テスト接続に失敗しました。

推奨事項：

• [APIC-EM Controller Integration Settings Pane]のフィールドにあるクレデンシャルを使用
して、Cisco APIC-EM APIがアクセスできることを確認します。

• ROLE_POLICY_ADMINロールが割り当てられていることを確認します。

Cisco APIC-EMを使用した会議のトラブルシューティング

次の手順には、会議のトラブルシュートを行うための高レベルな手順が含まれています。
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始める前に

Cisco Prime Collaboration Assuranceが Cisco APIC-EMに統合されていることを確認します。詳
細については、Cisco APIC-EMコントローラ統合の設定（342ページ）を参照してください。

ステップ 1 Cisco Prime Collaboration Assuranceは、指定されたコール区間のエンドポイントから受信した 5要素の情報
を提供することによって、SDNパスのトレースを開始します。

Cisco APIC-EMは、要求を追跡するためのフローを作成します。

ステップ 2 Cisco Prime Collaboration Assuranceは、このフローを使用して、メディアパスとパス統計情報を収集しま
す。

Cisco APIC-EMは、指定されたフローのパスに含まれるデバイス（入力または出力インターフェイス）で
パフォーマンスモニタの設定を有効にします。トラブルシュートが終了すると、PerfMonの設定が削除さ
れます。

ステップ 3 Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco APIC-EMコントローラからの各ノードのメディアフローの統
計（パケット損失、ジッター、CPU使用率など）を定期的に収集します。

ステップ 4 Cisco Prime Collaboration Assuranceは、エンドポイントのポーリングを継続し、エンドポイントからメディ
ア統計を収集します。

例

次の図は、会議のトラブルシュートを行うための、Cisco Prime Collaboration Assurance
と Cisco APIC-EMの対話を示しています。

図 8 : Cisco Prime Collaboration Assuranceと Cisco APIC-EM間の対話
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第 22 章

Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバ
の監視

このセクションでは、次の点について説明します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバの監視（345ページ）

Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバの監視
Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceを使用して、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバの正
常性を監視できます。CPU、メモリ、ディスク使用率、論理ストレージ領域、プロセスの詳細
に関する情報を得ることができます。

前提条件：

• Cisco Prime Collaboration Assuranceで SNMP v1、v2c、または v3を有効にします。SNMP
v1、v2c、v3の有効化に関する詳細については、「Prime Collaboration Assurance用のデバ
イスを設定」の「Configuring Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバの設定」セクショ
ンを参照してください。

•管理者のアクセス権を使用して SNMP v1/v2cを有効にします。SNMP v1/v2cを有効にする
ため、ルートアクセスは必要ありません。

•ルートアクセスを使用して、SNMPv3を有効にします。ルートアクセスを取得するには、
TACケースを発生させる必要があります。

•設定の SNMP v1、v2c、v3 ROまたはコミュニティ文字列を使用して、SNMP Mangerから
Cisco Prime Collaboration Assuranceに接続します。

Cisco Prime Collaborationサーバヘルスの監視

次の表には、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバのヘルスを監視するために必要なMIB
の詳細が示されています。
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MIBOIDテーブルコンポーネント

UCD-SNMP-MIB1.3.6.1.4.1.2021.11systemStatsCPU

UCD-SNMP-MIB1.3.6.1.4.1.2021.4メモリメモリ

HOST-RESOURCES-MIB.1.3.6.1.2.1.25.3.2hrDeviceTableディスクストレージ

.1.3.6.1.2.1.25.3.6hrDiskStorageTable

HOST-RESOURCES-MIB.1.3.6.1.2.1.25.2.3hrStorageTable論理ストレージ領域

HOST-RESOURCEs-MIB.1.3.6.1.2.1.25.4.2hrSWRunTableプロセス

例：

• CPU使用率を監視するには

SNMP v1または v2cが有効な場合は、次のコマンドを入力します。

構文

# snmpwalk -v2c -c public <PCA IP> UCD-SNMP-MIB::systemStats

例

snmptable -v 2c -c public 10.64.91.115 UCD-SNMP-MIB::systemStats

SNMP v3が有効な場合は、次のコマンドを入力します。

構文

snmpwalk -v 3 -A authpasswd -X privpasswd -x AES -l authPriv -u
user1 -a MD5 <PCA IP> UCD-SNMP-MIB::systemStats

例

snmpwalk -v 3 -A authpasswd -X privpasswd -x AES -l authPriv -u jane
-a MD5 <PCA IP> UCD-SNMP-MIB::systemStats

出力例

UCD-SNMP-MIB::ssIndex.0 = INTEGER: 1

UCD-SNMP-MIB::ssErrorName.0 = STRING: systemStats

UCD-SNMP-MIB::ssSwapIn.0 = INTEGER: 0 kB

UCD-SNMP-MIB::ssSwapOut.0 = INTEGER: 0 kB

UCD-SNMP-MIB::ssIOSent.0 = INTEGER: 609 blocks/s

UCD-SNMP-MIB::ssIOReceive.0 = INTEGER: 0 blocks/s

UCD-SNMP-MIB::ssSysInterrupts.0 = INTEGER: 994 interrupts/s

UCD-SNMP-MIB::ssSysContext.0 = INTEGER: 5508 switches/s

UCD-SNMP-MIB::ssCpuUser.0 = INTEGER: 6

UCD-SNMP-MIB::ssCpuSystem.0 = INTEGER: 0
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UCD-SNMP-MIB::ssCpuIdle.0 = INTEGER: 87

UCD-SNMP-MIB::ssCpuRawUser.0 = Counter32: 15940286

UCD-SNMP-MIB::ssCpuRawNice.0 = Counter32: 14270

UCD-SNMP-MIB::ssCpuRawSystem.0 = Counter32: 1046654

UCD-SNMP-MIB::ssCpuRawIdle.0 = Counter32: 193992466

UCD-SNMP-MIB::ssCpuRawWait.0 = Counter32: 6614683

UCD-SNMP-MIB::ssCpuRawKernel.0 = Counter32: 0

•メモリ使用率を監視するには

SNMP v1または v2cが有効な場合は、次のコマンドを入力します。

構文

# snmpwalk -v2c -c public <PCA IP> UCD-SNMP-MIB::memory

例

snmptable -v 2c -c public 10.64.91.115 UCD-SNMP-MIB::memory

SNMP v3が有効な場合は、次のコマンドを入力します。

構文

snmpwalk -v 3 -A authpasswd -X privpasswd -x AES -l authPriv -u
user1 -a MD5 <PCA IP> UCD-SNMP-MIB::memory

例

snmpwalk -v 3 -A authpasswd -X privpasswd -x AES -l authPriv -u jane
-a MD5 <PCA IP> UCD-SNMP-MIB::memory

出力例

UCD-SNMP-MIB::memIndex.0 = INTEGER: 0

UCD-SNMP-MIB::memErrorName.0 = STRING: swap

UCD-SNMP-MIB::memTotalSwap.0 = INTEGER: 25165816 kB

UCD-SNMP-MIB::memAvailSwap.0 = INTEGER: 25165724 kB

UCD-SNMP-MIB::memTotalReal.0 = INTEGER: 14236500 kB

UCD-SNMP-MIB::memAvailReal.0 = INTEGER: 848220 kB

UCD-SNMP-MIB::memTotalFree.0 = INTEGER: 26013944 kB

UCD-SNMP-MIB::memMinimumSwap.0 = INTEGER: 16000 kB

UCD-SNMP-MIB::memShared.0 = INTEGER: 0 kB

UCD-SNMP-MIB::memBuffer.0 = INTEGER: 516240 kB

UCD-SNMP-MIB::memCached.0 = INTEGER: 3495964 kB

UCD-SNMP-MIB::memSwapError.0 = INTEGER: noError(0)

UCD-SNMP-MIB::memSwapErrorMsg.0 = STRING:
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•ディスクストレージの詳細を監視するには

SNMP v1または v2cが有効な場合は、次のコマンドを入力します。

構文

snmptable -v 2c -c public <PCA IP> [OID]

例

snmptable -v 2c -c public <PCA IP> .1.3.6.1.2.1.25.3.2

SNMP v3が有効な場合は、次のコマンドを入力します。

構文

#snmptable -v 3 -A authpassword -X privpassword -x AES -l authPriv
-u user1 <PCA IP> [OID]

例

#snmptable -v 3 -A authpassword -X privpassword -x AES -l authPriv
-u user1 <PCA IP> .1.3.6.1.2.1.25.3.2

出力例

表 54 : SNMP table: HOST-RESOURCES-MIB::hrDeviceTable

hrDeviceErrorshrDeviceStatushrDeviceIDhrDeviceTypehrDeviceDescrhrDeviceIndex

?実行SNMPv2-SMI::zeroDotZeroSCSI disk
(/dev/sda)

HOST-RESOURCES-

TYPES::hrDevice

DiskStorage

1552

?実行SNMPv2-SMI::zeroDotZeroVMware
Virtual IDE
CDROM Drive

HOST-RESOURCES-

TYPES::hrDevice

DiskStorage

1538

SNMP v1または v2cが有効な場合は、次のコマンドを入力します。

構文

snmptable -v 2c -c public <PCA IP> [OID]

例

snmptable -v 2c -c public <PCA IP> .1.3.6.1.2.1.25.3.6

SNMP v3が有効な場合は、次のコマンドを入力します。

構文

#snmptable -v 3 -A authpassword -X privpassword -x AES -l authPriv
-u user1 <PCA IP> [OID]

例
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#snmptable -v 3 -A authpassword -X privpassword -x AES -l authPriv
-u user1 <PCA IP> .1.3.6.1.2.1.25.3.6

出力例

表 55 : SNMP table: HOST-RESOURCES-MIB::hrDiskStorageTable

hrDiskStorageCapacityhrDiskStorageRemoveblehrDiskStorageMediahrDiskStorageAccess

0KBytestrueunknownreadWrite

262144000 KBytesfalseunknownreadWrite

•論理ストレージ領域を監視するには

SNMP v1または v2cが有効な場合は、次のコマンドを入力します。

構文

snmptable -v 2c -c public <PCA IP> [OID]

例

snmptable -v 2c -c public <PCA IP> .1.3.6.1.2.1.25.2.3

SNMP v3が有効な場合は、次のコマンドを入力します。

構文

#snmptable -v 3 -A authpassword -X privpassword -x AES -l authPriv
-u user1 <PCA IP> [OID]

例

#snmptable -v 3 -A authpassword -X privpassword -x AES -l authPriv
-u user1 <PCA IP> .1.3.6.1.2.1.25.2.3

出力例

表 56 : SNMP table: HOST-RESOURCES-MIB::hrStorageTable

hrStorageAllocationFailureshrStorageUsedhrStorageSizehrStorageAllocationUnitshrStorageDescrhrStorageTypehrStorageIndex

?13338404142365001024バイ
ト

物理メモリHOST-RESOURCES-

TYPES::hrStorageRam

1

?13338496394023161024バイ
ト

Virtual
memory

HOST-RESOURCES-

TYPES::hrStorage

VirtualMemory

3

•プロセスの詳細を監視するには

SNMP v1または v2cが有効な場合は、次のコマンドを入力します。

構文
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snmptable -v 2c -c public <PCA IP> [OID]

例

snmptable -v 2c -c public <PCA IP> .1.3.6.1.2.1.25.4.2

SNMP v3が有効な場合は、次のコマンドを入力します。

構文

#snmptable -v 3 -A authpassword -X privpassword -x AES -l authPriv
-u user1 <PCA IP> [OID]

例

#snmptable -v 3 -A authpassword -X privpassword -x AES -l authPriv
-u user1 <PCA IP> .1.3.6.1.2.1.25.4.2

出力例

表 57 : SNMP table: HOST-RESOURCES-MIB::hrSWRunTable

hrSW

Runpath

hrSW

RunStatus

hrSW

RunType

hrSW

RunParameters

hrSW

RunID

hrSW

RunName

hrSW

RunIndex

postgres:
cmuser
cpcm
127.0.0.1
(51478)
idle

runnableアプリ

ケーショ

ン

""SNMPv2-SMI :
: zeroDotzero

postgres2367

postgres:
primea
cqdb
127.0.0.1
(50175)
FETCH

runnableアプリ

ケーショ

ン

""SNMPv2-SMI :
: zeroDotzero

postmaster2643
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第 VI 部

ダッシュボードとレポート
• Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード（353ページ）
• Cisco Prime Collaboration Assuranceレポート（467ページ）





第 23 章

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュ
ボード

このセクションでは、次の点について説明します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード（353ページ）

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード
Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボードは、デバイス、アプリケーション、エンド
ポイントに関する情報を統合して提供します。これらのダッシュボードを使用して、次のこと

ができます。

• 1つのインターフェイスを使用して、ユーザのすべてのエンドポイントを監視します。

•すべてのエンドポイント用のサービスエクスペリエンスを決定します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

すべてのエンドポイントのコール品質を決定します。

ダッシュボードにデータを追加するには、次のタスクを実行する必要があります。

•デバイスを検出します

•会議をインポートする（会議関連のダッシュボードの場合）

•デバイスをポーリングする

[Cisco Prime Collaboration Assurance]ページの [ナビゲーションの切り替え（Toggle Navigation）]

アイコン をクリックすると、ダッシュレットとレポートのリストが表示されます。左上の

ピンアイコンをクリックすると、左側のペインの表示/非表示を切り替えることができます。
同じメニューで、インデックスを表示したり、お気に入りを設定したり、検索オプションを使

用したりすることもできます。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
353



ブラックリボンフレーム上にある Cisco Prime Collaboration Assuranceの完全なタイトルを表示
するには、コンピュータの画面解像度を変更する必要があります。[インデックス（Index）]の
左上のペインにある [トグル（Toggle）]ピンボタンをクリックして、タイトルを表示します。

（注）

次の表には、Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボードの説明が示されています。

Prime Collaboration Assuranceの導入説明ダッシュボード

Prime Collaboration Assurance AdvancedCisco Unified CMお
よび VCSクラスタ
の概要を提供しま

す。

OpsView（[監視（Monitor）]> [シ
ステムビュー（System View）]>
[OpsView]）

Prime Collaboration Assurance Advancedセッションおよび

アラームに関する

情報。

サービスエクスペリエンス（[監
視（Monitor）]>[システムビュー
（System View）]> [サービスエ
クスペリエンス（Service
Experience）]）

Prime Collaboration Assurance Advanced管理デバイスに関

する情報です。

アラーム（[監視（Monitor）]>
[システムビュー（System
View）]> [アラーム（Alarm）]）

Prime Collaboration Assurance Advanced各管理対象デバイ

スの重要なパ

フォーマンスメト

リックについて詳

細情報を提供しま

す。

パフォーマンス（[監視
（Monitor）]> [システムビュー
（System View）]> [パフォーマン
ス（Performance）]）

Prime Collaboration Contact Center
Assurance

CUIC、Finesse、
MediaSense、CVP、
UCCEなどの
Contact Centerコン
ポーネントに関す

る情報です。

Contact Centerトポロジ（[監視
（Monitor）]> [システムビュー
（System View）]> [Contact
Centerトポロジ（Contact Center
Topology）]）

Prime Collaboration Assurance Advancedエンドポイントと

その使用率、会議

デバイス、ライセ

ンスの使用状況に

関する情報です。

使用率モニタ（[監視
（Monitor）]> [使用率モニタ
（Utilization Monitor）]）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合
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Cisco Prime Collaboration
Deployment

説明ダッシュボード

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

Cisco Unified CMおよびVCSクラス
タの概要を提供します。

OpsView[ネットワーク正常
性の概要（Network Health
Overview）] > [OpsView]）

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

サービス品質に関する情報です。コール品質

([ネットワーク正常性の概
要（Network Health
Overview）] > [コール品質
（Call Quality）]）

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

アラームの概要に関する情報です。アラーム[ネットワーク正常
性の概要（Network Health
Overview）] > [アラーム
（Alarm）]）

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

各管理対象デバイスの重要なパ

フォーマンスメトリックについて詳

細情報を提供します。

[パフォーマンス
（Performance）][ネット
ワーク正常性の概要

（Network Health
Overview）] > [パフォーマ
ンス（Performance）]）

Cisco Prime Collaboration
Contact Center Assurance

Unified Contact Centerトポロジ
ビューに関する情報です。

Contact Centerトポロジ
（[ネットワーク正常性の概
要（Network Health
Overview）] > [Contact
Centerトポロジ（Contact
Center Topology）]）

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、Cisco Prime Collaboration
Assuranceホームページから次のダッシュボードを表示できます。

説明ダッシュボード

カスタマーごとのアラーム、エンドポイント、インベントリに関する情

報。

顧客の概要（[監視
（Monitor）]> [シス
テムビュー

（System View）]>
[顧客の概要
（Customer
Summary）]）
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クラスタノード、コールおよびセッション制御デバイス、リージョン

の概要、および会議デバイスに関する情報。

CTXデバイスが管理されていない場合、ダッシュレットにデー
タは追加されません。

（注）

TelePresence
Exchange（[監視
（Monitor）]> [シス
テムビュー

（System View）]>
[Telepresence
Exchange]）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、Cisco Prime Collaboration
Assuranceホームページから次のダッシュボードを表示できます。

説明ダッシュボード

カスタマーごとのアラーム、エンドポイント、

インベントリに関する情報。

カスタマーサマリ[ネットワーク正常性の概要
（Network Health Overview）] > [カスタマー
サマリ（Customer Summary）]）

クラスタノード、会議の制御デバイス、地域

の概要、会議デバイスに関する情報です。

TelePresence Exchange[ネットワーク正常性の
概要（Network Health Overview）] >
[TelePresence Exchange]）

カスタマーサマリダッシュボードを使用すると、エンドポイントやインフラストラクチャデ

バイスの詳細情報、および特定のカスタマーのネットワークの論理的なトップレベルビューを

確認できます。これにより、前述の表に記載されている、個々の顧客用のその他のダッシュ

ボードが開きます。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceの Enterpriseダッシュボード（保持しているライセンス
に応じたサービスエクスペリエンス、アラーム、Contact Centerトポロジ、使用状況モニ
タ）は、デフォルトでは、グローバル顧客選択フィールドを介してコンテンツをフィルタ

リングすることはありません。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceの Enterpriseダッシュボード（保持しているライセンス
に応じたコール品質、アラーム、Contact Centerトポロジ）は、デフォルトでは、グローバ
ル顧客選択フィールドを介してコンテンツをフィルタリングすることはありません。

•グローバル選択で別の顧客を選択するとユーザインターフェイスが更新され、ホームペー
ジには [カスタマーサマリ（Customer Summary）]ダッシュボードが表示されます。

•顧客を変更するには、[カスタマーサマリ（Customer Summary）]ダッシュボードで顧客名
をクリックする必要があります。

（注）

データは、チャートまたは表形式で表示できます。デフォルトでは、レポートはインタラク

ティブなグラフとして表示されます。つまり、データをクリックすると、関連付けられている
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ページが起動します。表形式でレポートを表示すると、CSV形式でデータをエクスポートでき
ます。

このダッシュボードでは、次のデータを表示できます。

• 1日 - 00:00:00時間から現在の時刻までのデータが収集されます。

• 1週間 - 00:00:00時間から開始した、当日を含む過去 7日間のデータが収集されます。

• 4週間 - 00:00:00時間から開始した、当日を含む過去 28日間のデータが収集されます。

すべてのページで表示される時間は、Cisco Prime Collaboration
Assuranceサーバの時間です。

（注）

Ops View
ホームページの Opsビューまたはクラスタビュー（[モニタ（Monitor）] > [システムビュー
（System View）] > [OpsView]）では、システムで使用可能な Cisco Unified CMおよび VCSク
ラスタに関する概要レベルの情報を確認できます。導入モードに基づいて、システム内のすべ

てのクラスタ、または特定の顧客のクラスタについての詳細を表示できます。Opsビューに
は、ハードエンドポイントおよびソフトエンドポイントの未登録数が個別のエンティティと

して表示されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Opsビューまたはクラスタビューはホームページに表示されます（[ネットワーク正常性の概
要（Network Health Overview）] > [OpsView]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

また、[Opsビュー（OpsView）]タブには、Unified Communications Managerクラスタに接続さ
れている SIPトランクの詳細も表示されます。

前提条件：

•クラスタデータをOpsビューに表示するには、クラスタをCisco Prime Collaboration Assurance
で検出する必要があります。

•ユーザは、システム内に 1つ以上の Cisco Unified CMまたは VCSクラスタが存在するド
メインまたは顧客に関連付けられている必要があります。ただし、globaladminユーザはす
べてのドメインにアクセスできるため、これには該当しません。

• CUCMの syslogレシーバとして、Cisco Prime Assuranceサーバを追加します。これによ
り、Opsビューが動的に更新され、クラスタ内のトランクステータスの変更が反映されま
す。
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Opsビューに何も表示されていない場合は、『Cisco Prime Collaboration Assurance and Analytics
インストールおよびアップグレードガイド』の「Prime Collaboration Assuranceを使用する前

に」のセクションにある注意事項を参照してください。

（注）

クラスタの詳細を参照するには、[ツリーマップ（Treemap）]ビューまたは [リスト（List）]
ビューを使用します。

リストビューを使用する場合ツリーマップビューを使用する場合

障害の概要と、[深刻（Critical）]、[重大
（Major）]、[やや重大（Minor）]、[警告
（Warning）]のアラームを分割して表示しま
す。[合計アラーム数（Total alarms count）]を
クリックすると、[アラームとイベント（Alarms
& Events）]ページで、[アラーム（Alarm）]
ブラウザをブラウザ起動できます。

障害の概要と、[深刻（Critical）]、[重大
（Major）]、[やや重大（Minor）]、[警告
（Warning）]のアラームを分割して表示しま
す。[合計アラーム数（Total alarms count）]リ
ンクをクリックすると、[アラームとイベント
（Alarms & Events）]ページで、[アラーム
（Alarm）]ブラウザを起動できます。

Opsビューに表示される合計アラー
ム数には、クラスタノード上で生成

されたアラームだけでなく、個々の

デバイスで生成されたアラーム

（Cisco Unified CMまたは VCSクラ
スタに関連付けられている場合）も

含まれています。

（注）

各デバイスタイプの登録済み、未登録のハー

ドエンドポイントまたはソフトクライアン

ト、バックアップに登録されている、不明の

電話数が表示されます。エンドポイントの電

話数をクリックすると、[エンドポイントの診
断（Endpoints Diagnostics）]ページが起動され
ます。他のすべてのデバイスタイプ（メディ

アリソース、ボイスメールポート、MGCP
ゲートウェイ）の電話数をクリックすると、

そのデバイスタイプでフィルタリングされた

すべてのデバイスが含まれる [接続デバイス
（Connected Devices）]タブが起動されます。

CTIポートとCTIルートポイントのデバイス
タイプはデフォルトで表示されます。

クラスタ内のすべての異なるタイプのデバイ

ス（電話機、メディアリソース（ハードウェ

アおよびソフトウェア）、MGCPゲートウェ
イ（各ポートを含む）、CTIルートポイント、
CTIポート、ボイスメールポートなど）の登
録情報（登録済み、未登録のハードエンドポ

イントまたはソフトクライアント、バックアッ

プに登録されている、不明のエンドポイント

数）が表示されます。

エンドポイントの登録ステータス数をクリッ

クすると、[エンドポイントの診断（Endpoint
Diagnostics）]ページが起動されます。他のデ
バイスタイプの登録ステータス数をクリック

すると、そのデバイスタイプでフィルタリン

グされたすべてのデバイスが含まれる [接続デ
バイス（Connected Devices）]タブが起動され
ます。
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リストビューを使用する場合ツリーマップビューを使用する場合

クラスタ名をクリックして、そのクラスタの

[概要（Summary）]ビューを起動します。
クラスタ名をクリックして、そのクラスタの

[概要（Summary）]ビューを起動します。

• [ツリーマップ（Treemap）]ビューに表示されるデータは、システムで使用可能なコンポー
ネントによって異なります。ただし、アラームに関する情報は、すべてのクラスタについ

て表示されます。

•ツリーマップビューまたはリストビューで VCSクラスタをクリックすると、[トポロジ
（Topology）]ページのみが起動されます。サマリー、デバイスプール別のエンドポイン
ト、接続されたデバイス、ルートパターンの概要、およびデバイス検索タブは、Ciscoの
ユニファイド CMクラスタにのみ適用されます。

• 10以上のクラスタが導入されている場合は、ツリーマップビューに各クラスタのタイト
ルリンクが表示されます。

（注）

ツリーマップビューでは、アラームの詳細についてはアラームコンポーネント、登録ステー

タス情報についてはデバイスタイプコンポーネントをクリックすることによって、上記の詳

細を簡易ビューで表示することもできます。

ツリーマップビューは 2分ごとに自動で更新されます。自動更新機能を無効にするには、ツ
リーマップビューの右上隅にある [自動更新（Auto Refresh）]チェックボックスをオフにしま
す。

ツリーマップビューのカラーコード：

ツリーマップビューでは、クラスタ内のデバイスタイプとアラームが次の重大度のカテゴリ

に基づいて分類されます。
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意味表示される色重大度

•クラスタ内に 1つ以上の
深刻なアラームがありま

す。

または

•未登録のハードエンドポ
イントが 10%以上ありま
す。

または

• Cisco Prime Collaboration
リリース 11.6以降の場合

少なくとも 1つの Unified
Communications Manager
SIPトランクが「No
Service」状態です。

赤色が表示されてい

る時は、Opsビュー
にハードおよびソフ

トの未登録のエンド

ポイントカウントが

個別に表示されま

す。

（注）

赤クリティカル
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意味表示される色重大度

•クラスタ内に 1つ以上重
大なアラームがありま

す。

または

•未登録のハードエンドポ
イントが 10%未満です。

または

• Cisco Prime Collaboration
リリース 11.6以降の場合

少なくとも 1つの Unified
Communications Manager
SIPトランクが「Partial
Service」状態であり、
「No Service」状態の
Unified Communications
Manager SIPトランクはあ
りません。

オレンジ色が表示さ

れている時は、Ops
ビューにハードおよ

びソフトの未登録の

エンドポイントカウ

ントが個別に表示さ

れます。

（注）

オレンジメジャー
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意味表示される色重大度

•クラスタ内に 1つ以上の
やや重大または警告のア

ラームがあります。

または

• BackUp状態の登録済みデ
バイスがあります。

または

• Cisco Prime Collaboration
リリース 11.6以降の場合

少なくとも 1つの Unified
Communications Manager
SIPトランクが
「UNKNOWN-Options Ping
Enabled」状態で、「No
Service」状態、「Partial
Service」状態の Unified
Communications Manager
SIPトランクがありませ
ん。

黄やや重大/警告
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意味表示される色重大度

•深刻、重大、やや重大の
いずれのアラームもあり

ません。

または

•すべてのデバイスが登録
済みまたは不明な状態で

す。

または

• Cisco Prime Collaboration
リリース 11.6以降の場合

完全なサービス状態のす

べての Unified
Communications Manager
SIPトランクが「Full
Service」状態です。

または

•クラスタに対して、
Unified Communications
Manager SIPトランクが 1
つも定義されていませ

ん。

グリーン通常

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

Unified Communications Managerクラスタに関連付けられている SIPトランクの場合、リスト
ビューには、以下の状態を表すカラム名が表示されます。

• [サービスなし（No Service）]

• [部分的なサービス（Partial Service）]

• UNKNOWN-Options Ping Enabled

• [完全なサービス（Full Service）]

（注）

トラブルシューティング

1. 問題：Opsビューにクラスタが表示されない

推奨処置：次の条件が満たされていることを確認します。
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•クラスタが検出されており、Cisco Unified CMがインベントリ管理で管理状態になっ
ている

•クラスタの CDT検出が完了しており、インベントリ管理に表示されている

•エンドポイントの診断にすべてのエンドポイントが表示されている

2. 問題：登録ステータスに正しいカウントが表示されない

推奨処置：次の条件が満たされていることを確認します。

• CDT検出によってカウント情報が更新されている

• CDT検出が正常に完了していない場合は、CDTの検出をもう一度トリガーする必要
がある

• Cisco Unified CMが有効になっており、syslogが Cisco Prime Collaboration Assuranceに
送信されている

3. 問題：UCM SIPトランクのリーフの色が想定どおりに変更されない。

推奨処置：次の条件が満たされていることを確認します。

•トランクステータスの変更は Cisco Prime Collaboration Assuranceへの syslog更新とし
て提供されるため、CUCMで Prime Collaboration Assuranceが syslogの受信者として追
加されているかどうかを確認します。

•もう 1つの回避策は、CUCMを再検出することです。

4. 問題：globaladminユーザが [OpsViewダッシュレット（OpsView Dashlets）]ページを表示
できないことがある。

推奨処置：次のスクリプトを実行します。

新しいスクリプト opsview_globaladmin.shが作成されます。

推奨されるパス：スクリプトをパス /opt/emms/emsam/binに保存します。

概要（Summary）

[概要（Summary）]タブには、クラスタ内にある各Unified CMノードのシステム使用率に関す
るステータスが表示されます。

次のようなダッシュレットがあります。

•概要（Summary）

•コールプロセッサの正常性に関する概要

•アラームの概要

•登録の概要

•ライセンスの概要
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概要（Summary）

高レベルなクラスタ情報や、設定済みのH323、MGCPゲートウェイ、SIPトランク、デバイス
プールの数など、クラスタ間の詳細を提供します。

また、クラスタバージョン、データベースレプリケーションステータス、クラスタ内のUnified
CMノードの数を確認することもできます。クラスタ内にある Unified CMノードの直近 24時
間のコールアクティビティグラフを表示するには、[クラスタコールアクティビティ（Cluster
Call Activity）]をクリックします。

コールプロセッサの正常性に関する概要

現在の時間とピーク時の CPU使用率、仮想メモリ使用量、ディスク使用量、コールの試行回
数または完了数に関する情報を提供します。選択した Unified CMノードで直近 24時間のコー
ルアクティビティグラフを表示するには、[コールvアクティビティ（Call Activity）]をクリッ
クします。選択したクラスタタイプで、システムの概要ダッシュボードが付いた [パフォーマ
ンス（Performance）]タブを起動するには、CPU使用率、VM使用率、またはディスク使用率
の値をクリックします。

また、Cisco Unified CMクラスタの長期的なコールアクティビティの傾向を表示することもで
きます。これを表示するには、1つ以上のクラスタノード選択し、[トレンド（Trend）]のド
ロップダウンリストから [コールアクティビティ（Call Activity）]を選択します。

IM & Presenceに適用されないフィールドは、[N/A]として表示されます。（注）

アラームの概要

Cisco Prime Collaboration Assuranceが管理するすべてのクラスタの不具合で、高レベルな概要
を提供します。[合計（Total）]列のアラームデータをクリックすると、[アラームとイベント
（Alarms & Events）]ページの Alarmブラウザへとクロス起動できます。

登録の概要

電話機、メディアリソース（ハードウェアとソフトウェア）、MGCPゲートウェイ（各ポー
トを含む）、CTIルートポイント、CTIポート、クラスタ内の音声メールポートの登録ステー
タスに関する情報を提供します。

エンドポイントについて、次の情報が表示されます。

•登録されているエンドポイントの数

•バックアップに登録されているエンドポイントの数

•未登録エンドポイントの数

•不明または拒否されたエンドポイント数

上記の登録ステータスでそれぞれのエンドポイントデータをクリックすると、そのデバイス

タイプに [接続されているデバイス（Connected Devices）]タブが起動します。
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ライセンスの概要

Cisco Unified CMクラスタのライセンス情報を提供します。バージョン 9.0以降の場合は、[こ
こをクリックしてCUWLライセンスの詳細を表示（Click here for CUWL License Details）]リ
ンクをクリックすると、Cisco Prime License Managerのログインページが起動します。

バージョン 9.0以前の場合は、ライセンスタイプ、認可済みユニット、使用ユニット、残りの
ユニットなどのライセンス情報を取得して表示します。

デバイスプール別のエンドポイント

[デバイスプール別のエンドポイント（Endpoint by Device Pool）]タブには、デバイスプール
レベルでクラスタの電話の概要が示されます。

次の情報を表示します。

•このデバイスプールに設定されたエンドポイントの数

•登録されているエンドポイントの数

•バックアップに登録されているエンドポイントの数

•未登録エンドポイントの数

•不明または拒否された状態のエンドポイント数

•サービス品質のエンドポイントとイベント。

前述のいずれかの登録ステータスのエンドポイントデータをクリックすると、[エンドポイン
トの診断（Endpoint Diagnostics）] ページへの相互起動ができます。

[SQに関する問題（SQ Issues）]列でエンドポイントデータをクリックすると、[影響を受ける
電話のレポート（Impacted Phones Report）]ページが開きます。このページには、音声品質の
問題によって影響を受けるデバイスプール内のすべての電話が一覧表示されます。

[SQに関する問題（SQ Issues）]列のイベント数リンクは、[SQアラートレポート（SQ Alert
Report）]ページを開きます。このページには、クラスタ内の特定のデバイスプールで発生し
たイベントの詳細が一覧表示されます。

•デバイスプール名に表示されるのは、そのデバイスプールに対して [電話未登録しきい値
超過（Phones Unregistered Threshold Exceeded）]または [サービス品質しきい値超過]アラー
ムが発生したかどうかのフラグです。

• [SQに関する問題（SQ Issues）]カラムのエンドポイントとイベントの数は、過去 4時間分
のみ表示されます。

（注）
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トポロジ - Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco TelePresence Video
Communication Serverクラスタ

クラスタトポロジには、次のクラスタの論理的なトップレベルビューが表示されます。

• Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）

• Cisco TelePresence Video Communication Server（VCS）

クラスタトポロジビューは次の操作に使用できます。

• Unified CMまたは VCSに登録されているデバイス、それらのデバイスのステータス、お
よびクラスタ内のデバイスの登録ステータスを確認する。

•アラームを確認し、個々のデバイスやクラスタレベルでアラームに対処する。

•データベースのレプリケーションステータスを確認する。

•クラスタ内のデバイスを検索する。

前提条件

•すべてのデバイスが Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理対象状態になっている必要
があります。

• Unified CMパブリッシャが管理対象状態になっている必要があります。

• VCSクラスタがOpsビュー（現在の名称は [ネットワークの正常性の概要（Network Health
Overview）]）に表示されるようにするには、VCSでクラスタ名（VCSの FQDN）を設定
する必要があります。

•トポロジには、パブリック IPアドレスと DNS名だけが表示されます。（注）

Unified CMまたは VCSクラスタトポロジへのアクセス

Cisco Unified CMトポロジビューにアクセスするには、次のオプションを選択します。 [モニ
タ（Monitor）] > [システムビュー（System View）] > [OpsView]。Unified CMクラスタ名をク
リックし、[トポロジ（Topology）] タブに移動します。

Cisco VCSのトポロジビューにアクセスするには、 [モニタ（Monitor）] > [システムビュー
（System View）] > [OpsView]。VCSクラスタをクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Unified CMトポロジビューにアクセスするには、次のオプションを選択します。 [ネッ
トワーク正常性の概要（Network Health Overview）] > [OpsView]。Unified CMクラスタ名を
クリックし、[トポロジ（Topology）] タブに移動します。
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Cisco VCSのトポロジビューにアクセスするには、 [ネットワーク正常性の概要（Network
Health Overview）] > [OpsView]。VCSクラスタをクリックします。

[トポロジ（Topology）]タブは、Unified CMまたは VCSのデバイス 360ビューからも表示で
きます。デバイス 360ビューで、クラスタ IDの値をクリックします。そのクラスタの [クラス
タビュー（Cluster View）]ページが開きます。ここで [トポロジ（Topology）] をクリックする
と、トポロジビューが開きます。

クラスタトポロジ -コンポーネント

Unified CMまたはVCSクラスタについて、次のコンポーネントまたは詳細が表示されます（該
当する場合）。

VCSクラスタUnified CM Cluster

クラスタ名クラスタ名

VCSUnified CM

エンドポイントエンドポイント

Cisco TelePresence Management Suite（TMS）不明なデバイス

Cisco TelePresence Conductorアプリケーションサーバ

Cisco TelePresence Serverゲートウェイ（H323、MGCP、および SIP）

Ciscoマルチポイントコントロールユニット

-Cisco TelePresence Manager

-Cisco IM and Presence

-Cisco TelePresence Conductor

-Cisco TelePresence Server

-Ciscoマルチポイントコントロールユニット

-Cisco Unity Connection

-Cisco Unified Border Element

-Cisco TelePresence Multipoint Switch

-Cisco Unified MeetingPlace

-Cisco Unified MeetingPlace Express

-Cisco MediaSense

-Cisco Unified Customer Voice Portal

-Cisco Emergency Responder
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VCSクラスタUnified CM Cluster

-Cisco Unity Express

-Cisco Unified Contact Center Express

-Cisco Unified Contact Center Enterprise

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Unified CMまたはVCSクラスタでは、Cisco TelePresence Manager、Cisco TelePresence Multipoint
Switch、および Cisco Unified MeetingPlace Expressは表示されません。

（注）

クラスタ間トランク（ICT）の上にマウスポインタを置くと、ツールチップに次の情報が表示
されます。

•ソース

•ゲートキーパーの IP

•ターゲット

•プロトコル

•トランク名

ICTアイコンをクリックすると、ICTクラスタのトポロジビューが開きます。Internet Explorer
バージョン 11を使用している場合は、ICTアイコンをクリックするとブラウザが最新の情報
に更新されるため、Unified CMトポロジの起動に少し時間がかかります。

ドメインやカスタマーにクラスタを表示する特権がない場合、ICTクラスタのトポロジビュー
は表示されません。

（注）

次の間のリンクステータスが表示されます。

• Unified CMクラスタ：Unified CMと、MGCP、ボイスメールポート（SCCPを使用する
Cisco Unity Connection）、メディアデバイス、CTIポート、および CTIルートポイント

• VCSクラスタ：VCSと、MCUおよび Cisco TelePresence Server

リンクの上にマウスポインタを置くと、ツールチップにリンクのステータスが表示されます。

デバイスとUnified CM間のリンクがダウンしている場合は、リンクをクリックして [登録済み
デバイス（Registered Devices）]タブを開くことができます。デバイスの一覧が自動的にフィ
ルタ処理され、[登録ステータス（Registration Status）]が [未登録（Unregistered）]のデバイス
が表示されます。他のデバイスの登録ステータスを表示するには、[登録ステータス（Registration
Status）]フィールドにフィルタを適用します。
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リンクに警告アイコンまたは重大アイコンが表示された場合は、次のような状況を示していま

す。

•警告アイコン：登録ステータスまたはリンクステータスがダウンしています。

•重大アイコン：登録ステータスとリンクステータスの両方がダウンしています。

クラスタ内の情報を表示

クラスタから、次の情報を確認できます。

表示オプション

次のいずれかを選択して表示できます。

•デバイスの IPアドレスまたは DNSを選択するか、使用可能なドロップダウンリストから
選択して両方のラベルを非表示にします。デフォルトでは、DNSが表示されます。ラベル
を非表示にしても、Inter Cluster Trunkや管理されていなおエンドポイントのラベルは非表
示になりません。

•すべてのデバイスまたはアラーム付きのデバイス（[アラーム付きのデバイスを表示（Show
Devices with Alarms）]チェックボックスを選択）のみが対象です。これはクラウド内のデ
バイスのみに適用され、Unified CMまたは VCSノード、Inter Cluster Trunk（ICT）、
[Unmanaged Devices]グループには適用されません。

•使用可能なドロップダウンから選択することで、[Distributed]、[Hierarchic[、[Circular]レイ
アウトにマップをクラスタ化します。デフォルトでは、ページには [Circular]レイアウト
が表示されます。

以前に使用したブラウザからクラスタビューを起動すると、上記の表示オプションが維持され

ます。

グループに 50個以上のデバイスがある場合、デフォルトでは、折りたたまれた形式で表示さ
れます。デバイスを表示するには、展開する必要があります。

デフォルトでは、ページは 2分ごとに更新されます。

クラスタ内のエンドポイント

クラスタの一部とされるすべてのエンドポイントは、1つのグループとして表示されます。グ
ループアイコンにポインタを合わせると、ツールヒントには次の情報が表示されます。

•合計エンドポイント数

•登録済みのエンドポイント

•未登録のエンドポイント（ハードおよびソフト）

•不明なエンドポイント
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エンドポイントグループのクリックビューアイコンをクリックし、カウントをクリックする

と、選択したエンドポイントで情報がフィルタリングされた [エンドポイントの診断（Endpoint
Diagnostics）]ページが起動します。

クラスタ内で管理されていないデバイスの一覧

[Unmanaged]グループアイコンをクリックすることで、クラスタ内の管理されていないデバイ
スの一覧を表示できます。[Unmanaged Devices]ポップアップウィンドウが表示されます。
[Unmanaged Devices]テーブルには、デバイスの IPアドレス/ホスト名、タイプ（デバイスタイ
プ）、情報へのリンクが表示されます。[Quick Filter]または [Advanced Filter]を使用して、デ
バイスを検索することができます。

[Unmanaged Devices]ページでは、デバイスを追加または検出できます。およびインベントリ管
理からデバイスを検出するには、[デバイスの追加（Add Device）]ボタンをクリックします。

デバイスの詳細

デバイスにカーソルを合わせると、そのデバイスの IPアドレス、ホスト名、ステータス、機
能が表示されます。[デバイス 360（Device 360）]ビューを起動するには、デバイスアイコン
をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerクラスタのデータベースレプリケーションステータス

緑のタイマーアイコンは、クラスタ内のCisco Unified Communications Manager間のデータベー
スレプリケーションが正常に行われたことを示します。赤色のバツ印は、クラスタ内の Cisco
Unified Communications Manager間のデータベースレプリケーションでエラーがあることを示
します。この機能は、Unified CMのみに適用されます。

アラームの詳細

デバイスまたはクラスタでアラームが発生すると、デバイスの横にアラームアイコンが表示さ

れます。アラームが発生すると、アラームが解消または手動で消去されるまで、トポロジビュー

に表示されたままになります。

デバイスのアラームを表示するには、デバイスをクリックし、[デバイス 360度（Device 360
degree）]ビューのポップアップウィンドウを表示させることで、ウィンドウ下のペインにあ
る [アラーム（Alarm）]タブにアラームが一覧表示されます。

クラスタレベルのアラームを表示するには、クラスタクラウドでアラームアイコンをクリッ

クします。[クラスタアラーム（Cluster Alarm）]ポップアップウィンドウが表示されます。
[アラームの詳細（Alarm Details）]をクリックし、[アラームとイベント（Alarms & Events）]
とクロス起動させます。アラームは、クラスタに基づきフィルタリングされます。

[概要（Summary）]タブに移動することもできます（[OpsView]を選択してクラスタをクリッ
ク）。[アラームの概要（Alarm Summary）]ダッシュレットで、クラスタの[合計（Total）]列
の値をクリックします。[アラームとイベント（Alarms & Events）]ページが表示されます。ア
ラームは、クラスタに基づきフィルタリングされます。

クラスタレベルのアラームは、Unified CMクラスタのみに使用できます。
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情報アラームは表示されません。

デバイスアイコンは、次の条件ではグレー表示されます。

•デバイスが、および [インベントリ管理（Inventory Management）]

でデバイスが到達不能な状態にある場合。

•デバイスで、deviceunreachableアラームが発生する。

（注）

[デバイスの検索]

デバイスは、[トポロジ表示（Topology View）]ペインの検索ボックスを使用して、ホスト名や
IPアドレス別に検索できます。検索クエリと一致するデバイスは、ボックスとともに強調表示
され、中央に移動されます。検索クエリが2台以上のデバイスと一致する場合、これらすべて
のデバイスはボックスで強調表示されます。

検索したデバイスが、50台のデバイスを含むグループの一部である場合は、次のようになりま
す。

•グループが以前に展開されていない場合は、グループ全体が強調表示されます。グループ
の拡張後に強調表示されているデバイスを表示するには、グループを展開する必要があり

ます。

•グループが以前に展開されている場合は、グループはデフォルトで展開され、デバイスが
強調表示されます。

電話機の検索はサポートされていません。（注）

接続済みデバイス

[接続済みデバイス（Connected Devices）]タブは、デバイスタイプ、登録ステータス、IPフィ
ルタに基づき、デバイス検索の実行に役立ちます。

[パフォーマンス（Performance）]

[パフォーマンス（Performance）]タブには、Opsビューで選択した Unified CM Publisherノー
ドに基づき、定義済みのダッシュボードが表示されます。[クラスタまたはデバイス（Cluster
or Device）]ドロップダウンリストから他のクラスタノードを選択することはできません。ま
た、カスタムパフォーマンスダッシュボードを作成することもできます。

作成したカスタムダッシュボードでは、履歴トレンドを有効にできます。カスタムパフォー

マンスダッシュボードの作成を参照してください。
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ルートパターンの概要

ルートパターンの概要には、各ルートグループの使用率とコール音量に関する情報が表示され

ます。また、クラスタで設定されたルートリストまたはゲートウェイも表示されます。

ルートグループ名のリンクをクリックすると、[レポート（Report）]ポップアップウィンド
ウが表示されます。このウィンドウには、選択したルートグループの使用率、コール音量、

チャネルの使用状況が表示されます。

（注）

次の情報を確認できます。

•ルートリストまたはゲートウェイ

•ルートグループに関連付けられたルートパターン

デバイスの検索

[デバイスの検索（Device Search）]タブでは、選択したUnified CM内のデバイスを検索できま
す。詳細については、セクションUnified CMデバイスの検索（233ページ）を参照してくださ
い。

エンドポイント登録の概要

ネットワークにあるすべてのエンドポイントに関するステータスの概要を示します。E20、電
話機、などのハードエンドポイントや、ソフトクライアント（Cisco Unified Personal
Communicator、Cisco IP Communicator、iPhone、Android、Cisco Jabber、Client Services Framework
（CSF））、Jabberのエンドポイントなどの概要を個別に表示できます。

前提条件

•すべてのデバイスが Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理対象状態になっている必要
があります。

•クラスタを Cisco Prime Collaboration Assuranceで検出する必要があります。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

前提条件

•クラスタを Cisco Prime Collaboration Assuranceで検出する必要があります。

このダッシュボードでは、要約を、円グラフまたはテーブルとして表示します。これは、次の

モードのエンドポイントに関する情報を提供します。

•未登録—Cisco Unified Communications ManagerおよびVCSに登録されていないエンドポイ
ントです。赤で表示されます。[Unregistered from UCM]に表示される数には、Energy Save
モードのデバイスが含まれます。
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•登録済み—Cisco Unified CMおよび Cisco VCSに登録されているエンドポイントです。緑
で表示されます。「[Registered Hard Phones]」で表示される数には、Cisco TelePresenceの
エンドポイントが含まれています。

• [Unknown]：不明状態（エンドポイントの登録ステータスが不明）のエンドポイント。灰
色で表示されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

円グラフをクリックすると、次のページへのリンクを含む [Endpoint Health Troubleshooting]ウィ
ンドウが表示されます。

•エンドポイントの診断

• Phone Report

• UCM Troubleshoot

• VCS Troubleshoot

UCトポロジビュー、診断の概要ビュー、エンドポイントの登録概要ダッシュレットに表示さ
れる電話機の数は同期されます。同期には最大 10分の遅延が生じます。必要に応じて、クラ
スタ検出をスケジュールし、手動で同期をトリガーできます。クラスタ検出では、すべての電

話機の登録ステータスも再同期されます。クラスタ検出が手動でスケジュールされていない場

合は、夜間のクラスタ検出の一部として同期が実行されます。

可用性の概要

Unified Communicationsデバイスグループの下に一覧表示されているデバイスの最新データを
提供します。

可用性の概要ダッシュレットは、Cisco Prime Collaboration Assuranceの各デバイスタイプでサ
ポートされている重大なイベントのサブセットを追跡し、デバイスを Downとして表示しま
す。イベントの一覧を表示するには、「サービス可用性の概要イベント」を参照してくださ

い。イベントの説明とデバイスタイプについては、「Cisco Prime Collaboration Assuranceでサ
ポートされているアラームとイベント」を参照してください。

X軸はアプリケーション数を表示します。Y軸はアプリケーションタイプを表示します。

緑はアクティブなアプリケーションを示します。赤は、アプリケーションがダウンであること

を示します。

バーをクリックしてポップアップを開くと、ページへのリンクが表示されます。クラスタ

ビューとアラームブラウザです。

このダッシュレットでは、Cisco Prime Collaboration Assuranceにデバイスが追加されていない
場合、データは一切表示されません。

（注）
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サービスエクスペリエンス/コール品質
サービスエクスペリエンスダッシュボードは、コール品質アラーム、コール品質が不十分な

場所、アラームを伴うセッション、コールに失敗した場所など、最も影響を受けている

TelePresenceエンドポイントの特定に役立ちます。

次のダッシュレットが含まれています。

• Top 5 Poor Voice Call Quality Locations

• Top 5 Call Failure Locations

• Top 10 TelePresence Endpoints with Call Quality Alarms

•アラーム付きの会議

コール品質ダッシュレットには、デバイスの場所がデバイスに割り当てられているデバイス

プールの場所と異なる場合、間違った情報が表示されます。デバイスとデバイスプールレベ

ルが同じ場所に設定されていることを確認します。デバイスの場所をシステムの場所のいずれ

か（Hub_None、Phantom、または Shadow）に設定した場合、[場所（Location）]フィールドに
は、デバイスで設定されている場所ではなく、デバイスプールで設定されている場所が表示さ

れます。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

サービスエクスペリエンスダッシュボードは、コール品質に名前変更されました。

Top 5 Poor Voice Call Quality Locations

直近 1時間のコール品質が最も乏しかった上位 5つの場所に関する情報を提供します。直近 1
時間よりも前のコールデータは、[Assuranceレポート（Assurance Reports）]の下にある [CDR
と CMRレポート（CDR & CMR）]レポートから確認できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

直近 1時間のコール品質が最も乏しかった上位 5つの場所に関する情報を提供します。直近 1
時間よりも前のコールデータは、[レポート（Reports）]の下にある [CDRと CMRレポート
（CDR & CMR）]レポートから確認できます。

X軸はロケーションを示します。Y軸は低品質コールの数を示します。Z軸には、低品質コー
ルのパーセンテージがバブルで表示されます。ロケーションで失敗したコールのパーセンテー

ジが 0.5未満の場合、そのロケーションは無視されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceを Enterpriseモードで導入した場合、Top 5 Poor Voice Call
Qualityレポートには、グローバル選択のドロップダウン（ホームページの右上）で選択した特
定のドメインに関連付けられるデータが含まれます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、Top 5 Poor Voice Call Quality
Locationsレポートには、お客様の名前や、特定のお客様に関連付けられているデータ（[ホー
ム（Home）] > [お客様の概要（Customer Summary）]の順に選択）が含まれます。
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このダッシュレットには、Cisco TelePresenceコールの詳細は含まれていません。（注）

次の詳細を表示するには、Z軸のバブルをクリックします。

•クラスタ

• Poor calls

• Total calls

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

[トラブルシュート（Troubleshoot）]をクリックして、[コール品質のトラブルシューティング
（Call Quality Troubleshooting）]ページを開きます。[Call Quality Trend]ペインには、ロケー
ションごとに過去 24時間の低品質コールが表示されます。[影響を受けたデバイス（Impacted
Devices）]ペインには、特定の時間にコールに関与したデバイスが表示されます。[コールの詳
細（Call Details）]ペインを開くには、[影響を受けたデバイス（Impacted Devices）]ペインの
任意のバーをクリックします。

コールの詳細を表示するには、電話機のアクセススイッチを監視するか、CDPネイバー探索
を使用して電話機から検出する必要があります。

（注）

Top 5 Call Failure Locations

直近 1時間に最も多くのコールエラーが発生した上位 5つの場所を表示します。Cisco Prime
Collaboration Assuranceは、一定の間隔で利用可能な CDRデータを集約し、このダッシュレッ
トで表示します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceに追加される Cisco Unified Communications Managerクラス
タを考慮した、上位 5つの場所が選択されます。たとえば、Cisco Prime Collaboration Assurance
で 3つの Cisco Unified Communications Managerクラスタが追加され、各クラスタには 30か所
の場所がある場合、これら 90か所のなかから上位 5つの場所が選択されます。

コールの障害が発生しているロケーションが5件未満の場合は、そのロケーションだけが表示
されます。ロケーションで失敗したコールのパーセンテージが0.5未満の場合、そのロケーショ
ンは無視されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをEnterpriseモードで導入した場合、Top 5 Call Failure Locations
レポートには、グローバル選択のドロップダウン（ホームページの右上）で選択した特定のド

メインに関連付けられるデータが含まれます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、Top 5 Call Failure Locations
レポートには、お客様の名前や、特定のお客様に関連付けられているデータ（[ホーム（Home）]
> [お客様の概要（Customer Summary）]の順に選択）が含まれます。

Z軸のバブルをクリックすると、次の詳細を表示できます。
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•クラスタ

• Failed Calls

•合計コール数

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

[トラブルシュート（Troubleshoot）]をクリックして、[コール失敗のトラブルシューティング
（Call Failure Troubleshooting）]ページを開きます。

Top 10 TelePresence Endpoints with Call Quality Alarms

コール品質アラーム（パケット損失、ジッタ、遅延用）のある上位 10個のエンドポイントを
表示します。

アラームデータをクリックすると、[アラーム（Alarm）]ページが起動します。

アラーム付きの会議

アラームが付いた進行中の会議数を表示します。

このダッシュレットから、[360会議ビュー（360 Conference View）]を起動することができま
す。

アラームダッシュボード

アラームダッシュボードは、アラームのある最も影響が大きいテレプレゼンスエンドポイン

ト、アラームのあるデバイス、およびインフラストラクチャアラームの概要を確認するために

役立ちます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

アラームダッシュボードは、アラームのある最も影響が大きいテレプレゼンスエンドポイン

ト、アラームのあるデバイス、およびデバイスアラームの概要を確認するために役立ちます。

次のダッシュレットが含まれています。

Top 10 TelePresence Endpoints with Alarms

アラームのある上位 10個の TelePresenceエンドポイントを表示します。棒グラフをクリック
すると、すべての重大なアラームカウントの概要が示されたクイックビューを開くことがで

きます。アラームカウントには重大度 Clearedのアラームが含まれます。

アラーム数の合計をクリックすると、Alarmブラウザでクロス起動させ、アラームの詳細を表
示できます。エンドポイントおよびサービスインフラストラクチャデバイスのグラフを表示

できます。
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Top 10 Devices with Alarms

アラームのある上位 10台のデバイスを表示します。棒グラフをクリックすると、すべての重
大なアラームカウントの概要が示されたクイックビューを開くことができます。アラームカ

ウントには、重大度がクリアされたアラームが含まれます。

アラーム数の合計をクリックすると、Alarmブラウザでクロス起動させ、アラームの詳細を表
示できます。エンドポイントおよびサービスインフラストラクチャデバイスのグラフを表示

できます。

およびインベントリ管理を起動し、エンドポイントまたはサービスインフラストラクチャのい

ずれかのリンクをクリックして、デバイスの詳細を表示できます。

クラスタは、デバイスとして扱われないため、このダッシュレットに表示されません。（注）

インフラストラクチャアラームの概要/デバイスアラームの概要

アラームの有無にかかわらずインフラストラクチャデバイスの数を表示します。また、アラー

ムの重大度に基づいて、デバイスの数を表示することもできます。

合計デバイスデータをクリックして、[デバイスインベントリ（Device Inventory）]ページを
起動できます。[Alarms and Events]ページを表示するには、アラームのデータデバイスもク
リックできます。

デフォルトでは、情報は円グラフで表示されます。ユーザインターフェイスが更新されると、

円グラフが更新されます。この表示は表に変更できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

[インフラストラクチャアラームの概要（Infrastructure Alarm Summary）]ダッシュレットの名
前が [デバイスアラームの概要（Device Alarm Summary）]に変更されます。

（注）

使用率モニタ

[使用率の監視（Utilization Monitor）][監視（Monitor）] > [使用率の監視（Utilization Monitor）]
使用率モニタ（[操作（Operate）] > [使用率の監視（Utilization Monitor）]または [モニタ
（Monitor）][使用率の監視（Utilization Monitor）]の順に移動）ページには、トランクの使用
率、トランク/ルートグループの使用率、ロケーションによるCACバンド幅の使用率、会議デ
バイス、およびコンダクタブリッジプールの使用率、

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、ゲートウェイの管理で SNMPv2cおよび SNMPv3をサ
ポートしています。ただし、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、SNMPv3を使用したパ
フォーマンスポーリング（GSU）はサポートされていません。

（注）
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トランク使用率

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

チャネル使用に関して、使用率が最も高いトランクに関する情報を提供します。

使用率、関連付けられているゲートウェイ IPと名前、関連付けられたルートグループの詳細
を確認できます。

CCisco Prime Collaboration Assuranceでは、SIPトランクの最大キャパシティを設定できます。
[SIPトランクのキャパシティ設定（SIP Trunks Capacity Settings）]リンクをクリックし、[SIP
トランクの最大キャパシティ（SIP Trunk Max Capacity）]タブで Border Elementのゲートウェ
イを選択し、Border Elementの IPを選択します。SIPトランクを通過できる最大コール数を指
定します。

[SIPトランクのキャパシティ設定（SIP Trunks Capacity Settings）]リンクにアクセスするには、
管理者権限が必要です。

（注）

[使用率（Utilization）]列のパーセンテージリンクをクリックすると、時間に対してプロット
されたトランクの使用率がグラフで表示されます。最後のポーリングサイクルのデータが表示

されています。

4分間の各インターバルに対するX軸座標にカーソルを配置すると、パーセンテージとして使
用率を表示するポップアップを表示できます。トランクまたはルートの使用率を表示する詳細

なパフォーマンスグラフを開くには、グラフのポイントをクリックするか、X軸座標に対応す
るチャネル使用率バーをクリックします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、HSRP対応デバイスはサポートされていません。（注）

次の表には、Cisco Prime Collaboration Assuranceにある、さまざまなタイプの SIPトランクの
使用率レポートに関する概要が示されています。

表 58 : SIPトランクタイプの使用率レポート

使用率レポートSIPトランクのタイプ

サポートデータソース

提供されています。これらト

ランクは、クラスタ間トラン

クが Unified Communications
Managerの場合はデータを表示
させず、データを正しく表示

する必要がある場合は、これ

らのトランクをボイスゲート

ウェイに関連付けさせます。

CDRクラスタ間トランク
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使用率レポートSIPトランクのタイプ

AvailableCUBEを直接ポーリングCisco Unified Border Element
（CUBE）に接続したSIPトラ
ンク

該当なし。RTMTパフォーマ
ンスダッシュボードのみで、

指定時間のコールボリューム

を確認することができます。

RTMT UCM SIPパフォーマン
スカウンタ

UCM SIPトランク（これらの
トランクはサービスプロバイ

ダーによって提供されるので

はなくEnterprise管理者が作成
します）たとえば、ICTや
Trunk to Webexなどです。

該当なし。RTMTパフォーマ
ンスダッシュボードのみで、

指定時間のコールボリューム

を確認することができます。

RTMT UCM SIPパフォーマン
スカウンタ

CUBEに接続していない SIP
トランク（たとえば、ACME）
です。

Cisco Integrated Services Routers（ISR）および Cisco ISR G2は必要な SNMPツールを提供する
プラットフォームではないため、T1/E1 Channel Associated Signaling（CAS）トランクの使用率
を監視することはできません。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以前の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Unified Border Element（CUBE）に接続している
SIPトランクの使用率のみをサポートします。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Unified
Communications Managerで設定された SIPトランクの使用率はサポートしません。

（注）

T1/E1トランク

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

チャネル使用に関して、使用率が最も高い T1/E1トランクに関する情報を提供します。

使用率、関連付けられているゲートウェイ IPと名前、関連付けられたルートグループの詳細
を確認できます。

[使用率（Utilization）]列のパーセンテージリンクをクリックすると、時間に対してプロット
されたトランクの使用率がグラフで表示されます。最後のポーリングサイクルのデータが表示

されています。

4分間の各インターバルに対するX軸座標にカーソルを配置すると、パーセンテージとして使
用率を表示するポップアップを表示できます。トランクまたはルートの使用率を表示する詳細

なパフォーマンスグラフを開くには、グラフのポイントをクリックするか、X軸座標に対応す
るチャネル使用率バーをクリックします。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
380

ダッシュボードとレポート

T1/E1トランク



Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、HSRP対応デバイスはサポートされていません。（注）

Cisco Integrated Services Routers（ISR）および Cisco ISR G2は必要な SNMPツールを提供する
プラットフォームではないため、T1/E1 Channel Associated Signaling（CAS）トランクの使用率
を監視することはできません。

（注）

CUBE SIPトランク

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

チャネル使用に関して、使用率が最も高い SIPトランクに関する情報を提供します。

SIPトランクの使用率、最大同時コールのデフォルト値、Cisco Unified Border Element（CUBE）
で設定されている最大同時コールの値、ならびに関連付けられている CUBE IPの詳細が表示
されます。

[最大同時コール数（キューブで設定）]列には、CUBEのダイヤルピアレベルで設定した最
大コール数が含まれます。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、CUBEが接続した SIPトランクの最大同時コール数を
設定できます。[SIPトランク（SIP Trunk）]ページで、設定するSIPトランクに対応するチェッ
クボックスをオンにします。[最大同時コール数の設定（Set Max Concurrent Call）ボタンを
クリックし、Cisco Prime Collaboration Assuranceの SIPトランクを通過できる最大同時コール
数を指定します。

[使用率（Utilization）]列のパーセンテージリンクをクリックすると、時間に対してプロット
されたSIPトランクの使用率がグラフで表示されます。最後のポーリングサイクルのデータが
表示されています。

4分間の各インターバルに対するX軸座標にカーソルを配置すると、パーセンテージとして使
用率を表示するポップアップを表示できます。トランクまたはルートの使用率を表示する詳細

なパフォーマンスグラフを開くには、グラフのポイントをクリックするか、X軸座標に対応す
るチャネル使用率バーをクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceユーザインタフェイスで、[使用率モニタ（Utilization
Monitor）]ページから[監視（Monitor）] > [使用率モニタ（Utilization Monitor）] > [CUBE SIP
トランク（CUBE SIP Trunk）] タブへと移動すると、セッションサーバグループ設定の
CUBE SIPトランクを表示できます。
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[CUBE SIPトランク（CUBE SIP Trunk）]ページで、サーバグループ設定に対応するチェッ
クボックスをオンにし、[Raise/Suppress]ボタンを有効にします。デフォルトでは、アラームは
[Raise]状態になっています。この状態は、変更した場合のみ更新されます。

[Alarm Status]列は、アラームを高めることができるどうかを示します。

次の表には、Cisco Prime Collaboration Assuranceにある、さまざまなタイプの SIPトランクの
使用率レポートに関する概要が示されています。

表 59 : SIPトランクタイプの使用率レポート

使用率レポートSIPトランクのタイプ

サポートデータソース

提供されています。これらト

ランクは、クラスタ間トラン

クが Unified Communications
Managerの場合はデータを表示
させず、データを正しく表示

する必要がある場合は、これ

らのトランクをボイスゲート

ウェイに関連付けさせます。

CDRクラスタ間トランク

AvailableCUBEを直接ポーリングCisco Unified Border Element
（CUBE）に接続したSIPトラ
ンク

該当なし。RTMTパフォーマ
ンスダッシュボードのみで、

指定時間のコールボリューム

を確認することができます。

RTMT UCM SIPパフォーマン
スカウンタ

UCM SIPトランク（これらの
トランクはサービスプロバイ

ダーによって提供されるので

はなくEnterprise管理者が作成
します）たとえば、ICTや
Trunk to Webexなどです。

該当なし。RTMTパフォーマ
ンスダッシュボードのみで、

指定時間のコールボリューム

を確認することができます。

RTMT UCM SIPパフォーマン
スカウンタ

CUBEに接続していない SIP
トランク（たとえば、ACME）
です。
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Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Unified Border Element（CUBE）に接続している
SIPトランクの使用率のみをサポートします。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、[UCM SIP
Trunk]ページで Unified Communications Managerに設定されている SIPトランクの使用率をサ
ポートします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、CUBEが接続したSIPトランクと、Unified Communications
Managerで設定した SIPトランクの両方の使用率をサポートします。

（注）

SIPトランクの最大同時コール数のデフォルト値を変更

スーパー管理者、システム管理者、ネットワークオペレータは、キューブが接続したSIPトラ
ンクの最大同時コール数のデフォルト値を設定することができます。

前提条件：このタスクを実行するには rootアクセス機能が必要です。そのため、rootアクセス
権を取得するために TACケースを送信する必要があります。

SIPトランクの最大同時コール数のデフォルト値を設定するには、次の手順に従います。

1. rootユーザとしてログインします。

2. /opt/emms/cuom/gpfフォルダに移動して、gpf.propertiesファイルを編集します。

3. および SipTrunkMaxCapacity=100列を見つけて、値を「100」から目的の数値に変更しま
す。

4. 管理者ユーザでログインして Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバを再起動させ、次
のコマンドを実行します。

1. <hostname>/admin#application stop cpcm

2. <hostname>/admin#application start cpcm

UCM SIPトランク

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

Unified Communications Managerクラスタに接続しているすべての SIPトランクに関する情報を
提供します。

[UCM SIPトランク（UCM SIP Trunk）]が、タブとして [使用率の監視（Utilization Monitor）]
ページに追加されました。 [監視（Monitor）] > [使用率の監視（Utilization Monitor）] > [UCM
SIPトランク（CUBE SIP Trunk）]の [Cisco Prime Collaboration Assuranceユーザインターフェ
イス（Cisco Prime Collaboration Assurance User Interface）]

SIPトランクの使用率（音声およびビデオの最大コール数やアクティブコールの合計数）、最
大同時コール酢のデフォルト値、SIPトランクのステータス、フラグが表示されます。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
383

ダッシュボードとレポート

UCM SIPトランク



[使用率（Utilization）]列には、音声コールとビデオコールの両方の使用率に関する詳細が含ま
れます。

（注）

説明ステータス

SIPトランクがクラスタ内の1つのノード上で
実行されています。

シングル

SIPトランクがクラスタ内の複数のノード上で
実行されています。

マルチ

SIPトランクがクラスタ内の全てのノード上で
実行されています。

すべてのノード上で実行

[Single]または [Multiple]ステータスの SIPトランクでは、特定の SIPトランクを [SIPトランク
名（SIP Trunk Name）]列から展開すると、リモート先に関する情報や、各ノードの音声およ
びビデオのコールステータスなどの情報を含む、その他のテーブルを表示することができま

す。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、複数の SIPトランクの音声またはビデオで最大同時
コール数を設定できます。[SIPトランク（SIP Trunk）]ページで、設定する SIPトランクに対
応するチェックボックスをオンにします。[最大同時コール数（Max Concurrent Call）ボタン
をクリックし、Cisco Prime Collaboration Assuranceの SIPトランクを通過できる最大同時コー
ル数を指定します。[Audio Max Calls]および [Video Max Calls]列は、入力した値で設定されま
す。[最大同時コール数（Max Concurrent Call）]オプションを使用して音声およびビデオの最
大コール数値を設定しなかった場合、Unified Communications Managerのデフォルト値を使用し
て 2つの列が追加されます。

• [OpsView]タブでは、[UCM SIPトランク（UCM SIP Trunks）]ページにクロス起動するこ
ともできます。

• UCM SIPトランクは、MSPモードではサポートされていません。

（注）

ルートグループの使用率

チャネル使用について、最も利用されるルートグループの情報を提供します。

また、使用率や関連するクラスタの詳細を表示することもできます。[使用率（Utilization）]列
のパーセンテージリンクをクリックすると、時間に対してプロットされたルートグループの

使用率がグラフで表示されます。最後のポーリングサイクルのデータが表示されています。
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ルートグループを選択すると、[関連付けられているゲートウェイ/トランク（Associated
Gateways/Trunks）]テーブルを表示できます。この表には、トランク、ゲートウェイ名、ゲー
トウェイ IPに関する情報が含まれています。[保存（Save）]をクリックして、選択したトラン
クをルートグループに追加します。

トランクがルートグループに関連付けられている場合でも、ポーリングが実行されないと、

[データがありません（No Data Available）]エラーが表示されます。
（注）

[使用率（Utilization）]列には、ルートグループに対してトランクを選択しなかった場合、「[ト
ランクが選択されていません（Trunks Not Selected）]」メッセージが表示されます。

（注）

4分間の各インターバルに対するX軸座標にカーソルを配置すると、パーセンテージとして使
用率を表示するポップアップを表示できます。トランクまたはルートの使用率を表示する詳細

なパフォーマンスグラフを開くには、グラフのポイントをクリックするか、X軸座標に対応す
るチャネル使用率バーをクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、ルートグループの集計を計算することができます。
[ルートグループの集計設定（Route Group Aggregation Settings）]リンクをクリックし、[トラ
ンクの使用設定（Trunk Utilization Settings）]ページで [ルートグループ集計（Route Group
Aggregation）]タブをクリックします。Unified Communication System（UCS）クラスタ、ルー
トグループの順に選択し、指定したルートグループに属するトランクを選択します。

[ルートグループの集計設定（Route Group Aggregation Settings）]リンクにアクセスするには、
管理者権限が必要です。

（注）

Cisco Unified Border Element（CUBE）に POTSダイヤルピアや T1/E1音声インターフェイスが
設定されている場合でも、[トランクの使用設定（Trunk Utilization Settings）]の下にある [ゲー
トウェイ（Gatewa）]フィールドには値が表示されず、CUBEとして識別されるに
は、/opt/emms/emsam/conf/cube_ip.txtファイルに IOS IPアドレスを入力します。

トラブルシューティング

問題 :正しいルートグループが表示されません。

推奨事項：ルートグループが Unified Communication Managerのルートリストに関連付けられ
ていることを確認し、再検出します。

トランクグループの使用率

チャネル使用に関して、使用率が最も高いトランクグループに関する情報を提供します。
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トランクグループのポーリングが行われない場合、[使用可能なデータがありません（No Data
Available）]というエラーメッセージが表示されます。

（注）

ユーザ定義のトランクグループを作成できます。[トランクグループ設定（Trunk Group
Settings）]リンクをクリックし、[トランク使用率の設定（Trunk Utilization Settings）]ページ
で、[カスタムトランクグループの管理（Custom Trunk Group Management）]タブをクリックし
ます。トランクを選択し、[新規グループの追加（Add New Group）]ボタンをクリックします。
[新規グループ（New Group）]ダイアログボックスが表示されます。詳細を入力し、[保存
（Save）]をクリックします。グループが正常に作成されたことを知らせるメッセージが表示
されます。ユーザが定義した既存のトランクグループに他のデバイスを追加するには、[グルー
プに追加（AddtoGroup）]ボタンをクリックします。ユーザが定義したすべてのグループは、
ユーザインターフェイスの左側にある [カスタムトランクグループ（Custom Trunk Group）]
ペインに一覧表示されます。[カスタムトランクグループ（Custom Trunk Group）]の下にある
検索フィールドを使用して、ユーザ定義のトランクグループを検索することができます。ユー

ザが定義したこれらのトランクグループが、使用率の高い上位 10個のトランクグループであ
る場合、それらの使用情報は、[トランク（Trunk）]の下にあるダッシュレットに表示されま
す。

[トランクグループ設定（Trunk Group Settings）]リンクにアクセスするには、管理者権限が必
要です。

（注）

[使用率（Utilization）]列のパーセンテージリンクをクリックすると、時間に対してプロット
されたトランクの使用率がグラフで表示されます。最後のポーリングサイクルのデータが表示

されています。

4分間の各インターバルに対するX軸座標にカーソルを配置すると、パーセンテージとして使
用率を表示するポップアップを表示できます。トランクまたはルートの使用率を表示する詳細

なパフォーマンスグラフを開くには、グラフのポイントをクリックするか、X軸座標に対応す
るチャネル使用率バーをクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

[ルートグループの使用率（Route Group Utilization）]ページと [トランクグループの使用率
（Trunk Group Utilization）]ページの両方では Unified Communications Manager SIPトランクも
一覧表示され、ルートグループとトランクグループの両方の使用率を計算します。

（注）

Location CAC帯域幅の使用状況

帯域幅の使用率が最も高くなるの場所についての情報を提供します。

場所の名前、関連付けられているクラスタ、最大帯域幅、使用率、および失敗したコールの数

の詳細を表示できます。
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[コール失敗（Calls Failed）]列の [失敗したコール（Failed Calls）]アイコンをクリックして、
[リソース不足の場所（Location Out of Resource）]パフォーマンスグラフを起動してください。

デフォルトでは、失敗したコールの数に基づいてテーブルがソートされます。

最大帯域幅の値が [無制限（Unlimited）]または [なし（None）]に設定されている場合、ポー
リングは行われず、テーブルにデータは表示されません。

データは 4分ごとにポーリングされます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでのロケーションのポーリングは、ロケーション帯域幅マ
ネージャサービスが有効になっている Unified CMノードから実行されます。ロケーション帯
域幅マネージャは、任意の Unified CMサブスクライバ上で実行されるか、またはクラスタ内
の専用 Unified CMサーバ上で、スタンドアロンサービスとして実行されます。クラスタ内の
拡張ロケーション CACを有効にするには、各クラスタで少なくとも 1つのロケーション帯域
幅マネージャのインスタンスが実行されている必要があります。

Cisco Unified Communications Managerで、Use Video Bandwidth for ImmersiveパラメータをTrue
に設定すると、Cisco Prime Collaboration Assuranceはイマーシブカウンタをポーリングしない
ため、イマーシブ帯域幅のテーブルにデータが表示されません。

（注）

会議デバイス

ネットワーク内の会議デバイスを表示します。

次の詳細情報を表示できます。

• [Status]：デバイスが正常であるか、一時停止されているか、またはエラーを含んでいるか
を表示します。ステータスアイコンをクリックして、[Alarmブラウザ]を起動できます。

このアイコンは、重要なサービスインフラストラクチャ、到達不能、またはアクセス不能

なアラームがある場合に表示されます。

• [Name]および [IP Address]：ブラウザで起動するには、デバイス名または IPアドレスをク
リックできます。

次の情報を表示するには、[Name]列の上にマウスポインタを置き、クイックビューアイ
コンをクリックします。

•メディア処理エンジン、コール制御プロセス、会議マネージャ、セキュリティキー交
換。

•オーディオロード、ビデオロード、メディアロード、使用中のビデオポート、バッ
テリステータス、温度ステータス、および電圧ステータス（MCUに関してのみ）

• CPUおよびメモリの使用率。

•デバイスタイプ

•使用したビデオポート
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•使用した音声ポート

• Master Conductor

Click the utilization value of [ビデオポート（Video Ports）]または [使用されているオーディオ
ポート（Audio Ports Used）]列の使用状況お値をクリックすると、[ビデオポートの使用状況の
詳細（Detailed Video Port Utilization）]または [オーディオポートの使用状況の詳細（Detailed
Audio Port Utilization）]グラフが開きます。表示するデータとして、パーセント単位の使用率、
使用率の絶対値、または両方（[すべて（All）] をクリック）を選択できます。また、スライ
ダを使用して短い時間間隔（1分間など）を選択して、その時間内の実際のデータを確認する
こともできます。この情報を使用すると、使用状況に応じてポートの数を増やすことができま

す。

使用状況は、デバイスが Cisco Prime Collaboration Assuranceで初めて管理対象状態になった時
点から表示されます。たとえば、デフォルトではグラフに5日間のデータを表示できますが、
デバイスが 4日間しか管理対象状態になっていない場合は、4日間のデータが表示されます。

Conductor Bridge Poolの使用率

ネットワーク内のコンダクタプールごとに、会議ブリッジの累積使用状況に関する情報を提供

します。

次の詳細情報を表示できます。

• [ステータス（Status）]：各コンダクタプールに関連付けられている会議ブリッジのステー
タスに基づいて、コンダクタプールのステータスを表示します。ステータスアイコンを

クリックすると、アラームブラウザをクロス起動して、コンダクタプール内の会議ブリッ

ジの個々のステータスを確認できます。

• [プール名（Pool name）]：プール名をクリックすると、デバイスウィンドウを個別のブラ
ウザでクロス起動できます。

• [使用されているビデオポート（Video Ports Used）]：[ビデオポート/スクリーンライセン
スの使用状況（Video Ports/Screen License Utilization）]列の使用状況の値をクリックする
と、[ビデオポートコンダクタの使用状況の詳細（Detailed Video Port Conductor Utilization）]
グラフが開きます。使用状況は、パーセンテージまたは絶対値で表示するように選択でき

ます。また、スライダを使用して短い時間間隔（1分間など）を選択して、その時間内の
実際のデータを確認することもできます。この情報を使用すると、使用状況に応じてポー

トの数を増やすことができます。使用状況は、デバイスがCisco Prime CollaborationAssurance
で初めて管理対象状態になった時点から表示されます。たとえば、グラフではデフォルト

で 7日間のデータを表示できます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、Cisco TelePresence
Conductorのスクリーンライセンスモードだけがサポートされま
す。

（注）

• Conference Bridge Type
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• Conductor Name

使用状況モニタを表示するには、コンダクタプールに少なくとも1つの会議ブリッジが存在し
ている必要があります。

（注）

TelePresenceエンドポイント

このダッシュボードを使用して、No Showエンドポイント、最も一般的に使用された、および
使用頻度の低い TelePresenceエンドポイントとエンドポイントモデルを識別できます。

IP電話とソフトウェアクライアントの詳細は、TelePresence使用率レポートには含まれませ
ん。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

Telepresenceエンドポイントの前提条件

Telepresenceエンドポイントには、次のものが必要です。

• Unified CMおよび Cisco VCSは、Managed状態にある必要があります。

• MCUなどのエンドポイントとコントローラは、Managed状態にある必要があります。

•デバイスの可視性を「Full Visibility」状態に設定します。

• JTAPIが Unified Communications Managerで設定されている必要があります。Unified
Communications Managerで JTAPIを有効にする方法については、「Cisco Prime Collaboration
Assuranceのデバイス設定」を参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバが、Cisco VCSでフィードバックサーバとして
登録されている必要があります。

•会議の診断と音声電話機能の模擬テストを正しく実行するには、Cisco Prime Collaboration
Assurance Service Pack 1バンドルを適用する前に、CUCMがリストされているバージョン
であることを確認してください。詳細については、12.1 Service Pack 1の『Cisco Prime
Collaboration Assuranceでサポートされているデバイス』を参照してください。

次のダッシュレットが含まれています。

Top 10 Utilized TelePresence Endpoints

ネットワークの使用率が高い上位 10個のエンドポイントを表示します。

グラフは、期間、または会議別に表示できます。

•時間別—使用時間ごとの使用率です。たとえば、使用率が 0.634時間と表示されている場
合、エンドポイントはおよそ 38分間使用されていたことになります（0.634 x 60）。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
389

ダッシュボードとレポート

TelePresenceエンドポイント

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/products-device-support-tables-list.html


•会議別：使用率が会議の数で示されています。ここでは、完了した会議のみが対象です。
会議の数が 1の場合、x軸の値は 10進数で表示されます（0.2、0.4など）。会議の数が 2
以上の場合、x軸の値は絶対数（1、2、3など）で表示されます。

棒グラフをクリックすると、選択したエンドポイントの All Conference Summaryレポートを開
くことができます。

Top 10 Utilized TelePresence Endpoint Models

特定のエンドポイントモデルに基づいて使用率を表示します。

次のデータを表示できます。

• [For a day]：最大使用率は 10時間です。したがって、1日の使用時間が 120分であれば、
1日の使用率は 20%（（120/（10*60））*100）となります。

• [For a week]：最大使用率は 50時間です。したがって、1週間の使用時間が 1500分であれ
ば、1週間の使用率は 50%（（1500/（50*60））*100）となります。

• [For four weeks]：最大使用率は 200時間です。したがって、1か月の使用時間が 10800分
であれば、1か月の使用率は 90%（（10800/（200*60））*100）となります。

棒グラフをクリックして、選択されたエンドポイントモデルの [Endpoint Utilization Report]を
起動できます。

Top 10 No Show TelePresence Endpoints

スケジュール設定された会議に参加しなかった、上位 10個のエンドポイントを表示します。

棒グラフをクリックすると、選択したエンドポイントのNo Show Conference Summaryレポート
を開くことができます。

Least 10 Utilized TelePresence Endpoints

ネットワークの使用率が低い下位 10個のエンドポイントを表示します。

グラフは、期間、または会議別に表示できます。

•時間別—使用時間ごとの使用率です。たとえば、使用率が 0.634時間と表示されている場
合、エンドポイントはおよそ 38分間使用されていたことになります（0.634 * 60）。

使用率がゼロの場合、棒グラフには表示されません。このデータを表示するには、表形式

を起動する必要があります。

•会議別：使用率が会議の数で示されています。ここでは、完了した会議のみが対象です。
会議の数が 1の場合、x軸の値は 10進数で表示されます（0.2、0.4など）。会議の数が 2
以上の場合、x軸の値は絶対数（1、2、3など）で表示されます。

棒グラフをクリックすると、選択したエンドポイントの All Conference Summaryレポートを開
くことができます。
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Least 10 Utilized TelePresence Endpoint Models

特定のエンドポイントモデルに基づいて使用率を表示します。使用率がゼロの場合、棒グラフ

には表示されません。このデータを表示するには、表形式を起動する必要があります。

次のデータを表示できます。

• [For a day]：最大使用率は 10時間です。したがって、1日の使用時間が 120分であれば、
1日の使用率は 20%（（120/（10*60））*100）となります。

• [For a week]：最大使用率は 50時間です。したがって、1週間の使用時間が 1500分であれ
ば、1週間の使用率は 50%（（1500/（50*60））*100）となります。

• [For four weeks]：最大使用率は 200時間です。したがって、1か月の使用時間が 10800分
であれば、1か月の使用率は 90%（（10800/（200*60））*100）となります。

棒グラフをクリックして、選択されたエンドポイントモデルの [Endpoint Utilization Report]を
起動できます。

TelePresence会議の数

進行中と完了した会議の数を表示します。チャートをクリックして、特定の会議で得られた、

Conference Detailレポートを起動します。

会議データは、2時間ごとに集計されます。たとえば、1日に 2回の会議のみが開かれたとし
ます。最初の会議は 01:00に開始して 03:00に終了し、2回目の会議は 02:20に開始して 05:50
に終了したとします。

データは次のように表示されます。

• 0:00—Zero

• 2:00—1：01:00から 03:00まで会議が進行中というデータが、0:00から 02:00の間に表示
されます。

• 4:00—2：01:00から 03:00の間に会議が完了、ならびに 02:20から 05:50まで会議が進行中
というデータが、02:00から 04:00の間に表示されます。

• 6:00—1：02:20から 05:50の間に会議が完了というデータが、04:00から 06:00の間に表示
されます。

• 8:00—Zero：06:00から08:00の間に会議は行われませんでした。

• 10:00—Zero

• 12:00—Zero

• ...

• 24:00—Zero：22:00から 24:00の間に会議は行われませんでした。

データは、チャートまたは表形式で表示されます。Excelシートにデータをエクスポートする
こともできます。
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ライセンスの使用状況（License Usage）

[ライセンスの使用状況（License Usage）]タブには、Prime License Manager（すべてのUCアプ
リケーションライセンスの使用状況）、VCS（VCSクラスタライセンスの使用状況）、Contact
Center Enterpriseライセンス（CCEライセンスの使用状況）に関するライセンス情報が表示さ
れます。次のポートレットが含まれています。

• Prime License Manager

• VCSライセンスの使用状況

• Customer Voice Portalライセンスの使用率（394ページ）

• Contact Center Enterpriseライセンスの使用状況（395ページ）

Prime License Manager

音声のライセンス情報は、Prime License Managerライセンスの下に分類されています。この
ダッシュレットには、すべての Unified Communicationsアプリケーションライセンス（Cisco
Unified CMおよび Cisco Unity Connection）の使用状況が表示されます。ELMと Unified CMが
共存する場合は、Enterprise License Management Resource APIを手動でアクティブにする必要が
あります。リストについては、「Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイスのセットアッ
プ」と「Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定」を参照してください。

次の詳細情報を表示できます。

• [ライセンスのタイプ（License Type）]：CUWLPremium、CUWLStandard、UCM Advanced
など、利用可能なさまざまなライセンスのタイプが表示されます。

• [製品の：ライセンスのタイプが属する製品タイプ。

• [ステータス（status）]：ライセンスのタイプのステータス。有効、違反、またはデモが表
示されます。

• [残り（Remaining）]：各ライセンスのタイプの使用可能なライセンス数または未使用のラ
イセンス数。

このダッシュレットは、毎晩の CDT検出が完了した後に、デフォルトで 1回設定されます。
このダッシュレットは、CDT検出のたびに更新されます。

トラブルシューティング

問題：Cisco Prime Collaboration Assurance 11.6では、Standalone Prime Licensing Manager（PLM）
が非 Ciscoデバイスとして表示されます。

推奨アクション：これは、PLMで SNMPコミュニティ文字列が設定されているときに発生す
る可能性があります。PLMを適切に検出するには、コミュニティ文字列が設定されていない
ことを確認します。設定されている場合は削除し、Cisco Prime Collaboration Assuranceで PLM
検出を続けます。基本的に、PCAは、PLMディスカバリ用の SNMPコミュニティ文字列設定
をサポートしていません。
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共存している PLMがすべて OS管理者ユーザを使用してライセンス情報を取得するわけでは
ありません。CUCMで作成されたユーザロールによって異なります。ほとんどの顧客導入環
境では、Web管理者はCLI/OS管理者に権限を割り当てられています。Cisco Prime Collaboration
Assuranceでは、このユーザからライセンス情報を取得できます。

（注）

VCSライセンスの使用状況

すべての VCSクラスタ、クラスタ内の各 VCSサーバ、スタンドアロン VCSサーバ、Cisco
Expressway-Core、Cisco Collaboration EdgeまたはCore搭載のCisco Expressway-EdgeまたはVCS
ライセンスの使用状況が表示されます。Cisco Expressway-CoreおよびCisco Expressway-Edgeク
ラスタの場合、前回の再起動以降の最大コール数は [Expressway Peak Concurrent Video Calls]
列に表示されます。

最大コール数を表示するには、ライセンスをインストールする必要があります。VCSクラスタ
では、ライセンスがインストールされていないまたは値が 0の場合、最大コール数の列には
[N/A]と表示されます。

（注）

このダッシュレットは自動更新されません。現在のデータを取得するには、ダッシュレットを

更新する必要があります。

VCSバージョン7.0以降では、クラスタピアにインストール済みのトラバーサルまたは非トラ
バーサルコールライセンスは、クラスタ内の任意のピアで使用できます。バージョン 7.0以前
では、ライセンスはクラスタ間で共有されません。各ピアは、そのピアにインストール済みの

ライセンスのみを使用できます。

1つのピアにインストールできるライセンス数は、次のように、各VCSユニットの最大容量に
制限されています。

• 500回の非トラバーサルコール
• 100回のトラバーサルコール
• 2,500台の登録

登録ライセンスは、クラスタ間では共有されません。クラスタピアが使用できなくなった場合

は、そのピアにインストールされた共有可能なライセンスは、ピアへの接続をクラスタが失っ

た時から2週間の期間中、残りのクラスタピアにそのまま使用できます。これにより、クラス
タの全体的なライセンスキャパシティが維持されます。ただし、上記のとおり、各ピアはその

物理キャパシティによって引き続き制限されます。この2週間の期間が過ぎると、使用できな
いピアに関連付けられたライセンスがクラスタから削除されます。クラスタの容量を同じに維

持するには、ピアの問題を解決するか、新しいオプションキーをクラスタ内の別のピアにイン

ストールするかのいずれかを実行する必要があります。
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Customer Voice Portalライセンスの使用率

Customer Voice Portal（CVP）ライセンスの使用率は、Prime License Managerライセンスの下に
分類されます。このダッシュレットに CVPコールサーバのライセンスの使用率が表示されま
す。

前提条件：

•コールサーバ機能を備えた CVPは、インベントリ管理で管理対象状態になっている必要
があります。

• Contact Center Assurance Licenseが使用できる必要がある。

このダッシュレットには、ポーリングデータの時間間隔に基づいてエントリが表示されます。

デフォルトのポーリング間隔は 4分です。

このダッシュレットには、過去7日間のポーリングレコードの最新カウントが表示されます。

次の詳細情報を表示できます。

•デバイス：CVPコールサーバ

• [使用中のポート（Ports In Use）]：使用されているポートの数

• [利用可能なポート（Ports Available）]：利用可能なポートの数

• [要求されたポート（Ports Requested）]：要求されたポート数

• [拒否されたポート要求（Ports Requests Denied）]：拒否されたポート要求の数

Contact Center Assurance Licenseの有効期限が切れた場合、CVPライセンスのダッシュレットに
は、CVPコールサーバのライセンス使用状況が表示されません。この機能を継続して使用す
るには、必要な数の Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceの同時使用エージェント
ライセンスを購入する必要があります。ライセンスの詳細については、「ライセンスの管理」

の章を参照してください。

時間に対する列フィールドをプロットする各グラフを表示するには、列の下にある0以外の値
をクリックします。

（注）

トラブルシューティング

1. 問題：CVPライセンスの使用率のダッシュレットに、「使用可能なデータがありません
（No Data Available）」と表示される。

推奨処置：次の条件が満たされていることを確認します。

• CVPデバイスは、[インベントリ管理（Inventory Management）]で管理対象状態になっ
ている必要があります。

• CVPデバイスには、コールサーバ機能が必要です。
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2. 問題：CVPライセンスの使用率のダッシュレットにエントリは表示されるが、ポート値が
0として表示される、または変動する。

推奨処置：CVPライセンスの使用率のダッシュレットでは、ポーリングデータの時間間隔
に基づいてエントリが表示されるため、ポート値は 0として表示されるか、変動します。

Contact Center Enterpriseライセンスの使用状況

このダッシュレットには、Unified Contact Center Enterprise（(Unified CCE）ライセンスの使用状
況が表示されます。

前提条件：

• Unified CCE RouterまたはUnified CCE Peripheral Gatewayは、[インベントリ管理（Inventory
Management）]で管理対象状態になっている必要があります。

• Contact Center Assurance Licenseが使用できる必要がある。

このダッシュレットには、過去7日間のポーリングレコードの最新カウントが表示されます。

次の詳細情報を表示できます。

•デバイス -デバイス名

•機能 -ルータやペリフェラルゲートウェイなどのデバイスの機能

•ログオン済みのエージェント -現在ログオンしているエージェントの数

このダッシュレットには、ポーリングデータの時間間隔に基づいてエントリが表示されます。

デフォルトのポーリング間隔は 1分です。

Contact Center Assuranceライセンスの有効期限が切れると、Unified CCEライセンスダッシュ
レットは、Contact Center Enterpriseライセンスの使用状況を表示しません。この機能を継続し
て使用するには、必要な数の Cisco Prime Collaboration Contact Centerの同時エージェントライ
センスを購入する必要があります。ライセンスの詳細については、ライセンスの管理の章を参

照してください。

時間に対して列フィールドをプロットする各グラフを表示するには、[ログオン済みのエージェ
ント（Agents Logged On）]列で（0以外の）値をクリックします。

（注）

トラブルシューティング

1. 問題 : Unified CCEライセンス使用状況ダッシュレットに、「使用可能なデータがありませ
ん（No Data Available）」と表示されます。

推奨処置：次の条件が満たされていることを確認します。

• Unified CCEデバイスは、[インベントリ管理（Inventory Management）]で管理対象状
態になっている必要があります。
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• Unified CCEデバイスには、Unified CCE Routerまたは Unified CCE PG機能、あるいは
両方が必要です。

2. 問題：Unified CCEライセンス使用状況ダッシュレットにエントリは表示されますが、[ロ
グオン済みエージェント（Agents Logged On）]の値は 0として表示されるか、継続的に
変更します。

推奨処置：Unified CCEライセンス使用状況ダッシュレットは、ポーリングデータの間隔
に基づいたエントリを表示するため、[ログオン済みエージェント（Agents Logged On）]
には 0として表示されるか、値は継続的に変化します。

カスタマーサマリダッシュボード

カスタマーサマリダッシュボードを使用すると、エンドポイントやインフラストラクチャデ

バイスの詳細情報、および特定のカスタマーのネットワークの論理的なトップレベルビューを

確認できます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceがMSPモードで展開されている場合は、Cisco Prime
Collaboration Assuranceホームページから次のダッシュボードを表示できます。

説明ダッシュボード

カスタマーごとのアラーム、エンドポイント、

インベントリに関する情報。

カスタマーサマリ

クラスタノード、コールおよびセッション制

御デバイス、リージョンの概要、および会議

デバイスに関する情報。

CTXデバイスが管理されていない場
合は、どのダッシュレットにもデー

タは読み込まれません。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

TelePresence Exchange

カスタマーサマリダッシュボードは、アラーム、エンドポイント、会議アラーム、およびイ

ンベントリに関する情報を、カスタマーごとに集約して提供します。次のダッシュレットが含

まれています。
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説明ダッシュレット

カスタマーごとのアラームの一覧を、重大度に基づいて表示し

ます。各カスタマーレベルについて、重大度に基づく合計ア

ラーム数が示されます。次の詳細情報を表示できます。

•顧客

• Total

•重大

•やや重大

•比較的重大でない

•警告

アラームの概要

カスタマーごとのアラームの一覧を、重大度に基づいて表示し

ます。各カスタマーレベルについて、重大度に基づく合計ア

ラーム数が示されます。次の詳細情報を表示できます。

•顧客

• Total

• Managed

• Unmanaged

• Suspended

デバイスの概要

カスタマーごとに、各カテゴリのエンドポイントの一覧を、登

録ステータスに基づいて表示します。次の詳細情報を表示でき

ます。

•顧客

•合計：登録済み

•合計：未登録

•ハードエンドポイント：登録済み

•ハードエンドポイント：未登録

•ソフトクライアント：登録済み

•ソフトクライアント：未登録

エンドポイントの概要
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説明ダッシュレット

アラームで進行中の会議の数を表示します。次の詳細情報を表

示できます。

•会議構造

•会議タイプ

•監視された会議

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

トラブルシューティングのステータス

•会議の議題

•スケジューラの所属組織

•開始時刻

アラームの会議

アクティブなサービス品質（SQ）イベントの概要と、影響を受
けるエンドポイントを表示します。過去 4時間のアクティブな
SQイベントデータと、影響を受けるエンドポイント数の概要
が表示されます。

音声コール品質イベントの概

要（Voice Call Quality Events
Summary）

Contact Center Assuranceダッシュボード
Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceのパフォーマンスダッシュボードは、Cisco
Unified Intelligence Center（CUIC）、Finesse, MediaSense, Customer Voice Portal（CVP）、Unified
Contact Center Enterprise（Unified CCE）、Unified Contact Center Express（Unified CCX）、
Virtualized Voice Browserなどの Contact Centerのコンポーネントについてほぼリアルタイムの
情報を提供することによって、ネットワークの監視をサポートします。

Finesseについては、[System Summary]、[CPU and Memory]、[Disk Usage]、および [Process]ダッ
シュレットのみが表示されます。

CUIC、Finesse、およびMediaSenseデバイスに対してクラスタリングが設定されている場合、
ダッシュボードには、クラスタに属している関連デバイスのデータも表示されます。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceが Enterpriseモードで展開した場合、ダッシュボードを表示
するには、に移動します。[監視（Monitor）] > [システムビュー（System View）] > [パフォー
マンス（Performance）][クラスタ（Cluster）]ドロップダウンリストから製品とクラスタを選
択し、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリストから必要なダッシュボードを選
択します。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合、ダッシュボードを表示する
には、[モニタ（Monitor）] > [システムビュー（System View）] > [カスタマーサマリ（Customer
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Summary）] に移動し、顧客名をクリックして、[パフォーマンス（Performance）]をクリック
します。[クラスタ（Cluster）]ドロップダウンリストから製品とクラスタを選択し、[ダッシュ
ボード（Dashboard）]ドロップダウンリストから必要なダッシュボードを選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

エンタープライズモードで Cisco Prime Collaboration Assuranceを導入している場合は、ダッ
シュボードを表示するには、次のページを参照してください。 [ネットワーク正常性の概要
（Network Health Overview）] > [パフォーマンス（Performance）][クラスタ（Cluster）]ドロッ
プダウンリストから製品とクラスタを選択し、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウ
ンリストから必要なダッシュボードを選択します。

MSPモードで Cisco Prime Collaboration Assuranceを導入している場合は、ダッシュボードを表
示するには、次のページを参照してください。 [ネットワーク正常性の概要（Network Health
Overview）] > [カスタマーサマリ（Customer Summary）]で、顧客の名前をクリックし、[パ
フォーマンス（Performance）]をクリックします。[クラスタ（Cluster）]ドロップダウンリス
トから製品とクラスタを選択し、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリストから
必要なダッシュボードを選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

エクスポートしたレポートの情報を表示するために、すべてのノードでクラスタを検出する必

要があります。ポーリングは、検出されたノードに対してのみ行われます。

（注）

Contact Center Assuranceトポロジダッシュボード

Cisco Prime Collaboration Assurance Advancedは、IPベースの Contact Centerの論理的なトップ
レベルビューを提供します。ここには、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理されるUnified
Contact Centerデバイスが簡潔なトポロジで表示されます。

Contact Centerのトポロジでは、IPベースの Contact Centerのデバイスセット全体を表示しま
す。これはプライマリデータセンターとみなされ（トポロジではサイド Aとして表示）、プ
ライベートおよびパブリッククラウドを介してセカンダリデータセンター（サイド Bとして
表示）に接続されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceが Enterpriseモードで展開されている場合は、に移動しま
す。[監視（Monitor）] > [システムビュー（System View）] > [OpsView] > [Contact Centerト
ポロジ（Contact Center Topology）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

エンタープライズモードで Cisco Prime Collaboration Assuranceを導入している場合は、 [ネッ
トワーク正常性の概要（Network Health Overview）] > [Contact Centerトポロジ（Contact
Center Topology）]。

Cisco Prime Collaboration AssuranceがMSPモードで展開されている場合、ダッシュボードに
は、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理される、特定のカスタマーのすべてのデバイス
が表示されます。[Contact Center Topology]ページに移動するには、ホームページでカスタマー
をクリックします（[Customer Summary] > [Customer name]）。対象のカスタマーに対応するト
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ポロジを表示するには、[Contact Center Topology]をクリックします。デバイスに対する管理対
象の IPアドレスがトポロジビューに表示されます。

トポロジ内のクラウド（パブリックおよびプライベートクラウド）に対して、設定済みの対応

するインターフェイス情報が表示されます。

カウンタに対するパフォーマンスダッシュボードを新しいタブに表示するには、パフォーマン

スカウンタの名前または（トポロジで各デバイスアイコンの下に表示される）値をクリック

します。パフォーマンスダッシュボードの詳細については、「カスタムパフォーマンスダッ

シュボードの作成」を参照してください。

Contact Center Assuranceのトポロジは、Contact Center内のさまざまなデバイス間の関係に焦点
をあてます。デバイスにマウスポインタを合わせると、IPアドレスとホスト名の詳細が表示
されます。Contact Centerトポロジダッシュボードには次のデバイスが表示されます。

デバイスの一覧については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceでサポートされているデバ
イス』を参照してください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

次の表に、Unified Contact Centerのデバイス間のリンクステータスを示します。

リンクステータスデバイス 2デバイス 1

はいVRU PGIPCC

はいエージェント PGIPCC

はいCVPコールサーバVRU PG

いいえVXMLゲートウェイCVP

はいCUCMエージェント PG

はいMedia SenseCUCM

はいFinesseエージェント PG

はいCUICAW/HDS

はいパブリッククラウドUCCEルータ

はいプライベートクラウドUCCEルータ

はいCTIUCCEルータ

はいCTIOSCTI

はいMR PGUCCEルータ

いいえCVP Reporting ServerVRU PG

いいえロガーUCCEルータ

はいAW/HDSUCCEルータ

いいえVirtualized Voice Browser（VVB）CVP
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Virtualized Voice Browser（VVB）がCVPバージョン 11.5以降と統合されている場合は、Contact
Center Assuranceトポロジ内の VVBデバイスを表示できます。

（注）

[Select Any Router]ドロップダウンリストから Contact Centerの導入用ルータペアを選択でき
ます。選択したルータペアに対するトポロジが表示されます。インベントリからルータを削除

すると、ドロップダウンリストには削除されたルータ、およびルータが属しているサイド（サ

イド Aまたはサイド B）はトポロジに表示されなくなります。

これは、Cisco Prime Collaboration Assuranceが Enterpriseモードで展開されている場合にのみ適
用されます。

トポロジビューによるトラブルシューティング

Contact Center Assuranceのトポロジビューでは、デバイスでアラームが生成されると、デバイ
スの隣にアラームアイコンが表示されます。マウスをデバイスの IPアドレスに合わせると
Device 360°ビューがクイック起動され、問題のトラブルシューティングにも役に立ちます。
Device 360°ビューから、アラームおよびインターフェイスを確認することができます。また、
トレースルートを実行する、デバイスを pingする、[Alarms and Events]ページにアクセスす
る、といったことも可能です。Device 360°ビューの詳細については、『Cisco Prime Collaboration
Assurance Guide - Advanced』の「「Managing Inventory」」の章を参照してください。

アラームが示されているデバイスには、アラームの最も高い重大度のみが表示されます。ア

ラームが生成されると、そのアラームは消去されるまで Contact Center Assuranceのトポロジ
ビューに残ります。消去されたアラームは、Cisco Prime Collaboration Assuranceの消去操作を
呼び出した後に削除されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceがMSPモードで展開されている場合、共有コンポーネント
は共通の展開で管理されます。共有されるデバイスについては、IPアドレスのみ参照できま
す。共有されているデバイスへのアクセス権を持っていない場合は、それらのデバイスのDevice
360°を起動できません（デバイスへのアクセス権を持っていないカスタマーに対しては、共有
されているデバイスは表示専用モードになります）。

• Cisco Prime Collaboration AssuranceがMSPモードで展開されている場合、共有（4 K Shared
Contact Center）と専用の両方の導入モデルを管理している状況では、トポロジビューはサ
ポートされません。

•トポロジビューは 2分ごとに自動で更新されます。
• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、単一のUnified CCEエンタープライズ展開のみをサ
ポートしています。

•展開/縮小アイコンは、抽象デバイスでのみ使用できます。
• Unified CCEトポロジは、いずれかの側で複数のペリフェラルゲートウェイ（PG）サーバ
が管理されている場合はサポートされません。トポロジを正しく起動するには、追加のペ

リフェラルゲートウェイ（PG）をインベントリ管理から削除してください。

（注）
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履歴トレンドの表示

履歴トレンド分析は、デフォルトで [System Summary]ダッシュボードの下位のダッシュレット
（[CPU Usage]、[Virtual Memory Usage]、および [Common Partition Usage]）に対して有効になっ
ています。トレンドビューグラフを表示するには、ダッシュレットの右下の [Zoom]をクリッ
クします。

前提条件

すべてのデバイスが Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理対象状態になっている必要があ
ります。クラスタの場合は、すべてのノードが管理対象状態になっている必要があります。

音声デバイス（Cisco Unified CM、Cisco Packaged Contact Center Enterprise、Cisco Unified Presence、
Cisco Unity Connection、Cisco Media Sense、Cisco Finesse、Cisco Unified IC、およびCisco Unified
Contact Center Express）の場合は、システム定義のダッシュボードと一緒に、デバイス関連の
メトリックのトレンドも表示できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

音声デバイス（Cisco Unified CM、Cisco Packaged Contact Center Enterprise、Cisco Unified Presence、
Cisco Unity Connection、Cisco Media Sense、Cisco Finesse、Cisco Unified IC、Cisco Unified Contact
Center Express、およびCisco Virtualized Voice Browser）の場合は、システム定義のダッシュボー
ドと一緒に、デバイス関連のメトリックのトレンドも表示できます。

•デバイス関連のメトリックは、選択するデバイスタイプによって異なります。

•履歴トレンド分析は、Cisco Unified CCE、Cisco Voice Portal、MCU/TPS、Cisco Unified
Border Element、シスコ音声ゲートウェイ、Cisco Unified Communications Manager Express、
ISDNゲートウェイなどの非音声デバイスではサポートされていません。

（注）

[Trend]ダッシュボード

メトリックのトレンドを表示するには、[Dashboard]ドロップダウンリストから [Trend]を選択
し、[Metrics Selection]ダイアログボックスからトレンドを有効にするメトリックを選択して
[Add]をクリックします。任意の数のメトリックを選択できますが、デバイスタイプごとに最
大 6個までのメトリックを選択することをお勧めします。

また、次の操作を実行できます。

•データを、チャートまたは表形式のいずれかで表示する。

• [Merge]オプションをクリックして、2つ以上のパフォーマンスメトリックについてトレ
ンドを比較する。

• [Zoom]をクリックして、トレンドグラフを詳細ビューで表示する。このオプションは、
履歴、1時間ごとの平均、最大、および最小のデータを表示する場合に便利です。詳細
ビューに表示されるズームセレクタグラフを使用して、選択した期間のトレンドを表示

するためのグラフの時間枠（x軸）のポインタを調整することができます。
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•ユーザインターフェイスの右上にある [Add Graph]（+）ボタンを使用してトレンドを追加
する。

•チャートタイプを変更する。

Customer Voice Portal（CVP）

Cisco Prime Collaboration Assuranceにはコールサーバベースの CVPダッシュボードがありま
す。これはシステムで定義されており、Customer Voice Portalを追加するときに使用できます。
また、モニタリングのニーズに基づいてカスタムダッシュボードを作成することができます。

パフォーマンスカウンタの詳細については、『Operations Guide for Cisco Unified Customer Voice
Portal』を参照してください。

ダッシュボードを表示するには、に移動します。[モニタ（Monitor）] > [システムビュー
（System View）] > [パフォーマンス（Performance）][クラスタ（Cluster）]ドロップダウン
リストから CVPとクラスタを選択し、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリスト
から必要なダッシュボードを選択します。選択したダッシュボードに関連する情報が別のダッ

シュレットに表示されます。各ダッシュレットには、サーバの詳細、現在の使用状況、および

直前の 3分間に受け取った最大値が表示されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceでCVPダッシュボード用のデータを表示するには、Customer
Voice Portalで Cisco CVP Call Serverと Cisco CVP VXMLサービスをオンにし、オペレーション
コンソール（OAMP）上で CVPコールサーバの下位の ICM、SIPおよび IVRサブシステムを
有効にします。

（注）

システム概要

メモリ合計、1秒あたりのページフォールト、処理件数、Cisco ICMルータコール、および
サービスに関する情報を表示します。

Available Bytes

プロセスまたはシステムへの割り当てで使用するためにすぐに利用できる物理メモリの量

（バイト）を表示します。

Committed Bytes

コミットされた仮想メモリの量（バイト）を表示します。

Processor Time

プロセスの実行にかかる時間を、CPUがプロセスで使用したわずかな時間をすべて含めて
表示します。

Threads

手順の単一シーケンスを表示します。プロセス（プログラムの実行インスタンス）は1つ
以上のスレッドで構成されます。
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Page Faults Per Second

1秒あたりのページフォールトの平均数を表示します。これは 1秒間に失敗したページ数
で測定されます。それぞれのフォールト動作で障害が発生するのは1ページのみで、ペー
ジ数はページのフォールト動作の数と同じになるためです。

コールサーバ ICMの集約統計

ルックアップ要求の合計、コールの合計数、スイッチレッグの合計数、および VRUレッグを
表示します。

Call Server Stats ICM Total Lookup Requests
システムの開始時間以降に Unified ICMアプリケーションへ送信された外部 Unified CVP
VXML Serverのコールルーティング要求の合計数を表示します。外部Unified CVP VXML
Server内で発生するコールでは、Unified ICMアプリケーションからのコールルーティン
グ指示が必要です。

Call Server Stats ICM Total Calls
後続のVRU処理、およびContact Centerエージェントへのルーティングのためにシステム
の開始時間以降に Unified ICMアプリケーションが受信した新しいコールの合計数を表示
します。

Call Server Stats ICM Total SIP Switch Legs
システムの開始時間以降に、Session Initiation Protocol（SIP）から ICMアプリケーション
が受信した VoIPコールの数を表示します。

Call Server Stats ICM Total VRU Legs
システムの開始時間以降、Unified ICMアプリケーションからVRU処理を受信したコール
の数を表示します。VRU処理には、事前に録音されたメッセージの再生が含まれており、
カスタマーの要求を理解するために Caller Entered Digits（CED）や音声認識技術が必要に
なります。

コールサーバ ICMの間隔統計

ルックアップ要求、受信した新しいコール数、SIPスイッチレッグ数、および VRUレッグを
表示します。

Call Server Stats ICM Interval SIP Switch Legs
現在の間隔中にSIPから ICMアプリケーションが受信したコール数を表示します。Unified
ICMアプリケーションは、Session Initiation Protocol（SIP）から発生した VoIPコールを承
認します。

Call Server Stats ICM Interval Lookup Requests
現在の間隔中にUnified ICMアプリケーションへ送信された外部Unified CVP VXML Server
のコールルーティング要求の数を表示します。外部Unified CVP VXML Server内で発生す
るコールでは、Unified ICMアプリケーションからのコールルーティング指示が必要です。

Call Server Stats ICM Interval VRU Legs
Unified ICMアプリケーションから VRU処理を受信中のコール数を表示します。VRU処
理には、事前に録音されたメッセージの再生が含まれており、現在の間隔でのカスタマー

の要求を理解するために Caller Entered Digits（CED）や音声認識技術が必要になります。
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Call Server Stats ICM Interval New Calls
後続のVoice Response Unit（VRU）処理、およびContact Centerエージェントへのルーティ
ングのために現在の間隔中に Unified ICMアプリケーションが受信した新しいコールの数
を表示します。

コールサーバ ICMのリアルタイム統計

アクティブコール、VRUレッグ、SIPスイッチレッグ、およびルックアップ要求に関する情
報を表示します。

Call Server Stats ICM Active VRU Legs

Unified ICMサーバから Voice Response Unit（VRU）処理を受信中の現在のコール数を表
示します。VRU処理には、事前に録音されたメッセージの再生が含まれており、カスタ
マーの要求を理解するために Caller Entered Digits（CED）や音声認識技術が必要になりま
す。

Call Server Stats ICM Active SIP Switch Legs

SIPプロトコルからUnified ICM Serverが受信したコール数を表示します。Active SIP Switch
Legsは、Unified CVP Call Serverから SIPプロトコルを使用して ICM Serverが受信した現
在のコールの数を表します。

Call Server Stats ICM Active Lookup Requests

ICM Serverへ送信された外部 VXML Serverコールルーティング要求の現在の数を表示し
ます。外部Unified CVP VXML Serverから発生するコールでは、Unified ICM Serverからの
コールルーティング指示が必要です。

Call Server Stats ICM Active Calls

Unified CVP Call Serverに対して ICM Serverで処理されている現在のコール数を表示しま
す。この値は、Contact Centerエージェントへの後続のルーティングのために、Unified CVP
Call Serverに対して ICMで現在処理しているコールのカウントを表します。

コールサーバインフラストラクチャ JVMのリアルタイム統計

使用中のリアルタイム JVMスレッド、メモリ合計、ピーク時のメモリ使用率、ピーク時のス
レッド使用率、現在のメモリ使用率、および使用可能なメモリに関する情報が表示されます。

Call Server Stats RT JVM Threads In Use
Java仮想マシンで現在使用されているスレッドの数を表示します。この数には、Unified
CVPのスタンドアロンとスレッドプールのすべてのスレッド、および同じ JVM内で実行
中のWebアプリケーションサーバで作成されたスレッドが含まれています。

Call Server Stats RT JVM Total Mem
Java仮想マシンで使用できるメモリの量（MB）を表示します。この数は、Java仮想マシ
ンに対してどのくらいのシステムメモリを使用できるかを表します。

Call Server Stats RT JVM Peak Mem Usage
起動してから Java仮想マシンで使用されたメモリの最大量を表示します。報告される数
はメガバイトの単位で、この Java仮想マシンで同時に使用された、これまでで最大のメ
モリ量を表します。
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Call Server Stats RT JVM Peak Threads
起動してから Java仮想マシンで同時に使用されたスレッドの最大量を表示します。Java
仮想マシンで使用されたピーク時のスレッド数には、UnifiedCVPスタンドアロンとスレッ
ドプールのすべてのスレッド、および同じ JVM内で実行中のWebアプリケーションサー
バで作成されたスレッドが含まれています。

Call Server Stats RT JVM Current Mem Usage
Java仮想マシンで使用されている現在のメモリ（MB）を表示します。

Call Server Stats RT JVM Avail Mem
Java仮想マシンで使用できるメモリの量を表示します。報告される数はメガバイト単位
で、Java仮想マシンで要求される現在のシステムメモリのうち、どのくらいが使用され
ていないかを表します。

コールサーバインフラストラクチャスレッドプールのリアルタイム統計

リアルタイムのアイドルプールスレッド数、使用されたスレッドの最大数、実行中のプール

スレッド数、存在するスレッドの最大数、およびコアプールスレッドの統計を表示します。

Call Server Stats RT Idle Pool Threads
処理を待機しているアイドル状態のスレッドの数を表示します。

Call Server Stats RT Max Threads Used
処理を実行するように同時にタスクを割り当てられたスレッドプールスレッドの最大数

を表示します。

Call Server Stats RT Running Pool Threads
処理を実行中のスレッドプールのスレッドの数を表示します。

Call Server Stats RT Max Threads
同時に存在するスレッドプールのスレッドの最大数を表示します。

Call Server Stats RT Core Pool Threads
アイドル状態がどんなに長くなっても絶対に破棄されないスレッドプールのスレッド数を

表示します。

コールサーバ IVRの集約統計

1秒間の間隔に取得される最大および平均の HTTP要求、受信される HTTP要求の合計、最大
コール集約、および処理される HTTPの最大要求を表示します。

Call Server Stats IVR Max HTTP Req Sec Inter Aggregate Statistics

IVRサービスによって 1秒間に同時に処理される HTTP要求の現在の数を表示します。
IVRサービスの開始以降に同時に処理されたアクティブなHTTP要求の最大数。これは最
高水準マーキングとも呼ばれます。

Call Server Stats IVR Max HTTP Requests Inter Aggregate Statistics

IVRサービスによって同時に処理される HTTP要求の現在の数を表示します。

Call Server Stats IVR Avg HTTP Req Sec Inter Aggregate Statistics

IVRサービスによって 1秒間に同時に処理される HTTP要求の平均数を表示します。
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Call Server Stats IVR Max Calls Agg

サービスの開始以降に IVRサービスによって同時に処理されたコールの最大数を表示しま
す。

Call Server Stats IVR Total HTTP Req Agg

すべてのクライアントから受信したHTTP要求の数を表示します。このメトリックは、シ
ステムの開始以降に IVRサービスが受信した HTTP要求の合計数です。

コールサーバ IVRのコール間隔統計

コールの終了間隔、最大コール間隔、最小コール遅延間隔、新しいコール間隔、平均コール遅

延間隔、および最大コール遅延間隔の統計を表示します。

Call Server Stats IVR Calls Finished Inter

この間隔中に終了した Unified CVPコールの数を表示します。Call Finishedメトリックの
ために、コールにはスイッチレッグとUnified CVPコールの IVRレッグの両方が含まれま
す。コールの両方のレッグが終了すると、Calls Finishedメトリックが増加します。

Call Server Stats IVR Max Calls Inter

この間隔の間に IVRサービスで同時に処理されたコールの最大数を表示します。

Call Server Stats IVR Min Call Latency Inter

IVRサービスが New Call Requestまたは Request Instruction Requestを処理するのにかかる
最短の時間（ミリ秒）を表示します。

Call Server Stats IVR New Calls Inter

IOSゲートウェイから受信したNew Call要求の数を表示します。New Callには、コールの
スイッチレッグ、およびコールの IVRレッグが含まれています。このメトリックは、IVR
サービスで受信する New Call Requestの数をカウントします。

Call Server Stats IVR Avg Call Latency Inter

IVRサービスが New Callまたは Call Result Requestを処理するのにかかる平均時間（ミリ
秒）を表示します。

Call Server Stats IVR Max Call Latency Inter

IVRサービスが New Call Requestまたは Request Instruction Requestを処理するのにかかる
最短の時間（ミリ秒）を表示します。

コールサーバ IVRの HTTP間隔統計

1秒間の間隔に取得される最大および平均の HTTP要求と、最大およびアクティブな HTTP要
求の間隔統計を表示します。

Call Server Stats IVR Max HTTP Req Sec Inter
IVRサービスが 1秒間にすべてのクライアントから受信する HTTP要求の数を表示しま
す。1秒あたりのピーク HTTP要求は、ある 1秒間に IVRサービスが処理した HTTP要求
の最大数です。これは最高水準マーキングとも呼ばれます。
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Call Server Stats IVR Max HTTP Requests Inter
この時間間隔において IVRサービスがクライアントから受信したHTTP要求の最大数を表
示します。

Call Server Stats IVR Avg HTTP Req Sec Inter
IVRサービスが 1秒間に受け取る HTTP要求の平均数を表示します。

Call Server Stats IVR Active HTTP Requests Inter
IVRサービスによって同時に処理されているHTTP要求の現在の数を表示します。ピーク
アクティブ要求は、この時間間隔において IVRサービスが同時に処理しているHTTP要求
の最大数を表すメトリックです。

コールサーバ IVRのリアルタイム統計

IVRのアクティブコールおよびアクティブな HTTP要求の統計を表示します。

Call Server Stats IVR Active Calls
IVRサービスによって処理されているアクティブコールの数を表示します。

Call Server Stats IVR Active HTTP Requests
IVRサービスによって処理されているアクティブ HTTP要求の数を表示します。

コールサーバ SIPエージェントのグリーティング集約統計

応答されたグリーティングの合計、および失敗したグリーティングの合計を表示します。

Call Server Stats SIP Total Greeting Answered

システムの開始時間以降に、エージェントのグリーティングが成功したコールの合計数を

表示します。

Call Server Stats SIP Total Greeting Failed

システムの開始時間以降に、エージェントのグリーティングが失敗したコールの合計数を

表示します。

コールサーバ SIPエージェントのグリーティング間隔統計

応答された間隔グリーティング、および失敗した間隔グリーティングの統計を表示します。

Call Server Stats SIP Int Greeting Answered

間隔中にエージェントグリーティングが成功したコールの数を表示します。

Call Server Stats SIP Int Greeting Failed

間隔中にエージェントグリーティングが失敗したコールの数を表示します。

コールサーバ SIPの集約統計

最初および 2回目の集約の平均 LAT、集約前後に失敗した XFR、集約後に受信した接続、お
よび NC subsの集約統計に関する情報を表示します。

Call Server Stats SIP Avg LAT Second Agg

2回目以降の転送で応答されたコールの平均遅延の計算が表示されます。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
408

ダッシュボードとレポート

コールサーバ IVRのリアルタイム統計



Call Server Stats SIP Fail XFR Post Agg

開始時間以降にコールの受信または送信レッグで失敗した再招待要求の数を表示します。

再招待メッセージは、SIPダイアログが確立された後で転送を実行します。再招待の要求
は、エンドポイントから発生するか、またはUnified CVP転送によってUnified ICMEスク
リプトから開始されます。このカウンタには、再招待要求の失敗が含まれます。

Call Server Stats SIP Conn Recpt Post Agg
システムの開始時間以降、Unified CVPの転送を実行するために SIPサービスで受信した
Connectメッセージの数を表示します。Connects Receivedには、通常のUnified CVPの転送
とReferの転送が含まれています。ICMサービスから生じるラベルは、VRUへ送信される
ものでも、エージェントへ転送されるものでも、Connectメッセージになります。

Call Server Stats SIP Avg LAT First Agg

最初の転送で応答されたコールの平均遅延の計算が表示されます。

Call Server Stats SIP Fail XFR Pre Agg
システムの開始時間以降、最初の CVP転送で失敗した転送の合計数を表示します。最初
のCVP転送が終了した後で SIPダイアログが確立されます。メトリックには、SIPのサー
ビス停止による拒否は含まれません。メトリックには、CONNECTメッセージにおいて
ICMからラベルが返された後で失敗した転送も含まれます。

Call Server Stats SIP NC Subs Agg
システムの開始時間以降、Unified CVPで受信した SIP Inviteメッセージの数を表示しま
す。これには、失敗したコール、SIPサービスが使用不可であるために拒否されたコール
も含まれます。

コールサーバ SIP間隔統計

接続が受信された間隔、NC subsの間隔、平均LAT秒間隔、失敗したXFRの間隔の前後、コー
ル後に応答した間隔の統計を表示します。

Call Server Stats SIP Conn Recpt Inter

最後の統計集約の間隔で、TransferをコールするためにSIPサービスが受信したCONNECT
メッセージの数を表示します。Connects Receivedには、通常のUnified CVPの転送とRefer
の転送が含まれています。ICMサービスから生じるラベルは、VRUへ送信されるもので
も、エージェントへ転送されるものでも、CONNECTメッセージと見なされます。

Call Server Stats SIP NC Subs Inter
現在の間隔において Unified CVPが受信した SIP Inviteメッセージの数を表示します。こ
れには、失敗したコール、SIPサービスが使用不可であるために拒否されたコールも含ま
れます。

Call Server Stats SIP Avg LAT Second Inter
ICMから CONNECTが発信されたときから、コールに応答されるまでの時間を表示しま
す。メトリックには、最後の統計集約間隔で応答されたコールの平均遅延の計算が含まれ

ます。

Call Server Stats SIP Int Post Call Answered
間隔中に応答されたサービスコールの数を表示します。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
409

ダッシュボードとレポート

コールサーバ SIP間隔統計



Call Server Stats SIP Fail XFR Post Inter
間隔中にコールの受信または送信レッグのいずれかにおいて失敗した再招待要求の数を表

示します。再招待メッセージは、SIPダイアログが確立された後で転送を実行します。再
招待の要求は、エンドポイントから発生するか、またはUnified CVP転送によってUnified
ICMEスクリプトから開始されます。このカウンタには、両方の種類の再招待要求の失敗
が含まれます。

Call Server Stats SIP Fail XFR Pre Inter
システムの開始時間以降、失敗した SIP転送の数を表示します。Unified CVPがコールの
最初の宛先へ転送しようとする場合、最初の INVITE要求を送信して、ICMへルーティン
グされている宛先ラベルを発信者に設定します。メトリックには、SIPサービスが実行さ
れていないことによる拒否は含まれません。メトリックには、CONNECTメッセージにお
いて ICM Serverからラベルが返された後で失敗した転送も含まれます。

コールサーバ SIPリアルタイム統計

グリーティングコール、アクティブコール、ウィスパーコール、およびコールの合計の数を

表示します。

Call Server Stats SIP Greeting Calls

SIPサービスが処理するグリーティングコールの合計数を表示します。

Call Server Stats SIP Active Calls

SIPサービスが処理中のコールの件数を表すリアルタイムのスナップショットメトリック
を表示します。

Call Server Stats SIP Whisper Calls

SIPサービスが処理するウィスパーコールの合計数を表示します。

Call Server Stats SIP Total Calls

SIPサービスが処理中のコールの合計数を表示します。メトリックには、着信、発信、お
よび呼び出し音のタイプのコールが含まれます。SIPサービスの各アクティブコールに
は、転送ラベルの宛先に対する着信コールと発信コールがあります。

コールサーバ SIPウィスパーアナウンスメントの間隔統計

応答された間隔ウィスパー、および失敗した間隔ウィスパーの統計を表示します。

Call Server Stats SIP Int Whisper Failed

間隔中にウィスパーアナウンスメントが失敗したコールの数を表示します。

Call Server Stats SIP Int Whisper Answered

間隔中にウィスパーアナウンスメントが成功したコールの数を表示します。

コールサーバ SIPウィスパーアナウンスメントの統計

応答されたウィスパーの合計、および失敗したウィスパーの合計を表示します。
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Call Server Stats SIP Total Whisper Answered

システムの開始時間以降にウィスパーアナウンスが成功したコールの合計数を表示しま

す。

Call Server Stats SIP Total Whisper Failed

システムの開始時間以降に、ウィスパーアナウンスメントが失敗したコールの合計数を表

示します。

VXMLインフラストラクチャ JVMメモリのリアルタイム統計

JVMで利用可能なリアルタイムのメモリ、メモリ合計、現在のメモリ使用状況、稼働時間、お
よびピーク時のメモリ使用率に関する情報を表示します。

VXML Server Stats RT JVM Avail Mem
Java仮想マシンで使用できるメモリの量を表示します。報告される数はメガバイト単位
で、Java仮想マシンで要求される現在のシステムメモリのうち、どのくらいが使用され
ていないかを表します。

VXML Server Stats RT JVM Total Mem
Java仮想マシンで使用できるメモリの量（MB）を表示します。この数は、Java仮想マシ
ンに対してどのくらいのシステムメモリを使用できるかを表します。

VXML Server Stats RT JVM Current Mem Usage
Java仮想マシンで使用されている現在のメモリ（MB）を表示します。

VXML Server Stats RT JVM Uptime
Java仮想マシンが稼働した時間を表示します。この時間は hh:mm:ssで測定され、Java仮
想マシンのプロセスが開始されてから経過した時間を表します。

VXML Server Stats RT JVM Peak Mem Usage
起動してから Java仮想マシンで使用されたメモリの最大量を表示します。報告される数
はメガバイトの単位で、この Java仮想マシンで同時に使用された、これまでで最大のメ
モリ量を表します。

VXMLインフラストラクチャ JVMスレッドのリアルタイム統計

現在使用されているスレッドの数と、Java仮想マシンで同時に使用されたピークのスレッド数
を表示します。

VXML Server Stats RT JVM Threads in Use

Java仮想マシンで現在使用されているスレッドの数を表示します。この数には、Unified
CVPのスタンドアロンとスレッドプールのすべてのスレッド、および同じ JVM内で実行
中のWebアプリケーションサーバで作成されたスレッドが含まれています。

VXML Server Stats RT JVM Peak Threads

起動してから Java仮想マシンで同時に使用されたスレッドの最大量を表示します。Java
仮想マシンで使用されたピーク時のスレッド数には、UnifiedCVPスタンドアロンとスレッ
ドプールのすべてのスレッド、および同じ JVM内で実行中のWebアプリケーションサー
バで作成されたスレッドが含まれています。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
411

ダッシュボードとレポート

VXMLインフラストラクチャ JVMメモリのリアルタイム統計



VXMLインフラストラクチャスレッドプールのリアルタイム統計

リアルタイムのアイドルプールスレッド、コアプールスレッド、使用された最大スレッド、

実行プールスレッド、および最大スレッドの統計を表示します。

VXML Server Stats RT Idle Pool Threads
処理を待機しているアイドル状態のスレッドの数を表示します。

VXML Server Stats RT Core Pool Threads
アイドル状態がどんなに長くなっても絶対に破棄されないスレッドプールのスレッド数を

表示します。

VXML Server Stats RT Max Threads Used
処理を実行するように同時にタスクを割り当てられたスレッドプールスレッドの最大数

を表示します。

VXML Server Stats RT Running Pool Threads
処理を実行中のスレッドプールのスレッドの数を表示します。

VXML Server Stats RT Max Threads
同時に存在するスレッドプールのスレッドの最大数を表示します。

VXMLサーバの集約統計

セッションの集約合計、ルックアップの成功集約、ルックアップの応答集約、ルックアップの

失敗集約、ルックアップの要求集約、およびレポートイベントの集約統計を表示します。

VXML Server Stats Total Sessions Agg
起動後の Unified CVP VXMLサーバ内のセッション数を表示します。

VXML Server Stats ICM Lookup Successes Agg
起動後のUnified CVP VXMLサーバから ICM Serviceへの要求の数を表示します。ICMルッ
クアップ要求が成功するたびに、このメトリックが 1だけ増加します。

VXML Server Stats ICM Lookup Responses Agg
起動後に ICM Serviceが Unified CVP VXMLサーバへ送信した応答の数を表示します。1
つの ICMルックアップ要求につき（成功、失敗のいずれの場合でも）、このメトリック
が1だけ増加します。1つの要求に対して複数の応答メッセージがUnified CVP VXMLサー
バへ送信された場合、このメトリックは ICM Serviceからの応答メッセージごとに増加し
ます。

VXML Server Stats ICM Lookup Failures Agg
起動後のUnified CVP VXMLサーバから ICM Serviceへの要求の数を表示します。ICMルッ
クアップ要求が失敗するたびに、このメトリックが 1だけ増加します。このメトリック
は、ICM失敗のメッセージが受信された場合、または Unified CVP VXMLサーバで失敗
メッセージを生成した場合に増加します。

VXML Server Stats ICM Lookup Requests Agg
Unified CVP VXMLサーバから ICM Serviceへの要求の数を表示します。1つの ICMルッ
クアップ要求につき（成功、失敗のいずれの場合でも）、このメトリックが1だけ増加し
ます。

VXML Server Stats Reporting Events Agg
起動後のUnified CVP VXMLサーバから送信されたレポートイベントの数を表示します。
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VXMLサーバの間隔統計

レポートイベントの間隔、ルックアップの成功間隔、ルックアップの要求間隔、ルックアップ

の応答間隔、ルックアップの失敗間隔、およびセッション間隔の統計を表示します。

VXML Server Stats Reporting Events Inter
Unified CVP VXMLサーバから Reporting Serverへ送信されたイベントの数を表示します。

VXML Server Stats ICM Lookup Success Inter
現在の間隔で Unified CVP VXMLサーバから ICM Serviceへの成功した要求の数を表示し
ます。

VXML Server Stats ICM Lookup Request Inter
Unified CVP VXMLサーバから ICM Serviceへの要求の数を表示します。

VXML Server Stats ICM Lookup Responses Inter
ICM Serviceが Unified CVP VXMLサーバへ送信した、失敗および成功の ICMルックアッ
プ要求への応答の数を表示します。1つの要求に対して複数の応答メッセージが Unified
CVP VXMLサーバへ送信された場合、このメトリックは ICM Serviceからの応答メッセー
ジごとに増加します。

VXML Server Stats ICM Lookup Failure Inter
現在の間隔で Unified CVP VXMLサーバから ICM Serviceへの要求の数を表示します。こ
のメトリックは、ICM失敗のメッセージが受信された場合、または Unified CVP VXML
サーバで失敗メッセージを生成した場合に増加します。

VXML Server Stats Session Inter
Unified CVP VXMLサーバ内のセッション数を表示します。

VXMLサーバのリアルタイム統計

アクティブな ICMルックアップ要求の数およびアクティブセッションの統計を表示します。

VXML Server Stats Active ICM Lookup Requests
現在 Unified CVP VXMLサーバが処理している ICM要求の数を表示します。

VXML Server Stats VXML Active Sessions
現在 Unified CVP VXMLサーバが処理しているセッションの数を表示します。

Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）

Cisco Prime Collaboration AssuranceにはUnified CCEダッシュボードがあります。これはシステ
ムで定義されており、UnifiedCCEを追加するときに使用できます。また、モニタリングのニー
ズに基づいてカスタムダッシュボードを作成することができます。パフォーマンスカウンタ

の詳細については、『Serviceability Best Practices Guide for Cisco Unified ICM/Contact Center
Enterprise』を参照してください。

ダッシュボードを表示するには、に移動します。[モニタ（Monitor）] > [システムビュー
（System View）] > [パフォーマンス（Performance）][クラスタ（Cluster）]ドロップダウン
リストから CCEとクラスタを選択し、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリスト
から必要なダッシュボードを選択します。選択したダッシュボードに関連する情報が別のダッ

シュレットに表示されます。各ダッシュレットには、サーバの詳細、現在の使用状況、および

直前の 3分間に受け取った最大値が表示されます。
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データを Cisco Prime Collaboration Assuranceの Unified CCEで表示するには、Unified Contact
Center Enterpriseが機能している必要があります。

（注）

システム概要

メモリ合計、1秒あたりのページフォールト、処理件数、Cisco ICMルータコール、および
サービスに関する情報を表示します。

Total Memory

システム上の仮想メモリの使用率の合計量を表示します。

Page Faults Per Second

1秒あたりのページフォールトの平均数を表示します。これは 1秒間に失敗したページ数
で測定されます。それぞれのフォールト動作で障害が発生するのは1ページのみで、ペー
ジ数はページのフォールト動作の数と同じになるためです。

Handle Count

このプロセスによって現在オープンしているハンドルの合計数を表示します。この数は、

対象プロセスの各スレッドによって現在オープンしているハンドルの合計と同じです。

Cisco ICM Router Calls

1秒間に受信したコールの数で測定された、（算出された）着信コールレートを表示しま
す。

Services

サービスの名前、ステータス（サービスが起動しているか、ダウンしているか、管理者に

よってアクティブ化されたか、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または

不明な状態か）、およびサーバ、または（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバの

サービスが特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

CTI SVRエージェントのステータス

待受中および待受停止のエージェントカウント、ログインおよびログアウトのエージェント

カウント、通話中のエージェントカウント、および後処理後待受停止エージェントカウント

を表示します。

Ready Agent Count

ログインしており、コールを受け取る準備ができているエージェントの数を表示します。

Work Not Ready Agent Count

最後のコールに関連付けられている処理を実行中のエージェント。このエージェントは、

コールに接続されないことを意味します。これらのエージェントは、この状態を終了して

も、追加のコールを受け取るための準備ができていません。
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Not Ready Agent Count

ログインしているけれども、着信コールの受け取り以外のタスクを実行中であるエージェ

ントの数を表示します。

Logged In Agent Count

ログインしたエージェントを表示します。これらのエージェントがコールの受け取り準備

ができていることを示しているとは限りません。

Talking Agent Count

着信または発信のコールを実行中のエージェントの数を表示します。

Logged Out Agent count

システムからログアウトしたエージェントの数を表示します。この数は、何らかの状態の

不一致が発生して統計を検証する場合に役に立ちます。

CTI SVRのセッションステータス

クローズしたセッション、失敗したセッション、不明なセッション、オープンしたセッショ

ン、セッションの合計、およびオープンしているセッションを表示します。

Sessions Closed
CTI Serverによって終了したセッションの合計数を表示します。

Sessions Failed
ハートビートが見つからない、オープン要求のタイムアウト、セッションが活動していな

い、などのさまざまな理由で失敗したセッションの数を表示します。これらのタイマー

は、CTI Serverで設定可能なパラメータです。

Sessions Unknown
ソケットがまだ接続されていないセッションの数を表示します。

Sessions Open

正常にセットアップされたセッションの数を表示します。

Total Sessions

CTI Serverによって保持されているセッションの合計数を表示します。

Sessions Opening

接続の設定中であるセッションの数を表示します。

CTI SVRコールカウント

アクティブコールカウント、プライベートコールカウント、クリアしたコールカウント、お

よびアクティブではないコールカウントを表示します。

Active Call Count
現在進行中のコールの数を表示します。

Private Call Count
CTI Serverによって非公開で追跡され、OPCにはレポートされないコールの数を表示しま
す。
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Cleared Call Count
システムにはすでに存在していないコールの数を表示します。

Deactivated Call Count
現在アクティブではなく、最終的にクリアされるコールの数を表示します。

EAPIMコールとメッセージ数

1秒間のコール、1秒間のメッセージ、無効なコール数、エージェント数、コール数、および
送信されたメッセージを表示します。

Calls Per Sec

1秒あたりの着信コールの数を表示します。

Messages Per Sec

コールイベントの数、1秒間に JTAPI Gatewayと CM PIM間で交換されたエージェントイ
ベントの数を表示します。

Invalid Call Count

有効なコール状態のいずれにも該当しないコールの数を表示します。

Agent Count

システムで現在設定されているエージェントの数を表示します。

Call Count

進行中のコールの数を表示します。

Messages Sent

今日送信されたコールイベントの数、エージェントイベントの数、およびCSTAメッセー
ジの数を表示します。

OPC SideAエージェントカウント

sideAエージェントカウント、後処理後待受および後処理後待受停止の sideAエージェントカ
ウント、待受中および待受停止の sideAエージェントカウント、および通話中の sideAエー
ジェントカウントを表示します。

Work Not Ready SideA Agent Count

最後のコールに関連付けられている処理を実行中のエージェントを表示します。このエー

ジェントは、コールに接続されないことを意味します。これらのエージェントは、この状

態を終了しても、追加のコールを受け取るための準備ができていません。

Ready SideA Agent Count

ログインしており、コールを受け取る準備ができているエージェントの数を表示します。

Not Ready SideA Agent Count

ログインしているけれども、着信コールの受け取り以外のタスクを実行中であるエージェ

ントの数を表示します。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
416

ダッシュボードとレポート

EAPIMコールとメッセージ数



Talking SideA Agent Count

着信または発信のコールを実行中のエージェントの数を表示します。

SideA Agent Count

システムに設定されているエージェントの数を表示します。

Work Ready SideA Agent Count

最後のコールに関連付けられている処理を実行中のエージェントを表示します。これは、

このエージェントは現在コールに接続されていませんが、この状態が終了したら、追加の

コールを受け取ることができることを表しています。

OPCコールカウント

呼び出し中のコールカウント、失敗したコールカウント、コールカウント、キューイング中

のコールカウント、接続されているコールカウント、および開始されたコールカウントを表

示します。

OPC Alerting Call Count

デバイスが呼び出し中（音が鳴っている）状態のコールの数を表示します。これは、コー

ルがデバイスへの接続を要求していることを表します。

OPC Failed Call Count

正常な状態の進行が中断されたコールの数を表示します。この状態は通常、デバイスが

コールに接続しようとした、またはコールがデバイスに接続しようとした場合に失敗した

状況を表します。発信側のデバイスおよびコールへの接続が失敗した、着信側のデバイス

およびコールへの接続が失敗した、コールの作成に失敗した、またはその他の理由が失敗

の原因として考えられます。

OPC Call Count

現在アクティブなコールの数を表示します。

OPC Queued Call Count

正常な状態の進行が中断しているコールの数を表示します。この状態は通常2つの状態を
表しますが、他にも当てはまる場合があります。1つは、デバイスがコールとの接続を確
立しようとしてプロセスが中断されている状態です。もう1つは、コールがデバイスとの
接続を確立しようとしてプロセスが中断されている状態です。

OPC Connected Call Count

デバイスがアクティブに参加しているコールの数を表示します。

OPC Initiated Call Count

デバイスがサービスを要求したコールの数を表示します。ほとんどの場合は、これはダイ

ヤル中の状態です。

OPC SideAスキルグループおよびサービスカウント

スキルグループのカウントとサービスカウントを表示します。
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OPC Skill Group Count

共通のスキルセットを共有しているため、すべてのエージェントが特定のタイプのコール

を処理できるエージェントのグループを表示します。各スキルグループには 1つ以上の
エージェントが含まれます。ペリフェラルでサポートされている場合、各エージェントは

複数のスキルグループのメンバーになることも可能です。このカウンタは、エージェント

がサインインで使用できるさまざまなスキルグループの数を表します。

OPC Service Count

コールを処理するよう設定されているサービスの数を表示します。サービスは、発信側が

必要とする処理のタイプです。ペリフェラルには、販売、テクニカルサポート、または新

しいアカウントを開くために定義されたサービスが付属していることがあります。各サー

ビスには1つ以上のスキルグループがあり、それらのグループのメンバーがサービスを提
供できます。各スキルグループは複数のサービスに関連付けることが可能です。

VRUPIMのコールおよびメッセージカウント

VRUPIMの新しいコール、ルーティング前のコール、VRUでのコール、VRUへのメッセー
ジ、VRUからのメッセージ、および接続のリセットカウントを表示します。

VRUPIM New Calls

新しいコールが Voice Response Unit（VRU）に到達するレートを表示します。新しいコー
ルは、サービスコントロール VRUに到達した時点で ICMスクリプトの制御下にはない
コールになります。

VRUPIM Pre Routed Calls

ルーティング前のコールが VRUに到達するレートを表示します。ルーティング前のコー
ルは、サービスコントロールVRUに到達した時点で ICMスクリプトの制御下のコールに
なります。

VRUPIM Calls at VRU

現在VRUにあるコールの数を表示します。コールルーティングインターフェイスのみを
使用する VRUでは、この値はゼロになります。

VRUPIM Messages To VRU

メッセージが VRUへ送信されるレートを表示します。このカウンタは、ICMレジストリ
で有効になっている場合のみアクティブになります。

VRUPIM Messages From VRU

VRUからメッセージが受信されたレートを表示します。このカウンタは、ICMレジスト
リで有効になっている場合のみアクティブになります。

VRUPIM Connection Resets

ICMと Voice Response Unit間の TCP接続が、アプリケーションの開始以降に、確立され
た状態からクローズされた状態へ変更された回数を表示します。
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ICMルータコールのステータス

ルータ内のコール数、ルータのコール数、キュー内のコール数、および進行中のコール数を表

示します。

ICM Router Calls in Router

ルータ内のアクティブなコールの数を表示します（処理のために VRUへ送信されたコー
ルやキューイング中のコール、およびルータがルーティングクライアントからの応答を待

機しているコールも含まれます）。

ICM Router Calls

1秒間に受信したコールの数で測定された、（算出された）着信コールレートを表示しま
す。

ICM Router Calls In Queue

すべてのネットワークの Voice Response Unit（VRU）内でキューイング中のコールの数を
表示します。これはルータから見ると、キューイングのために VRUへ転送中であるコー
ルも含まれます。

ICM Router Calls In Progress

進行中の（CCEアプリケーションで制御されている）コールの数を表示します。

ICMルータステータス

ルータの拒否率、ルータのサイズ（KB）、処理されたメッセージ、最大および平均の処理時
間、および輻輳レベルを表示します。

ICM Router Rejection Percentage

コールレートが高いために拒否されたコールの数を表示します。

ICM Router State Size in KB

現在のルータ状態のサイズ（ルータメモリ内のすべての状態の転送オブジェクトの合計サ

イズ）を表示します。このサイズはキロバイトで測定されます。一方のルータサイドで

サービスが停止して、そのルータサイドがインサービスを返すと、サービスが持続中の

ルータサイドからインサービスを返したルータサイドへルータの状態が転送されます。

ICM Router Messages Processed

ルータが処理したMDSメッセージの数を表示します。デフォルトでは、このカウンタは
無効になっています。

ICM Router Max Process Time in ms

ルータがMDSメッセージの処理にかけた最大時間（ミリ秒）を表示します。

ICM Router Avg Process Time

ルータがMDSメッセージの処理にかけた平均時間を表示します。

ICM Router Congestion Level

コールレートが高いためにキューイングされた、またはブロックされたコールの数を表示

します。
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ICMロガー DBの書き込み

書き込みの平均時間、処理された書き込みレコード、およびDB書き込みの数を表示します。

ICM Logger Number of DB Write

履歴ロガープロセスにおけるデータベースの書き込み（レコード/行）の数を表示します。
これは、カウンタがポーリングされたときにデータベースに書き込まれているものです。

ICM Logger DB Write Average Time

中央コントローラのデータベース内のテーブルにデータを書き込むために必要な平均時間

（100ナノ秒単位）を表示します。この値は、過去の 1秒間に発生した書き込み処理にお
いて、1回の書き込みにかかる平均時間を表します。この値は、データベースアクセスの
競合に対する優れた指標となります。

ICM Logger DB Write Records Processed

過去の 1秒間に Historical Logger Processで処理された（データベースに書き込まれた）レ
コードの数を表示します。

ICMディストリビュータのリアルタイムエージェントキュー

エージェントキューの深さ、スキルグループのキューの深さ、エージェント DBの書き込み
平均時間と処理された書き込みレコード、および処理されたエージェントスキルグループDB
の書き込みレコードと書き込み平均時間を表示します。

ICM Distributor Real Time Agent Queue Depth

Real-time Clientプロセスの Agentテーブルに対するキューの深さ（保留中の書き込みトラ
ンザクションの数）を表示します。

ICM Distributor Real Time Agent Skill Group Queue Depth

Real-time Clientプロセスの Agent Skill Groupテーブルに対するキューの深さ（保留中の書
き込みトランザクションの数）を表示します。

ICM Distributor Real Time Agent DB Write Records Processed

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスによって書き込まれたAgentテーブルのレ
コード数を表示します。

ICM Distributor Real Time Agent DB Write Average Time

過去の 1秒間の間隔に Real-time ClientプロセスがAgentテーブルのトランザクションの書
き込みを処理した平均時間（100 ns単位）。

ICM Distributor Real Time Agent Skill Group DB Write Average Time

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスが Agent Skill Groupテーブルのトランザク
ションの書き込みを処理した平均時間（100 ns単位）。

ICM Distributor Real Time Agent Skill Group DB Write Records Processed

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスによって書き込まれた Agent Skill Group
テーブルのレコード数を表示します。
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ディストリビュータのリアルタイムルート DBの書き込み

処理された書き込みレコードの数、キューの深さ、およびルートテーブルの書き込みトランザ

クションにかかった平均時間を表示します。

ICM Distributor Real Time Route DB Write Average Time

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスが Routeテーブルのトランザクションの書
き込みを処理した平均時間（100 ns単位）。

ICM Distributor Real Time Route DB Write Records Processed

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスによって書き込まれた Routeテーブルのレ
コード数を表示します。

ICM Distributor Real Time Route Queue Depth

Real-time Clientプロセスの Routeテーブルに対するキューの深さ（保留中の書き込みトラ
ンザクションの数）を表示します。

ディストリビュータのリアルタイムサービス DBの書き込み

サービスDBの処理された書き込みレコード、キューの深さ、および平均時間を表示します。

ICM Distributor Real Time Service DB Write Records Processed

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスによって書き込まれた Serviceテーブルの
レコード数を表示します。

ICM Distributor Real Time Service Queue Depth

Real-time Clientプロセスの Serviceテーブルに対するキューの深さ（保留中の書き込みト
ランザクションの数）を表示します。

ICM Distributor Real Time Service DB Write Average Time

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスが Serviceテーブルのトランザクションの
書き込みを処理した平均時間（100 ns単位）。

ディストリビュータのリアルタイムスキルグループ DBの書き込み

スキルグループの処理された書き込みレコード、平均時間、およびキューの深さを表示しま

す。

ICM Distributor Real Time Skill Group DB Write Records Processed

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスによって書き込まれた Skill Groupテーブ
ルのレコード数を表示します。

ICM Distributor Real Time Skill Group Queue Depth

Real-time Clientプロセスの Skill Groupテーブルに対するキューの深さ（保留中の書き込み
トランザクションの数）を表示します。

ICM Distributor Real Time Skill Group DB Write Average Time

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスが Skill Groupテーブルのトランザクショ
ンの書き込みを処理した平均時間（100 ns単位）。
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ディストリビュータのリアルタイムコールタイプ DBの書き込み

コールタイプDBの平均書き込み時間、処理されたレコード、およびキューの深さを表示しま
す。

ICM Distributor Real Time Call Type DB Write Average Time

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスが CallTypeテーブルのトランザクション
の書き込みを処理した平均時間（100 ns単位）。

ICM Distributor Real Time Call Type DB Records Processed

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスによって書き込まれた CallTypeテーブル
のレコード数を表示します。

ICM Distributor Real Time Call Type Queue Depth

Real-time ClientプロセスのCallTypeテーブルに対するキューの深さ（保留中の書き込みト
ランザクションの数）を表示します。

ディストリビュータの Replication DBの書き込み

ディストリビュータのレプリケーションDBの平均時間および処理されたレコード数を表示し
ます。

ICM Distributor Replication DB Write Average Time
過去の 1秒間の間隔における HDS Replicationプロセスのデータベース書き込み処理の平
均時間（100 ns単位）。

ICM Distributor Replication DB Records Processed
過去の 1秒間の間隔に HDS Replicationプロセスによって書き込まれたレコード数を表示
します。

Cisco Unified Intelligence Center

Cisco Prime Collaboration Assuranceには、システムで定義された Cisco Unified Intelligence Center
のダッシュボードがあり、Cisco Unified Intelligence Centerを追加すると使用可能になります。
Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、モニタリングのニーズに基づいてカスタムダッシュ
ボードを作成することができます。パフォーマンスカウンタの詳細については、『CiscoUnified
Intelligence Center用管理コンソールユーザガイド』を参照してください。

ダッシュボードを表示するには、に移動します。[モニタ（Monitor）] > [システムビュー
（System View）] > [パフォーマンス（Performance）]と選択し、[クラスタ（Cluster）]ドロッ
プダウンリストから [インテリジェンスセンタ（Intelligence Center）]とクラスタを選択して、
[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリストから必要なダッシュボードを選択しま
す。選択したダッシュボードに関連する情報が別のダッシュレットに表示されます。各ダッ

シュレットには、サーバの詳細、現在の使用状況、および直前の3分間に受け取った最大値が
表示されます。

前提条件：

• Cisco Unified Intelligence CenterがCisco Prime Collaboration Assuranceで管理されている必要
があります。
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• Cisco Prime Collaboration Assuranceで Cisco Unified Intelligence Centerのダッシュボードに
データが表示されるようにするには、Cisco Unified Intelligence Centerバージョン 9.x以降
に到達できる必要があります。

次に、Cisco Unified Intelligence Centerの新しくサポートされるダッシュボードを示します。

システムの要約

CPU使用率、仮想メモリ使用率、共通パーティションの使用率、重要なサービスステータス
に関する情報を表示します。システム管理者は、[システムの概要（System Summary）]ダッ
シュレットをモニタして、システムの応答の遅延を分析することができます。

CPU Usage

過去 3分間のリアルタイムの CPU使用率と最大値が表示されます。

制限：他のレポートを使用してプロセスごとにシステムを監視し、どのプロセスが CPU
の問題を引き起こしているのかを判断する必要があります。

Virtual Memory Usage

過去 3分間のリアルタイム仮想メモリの使用状況および最大値が表示されます。

Common Partition Usage

過去3分間のリアルタイムの共通パーティションの使用率および最大値が表示されます。

Services

サービスの名前、ステータス（サービスが起動しているか、ダウンしているか、管理者に

よってアクティブ化されたか、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または

不明な状態か）、およびサーバ、または（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバの

サービスが特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

サービスステータスが [Unknown State]と表示された場合は、システムサービスの状態を
特定できません。

Note

CPUおよびメモリ

サーバの CPU使用率、仮想メモリ使用率、メモリ使用率、プロセッサに関する情報を表示し
ます。

CPU Usage

使用された合計 CPUおよび最後の 3分間に使用された最大 CPUを表示します。

Virtual Memory Usage

使用された合計仮想メモリおよび最後の 3分間に使用された最大仮想メモリを表示しま
す。

Memory Usage

次の情報を表示します。
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• [%VMUsed]：システムのシステム仮想メモリ使用状況のパーセンテージを表します。
[% VM Used]カウンタの値は、次の 2つの式のいずれかから得られる値と等しくなり
ます。

(Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes +
Shared KBytes + Used Swap KBytes ) / (Total KBytes + Total Swap
KBytes)

Used VM KBytes / Total VM KBytes

• [Total]：システムのメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Used

システムで使用中のシステム物理メモリの容量をキロバイト単位で表します。[UsedKBytes]
カウンタの値は、次の式から得られる値と等しくなります。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes

[Used KBytes]の値は、topコマンドまたは freeコマンド出力で表示される [Linux Used]の
値とは異なります。Linuxの topコマンドまたは freeコマンドの出力に示される used値
は、Total KBytes - Free KBytesと等しく、バッファのキロバイト数とキャッシュ
されたキロバイト数の合計も含んでいます。

Free

システムで使用可能なメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Shared

システムの共有メモリの容量をキロバイト単位で表します。

Buffers

システムのバッファの容量をキロバイト単位で表します。

Cached

キャッシュされたメモリの容量をキロバイト単位で表します。

Total Swap

システムのスワップ領域の総量をキロバイト単位で表します。

Used Swap

システムで使用中のスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Free Swap

システムで利用可能な空きスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Processors

次の情報を表示します。

• [Prosessor]：プロセッサのインスタンス。たとえば、Quad-Core CPUには、0、1、2、
3の 4基のプロセッサを備えています。
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• [% CPU]：最後の更新から経過した、アイドル時間を除くCPU時間のプロセッサの共
有。CPU時間のパーセンテージとして表現されます。

• [User]：CPUがユーザレベル（アプリケーション）での実行に要した CPU使用率を
パーセンテージで表示します。

• [Nice]：CPUが nice優先順位のユーザレベルでの実行に要した CPU使用率をパーセ
ンテージで表示します。

• [System]：CPUがシステムレベル（カーネル）での実行に要した CPU使用率をパー
センテージで表示します。

• [Idle]：CPUがアイドル状態にあり、システムに未処理のディスク I/O要求がなかった
時間のパーセンテージを表示します。

• [IRQ]：割り込みのためにデバイスに割り当てられた、または処理終了時にコンピュー
タに信号送信するための割り込み要求の実行にプロセッサが要した時間のパーセン

テージを表示します。

• [Soft IRQ]：タスク切り替えを後に遅延させ、パフォーマンスを向上させるためにソ
フトウェアの割り込み（softirq）の実行にプロセッサが要した時間のパーセンテージ
を示します。

• [IO Wait]：システムが未処理のディスク I/O要求がある間にCPUがアイドル状態だっ
た時間のパーセンテージを表示します。

ディスク使用量（Disk Usage）

ノードのディスク使用率に関する情報を表示します。これには、ダッシュレットとして[Common
Partition Usage]、[Swap Partition Usage]、[Spare Partition Usage]、[Shared Memory Partition Usage]、
[Active Partition Usage]、[Boot Partition Usage]があります。

各ダッシュレットには次の情報が表示されます。

Used

このファイルシステムで使用中のディスク領域のパーセンテージを表します。

Max Past 3 min

過去 3分間のこのファイルシステムで使用中のディスク領域をパーセンテージで表しま
す。

Used Space

このファイルシステムで使用中のディスク領域の容量をメガバイト単位で表します。

Total Space

このファイルシステムにあるディスク領域全体の容量をメガバイト単位で表します。この

カウンタの数値は、システムで確認できるディスク領域のほかの合計サイズ値とは異なる

場合があります。これは、[Total Mbytes]カウンタの値が [Used Mbytes]パフォーマンスカ
ウンタと CLI（ステータスを表示）出力で示される [Free]の値の合計であるためです。
[Total Mbytes]の値は、予約済みのファイルシステムのディスクブロックの最小空き容量
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のパーセンテージを含んでいる [Total]に対するこの CLI出力未満になります。ファイル
システムが高効率で動作するための十分なディスク領域容量が確保されるよう、最小空き

容量を維持します。

プロセス

ノードで実行されているプロセスに関する情報を表示します。

Process

プロセスの名前

PID

タスクの一意のプロセス ID。定期的にラッピングされますが、0で再開されることはあり
ません。

& CPU

最後の更新以降に経過した CPU時間のタスクの共有で、CPU総時間のパーセンテージで
表されます。

Status

タスクのプロセスステータス：

• 0：実行中です。

• 1：スリープ状態

• 2：無停電ディスクのスリープ

• 3：ゾンビ

• 4：トレースまたは停止（信号）

• 5：ページング

• 6：不明

Shared Memory

タスクが使用している共有メモリのキロバイト（KB）単位の量です。他のプロセスが同
じメモリを共有することも可能です。

Nice

タスクのNice値。負のNice値はプロセスの優先順位が高いことを示し、正のNice値はプ
ロセスの優先順位が低いことを表します。Nice値が0の場合、タスクを実行するかどうか
判断するときに優先順位を調整しないでください。

VmRSS

コード、データ、およびスタックなどを含む、現在物理メモリ内にある仮想メモリ（Vm）
の常駐セットサイズ（RSS）（KB単位）。
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VmSize

タスクが使用している仮想メモリ総量（KB単位）。これには、すべてのコード、データ、
共有ライブラリ、およびスワップアウトされたページが含まれます（仮想イメージ =ス
ワップサイズ +常駐サイズ）。

VmData

タスクのヒープの仮想メモリ使用状況（KB単位）。

Thread Count

現在タスクでグループ化されているスレッドの数。負の値 -1は、システムのすべてのプ
ロセスおよびスレッドがデフォルトのしきい値を超過したために、スレッド統計情報

（Threadオブジェクトのすべてのパフォーマンスカウンタと、Processオブジェクトの
Thread Countカウンタを含む）がオフになったため、このカウンタが現在利用できないこ
とを示します。

Datastack Size

タスクメモリステータスのスタックサイズ。

Page Fault Count

タスクで発生し、データをメモリにロードすることが必要になったメジャーページフォー

ルトの数を表します。

集約された履歴データ

レポートエンジン情報のレポート履歴実行時間の合計に関する情報を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Runtime Total

レポートの実行にかかった時間の合計（秒）を表示します。

Tomcat

Tomcatは、Tomcatの非セキュアおよびセキュアなHypertext Transport Protocol（HTTP）コネク
タに関する情報を提供します。Tomcat Connectorは、要求を受信して応答を送信するエンドポ
イントを表します。

このコネクタは、Cisco Unified Intelligence CenterのWebページにアクセスするときに発生する
HTTP/HTTPS要求の処理と HTTP/HTTPS応答の送信を行います。

ここでは、受信したMByte数、送信したMByte数、スレッドビジー、スレッド最大、コネク
タエラー、コネクタ要求に関する情報を表示します。

Cisco Tomcat Connector MBytes Received

Tomcatコネクタが受信したデータの合計数を表示します。

Cisco Tomcat Connector MBytes Sent

Tomcatコネクタが送信したデータの合計数を表示します。

Cisco Tomcat Connector Threads Busy

要求処理スレッドがビジー/使用中である現在の Tomcatコネクタの数を表示します。
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Cisco Tomcat Connector Threads Max

要求処理スレッドの Tomcatコネクタの最大数を表示します。

Cisco Tomcat Connector Errors

Tomcatコネクタで発生したHTTPエラー（401 Unauthorizedなど）の合計数を表示します。

Cisco Tomcat Connector Requests

Tomcatコネクタが処理した要求の合計数を表示します。

ライブデータ

処理されたライブメッセージ、処理されたライブメッセージのサイズ、処理中のライブメッ

セージの遅延、受信したライブメッセージのサイズ、受信したライブメッセージ、および送

信したライブメッセージに関する情報を表示します。

Reporting Engine Info Live Messages Processed

OpenFireに対して処理された Live Dataメッセージの合計数を表示します。

Reporting Engine Info Live Messages Processed Size

OpenFireに対して処理中の Live Dataメッセージの合計サイズ（バイト）を表示します。

Reporting Engine Info Live Messages Processing Latency

OpenFireに対する Live Dataの処理で使用した合計時間（ミリ秒）を表示します。

Reporting Engine Info Live Messages Received Size

ストリーミングデータソースから受信した Live Dataメッセージの合計サイズ（バイト）
を表示します。

Reporting Engine Info Live Messages Received

ストリーミングデータソースから受信した Live Dataメッセージの合計数を表示します。

Reporting Engine Info Live Messages Transmitted

ストリーミングデータソースから送信された Live Dataメッセージの合計数を表示しま
す。

Tomcat JVM

Tomcat Java Virtual Machine（JVM）オブジェクトは、Tomcat JVMに関する情報を提供します。
これは特に、Unified Intelligence Centerが使用する共通リソースメモリのプールを表します。

空きメモリ（KB）、最大メモリ（KB）、および合計メモリ（KB）に関する情報を表示しま
す。

Cisco Tomcat JVM KBytes Memory Free

Tomcat Java Virtual Machineの動的メモリブロック（ヒープメモリ）の空き容量を表示し
ます。動的メモリブロックには、TomcatおよびそのWebアプリケーションであるUnified
Intelligence Centerなどで作成されたすべてのオブジェクトが保存されます。動的メモリの
空き容量が少なくなると、追加のメモリが自動的に割り当てられ、（KbytesMemoryTotal
カウンタに表示される）合計メモリサイズが（KbytesMemoryMaxカウンタに表示される）
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最大容量まで増加します。使用中のメモリ容量は、KbytesMemoryTotalから
KBytesMemoryFreeの値を減算することで判断できます。

Cisco Tomcat JVM KBytes Memory Max

Unified Intelligence Center Tomcat Java Virtual Machineの動的メモリブロックの最大サイズ
を表示します。

Cisco Tomcat JVM KBytes Memory Total

Tomcat Java Virtual Machineの動的メモリブロックの現在の（空きメモリと使用中のメモ
リを含めた）合計サイズを表示します。

リアルタイムデータ

取得されたレポートリアルタイムのセル数、完了したレポートリアルタイム、実行中のレポー

トリアルタイム、レポートリアルタイムの実行時間、待機中のレポートリアルタイム、およ

び取得されたレポートリアルタイムの行数を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Cells Retrieved

すべてのデータソースから取得されたセルの合計数（行と列の乗算）を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Completed

正常に実行されたレポートの合計数を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Running

現在実行中のレポートの数を表示します。Runnableオブジェクトがプールからスレッドを
割り当てられている場合、レポートは現在実行中です。これには、使用可能になるまでス

レッドの待ち行列で待機しているレポートは含まれません。

Reporting Engine Info Report Realtime Runtime

レポートの実行にかかった時間の合計（秒）を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Waiting

現在待ち行列で実行を待機しているレポートの合計数を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Rows Retrieved

Unified Intelligence Centerによりデータソースから取得された行の合計数を表示します。

リアルタイムの間隔

間隔で取得されたレポートリアルタイムのセル数、間隔で完了したレポートリアルタイム、

間隔で実行中のレポートリアルタイム、間隔でのレポートリアルタイムの実行時間、間隔で

待機中のレポートリアルタイム、および間隔で取得されたレポートリアルタイムの行数に関

する情報を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Cells Retrieved Interval

直前の間隔ですべてのデータソースから取得されたセルの合計数（行と列の乗算）を表示

します。
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Reporting Engine Info Report Realtime Completed Interval

直前の間隔での完了したカウンタレポート（H/RT）の変更を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Running Interval

レポート（H/RT）実行カウンタの間隔測定値を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Runtime Interval

直前の間隔でのカウンタレポート（H/RT）ランタイムの変更を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Waiting Interval

直前の間隔でのカウンタ ReportRealtimeWaitingの変更を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Rows Retrieved Interval

レポート（H/RT）の RowsRetrievedTotalカウンタの間隔測定値を表示します。

履歴データ

取得されたレポート履歴セル、完了したレポート履歴、取得されたレポート履歴行、実行中の

レポート履歴、レポート履歴ランタイム、および待機中のレポート履歴を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Cells Retrieved

すべてのデータソースから取得されたセルの合計数（行と列の乗算）を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Completed

正常に実行されたレポートの合計数を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Rows Retrieved

Unified Intelligence Centerによりデータソースから取得された行の合計数を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Running

現在実行中の（H/RT）レポートの数を表示します。Runnableオブジェクトがプールから
スレッドを割り当てられている場合、レポートは現在実行中です。これには、使用可能に

なるまでスレッドの待ち行列で待機しているレポートは含まれません。

Reporting Engine Info Report Historical Runtime

レポートの実行にかかった時間の合計（秒）を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Waiting

現在待ち行列で実行を待機しているレポートの合計数を表示します。

履歴データの間隔

間隔で取得されたレポート履歴のセル数、間隔で完了したレポート履歴、間隔で取得されたレ

ポート履歴の行数、間隔で実行中のレポート履歴、間隔でのレポート履歴の実行時間、および

間隔で待機中のレポート履歴に関する情報を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Cells Retrieved Interval

直前の間隔ですべてのデータソースから取得されたセルの合計数（行と列の乗算）を表示

します。
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Reporting Engine Info Report Historical Completed Interval

直前の間隔での完了したカウンタレポート（H/RT）の変更を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Rows Retrieved Interval

レポート（H/RT）の RowsRetrievedTotalカウンタの間隔測定値を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Running Interval

レポート（H/RT）実行カウンタの間隔測定値を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Runtime Interval

直前の間隔でのカウンタレポート（H/RT）ランタイムの変更を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Waiting Interval

直前の間隔でのカウンタ ReportRealtimeWaitingの変更を表示します。

Cisco MediaSense

Cisco Prime Collaboration AssuranceにはMediaSenseダッシュボードがあります。これはシステ
ムで定義されており、Cisco MediaSenseを追加すると使用できます。Cisco Prime Collaboration
Assuranceでは、モニタリングのニーズに基づいてカスタムダッシュボードを作成することが
できます。パフォーマンスカウンタの詳細については、『Cisco MediaSenseユーザガイド』を
参照してください。

ダッシュボードを表示するには、に移動します。[モニタ（Monitor）] > [システムビュー
（System View）] > [パフォーマンス（Performance）][クラスタ（Cluster）]ドロップダウン
リストから CCEとクラスタを選択し、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリスト
から必要なダッシュボードを選択します。選択したダッシュボードに関連する情報が別のダッ

シュレットに表示されます。各ダッシュレットには、サーバの詳細、現在の使用状況、および

直前の 3分間に受け取った最大値が表示されます。

前提条件：

• Cisco MediaSenseは、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理する必要があります。

• Cisco MediaSenseは、データを Cisco Prime Collaboration AssuranceのMediaSenseダッシュ
ボードで表示するには、到達可能にする必要があります。

新しくサポートされる Cisco MediaSenseダッシュボードは次のとおりです。

システムの要約

CPU使用率、仮想メモリ使用率、共通パーティションの使用率、重要なサービスステータス
に関する情報を表示します。システム管理者は、[システムの概要（System Summary）]ダッ
シュレットをモニタして、システムの応答の遅延を分析することができます。

CPU Usage

過去 3分間のリアルタイムの CPU使用率と最大値が表示されます。

制限：他のレポートを使用してプロセスごとにシステムを監視し、どのプロセスが CPU
の問題を引き起こしているのかを判断する必要があります。
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Virtual Memory Usage

過去 3分間のリアルタイム仮想メモリの使用状況および最大値が表示されます。

Common Partition Usage

過去3分間のリアルタイムの共通パーティションの使用率および最大値が表示されます。

Services

サービスの名前、ステータス（サービスが起動しているか、ダウンしているか、管理者に

よってアクティブ化されたか、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または

不明な状態か）、およびサーバ、または（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバの

サービスが特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

サービスステータスが [Unknown State]と表示された場合は、システムサービスの状態を
特定できません。

Note

CPUおよびメモリ

サーバの CPU使用率、仮想メモリ使用率、メモリ使用率、プロセッサに関する情報を表示し
ます。

CPU Usage

使用された合計 CPUおよび最後の 3分間に使用された最大 CPUを表示します。

Virtual Memory Usage

使用された合計仮想メモリおよび最後の 3分間に使用された最大仮想メモリを表示しま
す。

Memory Usage

次の情報を表示します。

• [%VMUsed]：システムのシステム仮想メモリ使用状況のパーセンテージを表します。
[% VM Used]カウンタの値は、次の 2つの式のいずれかから得られる値と等しくなり
ます。

(Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes +
Shared KBytes + Used Swap KBytes ) / (Total KBytes + Total Swap
KBytes)

Used VM KBytes / Total VM KBytes

• [Total]：システムのメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Used

システムで使用中のシステム物理メモリの容量をキロバイト単位で表します。[UsedKBytes]
カウンタの値は、次の式から得られる値と等しくなります。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes
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[Used KBytes]の値は、topコマンドまたは freeコマンド出力で表示される [Linux Used]の
値とは異なります。Linuxの topコマンドまたは freeコマンドの出力に示される used値
は、Total KBytes - Free KBytesと等しく、バッファのキロバイト数とキャッシュ
されたキロバイト数の合計も含んでいます。

Free

システムで使用可能なメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Shared

システムの共有メモリの容量をキロバイト単位で表します。

Buffers

システムのバッファの容量をキロバイト単位で表します。

Cached

キャッシュされたメモリの容量をキロバイト単位で表します。

Total Swap

システムのスワップ領域の総量をキロバイト単位で表します。

Used Swap

システムで使用中のスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Free Swap

システムで利用可能な空きスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Processors

次の情報を表示します。

• [Prosessor]：プロセッサのインスタンス。たとえば、Quad-Core CPUには、0、1、2、
3の 4基のプロセッサを備えています。

• [% CPU]：最後の更新から経過した、アイドル時間を除くCPU時間のプロセッサの共
有。CPU時間のパーセンテージとして表現されます。

• [User]：CPUがユーザレベル（アプリケーション）での実行に要した CPU使用率を
パーセンテージで表示します。

• [Nice]：CPUが nice優先順位のユーザレベルでの実行に要した CPU使用率をパーセ
ンテージで表示します。

• [System]：CPUがシステムレベル（カーネル）での実行に要した CPU使用率をパー
センテージで表示します。

• [Idle]：CPUがアイドル状態にあり、システムに未処理のディスク I/O要求がなかった
時間のパーセンテージを表示します。

• [IRQ]：割り込みのためにデバイスに割り当てられた、または処理終了時にコンピュー
タに信号送信するための割り込み要求の実行にプロセッサが要した時間のパーセン

テージを表示します。
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• [Soft IRQ]：タスク切り替えを後に遅延させ、パフォーマンスを向上させるためにソ
フトウェアの割り込み（softirq）の実行にプロセッサが要した時間のパーセンテージ
を示します。

• [IO Wait]：システムが未処理のディスク I/O要求がある間にCPUがアイドル状態だっ
た時間のパーセンテージを表示します。

ディスク使用量（Disk Usage）

ノードのディスク使用率に関する情報を表示します。これには、ダッシュレットとして[Common
Partition Usage]、[Swap Partition Usage]、[Spare Partition Usage]、[Shared Memory Partition Usage]、
[Active Partition Usage]、[Boot Partition Usage]があります。

各ダッシュレットには次の情報が表示されます。

Used

このファイルシステムで使用中のディスク領域のパーセンテージを表します。

Max Past 3 min

過去 3分間のこのファイルシステムで使用中のディスク領域をパーセンテージで表しま
す。

Used Space

このファイルシステムで使用中のディスク領域の容量をメガバイト単位で表します。

Total Space

このファイルシステムにあるディスク領域全体の容量をメガバイト単位で表します。この

カウンタの数値は、システムで確認できるディスク領域のほかの合計サイズ値とは異なる

場合があります。これは、[Total Mbytes]カウンタの値が [Used Mbytes]パフォーマンスカ
ウンタと CLI（ステータスを表示）出力で示される [Free]の値の合計であるためです。
[Total Mbytes]の値は、予約済みのファイルシステムのディスクブロックの最小空き容量
のパーセンテージを含んでいる [Total]に対するこの CLI出力未満になります。ファイル
システムが高効率で動作するための十分なディスク領域容量が確保されるよう、最小空き

容量を維持します。

プロセス

ノードで実行されているプロセスに関する情報を表示します。

Process

プロセスの名前

PID

タスクの一意のプロセス ID。定期的にラッピングされますが、0で再開されることはあり
ません。

& CPU

最後の更新以降に経過した CPU時間のタスクの共有で、CPU総時間のパーセンテージで
表されます。
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Status

タスクのプロセスステータス：

• 0：実行中です。

• 1：スリープ状態

• 2：無停電ディスクのスリープ

• 3：ゾンビ

• 4：トレースまたは停止（信号）

• 5：ページング

• 6：不明

Shared Memory

タスクが使用している共有メモリのキロバイト（KB）単位の量です。他のプロセスが同
じメモリを共有することも可能です。

Nice

タスクのNice値。負のNice値はプロセスの優先順位が高いことを示し、正のNice値はプ
ロセスの優先順位が低いことを表します。Nice値が0の場合、タスクを実行するかどうか
判断するときに優先順位を調整しないでください。

VmRSS

コード、データ、およびスタックなどを含む、現在物理メモリ内にある仮想メモリ（Vm）
の常駐セットサイズ（RSS）（KB単位）。

VmSize

タスクが使用している仮想メモリ総量（KB単位）。これには、すべてのコード、データ、
共有ライブラリ、およびスワップアウトされたページが含まれます（仮想イメージ =ス
ワップサイズ +常駐サイズ）。

VmData

タスクのヒープの仮想メモリ使用状況（KB単位）。

Thread Count

現在タスクでグループ化されているスレッドの数。負の値 -1は、システムのすべてのプ
ロセスおよびスレッドがデフォルトのしきい値を超過したために、スレッド統計情報

（Threadオブジェクトのすべてのパフォーマンスカウンタと、Processオブジェクトの
Thread Countカウンタを含む）がオフになったため、このカウンタが現在利用できないこ
とを示します。

Datastack Size

タスクメモリステータスのスタックサイズ。
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Page Fault Count

タスクで発生し、データをメモリにロードすることが必要になったメジャーページフォー

ルトの数を表します。

着信コールの分類

録音に分類されるサービス、再生に分類されるサービス、拒否に分類されるサービス、その他

に分類されるサービスに関する情報を表示します。

Cisco MediaSense Call Control Service Classified for Recording

録音要求として処理されるコールの数を表示します。

Cisco MediaSense Call Control Service Classified for Playback

再生要求として処理されるコールの数を表示します。

Cisco MediaSense Call Control Service Classified for Reject

設定に基づいて拒否されるコールの数を表示します。

Cisco MediaSense Call Control Service Classified as Anything Else

承認されたけれども再生または録音要求として処理されないコールの数を表示します。

エラー分析

エラーが発生した録音済みセッションのサービス番号、エージェントによる変換要求の拒否、

エージェントによる RTSPモニタリング要求の拒否、エージェントによる RTSP再生要求の拒
否、およびエージェントによる未処理ダウンロード要求の拒否に関する情報を表示します。

Cisco MediaSense Call Control Service Number of Recorded Sessions with Errors

録音が完了したが、エラーが発生したセッションの数を表示します。

Cisco MediaSense Storage Management Agent Rejected Convert Requests

拒否された変換要求の数を表示します。

Cisco MediaSense Storage Management Agent Rejected RTSP Monitoring Requests

拒否された RTSPモニタリング要求の数を表示します。

Cisco MediaSense Storage Management Agent Rejected RTSP Playback Requests

拒否された RTSP再生要求の数を表示します。

Cisco MediaSense Storage Management Agent Rejected Raw Download Requests

拒否された未処理ダウンロード要求の数を表示します。

パフォーマンスの概要

サービスの平均セットアップ遅延、サービスの最大セットアップ遅延、サービスの平均クエリ

応答時間、およびサービスの最大クエリ応答時間に関する情報を表示します。
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Cisco MediaSense Call Control Service Mean Setup Delay

Unified CMからの SIP Inviteの最初の受信と、Unified CMローリングウィンドウ時間への
SIP応答との間の平均遅延（ミリ秒単位）を表示します。

Cisco MediaSense Call Control Service Max Setup Delay

Unified CMからの SIP Inviteの最初の受信と、Unified CMローリングウィンドウ時間への
SIP応答との間の最大遅延（ミリ秒単位）を表示します。

Cisco MediaSense API Service Mean Query Response Time

直前の 1時間の平均クエリ応答時間を表示します。

Cisco MediaSense API Service Max Query Response Time

直前の 1時間の最大クエリ応答時間を表示します。

Cisco Unified Contact Center Express

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、システムが定義し、Unified CCXを追加すると使用可能
になる、Cisco Unified Contact Center Express（Unified CCX）ダッシュボードを提供します。Cisco
Prime Collaboration Assuranceでは、モニタリングのニーズに基づいてカスタムダッシュボード
を作成することができます。パフォーマンスカウンタの詳細については、『Unified Contact
Center Express操作ガイド』を参照してください。

ダッシュボードを表示するには、 [モニタ（Monitor）] > [システムビュー（System View）] >
[パフォーマンス（Performance）][Contact Center Express]を選択してドロップダウンリストか
ら [クラスタ（Cluster）]または [デバイス（Device）]を選択し、[ダッシュボード（Dashboard）]
のドロップダウンリストから必要なダッシュボードを選択します。選択したダッシュボードに

関連する情報が別のダッシュレットに表示されます。各ダッシュレットには、サーバの詳細、

現在の使用状況、および直前の 3分間に受け取った最大値が表示されます。

前提条件：

• Unified CCXは Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理する必要があります。

•データを Cisco Prime Collaboration Assuranceの Contact Center Expressダッシュボードで表
示するには、Unified CCXに到達可能である必要があります。

新しくサポートされる Unified CCXダッシュボードは、次のとおりです。

システムの要約

CPU使用率、仮想メモリ使用率、共通パーティションの使用率、重要なサービスステータス
に関する情報を表示します。システム管理者は、[システムの概要（System Summary）]ダッ
シュレットをモニタして、システムの応答の遅延を分析することができます。

CPU Usage

過去 3分間のリアルタイムの CPU使用率と最大値が表示されます。

制限：他のレポートを使用してプロセスごとにシステムを監視し、どのプロセスが CPU
の問題を引き起こしているのかを判断する必要があります。
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Virtual Memory Usage

過去 3分間のリアルタイム仮想メモリの使用状況および最大値が表示されます。

Common Partition Usage

過去3分間のリアルタイムの共通パーティションの使用率および最大値が表示されます。

Services

サービスの名前、ステータス（サービスが起動しているか、ダウンしているか、管理者に

よってアクティブ化されたか、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または

不明な状態か）、およびサーバ、または（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバの

サービスが特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

サービスステータスが [Unknown State]と表示された場合は、システムサービスの状態を
特定できません。

Note

CPUおよびメモリ

サーバの CPU使用率、仮想メモリ使用率、メモリ使用率、プロセッサに関する情報を表示し
ます。

CPU Usage

使用された合計 CPUおよび最後の 3分間に使用された最大 CPUを表示します。

Virtual Memory Usage

使用された合計仮想メモリおよび最後の 3分間に使用された最大仮想メモリを表示しま
す。

Memory Usage

次の情報を表示します。

• [%VMUsed]：システムのシステム仮想メモリ使用状況のパーセンテージを表します。
[% VM Used]カウンタの値は、次の 2つの式のいずれかから得られる値と等しくなり
ます。

(Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes +
Shared KBytes + Used Swap KBytes ) / (Total KBytes + Total Swap
KBytes)

Used VM KBytes / Total VM KBytes

• [Total]：システムのメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Used

システムで使用中のシステム物理メモリの容量をキロバイト単位で表します。[UsedKBytes]
カウンタの値は、次の式から得られる値と等しくなります。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes
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[Used KBytes]の値は、topコマンドまたは freeコマンド出力で表示される [Linux Used]の
値とは異なります。Linuxの topコマンドまたは freeコマンドの出力に示される used値
は、Total KBytes - Free KBytesと等しく、バッファのキロバイト数とキャッシュ
されたキロバイト数の合計も含んでいます。

Free

システムで使用可能なメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Shared

システムの共有メモリの容量をキロバイト単位で表します。

Buffers

システムのバッファの容量をキロバイト単位で表します。

Cached

キャッシュされたメモリの容量をキロバイト単位で表します。

Total Swap

システムのスワップ領域の総量をキロバイト単位で表します。

Used Swap

システムで使用中のスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Free Swap

システムで利用可能な空きスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Processors

次の情報を表示します。

• [Prosessor]：プロセッサのインスタンス。たとえば、Quad-Core CPUには、0、1、2、
3の 4基のプロセッサを備えています。

• [% CPU]：最後の更新から経過した、アイドル時間を除くCPU時間のプロセッサの共
有。CPU時間のパーセンテージとして表現されます。

• [User]：CPUがユーザレベル（アプリケーション）での実行に要した CPU使用率を
パーセンテージで表示します。

• [Nice]：CPUが nice優先順位のユーザレベルでの実行に要した CPU使用率をパーセ
ンテージで表示します。

• [System]：CPUがシステムレベル（カーネル）での実行に要した CPU使用率をパー
センテージで表示します。

• [Idle]：CPUがアイドル状態にあり、システムに未処理のディスク I/O要求がなかった
時間のパーセンテージを表示します。

• [IRQ]：割り込みのためにデバイスに割り当てられた、または処理終了時にコンピュー
タに信号送信するための割り込み要求の実行にプロセッサが要した時間のパーセン

テージを表示します。
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• [Soft IRQ]：タスク切り替えを後に遅延させ、パフォーマンスを向上させるためにソ
フトウェアの割り込み（softirq）の実行にプロセッサが要した時間のパーセンテージ
を示します。

• [IO Wait]：システムが未処理のディスク I/O要求がある間にCPUがアイドル状態だっ
た時間のパーセンテージを表示します。

ディスク使用量（Disk Usage）

ノードのディスク使用率に関する情報を表示します。これには、ダッシュレットとして[Common
Partition Usage]、[Swap Partition Usage]、[Spare Partition Usage]、[Shared Memory Partition Usage]、
[Active Partition Usage]、[Boot Partition Usage]があります。

各ダッシュレットには次の情報が表示されます。

Used

このファイルシステムで使用中のディスク領域のパーセンテージを表します。

Max Past 3 min

過去 3分間のこのファイルシステムで使用中のディスク領域をパーセンテージで表しま
す。

Used Space

このファイルシステムで使用中のディスク領域の容量をメガバイト単位で表します。

Total Space

このファイルシステムにあるディスク領域全体の容量をメガバイト単位で表します。この

カウンタの数値は、システムで確認できるディスク領域のほかの合計サイズ値とは異なる

場合があります。これは、[Total Mbytes]カウンタの値が [Used Mbytes]パフォーマンスカ
ウンタと CLI（ステータスを表示）出力で示される [Free]の値の合計であるためです。
[Total Mbytes]の値は、予約済みのファイルシステムのディスクブロックの最小空き容量
のパーセンテージを含んでいる [Total]に対するこの CLI出力未満になります。ファイル
システムが高効率で動作するための十分なディスク領域容量が確保されるよう、最小空き

容量を維持します。

プロセス

ノードで実行されているプロセスに関する情報を表示します。

Process

プロセスの名前

PID

タスクの一意のプロセス ID。定期的にラッピングされますが、0で再開されることはあり
ません。

& CPU

最後の更新以降に経過した CPU時間のタスクの共有で、CPU総時間のパーセンテージで
表されます。
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Status

タスクのプロセスステータス：

• 0：実行中です。

• 1：スリープ状態

• 2：無停電ディスクのスリープ

• 3：ゾンビ

• 4：トレースまたは停止（信号）

• 5：ページング

• 6：不明

Shared Memory

タスクが使用している共有メモリのキロバイト（KB）単位の量です。他のプロセスが同
じメモリを共有することも可能です。

Nice

タスクのNice値。負のNice値はプロセスの優先順位が高いことを示し、正のNice値はプ
ロセスの優先順位が低いことを表します。Nice値が0の場合、タスクを実行するかどうか
判断するときに優先順位を調整しないでください。

VmRSS

コード、データ、およびスタックなどを含む、現在物理メモリ内にある仮想メモリ（Vm）
の常駐セットサイズ（RSS）（KB単位）。

VmSize

タスクが使用している仮想メモリ総量（KB単位）。これには、すべてのコード、データ、
共有ライブラリ、およびスワップアウトされたページが含まれます（仮想イメージ =ス
ワップサイズ +常駐サイズ）。

VmData

タスクのヒープの仮想メモリ使用状況（KB単位）。

Thread Count

現在タスクでグループ化されているスレッドの数。負の値 -1は、システムのすべてのプ
ロセスおよびスレッドがデフォルトのしきい値を超過したために、スレッド統計情報

（Threadオブジェクトのすべてのパフォーマンスカウンタと、Processオブジェクトの
Thread Countカウンタを含む）がオフになったため、このカウンタが現在利用できないこ
とを示します。

Datastack Size

タスクメモリステータスのスタックサイズ。
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Page Fault Count

タスクで発生し、データをメモリにロードすることが必要になったメジャーページフォー

ルトの数を表します。

Virtualized Voice Browser

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、システムが定義し、Virtualized Voice Browserを追加す
ると利用可能になる、Virtualized Voice Browserダッシュボードを提供します。Cisco Prime
Collaboration Assuranceでは、モニタリングのニーズに基づいてカスタムダッシュボードを作
成することができます。

ダッシュボードを表示するには、 [モニタ（Monitor）] > [システムビュー（System View）] >
[パフォーマンス（Performance）]で、[クラスタ（Cluster or Device）ドロップダウンリストか
ら [仮想化音声ブラウザ（Virtualized Voice Browser）とデバイスの IPアドレス/ホスト名]を選
択し、[ダッシュボード（Dashboard]ドロップダウンリストから必要なダッシュボードを選択
します。選択したダッシュボードに関連する情報が別のダッシュレットに表示されます。各

ダッシュレットには、サーバの詳細、現在の使用状況、および直前の3分間に受け取った最大
値が表示されます。

前提条件：

• Virtualized Voice Browserは、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理する必要がありま
す。

•データを Cisco Prime Collaboration Assuranceの Virtualized Voice Browserダッシュボードで
表示するには、Virtualized Voice Browserに到達可能である必要があります。

新しくサポートされる Virtualized Voice Browserダッシュボードは、次のとおりです。

システムの要約

CPU使用率、仮想メモリ使用率、共通パーティションの使用率、重要なサービスステータス
に関する情報を表示します。システム管理者は、[システムの概要（System Summary）]ダッ
シュレットをモニタして、システムの応答の遅延を分析することができます。

CPU Usage

過去 3分間のリアルタイムの CPU使用率と最大値が表示されます。

制限：他のレポートを使用してプロセスごとにシステムを監視し、どのプロセスが CPU
の問題を引き起こしているのかを判断する必要があります。

Virtual Memory Usage

過去 3分間のリアルタイム仮想メモリの使用状況および最大値が表示されます。

Common Partition Usage

過去3分間のリアルタイムの共通パーティションの使用率および最大値が表示されます。

Services

サービスの名前、ステータス（サービスが起動しているか、ダウンしているか、管理者に

よってアクティブ化されたか、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または
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不明な状態か）、およびサーバ、または（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバの

サービスが特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

サービスステータスが [Unknown State]と表示された場合は、システムサービスの状態を
特定できません。

Note

CPUおよびメモリ

サーバの CPU使用率、仮想メモリ使用率、メモリ使用率、プロセッサに関する情報を表示し
ます。

CPU Usage

使用された合計 CPUおよび最後の 3分間に使用された最大 CPUを表示します。

Virtual Memory Usage

使用された合計仮想メモリおよび最後の 3分間に使用された最大仮想メモリを表示しま
す。

Memory Usage

次の情報を表示します。

• [%VMUsed]：システムのシステム仮想メモリ使用状況のパーセンテージを表します。
[% VM Used]カウンタの値は、次の 2つの式のいずれかから得られる値と等しくなり
ます。

(Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes +
Shared KBytes + Used Swap KBytes ) / (Total KBytes + Total Swap
KBytes)

Used VM KBytes / Total VM KBytes

• [Total]：システムのメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Used

システムで使用中のシステム物理メモリの容量をキロバイト単位で表します。[UsedKBytes]
カウンタの値は、次の式から得られる値と等しくなります。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes

[Used KBytes]の値は、topコマンドまたは freeコマンド出力で表示される [Linux Used]の
値とは異なります。Linuxの topコマンドまたは freeコマンドの出力に示される used値
は、Total KBytes - Free KBytesと等しく、バッファのキロバイト数とキャッシュ
されたキロバイト数の合計も含んでいます。

Free

システムで使用可能なメモリの総量をキロバイト単位で表します。
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Shared

システムの共有メモリの容量をキロバイト単位で表します。

Buffers

システムのバッファの容量をキロバイト単位で表します。

Cached

キャッシュされたメモリの容量をキロバイト単位で表します。

Total Swap

システムのスワップ領域の総量をキロバイト単位で表します。

Used Swap

システムで使用中のスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Free Swap

システムで利用可能な空きスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Processors

次の情報を表示します。

• [Prosessor]：プロセッサのインスタンス。たとえば、Quad-Core CPUには、0、1、2、
3の 4基のプロセッサを備えています。

• [% CPU]：最後の更新から経過した、アイドル時間を除くCPU時間のプロセッサの共
有。CPU時間のパーセンテージとして表現されます。

• [User]：CPUがユーザレベル（アプリケーション）での実行に要した CPU使用率を
パーセンテージで表示します。

• [Nice]：CPUが nice優先順位のユーザレベルでの実行に要した CPU使用率をパーセ
ンテージで表示します。

• [System]：CPUがシステムレベル（カーネル）での実行に要した CPU使用率をパー
センテージで表示します。

• [Idle]：CPUがアイドル状態にあり、システムに未処理のディスク I/O要求がなかった
時間のパーセンテージを表示します。

• [IRQ]：割り込みのためにデバイスに割り当てられた、または処理終了時にコンピュー
タに信号送信するための割り込み要求の実行にプロセッサが要した時間のパーセン

テージを表示します。

• [Soft IRQ]：タスク切り替えを後に遅延させ、パフォーマンスを向上させるためにソ
フトウェアの割り込み（softirq）の実行にプロセッサが要した時間のパーセンテージ
を示します。

• [IO Wait]：システムが未処理のディスク I/O要求がある間にCPUがアイドル状態だっ
た時間のパーセンテージを表示します。
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ディスク使用量（Disk Usage）

ノードのディスク使用率に関する情報を表示します。これには、ダッシュレットとして[Common
Partition Usage]、[Swap Partition Usage]、[Spare Partition Usage]、[Shared Memory Partition Usage]、
[Active Partition Usage]、[Boot Partition Usage]があります。

各ダッシュレットには次の情報が表示されます。

Used

このファイルシステムで使用中のディスク領域のパーセンテージを表します。

Max Past 3 min

過去 3分間のこのファイルシステムで使用中のディスク領域をパーセンテージで表しま
す。

Used Space

このファイルシステムで使用中のディスク領域の容量をメガバイト単位で表します。

Total Space

このファイルシステムにあるディスク領域全体の容量をメガバイト単位で表します。この

カウンタの数値は、システムで確認できるディスク領域のほかの合計サイズ値とは異なる

場合があります。これは、[Total Mbytes]カウンタの値が [Used Mbytes]パフォーマンスカ
ウンタと CLI（ステータスを表示）出力で示される [Free]の値の合計であるためです。
[Total Mbytes]の値は、予約済みのファイルシステムのディスクブロックの最小空き容量
のパーセンテージを含んでいる [Total]に対するこの CLI出力未満になります。ファイル
システムが高効率で動作するための十分なディスク領域容量が確保されるよう、最小空き

容量を維持します。

プロセス

ノードで実行されているプロセスに関する情報を表示します。

Process

プロセスの名前

PID

タスクの一意のプロセス ID。定期的にラッピングされますが、0で再開されることはあり
ません。

& CPU

最後の更新以降に経過した CPU時間のタスクの共有で、CPU総時間のパーセンテージで
表されます。

Status

タスクのプロセスステータス：

• 0：実行中です。

• 1：スリープ状態
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• 2：無停電ディスクのスリープ

• 3：ゾンビ

• 4：トレースまたは停止（信号）

• 5：ページング

• 6：不明

Shared Memory

タスクが使用している共有メモリのキロバイト（KB）単位の量です。他のプロセスが同
じメモリを共有することも可能です。

Nice

タスクのNice値。負のNice値はプロセスの優先順位が高いことを示し、正のNice値はプ
ロセスの優先順位が低いことを表します。Nice値が0の場合、タスクを実行するかどうか
判断するときに優先順位を調整しないでください。

VmRSS

コード、データ、およびスタックなどを含む、現在物理メモリ内にある仮想メモリ（Vm）
の常駐セットサイズ（RSS）（KB単位）。

VmSize

タスクが使用している仮想メモリ総量（KB単位）。これには、すべてのコード、データ、
共有ライブラリ、およびスワップアウトされたページが含まれます（仮想イメージ =ス
ワップサイズ +常駐サイズ）。

VmData

タスクのヒープの仮想メモリ使用状況（KB単位）。

Thread Count

現在タスクでグループ化されているスレッドの数。負の値 -1は、システムのすべてのプ
ロセスおよびスレッドがデフォルトのしきい値を超過したために、スレッド統計情報

（Threadオブジェクトのすべてのパフォーマンスカウンタと、Processオブジェクトの
Thread Countカウンタを含む）がオフになったため、このカウンタが現在利用できないこ
とを示します。

Datastack Size

タスクメモリステータスのスタックサイズ。

Page Fault Count

タスクで発生し、データをメモリにロードすることが必要になったメジャーページフォー

ルトの数を表します。
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パフォーマンスダッシュボード

[パフォーマンス（Performance）]ページには、パフォーマンスカウンタに基づいたシステム
定義のダッシュボードが表示されます。

• Unified Communications Managerでクラスタ名とホスト名の両方が同じである場合に、選択
したクラスタのパフォーマンスダッシュボードを表示するには、クラスタ名前を変更し、

Cisco Prime Collaboration Assuranceで Unified Communications Managerを再検出する必要が
あります。

•パフォーマンスカウンタ用のカスタムダッシュボードを作成済みの場合は、次のデバイ
スタイプのために、Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1でも同じように再設定する必
要があります。

[バージョン（Version）][デバイスタイプ（Device Type）]

[10以上（10 or higher）]Finesse

[10以上（10 or higher）]Socialminer

（注）

ダッシュボードを表示するには、[Cluster]または [Device]ドロップダウンリストから製品とク
ラスタを選択し、[Dashboard]ドロップダウンリストから必要なダッシュボードを選択します。

すべてのクラスタまたはデバイスについてのシステム定義のダッシュボードに加えて、トレン

ドダッシュボードを使用して、デバイス関連のメトリックのトレンドを表示することもできま

す。トレンドを表示される方法の詳細については、[Trend]ダッシュボードを参照してくださ
い。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以降の場合

Unified CMと Unity Connection

Unified CMでは、次のシステム定義のダッシュボードを使用できます。

Unity Connectionでは、[System Summary]、[CPU and Memory]、[Disk Usage]、[Process]、[Port
Monitor]というダッシュレットのみが表示されます。

（注）

システムの要約

CPU使用率、仮想メモリ使用率、共通パーティションの使用率、重要なサービスステータス
に関する情報を表示します。システム管理者は、[システムの概要（System Summary）]ダッ
シュレットをモニタして、システムの応答の遅延を分析することができます。
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CPU Usage

過去 3分間のリアルタイムの CPU使用率と最大値が表示されます。

制限：他のレポートを使用してプロセスごとにシステムを監視し、どのプロセスが CPU
の問題を引き起こしているのかを判断する必要があります。

Virtual Memory Usage

過去 3分間のリアルタイム仮想メモリの使用状況および最大値が表示されます。

Common Partition Usage

過去3分間のリアルタイムの共通パーティションの使用率および最大値が表示されます。

Services

サービスの名前、ステータス（サービスが起動しているか、ダウンしているか、管理者に

よってアクティブ化されたか、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または

不明な状態か）、およびサーバ、または（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバの

サービスが特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

サービスステータスが [Unknown State]と表示された場合は、システムサービスの状態を
特定できません。

Note

Communications Manager の概要

登録済みの電話機、進行中のコール、およびアクティブなゲートウェイポートとチャネルを表

示します。

Registered Phones

登録済みの電話機の総数、および直前に登録された電話機数の差分を表示します。負の値

は電話機が登録解除されたことを示し、正の値は新しい電話機が登録されたことを示しま

す。

Calls in Progress

進行中のコールの総数と、直前の進行中の差分コール数を表示します。負の値は、コール

が完了した、またはドロップされたことを示し、正の値は新しいコールが確立されたこと

を示します。

Active MGCP Ports and Channels

アクティブなMGCPポートとチャネルの総数と、過去数分のアクティブなMGCPポート
とチャネルの差分を表示します。負の値はアクティブなMGCPポートとチャネルが減少
したことを示し、正の値はアクティブなMGCPポートとチャネルが増加したことを示し
ます。
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Call Activity

Call Activity

Cisco Unified Communications Managerの、完了したコール、試行されたコール、進行中の
コール、論理パーティション合計エラー数などのコールアクティビティを表示します。該

当する場合、これはクラスタ内のすべてのサーバが含まれます。

Calls Completed

Cisco Unified Communications Managerを使用して、実際に接続された（音声パスまたはビ
デオストリームが確立された）コールの数を表示します。この数は、コールが終了したと

きに増加します。

Calls Attempted

試行されたコールの合計数を表示します。試行されたコールは、どの番号がダイヤルされ

たか、または宛先に接続されたかに関係なく、電話機がオフフックになるとき、およびオ

ンフックに戻るときに必ず発生します。機能操作（たとえば、転送や会議）中のコールの

試行も、試行されたコールと見なされます。

Calls in Progress

進行中のコールと過去1分間に進行中だった差分コールの総数を表示します。負の値は、
コールが完了またはドロップされたことを示し、正の値は新しいコールが確立されたこと

を示します。

Logical Partition Failures

論理パーティションエラーの総数を表示します。また、過去1分間の論理パーティション
エラーの差分を表示します。

ゲートウェイアクティビティ

アクティブポート、サービス中のポート、完了したコールを含むCisco Unified Communications
Managerのゲートウェイアクティビティを表示します。ゲートウェイのアクティビティには、
該当する場合は、クラスタのすべてのノードが含まれます。

MGCP FXS

• Ports in Service：システムで現在使用可能な FXSポートの数を表示します。

• Ports Active：この Unified CMで現在使用中の（アクティブな）FXSポートの数を表
示します。

• Calls Completed：MGCP FXSデバイス上のすべての FXSポートインスタンスから発
信され成功したコールの総数を表示します。

MGCP FXO

• Ports in Service：システムで現在使用可能な FXOポートの数を表示します。

• Ports Active：この Unified CMで現在使用中の（アクティブな）FXOポートの数を表
示します。
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• Calls Completed：MGCP FXOデバイス上のすべての FXOポートインスタンスから発
信され、成功したコールの総数を表示します。

MGCP T1

• Spans in Service：現在使用可能な T1 CASスパンの数を表示します。

• Channel Active：この Unified CM上でアクティブコールにある T1 CAS音声チャネル
が表示されます。

• Calls Completed：MGCP T1 CASデバイスのすべてのインスタンスから発信され、成
功したコールの総数を表示します。

MGCP PRI

• Spans In Service：現在使用可能な PRIスパンの数を表示します。

• Channel Active：この Unified CMのアクティブコールにある PRI音声チャネルの数を
表します。

• Calls Completed：MGCP PRIデバイスのすべてのインスタンスからの発信され、成功
したコールの総数を表示します。

進行中のコールおよび完了したコールを含む Cisco Unified Communications Manager上のトラン
クアクティビティを表示します。このカウンタには、該当する場合は、クラスタ内のすべての

ノードが含まれます。

H323

Calls In Progress：Cisco H323デバイスのすべてのインスタンスで現在進行中のコールの総
数を表示します。

Calls Completed：Cisco H323デバイスのすべてのインスタンスから発信され、成功したコー
ルの総数を表示します。

SIP Trunk

Calls In Progress：アクティブなすべてのコールを含め、SIPデバイスのすべてのインスタ
ンスで現在進行中のコールの総数を表示します。進行中のすべてのコールが接続される

と、進行中のコールの数とアクティブなコールの数は同じになります。

Calls In Progress：SIPデバイスのすべてのインスタンスから実際に接続された（音声パス
が確立された）コールの総数を表示します。この数は、コールが終了すると増分します。

SDLキュー

キューに格納されている信号の数や処理済みの信号の数などの SDLキュー情報が表示されま
す。

Signals in SDL Queue

[High]：Unified CMキューの高優先順位信号の数を表します。高優先順位信号には、主
に、タイムアウトイベント、内部 Unified Communications Managerキープアライブ、特定
のゲートキーパーイベント、内部プロセスの作成などのイベントが含まれています。多数
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の高優先順位イベントは、Unified CMのパフォーマンスを低下させ、コール接続の遅延や
ダイヤルトーン消失の原因となります。このカウンタをQueue Signals Processed Highカウ
ンタと併用して、Unified CM上の処理の遅延を判別します。

[Normal]：Unified CMキューの通常優先順位信号の数を表します。通常優先順位信号に
は、主に、コール処理機能、キー操作、オンフックとオフフックの通知などのイベントが

含まれています。多数の通常優先順位のイベントは、Unified CMのパフォーマンスを低下
させ、ダイヤルトーンの遅延、コール接続の遅延、またはダイヤルトーンの消失の原因

となる場合があります。このカウンタを Queue Signals Processed Normalカウンタと併用し
て、Unified CM上のコール処理の遅延を判別します。通常優先順位信号が処理を開始する
前に、高優先順位信号を完了する必要があることに注意してください。したがって、高優

先順位カウンタを確認し、遅延の可能性について正確な状況を把握する必要があります。

[Low]：UnifiedCMキューの低優先順位信号の数を表します。低優先順位信号には、主に、
端末デバイスの登録（初期端末登録要求メッセージは除く）などのイベントが含まれてい

ます。このキュー内の多数の信号は、デバイス登録遅延の原因となります。

[Lowest]：UnifiedCMキューの最低優先順位信号の数を表します。最低優先順位信号には、
デバイス登録中の初期端末登録要求メッセージが含まれています。このキュー内の多数の

信号は、デバイス登録遅延の原因となります。

Processed SDL Signals

[High]：1秒間隔で Unified CMにより処理される高優先順位信号の数を表します。このカ
ウンタを Queue Signals Present Highカウンタと併用して、このキューの処理の遅延を判別
します。

[Normal]：1秒間隔で Unified CMにより処理される通常優先順位信号の数を表します。こ
のカウンタを Queue Signals Present Normalカウンタと併用して、このキューの処理の遅延
を判別します。高優先順位信号は通常優先順位信号の前に処理されることに注意してくだ

さい。

[Low]：1秒間隔で Unified CMにより処理される低優先順位信号の数を表します。このカ
ウンタを Queue Signals Present Lowカウンタと併用して、このキューの処理の遅延を判別
します。処理される信号の数は、この時間間隔でデバイス登録アクティビティが処理され

る量の指標となります。

[Lowest]：1秒間隔で Unified CMにより処理される最低優先順位信号の数を表します。こ
のカウンタを Queue Signals Present Lowestカウンタと併用して、このキューの処理の遅延
を判別します。処理される信号の数は、この時間間隔で Unified CM登録プロセスを開始
したデバイスの数の指標となります。

Cisco TFTP

合計 TFTP要求数、見つかった合計 TFTP要求数、および異常終了した合計 TFTP要求数を含
めて、Cisco Unified Communications ManagerノードのCisco Trivial File Transfer Protocol（TFTP）
のステータスを表示します。

TFTP Requests

該当する場合、このカウンタにはクラスタ内のすべてのノードが含まれます。このカウン

タは、TFTPサーバが処理するファイル要求（XML設定ファイル、電話機ファームウェア
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ファイル、オーディオファイルに対する要求）の総数を表します。このカウンタは、TFTP
サービス開始後の RequestsProcessed、RequestsNotFound、RequestsOverflow、
RequestsAborted、RequestsInProgressの各カウンタを合計した数になります。

CPUおよびメモリ

サーバの CPU使用率、仮想メモリ使用率、メモリ使用率、プロセッサに関する情報を表示し
ます。

CPU Usage

使用された合計 CPUおよび最後の 3分間に使用された最大 CPUを表示します。

Virtual Memory Usage

使用された合計仮想メモリおよび最後の 3分間に使用された最大仮想メモリを表示しま
す。

Memory Usage

次の情報を表示します。

• [%VMUsed]：システムのシステム仮想メモリ使用状況のパーセンテージを表します。
[% VM Used]カウンタの値は、次の 2つの式のいずれかから得られる値と等しくなり
ます。

(Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes +
Shared KBytes + Used Swap KBytes ) / (Total KBytes + Total Swap
KBytes)

Used VM KBytes / Total VM KBytes

• [Total]：システムのメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Used

システムで使用中のシステム物理メモリの容量をキロバイト単位で表します。[UsedKBytes]
カウンタの値は、次の式から得られる値と等しくなります。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes

[Used KBytes]の値は、topコマンドまたは freeコマンド出力で表示される [Linux Used]の
値とは異なります。Linuxの topコマンドまたは freeコマンドの出力に示される used値
は、Total KBytes - Free KBytesと等しく、バッファのキロバイト数とキャッシュ
されたキロバイト数の合計も含んでいます。

Free

システムで使用可能なメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Shared

システムの共有メモリの容量をキロバイト単位で表します。

Buffers

システムのバッファの容量をキロバイト単位で表します。
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Cached

キャッシュされたメモリの容量をキロバイト単位で表します。

Total Swap

システムのスワップ領域の総量をキロバイト単位で表します。

Used Swap

システムで使用中のスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Free Swap

システムで利用可能な空きスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Processors

次の情報を表示します。

• [Prosessor]：プロセッサのインスタンス。たとえば、Quad-Core CPUには、0、1、2、
3の 4基のプロセッサを備えています。

• [% CPU]：最後の更新から経過した、アイドル時間を除くCPU時間のプロセッサの共
有。CPU時間のパーセンテージとして表現されます。

• [User]：CPUがユーザレベル（アプリケーション）での実行に要した CPU使用率を
パーセンテージで表示します。

• [Nice]：CPUが nice優先順位のユーザレベルでの実行に要した CPU使用率をパーセ
ンテージで表示します。

• [System]：CPUがシステムレベル（カーネル）での実行に要した CPU使用率をパー
センテージで表示します。

• [Idle]：CPUがアイドル状態にあり、システムに未処理のディスク I/O要求がなかった
時間のパーセンテージを表示します。

• [IRQ]：割り込みのためにデバイスに割り当てられた、または処理終了時にコンピュー
タに信号送信するための割り込み要求の実行にプロセッサが要した時間のパーセン

テージを表示します。

• [Soft IRQ]：タスク切り替えを後に遅延させ、パフォーマンスを向上させるためにソ
フトウェアの割り込み（softirq）の実行にプロセッサが要した時間のパーセンテージ
を示します。

• [IO Wait]：システムが未処理のディスク I/O要求がある間にCPUがアイドル状態だっ
た時間のパーセンテージを表示します。

ディスク使用量（Disk Usage）

ノードのディスク使用率に関する情報を表示します。これには、ダッシュレットとして[Common
Partition Usage]、[Swap Partition Usage]、[Spare Partition Usage]、[Shared Memory Partition Usage]、
[Active Partition Usage]、[Boot Partition Usage]があります。

各ダッシュレットには次の情報が表示されます。
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Used

このファイルシステムで使用中のディスク領域のパーセンテージを表します。

Max Past 3 min

過去 3分間のこのファイルシステムで使用中のディスク領域をパーセンテージで表しま
す。

Used Space

このファイルシステムで使用中のディスク領域の容量をメガバイト単位で表します。

Total Space

このファイルシステムにあるディスク領域全体の容量をメガバイト単位で表します。この

カウンタの数値は、システムで確認できるディスク領域のほかの合計サイズ値とは異なる

場合があります。これは、[Total Mbytes]カウンタの値が [Used Mbytes]パフォーマンスカ
ウンタと CLI（ステータスを表示）出力で示される [Free]の値の合計であるためです。
[Total Mbytes]の値は、予約済みのファイルシステムのディスクブロックの最小空き容量
のパーセンテージを含んでいる [Total]に対するこの CLI出力未満になります。ファイル
システムが高効率で動作するための十分なディスク領域容量が確保されるよう、最小空き

容量を維持します。

CTI Manager

CTI Managerとインターフェイスするデバイスおよびアプリケーションに関する情報を表示し
ます。次の情報が表示されます。

Open Devices

CTI Managerに接続されたすべてのアプリケーションによって開かれたデバイスの数。

Open Lines

CTI Managerに接続されたすべてのアプリケーションによって開かれた回線の数。

CTI Connection

CTI Managerに接続されたアプリケーションの数。

CM Links

CTI Managerへのアクティブな Unified Communication Managerリンク。

ハートビート

Cisco Unified Communications Managerと Cisco TFTPサービスの表示ハートビート情報を表示し
ます。

CMs Heartbeat

[Current Value]は、Unified CMのハートビートを表します。これは、Unified CMが実行し
ていることを示す増分カウントです。カウンタが増加していない場合は、Unified CMがダ
ウンしています。1分を超えるとデルタが表示されます。値 0は Unified Communications
Managerダウンしていることを示します。
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TFTPs Heartbeat

現在の値は TFTPサーバのハートビートを表します。これは、TFTPサーバが動作してい
ることを示す増分カウントです。カウンタが増加していない場合は、TFTPサーバがダウ
ンしています。1分を超えるとデルタが表示されます。値 0は、TFTPサーバがダウンし
ていることを示します。

SIPアクティビティ

Cisco Unified Communications Manager上の概要要求、概要応答、着信失敗応答の概要、発信失
敗応答の概要、発信再試行要求、発信再試行応答などのSIPアクティビティを表示します。該
当する場合、SIPアクティビティにはクラスタ内のすべてのノードが含まれます。

Summary Requests

再転送数 +デバイスが送信（発信およびリレー）した SIP要求メッセージの総数などを含
め、SIPデバイスが受信したSIP要求メッセージの総数の要約が表示されます。特定のメッ
セージが複数回送信された場合（たとえば、再転送または結果のフォーク）、各転送は

別々にカウントされます。

Summary Responses

再転送 + SIPデバイスが送信（発信およびリレー）した SIP応答メッセージの総数（再転
送を含む）などを含め、SIPデバイスが受信した SIP応答メッセージの総数の要約が表示
されます。

Summary Failure Responses In

SIPデバイスが受信した、4xxクラスのSIP応答の総数（転送数を含む）が表示されます。
このクラスの応答は、クライアント機能を提供する SIPデバイスによる要求失敗 + SIPデ
バイスが受信した 5xxクラスの SIP応答の総数（転送を含む）を示します。このクラスの
応答は、クライアント機能を提供する SIPデバイスが受信した失敗応答 + SIPデバイスが
受信した 6xxクラスの SIP応答の総数（転送を含む）を示します。このクラスの応答は、
クライアント機能を提供する SIPデバイスが受信した失敗応答を示します。応答は一般
に、Request-URIで示された特定のインスタンスだけでなく、ノードが特定の着信側に関
して明確な情報を持つことを示します。

Summary Failure Responses Out

SIPデバイスが送信した、4xxクラスのSIP応答の総数（転送数を含む）が表示されます。
このクラスの応答は、ノード機能を提供する SIPデバイスによる要求失敗 + SIPデバイス
が送信した 5xxクラスの SIP応答の総数（転送を含む）を示します。このクラスの応答
は、ノード機能を提供するSIPデバイスが送信した失敗応答+ SIPデバイスが送信した6xx
クラスのSIP応答の総数（転送を含む）を示します。このクラスの応答は、ノード機能を
提供する SIPデバイスが送信した失敗応答を示します。応答は一般に、Request-URIで示
された特定のインスタンスだけでなく、ノードが特定の着信側に関して明確な情報を持つ

ことを示します。

Retry Requests Out

SIPデバイスが送信した要求再試行の合計回数を表示します。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
455

ダッシュボードとレポート

SIPアクティビティ



Retry Responses Out

SIPデバイスが送信した最終応答再試行の総回数 + SIPデバイスが送信した最終以外の応
答再試行の総回数の要約を表示します。

プロセス

ノードで実行されているプロセスに関する情報を表示します。

Process

プロセスの名前

PID

タスクの一意のプロセス ID。定期的にラッピングされますが、0で再開されることはあり
ません。

& CPU

最後の更新以降に経過した CPU時間のタスクの共有で、CPU総時間のパーセンテージで
表されます。

Status

タスクのプロセスステータス：

• 0：実行中です。

• 1：スリープ状態

• 2：無停電ディスクのスリープ

• 3：ゾンビ

• 4：トレースまたは停止（信号）

• 5：ページング

• 6：不明

Shared Memory

タスクが使用している共有メモリのキロバイト（KB）単位の量です。他のプロセスが同
じメモリを共有することも可能です。

Nice

タスクのNice値。負のNice値はプロセスの優先順位が高いことを示し、正のNice値はプ
ロセスの優先順位が低いことを表します。Nice値が0の場合、タスクを実行するかどうか
判断するときに優先順位を調整しないでください。

VmRSS

コード、データ、およびスタックなどを含む、現在物理メモリ内にある仮想メモリ（Vm）
の常駐セットサイズ（RSS）（KB単位）。
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VmSize

タスクが使用している仮想メモリ総量（KB単位）。これには、すべてのコード、データ、
共有ライブラリ、およびスワップアウトされたページが含まれます（仮想イメージ =ス
ワップサイズ +常駐サイズ）。

VmData

タスクのヒープの仮想メモリ使用状況（KB単位）。

Thread Count

現在タスクでグループ化されているスレッドの数。負の値 -1は、システムのすべてのプ
ロセスおよびスレッドがデフォルトのしきい値を超過したために、スレッド統計情報

（Threadオブジェクトのすべてのパフォーマンスカウンタと、Processオブジェクトの
Thread Countカウンタを含む）がオフになったため、このカウンタが現在利用できないこ
とを示します。

Datastack Size

タスクメモリステータスのスタックサイズ。

Page Fault Count

タスクで発生し、データをメモリにロードすることが必要になったメジャーページフォー

ルトの数を表します。

データベースの概要

サーバの接続情報を提供します。データベースのキューに格納されている変更通知要求、メモ

リのキューに格納されている変更通知要求、アクティブなクライアント接続の総数、デバイス

リセットのためにキューに格納されているデバイス数、作成された複製の数、複製のステータ

スなどの情報です。

Change Notification Requests Queued in DB

DBCNQueueテーブルのレコード数を表示します。

Change Notification Requests Queued in Memory

メモリのキューに格納される変更通知要求の数を表示します。

Total Number of Connection Clients

メモリのキューに格納される変更通知要求の数を表示します。

Replicates Created

Informixによって DBテーブル用に作成された複製の数を表示します。すべてのテーブル
に、少なくとも1個の複製が含まれます。このカウンタは、複製のセットアップ中の情報
を表示します。

Replication Status

複製の状態を表示します。

• 0 = ReplTaskスレッド初期化中

• 1 =このノードから開始された複製セットアップスクリプト
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• 2 :複製が有効です。複製が正しく設定され、データベース内のほとんどのテーブル
がクラスタのすべてのノードで同期されている必要があります。

Rすべてのテーブルが同期していることを確認するには、CLIコ
マンド utils dbreplication statusを実行します

Note

• 3 =クラスタ内での複製データの転送に問題があります。

カウンタに表示された値が 3である場合は、クラスタでの複製に
問題があります。この値は、複製がその特定のノードで問題であ

るという意味ではありません。CLIコマンド utils dbreplication
statusを実行し、障害がいつ、どこで発生したかを検出します。

Note

• 4 =複製セットアップが失敗した

電話機の概要

登録済み電話機の数、登録済み SIP電話機の数、登録済み SCCP電話機の数、一部登録済み電
話機の数、および登録試行の失敗回数など、Cisco Unified Communications Managerのノードに
関する情報を表示します。該当する場合、これにはクラスタ内のすべてのノードが含まれま

す。

Registered Devices

SIP電話機の数、SCCP電話機の数、および Unified CMに登録されている電話機の総数を
表示します。[Past 1 Minute]列には、過去 1分間に登録または登録解除された電話機の差
分を表示します。

Registration Issues

Unified CMのすべての電話機の登録に関する問題を表示します。[Failed Attempts]タブに
は電話機の登録に失敗した試行回数が表示され、[Partial Registration]タブには電話機が部
分的に登録された数が表示されます。[Past 1 Minute]列には、過去 1分間の差分値が表示
されます。

デバイスの概要

登録済み電話機デバイス、登録済みゲートウェイデバイス、登録済みメディアリソースデバ

イスなど、Unified CMノードに関する情報を表示します。[Device Summary]には、該当する場
合は、クラスタ内のすべてのノードが含まれます。

Registered Phones

Unified CMクラスタに登録された電話機の総数が表示されます。[Past 1 Minute]には、過
去 1分間に登録された電話機の総数の差分が表示されます。
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Registered Gateways

Unified CMクラスタに登録されたゲートウェイ（FXS、FXO、T1CASおよび PRI）の総数
が示されます。[Past 1 Minute]には、過去 １分間で登録されたゲートウェイの総数の差分
が表示されます。

Registered Media Resources

Unified CMクラスタに登録されたメディアリソース（MOH、MTP、XCODEおよびCFB）
の総数が表示されます。[Past 1 Minute]には、過去 1分間で登録されたメディアリソース
の総数の差分が表示されます。

Registered Other Station Devices

Unified CMクラスタに登録されたその他の端末デバイスの総数が表示されます。[Past 1
Minute]には、過去 1分間のその他の端末デバイスの総計の差分が表示されます。

Registered Services

電話機、ゲートウェイ、メディアリソース、その他の端末デバイスなど、デバイスのさま

ざまなすべてのタイプの詳細が表示されます。各タイプの詳細が別々に表示されます。

IM and Presenceの概要

PEアクティブ JSM会議

アクティブな JSM会議のパフォーマンスカウンタの数には、Cisco Presence EngineとCisco
XCP Router間でのクライアントエミュレーション会議の数が含まれます。このカウンタ
の値は、ボックスのライセンス済みユーザ数と常に同じになる必要があります。

[Past 1 Minute]には過去 60秒のカウンタ値の差分を表示します。

Active Calendar Subscriptions

[Number of Active Calendar Subscriptions]パフォーマンスカウンタには、ボックスで現在ア
クティブなカレンダサブスクリプションの数が含まれます。

[Past 1 Minute]には過去 60秒のカウンタ値の差分を表示します。

Incoming SIP Subscriptions

[Number of Active Inbound SIP Subscriptions]パフォーマンスカウンタには、IM and Presence
Serviceノードの Cisco XCP SIP Federation Connection Managerサービスによって維持されて
いる、アクティブな受信SIPサブスクリプションの現在の数が含まれます。IM and Presence
Serviceノードが SIPドメイン間フェデレーションまたは SIPドメイン内フェデレーション
に設定されている場合に、このカウンタを監視します。

[Past 1 Minute]には過去 60秒のカウンタ値の差分を表示します。

Outgoing SIP Subscriptions

[Number of Active Outbound SIP Subscriptions]パフォーマンスカウンタには、IM and Presence
Serviceノードで Cisco XCP SIP Federation Connection Managerサービスによって維持されて
いる、アクティブな発信SIPサブスクリプションの現在の数が含まれます。IM and Presence
Serviceノードが SIPドメイン間フェデレーションまたは SIPドメイン内フェデレーション
に設定されている場合に、このカウンタを監視します。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
459

ダッシュボードとレポート

IM and Presenceの概要



SubscriptionsOutと SubscriptionsInを組み合わせた合計カウントは、どの IM and Presence
Serviceノードでも 260,000を超えないようにする必要があります。

[Past 1 Minute]には過去 60秒のカウンタ値の差分を表示します。

Total Ad Hoc Chat Rooms

[Total Ad Hoc Group Chat Rooms]パフォーマンスカウンタには、ノードで現在ホストされ
ているアドホックチャットルームの総数が含まれます。

アドホックチャットルームは、すべてのユーザがルームを離れると自動的に破棄されま

す。そのため、このカウンタの値は定期的に増減します。

Note

[Past 1 Minute]には過去 60秒のカウンタ値の差分を表示します。

Total Persistent Chat Rooms

[Total Persistent Chat Rooms]パフォーマンスカウンタには、ノードでホストされた常設
チャットルームの総数が含まれます。ルーム所有者が明示的に常設チャットルームを破

棄する必要があります。このカウンタは、常設チャットルームの総数が非常に多いかどう

かを識別する場合や、いくつかの常設チャットルームが定期的には使用されなくなってい

るかどうかを識別するために監視できます。

[Past 1 Minute]には過去 60秒のカウンタ値の差分を表示します。

Cisco Jabberの概要

Jabber Login Failures

Cisco Simple Object Access Protocol（SOAP）インターフェイスによって受信され、失敗し
たログイン要求の数を表します。1分後に、カウンタには最後の60秒間のカウンタ値の差
分が表示されます。

Current Connected Jabber or XMPP Clients

個々の IM and Presence Serviceサーバの Cisco XCP Connection Managerに接続されている
XMPPクライアントの現在の数が含まれます。この数は、展開の使用パターンに基づいて
増減します。この数値が予想されるユーザベースよりも高い場合、詳細な調査が必要にな

ることがあります。1分後に、カウンタには最後の60秒間のカウンタ値の差分が表示され
ます。

IM Packets Since Last Restart

すべてのユーザ上で IM and Presence Serviceノードによって処理された IMパケットの合計
数を表示します。1分後に、カウンタには最後の60秒間のカウンタ値の差分が表示されま
す。

IM Packets in Last 60 Seconds

すべてのユーザ上で最後の 60秒間に IM and Presence Serviceノードによって処理された
IMパケットの合計数。このカウンタは、60秒ごとにゼロにリセットされます。
TotalMessagePacketsと同じ IMパケットをカウントするためのルールが適用されます。組
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織内のビジー IM時間を識別できるようにこのカウンタを監視します。1分後に、カウン
タには最後の 60秒間のカウンタ値の差分が表示されます。

学習パターン

Learned Patternレポートおよび Service Advertisement Framework（SAF）フォワーダレポート
は、コール制御ディスカバリ機能をサポートします。コール制御ディスカバリ機能を設定する

と、Cisco Unified Communications Managerは、SAFネットワークを使用するほかのリモート
コール制御エンティティにそれ自体とホスト対象のDNパターンをアドバタイズします。同様
に、これらのリモート呼制御エンティティは、Unified CMが番号分析で学習、挿入可能なホス
ト対象の DNパターンをアドバタイズします。

Descriptionカラム

リモート呼制御エンティティから学習されたパターンの名前が表

示されます。

パターン

ローカルの Unified CMが学習パターンとしてパターンをマーク
した日時が表示されます。

TimeStamp

学習パターンが到達可能または到達不能かどうかを示します。Status

学習パターンへの発信コールに使用した SAF対応トランクのプ
ロトコルが表示されます。リモートコール制御エンティティに

SAF対応トランクに設定されているQSIGトンネリングがある場
合は、データに、QSIGトンネリングが使用されたことが示され
ます。たとえば、この列には、H.323とともにEMCA表示されま
す。

Protocol

学習パターンをアドバタイズしたリモートコール制御エンティ

ティの名前が表示されます。

AgentID

学習パターンをアドバタイズしたコール制御エンティティの IP
アドレスが表示されます。また、コール制御エンティティがコー

ルの待機に使用するポート番号を表示します。

IP Address

学習パターンのPSTNフェールオーバー設定を表示します。ToDID

ローカルの Unified CMノードの IDを表示します。CUCMNodeId

ポートモニタ

ポートモニタでは、各 Cisco Unity Connectionボイスメッセージングポートのアクティビティ
をリアルタイムにモニタすることができます。この情報は、システムのポート数が多すぎるか

または不十分かを判断するために役立ちます。
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ポートモニタは、次の表に説明するような各ポートの情報を表示します。

説明フィールド

Cisco Unity Connection Administrationポートの表示名で
す。

ポート名（Port Name）

着信コールの場合、発信者の電話番号です。発信者

着信コールの場合、電話がかかっている電話番号です。Called

該当する場合は、コールがリダイレクトされた理由で

す。

理由

コールがリダイレクトされた内線番号です。コールが

複数の内線番号にリダイレクトされている場合、この

フィールドには最後の内線番号の 1つ前の内線番号が
表示されます。

Redir

コールがリダイレクトされた最後の内線番号です。最後のリダイレクト

Cisco Unity Connectionが発信者にしているカンバセー
ションの名前です。ポートでコールの処理が行われて

いない場合、ステータスは [アイドル（Idle）]と表示さ
れます。

アプリケーションのステータス

カンバセーションが現在実行中のアクションです。ポー

トでコールの処理が行われていない場合、ステータス

は [アイドル（Idle）]と表示されます。

画面のステータス

カンバセーションが実行中のアクションに関する特定

の詳細です。ポートでコールの処理が行われていない

場合、ステータスは [アイドル（Idle）]と表示されま
す。

カンバセーションのステータス

ポートの内線番号です。ポートの内線番号

Cisco Unified Communications Manager SCCP統合に対し
ては、ポートが登録されている Cisco Unified
Communications Managerノードの IPアドレスおよびポー
ト。

接続先

履歴トレンドの表示

履歴トレンド分析は、デフォルトで [System Summary]ダッシュボードの下位のダッシュレット
（[CPU Usage]、[Virtual Memory Usage]、および [Common Partition Usage]）に対して有効になっ
ています。トレンドビューグラフを表示するには、ダッシュレットの右下の [Zoom]をクリッ
クします。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
462

ダッシュボードとレポート

履歴トレンドの表示



前提条件

すべてのデバイスが Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理対象状態になっている必要があ
ります。クラスタの場合は、すべてのノードが管理対象状態になっている必要があります。

音声デバイス（Cisco Unified CM、Cisco Packaged Contact Center Enterprise、Cisco Unified Presence、
Cisco Unity Connection、Cisco Media Sense、Cisco Finesse、Cisco Unified IC、およびCisco Unified
Contact Center Express）の場合は、システム定義のダッシュボードと一緒に、デバイス関連の
メトリックのトレンドも表示できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

音声デバイス（Cisco Unified CM、Cisco Packaged Contact Center Enterprise、Cisco Unified Presence、
Cisco Unity Connection、Cisco Media Sense、Cisco Finesse、Cisco Unified IC、Cisco Unified Contact
Center Express、およびCisco Virtualized Voice Browser）の場合は、システム定義のダッシュボー
ドと一緒に、デバイス関連のメトリックのトレンドも表示できます。

•デバイス関連のメトリックは、選択するデバイスタイプによって異なります。

•履歴トレンド分析は、Cisco Unified CCE、Cisco Voice Portal、MCU/TPS、Cisco Unified
Border Element、シスコ音声ゲートウェイ、Cisco Unified Communications Manager Express、
ISDNゲートウェイなどの非音声デバイスではサポートされていません。

（注）

[Trend]ダッシュボード

メトリックのトレンドを表示するには、[Dashboard]ドロップダウンリストから [Trend]を選択
し、[Metrics Selection]ダイアログボックスからトレンドを有効にするメトリックを選択して
[Add]をクリックします。任意の数のメトリックを選択できますが、デバイスタイプごとに最
大 6個までのメトリックを選択することをお勧めします。

また、次の操作を実行できます。

•データを、チャートまたは表形式のいずれかで表示する。

• [Merge]オプションをクリックして、2つ以上のパフォーマンスメトリックについてトレ
ンドを比較する。

• [Zoom]をクリックして、トレンドグラフを詳細ビューで表示する。このオプションは、
履歴、1時間ごとの平均、最大、および最小のデータを表示する場合に便利です。詳細
ビューに表示されるズームセレクタグラフを使用して、選択した期間のトレンドを表示

するためのグラフの時間枠（x軸）のポインタを調整することができます。

•ユーザインターフェイスの右上にある [Add Graph]（+）ボタンを使用してトレンドを追加
する。

•チャートタイプを変更する。
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カスタムパフォーマンスダッシュボードの作成

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

ホームページに、カスタマイズされたダッシュボードを追加できます。[ネットワーク正常性
の概要（Network Health Overview）] > [パフォーマンス（Performance）]にグラフィカルビュー
（最大 6カウンタ）または表形式のビュー（最大 50カウンタ）のいずれかで追加することが
できます。デフォルトでは、グラフィカルビューが有効になっています。カウンタの最小、最

大、および平均の値も表示されます。

カスタムダッシュボードのすべてのメタデータはデータベースに格納されます。ただし、カウ

ンタの値はデバイスからライブで取得され、キャッシュメモリに保存されます。パフォーマン

スダッシュボードが 30分以上開いていない場合は、ポーリングが停止し、次にカスタムダッ
シュボードが起動されるときにキャッシュメモリがクリアされます。カスタムダッシュボード

カウンタの履歴傾向が有効になっている場合、ポーリングされたデータは、データベースに 7
日間保存されます。パージポリシーの詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assurance
ガイド- Advanced』の「」の章を参照してください。

（注）

グラフィカルビューでは、ポーリング間隔に指定された数秒または数分ごとに、カウンタの現

在の値を表します。線上の赤い点にマウスを合わせて、カウンタの値をヒントとして表示する

こともできます。

カウンタの最小、最大、および平均の値をグラフィカルビューで表示するには、[See Average]
をクリックします。

（注）

次のことも実行できます。

•カスタムダッシュボードへイベントを追加する。

•グラフィカルビューと表形式のビューを切り替える。

カスタマイズされたダッシュボードをグラフィカルビューで作成

する場合、または編集オプションを使用して表形式のビューから

グラフィカルビューに切り替える場合は、選択するカウンタの数

が 6以下であることを確認してください。カウンタの数が 6を超
えた場合、ダッシュボードをグラフィカルビューで表示するに

は、超過したカウンタを削除しなければなりません。

（注）

カスタムダッシュボードを作成するには:

ステップ 1 [Cluster]または [Device]ドロップダウンリストから製品とクラスタを選択します。
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ステップ 2 [Dashboard]ドロップダウンリストの横にある [+]ボタンをクリックします。

ステップ 3 [カスタムダッシュボード（Custom Dashboard）]ページで、dashboardname（//dashboardname//）を入力し、
ポーリング間隔、ビュー、およびサーバを選択します。

カスタムパフォーマンスダッシュボードからカスタムグラフの履歴データを収集できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以前の場合

異なるログインを持つ 2人のユーザが同じダッシュボード名、クラスタ、カウンタの詳細を使用
してカスタムダッシュボードを作成した場合、または異なるダッシュボード名でクラスタとカウ

ンタグループの詳細が同じカスタムダッシュボードを作成した場合、それぞれのユーザに対し

て、誤りのあるダッシュボード詳細が表示されます。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

カスタムダッシュボード名が Custom-//dashboardname//から
Custom-//dashboardname_loggedInUser//に変更され、異なるユーザがそれぞれのダッシュボード
の詳細を正しいデータで表示できるようになりましたが、ダッシュボード名、クラスタ名、およ

びカウンタグループの詳細は同じままです。

（注）

グラフィカルビューでカスタムダッシュボードの作成時に、選択したパフォーマンスカウンタの履歴傾

向を有効にすることができます。カスタムダッシュボードを表形式のビューで作成する場合、またはグラ

フィカルビューから表形式のビューへ切り替える場合は、このオプションは無効です。グラフィカルビュー

から表形式のビューに切り替えたときに、履歴傾向データが失われたことを示す警告メッセージが表示さ

れます。

• [履歴傾向（Historical Trend）]オプションを有効にするには、ポーリング間隔を 60秒以上に
する必要があります。

• 10個以上のコミュニケーションマネージャノードを含むメガクラスタがある場合、ポーリ
ング間隔は 30秒以上に設定する必要があります。

（注）

ステップ 4 [Select Performance Counters]ペインから適切なパフォーマンスカウンタを選択します。カウンタグループ
を展開してカウンタを選択します。カウンタに対応するインスタンスが、[Select Instances]ペインに表示さ
れます。

ステップ 5 インスタンスを選択して [Add]をクリックします。

[Select Performance Counters]または [Select Instances]ペインで有効な検索オプションを使用して、
カウンタグループ、カウンタ、またはインスタンスに対して大文字/小文字を区別する検索を実行
することもできます。

（注）

ステップ 6 [Create]をクリックします。

[Edit]および [Delete]ボタンを使用して、作成したカスタムダッシュボードを編集または削除できます。
新しいパフォーマンスカウンタイベントの作成については、を参照してください。カスタムダッシュボー

ドからカスタムイベントを作成する場合は、クラスタの詳細を指定する必要はありません。

[カスタムダッシュボードの編集（Edit Custom Dashboard）]または [カスタムダッシュボードの削
除（Delete Custom Dashboard）]ダイアログボックスには、ダッシュボード名のみが表示されます。

（注）
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ダッシュレットの右下にある [Zoom]リンクをクリックすると、パフォーマンスカウンタの [Trend View]
グラフが表示されます。[Trend View]グラフで使用可能な [Export]オプションを使用して、CSVまたはPDF
の形式で履歴傾向データをエクスポートすることができます。

[Merge]をクリックして、作成した 1つ以上のダッシュレットに対して [Merge View]グラフを表示するこ
ともできます。収集した傾向データは 7日間保管された後、消去されます。

[Zoom]オプションと [Merge]オプションは、カスタムダッシュボードで履歴傾向オプションが有
効になっている場合のみ使用できます。

（注）

カスタマイズされたダッシュボードの追加

ホームページに、カスタマイズされたダッシュボードを追加できます。

また、次の操作を実行できます。

•既存のダッシュレットを別のダッシュボードに追加します。

•ダッシュレットをドラッグアンドドロップして、ダッシュボードの下に移動します。

新規ダッシュボードを追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 ホームページの右上隅にある [設定（Settings）]「」アイコンをクリックし、[新規ダッシュボードの追加
（Add New Dashboard）]をクリックします。

ステップ 2 表示されたボックスに任意の名前を入力し、[適用（Apply）]をクリックします。

ステップ 3 [Add Dashlet(s)]をクリックします。

ステップ 4 追加するダッシュレットの横にある [追加（Add）]をクリックします。
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第 24 章

Cisco Prime Collaboration Assuranceレポー
ト

このセクションでは、次の点について説明します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceレポート（467ページ）
• Cisco Prime Collaboration Assuranceレポートを生成するための前提条件（468ページ）
• CDRデータソースコール詳細レコード NAMクレデンシャルの更新（468ページ）
•コール分類（477ページ）
• SFTP設定項目の設定（489ページ）
•管理レポート（494ページ）
• CDRおよび CMRのコールレポート（495ページ）
• NAM & Sensor Report（510ページ）
•セッションレポート/会議レポート（520ページ）
• TelePresenceエンドポイントレポート（522ページ）
• [CUCMレポートの起動（Launch CUCM Reports）]（524ページ）
•その他のレポート（524ページ）
•スケジュール済みレポート（530ページ）
• 2,000件を超えるレコードを含むレポートのデータへのアクセス（533ページ）
•ファイルのダウンロードに関する問題のトラブルシューティング（534ページ）

Cisco Prime Collaboration Assuranceレポート
この章では、Cisco Prime Collaboration Assuranceレポートのさまざまなレポートについて説明
します。
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Cisco Prime Collaboration Assuranceレポートを生成するた
めの前提条件

Cisco Prime Collaboration Assuranceレポートを使用すると、問題領域を特定し、最も頻繁に使
用されているエンドポイントと使用頻度の最も少ないエンドポイントを特定して、将来の展開

で必要な場所とエンドポイントの種類を判断できます。

前提条件：

•データソースのクレデンシャルを更新します。「CDRデータソースコール詳細レコード
NAMクレデンシャルの更新」を参照してください。

•（ボイスコールレポート用の）コールを分類し、ダイヤルプランを追加して、ゲートウェ
イコードを設定します。「コール分類」を参照してください。

• SFTPを設定します。「SFTP設定項目の設定」を参照してください。

• Unified CMデバイスは、Managedの状態である必要があります。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceを、Unified CMで課金サーバとして追加する必要があ
ります。

CDRデータソースコール詳細レコードNAMクレデンシャ
ルの更新

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Unified CM clusters またはCisco Prime Virtual Network
Analysis Module（Prime vNAM）から、SCS（損失が 5 %を超えた秒数）コールの音声品質が
ユーザ定義の品質しきい値を満たしていない場合は、SNMPトラップを送信します。

Cisco Unified CMは、Cisco Voice Transmission Quality（CVTQ）アルゴリズムを使用して、コー
ル全体のMOS値を計算します。コールの終了時に、Cisco Unified CMはコール詳細レコード
（CDR）と Call Management Records（CMRs）にデータを保存します（CDRと CMRの詳細に
ついては、『Cisco Unified Communications Managerコール詳細レコードアドミニストレーショ
ンガイド』を参照してください）。

Unified Communications Managerパブリッシャサーバにクレデンシャルを提供するには、次の
手順を実行します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceにクレデンシャルを提供する。

•クレデンシャルを最新の状態に保つ（Unified Communications Managerパブリッシャサー
バのクレデンシャルを更新するときは常に、Cisco Prime Collaboration Assuranceの対応す
るクレデンシャルも更新する）。
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クレデンシャルを更新するには、 [CDSソース設定（CDR Source Settings）] > [通話品質デー
タソース管理（Manage Call Quality Data Sources）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

クレデンシャルを更新するには、 [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report
Administration）] > [CDSソース設定（CDR Source Settings）] > [通話品質データソース管理
（Manage Call Quality Data Sources）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

クレデンシャルを更新するには、[インベントリ（Inventory）]> [インベントリ管理（Inventory
Management）] > [NAMの設定（Configure NAM）]を選択します。

Prime NAMへのデータソースのクレデンシャルの追加
Prime NAMサーバにクレデンシャルを追加するには、次のようにします。

ステップ 1 選択 [アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [CDR Source Settings] > [Manage Call Quality
Data Sources]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [CDSソース設定（CDR
Source Settings）] > [通話品質データソース管理（Manage Call Quality Data Sources）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [NAMの設定
（Configure NAM）]。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックし、必要なデータを入力します。ここでは、すべてのフィールドが必須です。

ステップ 3 [OK]をクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

[保存（Save）]をクリックします。

ホスト名または IPアドレスを、指定された形式で入力してください。ホスト名は必ず IPアドレ
スで解決可能でなくてはなりません。解決可能でない場合は、エラーメッセージが表示されます。

[NAMの設定（Configure NAM）]ウィザードには、NAM設定の [ステータス（Status）]が、[ス
テータス理由（Status Reasons）]と共に表示されます。ステータスには、成功、検証、および失敗
があります。

（注）

ステップ 4 [更新（Refresh）]ボタンをクリックすると、クレデンシャルの情報がユーザインターフェイスに反映され
ます。

クレデンシャルを編集または削除するには、選択したクレデンシャルのチェックボックスをオンにしてか

ら、[編集（Edit）]または [削除（Delete）]をクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合
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[更新（Refresh）]アイコンをクリックして、最新の NAMクレデンシャルステータスを表示します。

クレデンシャルを編集するには、選択したクレデンシャルのチェックボックスをオンにして、必要な変更

を行います。

[選択数/<行の合計数>（Selected count/<total number of rows>）]：選択した行数を、テーブルの行
の合計数で割った値が表示されます。

（注）

複数の Prime NAMクレデンシャルの削除

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [NAMの設定（Configure
NAM）]の順に選択します。

ステップ 2 選択したクレデンシャルのチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [Delete]をクリックします。

選択した NAMを削除するかどうかを確認するメッセージがポップアップ表示されます。

NAMの削除中にエラーが発生した場合は、ログを確認します。（注）

複数の Prime NAMクレデンシャルの確認

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [NAMの設定（Configure
NAM）] の順に選択します。

ステップ 2 クレデンシャルを確認する NAMを選択します。

ステップ 3 [Verify（検証）]をクリックします。

NAMが [Verifying（Verifying）]「」の状態にある間は、NAMを [検証（Verify）]または [削除
（Delete）]できます。NAMを検証または削除しようとすると、NAMが [Verifying（Verifying）]
「」の状態にあるときに NAMのクレデンシャルを削除または検証できないことを示すメッセー
ジが表示されます。

（注）

複数の NAMクレデンシャルの追加
複数の NAMクレデンシャルを追加するには、Prime NAMの詳細を含む CSVファイルをイン
ポートします。
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CSV（コンマ区切り値）形式は、スプレッドシートとデータベースの最も一般的なインポート
およびエクスポート形式です。

CSVファイルの準備

CSVファイルは、デフォルトのMicrosoft Excelスタイルの CSVファイルに基づいています。
CSVファイルには、それぞれに多数の列がある、多数の行が含まれています。フィールドはコ
ンマで区切られており、コンマや改行など、文字どおり処理する必要があるコンテンツは引用

符で囲みます。

CSVファイルの要件

CSVファイルには、「よく整えられた形式」以外にも、次の要件があります。

各 CSVファイルには、1つのヘッダー行があります。

CSファイルをインポートする場合は、CSVファイルのヘッダー行を使用して、CSVファイル
の 2行目以降のデータをデータベース内のフィールドにマップする方法を決めます。

ヘッダー行は、区切り記号（各列を区切るコンマを除く）を含めないようにする必要があり、

これを行わないとインポータが正しく機能しない場合があります。

CSVは、6ヘッダーと 7ヘッダーの 2種類のヘッダーファイル形式をサポートしています。

• 12.1以前のバージョンでは、ホスト名と IPアドレスが 2つの異なるフィールドであった
ため、7ヘッダー形式になっていました。

• 12.1 Service Pack 3では、1つのフィールドでホスト名と IPアドレスの両方をサポートす
るため、6ヘッダー形式になっています。

CSVファイルには、各 Prime NAMサーバで次の詳細情報を含める必要があります。

HostNameを含む 6ヘッダーファイル形式の CSV

Passwordユーザ名ポートプロトコルHostNameDisplayName

Atlas!123admin80HTTPnam.atlas.localnam

IPAddressを含む 6ヘッダーファイル形式の CSV

Passwordユーザ名ポートプロトコルIPAddressDisplayName

Nam!123admin180HTTP10.104.243.11NAM

12.1 Service Pack 3以降では、NAMのインポートでは 6ヘッダーファイル形式の使用が推奨さ
れています。11.6以前のバージョンでインポートされたファイルがある場合、同じヘッダー
ファイルは 12.1 Service Pack 3以降のリリースで再度使用することができます。
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•行が空白のままであり、各レコードが 1行になっていることを確認します。

•先頭と末尾の空白文字は無視されます。

•改行が埋め込まれています。

•ホスト名は IPアドレスへと解決できる必要があります。

（注）

Prime NAMクレデンシャルのインポート

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [NAMの設定（Configure
NAM）]の順に選択します。

ステップ 2 [NAMのインポート（Import NAM）]セクションで、[ファイルの選択（Choose File）]ボタンをクリックし
てローカルの csvファイルを参照し、[インポート（Import）]をクリックして、NAMを CSV形式でイン
ポートします。

ステップ 3 [インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 4 [更新（Refresh）]アイコンをクリックして、最新の NAMクレデンシャルステータスを表示します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

クレデンシャル検証：エラーメッセージ

次の表は、クレデンシャル検証のエラーメッセージです。これらのメッセージは、NAMイン
ポートの一部として導入されました。

解決策状態成功/エラーメッセージ

成功メッセージすべての NAMレコードが正
常にインポートされました

IMPORT_PROCESS_

SUCCESS_MESSAGE
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解決策状態成功/エラーメッセージ

次のいずれかの原因により失

敗しました。

IMPORT_PROCESS_

SKIPPED_FEW_RECORDS

1.「すべての NAMレコード
が正常にインポートされませ

んでした。レコードのホスト

名を解決できませんでした。

インポートファイルを確認し

てください。問題が解決しな

い場合は、ログを確認してく

ださい」。

2.「すべての NAMレコード
が正常にインポートされませ

んでした。レコードの IPアド
レスを解決できませんでし

た。インポートファイルを確

認してください。問題が解決

しない場合は、ログを確認し

てください」。

3.「すべての NAMレコード
が正常にインポートされませ

んでした。レコードのホスト

名または IPアドレスを解決で
きませんでした。インポート

ファイルを確認してくださ

い。問題が解決しない場合

は、ログを確認してくださ

い」。

重複するものがないか確認

し、IPアドレスなどの正しい
データを入力します。

「すべての NAMレコードが
正常にインポートされません

でした。インポートファイル

を確認してください。問題が

解決しない場合は、ログを確

認してください」。

IMPORT_PROCESS_FAILURE

ファイルをCSV形式でのみイ
ンポートしてください。

「インポートされたファイル

の形式が正しくありません。

正しい形式についてはユーザ

ガイドを確認し、ファイルを

CSV形式のみでインポートし
てください」。

INCORRECT_FILE_FORMAT
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解決策状態成功/エラーメッセージ

正しいヘッダーを含むファイ

ルを選択してください。

「ファイルヘッダーが正しく

ありません。正しい形式につ

いては、ユーザガイドを確認

してください」。

IMPORT_FILE_

HEADERS_EMPTY

NAMデータを入力してくださ
い。

「インポートされたファイル

のコンテンツが空であるか、

適切ではありません。正しい

形式については、ユーザガイ

ドを確認してください」。

IMPORT_FILE_

CONTENT_EMPTY

複数のデータソースクレデンシャルの追加

複数のデータソースクレデンシャルを追加するには、Prime NAMまたはクラスタの詳細を含
む csvファイルをインポートします。

csvファイルには、各 Prime NAMサーバまたは Cisco Unified CMサーバの以下の詳細が含まれ
ている必要があります。

•表示名

• IPアドレス

•ホスト名

•プロトコル

•ユーザ名

• [パスワード（Password）]

複数の Prime NAMまたはクラスタのクレデンシャルを追加するには、次のようにします。

ステップ 1 移行方法 [アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [CDSソース設定（CDR Source Settings）] >
[通話品質データソース管理（Manage Call Quality Data Sources）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [CDSソース設定（CDR
Source Settings）] > [通話品質データソース管理（Manage Call Quality Data Sources）]。

ステップ 2 [インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 3 [インポート（Import）]ダイアログボックスで、ローカルcsvファイルを参照し、[インポート（Import）]
をクリックします。
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ステップ 4 [更新（Refresh）]ボタンをクリックすると、クレデンシャルの情報がユーザインターフェイスに反映され
ます。

NAMクレデンシャルを使用した問題のトラブルシュートとクレデン
シャルの確認

Cisco Prime Collaboration Assuranceに問題が発生し、NAMにコンタクトまたは接続できなくな
ると、コールデータと設定データの収集や分析が中断される場合があります。その場合は、次

を行ってください。

•クレデンシャルが有効であり、Cisco Prime Collaboration Assuranceがアクティブにデータ
を取得していることを確認します。

• NAMのクレデンシャルステータスやレポートに問題（時間差が著しいなど）があると思
われる場合は、トラブルシュートを行ってください。

ステップ 1 次のトラブルシュートを行います。

Cisco Unified CMの場合:次の操作を実行します。

• Cisco Unified CMのクラスタのクレデンシャルが、Cisco Prime Collaboration Assuranceのクレデンシャ
ルと一致し、（必要に応じて）正しいことを確認します。

• DNSパラメータが Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバで正しく指定されていること、および
Cisco Unified CMホスト名が DNSに追加されていることを確認します。（Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、正しい名前を取得するために、Cisco Unified CMの IPアドレスを解決できる必要があり
ます）。

•クラスタとCisco Prime Collaboration Assuranceの間で、正常なデータ交換を妨げる既知の問題があるか
どうかをチェックします。

•この問題は、Cisco Prime Collaboration Assuranceと Cisco Unified CMの間の接続が切れた後に、再度確
立した後で発生する可能性があります。Cisco Unified CMは、最初に古いファイルを Cisco Prime
Collaboration Assuranceに送信します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceが依存しているクレデンシャルは、Cisco Unified CMプラットフォー
ムで変更される可能性があります。この問題が発生した場合は、UnifiedCMの管理者に問い合わせて、
正しいクレデンシャルを取得してください。必要に応じて、Cisco Prime Collaboration Assuranceでクレ
デンシャルを更新します。

ステップ 2 クレデンシャルを確認します。

a) 移行方法 [アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [CDRソース設定（CDR Source
Settings）] > [通話品質データソース管理（Manage Call Quality Data Sources）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合
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移行方法 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [CDSソース設定（CDR
Source Settings）] > [通話品質データソース管理（Manage Call Quality Data Sources）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

[インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [NAMの設定（Configure
NAM）]の順に選択します。

b) クレデンシャルを確認する NAMを選択します。
c) [Verify（検証）]をクリックします。

データソースクレデンシャルを使用した問題のトラブルシューティ

ングおよびクレデンシャルの確認

Cisco Prime Collaboration Assuranceによるデータソースへのアクセスや接続を妨げる問題が発
生すると、コールデータと設定データの収集と分析が中断される場合があります。[DataSource
Management]ページの情報を使用すると、次のことができます。

•クレデンシャルが有効であり、Cisco Prime Collaboration Assuranceがアクティブにデータ
を取得していることを確認します。

•データソースクレデンシャルやレポートに問題の可能性が見られる場合（時間差が著し
い場合など）にトラブルシューティングを行う。

ステップ 1 詳細情報を表示するには、[データソース管理（Data Source Management）]ページで、[ステータス（status）]
リンクをクリックします。

表示される情報には、問題の詳細や、トラブルシューティングの必要性の有無が記録されている場合があ

ります。

ステップ 2 次のトラブルシュートを行います。

Cisco Unified CMの場合:次の操作を実行します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceとクラスタとの最後に成功した通信が最近のものであることを確認
します。前回の通信ステータスが成功であっても、場合によっては、Cisco Prime Collaboration Assurance
はデータを受信しているのではなく、データ受信を待機しているだけという可能性があります。

• Cisco Unified CMのクラスタのクレデンシャルが、Cisco Prime Collaboration Assuranceのクレデンシャ
ルと一致し、（必要に応じて）正しいことを確認します。

• DNSパラメータが Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバで正しく指定されていること、および
Cisco Unified CMホスト名が DNSに追加されていることを確認します。（Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、正しい名前を取得するために、Cisco Unified CMの IPアドレスを解決できる必要があり
ます）。
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•クラスタとCisco Prime Collaboration Assuranceの間で、正常なデータ交換を妨げる既知の問題があるか
どうかをチェックします。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceがデータを破棄しているとコールデータステータスが示している
場合は、待機するか、予防措置を実施します。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Unified CM 6.x
以降から古いデータを受信するとデータを破棄します。この問題は、Cisco Prime Collaboration Assurance
と Cisco Unified CMの間の接続が切れた後に、再度確立した後で発生する可能性があります。Cisco
Unified CMは、最初に古いファイルを Cisco Prime Collaboration Assuranceに送信します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceが依存しているクレデンシャルは、Cisco Unified CMプラットフォー
ムで変更される可能性があります。この問題が発生した場合は、UnifiedCMの管理者に問い合わせて、
正しいクレデンシャルを取得してください。必要に応じて、Cisco Prime Collaboration Assuranceでクレ
デンシャルを更新します。

ステップ 3 クレデンシャルを確認します。

a) 移行方法 [アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [CDSソース設定（CDR Source
Settings）] > [通話品質データソース管理（Manage Call Quality Data Sources）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [CDSソース設定（CDR
Source Settings）] > [通話品質データソース管理（Manage Call Quality Data Sources）]。

b) クレデンシャルを確認するデータソースを選択します。
c) [確認（Verify）]をクリックします。

コール分類
Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、コール分類を使用して、コール詳細レコード（CDR）
レポートのコールを分類します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次のデータを分析して、コールがシステム定義のコー
ルカテゴリに該当するかどうかを判別します。

• CDRからの詳細

•ソースエンドポイントとターゲットエンドポイントのデバイスタイプ。

•コールの方向（着信または発信）

•プロトコル（H.323、MGCP、または SIP）

7日より古い CDRレポートはパージされます。（注）
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次の表では、コールカテゴリのタイプと名前の一覧を示し、各カテゴリタイプに含まれるコー

ルについて説明します。

カテゴリ名説明カテゴリタイプ

Unity Voicemail：ボイスメール
コールのシステム定義基準を

満たすコール。Cisco Unityや
Cisco Unity Connectionとの間
で送受信されるコールなどが

該当します。

このカテゴリタイプ

にユーザ定義のカテ

ゴリ名を追加するこ

とができます。

（注）

ボイスメールとの間でのコー

ル。

ボイスメール

Conference Bridge：会議ブリッ
ジを使用するコールのシステ

ム定義基準を満たすコール。

このカテゴリタイプ

にユーザ定義のカテ

ゴリ名を追加するこ

とができます。

（注）

会議システムとの間で送受信

されるコール。

会議

• ICT GK Controlled：ゲート
キーパーにより制御され

る ICTコール。

• ICT Non-GK Controlled：
ゲートキーパーにより制

御されない ICTコール。

クラスタ間トランク（ICT）と
の間で送受信されるコール。

ICT

• MGCP Gateway Outgoing：
MGCP音声ゲートウェイ
へのコール。

• H.323 Gateway Outgoing：
H.323音声ゲートウェイへ
のコール。

• H.323 Trunk Outgoing：
H.323トランクへのコー
ル。

SIP Trunk Outgoing：SIP
トランクへのコール。

音声ゲートウェイまたはトラ

ンクへのコール。オフネット

コールのみが対象となりま

す。

ユーザ定義ダイヤル

プランは、
VG/Trunk-Outgoing
コールカテゴリの

コールに適用されま

す。

（注）

VG/Trunk-Outgoing
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• MGCP Gateway Incoming：
MGCP音声ゲートウェイ
からのコール。

• H.323 Gateway Incoming：
H.323音声ゲートウェイか
らのコール。

• H.323 Trunk Incoming：
H.323トランクからのコー
ル。

SIP Trunk Incoming：SIP
トランクからのコール。

音声ゲートウェイまたはトラ

ンクへのコール。オフネット

コールのみが対象となりま

す。

VG/Trunk-Incoming

Tandemタンデムコールは、両方のエ

ンドポイントが音声ゲート

ウェイまたはトランクである

場合に発生します。

Tandem

• OnNet H.323 Trunk。

• OnNet SIP Trunk。

一方のエンドポイントがトラ

ンクであり、オフネットコー

ルではないコール。

たとえば、トランクはWebex
または PBXへの接続に使用す
ることができます。

OnNet Trunk

内部。上記のどのカテゴリにも該当

しないコール。たとえば、一

方のエンドポイントが IPフォ
ンで、もう一方のエンドポイ

ントが音声ゲートウェイであ

り、オフネットコールではな

いコールなどが該当します。

内部

不明。システム関連の理由により、

Prime Collaborationでエンドポ
イントのデバイスタイプを特

定できませんでした。

不明

次のような場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceは、ユーザ定義のコールカテゴリにコー
ルを配置します。

•コールがすでに内部、VG/Trunk-Outgoing、またはOnNet Trunkコールとして分類されてい
る。

•ユーザ定義ダイヤルプランがコールが発生したクラスタに割り当てられている。
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OffNetおよび OnNetNetコールを理解する
少なくとも一方のエンドポイントがゲートウェイまたはトランクで、そのエンドポイントが次

のいずれかを満たす場合、コールはオフネットと見なされます。

• [Call Classification]パラメータは、Unified CM（管理）のゲートウェイ設定またはトランク
設定で OffNetに設定されています。

• Unified CMでは、次の両方の条件を満たしています。

[Call Classification]パラメータがゲートウェイの設定またはトランクの設定で [System
Default]に設定されている。

[System Default]サービスパラメータが [Offnet]に設定されている。

•エンドポイントがアナログゲートウェイである。

オフネットコールの基準を満たさないコールはすべてオンネットコールと見なされます。

コールカテゴリの作成

ダイヤルパターンをダイヤルプランに追加するときに、コールカテゴリ名を作成することが

できます。

コールカテゴリを追加するには、次のオプションを選択します。 [CDR分析の設定（CDR
Analysis Settings）] > [コールカテゴリの設定（Set Call Category）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [アラームとレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [CDR分析の設定
（CDR Analysis Settings）] > [コールカテゴリの設定（Set Call Category）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

コールカテゴリを追加するには、[アラームとレポートの管理（Alarm&ReportAdministration）]
> [CDR分析の設定（CDR Analysis Settings）] > [コールカテゴリの設定（Set Call Category）]
を選択します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、いくつかの定義済みのコールカテゴリのセットがサ
ポートされています。これらは、Cisco Prime Collaboration Assuranceでコールカテゴリがどの
ように使用されるかを決定するものです。

定義済みのコールカテゴリのセットには、Unityボイスメール（Unity Voicemail）、ローカル
（Local）、長距離（Long Distance）、国際（International）、緊急（Emergency）、サービス
（Service）、および無料通話（Toll Free）があります。

カスタムコールカテゴリの作成

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、カスタムコールカテゴリを作成することもできま
す。
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ステップ 1 [アラームとレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [CDR分析の設定（CDR Analysis Settings）]
> [コールカテゴリの設定（Set Call Category）]の順にクリックします。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックして、カスタムコールカテゴリを作成します。テーブルの最後に新しい行が表
示されます。

ステップ 3 ドロップダウンから [コールカテゴリの種類（Call Category Type）]を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

新しいコールカテゴリを作成して、そのチェックボックスをオンにすると、既存のコールカテゴリを変更

したり、複数のチェックボックスをオンにして、コールカテゴリを [削除（Delete）]したりできます。

ダイヤルプランの追加

ダイヤルプランには一意の名前が必要です。フリーダイヤル番号のセットを登録することもで

きますが、ダイヤルパターンのセットを必ず登録する必要があります。ダイヤルパターンで

はコールカテゴリの名前とタイプが識別されています。ダイヤルパターンで指定されている

ルールまたはパターンと電話番号が一致すると、コールは該当するカテゴリに分類されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、デフォルトのダイヤルプランが提供されます。これ
を基にして、独自のダイヤルプランを定義できます。デフォルトダイヤルプランには、デフォ

ルトのダイヤルパターン（コールカテゴリの名前、タイプ、ルール）があります。ダイヤル

プランを設定すると、コールカテゴリを更新し、デフォルトのダイヤルプランで指定された

ルールの追加、変更、および削除を行うことができます。

ダイヤルプランは複数作成することができます。1つのクラスタに割り当てることができるダ
イヤルプランは 1つだけですが、同じダイヤルプランを複数のクラスタに割り当てることは
できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以前の場合

ダイヤルプランを追加するには、次のオプションを選択します。。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

ダイヤルプランを追加するには、次のオプションを選択します。 [アラームおよびレポート管
理（Alarm & Report Administration）] > [CDR分析の設定（CDR Analysis Settings）] > [ダイ
ヤルプランの設定（Dial Plan Configuration）]。

ダイヤルプランを割り当てるには、次のオプションを選択します。 [アラームおよびレポート
管理（AlarmおよびReport Administration）] > [CDR分析の設定（CDR Analysis Settings）] >
[ダイヤルプランの設定（Dial Plan Configuration）]。

デフォルトのダイヤルプランを理解する

ダイヤルプランの追加時に、デフォルトダイヤルプランのコピーが表示され、更新できるよ

うになります。次の操作を実行できます。
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•独自のコールカテゴリ名を定義する。ただし、利用可能なコールカテゴリタイプから選
択する必要があります

•既存のコールカテゴリ名から選択する。

•ダイヤルパターンを追加、更新、または削除する

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

•既存のコールカテゴリ名から選択する。

•ダイヤルパターンを追加、更新、または削除する

ダイヤルプランの設定中の変更は、デフォルトダイヤルプランには影響しません。デフォル

トダイヤルプランは北米番号計画（NANP）に基づいています。

次の表に、デフォルトのダイヤルプラン値を示します。

プライオリ

ティ

説明コールカテ

ゴリタイプ

コールカテ

ゴリ名

デフォルト

パターン

文字数状態

1ダイヤルさ

れた番号が

3桁より長
く、011で
始まってい

る場合は、

このコール

は「国際」

として分類

されます。

国際国際011!3>

2ダイヤルさ

れた番号が

7桁で、パ
ターンが !
（1桁以
上、この例

では 7桁の
番号）の場

合、この

コールは

「ローカ

ル」として

分類されま

す。

ローカルローカル!7=
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3ダイヤルさ

れた番号が

10桁で、パ
ターンが T!
（1桁以
上、この例

ではダイヤ

ルプランで

定義されて

いるフリー

ダイヤル番

号のいずれ

かで始まる

10桁の番
号）の場

合、この

コールは

「トールフ

リー」とし

て分類され

ます。

トールフ

リー

トールフ

リー

T!10=

4ダイヤルさ

れた番号が

10桁で、パ
ターンが G!
（1桁以
上、この例

では Cisco
Prime
Collaboration
Assuranceで
定義されて

いるゲート

ウェイコー

ドで始まる

10桁の番
号）の場

合、この

コールは

「ローカ

ル」として

分類されま

す。

ローカルローカルG!10=
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5ダイヤルさ

れた番号が

10桁で、パ
ターンが !
（1桁以
上、この例

では 10桁の
番号）の場

合、コール

は「長距

離」として

分類されま

す。

長距離長距離!10=

6ダイヤルさ

れた番号が

11桁で、パ
ターンが T!
（1桁より
長い。ここ

では、ダイ

ヤルプラン

で定義され

ているフ

リーダイヤ

ル番号のい

ずれかで始

まる 11桁の
番号）の場

合、この

コールは

Toll Freeと
して分類さ

れます。

トールフ

リー

トールフ

リー

T!11=
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7ダイヤルさ

れた番号が

11桁で、パ
ターンが

XG!（1桁
以上、この

例では任意

の数字 1文
字で始ま

り、Cisco
Prime
Collaboration
Assuranceで
定義されて

いるゲート

ウェイコー

ドが続く 11
桁の番号）

の場合、こ

のコールは

Localとして
分類されま

す。

ローカルローカルXG!11=

8ダイヤルさ

れた番号が

11桁で、パ
ターンが !
（1桁以
上、この例

では 11桁の
番号）の場

合、コール

は「長距

離」として

分類されま

す。

長距離長距離!11=

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、クラスタに割り当てられているダイヤルプランでフ
リーダイヤルコードが定義されている場合、コールが「トールフリー」として分類されます。

（注）

ダイヤルプランにダイヤルパターンを追加

追加または編集するダイヤルパターンを、ダイヤルプランに追加することができます。
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Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以前の場合

ステップ 1 選択 [CDR分析の設定（CDR Analysis Settings）] > [ダイヤルプランの設定（Dial Plan Configuration）]。
[追加（Add）]をクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

選択 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [CDR分析の設定（CDR Analysis
Settings）] > [ダイヤルプランの設定（Dial Plan Configuration）]。[Add]をクリックします。

[ダイヤルパターンの追加（Add Dial Pattern）]ダイアログボックスが表示されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

[アラームとレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [CDR分析の設定（CDR Analysis Settings）]
> [ダイヤルプランの設定（Dial Plan Configuration）]の順に選択します。

名前を入力して、[ダイヤルプラン名（Dial Plan Name）]フィールドに新しいダイヤルプランを追加しま
す。

表の最後で +（追加）をクリックして、ダイヤルパターンを追加します。

新しい行が作成されます。

ステップ 2 次の各フィールドにデータを入力して、ダイヤルパターンを作成します。

• [条件（Condition）]：文字の数に適用されます。次のいずれかを選択します。

•左向き矢印（& lt;）：未満

•右矢印（& gt;）：より大きい

•等号（=）：等しい

• [文字数（Number of Chars）] :プラス（+）、シャープ（#）、アスタリスク（*）、コンマ（,）、アッ
トマーク（@）を含む、数字と数字以外の文字の合計数を入力します。ダイヤルパターンが適用され
る電話番号の文字数を表します。

• [パターン（Pattern）]：パターンを入力して、数字に適用します。次のようになります。

• Gは数字がゲートウェイコードを表していることを示します。

• Tは、Cisco Prime Collaboration Assuranceがダイヤルプランで設定されたフリーダイヤル番号と比
較されることを示します。

• !は、複数の数字（1234または 5551234のように、長さが 1桁より大きい任意の数字）を示しま
す。

• Xは 1桁の数値（0、1、または 9など）を示します。

• Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

[コールカテゴリ名（Call Category Name）]：次のラジオボタンのいずれかを選択し、必要に応じてデー
タを指定します。
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• [既存（Existing）]：既存のコールカテゴリ名を選択します。

• [新規（New）]：一意の名前を入力し、コールのカテゴリタイプを選択します。

• Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

[コールカテゴリ名（Call Category Name）]：[コールカテゴリの設定（Set Call Category）]「」ユーザ
インターフェイスを使用して設定されたドロップダウンリストから、既存のコールカテゴリ名を選択

します。

ステップ 3 [OK]をクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

[保存（Save）]をクリックします。

行がテーブルに追加されます。

VG/トランクへの発信、内戦コール、OnNetトランクコールにダイヤルパターンを割り当てる

次の表に、ユーザ定義のダイヤルプランから、Internal、VG/Trunk-Outgoing、OnNet Trunkの
コールカテゴリにダイヤルパターンを割り当てる方法を示します。

対象となるコールのシステム

定義カテゴリ

適用先の電話番号の種類Cisco Prime Collaborationによっ
て、このカテゴリタイプのダ

イヤルパターンが割り当てら

れます。

VG/Trunk-Outgoing接続先•会議

•緊急

•国際

•ローカル

•長距離

•サービス

•トールフリー

• [ボイスメール
（Voicemail）]

送信元•会議

•ボイスメール
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対象となるコールのシステム

定義カテゴリ

適用先の電話番号の種類Cisco Prime Collaborationによっ
て、このカテゴリタイプのダ

イヤルパターンが割り当てら

れます。

•内部

• OnNet Trunk

•送信元

•送信先

•会議

•ボイスメール

ダイヤルプランの編集

ダイヤルプランを編集できます。ダイヤルプランの編集中に、ダイヤルパターンの追加、編

集、または削除を行うことができます。

ステップ 1 [アラームとレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [CDR分析の設定（CDR Analysis Settings）]
> [ダイヤルプランの設定（Dial Plan Configuration）]の順に選択します。

ステップ 2 [編集（Edit）]アイコンをクリックして、ダイヤルパターンを変更します。

ステップ 3 必要な変更を加えます。

ステップ 4 既存のダイヤルパターンを変更するには、「「ダイヤルプランの追加」」のステップ 3を行います。

ステップ 5 [保存（Save）]アイコンをクリックします。テーブルの行が更新されます。

ダイヤルプランの削除

ダイヤルプランを削除することができます。

ステップ 1 該当する行を選択して [削除（Delete）]ボタンをクリックすると、ダイヤルプランが削除されます。

ステップ 2 [保存（Save）]をクリックして、すべての変更をダッシュレットに保存します。

[キャンセル（Cancel）]をクリックして終了します。

ゲートウェイコードの設定

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、設定されているゲートウェイコードを使用して、外部
コールのコール分類を決定します。

ゲートウェイコードがすでに設定されているゲートウェイを表示するには、クラスタを選択し

て [表示（View）]をクリックします。ゲートウェイコードレポートには、メディアゲート
ウェイ制御プロトコル（MGCP）、および H323ゲートウェイのみが表示されます。アナログ
のシグナリング接続制御部（SCCP）ゲートウェイは表示されません。

（注）
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ゲートウェイコードを設定するには、次のようにします。

ステップ 1 移行方法 [アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [CDR分析の設定（CDR Analysis Settings）] >
[ゲートウェイコードの設定（Gateway Code Configuration）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [CDR分析の設定（CDR
Analysis Settings）] > [ゲートウェイコードの設定（Gateway Code Configuration）]。

ステップ 2 [ゲートウェイコード概要（Gateway Code Summary）]ページでクラスタを選択し、[ゲートウェイコードの
管理（Manage Gateway Code）]をクリックします。

ステップ 3 ゲートウェイコードを入力し、[適用（Apply）]をクリックします。

SFTP設定項目の設定
Unified Communications Managerを使用してコールを監視する場合は、SFTPを設定する必要が
あります。

SFTPを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 移行方法 [アシュアランス管理（Assurance Administration）] > [CDRソース設定（CDR Source Settings）] >
[CUCM SFTPクレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [CDRソース設定（CDR
Source Settings）] > [CUCM SFTPクレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [CUCM/SFTPク
レデンシャル（CUCM/SFTP Credentials）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。[CUCM SFTPク
レデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]タブをクリックします。

ステップ 2 必要な情報を入力します。フィールドの説明については、「[SFTP Settings]ページ -フィールドの説明」
を参照してください。

ステップ 3 [適用（Apply）]をクリックします。
すべての Unified Communications Managerで SFTPパスワードを更新するかどうかを確認するポップアップ
ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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管理対象のすべての Unified Communications Managerのパブリッシャ全体で SFTPクレデンシャルを更新す
るかどうかを確認するポップアップメッセージウィンドウが表示されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceが、管理対象のUnified Communications Managerのパブリッシャ
で課金サーバとして追加されます。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

管理対象のすべての Unified Communications Managerのパブリッシャ全体で SFTPクレデンシャルを更新す
るかどうかを確認するポップアップメッセージウィンドウが表示されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceが、管理対象のUnified Communications Managerのパブリッシャ
で課金サーバとして追加されます。

（注）

ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックします。

[SFTP Settings]ページ -フィールドの説明
Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

次の表では、SFTP設定ページのフィールドについて説明します。

表 60 : [SFTP Settings]ページ -フィールドの説明

説明フィールド

ユーザ名は smuserから変更できません。

これと同じ usernameと smuserをCisco Unified
Communications Managerに設定する必要があり
ます。

[Username]
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説明フィールド

新規インストール中は、CUCM SFTPクレデン
シャルがデフォルトで設定されていないこと

を確認してください。[インベントリ管理
（Inventory Management）] -> [CUCM SFTP
クレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]
タブで、CUCM SFTPパスワードを設定する必
要があります。

クレデンシャルが設定されていない場合、ユー

ザはデバイス検出中に PCAを CDR接続先と
してCUCMに追加することができません。ア
プリケーションは、CUCM SFTPパスワードを
設定するようユーザに警告するために、

「Please configure CUCM SFTP credentials to
enable this feature. It can be configured under
CUCM SFTP Credentials Tab」と表示します。

PCAを CDR接続先として CUCMに
追加する必要がある場合は、デバイ

スの検出を開始するときに、[デバイ
スの検出（Discover Devices）] -> [デ
バイス検出（Device Discovery）]タ
ブの [自動設定
（Auto-Configuration）]オプション
で、[Unified CMサーバでPrime
CollaborationサーバをCDR接続先と
して追加する（Add the Prime
Collaboration server as a CDR
Destination in the Unified CM servers）]
チェックボックスをオンにしてくだ

さい。詳細については、「検出方

法」のセクションを参照してくださ

い

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3
以降の場合

デフォルトのパスワードは smuserです。ここ
でパスワードを変更する場合は、smuserのパ
スワードも Cisco Unified Communications
Managerで変更する必要があります。

パスワード

確認のためにパスワードを入力します。パスワードの再入力

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合
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次の表では、SFTP設定ページのフィールドについて説明します。

表 61 : [SFTP Settings]ページ -フィールドの説明

説明フィールド

Low-Volume Schedule Hours

timerangeは、各曜日について、Cisco Prime
Collaboration Assuranceプロセスが処理するレ
コードが少なくなってきた時間を示します。

少量スケジュールの期間中、Cisco Prime
Collaboration Assuranceはデータベースのメン
テナンスを実行します。

<day> <timerange>

その他

データが大量である場合、Cisco Prime
Collaboration Assuranceによる検索時にここで
指定した分単位の時間が経過すると、その時

点までに検出された一致レコードが診断レポー

ト用に表示されます。

Wait for Diagnostic Report (min)

データをパージする前に、Cisco Prime
Collaboration Assuranceのデータベースに保持
される日数。

Report Data Retention Period (days)

SFTP

ユーザ名は smuserから変更できません。

これと同じ usernameと smuserをCisco Unified
Communications Managerに設定する必要があり
ます。

[ユーザ名（Username）]
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説明フィールド

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3
以降の場合

新規インストール中は、CUCM SFTPクレデン
シャルがデフォルトで設定されていないこと

を確認してください。[インベントリ管理
（Inventory Management）] -> [CUCM SFTP
クレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]
タブで、CUCM SFTPパスワードを設定する必
要があります。

クレデンシャルが設定されていない場合、ユー

ザはデバイス検出中に PCAを CDR接続先と
してCUCMに追加することができません。ア
プリケーションは、CUCM SFTPパスワードを
設定するようユーザに警告するために、

「Please configure CUCM SFTP credentials to
enable this feature. It can be configured under
CUCM SFTP Credentials Tab」と表示します。

PCAを CDR接続先として CUCMに
追加する必要がある場合は、デバイ

スの検出を開始するときに、[デバイ
スの検出（Discover Devices）] -> [デ
バイス検出（Device Discovery）]タ
ブの [自動設定
（Auto-Configuration）]オプション
で、[Unified CMサーバでPrime
CollaborationサーバをCDR接続先と
して追加する（Add the Prime
Collaboration server as a CDR
Destination in the Unified CM servers）]
チェックボックスをオンにしてくだ

さい。詳細については、「検出方

法」のセクションを参照してくださ

い

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3
以降の場合

デフォルトのパスワードは smuserです。ここ
でパスワードを変更する場合は、smuserのパ
スワードも Cisco Unified Communications
Managerで変更する必要があります。

[Change password]チェックボックス
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管理レポート
利用可能な管理レポートは次のとおりです。

説明レポート

インベントリ、データ消去、通知、電話ライ

センス（模擬テスト、電話ステータステスト、

IP SLA音声テストで構成）、およびシステム
制限に関する情報を表示します。

模擬テスト、電話ステータステスト、および

IP SLA音声テストでは、次のテスト結果につ
いてのみ情報が提供されます。

•模擬テスト：Cisco Prime Collaboration
Assuranceサーバの CPU使用率が高いた
めにテストの実行に失敗した場合。

•電話ステータス：SAAソースデバイスに
到達できない場合。

• IP SLA音声テスト：

•設定が正しくない場合。

•デバイスのメモリが不足している場
合。

•ソースデバイスが応答していない場
合。

•デバイスがリブートした場合。

電話ステータステストでは、次の結果につい

て情報が提供されます。

•電話ステータステスト：SAAソースデバ
イスに到達できない場合。

システム制限のパラメータについては、次の

説明が適用されます。

•ポート：イーサネットポートはこのパラ
メータに分類されます。

•インターフェイス：音声インターフェイ
スはこのパラメータに分類されます。

System Statusレポート
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説明レポート

Cisco Prime Collaboration Assuranceに現在ログ
インしているユーザを特定するために役立ち

ます。

ログオンしているユーザレポート

Cisco Prime Collaboration Assuranceで現在実行
されているプロセスのステータスを表示しま

す。

プロセスステータス

CDRおよび CMRのコールレポート
Cisco Prime Collaboration Assuranceで処理できるのは、過去 24時間の CDRおよび CMRデータ
だけです。CDRレポートは、コールカテゴリタイプ、コールクラス、コール時間、コール
リリースコードなどのコールの詳細を表示します。CMRレポートは [音声コール品質拠点上
位5ヶ所（Top 5 Voice Call Quality Location）]からクロス起動でき、CDRレポートは [コール失
敗発生拠点上位5ヶ所（Top 5 Call Failure Location）]からクロス起動できます。また、CMRレ
ポートは ServiceQualityThresholdCrossedアラームからもクロス起動できます。レポートには、
最初に最大 40件のレコードがロードされ、下へスクロールするとさらに多くのレコードを表
示できます。

生成されたレポートから任意のグレードを選択すると、その特定の CDRレコードについて、
CMRレポートの詳細をインライン CMR（ポップオーバー）で確認できます。

CDRレポートは、Cisco Prime Collaboration Assuranceと CUCMの両方が同じドメイン内にある
場合にのみ機能します。

（注）

CMRレポートでは、クラスタのすべてのコールデータを含むレポート、またはコールデータ
のサブセットを含むレポートが生成されます。

次の表では、CDRコールレポートのフィールドについて説明します。

説明フィールド
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音声コールのグレード設定に基づきます。次

のいずれかを選択します。

• [良好（Good）]：コール値がロングコー
ルのSCSR（%）またはショートコールの
SCSR（%）のしきい値を下回っていま
す。このグレードの値は緑色で表示され

ます。

• [可（Acceptable）]：コール値がロング
コールSCSR（%）またはショートコール
のSCSR (%)のしきい値以上です。このグ
レードの値はオレンジ色で表示されます。

• [不良（Poor）]：コール値がロングコー
ルのSCSR（%）またはショートコールの
（%）のしきい値を上回っています。こ
のグレードの値は赤色で表示されます。

• [該当なし（N/A）]：SCSR（%）が利用不
可能または負の値です。

• [すべて（All）]：すべてのグレードを選
択します。

Grade

Unified Communications Managerクラスタです。クラスタ ID
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•ディレクトリ番号：コールが行われたディ
レクトリ番号です。

•デバイスタイプ：コールを発信したデバ
イスのタイプです。

•シグナリング IP：コールシグナリングを
発信したデバイスの IPアドレスです。IP
Phoneの場合、このフィールドでは電話機
のアドレスが指定されます。PSTNコール
の場合、このフィールドでは H.323ゲー
トウェイのアドレスが指定されます。

• Bチャネル：MGCPゲートウェイのBチャ
ネル番号で、適用されない場合は NAと
なります。

•メディア IP：コールの発信元の IPアドレ
スです。

•コーデック：コーデック名です。

•メディアポート：コールの発信元のポー
トです。

•デバイスプール：コールの発信元のデバ
イスプールです。

•デバイスの場所：コールの発信場所です。
[表示（Show）]ドロップダウンメニュー
から [クイックフィルタ（Quick Filter）]
を選択すると、Caller/Calledのデバイスの
場所の検索オプションを指定できます。

• [デバイス名（Device Name）]：デバイス
の名前です。

•終了原因：コールが終了した理由を表す
文字列です。

発信者/着信者

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
497

ダッシュボードとレポート

CDRおよび CMRのコールレポート



•ビデオコーデック：ビデオコーデック名
です。

•ビデオ帯域幅：ビデオの帯域幅です。

•ビデオ IP：ビデオの発信元の IPアドレス
です。

•ビデオポート：ビデオの発信元のポート
です。

•ビデオ解像度：ビデオの解像度です。

Caller Video/Called Video

次のいずれかです。

• Offnet

• Onnet

（注）詳細については、OffNetおよび
OnNetNetコールを理解する（480ページ）を
参照してください。

Call Class

コールが開始された日付と時刻を、CiscoPrime
Collaboration Assuranceサーバのローカルタイ
ムゾーン（Cisco Unified CMが配置されてい
るタイムゾーンではなく）で表します。最大

時間の制限は 7日間です。。

期間

コールの長さ（秒単位）。Call Duration(s)

コールが属するカテゴリのカンマ区切りのリ

スト。詳細については、コール分類（477ペー
ジ）およびコールカテゴリの作成（480ペー
ジ）を参照してください。

Call Category Names

コールカテゴリが属するカテゴリタイプのカ

ンマ区切りのリスト。詳細については、次の

項を参照してください：コール分類（477ペー
ジ）およびコールカテゴリの作成（480ペー
ジ）

Call Category Types

次の表では、CMRレポートのフィールドについて説明します。

説明フィールド

サンプル期間中の平均MOS値。サンプル期間
が非常に短い場合、この値は N/Aと表示され
るか、または表示されません。

MOSはリスナー側の音質を反映します。

MOS
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サンプル期間中の最小MOSスコア。

サンプル期間が非常に短い場合、この値はN/A
と表示されるか、または表示されません。

Minimum MOS

音声コールのグレード設定に基づきます。次

のいずれかを選択します。

• [良好（Good）]：コール値がロングコー
ルのSCSR（%）またはショートコールの
SCSR（%）のしきい値を下回っていま
す。このグレードの値は緑色で表示され

ます。

• [可（Acceptable）]：コール値がロング
コールSCSR（%）またはショートコール
のSCSR (%)のしきい値以上です。このグ
レードの値はオレンジ色で表示されます。

• [不良（Poor）]：コール値がロングコー
ルのSCSR（%）またはショートコールの
（%）のしきい値を上回っています。こ
のグレードの値は赤色で表示されます。

• [該当なし（N/A）]：SCSR（%）が利用不
可能または負の値です。

• [すべて（All）]：すべてのグレードを選
択します。

Grade
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•ディレクトリ番号：コールが行われたディ
レクトリ番号です。

•デバイスタイプ：コールを発信したデバ
イスのタイプです。

•シグナリング IP：コールシグナリングを
発信したデバイスの IPアドレスです。IP
Phoneの場合、このフィールドでは電話機
のアドレスが指定されます。PSTNコール
の場合、このフィールドでは H.323ゲー
トウェイのアドレスが指定されます。

• Bチャネル：MGCPゲートウェイのBチャ
ネル番号で、適用されない場合は NAと
なります。

•メディア IP：コールの発信元の IPアドレ
スです。

•コーデック：コーデック名です。

•メディアポート：コールの発信元のポー
トです。

•デバイスプール：コールの発信元のデバ
イスプールです。

•デバイスの場所：コールの発信場所です。
[表示（Show）]ドロップダウンメニュー
から [クイックフィルタ（Quick Filter）]
を選択すると、Caller/Calledのデバイスの
場所の検索オプションを指定できます。

• [デバイス名（Device Name）]：デバイス
の名前です。

発信者/着信者

MOSと障害の詳細が報告されたエンドポイン
ト（着信側または発信側）を識別します。次

のいずれかを示します。

•リスナーの IPアドレスです。

•リスナーの電話番号です。

リスナー DN/IP

サンプル期間中のジッタ値（ミリ秒単位）。Jitter (ms)
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サンプル期間中にネットワーク伝送が原因で

失われたパケットの数です。観察された RTP
シーケンス番号の分析に基づいて計算されま

す。

Packet Loss

サンプル期間中の最大ジッタ値（ミリ秒単位）

です。

Max Jitter (ms)

音声ストリームの開始以降、隠蔽イベント（フ

レーム損失）があった秒数（深刻な隠蔽の秒

数を含む）です。

フレーム損失発生秒数（Conceal Seconds）

大量の（50ミリ秒を超える）隠蔽が確認され
た秒数。

深刻なフレーム損失発生秒数（SeverelyConceal
Seconds）

合計フレームに対する隠蔽フレームの比率で

す。

隠蔽フレーム

遅延遅延

Unified Communications Managerクラスタです。クラスタ

コールが開始された日付と時刻を、CiscoPrime
Collaboration Assuranceサーバのローカルタイ
ムゾーン（Unified Communications Managerが
配置されているタイムゾーンではなく）で表

します。

期間

コールの長さ（秒単位）。Call Duration(s)

発信側エンドポイントでコールが終了した理

由を表す文字列。

Caller Termination Cause

着信側エンドポイントでコールが終了した理

由を表す文字列。失敗したコールの原因コー

ドについては、『Cisco Unified Communications
Managerコール詳細レコードアドミニストレー
ションガイド』の「コール終了原因コード」

の項を参照してください。

Called Termination Cause
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エンドポイントレポートには、次のようなビ

デオ属性が含まれています（ビデオエンドポ

イントの場合）。

•ビデオの長さ
•ビデオのパケット損失
•ビデオジッター
•ビデオのラウンドトリップ時間
•ビデオの RX解像度
•ビデオの RXフレーム損失

ビデオ属性

音声品質を測定するメトリック。コールの合

計時間に対する深刻な隠蔽の秒数（SCS）の比
率を表します。

Severely Conceal Seconds Ratio (%)

ネットワーク品質を測定するメトリック。コー

ルの合計時間に対する隠蔽秒数（CS）の比率
を表します。

Conceal Seconds Ratio (%)

•デフォルトでは、CDRおよび CMRレポートの一部の列は非表示になっています。他の
フィールドを表示するには、[設定（settings）]ボタンをクリックし、[列（columns）]を選
択します。

• CDRおよび CMRレポートは Jabberをサポートしています。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

デバイスの場所をシステムの場所のいずれか（Hub_None、Phantom、または Shadow）に設定
した場合、[場所（Location）]フィールドには、デバイスで設定されている場所ではなく、デ
バイスプールで設定されている場所が表示されます。
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• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Unified Communications Managerにユーザが定義し
た場所 Hub_None表示して、次の機能とレポートを提供します。

• CDRおよび CMRレポート

•上位 5位の低音声通話品質ロケーション

•上位 5つの通話失敗の場所

•未登録の電話機のトラブルシューティング：上位 5ヶ所

•場所ごとのグローバル検索

•デバイスの場所がHub_Noneに設定されていて、Unified Communications Managerのユーザ
定義のどのデバイスプールにも関連付けられていない場合は、Cisco Prime Collaboration
Assuranceで [デバイスの場所（Device Location）]が Hub_Noneとして表示されます。ま
た、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、場所ごとのグローバル検索および Unified
Communications Managerのトラブルシューティングビューで、Hub_Noneが有効な場所と
して表示されます。

（注）

クイックフィルタオプションを使用すると、レポートのフィールドをフィルタ処理できます。

詳細については、「フィルタ（Filters）」の「クイックフィルタ」の項を参照してください。

CDRおよび CMRレポートは、CSVと PDFのどちらの形式でもエクスポートできます。PDF
ファイルにエクスポートできるレコードの最大数は 30,000です。CSVファイルにエクスポー
トできるレコードの最大数は 200,000です。

レポートをエクスポートするには、レポートウィンドウの右側のペインにある [エクスポート
（Export）] ツールボタンをクリックします。ファイルをエクスポートしようとしたときにク
ライアントシステムが応答しない場合は、「ファイルのダウンロードに関する問題のトラブル

シューティング」を参照してください。

CDRおよび CMRレポートでサポートされているビデオコーデックは次のとおりです。

• AAC

• G711Alaw 56k

• G711Alaw 64k

• G711Ulaw 56k

• G711Ulaw 64k

• G722 48k

• G722 56k

• G722 64k

• G722.1 24k

• G722.1 32k
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• G723.1

• G726 16K

• G726 24K

• G726 32K

• G728

• G729

• G729AnnexA

• G729AnnexAwAnnexB

• G729AnnexB

• GSM

• GSM Enhanced Full Rate

• GSM Full Rate

• GSM Half Rate

• iSAC

• H.264

• H.265

CDR & CMRレポートの生成
CDRおよび CMRのコールレポートを生成する手順を次に説明します。

管理者のみがCDR/CMRレポートをエクスポートできます。サーバにエクスポートするタスク
を自動化するには、スクリプトを作成する必要があります。

（注）

ステップ 1 選択 [アシュアランスレポート（Assurance Reports）] > [CDRおよび CMRレポート（CDR & CMR
Reports）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [レポート（Reports）] > [CDRおよび CMRレポート（CDR & CMR Reports）]。

[CDR&CMRレポート（CMR Reports）]ページが表示されます。

ステップ 2 以下に示すフィールドに情報を入力します。
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表 62 :

説明フィールド

[表示（Display）]から [CDR/CMR]を選択しますディスプレイ

[クラスタ（Cluster）]から [クラスタ（Clusters）]を
選択します。デフォルト値は「すべて（All）」で
す。

クラスタ

[Location/DevicePool]から [場所（Location）]または
[デバイスプール（Devicepool）]を選択します。デ
フォルト値は「場所（ロケーション）」です。

[Location/DevicePool]から [場所（Location）]を選択
した場合は、[場所（Location）]から任意の場所を選
択します。[Location/DevicePool]から [デバイスプー
ル（Devicepool）]を選択する場合は、[デバイスプー
ル（Devicepool）]から任意のデバイスプールを選択
します。[場所（Location）]または [デバイスプール
（Devicepool）]で利用可能な検索オプションから
Location/Devicepoolを検索することもできます。[場
所（Location）]または [デバイスプール
（Devicepool）]のデフォルト値は任意です。

場所/デバイスプール

[デバイスタイプ（Device Type）]からデバイスを選
択します。デフォルト値は「すべて（Any）」です。

デバイスタイプ

[エンドポイント（Endpoint）]から、[ディレクトリ
番号（Directory Number）]または [IPアドレス（IP
Address）]を選択します。デフォルト値は「ディレ
クトリ番号（Directory Number）」です。

エンドポイント

ディレクトリ番号または発信者の IPアドレスを入力
します。ディレクトリ番号のデフォルト値は「*」
で、IPアドレスのデフォルト値は「*.*.*.*.」です。

ディレクトリ番号には、英数字と特殊文字（+、*、
@、_、-など）の任意の組み合わせを含めることが
できます。

ディレクトリ番号検索の際、1桁のワイルドカード
には大文字の「X」を使用します。複数桁のワイル
ドカードには「*」を使用してください。例として
は「1100X」や「11*」などです。

IPアドレス検索の場合、「*」ワイルドカードはオ
クテット全体に適用されます。たとえば、

「172.30.*.*」や「2005:0420:2e00:0094:*:*:*:*.」とな
ります。

発信者
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説明フィールド

ディレクトリ番号または発信者の IPアドレスを入力
します。ディレクトリ番号のデフォルト値は「*」
で、IPアドレスのデフォルト値は「*.*.*.*.」です。

ディレクトリ番号には、英数字と特殊文字（+、*、
@、_、-など）の任意の組み合わせを含めることが
できます。

ディレクトリ番号検索の際、1桁のワイルドカード
には大文字の「X」を使用します。複数桁のワイル
ドカードには「*」を使用してください。例として
は「1100X」や「11*」などです。

IPアドレス検索の場合、「*」ワイルドカードはオ
クテット全体に適用されます。たとえば、

「172.30.*.*」や「2005:0420:2e00:0094:*:*:*:*.」とな
ります。

コール済み

[コールカテゴリ（Call Category）]から、名前また
はタイプを選択します。デフォルト値は「名前

（Name）」です。

Call Category

カテゴリ名またはカテゴリタイプを選択します。デ

フォルト値は「すべて（All）」です。
カテゴリの名前とタイプ

[良好（Good）]、[許容（Acceptable）]、[低品質
（Poor）]、[すべて（All）]または [該当なし（N/A）]
を選択します。デフォルト値は「すべて（All）」で
す。

Grade

[ジッター（Jitter）]から範囲を選択して、値をミリ
秒単位で入力します。デフォルトの範囲は 0以上で
す。

Jitter

[パケット損失]から範囲を選択して、このフィール
ドに値を入力します。デフォルトの範囲は 0以上で
す。

Packet Loss

範囲を選択し、[秒（seconds）]フィールドに値を入
力します。デフォルトの範囲は 0以上です。

フレーム損失発生秒数（Conceal Seconds）

[フレーム損失率（Conceal Ratio）]から範囲を選択
して、このフィールドに値を入力します。デフォル

トの範囲は 0以上です。

Conceal Ratio
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説明フィールド

[音声（Audio）]、[ビデオ（Video）]、または [任意
（Any）]を選択します。デフォルト値は「すべて
（Any）」です。

Call Type

[オンネット（On Net）]、[オフネット（Off-Net）]、
または [任意（Any）]を選択します。デフォルト値
は「すべて（Any）」です。

Call Class

[通話時間（Call Duration）]から通話時間の値を選択
し、[秒（secs）]フィールドに時間を入力します。
デフォルト値は「すべて（Any）」です。

Call Duration

[成功（Success）]、[失敗（Failed）]、または [任意
（Any）]のいずれかを選択します。デフォルト値は
「すべて（Any）」です。

Termination Type

[コール終了原因コード（Termination Cause Code）]
から原因コードを選択します。デフォルト値は「す

べて（All）」です。

Termination Cause Code
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説明フィールド

[コール接続時刻（Call Connect Time）]または [コー
ル切断時刻（Call Disconnect Time）]。デフォルト値
は [コール接続時刻（Call Connect Time）]です。トッ
プNのダッシュレットを使用した相互起動の場合、
デフォルト値は [コール切断時刻（Call Disconnect
Time）]です。

[コール接続時刻（Call Connect Time）]：コールが発
信された時間。

[コール切断時刻（Call Disconnect Time）]：通話が終
了するまでの時間。

[過去（Past）]を選択するか、開始時刻と終了時刻
を入力します。デフォルト値は [過去（Past）]です。

開始時刻のデフォルト値は、現在の時刻の1時間前、
終了時刻は現在の時間です。

[過去（Past）]は、分、時間、または日単位で選択
できます。[過去（Past）]のデフォルト値は 1時間
です。

たとえば、今日の午後 10時に過去 8時間を選択し
た場合、午後 2時から 9時 59分までのレコードが
表示されます。

今日 10時に過去 1日を選択した場合は、前日の午
前 12時から午後 11時 59分までのレコードが表示
されます。

Time Period

[ジッター（Jitter）]、[パケット損失（Packet Loss）]、[フレーム損失発生秒数（Conceal Seconds）]、[フレー
ム損失率（ConcealRatio）]フィールドはCMRフィルタのみに適用され、[コールカテゴリ（CallCategory）]、
[コールタイプ（Call Type）]、[コールクラス（Call Class）]、[通話時間（Call Duration）]、[終了タイプ
（Termination Type）]、および[終了原因コード（Termination Cause Code）]フィールドは CDRフィルタの
みに適用されます。

ステップ 3 [フィルタを適用（Apply Filter）]をクリックします。

CDR & CMRレポートが生成されます。

選択したフィルタでレコードが使用不可の場合は、利用可能なデータは表示されません。

CDR & CMRレポートには、過去 7日間のレコードのみが表示されます。
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トラブルシュート

1. 問題：CDR & amp; CMRレポートに、「N/A」としてグレードが表示される。

推奨処置：Severely Conceal Seconds Ratio値をエンドポイントから受信していないかどう
か、または CMRが存在しないかどうかを確認します。

2. 問題：Severely Conceal Seconds Ratioが x%であり、コールのグレードは Poor Callだが、実
際にはコールの品質は低くない。

推奨処置：[CDR分析の設定（CDR Analysis Settings）]の [音声通話グレード（Voice Call
Grade）]ページで、Severely Conceal Seconds Ratioのしきい値を設定できます。

3. 問題：コールのグレードが正しくない。

推奨処置：Severely Conceal Seconds Ratioのしきい値を、コールのCMRレポートのSeverely
Conceal Seconds Ratio値に対してクロスチェックします。

4. 問題：CDR/CMRレコードが受信されない。

推奨処置：次のいずれかを実行します。

• PCAを課金サーバとして Unified CMに（追加されていない場合は）追加します。

PCAを課金サーバとして追加する場合は、CDRの送信がエラーになるのを防ぐため
に、Unified CMで [障害時に再送（Resend on Failure）]オプションをオンにしてくだ
さい。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceと Unified CMの課金サーバで、SFTPのユーザ名お
よびパスワードが同じであるかどうかを確認します。

• Unified CMでCDR Repository Managerまたは CDRエージェントサービスが稼働して
いるかどうかを確認します。

• Unified CMで [CDR有効フラグ（CDR Enabled Flag）]と [コール診断有効（Call
Diagnostics Enabled）]のオプションが正しく設定されているかどうかを確認します。

•ファイアウォールの設定によってファイル転送がブロックされていないかを確認し、
ブロックされている場合は、ネットワークインフラストラクチャレベルで修正しま

す。

•クラスタのデータ収集が [通話品質データソース管理（Call Quality Data Source
Management）]ページで [失敗（Failed）]状態である場合は、そのパブリッシャに対し
て再検出を実行します。Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイスのセットアッ
プ、およびデバイス設定のリストに関しては、次のリンク先を参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定
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NAM & Sensor Report
NAM & Sensorレポートには、データ、MOS、ジッタ、タイムスタンプを収集したセンサの名
前が表示されます。

このレポートは、Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードでインストールした場合に
は適用されません。

（注）

NAM & Sensorレポートを生成するには、 [アシュアランスレポート（Assurance Reports）] >
[NAMおよびセンサーレポート（NAM & Sensor Reports）]。必須フィールドに値を入力し、
[レポートの生成（Report Report）]をクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

選択 [レポート（Report）] > [NAMおよびセンサーレポート（NAM & Sensor Reports）]。

次の表は、NAM & Sensorレポートのフィールドについての説明です。

説明フィールド

データを収集し、MOSを分析したセンサの内
容を示す名前です。

Cisco 1040と < MACアドレスの下 6

桁の番号 >は、Cisco Prime
Collaboration Assuranceに自動的に登
録された Cisco 1040を識別します。

（注）

Name

1040 MACアドレス、あるいは Cisco Prime
Network Analysis Module（Prime NAM）、また
は Cisco Prime Virtual Network Analysis Module
（Prime vNAM）の IPアドレスです。

ID
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ディレクトリ番号：次のようにデバイスが

Unified Communications Managerによって管理
されている場合に表示されます。

•適切なクレデンシャルで vCisco Prime
Collaboration Assuranceに追加されます。

•監視は中断されていません。

デバイスタイプ：デバイスタイプまたは次の

いずれかが表示されます。

• N/A：何らかのエラーにより、Cisco Prime
Collaboration Assuranceはデバイスタイプ
を取得できません。

•利用不可：Cisco Prime Collaboration
Assuranceはこの電話を初めて認識し、デ
バイスタイプがまだ認識されていない

か、対応する Unified CMが以下のとおり
となっています。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceに
追加されていません。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceに
有効なデバイスタイプが提供されて

いません。

IPアドレス：IPアドレスがクリックできる場
合は、これをクリックして [詳細なデバイス
ビュー（Detailed Device View）]ページまたは
[電話の詳細（Phone Detail）]ウィンドウを起
動します。

UDPポート：メディアストリームのソースで
あるトランスポートレイヤポートです。

Device Name。

スピーカー/リスナー

センサーがMOSを計算した時刻。時刻

サービスのタイプ（TOS）。TOS
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サンプル期間中の平均MOS値。サンプル期間
が非常に短い場合、この値は N/Aと表示され
るか、または表示されません。

MOSはリスナー側の音質を反映します。値を
クリックすると、[Sensor Stream Correlation]
ウィンドウが表示されます。

MOS

サンプル期間中の最小MOSスコア。

サンプル期間が非常に短い場合、この値はN/A
と表示されるか、または表示されません。

Minimum MOS

次のいずれかです。

•ジッタ

•パケット損失

• [None]：ジッタとパケット損失の両方の
値が 0（ゼロ）。

サンプル期間が非常に短い場合、この値

は N/Aと表示されるか、または表示され
ません。

Primary Degradation Cause

音声コールのグレード設定に基づきます。次

のいずれかを選択します。

• [良好（Good）]：コール値がロングコー
ルのSCSR（%）またはショートコールの
SCSR（%）のしきい値を下回っていま
す。

• [可（Acceptable）]：コール値がロング
コールSCSR（%）またはショートコール
の SCSR (%)のしきい値以上です。

• [不良（Poor）]：コール値がロングコー
ルのSCSR（%）またはショートコールの
SCSR（%）のしきい値を上回っていま
す。

• [該当なし（N/A）]：SCSR（%）値が使用
できないか、マイナス値です。

• [すべて（All）]：すべてのグレードを選
択します。

詳細については、音声通話グレード設定の概

要（276ページ）を参照してください。

Grade
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サンプル期間中のジッタ値（ミリ秒単位）。Jitter (ms)

サンプル期間中にネットワーク伝送が原因で

失われたパケットの数です。観察された RTP
シーケンス番号の分析に基づいて計算されま

す。

Packet Loss

分析対象の最初のパケットから最後のパケッ

トまでの秒数です。この値は通常60ですが、
最初のストリームまたは最後のストリームの

場合は、より小さい値になる可能性がありま

す。

Sample Duration(s)

サンプル期間中の最大ジッタ値（ミリ秒単位）

です。

Max Jitter (ms)

高ジッタが原因で損失したパケットのパーセ

ンテージ。固定長遅延の参照ジッタバッファ

に基づいて計算されます。この値はネットワー

ク損失の影響は受けません。

Adjusted Packet Loss(%)

パケット損失のパーセントです。（パケット

損失を予測される合計パケットで割り、パー

セントで表現）。

パケット損失（%）

同期ソース ID - RTPパケットストリームの発
信元を識別します。

SSRC

MOSと障害の詳細が報告されたエンドポイン
ト（着信側または発信側）を識別します。次

のいずれかを示します。

•リスナーの IPアドレスです。

•リスナーの電話番号です。

リスナー DN/IP

Unified Communications Managerクラスタです。クラスタ
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•ディレクトリ番号：コールが行われたディ
レクトリ番号です。

•デバイスタイプ：コールを発信したデバ
イスのタイプです。

•シグナリング IP：コールシグナリングを
発信したデバイスの IPアドレスです。IP
Phoneの場合、このフィールドでは電話機
のアドレスが指定されます。PSTNコール
の場合、このフィールドでは H.323ゲー
トウェイのアドレスが指定されます。

• Bチャネル：MGCPゲートウェイのBチャ
ネル番号で、適用されない場合は NAと
なります。

•メディア IP：コールの発信元の IPアドレ
スです。

•メディアポート：コールの発信元のポー
トです。

•デバイスプール：コールの発信元のデバ
イスプールです。

•場所：コールの発信場所です。

発信者/着信者

コールを開始した日付と時刻が、Cisco Prime
Collaboration Assuranceサーバのローカルタイ
ムゾーン（Unified CMが配置されているタイ
ムゾーンではなく）で表されています。最大

時間の制限は 7日間です。

時間範囲の選択

コールの長さ（秒単位）。Call Duration(s)
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•ジッタ（ms）：コール中のジッタ（ミリ
秒）です。

•パケット損失：コール中に失ったパケッ
ト数です。

•隠蔽の秒数：音声ストリームの開始から
の隠蔽イベント（フレームの損失）のあっ

た秒数（深刻な隠蔽の秒数を含む）です。

•深刻な隠蔽の秒数：かなりの量の隠蔽
（50ミリ秒を超過）が観察された秒数で
す。

•レイテンシ：遅延

•隠蔽率：総フレームに対する隠蔽フレー
ムの割合です。

Impairment Details

• Caller Termination Cause：発信者のエン
ドポイントでコールが終了した理由を表

す文字列です。

• Called Termination Cause：コールしたエ
ンドポイントでコールが終了した理由を

表す文字列です。失敗したコールの原因

コードについては、『Cisco Unified
Communications Managerコール詳細レコー
ドアドミニストレーションガイド』の

「Call Termination Cause」セクションを参
照してください。

Call Release Code

コールが属するカテゴリのカンマ区切りのリ

スト。詳細については、コール分類（477ペー
ジ）およびコールカテゴリの作成（480ペー
ジ）を参照してください。

Call Category Names

コールカテゴリが属するカテゴリタイプのカ

ンマ区切りのリスト。詳細については、コー

ル分類（477ページ）およびコールカテゴリ
の作成（480ページ）を参照してください。

Call Category Types
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次のいずれかです。

• Offnet

• Onnet

注詳細については、OffNetおよび OnNetNet
コールを理解する（480ページ）を参照して
ください。

Call Class

音声品質を測定するメトリック。深刻な隠蔽

の秒数（SCS）と時間の比率です。
Severely Conceal Seconds Ratio (%)

ネットワーク品質を測定するメトリック。隠

蔽の秒数（CS）と時間の比率です。
Conceal Seconds Ratio (%)

NAM & Sensorレポートは CSV形式でエクスポートできます。

レポートをエクスポートするには、レポートウィンドウの右側のペインにある [エクスポート
（Export）]ツールボタンをクリックします。[すべて（ALL）]を選択するか、[範囲（Range）]
ラジオボタンに値を入力し、[OK]をクリックします。ファイルをエクスポートしようとした
ときにクライアントシステムが応答しない場合は、ファイルのダウンロードに関する問題のト

ラブルシューティングを参照してください。

センサーレポートを理解する

2つのRTPストリーム（着信および発信）で 1つの音声コールを構成します。センサーは次の
ようなさまざまな方法で音声トラフィックをキャプチャします。

• Cisco1040は、音声トラフィックをミラーリングするように設定されたスイッチポートア
ナライザ（SPAN）ポートで RTP音声トラフィックを受信します。Cisco 1040は、電話機
ポートと SPANポートがミラーする音声VLANに応じて、1つまたは両方のRTPストリー
ムのみをリッスンしてMOSを計算し、データを 60秒間隔で Cisco Prime Collaboration
Assuranceに送信します。

• Cisco Prime Network Analysis Module（Prime NAM）またはCisco Prime Virtual Network Analysis
Module（Prime vNAM）も、SPANポートからデータをキャプチャできます。また、
Cisco Prime Network Analysis Module（Prime NAM）またはCisco Prime Virtual Network Analysis
Module（Prime vNAM）を設定し、データをキャプチャする他の方法として使用すること
もできます。Cisco Prime Collaboration Assuranceが必要なデータを Cisco Prime Network
Analysis Module（Prime NAM）または Cisco Prime Virtual Network Analysis Module（Prime
vNAM）が提供するには、Cisco Prime Network Analysis Module（Prime NAM）またはCisco
Prime Virtual Network Analysis Module（Prime vNAM）で RTPストリームの監視を有効にす
る必要があります。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Prime Network Analysis
Module（Prime NAM）または Cisco Prime Virtual Network Analysis Module（Prime vNAM）
から 60秒間隔でデータを取得します。
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センサーレポートには、RTPストリームについてセンサーが 1分ごとに計算したMOSを表示
します。センサーレポートには、一方だけまたは両方の RTPストリームがキャプチャされた
かどうかに応じて、1分ごとに 1行または 2行のデータが表示されます。各行に、データを収
集したセンサー、関係するエンドポイント、MOS、ジッタ（ミリ秒単位）、およびタイムス
タンプが示されます。

センサーストリーム相関データの表示

[センサーストリーム相関関係（Sensor Stream Correlation）]ウィンドウを起動するには、セン
サーレポートを生成し、対象とするストリームのグレード値をクリックします。

[センサーストリーム相関関係（Sensor Stream Correlation）]ページの代わりに「[サーバが見
つかりません]（Cannot find server）」ページが表示された場合は、センサーストリーム相関
関係ウィンドウの表示を参照してください。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、センサーからのデータを相互に関連付けて、Unified CM
コールレコードと比較し、次の情報が記載された表を表示します。

•ストリームの概要：センサーレポートに表示されたデータのサブセットです。ストリーム
の同期ソース（SSRC）IDも表示されます。SSRCは RTPパケットストリームの発信元を
識別し、RTP会議中は一意のままになります。

リスナーエンドポイントと UDPポートが RTPパケットのスト
リームのソースである場合、別の SSRCが送信された RTPスト
リームにも割り当てられます。[Sensor Stream Correlation]ウィン
ドウは、1つの SSRCのデータのみを相関分析します。

（注）

•コールレコード：ストリームに関連付けられた Unified CM CDRからの情報です。

コールがまだ終了していない場合は、表の見出しに「NoCallDetail
Record found for these streams」と表示されます。

（注）

• [Stream details]：SSRCがストリームサマリー内のセンサーと一致している 1つ以上のセ
ンサーの詳細。

次の表には、ストリームの概要テーブルに表示されたデータが示されています。

表 63 : Stream Summary

説明列
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•ディレクトリ番号：次のようにデバイス
が Unified Communications Managerによっ
て管理されている場合に表示されます。

•適切なクレデンシャルでvCisco Prime
Collaboration Assuranceに追加されま
す。

•監視は中断されていません。

• IPアドレス：デバイスタイプに応じて、
[IPフォンの詳細（IP Phone Details）]ペー
ジまたは [詳細なデバイスビュー
（Detailed Device View）]が開きます。

• UDPポート：メディアストリームのソー
スであるトランスポートレイヤポートで

す。

•デバイスタイプ：デバイスタイプまたは
次のいずれかが表示されます。

• N/A：何らかのエラーにより、Cisco
Prime Collaboration Assuranceはデバイ
スタイプを取得できません。

•利用不可：Cisco Prime Collaboration
Assuranceはこの電話機を初めて認識
し、デバイスタイプがまだ認識され

ていないか、対応する Unified CMが
次のとおりとなっています。

• Cisco Prime Collaboration
Assuranceに追加されていませ
ん。

• Cisco Prime Collaboration
Assuranceに有効なデバイスタイ
プが提供されていません。

スピーカー/リスナー

サービスのタイプ。TOS

コーデック名。コーデック

同期ソース ID：RTPパケットストリームの発
信元を識別します。

SSRC
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次の表には、使用できる場合に CDRからのデータが示されています。コールがまだ終了して
いない場合は、表の見出しに「No Call Detail Record found for these streams」と表示され、行は
空白になります。

表 64 : Call Record

説明列

コールが切断された時刻。コールが切断され

ていない場合、ゼロ（0）が表示されます。
Call Disconnect

Unified CMクラスタ IDです。Cluster ID

コールシグナリングを発信したデバイスの IP
アドレス。Cisco Unified IP電話の場合、この
フィールドでは電話機のアドレスが指定され

ます。PSTNコールの場合、このフィールドで
は H.323ゲートウェイのアドレスが指定され
ます。

Caller Signaling IP

MGCPゲートウェイの Bチャネル番号。適用
されない場合は NA。

Caller B-Channel

コールシグナリングを終端したデバイスの IP
アドレス。

Called Signaling IP

MGCPゲートウェイの Bチャネル番号。適用
されない場合は NA。

Called B-Channel

コールの長さ（秒単位）。Call Duration (s)

発信側がコールを解放したときに表示されま

す。

終了した理由は表示されない場合が

あります。

（注）

Caller Termination Cause

終端側がコールを解放したとき、またはコー

ルが拒否されたときに表示されます。

終了した理由は表示されない場合が

あります。

（注）

Called Termination Cause

次の表には、ストリームの概要テーブルと一致するSSRCでストリームからのデータが示され
ています。

表 65 :ストリームの詳細

説明列
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Cisco 1040、Cisco Prime Network Analysis Module
（Prime NAM）、または Cisco Prime Virtual
Network Analysis Module（Prime vNAM）の表
示名です。

センサー名

センサーがMOSを計算した時刻。時刻

サンプル期間中の平均MOS値。MOS

サンプル期間中の最小MOS値。Minimum MOS

Jitter、Packet Loss、または None（ジッタとパ
ケット損失の値がどちらもゼロ（0）の場
合）。

Primary Degradation Cause

ジッタ値（ミリ秒単位）。Jitter (ms)

パケット損失数。（サンプル期間中に失われ

た実際のパケット数）。

Packet Loss

分析対象の最初のパケットから最後のパケッ

トまでに経過した秒数。

Sample Duration (s)

最大のジッタ値（ミリ秒単位）。Max Jitter (ms)

高ジッタが原因で損失したパケットのパーセ

ンテージ。固定長遅延の参照ジッタバッファ

に基づいて計算されます。この値はネットワー

ク損失の影響は受けません。

Adjusted Packet Loss (%)

パケット損失のパーセンテージ。（実際のパ

ケット損失を予測される合計パケットで割り、

パーセントで表現）。

パケット損失（%）

センサーストリーム相関関係ウィンドウの表示

[センサーストリーム相関関係（Sensor Stream Correlation）]ウィンドウを開こうとしたときに
「「ページが見つかりません」」などのメッセージが表示された場合、この問題は、ブラウザ

のプロキシサーバ設定を無効にすることで解決できます。この設定は、[接続（Connection）]
タブの [インターネットオプション（Internet Options）]にあります。

セッションレポート/会議レポート
会議レポートを使用して、すべての会議の概要レポートや会議の詳細レポートを表示できま

す。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合
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会議レポートの前提条件

会議レポートには、次の要件があります。

• Unified CMおよび Cisco VCSは、Managed状態にある必要があります。

• MCUなどのエンドポイントとコントローラは、Managed状態にある必要があります。

•デバイスの可視性を「Full Visibility」状態に設定します。

• JTAPIが Unified Communications Managerで設定されている必要があります。Unified
Communications Managerで JTAPIを有効にする方法については、「Cisco Prime Collaboration
Assuranceのデバイス設定」を参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバが、Cisco VCSでフィードバックサーバとして
登録されている必要があります。

•会議の診断と音声電話機能の模擬テストを正しく実行するには、Cisco Prime Collaboration
Assurance Service Pack 1バンドルを適用する前に、CUCMがリストされているバージョン
であることを確認してください。詳細については、12.1 Service Pack 1の『Cisco Prime
Collaboration Assuranceでサポートされているデバイス』を参照してください。

次の会議レポートを生成できます。

すべてのセッション/会議の要約レポート
会議の要約レポートは、進行中および完了した会議に関する情報を提供します。レポートは 4
週間保持されます。

このレポートには、エンドポイント名、デバイス ID、合計使用率、平均継続期間、および最
長の会議が含まれます。

また、スケジュールされている会議のスケジュール期間が表示されます。この値は、アドホッ

ク会議では「NA」と表示されます。さらに、スケジュールされた時間の使用率もパーセンテー
ジで表示されます。

次の情報も確認できます。

• [IPアドレス（IP address）]：会議に参加した、選択されたエンドポイントの IPアドレスを
表示します。

• [プロトコル（Protocol）]：会議に使用されたプロトコルを表示します。これは、[エンド
ポイント（Endpoint）]ペインの [参加した会議（Participated conferences）]に表示されま
す。

以下の詳細を確認するには、電話機の可視性が [完全（Full）]に設定されている必要がありま
す。

次の情報も確認できます。
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• [受信したビデオDSCP（Received Video DSCP）]：会議で最後に受信したビデオデバイス
のDSCP値。これは、Cisco Unified IP電話 8941と 8945、Cisco DXシリーズ、およびCisco
TelePresence TXシリーズにのみ適用されます。

• [受信したオーディオDSCP（Received Audio DSCP）]：会議で最後に受信したオーディオ
デバイスの DSCP値。これは、Cisco Unified IP電話 8941と 8945、Cisco DXシリーズ、お
よび Cisco TelePresence TXシリーズにのみ適用されます。

• [パケット損失のピーク（PeakPacketLoss）]：会議で発生したパケット損失の最高値（パー
センテージ）。

すべてのセッションの要約レポートを生成するには、[アシュアランスレポート（Assurance
Reports）] > [セッションレポート（Session Reports）] > [すべてのセッションの要約レポート
（All Session Summary Report）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [レポート（Reports）] > [会議レポート（Conference Reports）] > [会議の概要レポー
ト（Conference Summary Report）]。

Session/Conference Detailレポート
会議詳細レポートには、会議 ID、時間、開始/終了時間、会議のタイプ、ステータス、アラー
ムの重大度などの詳細情報が表示されます。

会議の詳細レポートを生成するには、を選択します。[アシュアランスレポート（Assurance
Reports）] > [セッションレポート（Session Reports）] > [セッション詳細レポート（Session
Detail Report）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [レポート（Reports）] > [会議レポート（Conference Reports）] > [会議の詳細レポー
ト（Conference Detail Report）]。

TelePresenceエンドポイントレポート
TelePresenceレポートを使用すると、エンドポイントの使用率、不参加エンドポイントサマ
リーを表示できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

Telepresenceエンドポイントレポートの前提条件

Telepresenceエンドポイントレポートには、次のものが必要です。

• Unified CMおよび Cisco VCSは、Managed状態にある必要があります。

• MCUなどのエンドポイントとコントローラは、Managed状態にある必要があります。

•デバイスの可視性を「Full Visibility」状態に設定します。
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• JTAPIが Unified Communications Managerで設定されている必要があります。Unified
Communications Managerで JTAPIを有効にする方法については、「Cisco Prime Collaboration
Assuranceのデバイス設定」を参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバが、Cisco VCSでフィードバックサーバとして
登録されている必要があります。

•会議の診断と音声電話機能の模擬テストを正しく実行するには、Cisco Prime Collaboration
Assurance Service Pack 1バンドルを適用する前に、CUCMがリストされているバージョン
であることを確認してください。詳細については、12.1 Service Pack 1の『Cisco Prime
Collaboration Assuranceでサポートされているデバイス』を参照してください。

次のレポートは、TelePresenceエンドポイントに対して生成できます。

Endpoint Utilization Report
Endpoint Utilizationレポートにより、最も使用率の高いエンドポイントおよび最も使用率の低
いエンドポイントを識別できます。

エンドポイントの平均使用率は、次の式を使用して計算されます。

•システム定義（1日、1週間、4週間）レポート：

（合計使用時間（分）/[最大使用時間 *60]）* 100

•カスタムレポートの場合：

（合計使用時間（分）/（[最大使用時間 * 60 *日数]））* 100

• 1日：最大使用時間は 10時間です。

• 1週間：最大使用時間は 50時間です。

• 4週間：最大使用時間は 200時間です。

•カスタムレポート：最大使用時間は 1日あたり 7.14時間です。

スケジュールされた時間の使用率を %で示し、これは、スケジュールされた時間の使用状況
をパーセンテージで表しています。

エンドポイントの使用率の設定はカスタマイズできます。カスタマイズするには、エンドポイ

ントモデル（特定のモデルのエンドポイント）を選択して、[使用率の変更（ChangeUtilization）]
ボタンをクリックします。1日の作業時間数と 1週間の作業日数を選択できます。

エンドポイント使用率レポートを生成するには、[アシュアランスレポート（Assurance
Reports）] > [Telepresenceエンドポイントレポート（Telepresence Endpoint Reports）] > [エ
ンドポイント使用率レポート（Endpoints Utilization Report）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [レポート（Reports）] > [Telepresenceエンドポイントレポート（Telepresence Endpoint
Reports）] > [エンドポイント使用率レポート（Endpoint Utilization Report）]。
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No Showエンドポイントの要約レポート
No Show Endpoints Summaryレポートには、スケジュールされた会議に参加しなかったエンド
ポイントに関する情報が表示されます。このレポートは、スケジュールされて完了した会議

データに基づき生成されます。

エンドポイント表示なしサマリーレポートを生成するには、次のオプションを選択します。

[アシュアランスレポート（Assurance Report）] > [Telepresenceレポート（Telepresence
Report）] > [エンドポイント使用率レポート（Endpoint Utilization Report）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

エンドポイント表示なしサマリーレポートを生成するには、次のオプションを選択します。

[レポート（Report）] > [Telepresenceエンドポイントレポート（Telepresence Endpoint
Reports）] > [No Showエンドポイントの要約レポート（No Show Endpoint Summary Report）]。

[CUCMレポートの起動（Launch CUCM Reports）]
[CUCMレポートの起動（Launch CUCM Reports）]では、Cisco Unified Communications Manager
クラスタのレポートページをクロス起動できます。

次に進む: [CUCMレポートの起動（Launch CUCM Reports）]をクリックして、クラスタ名を
クリックして Cisco Unified Reportingアプリケーションを開きます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

選択 [レポート（Reports）] > [CUCMレポートの起動（Launch CUCM Reports）]。

その他のレポート
その他のレポート、UCM/CME Phone Activityレポート、Voice Call Quality Event Historyレポー
トなど、さまざまなレポートを使用できます。

UCM/CME Phone Activity Reports
UCM/CME Phone Activityレポートは、過去 30日間にステータス変更のあった、オーディオお
よびビデオ電話に関する情報を提供します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceを Enterpriseモードで導入した場合、Export Audio Phonesレ
ポートを除く Phone Activityレポートには、ドメイン名が表示されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、Export Audio Phonesレポー
トを除く Phone Activityレポートには、顧客名が表示されます。

利用可能な Activityレポートは、次のとおりです。
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Endpoint Moveレポート

[Endpoint Move]レポートには、過去 30日以内に移動された IP/ビデオエンドポイントの詳細
が表示されます。また、移動前後に使用されている内線、Cisco Unified CMアドレス、スイッ
チのアドレス、スイッチポートを表示します。

[Endpoint Move]レポートには、IP/ビデオエンドポイントの移動が発生した時間ではなく、検
出された時間が表示されます。

[Endpoint Move]レポートを生成するには、[レポート（Reports）] > [その他のレポート
（Miscellaneous Reports）] > [Endpoint Move]の順に選択します。

[Endpoint Move]レポートは、CDPをサポートしないビデオエンドポイントはサポートしてい
ません。

（注）

Endpoint Auditレポート

Endpoint Audit Reportには、管理されている IP/ビデオエンドポイントネットワーク内の変更
が表示されます。

たとえば、このレポートには、ネットワークで追加または削除された IP/ビデオエンドポイン
ト、IPまたはビデオエンドポイントのステータスなどが表示されます。たとえば、エンドポ
イントのステータスは、エンドポイントが Cisco Unified CMから登録を解除されたときに変更
されます。

Endpoint Audit Reportを生成するには、[レポート（Reports）] > [その他のレポート
（Miscellaneous Reports）] > [UCM/CME Phone Activity Reports] > [エンドポイントの監査
（Endpoint Audit）]の順に選択します。

24時間以上前に CUCMから登録解除されたエンドポイントは、Audit Reportに [Removed（削
除済み）]と表示されます。レコードの場合、登録されている間にCUCMから削除されたエン
ドポイントは、Audit Reportに次の 24時間は [未登録（Unregistered）]と表示され、それ以降
は [Removed（削除済み）]と表示されます。これらは、削除後に最初の CDT検出を行った後
には、Cisco Prime Collaboration Assuranceインベントリから削除されることに注意してくださ
い。

（注）

Endpoint Removeレポート

[Endpoint Remove]レポートには、過去 30日以内に削除されたエンドポイントが一覧表示され
ます。

[Endpoint Move]レポートを生成するには、[レポート（Reports）] > [その他のレポート
（Miscellaneous Reports）] > [Endpoint Move Report]の順に選択します。
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Endpoint Extensionレポート

Endpoint Extension Reportには、過去 30日以内に内線番号が変更されたエンドポイントが一覧
表示されます。

Endpoint Extension Reportを生成するには、[レポート（Reports）] > [その他のレポート
（Miscellaneous Reports）] > [Endpoint Extension Report]の順に選択します。

Endpoint Extension Reportは、Ciscoワイヤレス IP電話 7920ではサポートされていません。（注）

Audio IP Phone Activityレポートの対象期間を理解する

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

Audio IP Phoneレポートまたは Video IP Phone Activityレポートを生成する場合は、次のそれぞ
れがどの時間帯の地域に属しているかによってレポートの結果が影響を受ける場合がありま

す。

•クライアントシステム：Cisco Prime Collaboration Assuranceは、クライアントシステムの
日時に基づき、Phone Activityレポートの期間（レポートに応じて、直近 24時間から直近
7～30日まで）を計算します。

• Prime Collaborationシステム：Cisco Prime Collaboration Assuranceは、内線番号の変更など、
Cisco Prime Collaborationシステムが検出した変更の時間に基づき、一部の監査を記録しま
す。

• Cisco Unified Communications Manager：Cisco Prime Collaboration Assuranceは、電話機の移
動など、Cisco Unified CMが検出した変更の時間に基づき、一部の監査を記録します。

これらのシステムに 1つでも同じ時間帯に属していないものがある場合は、Phone Activityレ
ポートを生成および表示するときに、時間帯の差を考慮に入れる必要があります。

Cisco Prime Collaboration Assuranceシステムの監査日時と Audio IP Phoneまたは Video IP Phone
Auditレポートに表示される監査日時が一致しない場合は、ネットワーク内のすべての Cisco
Unified CMが同期するように設定されていることを確認します。

（注）

Cisco Unified CMがダウン時に電話機のステータスをトラッキング

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

バックアップが設定済みの Cisco Unified CMがダウンすると、音声やビデオ IPフォンは Cisco
Unified CMのバックアップにフェールオーバーします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、バックアップに登録された電話機の監査レコードを保
存し、これらの変更されたステータスは IP Phone and Video Phone Auditレポートに含まれま
す。
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Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次の場合には監査レコードを保存しません。

• Cisco Unified CMクラスタ全体がダウンする。

バックアップが設定されていない Cisco Unified CMがダウンする。

そのため、このような Cisco Unified CMに登録された電話機のステータスが変更された状況で
は、Audio IP Phone Status and Video IP Phone Activityレポートには含まれません。

Voice Call Quality Event History Reports
次の項目に基づき、[Voice Call Quality]イベントの [Event History]データベースを検索できま
す。

• MOS

•接続先

•コーデック

•電話機モデル

•センサー（Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードでインストールした場合には
適用されません）

•日付

•エクスポート

Call Quality Event Historyレポートを生成するには、[アシュアランスレポート（Assurance
Reports）] > [その他のレポート（Miscellaneous Reports）] > [音声コールの品質のイベント履
歴レポート（Voice Call Quality Event History Reports）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [レポート（Reports）] > [その他のレポート（Miscellaneous Reports）] > [Voice Call
Quality Event Historyレポート（Voice Call Quality Event History Reports）]。

Voice Call Quality Event Historyレポートは、検索基準に基づき最大 2000件の記録を一覧表示す
るスクロール可能な表です。

2,000レコードを超えてデータベースの内容を表示するには、の順に選択します。[アシュアラ
ンスレポート（Assurance Reports）] > [その他のレポート（Miscellaneous Reports）] > [音声
コールの品質のイベント履歴レポート（Voice Call Quality Event History Reports）] > [エクス
ポート（Export）]。1,000を超えるレコードが検索基準に一致する場合、ポップアップウィン
ドウに一致するレコードの合計数がレポートされます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

選択 [レポート（Reports）] > [その他のレポート（Miscellaneous Reports）] > [Voice Call Quality
Event Historyレポート（Voice Call Quality Event History Reports）] > [エクスポート
（Export）]。
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Internet Explorerブラウザで Voice Call Quality Event Historyレポートをエクスポートする場合、
[Windowsセキュリティ（Windows Security）]ポップアップウィンドウが表示し、クレデン
シャルの入力を要求される場合があります。[Windowsセキュリティ（Windows Security）]
ポップアップウィンドウを閉じたとしても、レポートはダウンロードされます。

[Save at（保存先）]フィールドに、Cisco Prime Collaboration Assuranceがインストールされてい
るサーバでレポートの保存先を入力します。デフォルトの場所は

/opt/emms/cuom/ServiceQualityReportsです。

デフォルトの場所にファイルを保存するようにエクスポート設定を構成している場合は、必ず

Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバにログインして、[エクスポート設定（Export Settings）]
ページで入力したフォルダーを作成し、ユーザのフォルダに書き込み権限を与えます。これら

のタスクを実行しないと、Cisco Prime Collaboration Assuranceはエクスポートファイルを作成
できません。

（注）

[メール送信先（E-mail to）]フィールドに、1つまたはコンマで区切られた複数の完全な電子
メールアドレスを入力します。

レポートをダウンロードするには、[レポートのダウンロード（Download Report）]をクリッ
クします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceを Enterpriseモードで導入した場合は、グローバルセレクタ
（ドロップダウン）で選択した特定のドメインのCall Quality Event Historyレポートのみを表示
できます。ただし、エクスポートオプションを使用してレポートをエクスポートした場合、レ

ポートはグローバルセレクタで選択したドメインに基づきフィルタリングされません。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、Call Quality Event Historyに
は名前など、お客様の詳細情報が含まれます。グローバルセレクタ（ドロップダウン）で選択

した特定のお客様のレポートを表示できます。ただし、エクスポートオプションを使用してレ

ポートをエクスポートした場合、レポートはグローバルセレクタで選択したお客様に基づき

フィルタリングされません。また、このモードでは、センサーに基づいたVoice Call Qualityイ
ベントの、イベント履歴データベースを検索することもできません。

その他のレポート

Cisco Prime Collaboration Assuranceを Enterpriseモードで導入した場合、その他のレポートで
は、CTIアプリケーション、Cisco Analog Telephone Adaptor（ATA）デバイス、Cisco 1040セン
サーに関する情報を提供します。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、Cisco 1040センサーのレポー
トを生成することはできません。

（注）
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これらのレポートを生成するには、次のオプションを選択します。 [アシュアランスレポート
（Assurance Reports）] > [その他のレポート（Miscellaneous Reports）] > [その他のレポート
（Other Reports）]をクリックして、レポートを選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

選択 [レポート（Reports）] > [その他のレポート（Miscellaneous Reports）] > [その他のレポー
ト（Other Reports）]。

CTI Applicationsレポートの生成

CTIアプリケーションレポートには、Cisco Unified CMに登録されている CTIアプリケーショ
ンの一覧が報告されます。

Cisco Unified CMには、次のアプリケーションが CTIデバイスまたは CTIポートとして登録さ
れます。

• Cisco Personal Assistant

• Cisco Customer Response Applications

• Cisco IP Contact Center

• Cisco Emergency Responder

ATA Devicesレポート

ATA Devicesレポートは Cisco Unified CMに登録されている ATAデバイスについての情報を提
供します。

Cisco 1040 Sensorsレポート

Cisco 1040センサーレポートは、ネットワークに展開された Cisco 1040センサーに関する情報
を提供します。Cisco 1040センサーレポートを生成する前に、「Cisco Prime Collaboration
Assuranceレポートを生成するための前提条件」で前提条件を確認してください。

このレポートは、Prime CollaborationをMSPモードでインストールした場合は使用できませ
ん。

（注）

IPフォンのWebインターフェイスがアクセス可能になっている場合は、次のいずれかのハイ
パーリンクをクリックすることにより、Cisco 1040 SensorsレポートからWebインターフェイ
スを開くことができます。

•内線番号

• MACアドレス

• IPアドレス
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会議デバイスのビデオポートの使用率レポート

このレポートは、会議デバイスの 1時間単位の使用率に基づいて生成されます。

Average Utilization

• 1日：平均使用率 1時間目 + 2時間目 + ... + 24時間目) / 24。

• 1週間：1週間の毎時間の平均使用率を合計し、(7 x 24)で除算します。

• 4週間：4週間の毎時間の平均使用率を合計し、(7 x 24 x 4)で除算します。

•カスタム期間：カスタム期間中の毎時間の平均使用率を合計し、(24 xカスタム期間の日
数)で除算します。

使用率は、100%を超えた場合でも 100%と表示されます。（注）

Peak Utilization

• 1日：24時間の各時間における個々のピーク値からピーク使用率を分析します。

• 1週間：7 * 24時間の各時間における個々のピーク値からピーク使用率を分析します。

• 4週間：7 * 24 * 4時間の各時間における個々のピーク値からピーク使用率を分析します。

•カスタム期間：カスタム期間中の各時間における個々のピーク値からピーク使用率を分析
します。

会議デバイスの使用率レポートを生成するには、を選択します。[アシュアランスレポート
（Assurance Reports）] > [その他のレポート（Miscellaneous Reports）] > [他のレポート（Other
Reports）] > [会議デバイスの使用率レポート（Conferencing Device Utilization Report）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [レポート（Reports）] > [その他のレポート（Miscellaneous Reports）] > [その他のレ
ポート（Other Reports）] > [会議デバイスの使用率レポート（Conferencing Device Utilization
Report）]。

[平均使用率（Average Utilization）]または [ピーク使用率（Peak Utilization）]列の値をクリッ
クすると、[ビデオポートの使用率の詳細（Detailed Video Port Utilization）]グラフが開きます。
表示するデータとして、時間あたりの平均使用率、ピーク使用率、または実際のデータ（[す
べて（All）]をクリック）を選択できます。また、スライダを使用して短い時間間隔（1分間
など）を選択して、その時間内の実際のデータを確認することもできます。

スケジュール済みレポート
スケジュール設定されたレポートは、[起動パッドのレポート（Report Launch Pad）]からスケ
ジュールすることができる、使用率およびインベントリに関するレポートです。スケジューリ
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ング設定に従ってレポートを生成できます。ダウンロードしたり、設定済みの電子メール ID
に送信することができます。これらのレポートは、CSVおよび PDF形式にエクスポートでき
ます（ただし、CSV形式のみでエクスポート可能なConference Detailレポートは除く）。これ
らのレポートのデータは、30日間のみ利用できます。

これらのレポートは、デフォルトでは有効になっていません。レポートは、その場で生成する

か、スケジューリングを有効にして事前に定義された日に生成できます。

[レポート（Reports）] -> [スケジュール済みレポート（Scheduled Reports）] -> [レポート
（Reports）]の順にクリックします。

次のスケジュール済みレポートを使用できます。

説明レポートタイトル

Utilization Report（[レポート（Report）]セレクタで [使用率（Utilization）] > [エンドポイント
（Endpoint）]、[エンドポイントの非表示（Endpoint No Show）]の順に選択すると、Monthly
UtilizationおよびMonthly No Show Reportが表示されます。

エンドポイントの使用率について、月ごとに

集計したレポートです。この集計値は、すべ

ての月の使用率 / 12によって計算されます。

Monthly Utilization Report

スケジュール設定された会議には参加してい

ないエンドポイントの、集計された月次レポー

トを提供します。平均の集計値は、すべての

月にわたる不参加割合の合計/12として計算さ
れます。

Monthly No Show Report

すべての完了した会議で、会議の詳細統計を

提供します。

Conference Detailレポート

Inventory Report

管理されたデバイスに関する情報を提供しま

す。不明なデバイスの場合は、IPアドレスの
みが表示されます。このレポートを使用して、

クレデンシャルが更新されたデバイスを検索

します。

Managed Devices Report

管理されていないデバイスに関する情報を提

供します。このレポートを使用して、クレデ

ンシャルの更新が必要なデバイスを特定しま

す。

Unmanaged Devices Report
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説明レポートタイトル

[エンドポイントの診断（Endpoints
Diagnostic）]ページで表示されるとおり、エ
ンドポイントに関する情報を提供します。詳

細については、エンドポイントの診断ダッシュ

ボード（302ページ）セクションを参照してく
ださい。

Cisco Unified Communications Manager
（Call Manager）の説明は、Endpoint
Reportのエンドポイント名列にマッ
プされます。

[エンドポイント名（Endpoint
Name）]と[ユーザ名（User
Name））]列の関連付けは、Cisco
Jabberまたは Client Services
Framework（CSF）の一意なデバイス
の識別に役立ちます。

（注）

エンドポイント

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

Endpoint(s) Report（[レポート（Report）]セレクタで [インベントリ（Inventory）] -> [エンド
ポイント（Endpoint）]の順にクリック）には、Endpoints Audit、Endpoints Move、Endpoints
Remove、Endpoints Extension Auditのスケジュール済みレポートが表示されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3
以降の場合

Endpoints Audit、Endpoints Move、Endpoints
Remove、Endpoints Extension Auditレポートを
スケジュール設定し、生成されたレポートを、

電子メール通知経由で指定の電子メール IDに
送信できます。生成されたレポートには、過

去 1日の詳細が一覧化されている必要があり
ます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモー
ドで導入した場合、[顧客（Customer）]名の
列があります。

Event History Report

過去 1日、1週間、1か月の間に発生したすべ
てのイベント履歴が提供されます。

すべてのイベント
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Scheduled Utilizationレポート（Monthly Utilization、Monthly No Show、Conference Detailレポー
ト）は、ビデオ電話機と TelePresenceポイントに適用できます。これらのレポートに示される
エンドポイントの詳細は、購入したライセンスに基づいて設定されます。

（注）

スケジュールされたレポートの生成

目的に応じて、レポート期間、レポート生成日と生成頻度を定義できます。

スケジュールレポートを生成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [レポート（Reports）]ペインからレポートを選択します。

ステップ 2 [Report Details]ペインの下にある [Settings]タブをクリックし、[Enable Scheduling]をクリックします。

ステップ 3 [Scheduler]および [Settings]ペインのオプションを使用して、レポート生成をスケジューリングします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

• [保存（Save）]をクリックします。

•その場でレポートを生成するには、次の手順を実行します。

•生成するレポートの横の [今すぐ実行（Run Now）]をクリックします。

• [Report Details]ペインで [Run History]タブをクリックします。

•レポートをダウンロードします。

カスタマイズされ、スケジュールされたレポートを作成するには、左の隅にあるレポートのク

イック表示からレポートを選択し、[レポート（Reports）]ペインの下にある [新規（New）]を
クリックします。必要な情報を入力し、[Submit]をクリックします。実行レポートのインスタ
ンスは、[Job Management]ページの下のジョブとしてキューに格納されます。これらのジョブ
の管理とモニタリングは、[管理（Administration）]ページ（から可能です。[システム管理
（System Administration）] > [ジョブ管理（Job Management）]。

2,000件を超えるレコードを含むレポートのデータへのア
クセス

Cisco Prime Collaboration Assuranceのレポートには、最大 2,000件のレコードが表示されます。
レポートの生成時に2,000件を超えるレコードが返された場合、CiscoPrimeCollaborationAssurance
は、レポートの表示前に情報メッセージを表示します。

この場合、次のように対処できます。
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•フィルタの詳細な条件を指定し、生成されるレポートのレコード数を減らす。

•レポートデータを CSVファイルにエクスポートして、追加のレコードにアクセスする。
エクスポートウィンドウを開くには、レポートウィンドウの右上隅にある [Export]アイ
コンをクリックします。CSVファイルに最大 30,000レコードをエクスポートできます。

ファイルをエクスポートしようとしたときにクライアントシステムが応答しない場合は、「ファ

イルのダウンロードに関する問題のトラブルシューティング」を参照してください。

（注）

ファイルのダウンロードに関する問題のトラブルシュー

ティング
Cisco Prime Collaboration Assuranceからレポートまたは他のデータをファイルにエクスポート
しようとしたときに、[エクスポート（export）]ダイアログボックスまたはエクスポートファ
イルを保存するよう指示するウィンドウが表示されない場合は、次の手順を使用して問題を解

決します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Internet Explorerでセキュリティのレベルを中以上に
設定すると、ファイルのダウンロード時に自動的に

ステップ 1

ダイアログを表示するオプションが無効に設定され

ます。PDFまたは CSVファイルをクライアントシ
ステムにダウンロードしようとしたときに、そのシ

ステムに Adobe Acrobat ReaderやMicrosoft Excelが
インストールされていない場合は、何も起きませ

ん。そのPDFファイルまたはスプレッドシートは表
示されず、ファイルの保存場所を指定するウィンド

ウも表示されません。ファイルのダウンロードウィ

ンドウを表示できるようにするには、デスクトップ

で次の手順を実行します。

Internet Explorerを使用しており、ファイルのダウン
ロード時に自動的にダイアログを表示するオプショ

ステップ 2

ンが有効にされていても、ファイルの保存場所を指

定するウィンドウが表示されない場合は、次の手順

を実行してください。
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第 VII 部

ネットワークの分析
• Analyticsのダッシュボードとレポート（537ページ）





第 25 章

Analyticsのダッシュボードとレポート

このセクションでは、次の点について説明します。

• Cisco Prime Collaboration Analyticsダッシュボードとレポート（537ページ）
• Prime Collaboration Analyticsダッシュボードのトラブルシューティング（582ページ）

CiscoPrimeCollaborationAnalyticsダッシュボードとレポー
ト

Cisco Prime Collaboration Analyticsダッシュボードには、期間の依存関係があります。そのレ
ポートに固有の期間（毎日、毎週、毎月）のためのデータを処理するために十分な時間が経つ

まで、レポートは生成できません。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.0以前の場合

過去 1年以内の期間のみ、カスタムレポートを生成できます。1年以上時間が経ったすべての
レポートデータは削除されます。

Cisco Prime Collaboration Analyticsを初めて起動するときに、Cisco Prime Collaboration Analytics
ダッシュボードにデータを表示させるには、次の手順を実行する必要があります。

•デバイス検出

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

セッションのインポート

•会議のインポート

•デバイスのポーリング

これらのタスクの詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceガイド - Advanced』を
参照してください。
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Cisco Prime Collaboration Analyticsのユーザ役割
ユーザロールは、ユーザがアクセスできるタスクの許可を定義するために使用されます。

ユーザには、次のいずれかのロールを割り当てることができます。

•ヘルプデスク：[分析（Analytics））]メニューにはアクセスできません。
•オペレータ：すべてのダッシュボードを表示できますが、スケジュール済みレポートを編
集および削除するためのアクセス権はありません。また、オペレータのユーザには設定機

能がありません。

•レポートビューア：キャパシティ分析、ライセンス使用状況、マイダッシュボード以外
のすべてのダッシュボードにアクセスできます。レポートビューアではレポートをスケ

ジュールすることはできず、[スケジュール設定済みレポート（Scheduled Reports）]メ
ニューにアクセスすることもできません。

•ネットワーク管理者、システム管理者、スーパー管理者—すべてのダッシュボードにアク
セスし、すべての設定タスクを実行できます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、[カスタムレポートジェネ
レータ（Custom Report Generator）]メニューにはアクセスできません。

Cisco Prime Collaboration Assuranceのロールとその機能の詳細については、『Cisco Prime
Collaboration Assurance Advancedガイド』の「Cisco Prime Collaboration Assurance-高度なユーザ
ロール」を参照してください。

ユーザロールとタスクには、Cisco Prime Collaboration Analyticsのユーザロールとマップされて
いるタスクが一覧表示されています。

グローバル顧客の選択

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

このセクションは、Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合のみ適用
されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceのホームページでは、顧客を選択できます。顧客を選択す
るには、右上の [設定（Settings）]アイコンをクリックし、[顧客（Customer）]を選択します。
[顧客（Customer）]ダイアログボックスで対象の顧客名を選択し、[OK]をクリックします。
選択した顧客に基づき、データが分析ダッシュボードに表示されます。

グローバル顧客選択の詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assurance Advancedガイド』
の「グローバル顧客選択」セクションを参照してください。

グローバルドメインの選択

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

このセクションは、Cisco Prime Collaboration Assuranceを Enterpriseモードで導入した場合のみ
適用されます。
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Cisco Prime Collaboration Assuranceのホームページでは、ドメインを選択できます。選択した
ドメインに基づき、データが分析ダッシュボードに表示されます。

グローバルドメイン選択の詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assurance Advancedガ
イド』の「Assuranceのグローバルドメイン選択」セクションを参照してください。

ユーザインターフェイス

Prime Collaboration Analyticsユーザインターフェイス (UI)を使用できます

•グラフモードまたはグリッドモードでダッシュレットを表示する

•データをエクスポートする

•チャートタイプを変更する

•詳細ビューまたはクイックビューを表示する（これによりチャートやグリッドの表示を選
択することができる）

•対応する円グラフや棒グラフの 1区画に関するデータのヒントを表示する

•ダッシュレットの最大化

[Filters（フィルタ）]ペインでクラスタおよび期間に基づいて表示されるデータをフィルタリ
ングできます。

ダッシュレットの右上隅にある最大化アイコンをクリックすることで、ダッシュを最大化する

ことができます。最大化アイコンをクリックすると、ダッシュレットが新しいタブで表示され

ます。

デフォルトでは、すべての分析ダッシュレットのレイアウトテンプレートは、50/50として設
定されます。最適なビューを表示するには、この設定を変更することを推奨しません。ただ

し、カスタムレイアウトを設定する場合は、右上の アイコンをクリックし、[Layout
Template]を選択して、目的のレイアウトを選択します。

クイックビュー

円グラフや棒グラフの1区画をクリックして、対応するエンドポイントのクイックビューを起
動できます。クイックビューには、選択したエンドポイントに対してのみグラフが表示されま

す。ダッシュレットビューと同様に、クイックビューでも以下の処理が可能です。

•グラフモードまたはグリッドモードでダッシュレットを表示する

•チャートタイプを変更する

•データをエクスポートする

•詳細ビューを起動する
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グローバルフィルタオプション

フィルタオプションは、各ダッシュレットの UIの左上から使用できます。期間（過去 1週
間、1か月など）に基づいてすべてのダッシュレットに対して表示されるデータ、およびダッ
シュレットのタイプに基づいてその他の属性に対して表示されるデータをフィルタリングする

ことができます（例：トラフィック分析ダッシュボードでのコールタイプ（音声またはビデ

オ））。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

グローバルフィルタはテクノロジ導入のダッシュボードにあるメトリックに適用されません。

（注）

詳細分析

Prime Collaboration Analyticsには、各ダッシュレット（エンドポイント、デバイス、テクノロ
ジ使用率など）の詳細な分析が用意されています（右下の [See Details]をクリックしてくださ
い）。

[Detailed Analysis]ページには、[Metrics and Filter]ペインと [Graph]ペインがあります。

[Metrics and Filter]ペイン：期間、コールの方向、コールタイプ、コールのステータス、計算
（絶対値またはパーセンテージ）、コール件数、コール期間、エンドポイントタイプ、エンド

ポイントモデル、導入のステータス、クラスタ、拠点/デバイスプールに基づいてデータを
フィルタリングできます。

キャパシティ分析のすべてのダッシュレットで、カスタムグループ、使用率、個別のグラフ

（各エンティティを縦に 1つずつ表示し、1ページあたりのグラフ数は 20個に制限される）、
またはマージされたグラフ（すべてのエンティティを1つのグラフに表示する）を使用して、
結果をフィルタリングすることができます。[Keep selected time span in sync across all graphs]を
選択すると、すべてのグラフでカスタム日付を同期させることができます。

（注）

[Export]オプション。[Metrics and Filter]ペインの後で右上に表示され、エクスポートをスケ
ジュールすることができます。スケジュールの設定に従ってダッシュレットのレポートを生成

したり、それらのレポートをダウンロードしたり、指定の電子メール IDに送信したりできま
す（レポートの生成が失敗した場合は、失敗の通知を送信することもできます）。スケジュー

ルされたレポートを、設定されている sFTPサーバへ送信することもできます。sFTPサーバを
設定するには、「sFTPサーバの設定」を参照してください。チャートのデータは CSV形式ま
たは PDFでエクスポートできます。表ベースのダッシュレットのデータは、CSV形式でエク
スポートできます。

[Graph]ペイン：表示されるグラフは、[Filter]ペインの各パラメータについての値セットに基
づいてます。グラフの下のスライダには、（[Filter]ペインで設定される）目的の期間が表示さ
れます。ユーザはスライダをドラッグして特定の期間を拡大する（期間の幅を狭くする）こと

も、X軸およびY軸の値を変更することもできます。これにより、データがその期間に対して
フィルタリングされます。
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表形式のビュー：Prime Collaboration Analyticsにはデータを表形式で表示するオプションがあ
ります。これによりデータのより深い、詳細な分析（詳細なコールレコード、時間ごとのネッ

トワーク使用率、エンドポイントの情報など）を提供することができます。詳細分析で、スラ

イダの下に表示されている凡例またはシリーズをクリックしたとき、またはグラフ上の任意の

場所をダブルクリックしたときに、表形式のビューがポップアップ表示されます。また、テー

ブルのデータをフィルタリングすることも、エクスポートすることもできます。
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•詳細ビューでは、サブゾーンが設定されていない場合には必ず、Cisco VCS登録エンドポ
イントのダッシュレットにデバイスプールと拠点が表示されます。Cisco VCSクラスタま
たはサブゾーンの詳細が次のダッシュレットに表示されます。

• [トラフィック分析のすべてのダッシュレット（All dashlets in Traffic Analysis）]

•サービスエクスペリエンスのすべてのダッシュレット。

• —Technology Adoptionで Endpoint Model Endpoints Deployment Summary別となってい
る Deployment Distributionのすべてのダッシュレットを除きます。

•使用頻度が最も低いエンドポイントタイプ（資産の使用率）。

Cisco VCSでサブゾーンが設定されていない場合、拠点、コーデック、およびデバイス
プールの詳細が VCS_Unknownとして表示されます。障害の詳細は、Cisco VCSに登録さ
れたコールには適用されないため、詳細ビューにはゼロとして表示されます。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

Call Detail Records（CDR）ベースのダッシュレットの詳細ビューには、過去 30日間のみ
の CDRまたは Call Management Records（CMR）のデータが表示されます。ダッシュレッ
トには、30日より前のエンドポイントのコールに関する詳細は表示されませんが、、13
か月、または 56週間の間に集計された CDRまたは CMRデータが利用できます。

—Call Detail Records（CDR）ベースのダッシュレットの詳細ビューには、過去 30日間の
みのCDRまたはCall Management Records（CMR）のデータが表示されます。ダッシュレッ
トには、30日より前のエンドポイントのコールに関する詳細は表示されませんが、3か月
または 12週間の間に集計された CDRまたは CMRデータが利用できます。

• IPアドレスとディレクトリ番号のフィルタ機能があるダッシュレットでは、次の順序で詳
細を入力します。

• IPアドレスの形式は x.x.x.xである必要があり、範囲はこれら 2つの値を除く 0.0.0.0
と255.255.255.255の間に設定できます。また、特殊文字を含めることはできません。

•ディレクトリ番号に、+、@、.（ピリオド）を使用できます。

•キャパシティ分析や資産の使用率などの一部のダッシュボード（使用頻度が最も低いエン
ドポイントは除く）では、最大100個のデータを表示することができます。フィルタ結果
が 100件を超える場合は、エラーメッセージが表示されます。また、エンドポイントタ
イプと拠点に対してフィルタオプションがサポートされている場合は、最大値の100は拠
点に対して適用され、エンドポイントには適用されません。

•データをエクスポートする場合は、すべての分析データがエクスポートされます。フィル
タパラメータは、エクスポートされたデータに対してではなく、UIに表示されているデー
タに対してのみ適用されます。

（注）

ヒントを使用して、グラフィカルビューを便利にカスタマイズすることができます。
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レポートのスケジュール、エクスポート、およびインポート

各ダッシュレットの左下に表示されるドロップダウンアイコンには、レポートの印刷、エクス

ポート、およびスケジュールを選択するオプションがあります。スケジュールの設定に従って

ダッシュレットのレポートを生成したり、それらのレポートをダウンロードしたり、指定の電

子メール IDに送信したりできます（レポートの生成が失敗した場合は、失敗の通知を送信す
ることもできます）。スケジュールされたレポートを、設定されている sFTPサーバへ送信す
ることもできます。sFTPサーバを設定するには、「sFTPサーバの設定」を参照してください。

レポート生成のジョブをスケジュールする場合は、開始時間ではなく、開始日のみを選択でき

ます。Prime Collaborationは、Job Schedulerによりジョブをスケジュールします。定期ジョブ
は、（繰り返しの間隔には関係なく）その日に新しく作成されたレポートに対して 60分ごと
にチェックを行い、レポートを実行します。デフォルトでは、繰り返しの間隔によってその日

に 1回だけ新しく作成されたレポートは、それぞれのタイムゾーンの午後 10時 59分にもう一
度実行されます。

繰り返しがスケジュールされているすべてのレポート（毎日、毎週、毎月）は、繰り返しの間

隔に基づいて各タイムゾーンの午前 5時～8時に毎日実行されます。これらのレポートは、レ
ポートの実行にかかった時間に基づいて、低および高の優先順位が付けられます。実行時間が

長いレポートは優先順位が「低」と分類され、実行時間が短いレポートは優先順位が「高」と

して分類されます。優先順位が高いレポートは一連のレポートの中で最初に実行され、その後

は優先順位が高い順に実行されます。優先順位が低いレポートは、4件単位で実行されます。

チャートのデータは CSV形式または PDFでエクスポートできます。表ベースのダッシュレッ
トのデータは、CSV形式でエクスポートできます。レポートごとに保存できるインスタンスの
数を指定することもできます。インスタンス数が指定した制限に達すると、時系列順で最初に

保存されたレポートが消去されます。

1. Bottom Tableでデータのパージング：パージングでは、Bottom Table（BT）のデータは 35
日後に削除されますが、実行履歴には、スケジュール済みレポートが生成したものと同じ

回数が表示されます。

2. スケジュール済みレポートのカスタム間隔：スケジュール済みレポートを生成すると、ス
ケジュールしたときと同じ間隔を示すレポートが生成されます。

したがって、カスタム間隔ではレポートをスケジュール設定しないよう推奨します。（注）

顧客ロゴの管理

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration AnalyticsをMSPモードで展開している場合は、顧客にロゴを割り当
てることができます。これらのロゴは、ダッシュレットを使用して（スケジュールまたはエク

スポートによって）生成されたレポートに表示されます。生成されたレポートには、グローバ

ルカスタマー選択で選択された顧客のロゴが表示されます。
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顧客のロゴは、PDF形式のレポートでのみ使用できます。（注）

顧客のロゴは、アップロード、削除、およびリセットが可能です。

顧客のロゴをアップロードするには、次のようにします。

始める前に

このタスクを実行するには、管理者特権が必要です。

ステップ 1 [分析管理（Analytics Administration）] > [顧客のロゴのアップロード（Upload Customer Logo）]を選択しま
す。

ステップ 2 適切な顧客名を選択します。

ステップ 3 [参照（Browse）]をクリックして、適切な画像を選択します。

.jpg、.jpeg、.bmp、または .gifの形式の画像のみをアップロードできます。（注）

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックして、画像を顧客のロゴとして保存します。

ロゴを削除するには、[ロゴの削除（Delete Logo）]をクリックします。[リセット（Reset）]をクリックす
ると、ロゴを更新できます。

sFTPサーバの設定
sFTPサーバを設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

Cisco Prime Collaboration AnalyticsをMSPモードで展開した場合は、次のことを確認してくだ
さい。

•ユーザ <userid>は、sFTPサーバで使用できます。

• /<path>/<userid>フォルダは sFTPサーバで利用可能であり、その特定のユーザ <userid>お
よび管理者だけがアクセスできます。

ステップ 1 [Analytics Administration] > [sFTP Settings]を選択します。

ステップ 2 [sFTP設定（sFTP Settings）]ページで、必要な詳細を入力します。フィールドの説明については、表 66 :
sFTP設定フィールド（545ページ）を参照してください。

ステップ 3 sFTPサーバへの接続を確認するには、[Test Connection]をクリックします。
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MSPモードでは、テスト接続を使用して、/< path >/< userid >フォルダが sFTPサーバで使用可能
かどうかを検証できます。

（注）

ステップ 4 正常に接続したら、[Save]をクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

MSPモードでは、オペレータのユーザは [分析管理（Analytics Administration）]メニューにア
クセスできず、sFTPサーバを設定することもできません。

表 66 : sFTP設定フィールド

説明フィールド

スケジュール済みのレポートを保存する必要

がある sFTPサーバの IPアドレス。
sFTPサーバ（IPアドレス）

sFTPサーバのポート番号。sFTP Port

スケジュール済みレポートを保存する必要が

ある sFTPサーバ内のディレクトリパス。

Cisco Prime Collaboration AnalyticsをMSPモー
ドで展開した場合は、レポートが

/<path>/<userid>の場所に保存され、Cisco Prime
Collaboration Analyticsを Enterpriseモードで展
開した場合は、レポートが /<path>の場所に保
存されます。

パス（ディレクトリ）

sFTPサーバにアクセスするためのユーザ名。User Name

sFTPサーバにアクセスするためのパスワー
ド。

Password

Cisco Prime Collaboration Analyticsダッシュレットのデータ入力の前提
条件

Cisco Prime Collaboration Analyticsダッシュレットに入力するデータに対して、次の前提条件が
満たされていることを確認します。

• Unified CMおよびCisco VCSに登録されているエンドポイントが検出される（およびイン
ベントリ）。

• Unified CMおよび Cisco VCSに登録されているエンドポイント用の CDRレコードが利用
可能であること ([レポート（Reports）] > [CDRおよび CMRレポート（CDR & CMR
Reports）]。
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•登録した Unified CMのデータが、で収集できる。[アラームおよびレポート管理（Alarm
& Report Administration）] > [CDSソース設定（CDR Source Settings）] > [通話品質デー
タソース管理（Call Quality Data Source Management）]。

•それぞれのダッシュボードでグローバルフィルタを空に設定して、データの入力を検証す
る。

• Analyticsは、選択された期間について収集された履歴データを使用する。日、週、および
月に対するフィルタを選択した場合、データは現在の日、週、および月を除いて表示され

る。

テクノロジー導入

これまでに行われたテクノロジー投資を検証するために、テクノロジー導入ダッシュボードを

使用します。このダッシュボードはまた、将来の投資決定に使用できる重要な意思決定を支援

するメトリックを提供します。

前提条件：Unified CMおよびCisco VCSに登録されているエンドポイントが検出されているこ
と。

データソース：このダッシュレットのデバイスの詳細は、Prime Collaborationのインベントリ
から収集され、コールの詳細は Unified CMおよび Cisco VCS CDRから収集されます。

このダッシュボードのすべてのダッシュレットは Unified CMと VCSに登録されたエンドポイ
ントのデータを表示します。

不明なエンドポイントの導入の詳細については、テクノロジー導入ダッシュボードに表示され

ません。

テクノロジー導入ダッシュボードは、組織で導入された音声エンドポイントやビデオエンドポ

イントの概要情報およびスナップショットビューを提供するメトリックを表示します。

テクノロジー導入ダッシュボードには、次のメトリックが表示されます。

次の概要情報を提供します。メトリック

•使用中のビデオエンドポイント合計

•過去 1か月のエンドポイント数の変更

•導入されたビデオエンドポイントの割合

導入されたビデオエンドポイント

•ビデオコールの合計時間

•過去 12週間のビデオコール時間の変更

•ビデオコールの使用状況の傾向

ビデオコール分数
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•音声エンドポイントの合計数

•過去 1か月のエンドポイント数の変更

•導入された音声エンドポイントの割合

導入された音声エンドポイント

•音声コールの合計時間

•過去 12週間の音声コール時間の変更

音声コール分数

メトリックを表示する期間を選択するには、ドロップダウンリストを使用します。

次のダッシュレットは、テクノロジー導入ダッシュボードで使用可能です。

エンドポイントモデルによる導入の分配

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

このダッシュレットは設定された実行中のエンドポイントの導入のトレンドを示します。

•登録ステータスに関係なく、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理されるすべてのエ
ンドポイントは、設定エンドポイントとして分類されます。

• Cisco Prime Collaboration Assurance内の登録済みか、部分的に登録された状態にあるエン
ドポイントは、アクティブなエンドポイントです。

デフォルトでは、このダッシュレットに Cisco Prime Collaboration Assuranceがインストールさ
れた日付から現在の日付までのすべてのエンドポイントのグラフが表示されます。週ごとに

データをフィルタ処理できます。期間を7日前に選択すると、Prime Collaborationをインストー
ルした日付から現在の日付までに展開されたすべてのエンドポイントがグラフに表示されます

（7日前）。

一例として、CTS 1000シリーズなどの特定のエンドポイントモデルについて一定期間の追加/
展開における増加レートを判断することができます。

期間のグローバルフィルタはこのダッシュレットに適用されません。（注）

デバイスの詳細（モデル番号、バージョンなど）は、Prime Collaborationインベントリから収
集され、またSNMPおよびHTTPを使用してエンドポイントをポーリングしてしても収集され
ます。このデバイス情報は分析データベースで格納され、モデルに基づいてエンドポイントを

グループ化するために使用されます。こうして収集した詳細情報は円グラフとして表示されま

す。

エンドポイントタイプ、エンドポイントモデル、デバイスプール、クラスタまたは拠点に基

づいて詳細ビューで導入データをフィルタリングできます。特定のエンドポイントモデルの実

行中および設定されているデバイスの累積数も表示できます。

Cisco VCSに登録されている Cisco Jabber電話では、登録ステータスに関係なく、実行数と設
定したエンドポイント数は同じになります。これは、Cisco Jabberのステータスが登録されて
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いない場合、インベントリが [Deleted]状態に移行するためです。その他の電話では、（ソフ
トクライアント CSFや CUPCなどと同様に）、24時間以上ステータスが登録されていない場
合のみデバイスのステータスが「Deleted」になります。

エンドポイント展開の概要

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

このダッシュレットは設定された実行中のエンドポイントの導入のトレンドを示します。

•登録ステータスに関係なく、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理されるすべてのエ
ンドポイントは、設定エンドポイントとして分類されます。

• Cisco Prime Collaboration Assurance内の登録済みか、部分的に登録された状態にあるエン
ドポイントは、アクティブなエンドポイントです。

デフォルトでは、このダッシュレットに Cisco Prime Collaboration Assuranceがインストールさ
れた日付から現在の日付までのすべてのエンドポイントのグラフが表示されます。週ごとに

データをフィルタ処理できます。期間を7日前に選択すると、Cisco Prime Collaboration Assurance
をインストールした日付から現在の日付までに展開されたすべてのエンドポイントがグラフに

表示されます（7日前）。

一例として、CTS 1000シリーズなどの特定のエンドポイントモデルについて一定期間の追加/
展開における増加レートを判断することができます。

期間のグローバルフィルタはこのダッシュレットに適用されません。（注）

デバイスの詳細（モデル番号、バージョンなど）は、Cisco Prime Collaboration Assuranceイン
ベントリから収集され、SNMPまたはHTTPを使用したエンドポイントのポーリングによって
も収集されます。このデバイス情報は分析データベースで格納され、モデルに基づいてエンド

ポイントをグループ化するために使用されます。こうして収集した詳細情報は円グラフとして

表示されます。

エンドポイントタイプ、エンドポイントモデル、デバイスプール、クラスタまたは拠点に基

づいて詳細ビューで導入データをフィルタリングできます。特定のエンドポイントモデルの実

行中および設定されているデバイスの累積数も表示できます。

Cisco VCSに登録されている Cisco Jabber電話では、登録ステータスに関係なく、実行数と設
定したエンドポイント数は同じになります。これは、Cisco Jabberのステータスが登録されて
いない場合、インベントリが [Deleted]状態に移行するためです。その他の電話では、（ソフ
トクライアント CSFや CUPCなどと同様に）、24時間以上ステータスが登録されていない場
合のみデバイスのステータスが「Deleted」になります。

エンドポイントモデルによるコール分配

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

このダッシュレットはエンドポイントモデルごとのコールの量に基づいてコール分配を表示し

ます。次のようなコールの詳細を表示できます。
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•完了および失敗したコールを含む、試行されたすべてのコール。
•エンドポイントから発信され成功したすべてのコール。
•ドロップして接続に失敗したコール。
•接続に失敗したすべてのコール。

このダッシュレットのデバイスの詳細は、Prime Collaborationのインベントリから収集され、
コールの詳細は Unified CMおよび Cisco VCS CDRから収集されます。

デバイスプール、IPアドレス、エンドポイントタイプ、エンドポイントモデル、コールタイ
プ、コールステータス、コール方向、コール数、コール期間、クラスタ、ユーザ IDまたは拠
点に基づいて詳細ビューページのコール分配の詳細をフィルタリングできます。

クラスタフィルタは、Cisco VCSをサポートしていません。

上記の「コール方向」は、着信または発信を意味します。これは、コールを発信するエンドポ

イントまたは拠点の視点に基づいて決定されます。たとえば、エンドポイントAがエンドポイ
ント Bをコールした場合、エンドポイント Aの視点では発信コール、エンドポイント Bの視
点では着信コールです。

エンドポイントモデルごとのコール量

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

このダッシュレットはエンドポイントモデルごとのコールの量に基づいてコール分配を表示し

ます。次のようなコールの詳細を表示できます。

•完了および失敗したコールを含む、試行されたすべてのコール。
•エンドポイントから発信され成功したすべてのコール。
•ドロップして接続に失敗したコール。
•接続に失敗したすべてのコール。

このダッシュレットのデバイスの詳細は、Prime Collaborationのインベントリから収集され、
コールの詳細は Unified CMおよび Cisco VCS CDRから収集されます。

デバイスプール、IPアドレス、エンドポイントタイプ、エンドポイントモデル、コールタイ
プ、コールステータス、コール方向、コール数、コール期間、クラスタ、ユーザ IDまたは拠
点に基づいて詳細ビューページのコール分配の詳細をフィルタリングできます。

クラスタフィルタは、Cisco VCSをサポートしていません。

上記の「コール方向」は、着信または発信を意味します。これは、コールを発信するエンドポ

イントまたは拠点の視点に基づいて決定されます。たとえば、エンドポイントAがエンドポイ
ント Bをコールした場合、エンドポイント Aの視点では発信コール、エンドポイント Bの視
点では着信コールです。

エンドポイントタイプによるコール分配

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

このダッシュレットはエンドポイントタイプの音声エンドポイントやビデオエンドポイント

に基づいてコール分配を表示します。
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音声エンドポイントは、音声通話の発信および受信ができるデバイスです。音声 IP電話、ワ
イヤレス IP電話と個人の通信エンドポイントは、音声エンドポイントとして分類されます。

ビデオエンドポイントは、ビデオコールの発信および受信ができるデバイスです。多目的テ

レプレゼンス、イマーシブテレプレゼンス、パーソナルテレプレゼンス、モバイルビデオ、

デスクトップビデオデバイスは、ビデオエンドポイントとして分類されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでサポートされるオーディオおよびビデオエンドポイント
の一覧については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceでサポートされているデバイス』を
参照してください。

このダッシュレットのデバイス詳細は Prime Collaborationのインベントリから収集され、この
ダッシュレットに関するコール詳細は Unified CMおよび Cisco VCS CDRから取得されます。

デバイスプール、URI、ディレクトリ番号、IPアドレス、エンドポイントタイプ、エンドポ
イントモデル、コールタイプ、コールステータス、コール方向、コール数、通話時間、クラ

スタ、ユーザ ID、または拠点に基づいて詳細ビューページのコール分配の詳細をフィルタリ
ングできます。

エンドポイントタイプごとのコール量

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

このダッシュレットはこのダッシュレットはエンドポイントタイプの音声エンドポイントやビ

デオエンドポイントに基づいてコール分配を表示します。

音声エンドポイントは、音声通話の発信および受信ができるデバイスです。音声 IP電話、ワ
イヤレス IP電話と個人の通信エンドポイントは、音声エンドポイントとして分類されます。

ビデオエンドポイントは、ビデオコールの発信および受信ができるデバイスです。多目的テ

レプレゼンス、イマーシブテレプレゼンス、パーソナルテレプレゼンス、モバイルビデオ、

デスクトップビデオデバイスは、ビデオエンドポイントとして分類されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでサポートされるオーディオおよびビデオエンドポイント
の一覧については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceでサポートされているデバイス』を
参照してください。

このダッシュレットのデバイス詳細は Prime Collaborationのインベントリから収集され、この
ダッシュレットに関するコール詳細は Unified CMおよび Cisco VCS CDRから取得されます。

デバイスプール、URI、ディレクトリ番号、IPアドレス、エンドポイントタイプ、エンドポ
イントモデル、コールタイプ、コールステータス、コール方向、コール数、通話時間、クラ

スタ、ユーザ ID、または拠点に基づいて詳細ビューページのコール分配の詳細をフィルタリ
ングできます。

テクノロジーの使用

このダッシュレットは、音声とビデオ両方の使用の傾向を表示します。コール数が最大値のエ

ンドポイントも表示します。各週のデータをグラフまたは表形式で表示できます。デフォルト

では、過去 1か月のデータが表示されます。
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このダッシュレットのエンドポイントの詳細は、Prime Collaborationのインベントリから収集
され、コールの詳細は Unified CMおよび Cisco VCS CDRから収集されます。

詳細ビューで、音声とビデオの使用率を計算するために使用する式は次のとおりです。

エンドポイント数 >= 1週間のコールステータスが同じコール数（失敗、ドロップ、完了、試
行）/デバイスの数 >= 1週間のコール数（同じモデルとコールタイプ） * 100。

コールタイプ、URI、ディレクトリ番号、エンドポイントモデル、コールステータス、使用
状態、拠点、デバイスプール、クラスタ、ユーザ ID、または IPアドレスに基づいて詳細ビュー
ページの詳細をフィルタリングできます。

資産使用状況

このダッシュボードでは、資産の使用率を追跡できます。たとえば、エンドポイントが効果的

に割り当てられ、使用されているかどうかなどを見極めるのに役立ちます。

前提条件：Unified CMおよびCisco VCSに登録されているエンドポイントが検出されているこ
と。

データソース：このダッシュレットのデバイスの詳細は、Prime Collaborationのインベントリ
から収集され、コールの詳細は Unified CMおよび Cisco VCS CDRから収集されます。

資産使用状況ダッシュボードでは、次のダッシュレットを使用できます。

使用頻度が最も低いエンドポイントタイプ

このダッシュレットは1週間当たりに発信されたコール数に基づいて使用頻度が最も少ないエ
ンドポイントタイプを表示します。デフォルトでは、ダッシュレットには使用されていないエ

ンドポイント（コールがないエンドポイント）のみが表示されます。ダッシュレットビューに

表示される「週当たりのコール数がx未満」のカテゴリには、使用されていないエンドポイン
トおよび週当たりのコール数が x件のエンドポイントが含まれます。

このダッシュレットには、Unified CMおよび VCSに登録されているエンドポイントのデータ
が表示されます。このダッシュレットのデバイス詳細はPrime Collaborationのインベントリか
ら収集され、コールの詳細は CDRから収集されます。

詳細ビューには、週次に集約されたデータのみが表示されます。エンドポイントタイプ、エン

ドポイントモデル、使用ステータス、デバイスプール、拠点、ユーザ ID、またはクラスタに
基づいて詳細ビューページのデータをフィルタリングできます。

詳細ビューグラフの週当たりの未使用のエンドポイントに関して表示されるデータは、詳細

ビューの使用頻度が最も低いエンドポイントタイプテーブルと同期していません。これは、

使用頻度が最も低い Least Used Endpoint Typesレポートのテーブルには、選択された時間フィ
ルタの集計データが表示されるためです。これは、資産使用のダッシュレットビューと同じで

す。

（注）
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ビデオテレプレゼンスルームの使用率

使用率が最も高いエンドポイントと最も低いエンドポイントを追跡することができます。この

ダッシュレットには、エンドポイント名、セッション数、使用期間、および1週間の使用率の
リストが表示されます。期間、エンドポイントタイプ、および使用率のパーセンテージでデー

タをフィルタリングできます。

次を使用して、管理対象の各エンドポイントについて、1日あたりの作業時間（デフォルトは
8時間）および 1週間あたりの作業日数（デフォルトは 5日）をカスタマイズできます。[使用
率の変更（Change Utilization）] ([アシュアランスレポート（Assurance Report）] > [Telepresence
レポート（Telepresence Report）] > [エンドポイント使用率レポート（Endpoint Utilization
Report）])。これらの値は、テレプレゼンスルームについてのアセットの使用率を分析する場
合に使用されます。

マウスをエンドポイント名または使用率の上におくと、クイックビューを起動することができ

ます。ここではグラフとグリッドビューが表示され、セッション数、期間、および使用率の

パーセンテージが示されます。

詳細な分析では、表示された結果を期間、すべてのエンドポイント、または指定したエンドポ

イントタイプ、パーセンテージまたは絶対値、個別またはマージされたグラフでフィルタリン

グできます。すべてのエンドポイントを選択した場合は、使用率のパーセンテージによって

フィルタリングすることもできます。

No Show Video TelePresenceエンドポイント

スケジュールされたセッションに参加しなかったエンドポイントを特定することができます。

このダッシュレットには、スケジュールされた完全なセッションに基づいたデータが表示され

ます。このダッシュレットで、スケジュールされたすべてのセッション、スケジュールされた

セッションで開催されたもの、および不参加のセッション（スケジュールされたが開始されな

かったセッション、およびスケジュールされ、開催されたセッションだがセッションに含まれ

ているエンドポイントが参加しなかったもの）を表示することができます（この列のデータを

パーセンテージおよび絶対値で表示できます）。不参加のエンドポイントの件数が1以上のも
のが一覧で表示されます。期間、エンドポイントタイプ、および不参加によって、データを

フィルタリングできます。

詳細な分析では、データを期間、エンドポイント名、エンドポイントタイプ、エンドポイント

モデル、不参加（絶対値とパーセンテージ）、クラスタ、拠点、デバイスプールでフィルタし

て、エンドポイントの不参加、および不参加のパーセンテージの傾向を確認できます。エンド

ポイントの凡例をクリックすると、スケジュールセッションの合計数と、エンドポイントのモ

デルとタイプ、およびエンドポイントの参加と不参加の件数を確認できます。

このダッシュレットは、Cisco Prime Collaboration AnalyticsのMSPモードではサポートされて
いません。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合
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No Show Video Telepresenceエンドポイントの前提条件。

Conference Diagnosticsを有効にしてデータが入力できることを確認します。（注）

次は、No Show Video Telepresenceエンドポイントの要件です。

• Unified CMおよび Cisco VCSは、Managed状態にある必要があります。

• MCUなどのエンドポイントとコントローラは、Managed状態にある必要があります。

•デバイスの可視性を「Full Visibility」状態に設定します。

• JTAPIが Unified Communications Managerで設定されている必要があります。Unified
Communications Managerで JTAPIを有効にする方法については、「Cisco Prime Collaboration
Assuranceのデバイス設定」を参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバが、Cisco VCSでフィードバックサーバとして
登録されている必要があります。

•会議の診断と音声電話機能の模擬テストを正しく実行するには、Cisco Prime Collaboration
Assurance Service Pack 1バンドルを適用する前に、CUCMがリストされているバージョン
であることを確認してください。詳細については、12.1 Service Pack 1の『Cisco Prime
Collaboration Assuranceでサポートされているデバイス』を参照してください。

No Show Video TelePresenceエンドポイント

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以降の場合

スケジュールされたセッションに参加しなかったエンドポイントを特定することができます。

このダッシュレットには、スケジュールされた完全なセッションに基づいたデータが表示され

ます。このダッシュレットで、スケジュールされたすべてのセッション、スケジュールされた

セッションで開催されたもの、および不参加のセッション（スケジュールされたが開始されな

かったセッション、およびスケジュールされ、開催されたセッションだがセッションに含まれ

ているエンドポイントが参加しなかったもの）を表示することができます（この列のデータを

パーセンテージおよび絶対値で表示できます）。不参加のエンドポイントの件数が1以上のも
のが一覧で表示されます。期間、エンドポイントタイプ、および不参加によって、データを

フィルタリングできます。

詳細な分析では、データを期間、エンドポイント名、エンドポイントタイプ、エンドポイント

モデル、不参加（絶対値とパーセンテージ）、クラスタ、拠点、デバイスプールでフィルタし

て、エンドポイントの不参加、および不参加のパーセンテージの傾向を確認できます。エンド

ポイントの凡例をクリックすると、スケジュールセッションの合計数と、エンドポイントのモ

デルとタイプ、およびエンドポイントの参加と不参加の件数を確認できます。

このダッシュレットは、Cisco Prime Collaboration AnalyticsのMSPモードではサポートされて
いません。

（注）
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トラフィック分析

トラフィック分析のダッシュボードは、組織内のさまざまなユーザ、部門、テクノロジーの使

用状況を表示します。これは、さまざまな組織単位または部門にわたってビジネスコストを計

画し、割り当てるのに役立ちます。

データソース：トラフィック分析のダッシュボードのダッシュレットのコール詳細は、Cisco
Unified Communications Managerが生成する CDRから取得されます。

詳細ビューでは、フィルタは上位 Nに基づいています。下部のテーブルには、[詳細ビュー
（Detail View）]ページで選択した他のフィルタ条件に基づき、すべてのレコードが表示され
ます。ただし、rawデータはデータベースに35日間のみ保管されます。下部のテーブルには、
対応するデータが表示されます。

（注）

次のダッシュレットは、トラフィック分析ダッシュボードで使用可能です。

上位 Nの発信者

このダッシュレットは、Prime Collaborationの管理による導入内で、ディレクトリ番号から他の
任意の番号にコールされた合計数に基づき、コール発信元の上位 Nつの番号を一覧表示しま
す。

ディレクトリ番号、コールタイプ、コール数、通話時間、クラスタ、拠点、デバイスプール

またはエンドポイントの詳細（IP、発信者番号、または送信元URIなど）に基づいて詳細ビュー
ページに表示されるデータをフィルタリングできます。Prime Collaborationで管理されたエン
ドポイントのディレクトリ番号は表示されますが、外部のディレクトリ番号は表示されませ

ん。

絶対値または割合モードのいずれかで、コール数または通話時間を表示できます。エンドポイ

ントまたはユーザでそれぞれフィルタリングすると、ユーザまたは電話番号を表示することも

できます。

上位 Nの発信者の割合を計算するために使用する式は次のとおりです。

1週間における特定番号のコール総数または通話時間/その週におけるすべての発信者のコール
総数または通話時間* 100。

このダッシュレットには、Unified CMおよび VCSに登録されているエンドポイントのデータ
が表示されます。

詳細ビューで表示されるズームセレクタグラフを使用して、グラフの時間ウィンドウ（X軸）
ポインタを調整し、その特定の電話番号からの選択した期間のコールの詳細を表示できます。

また、グローバルクラスタフィルタを使用して、個別のクラスタの上位 Nの発信者を表示す
ることができます。
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上位 Nのダイヤル番号

このダッシュレットは、指定された期間の宛先に基づき、かけた番号の上位N位を示します。
次のような上位 Nの番号を確認できます。

•呼び出し回数（コール数）が最も高い番号

•コール時間（通話時間）が最も長い番号

このダッシュレットには、Unified CMおよび VCSに登録されているエンドポイントのデータ
が表示されます。

ディレクトリ番号、コールタイプ、コール数、通話時間、クラスタ、または拠点に基づいて詳

細ビューに表示される詳細をフィルタリングできます。Prime Collaborationで管理されたエン
ドポイントのディレクトリ番号は表示されますが、外部のディレクトリ番号は表示されませ

ん。

上位 Nのオフネットトラフィック拠点

このダッシュレットには拠点ごとのオフネットとオンネットトラフィックの傾向が表示されま

す。

[詳細ビュー（Detailed View）]ページに表示されるデータを、オフネットまたはオンネットト
ラフィック、コールタイプ、コールカウント、通話時間、クラスタ、場所、デバイスプール,
エンドポイントの詳細（IP、ディレクトリ番号、送信元 URIなど）、通話方向、ユーザ IDに
基づきフィルタすることができます。

また、着信コールまたは発信コールの方向に基づき、詳細ビューのデータをフィルタすること

もできます。着信コールはゲートウェイが CUCMから受信したコールであり、発信コールは
ゲートウェイから CUCMへと発信されたコールです。したがって、着信コールにフィルタを
かける場合は、発信者または発信者のエンドポイントの詳細を入力する必要があり、発信コー

ルをフィルタする場合は、呼び出し先または宛先のエンドポイントの詳細を入力する必要があ

ります。

エンドポイントに基づいきデータをフィルタすると、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管
理されているエンドポイントのディレクトリ番号は表示されますが、外部のディレクトリ番号

は表示されません。

（注）

ダッシュレットビューで、オンネットコールの割合を計算するために使用する式は次のとお

りです。

拠点でのオンネットコールの総数 /その場所のオフネットコールとオンネットコールの総数
* 100

オフネットコールの割合を計算するために使用する式は次のとおりです。

拠点でのオフネットコールの総数 /その場所のオフネットコールとオンネットコールの総数
* 100

ダッシュレットには Video Communication Server (VCS)で処理されるコールは含まれません。
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オフネットとオンネットコール

Cisco Unified CM（プライベートネットワーク）内のコールは、オンネットコールと呼ばれま
す。たとえば、Cisco内部の IP Phoneから別の内部 IP Phoneへのコールは、オンネットコール
です。オンネットコールでは、リモート Cisco Unified CMクラスタやサードパーティの SIPベ
ンダー製の機器と統合するために、クラスタ間トランク（ICT）またはSession Initiation Protocol
(SIP)トランク経由でルーティングできます。

オフネットコールは通常、専用のテレフォニーシステムの外でPSTNにルーティングするコー
ルです。ほとんどのオンネットコールがゲートウェイ経由でPSTNにルーティングされます。
また、少なくとも1つののエンドポイントがトランクまたはゲートウェイの場合および、次の
うち 1つのエンドポイントが有効な場合、コールはオフネットとして分類できます。

• [Call Classification]パラメータが Unified Communications Manager（管理）のゲートウェイ
設定またはトランクの設定で [Offnet]に設定されている。

• [Call Classification]パラメータがゲートウェイの設定またはトランクの設定で [System Default]
に設定されている。

• [System Default]サービスパラメータが [Offnet]に設定されている。

•エンドポイントがアナログゲートウェイである。

オフネットコールの基準を満たさないコールはすべてオンネットコールと見なされます。

デフォルトでは、ゲートウェイとの間のすべてのルートパターンおよびすべてのコールはオフ

ネットとして分類されます。

（注）

上位 Nコールトラフィック拠点

このダッシュレットは、コール数または通話時間に基づいてコールの最大数が上位Nの拠点を
特定するのに役立ちます。

拠点（最上位 Nおよび最下位 Nの両方）、デバイスプール（最上位 Nおよび最下位 Nの両
方）、IPアドレス、ディレクトリ番号、URI、コールタイプ、コールステータス、コール数、
通話時間、コール方向、ユーザ ID、またはクラスタに基づいて、上位 Nの拠点を特定するの
に役立ちます。

ダッシュレットには、試行されたコールのみに基づいてコール拠点を表示します。完了、ド

ロップ、失敗したコールなどその他のステータスのフィルタリングは、詳細ビューで有効にし

ます。

（注）

ダッシュレットビューで、コール数が最大の拠点の割合を計算するために使用する式は次のと

おりです。

拠点のコール総数または通話時間/すべての拠点のコール総数または通話時間 * 100。
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コールトラフィック分析

このダッシュレットには、次の事前定義されたコールカテゴリに属しているコールの分配が表

示されます。

•外部

•内部

•会議

•緊急

•長距離

•フリーダイヤル

• H 323（着信および発信ゲートウェイ/トランク）またはMGCP（着信および発信）また
は SIP（着信および発信トランク）

•ボイスメール

•ローカル

•国際

コールカテゴリを追加するには、コールカテゴリの作成の項を参照してください。

コールは複数のコールカテゴリに含めることができます。たとえば、内線コールは会議コール

にもできます。したがって、すべてのカテゴリに属する全コールの合計数は、レポートされた

総コール数を上回る場合があります。

（注）

このダッシュレットには Unified CMで処理されるコールの詳細のみが含まれます。コールカ
テゴリの情報は CDRから収集されます。

ダッシュレットビューで、コールの分配の割合を計算するために使用する式は次のとおりで

す。

特定のトラフィックカテゴリに属する合計コール数またはコール期間/すべてのカテゴリの合
計コール数またはコール期間 * 100。

詳細ビューで、コールの分配の割合を計算するために使用する式は次のとおりです。

1コールステータス（失敗、ドロップ、完了、試行）に属するトラフィックタイプの合計コー
ル数/試行コールステータスに属するトラフィックタイプの合計コール数 * 100。

拠点、コールタイプ、コールステータス、コール数、通話時間、コール方向、ユーザ ID、ま
たはクラスタに基づいて詳細ビューの詳細をフィルタリングできます。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
557

ネットワークの分析

コールトラフィック分析



キャパシティ分析

このダッシュボードは、重要なネットワークリソースの使用状況の傾向と使用可能なキャパシ

ティを表示します。この情報は、必要に応じて効果的に将来のキャパシティの追加または削減

を計画する際に役立ちます。

キャパシティ分析ダッシュボードのすべてのダッシュレットでは、当日のデータが翌日にのみ

処理されます。したがって、ダッシュレットには現在の日付のデータをゼロとして表示しま

す。

データソース：このダッシュボードの使用率データは、音声使用率のポーリングされたデータ

から取得されます。

これらのダッシュレットのクイックビュー、ダッシュレットビューと詳細ビューでは、フィ

ルタが適用された期間のデータが表示されます。

キャパシティ分析ダッシュボードでサポートされているSIPトランクの詳細は、次の表のとお
りです。

煩雑時のトランクのトラフィックレ

ポート

%使用率レポートSIPトランクの
タイプ

サポートデータソースサポートデータソース

利用可能CDRAvailableCUBEを直接
ポーリング

Cisco CUBEで
終端している

SIPトランク

利用可能CDR該当なしRTMT UCM SIP
パフォーマンス

カウンタ

UCM論理 SIP
トランク

（ICT、Webex
へのトランクな

ど）

利用可能CDR該当なしRTMT UCM SIP
パフォーマンス

カウンタ

SIPトランクが
シスコ以外の

ボーダーエレ

メント（Acme
など）で終端

キャパシティ分析ダッシュボードから、次のダッシュレットを表示できます。

分析グループの管理

Prime Collaboration Analyticsでは、ビジネスニーズに基づいてトランク、ルートグループ、お
よびCACの拠点に対してカスタムグループを作成することができます。 [分析管理（Analytics
Administration）] > [グループ管理（Group Management）]をクリックします。右上の [Group
Type]ドロップダウンからグループを選択します。新しいグループの作成、既存グループのメ
ンバーの変更、グループの削除を行えます。
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たとえば、ネットワーク内のすべてのトランクは [Analytics Group Management]ページに表示
されます。トランクを選択し、[All Trunks]でそのトランクを既存のグループに追加（[Add to
Group]をクリック）するか、新しいグループに追加（[Add New Group]をクリック）します。

グループを作成すると、使用可能なグループの一覧が左側のペインの [Trunk Groups]に表示さ
れます。これらのグループは、キャパシティ分析ダッシュボードの [All Trunks]ドロップダウ
ン（トランク使用率ダッシュレット）にも表示されます。

カスタムルートグループおよびCACの拠点を作成するための類似の方法に従うことができま
す。対応する使用率のしきい値はダッシュレットに表示されます。しきい値を適用すると、結

果はしきい値フィルタに基づいてフィルタリングされます。

表示されている列を追加または削除するには、右上の [Settings]アイコンを使用します。

• MSPモードでは、オペレータユーザは [分析管理（Analytics Administration）]メニューに
アクセスできないため、カスタムグループを作成することはできません。

•グループ名は追加または削除できますが、編集はできません。

• Analytics Group Managementのトランク/ルートグループ、およびPrime Collaboration Analytics
のその他のダッシュレットは Prime Collaboration Assuranceデータベースからインポートさ
れますが、Prime Collaboration Analyticsで作成されたカスタムグループはPrime Collaboration
Assuranceでは表示、または使用されません。

•集約されたデータをトランク/ルートグループ使用率ダッシュレットに表示する場合は、
[モニタ（Monitor）] > [使用率の監視（Utilization Monitor）] > [ルートグループの使用率
（Route Group Utilization）] > [ルートグループの集計設定（Route Group Aggregation
Settings）]を使用してカスタムグループを定義する必要があります。

• DSPのカスタムグループを作成する場合は、[デバイスインベントリ（Device Inventory）]
> [インベントリ管理（Inventory Management）] > [グループの作成（Create Group）]（[デ
バイスグループ（Device Group）]の下）を使用します。

（注）

CAC帯域幅使用率

この章ではコールアドミッション制御について説明します。コールアドミッション制御は、

広域（IP WAN）リンク上で同時にアクティブにするコール数を制限することにより、このリ
ンクを経由するコールの音質およびビデオ品質を制御できます。

非常に多くのアクティブコールがリンクに存在し、帯域幅の量がオーバーサブスクライブ状態

になった場合、音声およびビデオの品質が低下し始める場合があります。コールアドミッショ

ン制御は、不十分な帯域幅が存在する場合にコールを拒否し、そのコールを失敗させることで

動作します。

拠点名、失敗したコール数（帯域幅の不足によって確立できなかったコール）、および拠点ご

とに使用される帯域幅が割合として表示されます。デフォルトでは、テーブルは使用される帯

域幅に基づいてソートされます。
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ダッシュレットは、ピークおよび音声、ビデオまたはイマーシブとしての使用タイプに基づい

てフィルタリングできます。デフォルトでは、帯域幅使用率が、過去 28日間にピークに達し
た拠点を表示します。

WANの場所、使用帯域幅、使用率タイプ、失敗したコール、またはクラスタに基づいて詳細
分析に表示される詳細をフィルタリングできます。拠点に基づいてコールをフィルタリングす

ることもできます。拠点を選択する [Select]オプションを使用します。

このダッシュレットには VCSで処理されたコールの詳細が含まれていません。

トランク使用率

このダッシュレットを使用すると、使用頻度が最も高い、または最も低いトランクを特定でき

ます。このダッシュレットの使用率データは、音声使用率のポーリングされたデータから取得

されます。このダッシュレットには、最大同時コール（設定済みのデータ）、同時コール（使

用されたデータ）、トランクタイプ、および各トランクの使用率がパーセンテージで表示され

ます。また、VCSで処理されたコールの詳細も表示されます。

前提条件：

•カスタムトランクグループのデータを表示する場合は、[Analytics Administration] > [Group
Management]を使用してこれらのグループを定義する必要があります。

•このダッシュレットに SIPデータを入力するには、SIPトランクの最大キャパシティを設
定する必要があります。ダッシュレットの左上で、フィルタの下の [Missing Trunk?]をク
リックして、SIPの最大キャパシティを設定することができます。

MGCPやクラスタ間などの他のトランクの場合は、ポーリングされたデータを通じてデータが
収集されます。

煩雑時のトランクキャパシティ

このダッシュレットを使用すると、Average Bouncing Busy Hour（ABBH）トラフィックが高い
トランクを特定できます。ABBHは特定のピリオド（通常 1週間）の毎日のピーク時にスイッ
チングシステムのトラフィック負荷を分析し、その期間の平均を計算することで算出されま

す。

前提条件：CDR使用率トランクの最大キャパシティは、このダッシュレットで利用できるキャ
パシティを確認できるように設定する必要があります。CDR使用率トランクの最大キャパシ
ティを設定するには、ダッシュレットの左下で、フィルタの下の [煩雑時のトランクがない場
合（Missing Busy-Hour Trunk?）]をクリックします。

トランクグループまたはルートグループの次のキャパシティの詳細を表示できます。

•使用可能なキャパシティ
•平均 Bouncing Busy Hourトラフィック
•最大 Bouncing Busy Hourトラフィック

リソースに必要な最大キャパシティは、アーランで表される最大 BBH値から計算されます。
最大 BBHは選択された期間の特定のトランクの最大 Bouncing Busy Hour値です。BBHは、そ
の日のピーク値です。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
560

ネットワークの分析

トランク使用率



必要な平均キャパシティは、ABBH値から計算されます。ここでの平均キャパシティは、優れ
たトラフィックフローを維持するために必要な最小限のキャパシティを示します。ABBHは
選択された期間のトランクまたはルートグループのすべての BBH値の平均です。

ABBH値は選択された期間の就業日に限り計算されます。たとえば、期間を 1週間に指定する
と、Analyticsは最初に 7日間の ABBHを計算します。BBH値が ABBHの 25%未満になる日
は未就業日と見なされます。Analyticsは未就業日を無視し、その週の他のすべての曜日のABBH
値を計算します。

（注）

デフォルトでは、Analyticsは必要な平均キャパシティおよび必要な最大キャパシティを計算す
るためにサービスグレード（GOS）の値として 0.01を使用します。別の GOSのキャパシティ
（0.1や 0.001など）の必要平均キャパシティと必要最大キャパシティを計算する場合には、
rootとしてサーバに を更新するには、gos. propertiesファイルを編集する必要があります。詳
細については、「GOSプロパティファイルの編集」を参照してください。

当日の BBHはその日の終わりに計算され、翌日のみ表示できます。ABBHの着信または発信
トラフィックはありません。これは BBHだけに適用されます。

トランク、トラフィックタイプ、使用される方向、帯域幅、またはクラスタに基づいて、詳細

ビューに表示される詳細をフィルタリングできます（詳細ビューで [Select]オプションを選択
した場合のみ、このドロップダウンリストが有効になります）。クラスタを選択するときに、

デバイスの使用頻度に関係なくそのクラスタ内のすべてのデバイスが一覧表示されます。

ダッシュレットの利用可能なキャパシティを表示するには、CDR使用率トランクの最大キャ
パシティを設定する必要があります。CDRトランクの最大キャパシティが設定されていない
場合、またはゼロの場合、これらのトランクデータはダッシュレットに反映されません。

このダッシュレットには VCSで処理されたコールの詳細が含まれていません。

アーランの計算

アーランは 1時間のトラフィックの全体量を説明するために使用されます。たとえばあるグ
ループのユーザが 1時間に 30コールを発信した場合は、各コールの通話平均時間は 5分間と
なり、アーラン数は以下のように算出されます。

1時間のトラフィック分数 =コール数 x通話時間（30*5） = 150

1時間のトラフィック時間 = 150/60 = 2.5

したがって、トラフィック合計 = 2.5アーラン。

アーラントラフィック測定は、音声ネットワーク内のトラフィックパターンを理解するため

に行われます。また、電話システムとセントラルオフィス（PSTN交換回線）または複数の
ネットワーク拠点間の回線数を算出するためにも使用できます。

GOSプロパティファイルの編集

Analyticsでは、必要な平均キャパシティおよび必要な最大キャパシティを計算するためにサー
ビスグレード（GOS）の値として 0.01を使用します。（0.1や 0.001などの）別のGOSについ
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て必要な平均および最大のキャパシティを計算する場合は、GOSプロパティファイルを編集
する必要があります。

ステップ 1 管理者権限で Prime Collaboration Assuranceサーバにログインします。

ステップ 2 ブラウザで新しいタブを開き、このリンクの URL
（https://<pc-server-ip>/emsam/applications/emsam/PCDiagnostics/fileEditor.jsp）を入力します。

ここでの pc-service-ipは Prime Collaboration Assuranceサーバの IPアドレスです。

ステップ 3 次のように選択します。

a) [Location]ドロップダウンリストで、[/opt/emms/emsam/advance_reporting/conf/]を選択します。
b) [File Type]ドロップダウンリストで [properties]を選択します。
c) [Files]ドロップダウンリストで [gos.properties]を選択します。

ステップ 4 [Edit]をクリックします。

ステップ 5 gosの値を編集して [Save]をクリックします。

トランクまたはゲートウェイの最大容量の設定

トランクまたはゲートウェイの最大容量を設定するには、次のようにします。

MSPモードでは、オペレータのユーザは [分析管理（Analytics Administration）]メニューにア
クセスできないため、トランクまたはゲートウェイの最大容量を設定することはできません。

（注）

ステップ 1 [分析管理（Analytics Administration）] > [トランクトラフィックの最大キャパシティ設定（Trunk Traffic
Max Capacity Settings）]を選択します。

ステップ 2 ドロップダウンリストから、設定する Cisco Unified CMクラスタを選択します。

ステップ 3 ゲートウェイまたはトランクのタイプを選択します。

ステップ 4 [最大キャパシティの設定（Configure Maximum Capacity）]をクリックし、適切な入力を行います。

ステップ 5 [Apply]をクリックして [Close]をクリックします。

すべてのクラスタに関するトランク使用率データのインポート

すべての Cisco Unified CMクラスタのトランク使用率データをインポートするには、次の手順
を実行します。

MSPモードでは、オペレータユーザは [分析管理（Analytics Administration）]メニューにアク
セスできないため、トランクの使用率をインポートすることはできません。

（注）
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ステップ 1 [分析管理（Analytics Administration）] > [トランクトラフィックの最大キャパシティ設定（Trunk Traffic Max
Capacity Settings）]を選択します。

ステップ 2 [Bulk Export]をクリックします。

ステップ 3 [Export Trunk Configuration]ウィンドウで、[Export]をクリックして、デフォルト名のエクスポート CSV
ファイルを受け入れます。

ステップ 4 CSVファイルを開き、必要に応じてデータを編集します。

すべてのゲートウェイおよびトランクがファイルにリストされます。ファイルだけに値を入力する必要が

あります。

ステップ 5 [Bulk Import]をクリックします。

ステップ 6 CSVファイルの場所を参照して選択し、[Import]をクリックします。

ルートグループ/トランクグループの使用率

このダッシュレットを使用すると、ルートグループの使用率を追跡できます。

前提条件：

•集約されたデータを表示するには、ダッシュレットの左上で、フィルタの下の [Missing
Route Group/Trunk Group?]をクリックして、トランクをルートグループに関連付ける必要
があります。

•ユーザ定義のトランクグループについてデータを表示するには、ダッシュレットの左上
で、フィルタの下の [Missing Route Group/Trunk Group?]をクリックしてカスタムグループ
を作成する必要があります。

• SIPトランクのデータを入力するには、ダッシュレットの左上で、フィルタの下の [Missing
Route Group/Trunk Group?]をクリックして SIPトランクの最大キャパシティを設定する必
要があります。MGCPやクラスタ間などの他のトランクの場合は、ポーリングされたデー
タを通じてデータが収集されます。

•カスタムグループのデータを表示する場合は、[Analytics Administration] > [Group
Management]を使用してこれらのグループを定義する必要があります。

このダッシュレットには、トランク/ルートグループについて集約されたデータが表示されま
す。このダッシュレットの使用率データは、音声使用率のポーリングされたデータから取得さ

れます。最大同時コール（設定済みのデータ）、同時コール（使用されたデータ）、および使

用率のパーセンテージを表示することができます。ピーク時のルートグループの使用率パター

ンを、数ヵ月にわたって表示することもできます。

煩雑時のルートグループキャパシティ

このダッシュレーは、平均的なビジー時間（ABBH）トラフィックが増加しているルートグ
ループを特定するのに役立ちます。ABBHは特定のピリオド（通常 1週間）の毎日のピーク時
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にスイッチングシステムのトラフィック負荷を分析し、その期間の平均を計算することで算出

されます。

前提条件：CDR使用率トランクの最大キャパシティは、このダッシュレットで利用できるキャ
パシティを確認できるように設定する必要があります。CDR使用率トランクの最大キャパシ
ティを設定するには、ダッシュレットの左下で、フィルタの下の [煩雑時のルートグループが
ない場合（Missing Busy-Hour Route Group?）]をクリックします。

トランクグループまたはルートグループの次のキャパシティの詳細を表示できます。

•使用可能なキャパシティ
•平均 Bouncing Busy Hourトラフィック
•最大 Bouncing Busy Hourトラフィック

リソースに必要な最大キャパシティは、アーランで表される最大 BBH値から計算されます。
最大 BBHは選択された期間の特定のルートグループの最大 Bouncing Busy Hour値です。BBH
は、その日のピーク値です。

必要な平均キャパシティは、ABBH値から計算されます。ここでの平均キャパシティは、優れ
たトラフィックフローを維持するために必要な最小限のキャパシティを示します。ABBHは
選択された期間のルートグループのすべての BBH値の平均です。

ABBH値は選択された期間の就業日に限り計算されます。たとえば、期間を 1週間に指定する
と、Analyticsは最初に 7日間の ABBHを計算します。BBH値が ABBHの 25%未満になる日
は未就業日と見なされます。Analyticsは未就業日を無視し、その週の他のすべての曜日のABBH
値を計算します。

（注）

デフォルトでは、Analyticsは平均 0.01は必要平均キャパシティと必要最大キャパシティを計
算するために、サービスグレード値として 0.01を使用します。（0.1や 0.001などの）別の
GOSについて必要な平均および最大のキャパシティを計算するには、を更新するには、gos.
propertiesファイルを編集する必要があります。詳細については、「GOSプロパティファイル
の編集」を参照してください。

当日の BBHはその日の終わりに計算され、翌日のみ表示できます。ABBHの着信または発信
トラフィックはありません。これは BBHだけに適用されます。

詳細分析のページでは、ルートグループ、トラフィックタイプ、方向、使用された帯域幅、

またはクラスタに基づいて表示される詳細をフィルタリングできます（このドロップダウンリ

ストは、詳細ビューで [Select]オプションを選択した場合のみ有効です）。クラスタを選択す
るときに、デバイスの使用頻度に関係なくそのクラスタ内のすべてのデバイスが一覧表示され

ます。

また、[Show Trunks]を選択すると、ルートグループに関連付けられているトランクのトラ
フィックタイプおよび方向を表示することができます。（凡例をクリックしたときにポップ

アップ表示される）表形式のビューには、ルートグループに対して関連付けられているトラン

クの詳細も表示されます。
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ダッシュレットの利用可能なキャパシティを表示するには、CDR使用率トランクの最大キャ
パシティを設定する必要があります。CDRトランクの最大キャパシティが設定されていない
場合、またはゼロの場合、これらのトランクデータはダッシュレットに反映されません。

CDRトランクの最大キャパシティを設定するには、トランクまたはゲートウェイの最大容量
の設定（562ページ）を参照してください。

このダッシュレットには VCSで処理されたコールの詳細が含まれていません。

DSP使用率

DSPリソース使用率をトラックして、使用率を最適化することができます。このダッシュレッ
トでは、ゲートウェイの平均および最小の DSP使用率を表示することができます。

前提条件：このダッシュレットにデータを入力するには、ゲートウェイを検出する必要があり

ます。

クイックビューで、一定期間における使用率の詳細を表示できます（Gateway列の値にマウス
ポインタをおくと起動されます）。

詳細な分析のページでは、カスタムグループや DSP使用率、期間、MTP、トランスコーダ、
クラスタ、およびゲートウェイごとにフィルタリングできます。（凡例をクリックするとポッ

プアップ表示される）表形式のビューには、ピーク、平均、および最小の DSP使用率、時間
ごとに使用されるチャネルの合計数が表示されます。

[デバイスインベントリ（Device Inventory）]を使用して、DSPカスタムグループを作成でき
ます。ページからDSPカスタムグループを作成できます。必要なフィルタパラメータを適用
した後で、[Detailed Analysis]ページで [Save Results]をクリックします。カスタムグループを
作成する場合、選択されているゲートウェイの数が100を超えていないことを確認する必要が
あります。カスタムグループは [Device Work Center]ページでのみ編集または削除できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

MSPモードでは、オペレータユーザにカスタムグループを作成する権限がありません。その
ため、[結果の保存（Save Result）]ボタンはグレー表示されます。

（注）

サービスエクスペリエンス

このダッシュボードは、コール数、拠点、および通話時間に基づいてサービス品質の分配およ

びトラフィックの傾向を分析するのに役立ちます。

前提条件：コール測定レコード（CMR）は、平均オピニオン評点（MOS）または Severely
Concealed Seconds Ratio（SCSR）の値のいずれかを指定する必要があります。

データソース：このダッシュレットのデバイス詳細は、Prime Collaborationインベントリから
収集され、このダッシュレットのコール品質の詳細は CDRから取得されます。

詳細分析ビューの他のフィルタだけでなく、サービスエクスペリエンスダッシュボードの各

ダッシュレットでは、（[User]フィールドでユーザ IDを指定して）選択したユーザに基づい
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て結果をフィルタすることもできます。表形式のビュー（スライダの下に表示されている凡例/
シリーズをクリックするか、またはグラフ上のいずれかの場所をダブルクリックするとポップ

アップ表示される）にも [User]フィールドがあります。選択したユーザの詳細が含まれてい
る、同じ結果をエクスポートすることもできます。

見つかった問題です。

「コール品質に問題があるユーザ」の [詳細（Detail）]ビューページには、「データはありま
せん」と表示されます。

次の操作を実行します。

[クイック（Quick）]ビューに見つかる [詳細（Detail）]ビューページには、データが示してい
ます。

（注）

1. ユーザ名「globaladmin」とパスワード「Ecmbu!23」を使用して、Prime CollaborationAssurance
サーバアドレスの 10.197.94.104ログインします。

2. 「>サービスエクスペリエンス」に進みます。

3. 「コール品質に問題があるユーザ」ダッシュレットで使用可能なデータを確認します。

。

4. [詳細の表示（Details）]をクリックします。

5. [詳細（Detail）]ビューページには「データなし」と表示されます。

サービスエクスペリエンスの分配

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

このダッシュレットには、次の事前定義されたコールカテゴリに属しているコールの分配の割

合が表示されます。

• Good：Severely Concealed Seconds Ratio（SCSR）の値が、ロングコールおよびショート
コールの SCSRしきい値より低くなっている。

• Acceptable：SCSRの値が、ロングコールおよびショートコールの SCSRしきい値以上に
なっている。

• Poor：SCSRの値がロングコールおよびショートコールの SCSRしきい値を超えている。

• Grade Not Available：対応する SCSRの値が有効ではない場合に発生する。

しきい値を設定するには、『Cisco Prime Collaboration Assuranceガイド- Advanced』の「Voice
Call Grade Settingsの概要」セクションを参照してください。

ダッシュレットビューでは、表示する図を選択できます。

•段階別のコール：Good、Acceptable、Poorコール
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•段階別および段階の無いコール：Good、Acceptable、Poor、およびGrade Not Availableコー
ル

デフォルトでは、ダッシュレットビューは段階的なコールのグラフを表示します。

コールタイプ、コール品質、デバイスプール、ディレクトリ番号、IPアドレス、URI、クラ
スタ、または拠点に基づいて、詳細ビューのコール品質のデータをフィルタリングできます。

このダッシュレットのデバイス詳細は、Prime Collaborationインベントリから収集され、この
ダッシュレットのコール品質の詳細は CDRから取得されます。

このダッシュレットには Cisco Unified Communications Managerで処理されるコールの詳細だけ
が含まれます。

コール品質の分析

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

このダッシュレットには、次の事前定義されたコールカテゴリに属しているコールの分配の割

合が表示されます。

• Good：Severely Concealed Seconds Ratio（SCSR）の値が、ロングコールおよびショート
コールの SCSRしきい値より低くなっている。

• Acceptable：SCSRの値が、ロングコールおよびショートコールの SCSRしきい値以上に
なっている。

• Poor：SCSRの値がロングコールおよびショートコールの SCSRしきい値を超えている。

• Grade Not Available：対応する SCSRの値が有効ではない場合に発生する。

しきい値を設定するには、『Cisco Prime Collaboration Assuranceガイド - Advanced』の
「Configuring Global Thresholds」セクションを参照してください。

ダッシュレットビューでは、表示する図を選択できます。

•段階別のコール：Good、Acceptable、Poorコール

•段階別および段階の無いコール：Good、Acceptable、Poor、およびGrade Not Availableコー
ル

デフォルトでは、ダッシュレットビューは段階的なコールのグラフを表示します。

コールタイプ、コール品質、デバイスプール、ディレクトリ番号、IPアドレス、URI、クラ
スタ、または拠点に基づいて、詳細ビューのコール品質のデータをフィルタリングできます。

このダッシュレットのデバイス詳細は、Prime Collaborationインベントリから収集され、この
ダッシュレットのコール品質の詳細は CDRから取得されます。

このダッシュレットには Cisco Unified Communications Managerで処理されるコールの詳細だけ
が含まれます。
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サービス品質問題があるエンドポイント

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

このダッシュレットは、サービス品質の問題が発生する上位 Nのエンドポイントタイプとエ
ンドポイントモデルを一覧表示します。 Cisco DX650、DX70、DX80、88 xx、および 78xx以
外のすべての IP phoneの許容品質と低品質コールの傾向を示しています。

このダッシュレットのデバイス詳細は、Prime Collaborationインベントリから収集され、この
ダッシュレットのコール品質情報は CMRから取得されます。

ダッシュレットビューで、許容レベルおよび低品質コールの割合の計算に使用する式は次のと

おりです。

エンドポイントモデルまたはエンドポイントタイプの低品質および許容レベルコールの合計

数/同じエンドポイントモデルまたはエンドポイントタイプコールの総数 * 100。

詳細ビューで、許容レベルおよび低品質コールの割合の計算に使用する式は次のとおりです。

エンドポイントモデルまたはエンドポイントタイプのコール段階の 1種類/同じエンドポイン
トモデルまたはエンドポイントタイプコールの総数 * 100。

エンドポイントタイプ、エンドポイントモデル、コールタイプ、コール段階、計算（絶対値

または割合）、コール数、通話時間、クラスタ、拠点、デバイスプール、IPアドレス、ディ
レクトリ番号または URIに基づいて、詳細ビューの詳細をフィルタリングできます。

このダッシュレットには Cisco Unified Communications Managerで処理されるコールの詳細だけ
が含まれます。

詳細ビューグラフに表示されるコール数データは、コールデータレコードテーブルに表示さ

れるデータと同期されません。これは、詳細ビューグラフがエンドポイントレベルでデータ

を集約するのに対し（CMRを使用）、コールレコードテーブルはコール詳細レベルでデータ
を表示するためです（CDRを使用）。

（注）

通話品質の問題があるエンドポイント

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

このダッシュレットは、サービス品質の問題が発生している上位 Nのエンドポイントタイプ
およびエンドポイントモデルを示します。 Cisco DX650、DX70、DX80、88 xx、および 78xx
以外のすべての IP phoneの許容品質と低品質コールの傾向を示しています。

このダッシュレットのデバイス詳細は、Prime Collaborationインベントリから収集され、この
ダッシュレットのコール品質情報は CMRから取得されます。

ダッシュレットビューで、許容レベルおよび低品質コールの割合の計算に使用する式は次のと

おりです。

エンドポイントモデルまたはエンドポイントタイプの低品質および許容レベルコールの合計

数/同じエンドポイントモデルまたはエンドポイントタイプコールの総数 * 100。
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詳細ビューで、許容レベルおよび低品質コールの割合の計算に使用する式は次のとおりです。

エンドポイントモデルまたはエンドポイントタイプのコール段階の 1種類/同じエンドポイン
トモデルまたはエンドポイントタイプコールの総数 * 100。

エンドポイントタイプ、エンドポイントモデル、コールタイプ、コール段階、計算（絶対値

または割合）、コール数、通話時間、クラスタ、拠点、デバイスプール、IPアドレス、ディ
レクトリ番号または URIに基づいて、詳細ビューの詳細をフィルタリングできます。

このダッシュレットには Cisco Unified Communications Managerで処理されるコールの詳細だけ
が含まれます。

詳細ビューグラフに表示されるコール数データは、コールデータレコードテーブルに表示さ

れるデータと同期されません。これは、詳細ビューグラフがエンドポイントレベルでデータ

を集約するのに対し（CMRを使用）、コールレコードテーブルはコール詳細レベルでデータ
を表示するためです（CDRを使用）。

（注）

上位 Nのコール失敗発生拠点

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

このダッシュレットは、失敗したコール数が最も高い（帯域幅の不足によって確立しなかった

コール）上位 Nの拠点を表示します。

このダッシュレットは、失敗したコール数が最も高い（帯域幅の不足によって確立しなかった

コール）拠点を表示します。各エンドポイントでコールが正常にクリアされた段階でコールは

良好と見なされます。

このダッシュレットの拠点情報は CDRから収集します。

拠点、コールタイプ、コールステータス、コール数、通話時間、コール方向、またはクラス

タに基づいて詳細ビューの詳細をフィルタリングできます。

詳細ビューに、ユーザが選択した原因コードをまとめた原因コード分析レポートを表示できま

す。円グラフの 1区画が 1つの原因コードに対応します。グラフで原因コードの出現数と割合
を参照するには、カーソルを円グラフの 1つの区画に移動します。

ダッシュレットビューでは、失敗したコールの割合を計算するために使用する式は次のとおり

です。

拠点で失敗したコールの総数/同じロケーションでの合計コール数 * 100

このダッシュレットには Cisco Unified Communications Managerで処理されるコールの詳細だけ
が含まれます。

詳細ビューでは、失敗したコールの割合を計算するために使用する式は次のとおりです。

コール数または特定のコールステータスのコール通話時間（失敗、ドロップ、完了、試行）/
同じ場所、コールタイプ、コール方向のコール数または通話時間 * 100
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失敗したコールの原因コードについては、『Cisco Unified Communications Manager Call Details
Record Administration Guide』の「Call termination cause codes」を参照してください。

場所のコールステータス

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

このダッシュレットは、失敗したコール数が最も高い（帯域幅の不足によって確立しなかった

コール）拠点を表示します。各エンドポイントでコールが正常にクリアされた段階でコールは

良好と見なされます。

このダッシュレットの拠点情報は CDRから収集します。

拠点、コールタイプ、コールステータス、コール数、通話時間、コール方向、またはクラス

タに基づいて詳細ビューの詳細をフィルタリングできます。

詳細ビューに、ユーザが選択した原因コードをまとめた原因コード分析レポートを表示できま

す。円グラフの 1区画が 1つの原因コードに対応します。グラフで原因コードの出現数と割合
を参照するには、カーソルを円グラフの 1つの区画に移動します。

ダッシュレットビューでは、失敗したコールの割合を計算するために使用する式は次のとおり

です。

拠点で失敗したコールの総数/同じロケーションでの合計コール数 * 100

このダッシュレットには Cisco Unified Communications Managerで処理されるコールの詳細だけ
が含まれます。

詳細ビューでは、失敗したコールの割合を計算するために使用する式は次のとおりです。

コール数または特定のコールステータスのコール通話時間（失敗、ドロップ、完了、試行）/
同じ場所、コールタイプ、コール方向のコール数または通話時間 * 100

失敗したコールの原因コードについては、『Cisco Unified Communications Manager Call Details
Record Administration Guide』の「Call termination cause codes」を参照してください。

サービス品質問題があるユーザ

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

このダッシュレットには、サービス品質に問題のあるユーザが表示されます。これは、ユーザ

の音声およびビデオのコール品質について、許容レベルおよび低品質なコールの傾向を示しま

す。

詳細ビューでは、コールタイプ（音声またはビデオ）、コールグレード（良い、許容レベル、

低品質）、計算（絶対値またはパーセンテージ）、コール件数、コール期間、クラスタ、拠

点、デバイスプール、エンドポイントの IPアドレス、およびユーザに基づいてフィルタリン
グすることができます。

コール品質に問題があるユーザ

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合
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このダッシュレットには、サービス品質に問題のあるユーザが表示されます。これは、ユーザ

の音声およびビデオのコール品質について、許容レベルおよび低品質なコールの傾向を示しま

す。

詳細ビューでは、コールタイプ（音声またはビデオ）、コールグレード（良い、許容レベル、

低品質）、計算（絶対値またはパーセンテージ）、コール件数、コール期間、クラスタ、拠

点、デバイスプール、エンドポイントの IPアドレス、およびユーザに基づいてフィルタリン
グすることができます。

Call Grade for Locations

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

このダッシュレットには、場所に基づき、不良、許容可能、良好なコールの合計数が一覧表示

されます。また、全体的なコールエクスペリエンスを提供するため、不良なコールは赤色、許

容可能なコールはオレンジ、良好なコールは緑色、グレードできないものは黄色で表示されま

す。

このダッシュレットの拠点情報は CDRから収集します。

コールグレードの詳細情報を表示するには、ダッシュレットの右下隅に表示される [詳細の表
示（See Details）]をクリックします。[詳細分析（Detailed Analysis）]ページでは、通話の種
類、通話品質、通話数、通話時間、計算（絶対またはパーセント）、デバイスプール、クラス

タ、場所、個別またはマージされたグラフに基づき、コールグレードをフィルタリングできま

す。

詳細ビューでは、パーセンテージの計算には次の数式を使用します。

特定のコールグレードのコール合計数 (良好、許容可能、不良、またはグレードなし) /コール
の合計数（良好 +許容可能 +不良 +グレードなし) * 100

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

また、[詳細分析（Detailed Analysis）]ページではしきい値の範囲を設定して、不良、許容可
能、良好なコールを設定することもできます。コールグレードのしきい値を設定するには、

[詳細分析（Detailed Analysis）ページの [設定（configure）]をクリックします。コールグレー
ドしきい値の設定の詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceガイド - Advanced』
の「[Voice Call Grade Settings」セクションを参照してください。

ビデオ会議

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

このダッシュボードには、会議リソースの使用状況の傾向が表示されます。この情報は、必要

に応じて効果的に将来のキャパシティの追加または削減を計画する際に役立ちます。

前提条件：ダッシュボードのデータは、会議に少なくとも2つのビデオエンドポイント（多目
的、イマーシブ、またはパーソナルテレプレゼンス）がある場合のみ取り込まれます。
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このダッシュボードは、拠点について、会議の最大数、会議の時間（分単位）、および参加者

数を表示します。これらのダッシュレットのクイックビュー、ダッシュレットビュー、およ

び詳細ビューには、選択した期間のデータが表示されます。

会議ダッシュボードから次のダッシュレットを表示できます。

ビデオ会議の分析

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

このダッシュボードには、会議リソースの使用状況の傾向が表示されます。この情報は、必要

に応じて効果的に将来のキャパシティの追加または削減を計画する際に役立ちます。

前提条件：ダッシュボードのデータは、会議に少なくとも2つのビデオエンドポイント（多目
的、イマーシブ、またはパーソナルテレプレゼンス）がある場合のみ取り込まれます。

このダッシュボードは、拠点について、会議の最大数、会議の時間（分単位）、および参加者

数を表示します。これらのダッシュレットのクイックビュー、ダッシュレットビュー、およ

び詳細ビューには、選択した期間のデータが表示されます。

会議ダッシュボードから次のダッシュレットを表示できます。

ビデオ会議の統計情報

コールタイプとコールカテゴリに基づいて、サイト内の会議コールを分析することができま

す。

このダッシュレットには、コールタイプ（アドホック、スケジュール済み）、およびコール

カテゴリ（p2p、マルチサイト、マルチポイント）に基づいて参加者数、会議の件数、および
期間が表示されます。

詳細ビューでは、会議タイプと会議のカテゴリについて会議、参加者、および期間に基づいて

フィルタリングできます。会議あたりの参加者数、および会議あたりの期間に基づいて表示を

カスタマイズできます。

MSPモードでは、アドホック、スケジュール、すべてのフィルタに基づき、ダッシュレットの
詳細をフィルタすることはできません。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

ビデオ会議統計の前提条件

Conference Diagnosticsを有効にしてデータが入力できることを確認します。（注）

ビデオ会議統計の要件は、次のとおりです。

• Unified CMおよび Cisco VCSは、Managed状態にある必要があります。
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• MCUなどのエンドポイントとコントローラは、Managed状態にある必要があります。

•デバイスの可視性を「Full Visibility」状態に設定します。

• JTAPIが Unified Communications Managerで設定されている必要があります。Unified
Communications Managerで JTAPIを有効にする方法については、「Cisco Prime Collaboration
Assuranceのデバイス設定」を参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバが、Cisco VCSでフィードバックサーバとして
登録されている必要があります。

•会議の診断と音声電話機能の模擬テストを正しく実行するには、Cisco Prime Collaboration
Assurance Service Pack 1バンドルを適用する前に、CUCMがリストされているバージョン
であることを確認してください。詳細については、12.1 Service Pack 1の『Cisco Prime
Collaboration Assuranceでサポートされているデバイス』を参照してください。

上位 Nのビデオ会議の拠点

を選択できます。拠点ごとに、会議コールおよび会議期間全体における参加者の数を分析でき

ます。コールタイプ（アドホックとスケジュール済み）、コールカテゴリ（p2p、マルチサイ
ト、マルチポイント）のデータをフィルタリングできます。

詳細ビューでは、会議の数が最大または最小の拠点に基づいてフィルタリングできます。会議

のタイプ（アドホック、スケジュール済み）、セッションタイプ（P2P、マルチポイント、マ
ルチサイト）、および拠点内のクラスタについて詳細を表示できます。

クラスタフィルタは、Cisco VCSをサポートしていません。

MSPモードでは、アドホック、スケジュール、すべてのフィルタに基づき、ダッシュレットの
詳細をフィルタすることはできません。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

Top N Video Conference Locationsの前提条件

Conference Diagnosticsを有効にしてデータが入力できることを確認します。（注）

Top N video Conference Locationsの要件は、次のとおりです。

• Unified CMおよび Cisco VCSは、Managed状態にある必要があります。

• MCUなどのエンドポイントとコントローラは、Managed状態にある必要があります。

•デバイスの可視性を「Full Visibility」状態に設定します。
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• JTAPIが Unified Communications Managerで設定されている必要があります。Unified
Communications Managerで JTAPIを有効にする方法については、「Cisco Prime Collaboration
Assuranceのデバイス設定」を参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバが、Cisco VCSでフィードバックサーバとして
登録されている必要があります。

•会議の診断と音声電話機能の模擬テストを正しく実行するには、Cisco Prime Collaboration
Assurance Service Pack 1バンドルを適用する前に、CUCMがリストされているバージョン
であることを確認してください。詳細については、12.1 Service Pack 1の『Cisco Prime
Collaboration Assuranceでサポートされているデバイス』を参照してください。

会議用デバイスのビデオ使用率

このダッシュレットは、および使用されている会議デバイスの追跡に役立ちます。

前提条件：会議ブリッジが Device Work Centerに導入され、検出されていること。

また、

•特定の期間における会議デバイスのビデオポートのピークおよび平均使用統計情報を提供
します。

•ネットワーク内に設定されているビデオポートの使用率の傾向を調べ、管理の向上に役立
ちます。デバイスに設定されているビデオポートの最大数、および使用しているポート

数について情報を提供します。

詳細は、会議デバイス、使用率、ピークまたは平均ポート、使用割合、デバイスタイプ

（Multipoint Control Unit（MCU）、Cisco TelePresence Multipoint Switch（CTMS）、TelePresence
Server（TPS）など）に基づき、絞り込むことができます。それぞれのデバイスタイプに対し
て Conductorおよびデバイス情報を選択することも可能です（詳細ビューで [Select]オプショ
ンを選択した場合のみ、これらのドロップダウンリストが有効になります）。

ピークおよび平均のポート使用率フィルタのみが、ダッシュレット、詳細ビュー、クイック

ビューに適用されます。

Conductor Bridge Poolの使用率

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

このダッシュレットには、ネットワーク内のコンダクタプールごとに会議ブリッジの累積使用

状況が表示されます。

ダッシュレットには、次の詳細が表示されます。

• [プール名（Pool Name）]：会議ブリッジプールの名前

• [ビデオポート/スクリーンライセンスの使用状況（Video Ports/Screen License Utilization）]：
現在使用中のビデオポート/スクリーンライセンスの数

• [ビデオポート/スクリーンライセンスの最大使用状況（Max Video Ports/Screen License
Utilization）]：使用可能なビデオポート/スクリーンライセンスの数。
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• [使用率（Utilization）]：使用可能な最大ビデオポートの数に対する、使用されたビデオ
ポートのパーセンテージ。

• Conference Bridge Type

• [コンダクタ名（Conductor Name）]：会議ブリッジプールを管理しているコンダクタの名
前。

使用状況タイプ（ピークや平均など）および使用率（%）に基づいて、データをフィルタ処理
できます。

また、[詳細の表示（See Details）] リンクをクリックすると、デバイスの詳細情報を確認でき
ます。詳細ビューでは、すべてのデバイスまたは選択したデバイスの詳細を、デバイスタイ

プ、デバイス、期間、使用状況のピークまたは平均、使用率（%）、個別またはマージされた
グラフに基づいてフィルタ処理することができます。

UCシステムパフォーマンス
このダッシュボードを使用すると、UCアプリケーションのCPUとメモリに基づいてシステム
パフォーマンスを分析できます。これらの傾向を使用して、一定期間に常に多量の CPU/メモ
リを使用している UCアプリケーションを特定することができます。

前提条件：Unified CMおよびCisco VCSに登録されているエンドポイントが検出されているこ
と。

データソース：このダッシュボードのパフォーマンス使用率の詳細は、RTMTのポーリング
されたデータから取得されます

これらのダッシュレットのクイックビュー、ダッシュレットビューと詳細ビューでは、フィ

ルタが適用された期間のデータが表示されます。

次のダッシュレットを使用できます。

CPU使用率：このダッシュレットには、各デバイスのピーク、平均、および最小の使用率に
ついて CPU使用率データが（パーセンテージとして）表示されます。

メモリ使用率：このダッシュレットには、メモリの合計量および使用量（ピーク、平均、最

小）がMB単位で表示されます。また、メモリ使用率のピーク、平均、最小についてパーセン
テージで表示されます。

•これらのダッシュレットには、同時に最大 25行が表示されます。
•また、過去2日間のスパークラインの傾向としてデータ（ピーク、平均、最小）が表示さ
れます。

（注）
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ライセンスの使用状況（License Usage）
このダッシュボードは、Unified Contact Center Enterprise（UCCE）や Cisco Voice Portal（CVP）
などのアプリケーションのライセンス使用状況の追跡をサポートします。

前提条件：ライセンスの使用状況ダッシュボードにデータを入力するには、Contact Center
Assurance Licenseが必要です。

データソース：このダッシュボードのライセンス使用状況の詳細は、音声使用率のポーリング

されたデータから取得されます。

ライセンスの使用状況ダッシュボードでは、次のダッシュレットを使用できます。

Contact Center Enterprise

このダッシュレットには、Unified Contact Center Enterpriseのライセンス使用状況が表示されま
す。

ダッシュレットには、次の詳細が表示されます。

•デバイス：デバイス名

•機能：ルータやペリフェラルゲートウェイなどのデバイスの機能

•インスタンス名：インスタンスの名前

•ログオン中のエージェント：現在ログオンしているコンタクトセンターのエージェントの
数

ピークや平均などの使用率タイプに基づいて、データをフィルタできます。デフォルトでは、

ダッシュレットに過去 14日間のピークの使用率とデバイスの一覧が表示されます。

デバイスのクイックビューを起動するには、各デバイス名について使用できる情報アイコンを

クリックします。クイックビューには、一定期間にログオンしたエージェントの数がグラフま

たはグリッドビューの形式で表示されます。

また、[詳細の表示（See Details）]リンクをクリックすると、デバイスの詳細情報を確認でき
ます。詳細ビューで、期間、クラスタ、機能、デバイス、ピークまたは平均の使用率、個別ま

たはマージされたグラフに基づいて、すべてのデバイスまたは選択したデバイスの詳細をフィ

ルタリングすることができます。

顧客音声ポータル

このダッシュレットには、CVPコールサーバのライセンス使用率が表示されます。

このダッシュレットに表示される詳細は次のとおりです。

•デバイス：デバイス名です。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

タイプ：デバイスタイプです。集約されたデバイスの場合、デバイスタイプは「マルチ

デバイス」になります。
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Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

タイプ：デバイスタイプです。集約されたデバイスの場合、デバイスタイプは「デバイ

スグループ（Device Group）」になります。

•使用中のポート：現在使用されているポートライセンスの数です。

•ポートの最大数：新しいコールの処理で使用できるポートライセンスの数です。選択した
期間に使用されたポートで何らかの変更があった場合は、利用できる最小から最大のポー

ト範囲が表示されます。

•使用率（%）：利用可能な最大ポートで使用されたポートの使用率。

•ポート要求の拒否：システムの開始以後に拒絶されたポートライセンスチェックアウト
要求の数。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

複数のデバイスの集約されたライセンス使用状況を確認できます。集約されたデバイスの場合

は、「集約デバイス」を参照してください。

ピークや平均などの使用率タイプに基づいて、データをフィルタできます。デフォルトでは、

ダッシュレットに過去 14日間のピークの使用率とデバイスの一覧が表示されます。

デバイスのクイックビューを起動するには、それぞれのデバイスで使用できる情報アイコンを

クリックします。クイックビューには、使用中のポート、およびそのポートの特定期間での使

用率がグラフまたはグリッドビューで表示されます。

[See Details]リンクをクリックすると、デバイスの詳細情報を表示することもできます。詳細
ビューでは、すべてのデバイス、特定の期間に基づいて選択または集約されたデバイス、使用

率の範囲、クラスタ、デバイス、ピークまたは平均の使用率、パーセンテージまたは絶対値、

個別またはマージされたグラフで詳細をフィルタできます。

集約デバイス

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

複数の CVPデバイスを選択し、これらのデバイスの集約されたライセンス使用状況を表示す
ることができます。

このタスクを実行するには、管理者特権が必要です。（注）

集約するデバイスを選択するには、次のようにします。

ステップ 1 [Customer Voice Portal（Customer Voice Portal）]ダッシュレットの左上隅にある [CVP集約の設定（CVP
Aggregation Configuration）]をクリックします。

ステップ 2 [CVP集約の設定（CVP Aggregation Configuration）]ページで、導入したモードに基づいて、次の操作を実
行します。

• Enterpriseモードでは、必要に応じて集約用のデバイスを選択します。
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• MSPモードでは、次のように個々の顧客のデバイスを集約できます。

1. 顧客名をクリックします。顧客に関連付けられているデバイスが表示されます。

2. 表示されたデバイスから、集約に必要なデバイスを選択します。

3. 集約されたデバイスの名前を入力します。

ステップ 3 [Save]をクリックします。

[Customer Voice Portal（Customer Voice Portal）]ダッシュレットで入力される、デバイスタイプが [デバイ
スグループ（Device Group）]である集約されたデバイスの値を確認できます。

マイダッシュボード

[My Dashboard]ページでダッシュボードをカスタマイズして、既存のダッシュレットを追加す
ることができます。

また、次の操作を実行できます。

•新しいダッシュボードを作成する。

•既存のダッシュレットを追加する。

•ダッシュレットをドラッグアンドドロップして、ダッシュボードの下に移動する。

•ダッシュレットを編集および削除する。

•グローバルフィルタを追加する。

•レイアウトテンプレートを変更する。デフォルトでは、[My Dashboard]のレイアウトテ
ンプレートは 100に設定されています。

新規ダッシュボードを追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [My Dashboard]ページの右上の [Settings]アイコンをクリックし、[Add New Dashboard]をクリックします。

ステップ 2 表示されるテキストボックスに名前を入力して [Apply]をクリックします。

ステップ 3 [Add Dashlet(s)]をクリックします。

ステップ 4 追加するダッシュレットの隣の [Add]をクリックします。

カスタムレポート

Prime Collaboration Analyticsのカスタムレポートは OLAPのキューブ技術に基づいています。
レポートを選択する場合には、分析レポートを生成するために必要な属性と値を柔軟に選択す

ることができます。
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属性には、DialledNumber、Date、Time、Cluster、MeetingCategoryなどの要素が含まれており、
数値として表示される値には件数や期間などが含まれています。分析キューブの属性と値の詳

細については、『Prime Collaboration Analytics Custom Report』の「Attributes and Values」のペー
ジを参照してください。

以下の内容について、Analyticsのカスタムレポートを生成できます。

コール品質

•発信者および着信者の通話状況。発信側または宛先のエンドポイントについて切断、
失敗などの通話状況を表示します。

•発信者および着信者のコールグレード。発信側または宛先のエンドポイントについ
て、No MOS、低コール、ショートコールなどのコール品質を表示します。発信側ま
たは宛先の EPについて、（CMRレコードを使用して）コールグレードの詳細も表
示します。

•発信者および着信者のコールクラス。発信側またはエンドポイントの情報について外
部、内部、会議などのコールのトラフィックタイプを表示します。また、オンネット

とオフネットコールのインジケータを示します。

•発信および着信者のコールの原因コード。発信側および宛先のエンドポイント情報に
ついて、コールの終了コード（一時的な障害（41）、宛先での不具合（27）、ユーザ
の応答なし（18）など）を表示します。

キャパシティプランニング

•拠点の CAC帯域幅使用率：CACの帯域幅使用率の詳細、および帯域幅不足で失敗し
たコールの数が表示されます。

•会議デバイスのビデオ使用率：Cisco MCU、Cisco TPSなどの会議用デバイスについ
てチャネルの使用率を表示します。

•煩雑時のトランクキャパシティ：Unified CM CDRから収集された ABBH（Average
Bouncing Busy Hour）データを表示します。

•使用率：トランク、DSP、MTP/Transcoder、ルートグループ、およびトランクグルー
プ。

会議

•会議の拠点：会議の詳細（エンドポイントについての会議のカテゴリや件数など）を
表示します。

•会議の統計情報：会議の詳細（参加者の人数や期間など）を表示します。

システムパフォーマンス

CPUおよびメモリの使用率。
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カスタムレポートの作成

カスタムレポートを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [診断（Analyze）] > [カスタムレポートジェネレータ（Custom Report Generator）]。

ステップ 2 [Reports]ドロップダウンリストからレポートを選択します。

ステップ 3 [Attributes]ペインと [Values]ペインから要素を選択します。

[Attributes]要素をダブルクリックし、必要なパラメータを表示して選択します。

[Attributes]の要素は階層、つまり一連の親子関係として編成し、親メンバーはそれぞれの子をまとめるこ
とができます。ある親要素は、別の親の子として集約することもできます。たとえば「2014年 5月」の親
は「2014年第二四半期」ですが、これは「2014年」の子となります。

カスタムレポートに関連するネットワーク分析またはUCの使用率では、13ヵ月を超えて時間データの表
示を選択した場合に、レポートの生成に時間がかかることがあります。時間データの対象期間は、13ヵ月
未満にすることを推奨しています。

ステップ 4 [Save（保存）]をクリックします。

カスタムレポートジェネレーターは、MSPモードではサポートされていません。（注）

生成したレポートは、チャートまたはグリッドモードで表示することができます。レポート

は、表示モードに基づいて PDF、MS Excel、PNGなどでエクスポートすることができます。

定義済みのクエリについては、該当するクエリをMDX言語で表示することができます。MDX
は、OLAPキューブに対して問い合わせを行うための言語です。MDXは SQLに似ています
が、キューブの多次元特性のサポートが追加されています。MDXクエリの詳細については、
「Mondrian Documentation」を参照してください。MDXクエリを記述する場合には、レポート
を生成するための属性と値を使用する必要があります。「Attributes and Values」のページを参
照してください。

スケジュール済みレポート

このダッシュボードには、スケジュールが設定されているエンティティ（レポート）の一覧が

表示されます（ダッシュレットの左下のドロップダウンで[Schedule Report]をクリックしま
す）。このダッシュレットを表示するには、を選択します。[分析（Analytics）] > [スケジュー
ル済みレポート（Scheduled Reports）]。

レポート名、レポートのタイプ、スケジュールの頻度、スケジュール設定時に使用したフィル

タ（ダッシュレットの左下のドロップダウンから [Schedule Report]をクリックしたときに
[Filter Settings]に表示される）、レポートが最後に生成されたときに成功/失敗を示すステータ
ス、および次にスケジュールされている実行のタイミングを確認できます。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
580

ネットワークの分析

カスタムレポートの作成

http://mondrian.pentaho.com/documentation/mdx.php
http://docwiki.cisco.com/wiki/Prime_Collaboration_Analytics_Custom_Report_-_Attributes_and_Values


上部のメトリックパネルには、ディスク使用率のデータ、電子メールで送信されるレポート、

および SFTPサーバへエクスポートされるレポートが表示されます。

ジョブは一時停止することも、再開することもできます（ジョブを選択して [Suspend]または
[Resume]をクリックします）。エラーの場合は、ジョブの上にマウスをおいてエラーを表示し
てください。

ビジネスニーズに基づいて、表示する列を追加、または削除できます。これには、ページの右

上にある [Settings]アイコンをクリックして、[Columns]にマウスをおきます。

レポートをすぐに生成するには、次のようにします。

•（各レポートが表示されている行の最後で）[Run Now]をクリックします。

• [すぐに実行（Run Now）]の隣にある [実行履歴（Run History）]をクリックすると、レ
ポートを実行した回数が表示されますが、一覧表示されるファイル数は過去 30/35日間に
限定されます。実行されたレポートのリストが表示されます。

•レポートをダウンロードすることも、選択したレポートを消去することもできます。

•スケジュール期間が過ぎた（終了日に達した）レポートでは [Run Now]を使用できませ
ん。

• [Run Now]をクリックしても、そのジョブの元のスケジュール（毎日、毎週など）は変更
されません。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

Concurrent Hourlyレポート（Top N Call Traffic Locations）：

1. PCAを起動します。

2. [アナリティクス（Analytics）]をクリックします。

3. ドロップダウンリストから [トラフィック分析（Traffic Analysis）]をクリックします。

4. ‘Top N Call Traffic Locations’ダッシュレットの右下にある [詳細の表示（See Details）]をク
リックすると、[詳細分析（Detailed Analysis）]ページが表示されます。

5. [エクスポート（Export）]、[スケジュール済みエクスポート（Scheduled Export）]の順にク
リックし、[スケジュール済みレポート（Scheduled Reports）]のダイアログボックスを生
成します。

6. [ここにチェックを入れて前日のレポートをスケジュールする（check this to Schedule hourly
reports for previous day）]ボックスをオンにし、[フィルタ設定（Filter Settings）]の下に
ある [スケジュール済みレポート（ScheduledReports）]ダイアログボックスの下でConcurrent
Hourly Scheduledレポートを生成します。

[Concurrent Call Hourly]チェックボックスをオンにしないと、フィルタ内の「期間」は変わ
らないため、生成された PDFに時間データは含まれません。
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Top Nロケーションダッシュレットでは、間隔を 1日に選択すると、スケジュール設定された
レポート（PDF）は「棒グラフ」の形で生成されます。グリッド/テーブルには、時間/日単位
のConcurrentデータがあります。Top Nロケーションダッシュレットから生成された同じ PDF
レポートには、棒グラフ/グリッドがともに表示されます。

Daily Report（上位 N番の発信者と上位 N個のダイヤルされた番号）：

1. PCAを起動します。

2. [アナリティクス（Analytics）]をクリックします。

3. ドロップダウンリストから [トラフィック分析（Traffic Analysis）]をクリックします。

4. [Top N callers/Top N Dialed Numbers]ダッシュレットで、上位 N番の発信者と上位 N個の
ダイヤルされた番号のダッシュレットの下にある [➦（曲がった右矢印）]をクリックしま
す。

5. ドロップダウンメニューから [スケジュール済みレポート（Scheduled Reports）]をクリッ
クし、[スケジュール済みレポート（Scheduled Report）]ウィンドウを表示します。

6. 日次レポートを表示するには、[ここをチェックして日次レポートをスケジュールする
（Check this to schedule daily report）]チェックボックスをオンにします。

スケジュール済みレポートのフィルタで変更されたタイトルや時間を表示するには、この

チェックボックスをオンにします。

Prime Collaboration Analyticsダッシュボードのトラブル
シューティング

次の表に、個々のダッシュボードにおけるデータ入力のトラブルシューティングの詳細が記載

されています。

表 67 :個々のダッシュボードのトラブルシューティングの詳細

関連付けられたレポー

トでデータの収集を確

認

データソー

ス

前提条件ダッシュ

ボード

CDRおよび
Prime
Collaboration
インベント

リ

エンドポイントが検出されている必要があ

る。

資産使用

状況

CDRトラ

フィック

分析
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[監視（Monitor）] >
[使用率の監視
（Utilization Monitor）]

音声使用率

のポーリン

グされた

データ

•トランク使用率：SIPトランクの最大
キャパシティを設定して、カスタムト

ランクグループを定義する。

•煩雑時のトランクおよび煩雑時のルー
トグループ最繁時のルートグループ

キャパシティ：

CDRトランクの最大キャパシティを設
定する必要がある。

•ルートグループ/トランクグループの使
用率：SIPトランクの最大キャパシティ
を設定し、カスタムトランクグループ

を定義してトランクをルートグループ

に関連付ける。

•会議デバイスビデオの使用率：会議ブ
リッジが Device Work Centerで導入お
よび検出され、これらのメディアリ

ソース（MCU、TPS、CTMS）のいず
れかからのコールが存在する必要があ

る。

• DSP使用率：ゲートウェイが検出され
ている必要がある。

キャパシ

ティ分析

[ネットワーク正常性の
概要（Network Health
Overview）] > [サービ
スエクスペリエンス

（Service Experience）]

CDRおよび
Prime
Collaboration
インベント

リ

CMRがMOSおよび SCSRグレードの詳細
を提供している必要がある。

サービス

エクスペ

リエンス
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[診断（Diagnose）] >
[会議の診断
（Conference
Diagnostics）]

•会議で少なくとも 2つのビデオエンド
ポイントが使用可能である必要があ

る。

•ビデオ会議の統計：

エンドポイントの可視性を [Full]また
は（[インベントリ（Inventory）] >
（[現在のインベントリ（Current
Inventory）]の下から [編集（Edit）]）
に設定し、セッションの詳細をポーリ

ングする必要があります。

Cisco
Prime
Collaboration
リリース

11.1以前
の場合

ビデオ会

議

Cisco
Prime
Collaboration
リリース

11.5以降
の場合

ビデオ会

議の分析
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第 VIII 部

診断の実行
•音声エンドポイントの診断（587ページ）
•ビデオエンドポイントのトラブルシューティングワークフロー（657ページ）
•メディアパスの分析（681ページ）
•ログの収集（685ページ）
•コールシグナリングの分析（693ページ）





第 26 章

音声エンドポイントの診断

このセクションでは、次の点について説明します。

•音声エンドポイントの診断（587ページ）

音声エンドポイントの診断
Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、複数の診断テストを実行して Unified Communications
電話ネットワークに関する問題を特定できます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、テスト結果を表示する顧
客を選択することができます。ユーザインターフェイスの右上にあるグローバル顧客選択リス

トを使用して、顧客を選択してからテストを実行します。テストを実行するために使用可能な

エンドポイントは、選択した顧客によって異なります。テスト結果には、デバイスが属してい

る顧客が表示されます。テストのフィールドを作成、インポート、スケジューリング、変更し

た後にグローバル顧客選択リストから顧客を選択または選択解除した場合、その変更の結果は

ページが更新されたときに表示されます。

音声エンドポイントの次の診断テストを実行できます。

Phone Status Test
電話ステータステストではCisco IOS IP SLAテクノロジを使用し、ネットワーク内の主要電話
機の到達可能性を監視します。電話ステータステストはプロトコルに依存しません。これらの

プロトコル、SCCP、SIPで動作する電話機をテストできます。電話ステータステストは、次
の内容で構成されます。

•ユーザが選択したテスト対象 IP電話のリスト。

•ユーザが設定したテストスケジュール。

• IPフォンに対して IP SLA対応デバイス（スイッチ、ルータ、または音声ルータなど）か
ら IP SLAベースの ping。また、オプションとして、Cisco Prime Collaboration Assuranceか
ら IP phoneに pingすることもできます。
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電話機は、IP SLAベースの ping、または Cisco Prime Collaboration Assuranceの pingに応答しな
い場合は到達不可能と見なされ、電話ステータスは、電話ステータスプロセスで登録解除と表

示されます。Cisco Prime Collaboration Assuranceは PhoneReachabilityTestFailedイベントを生成
します。

ルータがリブートされた場合、電話ステータステストは失われます。ただし、Cisco Prime
Collaboration Assuranceは、ルータが利用可能になるとテストを再設定します。ルータがダウン
になったとしても、Cisco Prime Collaboration Assuranceの pingが有効な場合、Cisco Prime
Collaboration Assuranceは引き続き pingを実行します。

電話ステータステストは、電話機情報（IPアドレスや内線番号）が変更、ならびに電話機関
連のデバイスが Cisco Prime Collaboration Assuranceによって監視されていない場合を除いては
引き続き実行され、シードファイルを更新し、テストを再追加します。

[Create Phone Status Test]ページを使用するか、シードファイルを使用して、電話ステータス
テストを作成できます。最新の Cisco Unified CMに最も近くの場所にある IP SLA対応デバイ
スでテストを設定する場合は、シードファイルを更新し、テストを再追加します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceをアンインストールする前には、必ずアプリケーションか
らすべての電話ステータステストを削除します。これらのテストを削除しないと、ルータでテ

ストの実行が続行されます。

（注）

SNMP V3クレデンシャルを使用して IP SLA対応デバイスを管理した場合は、
CISCO-RTTMON-MIBへの書き込み権限あることを確認します。次は、一部のコマンド例で
す。

snmp-server view .1.3.6.1.4.1.9.9.42 ciscoMgmt included

snmp-server group v3group1 v3 priv write .1.3.6.1.4.1.9.9.42

snmp-server user user1 v3group1 v3 auth sha Cisco123 priv aes 128 Cisco123

詳細については、各 IOSデバイスの設定ガイドを参照し、的確なコマンドを確認してくださ
い。

（注）

Phone Status Testの作成

電話ステータステストを作成して、ネットワーク内の主要な電話機の到達可能性を監視するこ

とができます。

[Create Phone Status Test]ページを使用して電話ステータステストを作成するには、次の手順を
実行します。

始める前に

•テストを行うには、IP SLA対応のデバイスと IP電話（内線番号と IPアドレスを用意）が
必要です。
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•電話ステータステストでは、Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイスインベントリ
からの情報は不要です。ただし、Cisco Prime Collaboration Assuranceが電話に関連するデ
バイスを監視する場合、電話機の情報が変更されたときに電話ステータステストを更新で

きます。

•電話ステータステスト用の発信元デバイスは、Cisco Prime Collaboration Assuranceで監視
する必要があります。

ステップ 1 選択 [模擬テストセンター（Synthetic Test Center）] > [電話ステータステスト（Phone Status Test）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [模擬テスト（Synthetic Test）] > [電話ステータステスト（Phone Status Test）]。

ステップ 2 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 3 [発信元（Source）]ペインで、デバイスセレクタを使用して発信元デバイスを選択するか、[名前（Name）]
フィールドにデバイス名（または IPアドレス）を入力します。

ステップ 4 [電話レポートから追加（Add From Phone Report）]をクリックします。

ステップ 5 [エンドポイントの診断レポート（Endpoint Diagnostic report）]の[音声電話/回線レポート（Audio Phones/Lines
report）]で、テストを追加する電話機の横にあるチェックボックスをオンにし、[電話の追加（AddPhones）]
をクリックします。

ステップ 6 [Create Phone Status Test]ページの [Run]領域で、次の手順に従います。

•テストを実行する時期をスケジュールします。

•テストの名前を入力します。

• [Cisco Prime Collaborationサーバからの pingを使用しない（Do not use ping from Cisco Prime Collaboration
server）]のチェックボックスをオンにして、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバからの pingを無
効にします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

[電話ステータステスト（Phone Status Test）]ページから、電話テストの編集、表示、および削除を行うこ
とができます。

Phone Status Testのインポート

電話ステータステストを作成するには、テストに含める内線番号のリストを含むシードファ

イルをインポートします。

始める前に

•シードファイルの形式が正しいことを確認します。シードファイル形式の詳細について
は、「Phone Status Testインポートファイルの形式」を参照してください。
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シードファイルを使用して電話ステータステストを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [模擬テストセンター（Synthetic Test Center）] > [電話ステータステスト（Phone Status Test）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [模擬テスト（Synthetic Test）] > [電話ステータステスト（Phone Status Test）]。

ステップ 2 [インポート（Import）]をクリックします。[参照（Browse）]をクリックして、シードファイルを追加し
ます。

ステップ 3 [Run]領域で、次の手順に従います。

•テストを実行する時期をスケジュールします。

•テストの名前を入力します。

• [Cisco Prime Collaborationサーバからの pingを使用しない（Do not use ping from Cisco Prime Collaboration
server）]のチェックボックスをオンにして、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバからの pingを無
効にします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

Phone Status Testインポートファイルの形式

電話ステータステストのシードファイルは、テストするすべての電話をリストする必要があ

ります。6カラムまたは 8カラムのファイル形式が使用できます。最初の 6つのカラムは、両
ファイル形式を通じて同じです。

各電話用に提供する必要がある情報は、内線番号、IPアドレス、およびMACアドレスです。
手順は次のとおりです。

•共有電話：いずれかまたは両方の電話を入力します。Cisco Prime Collaboration Assurance
は、共有回線上の各電話につき、1つのテストを実行できます。

•複数の内線番号：電話機に複数の内線番号を入力しても、Cisco Prime Collaboration Assurance
では、電話 1台につき 1つのテストのみを実行します。

ソフトフォンのMACアドレスフィールドにデバイス名が表示されます。

6カラムまたは 8カラムのファイル形式が使用できます。最初の 6つのカラムは、両ファイル
形式を通じて同じです。シードファイルの各行には、次のものが含まれている必要がありま

す。

• 6つまたは 8つのカラム。使用しないカラムには、スペースを入力する必要があります。

•カラムはコロンで区切ります。

また、電話が登録されている Cisco Unified CMに直近のルータの IPアドレスおよびリードラ
イトコミュニティストリングを提供する必要もあります。
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次の表に、電話ステータスをテストするためのシードファイル形式を示します。

表 68 :電話ステータステストのシードファイル形式

説明カラム番号

電話の内線番号。1

電話のMACアドレス。2

電話の IPアドレス。3

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

IP SLA対応デバイス（ルータ、スイッチ、ま
たは音声ルータ）。

4

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

SLA対応デバイスのリードコミュニティスト
リング。

5

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

SLA対応デバイスのライトコミュニティスト
リング。

6

SNMPv3ユーザ名（8カラム形式でだけ使
用）。

7

SNMPv3パスワード（8カラム形式でだけ使
用）。

8

例

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

例 1：電話のステータスをテストする 6列のインポートファイル

[拡張子]:[MACアドレス]:[IPアドレス]:[IPSLAルーター]:[コミュニティの読み取り]:[コミュニティの書き込

み] 4000:200000000001:172.20.121.1:10.76.34.194:private:private 次の例は、8列のインポートファ

イルのサンプルを示しています。

例 2：電話のステータスをテストする 8列のインポートファイル

2）[拡張子]:[MACアドレス]:[IPアドレス]:[SAAルーター]:[コミュニティの読み取り]:[コミュニティの書き込

み]:
[snmpv3UserName]:[snmpv3Passwd]
#4000:200000000001:172.20.121.1:10.76.34.194:!{[NOVALUE]}!:!{[NOVALUE]}!:admin:admin
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Synthetic Test
合成テストを使用して、音声アプリケーションのアベイラビリティを確認します。これらのテ

ストは、音声アプリケーションがユーザからのサービスリクエストを処理できるかどうかを確

認します。たとえば、合成テストを使用して、電話を Cisco Unified CMに登録できるかどうか
を確認できます。これらのテストは、定期的に実行するように設定できます。

合成テストでは、ユーザの操作をエミュレートすることにより、模擬電話を使用して音声アプ

リケーションのアベイラビリティを測定します。たとえば、合成テストでクラスタ間のコール

を開始し、コールが成功したかどうかを確認します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、合成テストで返された情報を監視し、結果に基づきイ
ベントを生成します。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、合成テストに合格しなかった場
合には重大なイベントを生成します。そのイベントは、Event Browserに表示されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次のアプリケーションの合成テストをサポートします。

• Cisco Unified CMおよび Cisco Unified CM Express

• Cisco TFTP Server

• Cisco HTTP Server

• Cisco Emergency Responder

• Cisco Unity、Cisco Unity Express、および Cisco Unity Connection

NAT環境の RTP伝送を含む合成テストの作成はサポートされません。（注）

次の表には、合成テストと、各テストで合格するために必要な結果が示されています。

表 69 :合成テストの内容と予期される結果

予期される結果説明Synthetic Test

電話登録の成功。Cisco Unified CMとの接続を開
いて、シミュレートされた IP
フォンを登録します。

Phone Registrationテスト

Cisco Unified CMからダイヤル
トーン信号を受信します。

Cisco Unified CMに対するオフ
フック状態をシミュレート

し、ダイヤルトーンが受信さ

れるかどうかを調べます。

Dial-Toneテスト
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予期される結果説明Synthetic Test

•登録し、オフフック状態
に移行し、コールを発信

する

•着呼表示

•コールを受信する宛先電
話がオフフック状態にな

る

ユーザのエンドツーエンド

コールのコール進捗音および

Announcementをゲートウェイ
に設定すると、電話の着呼前

または着呼 2回後でもテスト
が成功する可能性がありま

す。これによりユーザのゲー

トウェイが正しく動作してい

ることが示されます。

2番目にシミュレートした電話
または実際の IPフォンへの
コールを開始します。

エンドツーエンドコールテス

ト

TFTPサーバからの設定ファイ
ルのダウンロードが成功しま

す。

TFTPサーバで TFTPファイル
取得操作を実行します。

TFTPダウンロードテスト

HTTPサーバから設定ファイル
を正常にダウンロードしま

す。

HTTPサーバでHTTPファイル
の取得操作を実行します。

Cisco Prime Collaborationリ
リース 11.6以降の場合

HTTP Downloadテスト

•すべてのコールが開始さ
れる

• Public Safety Answering
Point（PSAP）および On
Site Alert Number
（OSAN）の着呼表示（設
定されている場合）

緊急番号へのコールを開始し

て、緊急コールのダイナミッ

クルーティングをテストしま

す。

緊急コールテスト
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予期される結果説明Synthetic Test

電話のメッセージ待機インジ

ケータをアクティブにしま

す。その後メッセージは削除

され、メッセージ待機インジ

ケータは無効になります。

宛先の電話にコールし、ボイ

スメールボックスに音声メッ

セージを残します。

Message-Waiting Indicatorテス
トの宛先電話機の自動転送設

定は、「呼出音を X回鳴らし
た後ボイスメールに転送」と

設定されている必要がありま

す。

「コール常時転送」と設定さ

れている場合は、テストは不

合格になります。

Cisco Unityメッセージ待機イ
ンジケータテスト、概要

Synthetic Testの前提条件

各 Cisco Unified Communications Managerと、ネットワークでサポートされる Cisco音声アプリ
ケーションに対してだけ模擬テストを設定できます。各模擬テストに関係する Cisco Unified
Communications Managerまたはサポートされる Cisco音声アプリケーションの中で、1台以上
の電話機を設定する必要があります。

模擬テストを作成するときは、次のガイドラインに従ってください。

•模擬電話のMACアドレスは、00059a3b7700～ 00059a3b8affの範囲内であることと、
00059a3b7700の形式であることが必要です。

•各テストで電話の内線番号を 1つとMACアドレスを 1つ作成し、これらをテスト専用に
します。

• Cisco Unified CMごとに模擬テストを 1つだけ設定します。

• SIP URIは、sip:extn@ccmの形式で指定してください（たとえば sip:7690@ct-sd.cisco.com）。

内線番号では次の特殊文字を使用できます：+、@、(.)、(-), ?, \, ],
[, (-), !, X、^、*、および #。

（注）

•テストで使用する内線番号とMACアドレスの組み合わせは、音声クラスタを通じて一意
であることを確認します。

•模擬テストでは、Cisco 7960 IP電話だけが模擬エンドポイントとしてシミュレートされま
す。

•模擬電話機が Cisco Unified CMで事前設定されていない場合、自動登録が有効になってい
ると、模擬テストの初回の実行に失敗しますが、それ以降の実行は正しく動作します。
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•会議の診断と音声電話機能の模擬テストを正しく実行するには、Cisco Prime Collaboration
Assurance Service Pack 1バンドルを適用する前に、CUCMがリストされているバージョン
であることを確認してください。詳細については、12.1 SP1の『Cisco Prime Collaboration
Assuranceでサポートされているデバイス』を参照してください。

模擬テスト用のアプリケーションの設定や電話機の数の決定に役立つワークシートの一覧につ

いては、「 Synthetic Testワークシート」を参照してください。

Emergency Call Synthetic Testの作成

宛先電話の場合、発信 PSAPはローカル電話（911ではない）を使用する必要があります。ま
た、OSANでは、模擬電話だけを使用します（ローカルのオンサイトセキュリティ電話を使用
しないでください）。

緊急コールの模擬テストは、Cisco Emergency Responder 1.x以降でサポートされています。（注）

Emergency Call模擬テストを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic Test）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic
Test）]。

ステップ 2 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 3 [テストの種類（Test Type）]ドロップダウンメニューから、[緊急コールテスト（Emergency Call Test）]を
選択します。

ステップ 4 [CER Parameters]ペインで、次の操作を実行します。

• Cisco Emergency Responderがインストールされているシステムの名前または IPアドレスを選択しま
す。

左ペインのSelect Voice Applicationグループセレクタを使用してデバイスを入力することができます。
グループセレクタでデバイスを選択してから、[Cisco Emergency Responder]フィールドの横にある矢
印ボタンをクリックしてください。

•緊急用の電話番号を入力します。

ステップ 5 [Caller]ペインで、次の操作を実行します。

•発信者の電話に対して、Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco Unified Communications
Manager Expressの名前または IPアドレスを選択します。

左ペインのSelect Voice Applicationグループセレクタを使用してデバイスを入力することができます。
Group Selectorでデバイスを選択してから、[Cisco Unified Communications Manager/Express]フィールド
の横にある矢印ボタンをクリックしてください。
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•テスト電話機のMACアドレスを入力します。Group Selectorを使用して Cisco Unified Communications
Managerまたは Cisco Unified Communications Manager Expressシステムを選択した場合は、MACアド
レスフィールドの値は自動的に入力されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceが唯一確認することは、[模擬テストの作成（Create Synthetic Test）]
ページで入力されたMACアドレス番号の構文が有効であることです。Cisco Unified Communications
Managerで設定されているとおりに、正しい番号を確実に入力してください。MACアドレスの制限に
ついては、「Synthetic Testの前提条件」を参照してください。

ステップ 6 [PSAP]ペインで、次の操作を実行します。

• Public Safety Answering Point（PSAP）Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco Unified
Communications Manager Expressを選択します。

左ペインのSelect Voice Applicationグループセレクタを使用してデバイスを入力することができます。
Group Selectorでデバイスを選択してから、[Cisco Unified Communications Manager/Express]フィールド
の横にある矢印ボタンをクリックしてください。

• PSAP電話機のMACアドレスを入力します。

ステップ 7 （オプション）オンサイトのアラート番号（OSAN）がある場合は、[オンサイトのアラート番号（On Site
Alert number）] チェックボックスをオンにし、[OSAN]ペインに次の情報を入力します。

• OSAN Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco Unified Communications Manager Expressの名
前または IPアドレス。

左ペインの Group Selectorを使用してデバイスを入力することができます。Group Selectorでデバイス
を選択してから、[Cisco Unified Communications Manager/Express]フィールドの横にある矢印ボタンを
クリックしてください。

• OSAN電話機のMACアドレス。

ステップ 8 [実行（Run）]ペインで、テストの名前と実行スケジュールを設定します。

[実行（Run）]ペインに入力するテスト名には、タブ、疑問符、引用符、アスタリスク、セミコロ
ン、コンマ、コロン、スラッシュ、縦線、バックスラッシュを含めることはできません。

（注）

ステップ 9 [作成（Create）]をクリックします。

Synthetic Testメッセージ待機インジケータの作成

このテストを実行する宛先電話の要件を次に示します。

模擬テストに使用するCisco Unity Connectionで加入者を作成するときは、次の手順に従って加
入者を設定します。

• [次回ログイン時に自己登録でユーザを設定（Set Subscriber for Self-Enrollment at Next Login）]
チェックボックスをオフにするか、実際の電話を使用して Cisco Unityのデバイスにダイ
ヤルし、パーソナル化プロセスを完了する必要があります。
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•パスワードのオプションは、[Password never expires]に設定します。Message-Waiting Indicator
テストの宛先電話機の自動転送設定は、「呼出音をX回鳴らした後ボイスメールに転送」
と設定されている必要があります。「コール常時転送」と設定されている場合は、テスト

は不合格になります。

このテストは、SCCPエンドポイントでのみサポートされています。このテストでは、SIPエ
ンドポイントはサポートされていません。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

Cisco Unified CMバージョンアップグレードを実行した後、アップグレードした Cisco Unified
CMを使用するCisco Unityの模擬テストが動作しなくなることがあります。この問題が発生し
た場合は、Cisco Unity模擬テストを削除してから再び模擬テストを追加する必要があります。

（注）

模擬テストのメッセージ待機インジケータを作成するには、次の手順に従います。

ステップ 1 選択 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic Test）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic
Test）]。

ステップ 2 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 3 [テストの種類（Test Type）]ドロップダウンメニューから、[メッセージ待機インジケータテスト
（Message-Waiting Indicator Test）]を選択します。

ステップ 4 [Unity Parameters]ペインで、Cisco Unity、Cisco Unity Express、または Cisco Unity Connectionシステムの詳
細を入力します。

ステップ 5 適切な情報を入力し、[作成（Create）]をクリックします。

TFTP Download Synthetic Testの作成

各 Cisco Unified Communications Managerに対して設定できる TFTPダウンロードテストは 1つ
のみです。

TFTP Download模擬テストを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic Test）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic
Test）]。

ステップ 2 [作成（Create）]をクリックします。
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ステップ 3 [テストの種類（Test Type）]ドロップダウンメニューから、[TFTPダウンロードテスト（TFTP Download
Test）]を選択します。

ステップ 4 [音声アプリケーションの選択（Select Voice Application）]グループセレクタから、設定するテストの対象
である Cisco Unified CMまたは Cisco Unified CM Expressを選択します。

ステップ 5 [実行（Run）]ペインで、テストの名前と実行スケジュールを指定します。

[実行（Run）]ペインに入力するテスト名には、タブ、疑問符、引用符、アスタリスク、セミコロ
ン、コンマ、コロン、スラッシュ、縦線、バックスラッシュを含めることはできません。

（注）

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

HTTP Download Synthetic Testの作成

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

各 Cisco Unified Communications Managerに対して設定できるHTTPダウンロードテストは 1つ
だけです。

HTTPダウンロードの模擬テストを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic Test）]。

ステップ 2 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 3 [テストタイプ（Test Type）]ドロップダウンリストで、[HTTPダウンロードテスト（HTTP Download test）]
を選択します。

ステップ 4 [音声アプリケーションの選択（Select Voice Application）]グループセレクタから、設定するテストの対象
である Cisco Unified CMまたは Cisco Unified CM Expressを選択します。

ステップ 5 [実行（Run）]ペインで、テストの名前と実行スケジュールを指定します。

[実行（Run）]ペインに入力するテスト名には、タブ、疑問符、引用符、アスタリスク、セミコロ
ン、コンマ、コロン、スラッシュ、縦線、バックスラッシュを含めることはできません。

（注）

ファイル名を入力します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

End-to-End Call Synthetic Testの作成

実際の電話と模擬電話のどちらを宛先電話として設定するかを選択できます。デフォルト設定

は模擬電話です。

イネーブルにされた RTPを持つ非仮想宛先電話機を含む SIPベースのエンドツーエンドコー
ルテストは、NAT/マルチエンドカスタマー環境では機能しません。テストは実行されます
が、シグナリングの部分のみ合格します。RTP伝送は失敗します。

この場合、テストは Enable RTP伝送オプションが選択された実際の電話機に対して実行され
ます。End-to-End Call TestはNAT環境にある電話機にメディア伝送を行うことができません。
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1分間隔で実行されるエンドツーエンドコールテストの数が 100個を超えないようにしてくだ
さい。エンドツーエンドコールテストを追加する場合は、実行間隔を変えて、間隔を 1分間
よりも大きくしてください。

（注）

エンドツーエンドコールの模擬テストを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic Test）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic
Test）]。

ステップ 2 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 3 [テストタイプ（Test Type）]ドロップダウンメニューから、[エンドツーエンドコールテスト（End-to-End
Call Test）]を選択します。

ステップ 4 [発信者（Caller）]ペインで、次の操作を実行します（選択した電話機のタイプによっては、選択が利用不
可になる場合があります）。

a) Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco Unified Communications Manager Expressシステムを
入力します。

左ペインの Select Voice Applicationグループセレクタを使用してデバイスを入力することができます。
Group Selectorでデバイスを選択してから、[Cisco Unified Communications Manager/Express]フィールド
の横にある矢印ボタンをクリックしてください。

b) テスト電話機のMACアドレスを入力します。

Group Selectorを使用して Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco Unified Communications
Manager Expressシステムを選択した場合は、MACアドレスフィールドの値は自動的に入力されます。

MACアドレスの制限については、「Synthetic Testの前提条件」を参照してください。

c) プロトコルタイプを選択します。

d) パラメータタイプを選択します。

• [Extension]を選択した場合は、電話機の内線番号を入力します。

• [SIP URI]を選択した場合は、SIP Uniform Resource Identifier（SIP URI）を入力します。SIP URI
は、sip:extn@ccmの形式で指定してください（たとえば sip:7690@ct-sd.cisco.com）。

内線番号では次の特殊文字を使用できます：+、@、(.)、(-), ?, \, ], [, (-), !, X、^、*、およ
び #。

（注）

ステップ 5 [Recipient]ペインで、次の操作を実行します。

a) [Synthetic Phone]または [Real Phone]のオプションボタンを選択します。
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b) Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco Unified Communications Manager Expressシステムの
名前または IPアドレスを入力します（[実際の電話（Real Phone）]オプションボタンを選択した場合、
このオプションはグレー表示されます）。

左ペインの Select Voice Applicationグループセレクタを使用してデバイスを入力することができます。
Group Selectorでデバイスを選択してから、[Cisco Unified Communications Manager/Express]フィールド
の横にある矢印ボタンをクリックしてください。

c) 電話機のMACアドレスを入力します（[実際の電話（Real Phone）]オプションボタンを選択した場合、
このオプションはグレー表示されます）。

d) プロトコルタイプを選択します（[Real Phone]オプションボタンを選択した場合は、このオプション
はグレー表示されます）。

e) パラメータタイプを選択します（[Real Phone]オプションボタンを選択した場合は、このオプション
はグレー表示されます）。[Extension]を選択した場合は、電話機の内線番号を入力します。[SIP URI]
を選択した場合は、URIを入力します。

[Synthetic Phone]を選択した場合は、[Parameters]領域はグレー表示になっています。

ステップ 6 [Parameters]ペインで、次の操作を実行します。

•（任意）[Wait for Answer]を選択します。[Synthetic Phone]オプションボタンを選択した場合は、この
オプションはグレー表示されます。

•（任意）[Enable RTP transmission]を選択します。[Synthetic Phone]オプションボタンを選択した場合
は、このオプションはグレー表示されます。

•合格基準として、[Call Success]または [Call Failure]を選択します。

•必要に応じて、コールセットアップ時間しきい値の設定を変更します（デフォルトは10000ミリ秒）。

コールセットアップ時間しきい値は、ユーザが番号をダイヤルし終えてからCiscoUnifiedCommunications
Managerによってコールがセットアップされるまでの時間を表します（SIPまたは SCCP電話機を使
用）。このしきい値を超えると、警告イベントが生成されます。

ステップ 7 [実行（Run）]ペインで、テストの名前と実行スケジュールを設定します。

[実行（Run）]ペインに入力するテスト名には、タブ、疑問符、引用符、アスタリスク、セミコロ
ン、コンマ、コロン、スラッシュ、縦線、バックスラッシュを含めることはできません。

（注）

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

模擬電話機と受信者の電話機は、SCCPまたは SIPプロトコルのいずれかで動作できます。（注）

Dial-Tone Synthetic Testの作成

ダイヤルトーン模擬テストを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic Test）]。
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Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic
Test）]。

ステップ 2 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 3 [テストの種類（Test Type）]ドロップダウンメニューから、[ダイアルトーンテスト（Dial-Tone Test）]を
選択します。

ステップ 4 [音声アプリケーションの選択（Select Voice Application）]グループセレクタで、テストを設定する Cisco
Unified CMまたは Cisco Unified CM Expressシステムを選択します。

ステップ 5 テスト電話機のMACアドレスを入力します。MACアドレスの制限については、「Synthetic Testの前提条
件」を参照してください。

必要に応じて、ダイヤルトーン時間しきい値の設定を変更します（デフォルトは 500ミリ秒）。

ダイヤルトーン時間のしきい値は、SCCP電話がオフフック状態になった時から、Cisco Unified CMからダ
イヤルトーンを受信するまでの時間を示します。このしきい値を超えると、警告イベントが生成されま

す。

ステップ 6 [実行（Run）]ペインで、テストの名前と実行スケジュールを指定します。

[実行（Run）]ペインに入力するテスト名には、タブ、疑問符、引用符、アスタリスク、セミコロ
ン、コンマ、コロン、スラッシュ、縦線、バックスラッシュを含めることはできません。

（注）

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。

ダイヤルトーン模擬テストは、SCCPエンドポイントのみをサポートしています。このテストで
は、SIPエンドポイントはサポートされていません。

（注）

Phone Registration Testの作成

電話機登録テストを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic Test）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic
Test）]。

ステップ 2 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 3 [テストの種類（Test Type）]ドロップダウンリストで、[電話機登録テスト（Phone Registration）]を選択
します。

ステップ 4 [音声アプリケーションの選択（Select Voice Application）]グループセレクタで、テストを設定する Cisco
Unified CMまたは Cisco Unified CM Expressを選択します。

ステップ 5 テスト電話機のMACアドレスを入力します。MACアドレスの制限に対する「Synthetic Testの前提条件」
を参照してください。
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ステップ 6 プロトコルおよびパラメータタイプを選択します。

• [Extension]を選択した場合は、電話機の内線番号を入力します。

• [SIP URI]を選択した場合は、SIP Uniform Resource Identifier（SIP URI）を入力します。SIP URIは、
sip:extn@ccmの形式で指定してください（たとえば sip:7690@ct-sd.cisco.com）。

ステップ 7 合格基準を選択します（[Registration Success]または [Registration Failure]）。

必要に応じて、登録時間しきい値の設定を変更します（デフォルトは2000ミリ秒）。電話機登録のしきい
値は、電話機（SIPまたは SCCP電話）が Cisco Unified CMに登録されるまでの時間を表します。このしき
い値を超えると、警告イベントが生成されます。

ステップ 8 [実行（Run）]ペインで、テストの名前と実行スケジュールを指定します。

[実行（Run）]ペインに入力するテスト名には、タブ、疑問符、引用符、アスタリスク、セミコロ
ン、コンマ、コロン、スラッシュ、縦線、バックスラッシュを含めることはできません。

（注）

ステップ 9 [作成（Create）]をクリックします。

Synthetic Testのインポート

複数の模擬テストを一度にインポートするには、カンマ区切り形式（CSV）ファイルを使用し
ます。

模擬テストをインポートするには、次の手順に従います。

始める前に

•シードファイルの形式が正しいことを確認します。詳細については、「模擬テストイン
ポートファイルの形式」を参照してください。

ステップ 1 選択 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic Test）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [UCアプリケーション模擬テスト（UC Application Synthetic
Test）]。

ステップ 2 [インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 3 [模擬テストのインポート（Import Synthetic Test）]ページで、シードファイルを参照し、[OK]をクリック
します。

模擬テストのスケジュール時刻および日付はインポートファイルで設定します。模擬テストをオンデマン

ドで実行する場合は、[今すぐ実行（Run Now）]ボタンを使用して実行できます。
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模擬テストインポートファイルの形式

模擬テストのシードファイルには、次の一般的な形式があります。

•インポートファイルを手動で作成する場合は、インポートファイルのに、プレーンテキ
ストコンテンツ（コンマ、AND、OR、またはパイプで区切る）を含める必要がありま
す。

•すべての値は縦線（|）で区切る必要があります。

•スケジュールのカラムでは、次の形式を使用します。
MONTH,DAYSOFMONTH,DAYSOFWEEK,HOUR,MINUTE

• MONTH：0～ 11

• DAYSOFMONTH：1～ 31

• DAYSOFWEEK：0～ 6（0 =日曜日）

• DAYSOFWEEK：0～ 6（0 =日曜日）

• MINUTE：0～ 59

各フィールドには、数字、範囲、カンマで区切った数字と範囲、またはアスタリスクを使

用できます。

MONTHフィールドとDAYSOFMONTHフィールドは変更できません。アスタリスク（*）
を入力する必要があります。

DAYSOFWEEKには、すべての曜日を表すアスタリスクを指定するか、曜日をカンマで区
切って指定することができます。HOURには、24時間を表すアスタリスクか、範囲を入
力できます。MINUTEには、すべての分を表すアスタリスクか、範囲を指定できます。

DAYSOFWEEKには、すべての曜日を表すアスタリスクを指定するか、曜日をカンマで区
切って指定することができます。HOURには、24時間を表すアスタリスクか、範囲を入
力できます。MINUTEには、すべての分を表すアスタリスクか、範囲を指定できます。

次のスケジュールタイプだけがサポートされます。

• *;*;*;*;*：すべての日、24時間

• *;*;2-4;*;*：火曜日から木曜日まで、24時間

• *; *; *; 8-20; *：8:00 a.m.から 8:00 p.mの間のすべての日付

• *;*;*;8;20-59:*;*;*;9-19;*:*;*;*;20;0-40：すべての日、午前 8:20～午後 8:40

Phone Registrationテスト

Phone Registrationテストのシードファイルの形式

Registration テストの形式：
REGISTRATION|TestName|PollInterval|Schedule|CCMAddress|MACAddress|SrcPhoneProtocol|SIPURI_OR_EXTN

Phone Registrationテストの例
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REGISTRATION|reg test|60|*;*;*;*;*|ipif-skate.cisco.com|00059A3B7780|SCCP|4002

表 70 : Phone Registrationテスト用のインポートファイルの形式

説明カラム番号

テストのタイプ：REGISTRATION。1

テスト名2

ポーリング間隔（Polling interval）3

スケジュール（Schedule）4

電話機が接続されている Cisco Unified CM5

電話機のMACアドレス。MACの詳細については、Synthetic Testの前提条件を
参照してください。

6

電話機のプロトコル（SCCPまたは SIP）7

SIP URIまたは内線番号8

顧客名9

Dial-Toneテスト

Dial-toneテストのシードファイルの形式

OFFHOOK|TestName|PollInterval|Schedule|CCMAddress|MACAddress

Dial-Toneテストの例

OFFHOOK|dial-tone|60|*;*;*;*;*|ipif-skate.cisco.com|00059A3B7781

表 71 : Dial-Toneテストのインポートファイルの形式

説明カラム番号

テストのタイプ：DIALTONE/OFFHOOK1

テスト名2

ポーリング間隔（Polling interval）3

スケジュール（Schedule）4

電話機が接続されている Cisco Unified CM5

電話機のMACアドレス。MACの詳細については、Synthetic Testの前提条件を
参照してください。

6

顧客名7
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End-to-End Callテスト

End-to-End Callテストのシードファイルの形式

ENDTOENDTEST|TestName|PollInterval|Schedule|SrcCCM|SrcMAC|isDestRealPhone|DestCCM|DestMAC|Extn|
WaitForAnswer|EnableRTP|SrcPhoneProtocol|SRC_SIPURI_OR_EXTN|DestPhoneProtocol

End-to-End Callテストの例

ENDTOENDTEST|endtoend test|60|*;|ipif-skate.cisco.com|00059A3B7782|FALSE

|ipif-skate.cisco.com|00059A3B7783|4002|TRUE|FALSE|S 付き|4004|Sccp

表 72 : End-to-End Callテストのインポートファイルの形式

説明カラム番号

テストのタイプ：ENDTOENDTEST。1

テスト名2

ポーリング間隔（Polling interval）3

スケジュール（Schedule）4

発信者の Cisco Unified CM5

発信者のMACアドレス。MACの詳細については、Synthetic Testの前提条件を
参照してください。

6

受信者の電話が実際の電話かどうか。trueまたは falseを入力します。7

受信者の Cisco Unified CM8

受信者のMACアドレス。MACの詳細については、Synthetic Testの前提条件を
参照してください。

9

受信者の内線番号10

応答待機。trueまたは falseを入力11

RTP伝送のイネーブル化。trueまたは falseを入力12

電話機のプロトコル（SCCPまたは SIP）13

SIP URIまたは内線番号14

通知先電話機のプロトコル（SCCPまたは SIP）15

顧客名16

TFTP Downloadテスト

TFTP Downloadテストのシードファイルの形式

TFTP テストの形式：TFTP|TestName|PollInterval|Schedule|CCMAddress
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TFTP Downloadテストの例

TFTP|tftp download|60|*;*;*;*;*|ipif-skate.cisco.com

表 73 : TFTP Downloadテストのインポートファイルの形式

説明カラム番号

テストのタイプ：TFTP1

テスト名2

ポーリング間隔（Polling interval）3

スケジュール（Schedule）4

Cisco Unified CM5

顧客名6

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

HTTP Downloadテスト

HTTP Downloadテストのシードファイルの形式

HTTP test format: HTTP|TestName|PollInterval|Schedule|CCMAddress|PhoneConfigurationFileName

HTTP Downloadテストの例

HTTP|HTTP Download Test|60|*;*;*;*;*|10.78.86.158|SEPDefault.cnf

表 74 : HTTP Downloadテストのインポートファイルの形式

説明カラム番号

テストのタイプ：HTTP1

テスト名2

ポーリング間隔（Polling interval）3

スケジュール（Schedule）4

Cisco Unified CM5

電話機の設定ファイルの名前6

Message Waiting Indicatorテスト

Message-Waiting Indicatorテストのシードファイルの形式

End-to-End Call テストの形式：
MWITEST|TestName|PollInterval|Schedule|UnityAddress|SrcCCM|SrcMAC|DestCCM|DestMAC|Extn|Password

Message-Waiting Indicatorテストの例
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MWITEST|mwi test|300|*;*;*;*;*|10.76.91.155|10.76.91.148|00059A3B7B00|10.76.91.148
|00059A3B7B01|71418001|13579

表 75 : Message-Waiting Indicatorテストのインポートファイルの形式

説明カラム番号

テストのタイプ：MWITEST1

テスト名2

ポーリング間隔（Polling interval）3

スケジュール（Schedule）4

Cisco Unityシステム5

発信者の Cisco Unified CM6

発信者のMACアドレス。MACの詳細については、Synthetic Testの前提条件を
参照してください。

7

受信者の Cisco Unified CM8

受信者のMACアドレス。MACの詳細については、Synthetic Testの前提条件を
参照してください。

9

受信者の内線番号10

受信者のボイスメールパスワード11

顧客名12

Emergency Callテスト

Emergency Callテストのシードファイルの形式

Emergency Call テストの形式：
EMERGENCYCALLTEST|TestName|PollInterval|Schedule|CERAddress|SrcCCM|SrcMAC|PsapCCM|PsapMAC|EmergencyNumber|enableOsan|OsanCCM|OsanMAC

Emergency Callテストの例

Emergency Call テストの形式：
EMERGENCYCALLTEST|600|*;*;*;*;*|10.76.35.211|10.76.93.75|00059A3B7789
|10.76.93.75|00059A3B7790|911|TRUE|10.76.38.111|00059A3B7791

表 76 : Emergency Callテスト

説明カラム番号

テストのタイプ：CCCTEST1
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説明カラム番号

テスト名2

ポーリング間隔（Polling interval）3

スケジュール（Schedule）4

Cisco Emergency Responderシステム5

発信者の Cisco Unified CM6

発信者のMACアドレス。MACの詳細については、Synthetic Testの前提条件を
参照してください。

7

公安応答局（PSAP）Cisco Unified Communications Manager8

PSAPのMACアドレス。MACの詳細については、Synthetic Testの前提条件を
参照してください。

9

Emergency number10

On Site Alert Number（OSAN）のイネーブル化。trueまたは falseを入力します。11

OSAN Cisco Unified CM12

OSANのMACアドレス13

顧客名14

Synthetic Testの管理

[模擬テスト（Synthetic Tests）]ページから実行できるタスクを次の表に示します。

説明タスク

作成した模擬テストを Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバ上の
ファイルにエクスポートできます。必要に応じて、このファイルを使

用して、設定した模擬テストを Cisco Prime Collaboration Assuranceに
インポートしたり、テストを別の Cisco Prime Collaboration Assurance
システムにインポートしたりすることができます。

合成テストのエクス

ポート

電話の内線番号およびMACアドレスが必要なテストを作成および編
集する場合は、これらを常にペアで編集する必要があります。いずれ

かを単独で編集しないでください。

模擬テストの編集中に、MACアドレスがすでに使用されていること
を示すエラーメッセージが表示された場合は、模擬テストを削除し、

同じMACアドレスを使用してテストを再度追加します。

模擬テストの編集
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説明タスク

[Synthetic Test Details]ページでは、テストに対して設定されているパ
ラメータを見ることができます。

表示される詳細情報は、テストのタイプによって異なります。

模擬テストの詳細の表

示

模擬テストを開始または停止できます。複数の模擬テストを一度に選

択して開始または停止できます。テストの実行中にテストを停止をし

ようとすると、テストの詳細を示すメッセージが表示されます。

模擬テストの開始と停

止

結果はレポート形式で表示されます。Cisco Prime Collaboration Assurance
の各種レポートと同様に、レポートを印刷したり、ファイルにエクス

ポートしたりすることができます。

[Synthetic Tests Results]レポートに表示される情報は次のとおりです。

•テストのステータス（合格または不合格）。

•テスト終了の日時。

•エラーメッセージ（ある場合）。

模擬テスト結果の表示

模擬テストを作成するときに、テストをすぐに実行するか、一定の時

間間隔で実行するようにスケジュールするかを選択できます。

テストを実行する時刻を変更するには、[Edit Synthetic Test]ページで
模擬テストを編集する必要があります。

Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバのシステム時間を過去の時刻
に変更した場合、時間が経過し、システム時刻を変更する前に最初に

設定した時刻に達するまで、模擬テストは実行されません。

たとえば、午前 10:00にシステム時刻が午前 9:00に変更された場合
は、システム時刻が午前 10:00にならなければテストは開始されませ
ん。

ユーザがこのタスクを実行できるかどうかは、ユーザのログインに

よって決まります。

模擬テストのスケ

ジュール

模擬テストに関する特記事項

次の表に、模擬テストの作成中に注意すべき情報を示します。

説明概要

Cisco Prime Collaboration Assuranceプロセスを
開始すると、システムに高い負荷がかかりま

す。合成テストの失敗を防ぐには、CiscoPrime
Collaboration Assuranceの開始を遅らせます。

模擬テストは、Cisco Prime Collaboration
Assuranceの処理開始後 30分間は実行されま
せん。ただし、この間にテストを作成、編集

または削除することはできます。
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説明概要

サーバの CPUが 85 %を超えていれば、模擬
テストはスキップされるか実行により長い時

間がかかります。

したがって、これらのテストに関するポート

レットのデータは、1時間あたりにスケジュー
ルされるよりも少ない回数のテストを表しま

す。この状況を回避するには、オフピーク時

にテストをスケジュールします。

模擬テストは、サーバ CPU RAMが 85 %に達
するとスキップされるか、または実行するに

は長時間を要する場合があります。

この異常はポートレットに反映されます。

それぞれの模擬テストは、時間間隔設定で制

御された時刻に実行されます。模擬テストの

時間間隔の設定を小さくした直後は、新しい

間隔よりも経過時間が長くなるまで、トラン

ザクションが実行されないことがあります。

たとえば、時間間隔を 180秒から 60秒に減ら
した場合、新しい間隔で実行された最初の結

果は、レポートされるまでに 240秒もの長さ
を必要とする場合があります。

模擬テストの間隔の値を小さくすると、新し

い値で最初の結果がレポートされるのに新し

い時間間隔以上に長くかかる場合があります。

1回だけ実行される模擬テストは、たまに失敗
する場合があります。このような失敗は、Cisco
Prime Collaboration Assuranceの負荷が大きい
ことや、Cisco Prime Collaboration Assuranceが
アプリケーションから受信できないイベント

があることが原因となっている可能性があり

ます。

1回限りの模擬テストは失敗することがありま
す。

Cisco Unity Connection模擬テストが失敗した
ときに、Message-Waiting Indicatorライトがオ
ンになっている場合は、テストで使用したの

と同じ内線番号で実際の電話を設定し、ボイ

スメールを手動で削除する必要があります。

あるいは、Message Store Managerツールを使
用してボイスメールを削除することもできま

す。これを完了すると、テストにパスします。

Cisco Unity Message-Waiting Indicator模擬テス
トは失敗することがあります。

電話機が NAT環境にある場合、End-to-End
Call模擬テストはサポートされません。この
場合、テストは Enable RTP伝送オプションが
選択された実際の電話機を対象とします。

End-to-End Call模擬テストは、NAT環境にあ
る電話機にメディア伝送を行うことができま

せん。

NAT環境で、End-to-end Callテストが失敗す
る可能性があります。
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IP SLA音声テスト
IP SLA Voiceテストは、エンドツーエンドとホップバイホップの両方で、マルチプロトコル
ネットワークの応答時間と可用性を監視します。このデータを収集した後、Cisco Prime
Collaboration Assuranceのグラフ機能を使用して、ネットワークパフォーマンスメトリックの
変更を確認できます。ネットワークパフォーマンスデータをリアルタイムに選択、表示、図

化することができます。ネットワークデバイスの IP SLAを理解して導入するには、Cisco.com
の「IPサービスレベル契約（IP SLA）」テクノロジページを参照してください。

前提条件：

• Cisco IOS IP SLAのソースとレスポンダをネットワークに設定する必要があります。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceインベントリを使用して、がデバイスで IPSLAレスポ
ンダ機能が有効になっているかどうか確認します。

• IP SLA音声テストを設定するときは、SNMPクレデンシャルでコミュニティストリング
の読み取り/書き込みが有効になっていることを確認します。

IP SLA Voiceテストは、特定のしきい値を超えたときにイベントがトリガーされるように設定
できます。

IP SLA Voiceテストは 1つずつ作成するか、ファイルをインポートして複数のテストを同時に
作成できます。

次のIP SLA Voiceテストを作成できます。
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説明テスト名

Cisco Prime Collaboration Assuranceプロセスを開始すると、
システムに高い負荷がかかります。合成テストの失敗を防ぐ

には、Cisco Prime Collaboration Assuranceの開始を遅らせま
す。

模擬的な UDPトラフィックを生成することにより、パケッ
ト損失、ラウンドトリップ遅延、および IPネットワークの
遅延の変動（ジッター）を測定します。

このテストでは、UDPプロトコルを使用して、遅延、一方向
のジッタ、およびパケットのドロップを測定します。ジッタ

とは、パケット間の遅延です。発信元デバイスは、指定され

たパケット間遅延で宛先デバイスに一定数のパケットを送信

します。

宛先（IP SLA Responder）は、パケットにタイムスタンプを
記録し、パケットを返送します。このデータを使用して、一

方向のプラスおよびマイナスのジッタ（発信元から宛先およ

びその逆方向）、パケット損失（発信元から宛先およびその

逆方向）、およびラウンドトリップ遅延を調べます。

プラスのジッタは、パケットの一方向の遅延が直前のパケッ

ト遅延より長い場合に発生します。マイナスのジッタは、パ

ケットの一方向の遅延が直前のパケット遅延より短い場合に

発生します。この連続した数値がばらばらに乱れている場

合、テストはエラーを示しています。

UDP Jitter for VoIP

発信元デバイスと任意の IP対応デバイス間のエンドツーエ
ンドの応答時間を測定します。

テストでは、発信元デバイスから宛先デバイスに ICMPパ
ケットを送信し、ラウンドトリップの完了にかかる時間を測

定します。

Ping Echo

tracerouteを使用してパスを検出し、発信元デバイスとパスに
含まれる各ホップ間の応答時間を測定することにより、発信

元デバイスとネットワーク上の任意の IPデバイス間のホッ
プバイホップの応答時間を測定します。

Round-Trip Response Timeしきい値を変更する場合
は、[Thresholds]ペインのチェックボックスをオン
にして、新しい設定を入力します（デフォルトは

300 m/sec）。この設定は正の整数（32ビット）に
する必要があります。

（注）

Ping Path Echo
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説明テスト名

発信元デバイスと任意の IP対応デバイス間の UDP応答時間
を測定します。

UDPEchoテストでは、設定された数のバイトからなるパケッ
トを指定されたポート番号の宛先に送信し、応答時間を測定

します。

UDP Echo操作には、IP SLAを使用する RTR Responderと IP
SLAを使用しない UDPサーバの 2つの宛先デバイスタイプ
があります。

UDP Echo

ゲートウェイをゲートキーパーに登録するために必要な時間

を測定します。

このテストでは、H.323ゲートウェイから H.323ゲートキー
パーに軽量の登録要求（RRQ）を送信し、ゲートキーパーか
ら登録確認（RCF）を受信します。その後、この応答時間が
測定されます。

Gatekeeper Registration Delayテストを実行する場合は、発信
元ゲートウェイに SIPまたは H323が設定されている必要が
あります。

Gatekeeper Registration Delay
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説明テスト名

DSPソフトウェアと統合することによって、DSPから DSP
への音声品質メトリックを測定します。この操作には、発信

元ゲートウェイから宛先へのコールテストの実行、実際の

RTPパケットの送信、DSPからの統計情報の収集が含まれま
す。

このテストでは、DSPソフトウェアと統合することによっ
て、音声品質メトリックの DSP間の測定を実行します。テ
ストコールは送信元ゲートウェイから宛先ゲートウェイに

送信され、実際のリアルタイムプロトコル（RTP）パケット
を送信し、DSPから統計情報を収集します。

一部のネットワークでは、リモートエンドに DSPがない場
合があります。このような場合、リアルタイムプロトコル

テストではリモートエンドループを RTPストリームに戻す
ことによって、メトリックを測定する必要があります。

リアルタイム転送プロトコルテストには、これらの測定にお

ける音声パス（発信元のゲートウェイでのテレフォニーイン

ターフェイスから IPインターフェイスへのパスと、終端ゲー
トウェイでの IPインターフェイスからテレフォニーインター
フェイスへのパス）での遅延が含まれます。

リアルタイムトランスポートプロトコルテストを

実行するには、送信元にC5510またはC549のいず
れかのDSPモジュールタイプが含まれており、音
声ポートで ds0-groupを設定する必要があります。

（注）

リアルタイム転送プロトコル

IP SLA Voiceテストで得られたデータ結果の保存期間は 30日です。IP SLA Voiceテストまた
はパフォーマンスのポーリングデータファイルを保存期間よりも長く保存する場合、バック

アップするか、フォルダまたはサーバに移動させます。

isco Prime Collaboration Assuranceをアンインストールする前には、必ずアプリケーションから
すべてのIP SLA音声テストを削除します。これらのテストを削除しないと、ルータでテスト
の実行が続行されます。

（注）

SNMP V3クレデンシャルを使用して IP SLA対応デバイスを管理した場合は、
CISCO-RTTMON-MIBへの書き込み権限あることを確認します。次は、一部のコマンド例で
す。

snmp-server view .1.3.6.1.4.1.9.9.42 ciscoMgmt included

snmp-server group v3group1 v3 priv write .1.3.6.1.4.1.9.9.42

snmp-server user user1 v3group1 v3 auth sha Cisco123 priv aes 128 Cisco123
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詳細については、各 IOSデバイスの設定ガイドを参照し、的確なコマンドを確認してくださ
い。

（注）

Cisco IOSおよび IP SLAの必要なバージョン

IP SLA Voiceテストは、Cisco IOS IP SLAテクノロジに依存しています。次の表には、IP SLA
Voiceテストを正常に設定して実行するために必要な IP SLAおよび Cisco IOSのバージョンが
示されています。

Cisco IOSIP SLAテスト

12.0(5)T、12.1(1)、およびそれ以降2.1.0以降Ping Echo

Ping Path Echo

UDP Echo

UDP Jitter for VoIP

ICPIF/MOS値を使用しま
せん。

12.3(4)T以降2.2.0以降UDP Jitter for VoIP

ICPIF/MOS値を使用しま
す。

12.3(14)T以降Gatekeeper Registration
Delay

•タイプ - ds0-groupの音声ポート。

•タイプC5510またはC549のDSP。

• 12.4(19.12)T以上の IOSバージョン

2.20以降リアルタイム転送プロト

コル

[IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Test）]を作成します。

[IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Test）]を作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [模擬テストセンター（Synthetic Test Center）] > [IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Test）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Test）]。

ステップ 2 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 3 [Test Type]ドロップダウンメニューから、次のいずれかを選択します。
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• VoIP用 UDPジッター。パラメータの詳細については、「VoIP用 UDPジッターテストパラメータ」
表 77 : VoIP用 UDPジッタテストパラメータ（617ページ）を参照してください。

• Ping Echo。パラメータの詳細については、「Ping Echoテストパラメータ」表 79 : Ping Echoテストの
パラメータ（618ページ）を参照してください。

• Ping Path Echo。パラメータの詳細については、「表 80 : Ping Path Echoテストのパラメータ」を参照し
てください。

• UDP Echo。パラメータの詳細については、「表 81 : UDP Echoテストのパラメータ」を参照してくだ
さい。

• Gatekeeper Registration Delay

• Real-time Transport Protocol（リアルタイム転送プロトコル）。パラメータの詳細については、「表 82
:リアルタイム転送プロトコルテストパラメータ」を参照してください。

ステップ 4 [Source]ペインで、次の手順に従います。

•デバイスセレクタを使用して発信元デバイスを選択します。

最近追加した IP SLA対応デバイスが、[IP SLA音声テストの設定（IP SLA Voice Test Configuration）]
ダイアログボックスの [発信元（Source）]ペインのセレクタ内の IP SLAデバイスグループに表示さ
れない場合は、デバイスグループメンバーシップを更新します（[デバイスインベントリ（Device
Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

最近追加した IP SLA対応デバイスが、[IP SLA音声テストの設定（IP SLA Voice Test Configuration）]
ダイアログボックスの [発信元（Source）]ペインのセレクタ内の IP SLAデバイスグループに表示さ
れない場合は、デバイスグループメンバーシップを更新します（[インベントリ（Inventory）] > [イ
ンベントリ管理（Inventory Management）]。

•発信元インターフェイス設定を選択します。[デフォルト（Default）]のままにするか、新しい設定を
入力します。

ステップ 5 [Destination]ペインで、デバイスセレクタを使用して宛先デバイスを選択します。

発信元デバイスと宛先デバイスを切り替える場合は、[Swap Source and Destination]ボタンをクリックしま
す。

ステップ 6 [Parameters]ペインで必要な情報を入力します。

ステップ 7 [Threshold]ペインで、必要な情報を入力します。

ステップ 8 [実行（Run）]ペインで、テストの名前と実行スケジュールを指定します。

[実行（Run）]ペインに入力するテスト名には、タブ、疑問符、引用符、アスタリスク、セミコロ
ン、コンマ、コロン、スラッシュ、縦線、バックスラッシュを含めることはできません。

（注）

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
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例

表 77 : VoIP用 UDPジッタテストパラメータ

説明使用可能な値デフォルト値パラメータ

パケット間隔および

要求ペイロードの決

定に使用されます。

• G.711ulaw

• G.711alaw

• G.729

—Codec Type

コールの時間。1～ 59秒8Call Duration

Mean Opinion Score
（MOS）および
Calculated Planning
Impairment Factor
（ICPIF）の Access
Advantageファクタに
対応します。

• Land line

• Wireless campus

• Wireless on the
move

• Multi-hop

Land lineVoice Quality
Expectation

IP SLAパケットの
Quality of Serviceポリ
シーを定義します。

• IP Precedence

• DSCP

IP PrecedenceIP QoS

これは、タイプオブ

サービス（TOS）に変
換されてデバイスに

設定されます。

• IP Precedence：0
（なし）～ 7
（高）

• DSCP：0（なし）
～ 8（CS1）、9、
10（AF11）

5

表 78 : VoIP用 UDPジッタしきい値設定

説明使用可能な値デフォルト値パラメータ

パケット損失および

ジッタのしきい値設定

正の整数すべて 13（パケット損失）

40ミリ秒（ジッター）

Source to Destination

パケット損失および

ジッタのしきい値設定

3（パケット損失）

40ミリ秒（ジッター）

Destination to Source

遅延のしきい値設定300ミリ秒Average Latency
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説明使用可能な値デフォルト値パラメータ

テストの品質のしきい

値設定です。これらの

値はMOSスコアに関
連付けられます。値と

同等のMOSは次のと
おりです。

• Excellent：5
（500）

• Good：4
（400-499）

• Fair：3
（300-399）

• Poor：2
（200-299）

• Bad：1
（100-199）

Excellent、Good、
Fair、または Poor

可Node-to-Node Quality

表 79 : Ping Echoテストのパラメータ

説明使用可能な値デフォルト値パラメータ

デフォルト ICMP
PINGパケットは 32
バイトです。サイズ

を変えて操作可能で

す。

28～ 16384バイト32バイトRequest Payload

IP SLAパケットの
Quality of Serviceポリ
シーを定義します。

• IP Precedence

• DSCP

IP PrecedenceIP QoS

これは TOSに変換さ
れてデバイスに設定

されます。

• IP Precedence：0
（なし）～ 7
（高）

• DSCP：0（なし）
～ 8（CS1）、9、
10（AF11）

0（なし）
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表 80 : Ping Path Echoテストのパラメータ

説明使用可能な値デフォルト値パラメータ

デフォルト ICMP
PINGパケットは 32
バイトです。サイズ

を変えて操作可能で

す。

28～ 16384バイト32バイトRequest Payload

IP SLAパケットの
Quality of Serviceポリ
シーを定義します。

• IP Precedence

• DSCP

IP PrecedenceIP QoS

これは TOSに変換さ
れてデバイスに設定

されます。

• IP Precedence：0
（なし）～ 7
（高）

• DSCP：0（なし）
～ 8（CS1）、9、
10（AF11）

0（なし）

表 81 : UDP Echoテストのパラメータ

説明使用可能な値デフォルト値パラメータ

サイズを変えて操作

可能です。

4～ 1500バイト16バイトRequest Payload

IP SLAパケットの
Quality of Serviceポリ
シーを定義します。

• IP Precedence

• DSCP

IP PrecedenceIP QoS

これは TOSに変換さ
れてデバイスに設定

されます。

• IP Precedence：0
（なし）～ 7
（高）

• DSCP：0（なし）
～ 8（CS1）、9、
10（AF11）

0（なし）

表 82 :リアルタイム転送プロトコルテストパラメータ

説明フィールド

一般的なパラメータ

テストの一般情報。
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説明フィールド

パケット間隔および要求ペイロードの決定に使用されます。Codec Type

テストの期間。デフォルトは 20秒です。Call Duration

Mean Opinion Score（MOS）およびCalculated Planning Impairment
Factor（CPIF）の Access Advantageファクタに対応します。

Voice Quality Expectation

しきい値パラメータ

リアルタイム転送プロトコルテストのしきい値設定。

しきい値設定宛先から発信元方向での Inter-Arrivalジッタ（ミ
リ秒）メトリクスがサポートされます。

Interarrival Jitter

しきい値設定宛先から発信元方向でのPacket Loss（数値）メト
リクスがサポートされます。

パケット損失

しきい値設定遅延、ジッター、パケット損失など、ITU-T勧告
G.107によって他の VoIPメトリックから算出される数値スコ
ア。標準範囲は 50～ 90で、80以上のスコアは、VoIPコール
品質が十分であることを示しています。デフォルトは40です。

R Factor

しきい値設定設定（Excellent、Good、Fair、および Poor）に基
づいて、通話のオーディオ信号を追跡します。デフォルトは

Fairです。

Conversational Quality

しきい値設定設定（Excellent、Good、Fair、および Poor）に基
づいて、聴取のオーディオ信号を追跡します。デフォルトは

Fairです。

Listening Quality

操作固有パラメータ

テスト実行のタイミングと頻度。

24時間の間にポーリングが発生する回数（分）。Polling Time

テストが開始および終了される日付、およびその期間にテスト

の実行がスケジュールされた時間。テストを毎週実行する場

合、スケジュールパラメータにはテストの実行がスケジュール

された曜日が表示されます。

Occurrence Pattern

ユーザ定義の名前。また、Cisco Prime Collaboration Assurance
では、テストデータが保存されているフォルダーの名前がテス

トの名前となります。この表の Data Directoryフィールドの説
明を参照してください。

テスト名
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[複数をインポート（Import Multiple）][IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Tests）]

シードファイルをインポートすることによって、Cisco Prime Collaboration Assuranceでサポー
トしているテストを最大 64つまでインポートすることができます。

複数のテストをインポートするには、次の手順を実行します。

始める前に

•テストをインポートする前に、発信元デバイスを追加する必要があります。

•シードファイルが正しい形式であることを確認します。

• NAT対応デバイスの IP SLA音声テストを構成するには、インポートファイルに、パブ
リック/グローバル IPアドレスではなく、ターゲットルータのプライベート IPアドレス
またはローカル IPアドレスが含まれていることを確認します。

ステップ 1 選択 [模擬テストセンター（Synthetic Test Center）] > [IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Test）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Test）]。

ステップ 2 [インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 3 [OK]をクリックします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、次の操作が実行されます。

•これが前にインポートしたファイルである場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、Cisco Prime
Collaboration Assuranceにデバイスが存在するかどうかが確認されます。インポートファイル内のすべ
ての情報が、Cisco Prime Collaboration Assuranceにすでに存在する情報と同じである場合、その旨の
メッセージが表示されます。[OK]をクリックします。

•インポートファイルの形式に問題がある場合は、Cisco Prime Collaboration Assuranceではエラーメッ
セージが表示されます。[OK]をクリックしてファイルを開き、表示されている問題を修正してくださ
い。すべての問題を修正するまでファイルをインポートできません。

•エラーがない場合は、確認のダイアログボックスが表示されます。ダイアログボックスには、作成さ
れた新しいテストの数と、アップデートされるテストの数が表示されます。[はい（Yes）]をクリック
します。

（IP SLA音声テスト）のインポートファイルの形式

最大で 64テストをインポートできます。これは、Cisco Prime Collaboration Assuranceが一度に
サポートできる最大数です。

すべてのテストシードファイルには、次の情報が必要です。

•テスト名
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•操作タイプ

•発信元デバイス名

•宛先デバイスの情報（NAT-enabledデバイスの場合、デバイスのプライベート IPアドレス
が必要です）

•操作パラメータ

•スケジュールパラメータ

テストシードファイルの一般的な形式は、次のとおりです。

•インポートファイルを手動で作成する場合は、インポートファイルのに、プレーンテキ
ストコンテンツ（コンマ、AND、OR、またはパイプで区切る）を含める必要がありま
す。

•すべての値をカンマで区切る必要があります。

•開始日と終了日は、mm/dd/yyyyの形式になっている必要があります。たとえば、12/01/2004
です。

•開始時刻と終了時刻は、24時間表記のhh:mm形式である必要があります。たとえば、23:30
です。

•発信元 IPアドレスの入力はオプションです。このアドレスは、代替テストアドレスと同
じです。

•オプションフィールドに入力するときには、""のように、二重引用符を付けます。

• 1週間のすべての曜日を指定する場合は、1を入力します。これ以外の場合は 0を指定す
る必要があります。1週間のすべての曜日のエントリが 0の場合は、該当する曜日を入力
する必要があります。曜日は縦棒（|）で区切ります。たとえば、Mon|Tue|Thu|Friのように
なります。

Ping Echoテストのインポートファイル

インポートファイルの形式

<testName>,Ping-Echo,<source>,<source-ip-address>,<Destination-Name>,<sample-interval>,

<IPQosType><IPQosValue>,<request-payload>,<LSRHop1|LSRop2|LSRHop3|LSRHop4|LSRHop5|LSRHop6|LSRHop7|LSRHop8>,
<completionTimeThreshold or "">,<start-time>,<end-time>,<AllDaysOfWeek. 1 for all days
otherwise 0>,<DaysOfWeek, if AllDaysOfWeek is 0>

LSRHop<number>はオプションのフィールドです。

インポートファイルの例

echo-import1,Ping-Echo,source-1,",",dest-1,1,DSCP,9,64,lsr-hop1|lsr-hop2,300,09:00,17:00,1

echo-import2,Ping-Echo,source-1,",,dest-1,1,IPPrecedence,4,64,lsr-hop1|lsr-hop2,",

09:00,17:00,0,月||wed|
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Ping Path Echoテストのインポートファイル

インポートファイルの例

ping-path-import2,Ping-Path-Echo,source-2,"",dest-2,3,DSCP,10,32,250,17:00,23:00,0,
mon|tue|wed|thu|fri

ping-path-import2,Ping-Path-Echo,source-2,"",dest-2,3,IPPrecedence,5,32,"",17:00,23:00,1

UDP Echoテスト

インポートファイルの形式

udp-import2,UDP-Echo,source-1,",udp-dest,IPSLA-Responder,1,DSCP,48,2001,32,",17:00,23:00,1

宛先タイプは、UDP-Serverまたは IPSLA-Responderです。

VoIPテストのための UDPジッタ

コーデックを使用しないインポートファイル形式（IP SLA音声品質）のサポート

インポートファイルの例

宛先タイプは、UDP-Serverまたは IPSLA-Responderです。

コーデックを使用するインポートファイル形式（IP SLA音声品質）のサポート（Cisco IOS
バージョン 12.3(4)T以降に対して有効）

<testName>,Data-Jitter,<source>,<source-ip-address>,<IPSLA-Responder>,<sample-interval>,

<IPQosType>,<IPQosValue>,<codecType>,<voiceQualityBenchMark>,<number-of-packets>,<destination-port>,
<pktlossSDThreshold or "">,<pktlossDSThreshold or "">,<jitterSDThreshold or
"">,<jitterDSThreshold or "">, <avgLatencyThreshold or "">,<nodeToNodeQualityThreshold
or "">,<start-time>,<end-time>,<AllDaysOfWeek. 1 for all days otherwise 0>,<DaysOfWeek,if
AllDaysOfWeek is 0>

インポートファイルの例

ジッター-import2,データ ジッター,送信元-1,送信元

-1,dest-with-IPSLA-Responder,3,IPPrecedence,5,G.711ulaw,陸上

線,20,2002,30,30,25,25,50,",17:00,23:00,1

リード（Read）コミュニティストリングはオプションのフィールドです。コミュニティ文字
列を指定すると、Cisco Prime Collaboration Assuranceが IP SLAのレスポンダを検証します。

VoIP Gatekeeper Registration Delayテスト（毎日のスケジュール）

コーデックを使用しないインポートファイル形式（IP SLA音声品質）のサポート

<testName>,Voip-GKReg-Delay,<source GateWay>,<sample-interval>,
<GatekeeperRegistrationTimeThresholdor "">,<start-time>,<end-time>,<AllDaysOfWeek. 1 for
all days otherwise 0>, <DaysOfWeek, if AllDaysOfWeek is 0>

インポートファイルの例

gkregdelay-import1,Voip-GKReg-Delay,source-gateway,3,50,17:00,23:00,0,mon|tue|wed|thu|fri
gkregdelay-import2,Voip-GKReg-Delay, source-gateway,5,"",17:00,23:00,1
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宛先タイプは、UDP-Serverまたは IPSLA-Responderです。

[IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Tests）]の管理

次の表では、[IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Test）]ページから実行できるタスクを示しま
す。

説明タスク

この機能を使用して、既存のテストのパラメータを編集することがで

きます。たとえば、テストの操作パラメータを変更したり、スケジュー

ルを変更することができます。宛先デバイスを変更できません。テス

トを編集するには、編集するテストを選択し、[編集（Edit）]をクリッ
クします。

[IP SLA音声テスト
（IP SLA Voice
Tests）]の編集

この機能を使用して、1つ以上のテストを削除することができます。
どのような状態のテストでも削除できます。テストを削除するには、

編集するテストを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。

[IP SLA音声テスト
（IP SLA Voice
Tests）]の削除

ネットワークパフォーマンスメトリックでは変更を選択して確認で

きます。ネットワークパフォーマンスデータをリアルタイムに選択、

表示、図化することができます。テストのトレンドを表示するには、

トレンドを表示するテストを選択し、[トレンド（Trend）]をクリック
します。

VOIPテスト用のUDPジッターを選択した場合は、グラフを選択する
オプションが表示され、[IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Test）]の
傾向グラフが表示されます。その他の[IPSLA音声テスト（IPSLAVoice
Test）]では、[グラフの選択（graph selection）]オプションは表示され
ません。

テストトレンドの表

示

[Test Details]ページでは、特定のテストに関するすべての詳細情報を
確認できます。このページから、テスト情報を印刷またはエクスポー

トすることができます。テスト情報を表示するには、表示するテスト

を選択し、[表示（View]をクリックします。

テスト情報の表示
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説明タスク

[Test Details]ページに表示された単一のテストの詳細情報を、設定や
ステータスも含めてすべてエクスポートし、保存することができま

す。

Internet Explorerブラウザからテストの詳細をエクスポートする場合、
[Windowsセキュリティ（Windows Security）]ポップアップウィンド
ウでは、クレデンシャルの入力プロンプトメッセージが表示されるこ

とがあります。[Windowsセキュリティ（Windows Security）]ポップ
アップをキャンセルして、[保存（Save）]または [名前を付けて保存
（Save as）]をクリックすると、レポートをダウンロードできます。

テストの詳細をエクスポートするには、以下を実行します。

1. 必要なテストを選択し、[表示（View）]をクリックします。

2. ウィンドウの右上隅にある [エクスポート（Export）]アイコンを
クリックします。

テストの詳細をエクス

ポートする

IP SLA音声テストの結果

テストの作成中または変更中に設定したしきい値設定によって、[IP SLA音声（IP SLA Voice）]
イベントが生成されるタイミングが決まります。

イベントは、発信元デバイスで発生します。3回のポーリングサイクルで連続してしきい値違
反が発生すると、しきい値イベントが生成されます。このイベントは、次のポーリングサイク

ルで値がしきい値より小さくなるとクリアされます。[IP SLA音声（IP SLA Voice）]イベント
は、次の手順で生成できます。

表 83 : [IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Test）]イベント

RFactorDS_ThresholdExceededPacketLossSD_ThresholdExceededNodeToNodeTestFailed

IP SLA音声テストが失敗した
原因と解決策を確認するに

は、Cisco.comの IP SLAド
キュメントを参照してくださ

い。

MosCQDS_ThresholdExceededPacketLossDS_ThresholdExceededRoundTripResponseTime

_ThresholdExceeded

RTPPacketLossDS_ThresholdExceededIAJitterDS_ThresholdExceededRingBackResponseTime

_ThresholdExceeded

JitterDS_ThresholdExceededRegistrationResponseTime

_ThresholdExceeded
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Quality Dropped Below ThresholdAverageLatency

_ThresholdExceeded

テストが実行され、正しく完了したかどうかを確認することができます。また、必要に応じて

テストのトラブルシューティングを実行することもできます。これを行うには、次のオプショ

ンを選択します。 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Test）]。

[IP SLA音声テスト（IP SLA Voice Test）]ページが表示されます。すべてのIP SLA音声テスト
がページに表示されます。表の最後のカラムに各テストのステータスが表示されます。

表 84 : IP SLA音声テストステータスの定義

説明テストのステータス

テストはアクティブで、データを収集中です。Running

デバイスが応答していないか、テストの設定中です。Config Pending

テストが削除される前の中間的な状態です。テストにアクションを実

行できません。

Delete Pending

テストは一時停止され、データ収集やポーリングは行われていませ

ん。この状態は、デバイスが一時停止されたことによって発生しま

す。

Suspended

テストの作成またはアップデート後に表示されます。このステータス

は、最初のポーリングサイクルで Runningに変更されます。
スケジュール済み

テストはアクティブですが、現在データを収集していません。テスト

は、各ポーリングサイクルの間で Dormant状態になります。
Dormant

テストは正しく設定されていません。デバイスのクレデンシャルが間

違っているかデバイスのメモリ不足が問題となっている可能性があり

ます。

Config Failed

IP SLA音声テストデータ

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、テストの収集データをディスクに保存します。

次のトピックでは、データを使用し、データの安全を保護し、追加のテストを実行するための

準備として必要な情報について説明します。

IP SLA音声テストデータの保存

IP SLA音声テストのデータは、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバの
/opt/emms/cuom/data/N2Ntestsフォルダに保存されます。IP SLA音声テストのデータは 30日間
保持されます。データストレージディレクトリには、次の 2種類のファイルが保存されてい
ます。
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• YYYYMMDD.csv：テストデータ。各ファイルには複数のレコードが入っています。各レ
コードはカンマ区切り形式（CSV）レコードで、ファイルにはポーリング間隔ごとに 1つ
のレコードがあります。

• StudyInfo.log：テスト名、説明、ポーリング間隔、デバイス、開始日、終了日、操作の種
類、ポーリング間隔、ステータスが含まれるログ。

•

IP SLA音声テストのすべての設定情報は、IPSLATestInfo.logファイルで取得できます。

IP SLA音声テストデータの維持

テストデータを維持するには、次のすべてのタスクを実行する必要があります。

•テストデータを保存するための十分なディスク容量があることを確認する：テストの実行
スケジュールの前にディスクスペースをチェックします。Cisco Prime CollaborationAssurance
によって、テストのログファイルにデータが追加されます。テストの実行中、Cisco Prime
Collaboration Assuranceは、1日に実行するテストごとに 1つのデータファイルを生成しま
す。直前のテストで使用されたスペースを算出して、見積もりを出してください。

たとえば、ポーリングサイクルが 16時間でサンプリング間隔が 1分のテストでは、1日
におよそ 60～100 KBが使用されます。ポーリングサイクルが 16時間、サンプリング間
隔が 1分、およびホップ数が 12の Path Echoテストでは、1日におよそ 1.2 MBが使用さ
れます。

•テストデータをエクスポートして保存する。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、31日
が経過したすべてのデータファイルを消去します。31日より長くデータを保持するには、
テストを別のサーバに保存する必要があります。

•テストデータをバックアップする。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、テストデータ
を Data Storage Directoryに書き込み、[テストの詳細（Test Details）]ウィンドウに表示し
ます。ファイルシステムのバックアップと同じ方法を使用して、定期的にバックアップを

実行してください。

•データを別のサーバにコピーするタイミングを決める。テストデータは、別のサーバにコ
ピーしてから検査する必要があります。

•データを表示し、使用する。テストの結果は、テストデータをMicrosoft Excelにインポー
トしてから、またはサードパーティ製のレポート生成ツールを使用して、分析することが

できます。

テストがRunning状態の間は、テストデータのファイルに対して排他的な読み取り専用ロック
するアプリケーションを使用してファイルを開かないでください。テストデータファイルが

ロックされている場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceは、出力データを書き込むことが
できないため、エラーをログファイルに書き込みます。

排他ロックするアプリケーションには、Microsoft ExcelやMicrosoft Wordなどがあります。テ
ストが実行されていないときには、これらのアプリケーションを使用できます。
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別のサーバへのテストデータのコピー

テストデータは、別のサーバにコピーしてから検査する必要があります。また、テストデー

タの別のサーバへのコピーは、バックアップ手段としても必要になる場合があります。テスト

データは ASCII形式です。別のサーバへのコピーは、SSHやコピーアンドペーストなど、使
用可能な任意の方法で実行することができます。

テストデータのファイルは、Data Storage Directoryからコピーします。テストデータは CSV
ファイルに書き込まれるため、テストデータファイルの名前は末尾が .csvになっています。

データ形式

Echoテストデータレコード形式は、次のタイプのテストのエンドツーエンドの統計をキャプ
チャします。

• ICMPエコー

• UDPエコー

• Gatekeeper Registration Delay

表 85 : Echoテストデータ形式

値説明内容フィールド IDフィール

ド番号

200レコードタイプ 200nnnRecord ID1

例：20070201カレンダー日付yyyymmdd日付2

例：230000壁時計時刻hhmmssタイムスタン

プ

3

0～ 4294967295の間ラウンドトリップ時間

（RTT）（ミリ秒）
番号完了時刻4
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1～ 16の間次の数字のいずれかです。

• 1：OK

• 2：切断

• 3：overThreshold

• 4：タイムアウト

• 5：ビジー

• 6：notConnected

• 7：ドロップ

• 8：sequenceError

• 9：verifyError

• 10：applicationSpecific

• 11：dnsServerTimeout

• 12：tcpConnectTimeout

• 13：
httpTransactionTimeout

• 14：dnsQueryError

• 15：httpError

• 16：エラー

番号完了ステータ

ス

5

1001～ 2147483647
の間

（任意）完了ステータスが

applicationSpecific (10)に設
定された場合にだけ有効

な、アプリケーション固有

のステータス。

番号アプリケー

ション固有の

完了ステータ

ス

6

ASCII文字（任意）完了ステータスが

applicationSpecific (10)に設
定されている場合の完了ス

テータスの説明。デフォル

ト値はブランクです。

番号ステータスの

説明

7

*未使用ヌルインジケー

タ

なし8

フィールド 9～ 37には使用されず、nullインジケータ（*）が含まれます。（注）

Sjc-VGtestIP SLA音声テストの名前テキストテスト名38
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Ping Path Echoレコード形式は、Ping Path Echoテストに関するホップバイホップの統計をキャ
プチャします。テストでは発信元から宛先へ情報を記録します。

表 86 : Ping Path Echoテストのホップバイホップ統計のデータ形式

値説明内容フィールド
ID

フィール

ド番号

201レコードタイプ 201nnnRecord ID1

例：20070201カレンダー日付yyyymmdd日付2

例：230000壁時計時刻hhmmssタイムスタン

プ

3

0～ 4294967295の
間

ラウンドトリップ時間

（RTT）（ミリ秒）
番号完了時刻4

最大値は 30学習によって選択され、こ

のパス上のホップに付与さ

れた一意の ID。

番号ホップ ID5

ASCII文字ホップの IPアドレス。文字列ホップアドレ

ス

6
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1～ 16の間次の数字のいずれかです。

• 1：OK

• 2：切断

• 3：overThreshold

• 4：タイムアウト

• 5：ビジー

• 6：notConnected

• 7：ドロップ

• 8：sequenceError

• 9：verifyError

• 10：applicationSpecific

• 11：dnsServerTimeout

• 12：tcpConnectTimeout

• 13：
httpTransactionTimeout

• 14：dnsQueryError

• 15：httpError

• 16：エラー

番号完了ステータ

ス

7

1001～ 2147483647
の間

（任意）完了ステータスが

applicationSpecific (10)に設定
された場合にだけ有効な、

アプリケーション固有のス

テータス。

番号アプリケー

ション固有の

完了ステータ

ス

8

ASCII文字（任意）完了ステータスが

applicationSpecific (10)に設定
されている場合の完了ステー

タスの説明。デフォルト値

はブランクです。

テキストステータスの

説明

9

*未使用ヌルインジケー

タ

なし10

フィールド 11～ 37には使用されず、nullインジケータ（*）が含まれます。（注）

Sjc-VGtestIP SLA音声テストの名前テキストテスト名38
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このレコード形式では、Pingパスエコーテストのエンドツーエンドの統計情報をキャプチャ
します。テストは発信元から宛先に対して行われます。

表 87 : Ping Path Echoテストのエンドツーエンド統計のデータ形式

値説明内容フィールド
ID

フィール

ド番号

204レコードタイプ 204nnnRecord ID1

例：20070201カレンダー日付yyyymmdd日付2

例：230000壁時計時刻hhmmssタイムスタ

ンプ

3

0～ 4294967295の
間

ラウンドトリップ時間

（RTT）（ミリ秒）
番号完了時刻4

1学習によって選択され、この

パス上のホップに付与された

一意の ID。このレコードで
は、ホップ IDは常に 1で
す。

番号ホップ ID5

ASCII文字必須：宛先の IPアドレス。文字列ホップアド

レス

6
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1～ 16の間次の数字のいずれかです。

• 1：OK

• 2：切断

• 3：overThreshold

• 4：タイムアウト

• 5：ビジー

• 6：notConnected

• 7：ドロップ

• 8：sequenceError

• 9：verifyError

• 10：applicationSpecific

• 11：dnsServerTimeout

• 12：tcpConnectTimeout

• 13：
httpTransactionTimeout

• 14：dnsQueryError

• 15：httpError

• 16：エラー

番号完了ステー

タス

7

1001～ 2147483647
の間

（任意）完了ステータスが

applicationSpecific (10)に設定
された場合にだけ有効な、ア

プリケーション固有のステー

タス。

番号アプリケー

ション固有

の完了ス

テータス

8

ASCII文字（任意）完了ステータスが

applicationSpecific (10)に設定
されている場合の完了ステー

タスの説明。デフォルト値は

ブランクです。

テキストステータス

の説明

9

*未使用ヌルインジケー

タ

なし10

フィールド 11～ 37には使用されず、nullインジケータ（*）が含まれます。（注）

Sjc-VGtestIP SLA音声テストの名前テキストテスト名38
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ジッタMOS、ICPIF、および処理されたデータのレコード形式は、MOSと ICPIFの値、および
処理されたジッタ統計値を保存します。

表 88 :ジッタMOS、ICPIF、および処理されたデータのレコード形式

値説明内容フィールド
ID

フィール

ド番号

205必須：レコードタイプ 205205Record ID1

例：20070201カレンダー日付yyyymmdd日付2

例：230000壁時計時刻hhmmssタイムスタ

ンプ

3

必須：ICPIF値番号ICPIF4

例：3.6必須：MOS値番号IP SLA音声
品質

5

任意の正の整数。

正の整数は 32
ビットにする必要

があります。

必須：パケット数番号発信元から宛

先方向のパ

ケット損失

6

任意の正の整数。

正の整数は 32
ビットにする必要

があります。

必須：パケット数番号宛先から発信

元方向でのパ

ケット損失

7

0以上で、100以
下

必須：ミリ秒番号発信元から宛

先方向での

ジッタ

8

0以上で、100以
下

必須：ミリ秒番号宛先から発信

元方向での

ジッタ

9

0以上で、100以
下

必須：ミリ秒番号平均遅延10

*未使用ヌルインジケー

タ

なし11

フィールド 12～ 37には使用されず、nullインジケータ（*）が含まれます。（注）

Sjc-VGtestIP SLA音声テストの名前テキストテスト名38
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バッチテストの作成

バッチテストによって、事業所の状態と接続をテストできます。バッチテストは、事業所に

展開された音声アプリケーション（Cisco Unified Communications Manager ExpressやCisco Unity
Expressなど）で実行する一連の模擬テストと事業所の実際の電話で実行する一連の電話テス
トから構成されます。バッチテストを 1日に 1回実行するように設定すると、支社の音声ネッ
トワークの状態を確認できます。

バッチテストを 1日に 1回実行して、音声ネットワークの状態を確認できます。

バッチテストは、XMLファイルをインポートして作成できます。バッチテストはそれぞれ、
複数の模擬テストおよび電話テストで構成されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP1以降の場合

1. 2つの異なる合成テストでは、同じセキュア JTAPIユーザ IDとインスタンス IDを使用す
ることはできません。

2. 合成テストに設定されている JTAPIユーザは、CUCMの管理で使用するものと同じものは
使用できません。

バッチテストを作成するには、次のようにします。

始める前に

•シードファイルの形式が正しいことを確認します。インポートファイル形式の詳細につ
いては、「バッチテストインポートファイルの形式」を参照してください。

ステップ 1 選択 [模擬テストセンター（Synthetic Test Center）] > [バッチテスト（Batch Test）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [模擬テストセンター（Synthetic Test Center）] > [バッチテスト（Batch Test）]。

ステップ 2 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 3 シードファイルを参照して、[OK（OK）]をクリックします。

バッチテストのスケジュール時刻および日付はインポートファイルで設定します。ただし、オンデマン

ドバッチテストを実行する場合は、[Run Now]ボタンを使用して実行できます。

バッチテストインポートファイルの形式

バッチテストのインポートファイルは、XMLファイルです。インポートファイルのサンプル
（batchtest.xml）が、/opt/emms/cuom/ImportFilesディレクトリにあります。

1つのバッチテストインポートファイルに1つのバッチテストの情報が記録されます。各バッ
チテストインポートファイルには、特定のバッチテストのSynthetic Testの前提条件および
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Phone Test：BatchおよびOn Demand Testを設定するために必要なすべての情報が含まれていま
す。

バッチテストインポートファイルを作成するときは、次に示す各フィールドのガイドライン

に従ってください。

• TestSchedule：複数のスケジュールエントリを指定できます。

•各 ScheduleEntry：次の 5つのフィールドが必須です。

• Month：サポートされていません。

• DayOfMonth：サポートされていません。

• DayOfWeek：0～ 6の範囲で指定します。すべての曜日を指定するには、アスタリス
クを使用します。

• Hour：0～ 23の範囲内でなければなりません。

• Minute：0～ 59の範囲内でなければなりません。

• CallAgent：Cisco Unified Communications ManagerまたはCisco Unified Communications Manager
Expressを指定できます。

• PhoneMACAddress：模擬電話のMACアドレス。00059A3B7700～ 00059A3B8AFFの範囲
内でなければなりません。

ソフトフォンのMACアドレスフィールドにデバイス名が表示さ
れます。

（注）

• PhoneProtocol：模擬電話のプロトコル。SCCPまたは SIPです。

• PhoneURIorExtension：SIP電話の内線番号または URIです。これは、SCCP電話の場合は
無視されます。

• OnsiteAlertNumber：IsOSANEnabledが trueに設定されている場合にだけ必須です。

• DialingNumber：省略可能。入力が存在しない場合は PhoneNumberが使用されます。この
フィールドが有効なのは、クラスタ間コールの場合だけです。発信元電話機から別のクラ

スタにある発信先電話機に電話をかけるためにダイヤルする必要のある番号全体を入力し

なければなりません。

たとえば、電話番号のみ、またはダイヤルパターン/アクセスディジットと電話番号で
す。

既存のバッチテストを変更するには、新しいバッチテストインポートファイルをインポート

します。それまでのバッチテスト情報は、新しいインポートファイルによって上書きされま

す。インポートファイルを変更するには、手動でファイルを編集する必要があります。
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Batch Testの管理

次の表に、[バッチテスト（Batch Test）]ページから実行できるタスクを示します。

説明タスク

[Test Details]ページには、特定のバッチテストに関するすべての詳細
情報が表示されます。このページには、バッチテストの一部である

Synthetic TestとPhone Test：Batchおよび On Demand Testがすべて表示
されます。

バッチテストの詳細の

表示

複数のテストを編集するには、次のオプションを選択します。 [模擬
テストセンター（Synthetic Test Center）] > [バッチテスト（Batch
Test）]。[バッチテスト（Batch Tests）]ページで、変更するバッチテ
ストを選択し、[編集（Edit）]をクリックします。

バッチテストの編集

テストが実行され、正しく完了したかどうかを確認することができま

す。また、必要に応じてテストのトラブルシューティングを実行する

こともできます。

テストのステータスを確認するには、次のオプションを選択します。

[模擬テストセンター（Synthetic Test Center）] > [バッチテスト（Batch
Test）]。

[バッチテスト（Batch Tests）]ページが表示されます。現在のすべて
のバッチテストがページに表示されます。表の最後のカラムに各テス

トのステータスが表示されます。

• [実行中（Running）]：テストがアクティブになり、データが収集
されます。

• [中断（Suspended）]：テストは、データの収集またはポーリング
の状態から中断されます。この状態は、デバイスが一時停止され

たことによって発生します。

• [スケジュール済み（Scheduled）]：テストの作成または更新後に
表示されます。このステータスは、最初のポーリングサイクルで

Runningに変更されます。

テストのステータスを

確認する
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説明タスク

バッチテストを一時停止すると、それ以降はスケジュールされた時刻

には実行されなくなります。テストがシステムから削除されることは

ありません。テストを取り消す場合は、テストを削除する必要があり

ます。

一時停止して、一括テストを再開するには、次のオプションを選択し

ます。 [模擬テストセンター（Synthetic Test Center）] > [バッチテス
ト（Batch Test）]。

[Batch Tests]ページが表示されます。

•バッチテストがアクティブな場合に実行を停止するには、[中断
（Suspend）]をクリックします。

•バッチテストが中断中にスケジュールされた時刻に実行する場合
は、[再開（Resume）]をクリックします。

バッチテストを実行するスケジュールの日時は、インポートファイ

ルで設定します（「（IP SLA音声テスト）のインポートファイルの
形式」を参照してください）。ただし、バッチテストをオンデマンド

で実行する場合は、[今すぐ実行（Run Now）]ボタンを使用して実行
できます。

バッチテストを中断

または再開する
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説明タスク

バッチテストのコンポーネントが不合格になっても、イベントは生成

されません。バッチテストの結果は、[Batch Test Results]レポートで
確認する必要があります。各バッチテストの新しい [Batch Test Results]
レポートが 24時間間隔で生成されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、バッチテストによって収集
されたデータが、/opt/emms/cuom/data/btフォルダー内の Cisco Prime
Collaboration Assuranceサーバに保存されます。

[Batch Test Results]レポートには、バッチテスト全体に関する次の情
報が表示されます。

•テストのステータス

•テストの開始日時と完了日時。

[Batch Test Results]レポートには、バッチテストを構成する個々のテ
ストに関する次の情報が表示されます。

•テストの種類。

•ネガティブテストであるかどうか。

•テストのステータス（合格または不合格）。

•テストが終了した日時。

•エラーメッセージ（ある場合）。

テスト結果を表示するには、次のオプションを選択します。 [模擬テ
ストセンター（Synthetic Test Center）] > [バッチテスト（Batch
Test）]。[バッチテスト（Batch Tests）]ページで、結果を表示するバッ
チテストを選択し、[結果（Results）]をクリックします。

バッチテスト結果の

表示

バッチテストレポートで、ページの右上隅にあるプリンタアイコン

をクリックします。

バッチテスト結果の

印刷

テスト結果をクライアントシステムに保存するには、エクスポート機

能を使用します。

バッチテストの結果をエクスポートするには、次の手順を実行しま

す。

1. バッチテストレポートで、ページの右上隅にあるエクスポート
アイコンをクリックします。

2. エクスポートする CSVまたは PDFのいずれかのフォーマットを
選択し、[OK]をクリックします。

バッチテスト結果の

エクスポート
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説明タスク

一括テストを削除するには、次のオプションを選択します。 [模擬テ
ストセンター（Synthetic Test Center）] > [バッチテスト（Batch
Test）]。[バッチテスト（Batch Tests）]ページで、変更するバッチテ
ストを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。

バッチテストの削除

Phone Test：Batchおよび On Demand Test
バッチテストやオンデマンドテストの一部として実行される電話テストは、ネットワーク内

の実際の電話機を制御して、その電話機から別の電話機に電話をかけるというものです。電話

テストでは、JTAPIクレデンシャルが使用されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceで電話テスト機能を適切に動作させるには、Cisco Unified
CMで JTAPIクレデンシャルを設定する必要があります。

電話テストを作成する際は、次のガイドラインに従ってください。

•テストフォンとテストプローブは、同じ Cisco Prime Collaboration Assuranceに属する必要
があります。これは、JTAPIを使用し、Cisco Unified CMを介してこれらの電話機とプロー
ブを制御するためです。テストフォン（テスト対象の電話機）とテストプローブ（テス

トの実行に使用した電話機）が別の Cisco Unified CMに属する場合、テストは失敗しま
す。

•コールテストのタイプがクラスタ間コールである場合だけは、宛先電話機が別の Cisco
Unified CMに属していてもかまいません。この場合、ユーザは、宛先 Cisco Unified CMの
クレデンシャルを XMLファイルに指定する必要があります。

•電話テストを実行する前に、Cisco Unified CMでの設定が正しいことと、さまざまな電話
操作が機能していることを、実際の電話機を使用して確認してください。

これらの電話テストは、その他の Cisco Prime Collaboration Assurance電話テスト（合成テスト
や電話ステータステスト）と間違わないでください。ここに示す電話テストはバッチテスト

の一部として作成されるものであり、オンデマンドで IPPhoneレポートから起動することも可
能です。これらのテストは、実際の電話機を制御しながら実行されます。

（注）

次の表には、さまざまな種類の電話テストが示されています。
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表 89 :電話テストの説明：バッチ/オンデマンドテスト

説明テスト

2台の電話機を制御して次のことを実行しま
す。

1. 電話機 Aから電話機 Bにコールを発信す
る。

2. 電話機 Bでコールを保留にする。

3. コールを切る。

コール保留

3台の電話機を制御して次のことを実行しま
す。

1. 電話機 Aから電話機 Bにコールを発信す
る。

2. コールを電話機 Bから電話機 Cに転送す
る。

3. コールが電話機 Cで受けられたことを確
認する。

4. コールを切る。

コール転送

3台の電話機を制御して次のことを実行しま
す。

1. 電話機 Aから電話機 Bにコールを発信す
る。

2. 電話機 Bでコールパークを行う。

コールは電話機 Bからは削除され、どの
番号にコールパークされているかを伝え

るメッセージが表示されます（たとえば

「Call Park at 80503」）。

3. 電話機 Cから、コールパーク番号にダイ
ヤルする。

パークされたコールが、ダイヤルした電

話機に転送される。

4. コールを切る。

コールパーク
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説明テスト

3台の電話機を制御して次のことを実行しま
す。

1. 電話機 Aから電話機 Bにコールを発信す
る。

2. 電話機 Aから電話機 Cにコールを発信し
て電話会議に追加する。

3. コールを切る。

コール会議

3台の電話機を制御して次のことを実行しま
す。

1. 電話機 Aから電話機 Bにコールを発信す
る。

2. 電話機 Bから電話機 Cにコールを転送す
る。

3. 電話機 Cがコールを受ける。

4. コールを切る。

コール転送

1台の電話機を制御して、指定された番号に
コールを発信します。これは、実際の電話機

から特定の番号へのコールでもかまいません。

この場合は、テストで制御されるのは発信側

だけです。

または、実際の電話機から別の実際の電話機

にかけることもできます。この場合は、テス

トで発信側と受信側の両方が制御されます。

コールテスト

Phone Test on Demandの作成

[IP Phones/Lines]レポートで電話機を選択して、電話テストを表示してオンデマンドで実行す
ることができます。選択された電話は同じ Cisco Unified CMに属する必要があります。電話テ
ストでは、JTAPIクレデンシャルが使用されます。JTAPIクレデンシャルは、Unified CMで設
定する必要があります。

JTAPIの電話テストでは、この形式の内線番号を使用する E.164（"+"）ダイヤルと電話をサ
ポートしています。

電話テストを作成するには、次のオプションを選択します。 [模擬テストセンター（Synthetic
Test Center）] > [音声電話機の機能テスト（Audio Phone Features Test）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合
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移行方法 [模擬テスト（Synthetic Tests）] > [音声電話機の機能テスト（Audio Phone Features
Test）]。

次の表に、オンデマンドの電話テストの作成中に選択可能なフィールドを示します。

表 90 :電話テストの説明：バッチ/オンデマンドテスト

説明項目

電話レポートから選択された電話の Unified CMを一覧表示します。
左側のペインからUnified CMを選択し、[>>]ボタンをクリックして、
Unified CMフィールドに追加することもできます。以前のテスト電
話とヘルパー電話の選択はクリアされるため、再度指定する必要があ

ります。

Ciscoユニファイドコ
ミュニケーションマ

ネージャ

Unified CMで構成されている JTAPIユーザ名とパスワードを入力し
ます。

[JTAPI Username]と
[JTAPI Password]

[Test Phones]に電話機を追加するには、次の手順に従います。

1. [電話レポートから追加（Add from Phone Report）]をクリックし
ます。

2. [電話レポート（Phone Report）]ウィンドウで、追加する電話を
選択し、[選択（Select）] をクリックします。

追加された電話は、このテストの最初に提供された同じ Cisco
Unified CMに属している必要があります。

電話を1台だけ選択したときに、その電話機の内線番号が [Personalized
Report]内の他の電話機と共有されている場合は、生成されるレポー
トにはすべての電話機（選択された電話機も含む）に関する詳細情報

が表示されます。

Test Phones

[Helper Phones]に電話機を追加するには、次の手順に従います。

1. [電話レポートから追加（Add from Phone Report）]をクリックし
ます。

2. 追加する電話機を選択して [選択（Select）]をクリックします。

追加された電話は、このテストの最初に提供された同じ Cisco
Unified CMに属している必要があります。

電話を1台だけ選択したときに、その電話機の内線番号が [Personalized
Report]内の他の電話機と共有されている場合は、生成されるレポー
トにはすべての電話機（選択された電話機も含む）に関する詳細情報

が表示されます。

Helper Phones
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どの電話テストの結果を表示するかを選択します。電話テストの説

明：バッチテストおよびオンデマンドテスト

[コールテスト（Call Test）]が選択されている場合、[コールタイプ
（Call Type）]、[合格基準（Success Criterion）]、[電話番号（Phone
Number）]のフィールドが有効になります。

Phone Tests

ドロップダウンリストからコールのタイプを選択します。[クラスタ
間コール（Inter Cluster Call）]を選択すると、次のフィールドが有効
になります。[Cisco Unified Communications Manager JTAPIユーザ名と
JTAPIパスワード（Cisco Unified Communications Manager JTAPI
Username JTAPI Password）]。

コールタイプ

ドロップダウンリストから合格基準を選択します。Success Criterion

コールテストのためにダイヤルされる発信先電話番号を、このフィー

ルドで指定する必要があります。

Phone Number

[Call Type]で [Inter Cluster Call]が選択されているときは、発信元電話
機から別のクラスタにある発信先電話機に電話をかけるためにダイヤ

ルする必要のある電話番号全体を入力します。この番号には、ダイヤ

ルパターンやアクセス番号が含まれることもあります（たとえば

「94151234567」）。このフィールドは必須ではありません。空白に
した場合、電話番号フィールドが代わりに使用されます。

Dialing Number

[コールタイプ（Call Type）]として [クラスタ間コール（Inter Cluster
Call）]を選択した場合、[電話番号（Phone Number）]フィールドで
指定した電話番号で使用する Cisco Unified CMを入力します。

Ciscoユニファイドコ
ミュニケーションマ

ネージャ

[コールタイプ（Call Types）]で[クラスタ間コール（Inter Cluster Call）]
を選択した場合は、前のフィールドに記載されている Cisco Unified
CMのユーザ名とパスワードを入力します。

[JTAPI Username]と
[JTAPI Password]

Audio Phone Features Test
Audio Phone Features Testポートレットには、すべての Cisco Unified Communications Manager
ノードでの電話機テストの概要が表示されます。

次の詳細を提供します。

•テストされた電話の台数

•テストされる機能のリスト

•テストを最後に実行した日付と時刻

•最新の電話テストの結果

•顧客名（MSPモードのみ）
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電話機能テストには、次の要件があります。

• JTAPIユーザ（アプリケーションユーザ）の要件：

権限に対する特権およびリソース標準権限

AXLデータベースAPIへのアクセスを許可
します。

標準 AXL APIアクセス

Cisco Unified Communications Manager
Administrationへのログイン権限を付与しま
す。

Standard CCM Admin Users

有用性の管理者は、Cisco Unified
Communications Managerの管理に表示され
るプラグインウィンドウにアクセスでき、

このウィンドウからプラグインをダウンロー

ドできます。

標準 SERVICEABILITY管理

CTIアプリケーションの制御を可能にしま
す。

標準 CTI対応

CTIアプリケーションまたはデバイスでコー
ルを監視できます。

Standard CTI Allow Call Monitoring

接続された転送および会議をサポートする

すべての CTIデバイスを制御できます。
[標準CTIによる接続時の転送および会議を
サポートする電話の制御（StandardCTIAllow
Control of Phones supporting Connected Xfer
and conf）]

CTIで制御可能なすべてのデバイスを制御
できます。

標準 CTIによるすべてのデバイスの制御
（Standard CTI Allow Control of All Devices）
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•「Standard CTI Allow Control of all devices」は、他の CTI
Standardロールを置き換えるためのオプショナルロールで
す。このロールは、専用の JTAPIテストユーザが作成されて
いる場合のみ推奨されます。

•すべてのテストする電話機は、アプリケーションユーザの一
覧で制御されている必要があり、すべてのユーザがすべての

Unified CMノードに存在する必要があります。

• Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP1以降の場合

1. 2つの異なる合成テストでは、同じセキュア JTAPIユー
ザ IDとインスタンス IDを使用することはできません。

2. 合成テストに設定されている JTAPIユーザは、CUCMの
管理で使用するものと同じものは使用できません。

（注）

•電話機の要件：

• [標準CTIを有効にする（Standard CTI Enabled）]

•すべてのテストユーザを同じサブスクライバ（または Unified CMノード）に登録す
る

•電話機が Cisco Prime Collaboration Assuranceで [Managed]状態にある

•電話機は、電話機の選択時に使用する Phone ReportのManagement Status Reasonで、
「AllFine」として一覧表示されている必要がある

•プロセッサの要件：

• JTAPIクレデンシャルを使用し、Unified CMに対して有効なテストである

•テストノードで CTI Managerを実行する

•テストノードで AXL Web Servicesを実行する

•クラスタ IDは、各クラスタの各 Unified CMノードで一意に設定されている必要があ
る

•プロセッサが Cisco Prime Collaboration Assuranceで [Managed]状態にある

• Secure JTAPIの要件
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Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP1以降の場合

1. 合成テストに設定されている JTAPIユーザは、CUCMの管理
で使用するものと同じものは使用できません。

2. 2つの異なる合成テストでは、同じセキュア JTAPIユーザ ID
とインスタンス IDを使用することはできません。

（注）
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表 91 : Secure JTAPIフィールドの説明

説明フィールド名

JTAPI

Cisco Unified CMからセッションステータス
情報を取得する際に使用します。
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説明フィールド名

安全な JTAPI（TLS1.2）接続を確立するため、
JTAPI固有の新しいパラメータセットが導入
されました。

JTAPI固有のパラメータセットは、次のとお
りです。

1. JTAPIユーザ名： Unified Communications
Managerに設定された JTAPIユーザ名を指
定します。

2. JTAPIパスワード：Cisco Unified
Communications Managerで設定された
JTAPIパスワードを指定します。

3. Secure JTAPIチェックボックス：

1. チェックボックスをオンにする：この
オプションをオンにすると、Cisco
Unified Communications Managerへのセ
キュアなTLS接続が有効になります。

“Standard CTI Secure
Connection”ロールが、他の

（注）

必要なロールとともに、こ

の JTAPIユーザと関連付け
られていることを確認しま

す。

2. チェックボックスをオフにする：この
チェックボックスをオフにすると、

JTAPIはセキュアな接続を確立できま
せん。

この JTAPIユーザに関連付
けられている “Standard CTI

（注）

Secure Connection”ロールが
削除されていることを確認

します。[Monitor
Conferences]へと続行するに
は、必要な役割が設定され

ていることを確認します。

詳細については、「Cisco Prime
Collaboration Assurance用のデバイスをセッ
トアップ」を参照してください。
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説明フィールド名

チェックボックスを使用すると、新しい

Secure JTAPIフィールドにパラメータを入
力できます（有効または無効）。
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説明フィールド名
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説明フィールド名

4. TFTPサーバ IPアドレス - TFTPサーバの
IPアドレスを指定します。

この値は、CUCMクラスタのいずれ
かのノードである必要があります。

（注）

そのノードで、TFTPサービスが実
行されていることを確認します。

5. TFTPサーバポート：TFTPサーバポート
のデフォルト値は 69です。

システム管理者に推奨されない限

り、デフォルト値は変更しないよう

にします。

（注）

6. CAPFサーバ IPアドレス - CAPFサーバの
IPアドレスを指定します。

（注） 1. CTI、JTAPI、および TAPIアプ
リケーションを保護する方法の

詳細や、Certificate Authority
Proxy Functionの詳細について
は、『Cisco Unified
Communications Managerのセキュ
リティガイド』の「CTI、
JTAPI、TAPIの認証と暗号化の
セットアップ」および

「Certificate Authority Proxy
Function」の各章を参照してくだ
さい。

2. CUCMで CAPFプロファイルを
作成するときは、[キーの順序
（Key Order）]ドロップダウン
リストから [RSAのみ（RSA
Only）]を選択してください。

3. CUCM Publisher IPアドレスは、
常に指定する必要があります。

7. CAPFサーバポート：CAPFサーバポート
番号のデフォルト値は 3804です。

入力した値が、Cisco Unified
Communication Managerで設定され

（注）

た値と一致していることを確認しま
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説明フィールド名

す。

8.パブリッシャ用のインスタンス ID -この
フィールドには、アプリケーションの CAPF
設定、または Cisco Unified Communication
Managerクラスタのエンドユーザ CAPFのプ
ロファイル設定ページで設定した、アプリケー

ションインスタンスの識別子を指定します。

9.セキュア認証文字列：アプリケーションの
CAPF設定セクション、または各
Communication Manager Publisherのエンドユー
ザ CAPFのプロファイル設定ページで設定し
た認証文字列を入力します。

「セキュアな JTAPI接続のトラブル
シューティング」セクションには、

考えられるエラーに対するトラブル

シューティングの詳細や、Conference
Diagnosticsが捉えることのできない
CUCM for Secure JTAPI and Sessions
のセットアップで推奨されるアク

ションが一覧表示されます。

（注）

トラブルシューティング

Cisco Prime Collaboration Assuranceにて、次の電話機能テストのシナリオでトラブルシューティ
ングを実行します。

•問題

電話機能テストが失敗し、次のエラーメッセージが表示されます。

「アドレス XXXXXXがプロバイダのドメインにありません」

推奨アクション

•機能テスト用に選択されたエンドポイントが、すべて同じ JTAPIユーザに割り当てら
れていることを確認します

• JTAPIユーザで、「[すべてのデバイスで Standard CTI許可を制御する」」ロールが選
択されていることを確認します。

•問題

電話機能テストが失敗し、次のエラーメッセージが表示されます。

「プロバイダを作成できずに接続が拒否される」
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推奨アクション

•ユーザの JTAPIクレデンシャルが Unified CMで設定されていることを確認します

•機能テストで使用されている電話機が、同じ JTAPIユーザに割り当てられていること
を確認します

• CTI Managerがアクティブで、テストに使用するUnified CMノードが実行されている
ことを確認します

• Unified CMの JTAPI実装が変更されている場合は、Cisco Prime Collaboration Assurance
JTAPI Java Archive（JAR）ファイルを更新します

CME診断
CME診断([診断（Diagnose）] > [CME診断（CME Diagnostics）]）ページには、Cisco Unified
Communications Manager Express（Cisco Unified CME）デバイスおよび関連付けられているCisco
Unity Expressデバイスが表示されます。

Cisco Unified CMEデバイスに対して、デバイス 360ビューを起動することができます。

また、次の情報も表示されます。

•各 CMEに登録されている ephoneの数。この数をクリックすると、[エンドポイントの診
断（Endpoint Diagnostics）]ページをクロス起動できます。

•登録解除された ephone数。この数をクリックすると、[エンドポイントの診断（Endpoint
Diagnostics）]ページをクロス起動できます。

• CMEのアクティブなアラームと確認応答済みアラームの合計数。この数をクリックする
と、[アラームとイベント（Alarms & Events）]ページの [アラーム（Alarms）]タブが開き
ます。

• CUEの CME登録のステータス。CUEが CMEに統合されていない場合、または CUEが
Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理されていない場合、この列には N/Aと表示され
ます。

• CUEのアクティブなアラームと確認応答済みアラームの合計数。

[エンドポイントの診断（Endpoint Diagnostics）]ページの [エンドポイント名（Endpoint Name）]
フィールドは、CME電話機ではサポートされません。

（注）

制限事項

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、複数の OID（DNの 1.3.6.1.4.1.9.9.439.1.1.47.1.4など）
を使用して CMEから電話情報を取得します。SIP電話機は SNMPに応答しません。理想的に
は CLIアプローチ（net configを推奨）を使用する必要があります。
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Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、複数の OID（DNの 1.3.6.1.4.1.9.9.439.1.1.47.1.4な
ど）を使用して CME電話機から電話情報を取得します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、CME電話機からの SIP電話機の検出はサポート
されません。

Cisco Unified CME Syslogメッセージを使用した IPフォンの監視

1. CMEにCisco Prime Collaboration AssuranceのIP設定を追加して、Cisco Unified Communications
Manager Expressの syslogメッセージを正常に受信します。
CME #(config)# logging <PCA_IP>

2. SyslogがCMEで設定されている場合、IPフォン登録または登録解除イベントを使用して、
syslogメッセージを Cisco Prime Collaboration Assuranceに送信します。

3. この例を使用して、IPフォン登録を設定します。

エラーメッセージ

%IPPHONE-6-REGISTER_NEW: ephone-3:SEP003094C38724 IP:1.4.170.6 Socket:1
DeviceType:Phone

が登録されています。
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第 27 章

ビデオエンドポイントのトラブルシュー

ティングワークフロー

このセクションでは、次の点について説明します。

•ビデオエンドポイントのトラブルシューティングワークフロー（657ページ）

ビデオエンドポイントのトラブルシューティングワーク

フロー
Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

このセクションを確認する前に、Cisco Prime Collaboration Assuranceの検出ワークフローを理
解しておく必要があります。デバイスの検出プロセスの詳細については、『Cisco Prime
Collaboration Assuranceガイド - Advanced, 11.x』の「デバイスの検出」セクションを参照して
ください。

トラブルシューティングのワークフローでは、[] [] ページで [システムステータスのポーリン
グ間隔（System Status Polling Interval）]、[フロー統計のポーリング間隔（Flow Statistics Polling
Interval）]に対して定義された値に基づいて、デバイスがポーリングされます。

トラブルシューティングワークフロー中、エンドポイントおよび会議デバイスのステータスを

チェックするため、それらのポーリングが 1分間隔で行われます。

ネットワークデバイスに関する詳細（CPU使用率、メモリ使用率、インターフェイスなど）
を表示できます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入している場合、

[会議（Conference）]のトラブルシューティングはサポートされません。

トラブルシューティングワークフローは、Cisco Prime Collaboration Assuranceシステムのパ
フォーマンスに影響を与えます。ウォッチリストに会議またはエンドポイントを追加するの

は、必要な場合だけにしてください。

（注）
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会議のトラブルシューティングワークフローを次に示します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

図 9 :セッションのトラブルシューティングワークフロー

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
658

診断の実行

ビデオエンドポイントのトラブルシューティングワークフロー



図 10 :会議のトラブルシューティングワークフロー

関連トピック

デバイスの検出

トラブルシューティングワークフローの機能

次に、トラブルシューティングワークフローの主な特徴を示します。

•トラブルシューティングは自動または手動で開始できます。

•自動トラブルシューティングは、会議を監視リストに追加すると起動されます。

•自動トラブルシューティングは、エンドポイントの1つが監視リストに含まれている
場合に起動されます。トラブルシューティングワークフローは、エンドポイントが監

視対象状態になっている場合に限り開始できます。

•自動トラブルシューティングは、パケット損失、ジッター、または遅延アラームの値
が定義済みのしきい値を超えると起動されます。これは、ポイントツーポイント会議

のみに適用できます。

•自動トラブルシューティングは、パケット損失、ジッター、または遅延アラームがマ
ルチポイント会議で発生する場合は起動されません。

•手動トラブルシューティングは、[会議（Conference）]ページから開始できます。
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会議およびエンドポイントのトラブルシューティングワークフローを開始する方法の

詳細については、「トラブルシューティングワークフローの開始（664ページ）」を
参照してください。

• 2つのエンドポイント間でパケット損失、ジッター、または遅延アラームが存在するとき、
自動トラブルシューティングに対して設定されている場合はトラブルシューティングワー

クフローが開始されます。このアラームがクリアされると、トラブルシューティングワー

クフローは停止します。

•双方向の2つのエンドポイントの間でトラブルシューティングがサポートされています。
トラブルシューティングワークフローを手動で開始する場合は、エンドポイント間のトラ

ブルシューティングの方向を選択できます。

•エンドポイントと Cisco MSEとの間ではトラブルシューティングがサポートされていま
す。トラブルシューティングは、ビデオエンドポイントから SBCへの方向で行われ、そ
の逆方向では行われません。

•エンドポイントとCisco TelePresence Serverとの間ではトラブルシューティングがサポート
されています。トラブルシューティングは、エンドポイントから Cisco TelePresence Server
への方向で行われ、その逆方向では行われません。

•エンドポイントと Cisco MSEとの間ではトラブルシューティングがサポートされていま
す。トラブルシューティングは、エンドポイントからCisco MSEへの方向で行われ、その
逆方向では行われません。

•エンドポイントと Cisco VCSとの間ではトラブルシューティングがサポートされていま
す。トラブルシューティングは、エンドポイントからCisco VCSへの方向で行われ、その
逆方向では行われません。

•状態が [Unknown]であるエンドポイントについては、既知のエンドポイントからこの不明
なエンドポイントにトラブルシューティングできます。マルチポイント会議でも、同じ方

法でトラブルシューティングを行うことができます。

•トラブルシューティングワークフローは、開始時から最長4時間実行されます。トラブル
シューティングワークフローがこの時間内に終了しない場合は、Cisco Prime Collaboration
Assuranceはワークフローを自動的に終了します。

•最大 50個の同時トラブルシューティングワークフローが一度に存在できます。使用でき
ます。

この制限を超えると、トラブルシューティングログファイルにエラーメッセージが表示

されます。

会議のトラブルシューティングワークフローの機能

次に、スケジューリングされた会議が監視リストに追加された場合のトラブルシューティング

ワークフローの主な動作を示します。

•自動トラブルシューティングワークフローは、監視リストに追加されるすべての会議で開
始されます。
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•マルチポイント会議では、トラブルシューティングは、エンドポイントが会議に参加する
とすぐに開始されます。

•マルチポイント会議では、エンドポイントのトラブルシューティングが停止されると、ト
ラブルシューティングワークフローは、会議内の他のエンドポイントについて続行されま

す。このエンドポイントのトラブルシューティングは手動で開始する必要があります。

•マルチポイント会議では、問題が原因でエンドポイントが再開されると、会議への参加後
に、このエンドポイントの新しいトラブルシューティングワークフローが起動されます。

会議内の他のエンドポイントに影響はありません。

•監視リストから会議が削除されると、次の条件では、関連付けられたトラブルシューティ
ングワークフローは停止します。

•その会議についてトリガーされたパケット損失アラーム、ジッターアラーム、および
遅延アラームがない。

•手動で起動されたトラブルシューティングワークフローがない。

•パケット損失、ジッター、または遅延アラームが原因でトラブルシューティングワークフ
ローが起動された場合は、次の条件では、パケット損失、ジッター、または遅延アラーム

がクリアされると、トラブルシューティングワークフローは停止します。

•会議が監視リストに追加されていない。

•手動で起動されたトラブルシューティングワークフローがない。

•トラブルシューティングワークフローを手動で停止した、または会議が終了した。

•手動で起動したトラブルシューティングワークフローは、手動で停止する必要がありま
す。それ以外の場合は、会議が終了すると停止します。

•会議を再度監視リストに追加すると、新しいトラブルシューティングワークフローが開始
されます。

エンドポイントのトラブルシューティングワークフローの機能

トラブルシューティングワークフローは、エンドポイントが監視対象状態になっている場合に

限り開始できます。次に、エンドポイントが監視リストに追加された場合のトラブルシュー

ティングワークフローの主な動作を示します。

•エンドポイントの自動トラブルシューティングは、その会議に参加するとすぐに開始され
ます。（監視リストに追加された）エンドポイントに関連付けられた会議のトラブルシュー

ティングワークフローを停止できます。この会議のトラブルシューティングは手動で開始

する必要があります。

•会議中に、エンドポイントが監視リストから削除されると、そのエンドポイントのトラブ
ルシューティングは停止します。
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•会議および関連付けられたエンドポイントが管理リストに属している場合に、エンドポイ
ントが監視リストから削除されると、そのセッションのトラブルシューティングワークフ

ローは、会議が終了するまで続行されます。

•会議および関連付けられたエンドポイントが監視リストに属している場合は、会議が監視
リストから削除されると、そのエンドポイントのトラブルシューティングワークフロー

は、エンドポイントが会議から切断されるまで続行されます。つまり、会議とエンドポイ

ントが監視リストに属している場合は、エンドポイントにより高い優先順位が付けられま

す。

• MRAエンドポイントでは、トラブルシューティング用の脚は表示されません。非MRA
エンドポイントでは、トラブルシューティングワークフローは、Cisco Collaboration Edge
を使用して、エンドポイントから Cisco VCSに対して行われます。

発信元と宛先のエンドポイントをトラブルシューティングするためのサポートマトリク

ス

次の表には、発信元エンドポイントと宛先エンドポイントの間のトラブルシューティングサ

ポートの詳細を示してあります。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以前の場合

•マルチポイントコールでトラブルシューティングを実行する場合は、ソースデバイスの
最初のホップルータ/スイッチ（MCUなど）に CLIアクセスがあることを確認します。

• Mediatrace統計については、次の点を確認します。

•接続元または接続先デバイスで5タプル（送信元アドレス、送信元ポート、宛先アド
レス、宛先ポート、プロトコル）が使用可能です。

•パスにはMediatraceイニシエータがあり、Mediatraceバージョンは 1.0または 3.0です
（2.0はサポートされていません）。

• MCU、CTMS、MXP、E20などのデバイスでは、5タプルは使用できません。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以前の場合

送信先送信元

CTS、CTMS、C_CODEC、TPS、CIUS、MXP、
IPフォン、Cisco Jabber、、E20、ルータ

CTS

CTS、CTMS、VCS、C_CODEC、TPS、CIUS、
MXP、IPフォン、Cisco Jabber、MCU、、
E20、ルータ、

C_CODEC

CTS、CTMS、C_CODEC、TPS、CIUS、MXP、
IPフォン、Cisco Jabber、MCU、E20

Cius
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送信先送信元

CTS、CTMS、VCS、C_CODEC、TPS、CIUS、
MXP、IPフォン、Cisco Jabber、MCUE20

MXP

CTS、CTMS、VCS、C_CODEC、TPS、CIUS、
MXP、IPフォン、Cisco Jabber、MCUE20

電話

CTS、CTMS、VCS、C_CODEC、TPS、CIUS、
MXP、IPフォン、Cisco Jabber、MCUE20

Cisco Jabber

CTS、（CTMS）、VCS、C_CODEC、TPS、
CIUS、MXP、MCU、IPフォン、Cisco Jabber、
MCU、、E20

POLYCOM

E20、CTS、（CTMS）、VCS、C_CODEC、
TPS、CIUS、MXP、MCU、IPフォン、Cisco
Jabber、MCU、

E 20

スイッチ、ルータスイッチ

スイッチ、ルータ、C_CODEC、MCU、TPS、
（CTMS）

ルータ

VSAAVSAA

CTS、ルータCTMS

C_CODEC、E20、MXP、CUIS、IPフォン、
Cisco Jabber、、ルータ

MCU

C_CODEC、E20、MXP、CTS、CUIS、IPフォ
ン、Cisco Jabber、、ルータ

TPS

C_CODEC、E20、MXP、CUIS、IPフォン、
Cisco Jabber、

VCS

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

送信先送信元

Ciscoエンドポイント、MCU、TP、仮想 TP、
VG、CUBE、VCS、Expressway-Core、不明な
エンドポイント

Ciscoエンドポイント
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• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、ソースデバイスが 5タプルの情報を含む Ciscoエ
ンドポイントである場合のみ、トラブルシューティングをサポートします。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Jabberエンドポイントのトラブルシューティ
ングはサポートしていません。

（注）

トラブルシューティングワークフローの開始

[会議の診断（Conference Diagnostics）]ページの [360°会議ビュー（360° Conference View）]か
ら、会議のトラブルシューティングワークフローを開始することができます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

トラブルシューティングの時間を短縮するため、トラブルシューティングを開始する前には、

メディアパスにあるデバイスを検出し、[インベントリ（Inventory）]で使用可能にしておく
ことを推奨します。

（注）

[エンドポイントの診断（Endpoint Diagnostics）]ページのクイックビューウィンドウから、エ
ンドポイントのトラブルシューティングワークフローを開始できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

表 92 :トラブルシューティングワークフローの起動ポイント

起動ポイントトラブルシューティングタイプ

1. 選択 [診断（Diagnose）] > [会議の診断
（Conference Diagnostics）]。

2. スケジュール済みの会議を選択します。

3. [ビデオコラボレーション会議（Video
Collaboration Conference）]テーブルの [会
議の件名（Conference Subject）]カラムに
マウスポインタを合わせ、[360°会議
（360° Conference）]ビューアイコンをク
リックします。

4. [Add to Watch List]をクリックします。

自動

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
664

診断の実行

トラブルシューティングワークフローの開始



起動ポイントトラブルシューティングタイプ

1. 選択 [診断（Diagnose）] > [会議の診断
（Conference Diagnostics）]。

2. [Not In Use]使用ステータスになっている
エンドポイントを選択します。

3. [List of Endpoints]テーブルの [Endpoint
Name]列の上にマウスポインタを置いて、
表示されるクイックビューアイコンをク

リックします。

4. [Add to Watch List]をクリックします。

エンドポイントが会議に参加すると、ト

ラブルシューティングワークフローがす

ぐに開始します。

自動

1. 選択 [診断（Diagnose）] > [会議の診断
（Conference Diagnostics）]。

2. 進行中の会議を選択します。アラームが
設定された進行中の会議を選択すること

を推奨します。

3. [ビデオコラボレーション会議（Video
Collaboration Conference）]テーブルの [会
議の件名（Conference Subject）]カラムに
マウスポインタを合わせ、[360°会議
（360° Conference）]ビューアイコンをク
リックします。

4. アイコンをクリックして [Troubleshooting]
ページを起動し、トラブルシューティン

グを開始する方向を選択します。

手動

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
665

診断の実行

トラブルシューティングワークフローの開始



起動ポイントトラブルシューティングタイプ

1. 選択 [診断（Diagnose）] > [会議の診断
（Conference Diagnostics）]。

2. [In Use]使用ステータスになっているエン
ドポイントを選択します。

3. [List of Endpoints]テーブルの [Endpoint
Name]列の上にマウスポインタを置いて、
クイックビューアイコンをクリックしま

す。

4. [Add to Watch List]をクリックします。

トラブルシューティングワークフローが

即時に開始されます。

手動

データ分析のトラブルシュート

会議またはエンドポイントで手動または自動のトラブルシューティングがアクティブな場合

は、進行中の会議、ならびに完了した会議の両方で、トラブルシューティングデータを表示で

きます。

トラブルシューティングジョブが完了すると、次のデータが表示されます。

トラブルシューティング

[パスビュー（Path View）]タブでは、選択した方向のエンドポイント間のトポロジ（レイヤ
2と 3）を表示できます。

•デバイス間を結ぶ線が直線の場合は、デバイスがお互いに直接接続されていることを示し
ており、。

•デバイス間を結ぶ線が点線の場合は、デバイスが接続されていない可能性があることを示
しており、。

次の画像には、エンドポイント間にある会議のトラブルシューティングが示されています。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合
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図 11 :エンドポイント間のトラブルシューティングセッション

Cisco Prime Network Analysis Module
（Prime NAM）搭載のデバイスは、デバイ
ス上に追加のバッジが付いて表示されま

す。アクセス不能なデバイスは、グレー表

示になります。

2トラブルシューティング結果のタブです。

デバイスの設定（Mediatrace、Performance
Monitor）によっては、一部のタブが表示さ
れない場合があります。

1

アクセス不能なデバイスは、グレー表示に

なります。

4Mediatraceがイネーブルになっているデバ
イスには、デバイス上に表示が追加されま

す。

3

検出されたデバイス上の情報バッジは、メ

モリ、CPU使用率、またはコール品質統計
（RTPパケット損失、RTPパケットジッ
タ、DSCP）に問題があることを示してい
ます。

コール品質統計と使用率(メモリと CPU)の
しきい値は、[会議パスのしきい値の設定
(Conference Path Threshold Settings)ページ
([アラームおよびレポート管理（Alarm &
Report Administration）] > [会議パスのし
きい値設定（Conference Path Threshold
Settings）]。

6エンドポイントに対するアラーム表示は、

そのエンドポイントに障害があることを表

します。

5
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デバイスがアクセス可能な場合は、マウスポインタをそのデバイス上に置き、クイックビュー

アイコンをクリックすることで、システムおよびインターフェイスの詳細を表示できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

図 12 :エンドポイント間にある会議のトラブルシューティング

トラブルシューティングを開始した元のエ

ンドポイントです。

2トラブルシューティング結果のタブです。1

Cisco APIC-EMによって識別されない不明
なデバイスです。不明なデバイスには疑問

符（?）が付いて表示されます。

4パスにあるミッドポイント（ルータまたは

スイッチ）です。中点にある青のバッジ

は、しきい値がすべてのデバイスの Rxパ
ケット損失、ジッタ、または遅延で設定さ

れた制限値を超えたことを示します。

しきい値は、[会議パスのしきい値の設定
(Conference Path Threshold Settings]ページ)
で定義します([アラームおよびレポート管
理（Alarm & Report Administration）] >
[会議パスのしきい値設定（Conference Path
Threshold Settings）]。

3

送信先エンドポイントです。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、通知先デバイスまたはエンドポイントが [Unknown]
な状態であったとしても、トラブルシューティングをサポートします。

5
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Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

デフォルトでは、[会議のトラブルシューティング（Conference Troubleshooting）]ページは 30
秒ごとに自動更新されます。自動更新機能を無効にするには、[会議のトラブルシューティン
グ（Conference Troubleshooting）]ページの右上隅にある [自動更新（Auto Refresh）]チェック
ボックスをオフにします。マウスポインタをデバイスの上に置き、クイックビューアイコン

をクリックすると、システム、インターフェイス、およびフローの詳細が表示されます。

次の表には、クイックビューに一覧表示されるシステム、インターフェイス、フローの詳細が

示されています。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

表 93 :システム、インターフェイス、およびフローの詳細

説明フィールド

デバイスで設定されている

ホスト名です。

ホスト名

デバイスを管理するために

使用される IPアドレス。
このリンクを使用して、エ

ンドポイントまたはインフ

ラストラクチャデバイス

のログインページを起動

することができます。

IP Address

デバイスに Cisco
Mediatraceロールを設定し
ます。

Mediatrace RoleMediatrace Capable

この情報は、デバイス上で

Mediatraceが有効な場合の
みに表示されます。 デバイスに IP SLAロール

を設定します。

IP SLA Role

設定済みの Performance
Monitorです。

Performance Monitor
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説明フィールド

物理メモリ使用率（パーセ

ンテージ）。

Physical Memory Utilization
(in%)

システムステータス

CPU使用率（パーセン
テージ）。

CPU Utilization (in%)

インター

フェイス

の管理ス

テータ

ス。
ifOperStatus
オブジェ

クトで指

定。

Operation Statusインターフェイスの詳細

表示されるデータは

RFC1213 MIB属性に基づ
く。

Input Metrics

表示されるデータは

RFC1213 MIB属性に基づ
く。

Output Metrics

これは、これらのデバイスを Cisco Prime Network
Analysis Module（Prime NAM）またはCisco Prime LMS
で管理する場合のみ表示されます。

ネットワーク診断
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説明フィールド

次の情報はデバイスのすべての管理対象コーデックの

統合レポートです。この情報は、デバイス上で

Mediatraceが有効な場合のみに表示されます。

メディアのフロー情報

デバイス上に設定された

DSCP値。
DSCP

ドロップされた IPパケッ
トの数。

IPパケットドロップ数
（IP Packet Drop Count）

リアルタイム転送プロトコ

ル（RTP）が示すパケット
損失。

RTP Packet Loss

リアルタイム転送プロトコ

ル（RTP）が示すジッ
ター。

RTP Packet Jitter (RFC 3550)

入力インターフェイスの詳

細。

Ingress Interface

出力インターフェイスの詳

細。

Egress Interface

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

表 94 :システム、インターフェイス、およびフローの詳細

説明フィールド

デバイスで設定されているホスト名です。ホスト名

デバイスを管理するために使用される IPアドレス。
このリンクを使用して、エンドポイントまたはイン

フラストラクチャデバイスのログインページを起動

することができます。

IP Address

物理メモリ使用率（パーセンテージ）。Physical Memory
Utilization (in%)

システムステー

タス

CPU使用率（パーセンテージ）。CPU Utilization (in%)

インターフェイスの管理ステータス。ifOperStatusオ
ブジェクトで指定。

システムステータスインターフェイ

スの詳細

表示されるデータは RFC1213 MIB属性に基づく。Input Metrics

表示されるデータは RFC1213 MIB属性に基づく。Output Metrics
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説明フィールド

メディアフロー情報

–1は、特定の統計データがプラットフォーム/デバイスから利用できないことを示
します。

（注）

デバイス上に設定された DSCP値。DSCP

ドロップされた IPパケットの数。IPパケットドロップ
数（IP Packet Drop
Count）

リアルタイム転送プロトコル（RTP）が示すパケッ
ト損失。

RTP Packet Loss

リアルタイム転送プロトコル（RTP）が示すジッ
ター。

RTP Packet Jitter (RFC
3550)

入力インターフェイスの詳細。Ingress Interface

出力インターフェイスの詳細。Egress Interface

パス統計

パス統計ビューには、パス内の各ノードの統計情報が表示されます。

次のグラフには、パス統計ビューが表示されています。

CPUおよびメモリ

グラフにはすべてのデバイスが表示され、次の情報が含まれています。

•縦軸（y軸）は、過去 5分間の CPU使用率の詳細をパーセンテージで表します。

•横軸（X軸）にはパストレースで検出されたネットワークデバイスすべてがリストされ
ます。

•グラフ内の球体は、プロセッサメモリ使用率の詳細をパーセンテージで表します。球体の
ツールチップには、メモリ使用率の正確な値が表示されます。

•球体の大きさは、プロセッサメモリ使用率によって変化します。球体のサイズが小さい場
合、プロセッサメモリ使用率が低いことを示します。

球体（赤いアイコン）をクリックすると、システム、インターフェイス、フローの詳細が表示

されます。

CPU and Packet Loss

このグラフは、すべてのデバイスに表示され、次の情報を含んでいます。

•縦軸（y軸）は、過去 5分間の CPU使用率の詳細をパーセンテージで表します。
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•横軸（X軸）にはパストレースで検出されたネットワークデバイスすべてがリストされ
ます。

•グラフ内の球体は、ビデオパケット損失の詳細をパーセンテージで表します。

•グリーンの球体は、ビデオパケット損失がゼロであることを示します。

•オレンジの球体は、ビデオパケット損失が 1 %を超えることを示します。球体の大
きさは、ビデオパケット損失によって変化します。球体のサイズが小さい場合、ビデ

オパケット損失が少ないことを示します。

球体をクリックすると、インターフェイスレベルでのパケット損失をより詳細に分析

できます。

•青い正方形のボックスは、perfmonカウンタの統計情報がデバイスから利用できない
ことを示します。

図 13 : CPU and Packet Lossグラフ

球体または正方形のボックス（赤いアイコン）をクリックすると、システム、インターフェイ

ス、およびフローの詳細が表示されます。

Video IP Bit Rate and Packet Loss

このグラフは、すべてのデバイスに表示され、次の情報を含んでいます。

•縦軸（Y軸）には、ビデオ IPビットレートがキロビット毎秒（kbps）で表示されます。

•横軸（X軸）にはパストレースで検出されたネットワークデバイスすべてがリストされ
ます。

•グラフ内の球体は、ビデオパケット損失の詳細をパーセンテージで表します。

•グリーンの球体は、ビデオパケット損失がゼロであることを示します。
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•オレンジの球体は、ビデオパケット損失が 1 %を超えることを示します。球体の大
きさは、ビデオパケット損失によって変化します。球体のサイズが小さい場合、ビデ

オパケット損失が少ないことを示します。

球体をクリックすると、インターフェイスレベルでのパケット損失をより詳細に分析

できます。

図 14 : Video IP Bit Rate and Packet Lossグラフ

球体（赤いアイコン）をクリックすると、システム、インターフェイス、フローの詳細が表示

されます。

Video Interarrival Jitter and Packet Loss

このグラフは、すべてのデバイスに表示され、次の情報を含んでいます。

•縦軸（Y軸）は平均ビデオ到着時間間隔ジッター値を示します（ミリ秒単位）。

•横軸（X軸）にはパストレースで検出されたネットワークデバイスすべてがリストされ
ます。

•グラフ内の球体は、ビデオパケット損失の詳細をパーセンテージで表します。

•グリーンの球体は、ビデオパケット損失がゼロであることを示します。

•オレンジの球体は、ビデオパケット損失が 1 %を超えることを示します。球体の大
きさは、ビデオパケット損失によって変化します。球体のサイズが小さい場合、ビデ

オパケット損失が少ないことを示します。
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図 15 : Video Interarrival Jitter and Packet Lossグラフ

球体（赤いアイコン）をクリックすると、システム、インターフェイス、フローの詳細が表示

されます。

IP DSCPおよびパケット損失

このグラフは、すべてのデバイスに表示され、次の情報を含んでいます。

•縦軸（Y軸）は、平均 IP DiffServコードポイント（DSCP）を示します。この値は、デバ
イスで事前に設定されています。

•横軸（X軸）にはパストレースで検出されたネットワークデバイスすべてがリストされ
ます。

•グラフ内の球体は、ビデオパケット損失の詳細をパーセンテージで表します。

•グリーンの球体は、ビデオパケット損失がゼロであることを示します。

•オレンジの球体は、ビデオパケット損失が 1 %を超えることを示します。球体の大
きさは、ビデオパケット損失によって変化します。球体のサイズが小さい場合、ビデ

オパケット損失が少ないことを示します。

球体（赤いアイコン）をクリックすると、システム、インターフェイス、フローの詳細が表示

されます。

トラブルシューティングデータのエクスポート

データをエクスポートできるのは、会議が終了した後のみです。トラブルシューティングジョ

ブが完了すると、[会議モニタリング（Conference Monitoring）]ページにトラブルシューティ
ングジョブのステータスが表示されます。

トラブルシューティングデータをエクスポートするには、次の手順を実行します。
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ステップ 1 選択 [診断（Diagnose）] > [セッションの診断（Session Diagnostics）]。

[セッション診断（Session Diagnostics）]ページが表示されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

選択 [診断（Diagnose）] > [会議の診断（Conference Diagnostics）]。

[会議の診断（Conference Diagnostics）]ページが表示されます。

ステップ 2 トラブルシューティングステータスのアイコンに「トラブルシューティングレポートが利用可能
（Troubleshooting Report Available）」と表示される、過去の[会議（conference）]を選択します。

ステップ 3 [ビデオコラボレーション会議（Video Collaboration Conference）]テーブルの [会議の件名（Conference
Subject）]列にマウスポインターを合わせ、[360°会議（360° Conference）]ビューアイコンをクリックしま
す。

ステップ 4 [360°会議（360° SessionConference）]ビューウィンドウの [トラブルシューティングデータのエクスポート
（Export Troubleshooting Data）]アイコンをクリックします。

HTMLファイル形式のトラブルシューティングレポートが新しいブラウザウィンドウに表示
されます。

トラブルシューティングレポートのエクスポートを理解する

トラブルシューティングレポートをエクスポートすると、次の詳細情報が含まれます。

説明レポートのフィールド

会議用の一意な IDです。Conference Identifier

会議がアドホック、スケジュール済み、また

はスタティックかを表示します。

Conference Subject

会議が行われた日付です。Conference Date

会議の開始時間です。Conference Start Time

会議の長さです。Conference Duration in Minutes

会議がポイントツーポイントか、またはマル

チポイントかを表示します。

Conference Type

会議の一部であったエンドポイントの詳細で

す。

Endpoints

トラブルシューティング中に使用された方向

を表示します。

Call Segment
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説明レポートのフィールド

トラブルシューティングワークフローの開始

時刻と終了時刻。

Troubleshooting Conference

トラブルシューティングワークフローの固有

ID。
Troubleshooting Conference ID

トラブルシューティングワークフローの開始

時刻です。

Troubleshooting Start Time

トラブルシューティングが手動で開始された

か、自動的に開始したかを表示します。

Troubleshooting Initiation

トラブルシューティングパストポロジとメト

リクスについての情報を表示します。

フィールドとその説明は、次のとおりです。

•ホスト名/IPアドレス：ホスト名または IP
アドレスです。

• [CPU Utilization (Max, Avg)]：CPU使用率
の最大と平均を表示します。

• [Memory Utilization (Max, Avg)]：メモリ使
用率の最大と平均を表示します。

• [Packet Loss (Video, Audio)]：ビデオおよ
びオーディオの最大パケット損失を表示

します。

• [Max Jitter (Video, Audio)]：ビデオとオー
ディオの最大ジッターを表示します。

• [DSCP (Video, Audio)]：ビデオおよびオー
ディオの DSCP値を表示します。

Path Topology and Metrics

トラブルシューティングワークフローの開始

時刻。

Troubleshooting End Time

トラブルシューティングワークフローが手動

で終了されたか、自動的に停止したかを表示

します。

Troubleshooting Termination
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Cisco Prime Infrastructureのクロス起動
Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、Infrastructureアプリケーションを使用してネットワー
ク診断を実行できます。Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、Cisco Prime Infrastructureバー
ジョン 4.1および 4.2がサポートされています。

Cisco Prime Collaboration Assuranceで Cisco Prime Infrastructureを起動するには、Cisco Prime
Infrastructureのホスト名とユーザクレデンシャルが必要です。

前提条件：

•デバイスが Cisco Prime Infrastructureと Cisco Prime Collaboration Assuranceアプリケーショ
ンの両方で管理されていることを確認する必要があります。

•ルータおよびスイッチに必要なすべてのクレデンシャルがCisco Prime CollaborationAssurance
に追加されていることを確認する必要があります。詳細については、『Cisco Prime
Collaboration Assurance用デバイスのセットアップ』を参照してください。

• Cisco Prime Infrastructureソフトウェアのあるネットワークデバイスが Cisco
Prime Collaboration Assuranceからアクセス可能であることを確認する必要があります。

Cisco Prime Infrastructureのユーザ権限に基づいて、Cisco Prime Infrastructureアプリケーション
の次の機能を起動することができます。

• [デバイスビュー（Device View）]：ネットワークデバイスのリアルタイムビューを提供
するグラフィカルなデバイス管理ツールです。これらのビューは、定期的に更新される、

デバイス構成とパフォーマンス条件の物理的な画像を提供します。

• [接続されたホスト（Connected Hosts）]：アクセススイッチに接続されているすべてのホ
ストの詳細を表示します。

• [変更監査レポート（24時間）（Change Audit Report (24 hours)）]：過去 24時間にデバイス
で発生したすべての変更の概要を表示します。ソフトウェアイメージ、コンフィギュレー

ションファイル、およびハードウェアに対する変更点が含まれます。

• [設定の表示/編集（View/Edit Configuration）]：アーカイブされているデバイスの設定ファ
イルを、未加工の状態および処理された形式で表示します。必要な権限がある場合は、コ

ンフィギュレーションファイルを編集することもできます。

• [障害（24時間）（Faults (24 hours)）]：過去 24時間にデバイスでトリガーされたアラート
とイベントの詳細を表示します。

• [Syslogメッセージ（Syslog Messages）]：デバイスでトリガーされた syslogメッセージの
詳細を表示します。

• [システムパフォーマンス（System Performance）]：メモリ使用率、CPU使用率、インター
フェイス使用率、周辺温度、ポーリングの失敗など、デバイスのパフォーマンスパラメー

タをすべて表示します。
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Cisco Prime Infrastructureのクロス起動

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

[360 Integration]ページからのCisco Prime Infrastructureのクロス起動は、Cisco Prime Collaboration
Assurance 11.5ではサポートされていません。

（注）

CCisco Prime Infrastructureのクロス起動を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択 [システム管理（System Administration）] > [360の統合（360 Integration）]。

ステップ 2 [Cisco Prime Infrastructureセットアップ（Cisco Prime LMS Infrastructure Setup）]ペインに、必要な詳細を入
力します。フィールドの説明の詳細については、「Cisco Prime Infrastructureペイン：フィールドの説明」
を参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Prime Infrastructureペイン：フィールドの説明

表 95 : Cisco Prime Infrastructureペインのフィールドの説明

説明フィールド

Infrastructureサーバのホスト名または IPアド
レス。

Cisco Prime Infrastructureをマルチサーバセッ
トアップで展開した場合は、

Cisco Prime Infrastructureのマスターサーバの
詳細を入力する必要があります。

Cisco Prime Infrastructureサーバ

Cisco Prime Infrastructureサーバに設定されて
いるダミーユーザ。

Cisco Prime CMサーバは、これらのクレデン
シャルを使用して、Cisco Prime Infrastructure
サーバと内部的にやり取りします。このユー

ザには、Cisco Prime Infrastructureサーバに対
する管理関連の権限を割り当てないでくださ

い。

Prime Infrastructureのユーザとパスワード
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第 28 章

メディアパスの分析

このセクションでは、次の点について説明します。

•メディアパスの分析（681ページ）

メディアパスの分析
この章では、メディアパスの分析のさまざまな分析方法について説明します。

VSAAを使用したメディアパスの分析
Video SLA Assessment Agent（VSAA）は、Cisco Prime Collaboration Assuranceで、Cisco Video、
テレプレゼンス、または IPビデオ監視（IPVS）システムとサイトの拡張機能を導入またはアッ
プグレードする前に、ネットワークパス特性（つまり、遅延、ジッタ、パケットロス）を提

供するために使用されます。

始める前に

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、メディアパス分析は NAT
環境ではサポートされません。

（注）

VSAエージェントが 2つのエンドポイントで動作中であり、NTPサーバに同期されているこ
とを確認します。VSAエージェントソフトウェアを、Cisco.comにあるCisco Prime Collaboration
Assuranceソフトウェアダウンロードサイトからダウンロードすることができます。インス
トールガイドラインについては、「Video SLA Assessment Agent 3.1インストールガイド」を
参照してください。

ステップ 1 選択 [診断（Diagnose）] > [Media Path Analyzer]。

ステップ 2 必要なアセスメントの詳細を入力します。

ステップ 3 表 96 :プロファイルの詳細を入力します。
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ステップ 4 [Start]をクリックします。

表 96 :プロファイルの詳細

説明フィールド

検査するプロファイル設定を表示します。送

信されるRTPパケットは、デバイスタイプに
基づいたものになります。

Profile

ネットワークに追加するデバイスまたはスト

リームの数。最大 5個のデバイスを追加でき
ます。

Count

DSCP値は、トラフィック品質のプライオリ
ティを示します。良質のビデオストリーミン

グを確保できるよう、最も高品質の DSCP値
が選択されます。

DSCP

CTS 500と 1000を導入するには CTS1000プロファイルを使用し、CTS 3000を導入するには
CTS3000プロファイルを使用する必要があります。プロファイルを作成、編集、および削除で
きます。

VSAエージェントの検査結果

個々のストリームについて、エンドポイント間で選択した方向のトポロジ（レイヤ2とレイヤ
3）を [トラブルシューティング（Troubleshooting）]タブで表示できます。

[ログ（Log）]タブを使用して、上位レベルおよび個別ストリームに対するトラブルシューティ
ングワークフローのステータスを詳しく表示することができます。。[VSAエージェントの検
査結果（VSA Agent Assessment Result）]では、[パス評価（Path Assessment）]タブでパスの詳
細を確認することもできます。テスト可能デバイス、テスト不可能デバイス、パケット損失の

しきい値に違反するデバイス、ジッターのしきい値に違反するデバイス、DSCPに違反するデ
バイスで、トラブルシューティングの概要情報を表示できます。

トラブルシューティングで判別されたデバイスに対して、一連のテストが実行されます。Path
Assessmentテストを開始するには、および会議のプロアクティブなトラブルシューティングが
完了した後に、[Path Assessmentテスト（Path Assessment Tests）]をクリックします。

[テスト結果（Test Result）]タブには、次のグラフが表示されます。これらのチャートには、
最後の 20件のテスト結果のみが表示されます。
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テストの要約

図 16 :テストの要約

ピークツーピークジッター

図 17 :ピークツーピークジッターグラフ
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パケットロス（Packets Lost）

図 18 :パケットロスグラフ

遅延

図 19 :遅延グラフ
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第 29 章

ログの収集

このセクションでは、次の点について説明します。

•ログの収集（685ページ）
•ログ収集センター/デバイスログコレクター（686ページ）
•トレースレベルの設定 （689ページ）
•ログ収集テンプレート（690ページ）
•コールログの収集（690ページ）

ログの収集
Cisco Prime Collaboration Assuranceを使用すると、コールログを収集して、Cisco Voice Portal
（CVP）、Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）、Cisco Unified Communications Manager
（Unified CM）、Cisco Unity Connection（CUC）、Cisco IM and Presence（Cisco IM & P）、Cisco
IOSゲートウェイでの障害を識別できます。この機能により、コールの問題のトラブルシュー
ティングができます。SIP Call Flow Analyzer機能を使用し、収集したコールをさらに詳しく調
べて、メッセージ内の問題点を特定することができます。また、問題の再現にも役立ちます。

SIP Call Flow Analyzer機能の詳細については、「コールシグナリングの分析」を参照してく
ださい。

具体的には、次のような点で役立ちます。

•コールの問題のトラブルシューティングのためのコストを削減する。
•コールの問題のトラブルシューティングのための時間を短縮する。

前提条件

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのユーザインターフェイスを使用して、デバイスのデ
バッグレベルを設定します。

この機能の要件およびサポートされる内容は次のとおりです。

小規模のプロファイル場合は 25 GB、中規模および大規模
のプロファイルの場合は 50 GB。

この機能に必要な最大ディスク

サイズ。
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100同時にログ収集対象にできるデ

バイスの最大数。

3同時に実行されるログ収集ジョ

ブの最大数

小規模のプロファイルの場合は 0.5 GB、その他のプロファ
イルの場合は 1 GB。

このサイズには、すべてのデバイスとコールが含

まれています。zipファイルのサイズが上記のサイ
ズを超えると、ログは複数の zipファイルに分割
されます。小規模のプロファイルの場合は 0.5 GB
のファイルに、その他のプロファイルの場合は 1
GBのファイルに分割されます。

（注）

1つのインスタンスでダウンロー
ドできる zip形式のログファイ
ルの最大サイズ。

• System CLIツール、または別の Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバ 10.5以降から収
集したログのみがサポートされています。

•デバイスのタイムゾーンは System CLIツールからは収集されません。
•この機能では、デバイスインベントリにないデバイスのログも提供します。
•オペレータおよびヘルプデスクユーザはデバイスからコールログを収集できません。ま
た、[デバイスログコレクタ（Device Log Collector）]メニューページへアクセスするこ
ともできません。

（注）

ログ収集センター/デバイスログコレクター
Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceを使用すると、次のページで使用できるデバイスログコレ
クタから通話ログを収集できます。 [診断（Diagnose）] > [デバイスログコレクター（Device
Log Collector）]次の Unified Communications(UC)コンポーネントの場合は、次のようになりま
す。

コンポーネントまたはログのタイ

プ

サポートされるリ

リース

デバイスタイプ

すべての9.x以降Cisco Unified Communications
Manager（Unified CM）

show loggingコマンドの出力15.1(4)M以降IOSゲートウェイ（TDM、CUBE
（Enterprise Edition）、VXML
GW）

すべて9.x以降Cisco Unity Connection（CUC）
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コンポーネントまたはログのタイ

プ

サポートされるリ

リース

デバイスタイプ

すべて9.x以降Cisco IM and Presence

[Devices]ペイン

[Devices]ペインでは次の情報を使用できます。

• [Hostname]：デバイスのホスト名
• [IP Address]：デバイスの IPアドレス
•デバイスタイプ
•のデバイスインベントリで管理 -デバイスがのデバイスインベントリで管理状態にある
かどうかを表示します。コラム値が [いいえ（No）]の場合、デバイスはのデバイスイン
ベントリにはなく、のデバイスログコレクタのみに追加されているか、デバイスはのデ

バイスインベントリでManaged状態にはないことを示します。
•接続ステータス -デバイスは、のデバイスログコレクタで提供されているクレデンシャ
ルを使用してアクセスできるかどうかを表示します。

• [TimeZone]：デバイスのタイムゾーンを表示します。

のデバイスインベントリにあるデバイス（UCコンポーネント）をのデバイスログコレクタ
に追加または更新するには、デバイスを選択するか、すべてのデバイスグループを選択し、

の [インベントリ管理に同期（Sync to Inventory Management）]をクリックします。のデバイ
スログコレクタおよびのデバイスインベントリにあるデバイスは、次の方法で同期されま

す。

•自動：のデバイスインベントリにあるデバイスは、1時間ごとに同期されます。
•手動：の [インベントリ管理に同期（Sync to Inventory Management）]ボタンをクリック
すると、のデバイスインベントリにある UCコンポーネントは、のデバイスログコレク
タにあるデバイスリストに追加されます。

定期的な同期は1時間ごとに実行されます。のデバイスインベントリ内のデバイスが削除され
ている場合、同期したとしてものデバイスログコレクタからデバイスは削除されません。新

しいデバイスがのデバイスログコレクタに追加またはデバイスが更新された場合、接続ステー

タスは同期後に更新されます。

•同期は、のデバイスインベントリからのデバイスログコレクタのみへと行われます。
•同期後に、のデバイスログコレクタのクレデンシャルは、のデバイスインベントリのク
レデンシャルによって上書きされます。したがって、デバイスインベントリとデバイス

ログコレクタでは、同じクレデンシャルの使用を推奨します。

•のデバイスインベントリでは、Managed状態にあるデバイスのみが同期されます。
• DWCデバイスインベントリ<内のデバイスが削除され、のデバイスログコレクタ内では
削除されていない場合でも、のデバイスログコレクタではログ収集を実行できます。

• DWCデバイスインベントリ IOSゲートウェイに CLIクレデンシャルがない場合、のデバ
イスログコレクタには同期されません。

（注）
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デバイスのグループ化

同じ時間に同じタイプの UCコンポーネントからログを収集するには、UCコンポーネントの
カスタムグループを作成して、デバイスグループを選択してコールを収集します。

事前定義されているグループを追加、編集、削除することも、グループ内のデバイスを変更す

ることもできません。

ユーザ定義のグループを作成、編集、または削除することができます。ユーザ定義のグループ

のデバイスは追加、または削除することができます。次を実行できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

詳細タスク

をクリックします。 [診断（Diagnose）] > [デバイスログコレクタ（Device
Log Collector）] > [グループ（Group）] > [新規作成（Create New）]。

グループの作成

をクリックします。 [診断（Diagnose）] > [デバイスログコレクター（Device
Log Collector）]の順にクリックしてデバイスまたはグループを選択し、[グ
ループ（Group）] > [グループの編集（Edit Group）]をクリックします。

グループの編集

をクリックします。 [診断（Diagnose）] > [デバイスログコレクター（Device
Log Collector）]の順にクリックしてデバイスまたはグループを選択し、[グ
ループ（Group）] > [グループの削除（Delete Group）]をクリックします。
所要時間

グループの削除

をクリックします。 [診断（Diagnose）] > [デバイスログコレクター（Device
Log Collector）]の順にクリックしてデバイスまたはグループを選択し、[グ
ループ（Group）] & [グループの削除（Delete Group）]をクリックします。
所要時間

グループへのデ

バイスの追加

をクリックします。 [診断（Diagnose）] > [デバイスログコレクター（Device
Log Collector）]でデバイスを選択し、[グループ（Group）] > [グループに追
加（Add to Group）]をクリックします。

グループからの

デバイスの削除

Device Group Centerからグループを選択します。グループのデバイスが
[Devices]ペインに表示されます。

グループ内のデ

バイスの表示

その他のタスク

次のタスクは、の [デバイスログコレクタ（Device Log Collector）]ページのデバイスペイン
から実行できます。[Devices]ペインからタスクの実行対象にするデバイスを選択し、必要に応
じて次の処理を実行します。

詳細タスク

デバイスのポート番号またはクレデンシャルの詳細を変更するには、[ク
レデンシャルの変更（Modify Credentials）]ボタンをクリックします。デ
バイスタイプは変更できません。

クレデンシャルの

変更
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詳細タスク

デバイスのタイムゾーンを変更するには、[タイムゾーンの変更（Modify
Time Zone）]ボタンをクリックします。デフォルトでは Cisco Prime
Collaboration Assuranceサーバのタイムゾーンが表示されます。

タイムゾーンの

変更

デバイスの接続テスト

指定されたクレデンシャルでデバイスにアクセスできるかどうかをテストするには、デバイス

を選択して [接続性テスト（Test Connectivity）]ボタンをクリックします。メッセージが表示
され、結果がユーザに通知されます。「[接続ステータス（Connectivity Status）」列の値は、必
要に応じて更新されます。

接続テストのトラブルシューティング

接続テストに失敗した場合は、次の内容を確認してください。

•ポート番号。
•デバイスのクレデンシャル情報が、のデバイスインベントリのものと同じであることを確
認します。

• Cisco Prime Collaboration Assurance Serverからデバイスへの pingが正常であること。

トレースレベルの設定
この機能は、デバイスの各コンポーネントに対してトレースレベルを設定する場合に便利で

す。次のデバイスに対してトレースレベルを設定できます。

• Cisco Unified Communications Manager

• IOSゲートウェイ

• Customer Voice Portal

• Cisco Unity Connection

• Cisco IM and Presence

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [診断（Diagnose）] > [デバイスログコレクター（Device Log Collector）]。

トレースレベルを設定する 1つ以上のデバイスを選択して [Set Trace Level to Devices]ボタン
をクリックします。[Set Trace Level to Devices]ポップアップウィンドウが表示されます。[デ
バイスタイプ（Device Type）]ドロップダウンリストからデバイスを選択します。選択したデ
バイスのコンポーネントがリストされます。発生した問題に関連するコンポーネントについ

て、適切なトレースレベル（[No Change]、[Default]、[Warning]、[Information]、[Debug]）を選
択して [Apply]ボタンをクリックします。
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トレースレベルの設定により、ネットワークのパフォーマンスが低下することがあります。（注）

ログ収集テンプレート
ログ収集テンプレートを使用して、複数のデバイスとコンポーネントのログをまとめて収集す

ることができます。ログを収集するには、テンプレートの使用が必要です。新しいテンプレー

トを作成することも、デフォルトのテンプレートを使用することもできます。

テンプレートを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

選択 [診断（Diagnose）] > [デバイスログコレクター（Device Log Collector）][トレーステンプレートの管
理（Manage Trace Template）]ボタンをクリックします。

ステップ 2 [Manage Trace Template]ペインで [Add]をクリックします。

ステップ 3 テンプレート名と説明を入力し、[Component]ペインでデバイスタイプとコンポーネントを選択します。
複数（またはすべて）のデバイスとコンポーネントを選択することもできます。コンポーネントの詳細に

ついては、の「ログ収集センター/デバイスログコレクター」を参照してください。

使用できるデフォルトのテンプレート（コールトレースと呼ばれる）があります。このテンプレートには

4つのデバイスタイプ（Unified CM、Unified CCE、CVP、IOSゲートウェイ）があり、あらかじめ選択さ
れているコンポーネントがあります。このテンプレートは変更できません。

ステップ 4 [Save（保存）]をクリックします。テンプレートが正常に保存されたことを通知するメッセージが表示さ
れます。[Manage Trace Template]ページの [Templates]の下に新しいテンプレートが表示されているのが確
認できます。

特定のテンプレートのコンポーネントを表示するには、テンプレートを選択して [Summary]をクリックし
ます。テンプレートを変更するには、テンプレートを選択します。テンプレート名、説明、およびコンポー

ネントを変更できます。テンプレートを削除するには、テンプレートを選択して [Delete]をクリックしま
す。

テンプレートを作成、編集、および削除できるのはスーパー管理者のみです。他のユーザは、テ

ンプレートの概要を表示することと、ログの収集用にテンプレートを使用することだけが可能で

す。

（注）

コールログの収集
ログの収集はオンデマンドで実行されます。
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グループ内の 1つ以上のデバイスを選択し、[Collect Logs]ボタンをクリックしてログを収集し
ます。[Collect Logs]ダイアログボックスが表示されます。必要な情報を入力します。ジョブ名
とファイル名は自動的に入力されますが、修正することもできます。ここで選択したタイム

ゾーンがログの収集に使用されます。

[Use Template]ドロップダウンリストからテンプレートを選択します。

[Run]をクリックします。ジョブがトリガーされるかどうかを通知するメッセージが表示され
ます。ジョブは、[Log Collection Jobs]ペインの下に一覧表示されます。[Progress Status]列に
は、ログの収集対象として選択されたデバイスの総数の中で、ログがダウンロードされたデバ

イスの数が示されます。たとえば、2 of 3（3台のうち 2台）となります。[Download to local]
ボタンをクリックすると、ジョブを選択してログを収集できます。zipで圧縮されたファイル
サイズが（小規模のプロファイルで）0.5 GBを超えている場合、または（中規模または大規模
のプロファイルで）1 GBを超えている場合は、複数の圧縮ファイルに分割されます。

ファイル名の拡張子 .zipは変更しないでください。zipで圧縮されたファイルを解凍すると、
拡張子 .gzが含まれていることがあります。

（注）

[Log Collection Jobs]ペインの下の [Delete]ボタンを使用してジョブを削除することができます。

これらのジョブは [ジョブ管理（Job Management）]ページ（[システム管理（System
Administration）] > [ジョブ管理（Job Management）]）にも一覧で表示されますが、このペー
ジからログファイルをダウンロードすることはできません。

ログ収集ジョブの詳細が必要な場合は、

https://<ip-address>/emsam/log/Troubleshoot/LogCollectionManagerImpl.logを参照してください。
<ip-address>には、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバの IPアドレスを指定します。この
URLは管理者ロールを持つユーザが表示することが可能で、ログ収集に関する問題をトラブル
シューティングする場合に役に立ちます。

（注）
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第 30 章

コールシグナリングの分析

このセクションでは、次の点について説明します。

•コールシグナリングの分析 （693ページ）
•サポートされるコールフロー （696ページ）
•コールラダーダイアグラムの作成（697ページ）
•コールラダーダイアグラムのメッセージのフィルタリング（700ページ）
•コールラダーダイアグラムについて（700ページ）

コールシグナリングの分析
SIP Call Flow Analyzerを使用すると、コールが失敗した原因を特定することができます。SIP
CallFlow Analyzerはコールの概要を分析し、同じツールを使用してコンポーネント内の細かい
レベルまでドリルダウンします。

SIP Call Flow Analyzerを使用すると、次のことができます。

•コールの発信者、中間の宛先、および最終的な宛先が含まれているシグナリングパスの概
要を表示し、コールの完全パスを理解できるようにします。

•シグナリングのコールラダーダイアグラムを表示し、コール内の問題を分離します。
•コール内の個々のコンポーネントにドリルダウンしてエラーを修正します。
•エラーメッセージ、考えられる根本原因、および推奨事項を表示します。
•シグナリングエラーおよび機能の不整合を自動で特定し、強調表示します。
• Unified CCEのログを追加して、Unified CCEの導入に対してコールラダーダイアグラム
を生成します。

Unified Communicationsの次のコンポーネントから取得したコールログを分析します。

コンポーネントまたはログの

タイプ

Advancedモードでサポートさ
れているリリース

デバイスタイプ

ルータ9.x以降Cisco Unified Contact Center
Enterprise（Unified CCE）

すべて9.x以降Cisco Voice Portal（CVP）
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コンポーネントまたはログの

タイプ

Advancedモードでサポートさ
れているリリース

デバイスタイプ

コールログと SDLログ9.x以降Cisco Unified Communications
Manager（Unified CM）

show loggingコマンドの出力15.1(4)M以降IOSゲートウェイ（TDM、
CUBE（Enterprise Edition）、
VXML GW）

前提条件

• Unified CCEおよび CVPデバイスのコールログを分析するには、Contact Center Assurance
ライセンスを追加する必要があります。ただし、Unified CMではこの機能を継続して使用
することができます。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイスの設定についての詳細は、次の場所にある
リストを参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

•次のセクションで説明されている設定を完了していることを確認します。

• Unified CCEに対するデバッグレベル 3の設定：「Configure Debug Level 3 for UCCE
Using System CLI」

• CVPに対するデバッグレベル 3の設定：「Configure Debug Level 3 for CVP Using System
CLI」

• IOSゲートウェイの設定：「Configure IOS Gateway」
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• Advancedモードではサポートされているどのデバイス（Unified CM、CVP、IOSゲート
ウェイ、Unified CCE）からでもログの分析ができますが、

• SIP over TCPのメッセージのみが解析されます。
• Unified CM：SDL/SDIとコールログの両方が使用できる場合、SDL/SDIログからコールが
解析されます。SDL/SDIログのデータが利用できない場合は、コールログが使用されま
す。

• System CLIツール、または別の Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバ 11.0から収集し
たログのみがサポートされています。

•デバイスのタイムゾーンは System CLIツールからは収集されません。
• Contact Center Assuranceライセンスの有効期限が切れた場合、SIP Call Flow Analyzerは

Contact Centerのデバイス（UCCE、CVP）から受信したログの分析ができなくなります。
ライセンシングの詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assurance Guide-Advanced』
の「Manage Licenses」の章を参照してください。

•オペレータおよびヘルプデスクユーザはデバイスからコールログを収集できません。ま
た、シグナリングコールラダーダイアグラムと SIP Call Flow Analyzerのメニューペー
ジへアクセスすることもできません。

（注）

この機能の要件およびサポートされる内容は次のとおりです。

小規模のプロファイル場合は 18 GB、中規模および大規模
のプロファイルの場合は 35 GB。

この機能に必要な最大ディスク

サイズ。

小規模のプロファイルの場合は0.5 GB、その他のプロファ
イルの場合は 1 GB。

インポート可能な最大ファイル

サイズ。

25ラダーの生成で一度に選択できる

コールの最大数。

100同時にログ収集対象にできるデバ

イスの最大数。

小規模のプロファイルの場合は0.5 GB、その他のプロファ
イルの場合は 1 GB。

このサイズには、すべてのデバイスとコールが含

まれています。zipファイルのサイズが上記のサ
イズを超えると、ログは複数の zipファイルに分
割されます。小規模のプロファイルの場合は 0.5
GBのファイルに、その他のプロファイルの場合
は 1 GBのファイルに分割されます。

（注）

1つのインスタンスで解析できる
zip形式のログファイルの最大サ
イズ。

10,000ユーザインターフェイスに表示

されるコールレコードの最大数。
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一度に実行できる分析ジョブは 1つだけです。同時にサポートされるジョブの最

大数。

これはファイルのサイズによって異なりますが、1 GBの
1つのファイルに対して約 2時間と推定されます。

1つのログファイルの分析を実行
するための時間。

サポートされるコールフロー
コールトレース機能により、SIPベースのコールを分析することができます。

同じコールのすべてのコールレッグの分析（エンドツーエンドのコール分析）の相関関係は、

コールフロー 1と 2のみでサポートされます。これらのコール（コールフロー 1と 2）に対す
るエンドツーエンドのコール分析をサポートするには、異なる製品間で CISCO-GUID（SIP
Messageプロパティ）を同じにする必要があります。エンドツーエンドのコール分析は、コー
ルフロー 1および 2以外の他のコールフローではサポートされません。

（注）

次のコールフローをサポートします。

図 20 :コールフロー 1

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
696

診断の実行

サポートされるコールフロー



図 21 :コールフロー 2

図 22 :コールフロー 3

図 23 :コールフロー 3 A

図 24 :コールフロー 4

図 25 :コールフロー 5

図 26 :コールフロー 5 A

図 27 :コールフロー 6

コールラダーダイアグラムの作成

ステップ 1 データソースを選択します。次のオプションから選択します。
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• [Live Log Collection]：[Group Type]フィールドが表示されます。ドロップダウン矢印をクリックし、
[Device Group]ダイアログボックスからデバイスグループを選択します。選択したデバイスグループ
で使用できるデバイスが表示されます。一覧されるオプションからデバイスを選択します。

1つまたは複数のデバイスを選択できます。（注）

• [Local File System]：表示されるオプションからログファイルを選択できます。これには、デバイスロ
グコレクタや、ライブログコレクションから収集されたログファイルも含まれます。また、[Import]
をクリックしてローカルファイルからファイルをインポートできます。[Import]ダイアログボックス
で、zipされたログファイルを参照します。導入のモードに基づいて、[Import]ダイアログボックスの
[domain/customer]ドロップダウンリストを使用して、カスタマーまたはドメインをインポートされた
ログに関連付けることができます。インポートされたファイルは、[Log File System]の下で使用できる
オプション内で更新されます。デバイスログコレクタの詳細については、ログ収集センター/デバイ
スログコレクター（686ページ）を参照してください。[Export]ボタンを使用してログファイルをエ
クスポートすることもできます。

インポートについては、.gz、.gzo、および .zipの各ファイル形式がサポートされています。エクスポート
されるファイルも .gz、.gzo、および .zipファイル形式です。接続できるログファイルは 1つだけです。zip
で圧縮されたファイルサイズが（小規模のプロファイルで）0.5 GBを超えている場合、または（中規模ま
たは大規模のプロファイルで）1 GBを超えている場合は、インポートタスク用に、（小規模のプロファイ
ルで）0.5 GB、（中規模または大規模のプロファイルで）1 GBの複数のファイルに分割されます。

ログファイルシステムを選択した場合は、ログファイルの削除もできます。フォルダおよび処理したレ

コードのクリーンアップに時間がかかるため、このタスクの完了には長時間かかる場合があります。

ステップ 2 （オプション）[Filter Calls]：次のパラメータを使用して、前述のデータソースから、選択したファイルの
コールを検索します。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

ライブログの収集の間に、[発信番号/URI（Calling Number/URI）]フィールドを使用して、結果を
フィルタリングすることができます。これは、発信者番号/URI、着信者番号/URI、コール ID、お
よび GUIDのフィールドに適用されます。検索を実行する前に、次のガイドラインに従っている
ことを確認してください。

•発信番号の 1桁以上の番号を指定します。

•「*」などの特殊文字は検索に使用できません。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP3以降の場合

説明フィールド

SIP-URIは、SIPを介して他の人をコールするための SIPのアドレッシングスキーマ
です。デフォルトでは [ALL]が表示されます。

Calling Number/URI

デフォルトでは [ALL]が表示されます。Called Number/URI

コールのエラーコード（200 OKなど）。Disconnect Code

1つのCisco UC製品内でコールを一意に識別する ID。コールの各コールレッグには
異なるコール IDがあります。

Call ID
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複数の製品間でコールを一意に識別する ID。GUI ID

デフォルトでは、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバのタイムゾーンが表示さ
れます。

Time Zone

ハートビートメッセージ OPTIONSおよび NOTIFYが含まれます。このフィールド
を選択すると、この機能のパフォーマンスが低下することがあります。

Heartbeat Messages

時間の範囲を指定できます。[Local File System]を選択した場合、過去の時間の詳細
オプションは使用できません。コールが発生した時間範囲を選択するようにしてく

ださい。

時間範囲

選択したログに含まれているデバイスタイプがここに一覧されます。特定のデバイ

スタイプを選択して、そのデバイスタイプが含まれているコールをフィルタリング

することができます。

パースするデバイス

タイプ

デフォルトでは、この値は 500に設定されます。値を大きくすると、レコードの表
示に時間がかかることがあります。したがって、適切なフィルタを設定することを

お勧めします。

コールの最大数

デフォルトでは、[Initial Message]は INVITE（特定のコール IDに対するコールの最
初のメッセージ）として選択されます。[Initial Message]として別の値を選択するこ
ともできます。

Initial Message

ログが収集されるタイミング、場所、および理由を表すコメントを追加できます。Comment

ステップ 3 [Retrieve Calls]ボタンをクリックします。[Live Log Collection]オプションを選択した場合、[Log Parsing In
Progress]ステータスバーが表示されます。ログの解析処理が完了すると、[Log Download In Progress]ステー
タスバーが表示され、処理が完了したことが示されます。[Local File System]オプションを選択した場合、
すぐに [Log Download In Progress]ステータスバーが表示されます。アップロードしたログファイル、また
は既存のログファイルを解析しようとしても、ファイルはすでに解析されているため、[Log Analysis In
progress]ステータスバーは表示されません。

IOSゲートウェイと Unified CMコールのログには、古いデータが含まれている可能性があります。特定の
期間のコールリストを取得するには、適切なフィルタを適用する必要があります。

[Local File System]オプションの場合は、ファイルは最初に解凍され、解析されてから、分析されます。

[Live Log Collection]オプションの場合は、ファイルは最初にダウンロードされ、解凍、解析されてから、
分析されます。

ステップ 4 コールリストが表示されます。このリストからコールを選択し、表示されたコールについて [Show Ladder
Diagram]をクリックします。[Call Ladder diagram]ページが表示されます。

新しいタブにコールラダーダイアグラムが表示されます。

コールプロセッサ（導入環境内のUnified CM）を使用している場合は、コールの各コールレッグ
に異なるコール IDが付けられます。そのため、完全なコールのコールラダーダイアグラムを表
示するには、[Call List]からすべてのコールレッグを選択し、[Show Ladder Diagram]ボタンをク
リックします。

（注）

コールリストが表示されているときに [Show Transition Diagram]ボタンをクリックすることにより、コー
ルのメッセージ遷移を表示することもできます。Unknownエラーは Unexpectedエラーと同じです。
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図 28 :遷移ダイアグラム

コールが表示されない場合は、次の内容を確認します。

•フィルタが正しく適用されている。

•選択したタイムゾーンの範囲が、実際のデバイスのタイムゾーンと一致している。

•機能を使用する前に、デバイスで適切なデバッグレベルが設定されていた。Cisco Prime Collaboration
Assurance Collaborationのデバイスのセットアップとデバイスの設定のリストに関しては、次のリンク
先を参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定

コールラダーダイアグラムのメッセージのフィルタリン

グ
特定のメッセージについてコールラダーダイアグラムを作成することができます。

ステップ 1 コールラダーダイアグラムのメッセージを次のパラメータでフィルタリングすることもできます。

• [Components]：コール内のデバイスの IPアドレス（送信者および受信者）。
• [Key Value Pair]：コールの属性。これには、Call IDと GUIDが含まれます。

ステップ 2 パラメータを選択して [Apply]をクリックします。適用したフィルタに従ってダイアグラムが生成されま
す。

コールラダーダイアグラムについて
コールラダーダイアグラムは、選択したコールの（回線側とトランク側の両方の）SIPシグナ
リングを視覚化する場合に便利です。
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図 29 :コールラダーダイアグラム

次の内容を表示することができます。

•メッセージの方向
•送信者と受信者
•個々のメッセージのタイムスタンプ。コールラダーダイアグラムには UTCタイムゾー
ンのみが表示されます。

•メッセージとメッセージラベル。メッセージの矢印をクリックすると、[Call Details]ポッ
プアップウィンドウが起動してコールの詳細が示されます。次を実行できます。

•コールの詳細を表示する。
•このウィンドウでコール IDをフィルタリングする。
•デバイスのタイムスタンプとタイムゾーンを表示する。このタイムスタンプはUTC
に変換され、表示されます。

• [Click here for log]をクリックし、クリックした（黄色で強調表示された）メッセー
ジのログスニペットを表示する。

[Logs]タブをクリックして、選択したメッセージのログスニペットを表示することができま
す。最初にクリックしたときには、ログは表示されません。

デフォルトでは、[Call Details]ポップアップウィンドウの [Click here for log]ボタンをクリッ
クすると、選択した最後のメッセージのログスニペットが表示されます。特定のメッセージの

ログを表示するには、コールラダーダイアグラムでメッセージの矢印をクリックして [Call
Details]ポップアップウィンドウを表示します。ここで [Click here for log]ボタンをクリック
します。

（注）
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ログにデバイスタイプの詳細がない場合は、コールラダーダイアグラムに、マークのないグ

レーのデバイスアイコンが表示されます。これは、デバイスが不明であることを表します。

（注）

ダイアログを作成するときに [Device Types to Parse]フィールドで特定のデバイスのみを選択し
てコールをフィルタリングすると、コールのコンポーネント（[Device Types to Parse]フィール
ドで選択されていないデバイス）が示されて、コールをトラブルシューティングする場合に役

に立つことがあります。そのデバイスに関するログが解析、表示され、デバッグに使用するこ

とができます。これらのデバイスには、プラス記号のアイコンが表示されます。プラス記号を

クリックして、コールラダーダイアグラムを展開します。点線は、新しいコンポーネントが

拡張の一部として追加されたことを表します。メッセージのタイムスタンプの順序に基づい

て、デバイスの並べ替えが行われることもあります。

図 30 : [Call Details]ポップアップウィンドウ

コールにエラーがある場合、メッセージの矢印が赤で表示されます。矢印をクリックし、[Call
Details]ポップアップウィンドウを開いてエラーの根本原因や推奨事項を確認して、コール障
害の原因のトラブルシューティングに有効に使用することができます。

各コール IDは異なる色で表示され、スキーマはダイアグラムの下に示されます。

ダイアグラムのズームインとズームアウトができます。
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第 IX 部

サーバの保守
•ジョブの管理（705ページ）
•パージポリシー（713ページ）
•バックアップと復元の実行（717ページ）
•ログレベルの設定（725ページ）





第 31 章

ジョブの管理

このセクションでは、次の点について説明します。

•ジョブの管理（705ページ）

ジョブの管理
Cisco Prime Collaboration Assuranceを使用すると、[ジョブ（Jobs）]ペインですべての即時ジョ
ブおよび定期ジョブの詳細を表示できます。手動でスケジュールされるジョブは、検出、イン

ベントリ更新、会議インポートです。ポーリングジョブは、ユーザ設定値に基づいて、トリ

ガーされます。

表 97 : Job Details [ジョブ管理（Job Management）]ページ（に表示されるフィールドの説明を
示します。[システム管理（System Administration）] > [ジョブ管理（Job Management）]。最
新情報を取得するには、ページを更新します。

表 97 : Job Details

説明フィールド

Cisco Prime Collaboration Assuranceで定義され
たジョブの説明です。

Name

ジョブのタイプを示します。Type

ジョブの説明です。Description
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説明フィールド

ジョブのステータスです。次のいずれかにな

ります。

• Completed：ジョブが完了しました。ジョ
ブが完了しても、成功したとは限りませ

ん。ジョブがいくつかのデバイスで失敗

している可能性もあります。ジョブの詳

細は、ページの左端にある矢印をクリッ

クして [Job Instances]テーブルで表示でき
ます。

• Cancelled：ジョブがキャンセルされまし
た。スケジュール済みジョブをキャンセ

ルできます。ただし、実行中のジョブま

たはシステムジョブ（たとえば、ポーリ

ングジョブ）はキャンセルできません。

• Scheduled：ジョブは、特定の時刻に実行
されるようにスケジュールされています。

ジョブは一度で実行されるか、または複

数回繰り返し実行されるようにスケジュー

ルできます。

• Suspended：ジョブは一時的に停止されま
した。後で実行を再開できます。

• Running：ジョブが実行中です。

Status

ジョブを作成したユーザです。事前定義され

たシステムジョブの場合、[Creator]には
[SYSTEM]と表示されます。

Owner

ジョブが最初に実行をスケジュールされてい

る時刻。

Job Start Time

ジョブがアクティブになっている時間です。

スケジュールされているすべてのジョブのイ

ンスタンスを実行したら、ジョブは非アクティ

ブになります。

Job End Time

以降のジョブインスタンスの開始時刻です。

これは、定期的に繰り返されるジョブに適用

されます。即時ジョブまたはワンタイムジョ

ブのいずれかの場合、[Job Start Time]および
[Next Scheduled Time]に表示される時刻は同じ
です。

Next Scheduled Time
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説明フィールド

ジョブが定期的または一度実行するようにス

ケジュールされているか示します。

Schedule Type

[Job Details]ペイン

定期ジョブの場合、ジョブインスタンスカウ

ントが表示されます。定期ジョブではない場

合、ゼロを表示します。

Run ID

同じジョブのジョブインスタンスのステータ

スです。この列のクイックビューアイコンに

マウスを合わせると、ジョブインスタンス結

果が表示されます。

Status

ジョブの段階と、完了率を示します。Status Progress

ジョブが成功したか、失敗したかを示します。Results

同じジョブのジョブインスタンスの開始時刻

です。

Start Time

同じジョブのジョブインスタンスの終了時刻

です。

End Time

同じジョブのジョブインスタンスの開始時刻

と終了時刻との間で経過する時間です。

Duration

パージポリシーの詳細については、「パージポリシーテーブル（713ページ）」を参照して
ください。

（注）

ジョブをスケジュールする

[ジョブの詳細（Job Details）]ペインの [スケジュールと設定（Schedule and Settings）]タブで、
ジョブのスケジュールやオプションの設定ができます。

スケジュールと設定のタブは、検出ジョブに対してのみイネーブルになります。検出ジョブを

スケジュールできるのは、[インベントリ管理（Inventory Management）]ページのみです。[ジョ
ブ管理（Job Management）]では、ジョブのスケジュールはできません。

（注）

次のいずれかのステータスを持つ検出ジョブのスケジュールのみを変更できます。

•スケジュール済み
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•不合格

ジョブをスケジューリングする手順は次のとおりです。

ステップ 1 [ジョブ（Jobs）]ペインでジョブを選択し、[詳細（Details）]ペインの [スケジュール（Schedule）]タブを
クリックします。

ステップ 2 [Schedule Options]で、開始時刻、終了時刻、繰り返しを選択します。

[Daily]、[Weekly]、[Monthly]のいずれかの繰り返しを設定し、日付と頻度を指定します。必要に応じてジョ
ブを数時間おきにスケジューリングするには、[Hourly]を選択する必要があります。

スケジュールが定義されます。繰り返しを [None]に設定すると、他の頻度の詳細を指定できません。

次のタイプの定期的な間隔を設定できます。

表 98 :定期的な間隔のタイプとスケジュール

スケジュール定期的な間隔のタイプ

他の周波数の詳細を指定することはできません。なし

ジョブは、指定した開始時刻に最初に開始され、そ

の後、指定した間隔、つまり、指定した数時間ごと

（日、時、分）に開始されます。

毎時

ジョブは 1日に 1回実行されます。

ジョブが毎日 HH:MMの形式で指定された時刻に開
始することを意味します。

日ごとの時間間隔では、スケジューラは毎日指定し

た時間に開始時刻を想定して実行されます。

毎日

ジョブは 1週間に 1回実行されます。

ジョブが週の指定された曜日に開始することを意味

します。

曜日を指定する際は、1は日曜日、2は月曜日とい
うように、整数を 1つ選択して指定します。

たとえば、スケジューラは、毎週金曜日（選択した

曜日が金曜日の場合）の指定した時刻に開始するこ

とを想定しています。

毎週
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スケジュール定期的な間隔のタイプ

ジョブは月に 1回実行されます。

各月の指定された日にジョブを開始することを示し

ます。

月の1週目、2週目、3週目、または 4週目のいずれ
かを指定すると、ジョブは毎月特定の曜日に開始さ

れます。

たとえば、月間隔で設定すると、スケジューラは、

毎月特定の週の特定の日の特定の時間に開始するこ

とを想定します。

毎月

ステップ 3 [設定（Settings）]タブをクリックし、オプションの選択に進みます。

定義した設定に従ってジョブが実行されます。このジョブのステータスは、[Jobs]ペインで [Scheduled]に
設定されます。

CMEPhoneDiscoveryおよび PhoneXMLの探索ジョブは、4時間ごとに定期的な間隔でスケジュー
ルされます。繰り返しが [なし（None）]に設定されている場合は、これをスケジュールに戻すこ
とはできず、Cisco Prime Collaboration Assuranceを再起動する必要があります。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

タイムテーブルの定義

1つまたは複数のジョブで使用するタイムテーブルをスケジューラで定義できます。スケジュー
ラは現在の時刻を考慮します。

たとえば、現在の日付と時刻が「2017/06/23、13:48:00 IST」の場合、ジョブは次のように開始
されます。

スケジューラ

開始時間：2017/06/20 06:27 PM

繰り返し：時間

毎時：5時間

ジョブの開始時間：2017-Jun-20 13:27:00 IST

次のスケジュール時間：2017-Jun-20 15:27:00 IST

ジョブは [ジョブの開始時間（Job Start Time）]に 1回実行します。

次のスケジュール時間は、[Start Time（開始時間）]とは関連しません。時間数をかけた時刻に
開始します。このジョブの次のスケジュール時間のシーケンスは、次のとおりです。
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1. 2017-Jun-20, 15:27時間（次のスケジュール時間）

2. 2017-Jun-20, 20:27時間 (15:27 + 5 )

3. 2017-Jun-21, 00:27時間（時刻は 00:27時間にリセット）

4. 2017-Jun-21, 05:27時間 (00:27 + 5 = 05:27)

5. 2017-Jun-21, 10:27時間（05:27 + 5 = 10:27）

スケジューラは、1つ前のジョブが完了しない限り、次のジョブを開始しません。

たとえば、ジョブを22:00から開始し、1分間隔で完了するようにスケジュールしたとすると、
ジョブの完了には 2分かかります。スケジューラは最初のジョブを 22:00に開始し、実際には
00:02に完了します。

（注）

ジョブのキャンセル

[ジョブのキャンセル（Cancel Job）]を使用し、スケジュール済み状態にある検出ジョブを取り
消すことができます。ただし、ステータスが次のいずれかの場合、ジョブはキャンセルできま

せん。

•キャンセル済

•完了

•失敗

•実行中

また、次のジョブはキャンセルできません。

• Polling：Pollingという単語で始まるすべてのジョブ。Polling_CTS-HEALTH_、
Polling_TelepresenceSystem_、Polling_CtsMAN-HEALTH_など。

• Purging：Purgingという単語で始まるすべてのジョブ。

事前定義済みのクイックフィルタ

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次の定義済みのクイックフィルタをサポートしていま
す。

• [All Discovery Jobs]：検出ジョブの例はDiscoveryFrmBackgroundPathtraceです。デバイスの
検出や再検出の実行時、またはインベントリタスクの更新時に、

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

[インベントリ（Inventory）] > [インベントリスケジュール（Inventory Schedule）] > [IP
フォンインベントリスケジュール（IP Phone Inventory Schedule）]。
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ジョブインスタンスの結果を表示する：[ジョブの詳細（Job Details）]ペインの [実行ID

（Run ID）]列の値にマウスポインタを合わせてから、[クイックビュー（Quick View）]
アイコンをクリックすると、[全体のデバイスサマリー（Total Device Summary）]と [エン
ドポイントデバイスのサマリー（Endpoint Device Summary）]を表示できます。

•すべてのポーリングジョブ：ポーリングジョブの例として、MCU_Conference_Importが
あります。ポーリングジョブは、システムが設定された時点で自動的に作成されます。

• [All Report Jobs]：レポートジョブは、レポートが実行されると一覧に示されます。

•すべてのポーリングジョブ：セッションインポートジョブの例は
MNGD_Synch_CtsMAN-MEETINGです。セッションは、 Cisco TMSからインポートされ
ます。これらの管理アプリケーションごとに、個別にジョブが作成されます。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

すべての会議インポートジョブ：会議インポートジョブの例は、

MNGD_Synch_TMS-MEETINGです。会議は、Cisco TMSからインポートされます。これ
らの管理アプリケーションごとに、個別にジョブが作成されます。

• [All System jobs]：検出、ポーリングなどのシステム生成ジョブ。システム生成ジョブは、
システムがジョブを実行するとすぐに一覧に示されます。

• [All User Jobs]：ユーザジョブの例は RediscoverDevices_1347339631540です。ユーザジョ
ブは、ユーザがジョブを実行するとすぐに一覧に示されます。

• [Jobs Run in Last 24 Hours]：過去 24時間に実行されたジョブの例は、Discovery 2012-Sep-13
10:32:40 UTCです。最後に完了した時間（最後の実行インスタンス）が（現在の時刻か
ら）過去 24時間以内に収まるすべてのジョブを一覧に示します。

関連トピック

デバイスの検出
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第 32 章

パージポリシー

このセクションでは、次の点について説明します。

•パージポリシー （713ページ）
•パージポリシーテーブル（713ページ）

パージポリシー
Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、次のパージポリシーを使用しています。

パージポリシーテーブル
表 99 :パージポリシーテーブル

パージポリシーモジュール

クリアされたアラームは、30日間（4週間）でパージされま
す。

イベントは 60日間（8週間）でパージされます。

障害のモニタリング

アラームがパージされると、すべての関連イベントもパージ

されます。アクティブなイベントとアラームはパージされま

せん。

あるデバイスのいずれかのパフォーマンスカウンタに対す

るしきい値ルールがパージされると、関連するアクティブな

アラームもパージされます。
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パージポリシーモジュール

1日以上経過したすべての会議のエンドポイント統計データ
はパージされます。

ネットワークの監視

14日以上経過したすべてのセッションおよびトラブルシュー
ティング情報は、1時間ごとにパージされます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

14日以上経過したすべての会議情報は 1時間ごとにパージ
されます。

30日以上経過したコール品質のイベント履歴、および音声/
ビデオ電話の監査レポートデータはパージされます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

30日以上経過したコール品質イベント履歴とエンドポイン
トに関連する監査レポートデータは削除されます。

ダッシュボード

7日より古い CDRレポートはパージされます。

7日より古い CMRレコードはパージされます。

センサーのデータで、7日より古いものはパージされます。

Cisco Prime NAM/vNAMのデータで、7日より古いものはパー
ジされます。

パフォーマンスダッシュボードが 30分以上開いていない場
合は、次にカスタムダッシュボードが起動されるときに

キャッシュメモリがパージされます。

カスタムダッシュボードのカウンタに対して履歴トレンド

オプションが無効になっている場合、またはダッシュボード

が削除されている場合は、データベース内のポーリングされ

たすべてのデータがパージされます。

IP SLA Voiceテストデータ - Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、31日以上経過したすべてのデータファイル
（保存されたテストデータ）をパージします。31日以上経
過したデータを保持するには、テストを別のサーバで保存す

る必要があります。

診断の実行
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パージポリシーモジュール

14日以上経過しており、ステータスが完了済み、失敗、ま
たはキャンセルのジョブは、1時間に 1回パージされます。

サーバの保守

イベントおよびアラームデータベース -アクティブおよびク
リアされたすべてのイベントとアラームは、Cisco Prime
Collaboration Assuranceデータベースに保管されます。イベ
ント間の関係は保存されます。アラームおよびイベントブ

ラウザではデータベースの内容を確認できます。このデータ

の消去間隔は 4週間です。

32日より古いジョブはパージされます。ジョブ管理
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第 33 章

バックアップと復元の実行

このセクションでは、次の点について説明します。

•バックアップと復元の実行（717ページ）

バックアップと復元の実行
Cisco Prime Collaboration Assuranceのユーザインターフェイスを使用して、定期的なバックアッ
プをスケジュール、

Cisco Prime Collaboration Analyticsデータは、SSHを使用してリモートサーバ上にバックアッ
プされます。これは Cisco Prime Collaboration Assuranceのバックアップリポジトリを使用しま
せん。分析データは、ユーザインターフェイスを使用してのみバックアップでき、CLIを介し
てデータを復元することができます。

Cisco Prime Collaboration Analyticsのバックアップ用には Linuxサーバが推奨されています。

Cisco Prime Collaboration AnalyticsはWindowsサーバでバックアップすることもできます。お
よびCygwin UNIXシェルのみを使用して提供されます。Windowsサーバのバックアップサポー
トでは、その他の SSHツールまたは Unixシェルを使用することはできません。

（注）

関連トピック

会議の監視

ビデオエンドポイントのトラブルシューティングワークフロー（657ページ）
パージポリシー （713ページ）
概要（43ページ）

バックアップと復元の概要

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、次のパージポリシーを使用しています。

• 1日以上経過したすべての会議統計とエンドポイント統計データはパージされます。
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• Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

14日以上経過したすべての会議およびトラブルシューティング情報は、1時間ごとにパー
ジされます。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以前の場合

30日以上経過したコール品質のイベント履歴および音声/ビデオ電話の監査レポートデー
タは、パージされます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

30日以上経過したコール品質イベント履歴とエンドポイントに関連する監査レポートデー
タは削除されます。

• 14日以上経過したクリア済みアラームおよびイベントは、1時間に 1回パージされます。
アラームがパージされると、すべての関連イベントもパージされます。アクティブなイベ

ントとアラームはパージされません。

• 14日以上経過しており、ステータスが完了済み、失敗、またはキャンセルのジョブは、1
時間に 1回パージされます。

バックアップと復元サービスを使用して、データベース、コンフィギュレーションファイル、

ログファイルをリモートロケーションとローカルディスクのいずれかにバックアップできま

す。バックアップサービスでバックアップされるのは次のフォルダのファイルです。

Assuranceバックアップのデータタイプ

Assuranceデータベース

コンフィギュレーションファイル

Analyticsバックアップのデータタイプ

Analyticsデータベース

ログファイル

レポート（スケジュール済みレポートとカスタムレポート）

ロゴ

バックアップ期間

Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバが管理する対象デバイスの数に応じて、データバッ
クアップの所要時間は次のとおりとなります。

•最大 150,000エンドポイント：4時間

•最大 80,000エンドポイント：2.5 - 3時間

•最大 20,000エンドポイント：2時間
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•最大 3,000エンドポイント：1時間

ネットワーク遅延が 20 msを超えると、上記の時間を満たすことができません。Note

バックアップをスケジュールする場合、この操作によって Cisco Prime Collaboration Assurance
のユーザインターフェイスのパフォーマンスが低下する可能性があるため、業務時間外を推奨

します。

FTP、ディスク、SFTP、または TFTPサーバでのリポジトリの作成

Cisco Prime Collaborationのデータをバックアップする前に、リポジトリを作成する必要があり
ます。デフォルトでは、バックアップサービスは *.tar.gpgファイルを設定されたリポジトリ
に作成します。バックアップされたファイルは圧縮形式になっています。CD-ROM、ディス
ク、HTTP、FTP、SFTPまたは TFTPにあるリポジトリを使用できます。

ステップ 1 インストール中に作成したアカウントを使用してCisco Prime Collaborationサーバにログインします。デフォ
ルトのログインは adminです。

ステップ 2 次のコマンドを入力して、ローカルにリポジトリを作成します。

admin# config t admin(config)# repository RepositoryName admin(config-Repository)# url disk:
admin(config-Repository)# exit admin(config)# exit

次のコマンドを入力して、FTPサーバにリポジトリを作成します。
admin# config t admin(config)# repository RepositoryName admin(config-Repository)# url
ftp://ftpserver/directory admin(config-Repository)# user UserName password {plain | hash} Password
admin(config-Repository)# exit admin(config)# exit

それぞれの説明は次のとおりです。

• RepositoryNameとは、ファイルをバックアップする場所を指します。この名前には最大 30文字までの
英数字を指定できます。

• ftp://ftpserver/directoryとは、FTPサーバおよびサーバ上のディレクトリで、ここにファイルを転送しま
す。FTPの代わりに SFTP、HTTP、または TFTPを使用することもできます。

•ユーザ名と {plain | hash}パスワードは、FTP、SFTP、または TFTPサーバのユーザ名とパスワード
です。hashで暗号化されたパスワードを指定し、plainで非暗号化されたプレーンテキストのパス
ワードを指定します。

次に例を示します。

admin# config t admin(config)# repository tmp admin(config-Repository)# url
ftp://ftp.cisco.com/incoming admin(config-Repository)# user john password plain john!23
admin(config-Repository)# exit admin(config)# exit
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リポジトリデータの一覧表示

リポジトリ内のデータを一覧表示できます。Cisco Prime Collaborationサーバに adminとしてロ
グインし、次のコマンドを実行します。

admin# show repository RepositoryName

次に例を示します。

admin# show repository myftp assurance_Sun_Feb_09_14_20_30_CST_2014.tar.gpg

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsユーザインター
フェイスを使用したスケジュールのバックアップ

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

ユーザインターフェイスからAssuranceおよびAnalyticsの両方にバックアップをスケジュール
し、実行できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

バックアップするには、管理者としてログインする必要があります。

新しいバックアップジョブを作成するには、次のようにします。

ステップ 1 選択 [システム管理（System Administration）] > [バックアップ設定（Backup Settings）]。

ステップ 2 [Backup]ページで [New]をクリックします。

ステップ 3 バックアップジョブの名前を入力します。

バックアップ名が指定されていない場合、[Backup Title]フィールドは、デフォルトにより日付スタンプに
設定されます。

ステップ 4 ドロップダウンリストから [Backup Category]を選択します。

ステップ 5 [Assurance Connection Settings]ペインで次の詳細情報を入力します。

sFTP、FTP、またはローカル接続を使用してバックアップを作成できます。

[sFTP]または [FTP]を選択した場合は、次の詳細情報を入力します。

•バックアップファイルの格納先サーバの IPアドレス

•バックアップの場所へのパスバックアップは、
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（注） 指定されたユーザホームディレクトリで実行されます。例としては、

[説明（Description）]フィールドの

SSHのユーザ名を入力します。たとえば、
「user1」または任意の名前を指定します。

SSHユーザ名

パスの名前を入力します。例としては、

「/backup」などです。

その後、アシュアランスのバックアップの場

所は /backup/assurance_backupになります。

[パス（Path）]

バックアップは、/user1/backup/assurance_backupに保存されます。

•ポート（sFTPの場合のみ）

•ユーザ名

•パスワード

クレデンシャルを使用して sFTPまたは FTP接続をテストするには、[テスト（Test）]をクリックします。

ローカルを選択した場合は、ローカルマシンにバックアップファイルを保存する場所を指定します。

ローカルバックアップの場合は、[Backup History]ドロップダウンリストを使用して、保存するバックアッ
プファイルの数を指定できます。デフォルトでは、最後の 2個のバックアップファイルが保存されます。
バックアップファイルは、最大 9個まで保存できます。

[Analytics Connection Settings]ペインは、Cisco Prime Collaboration Analyticsを有効にした場合のみ使用する
ことができます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Analyticsは、MSP展開でサポートされています。

ステップ 6 [Analytics Connection Settings]ペインで次の詳細情報を入力します。

SSHを使用して Analyticsデータをバックアップする場合は、リモートサーバのみ使用できます。

•バックアップファイルが保存されるリモートサーバの IPアドレス

•バックアップの場所へのパス。相対パスを指定する必要があります。
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（注） バックアップは、指定したユーザのホームディレクトリで実行されます。例としては、

[説明（Description）]フィールドの

SSHのユーザ名を入力します。たとえば、
「user1」または任意の名前を指定します。

SSHユーザ名

パスの名前を入力します。例としては、

「/backup」などです。

分析のバックアップ先は /backup/pg_basebackup
となり、その後にタイムスタンプが続きます

（例：pg_basebackup_201707201255）。

[パス（Path）]

バックアップは /user1/backupに保存されます。

Analyticsのバックアップフォルダは次の形式になります。pg_basebackupの後にタイムスタ
ンプ（例：pg_basebackup_201707201255）。sFTPサーバ上にユーザが存在しない場合、バッ
クアップは失敗します。

• SSHポート

• SSHユーザ名

• SSHパスワード

クレデンシャルを使用して接続をテストするには、[Test]をクリックします。

ステップ 7 バックアップ開始時刻および繰り返し間隔を指定します。

日付の選択に表示される時刻は、クライアントブラウザの時刻です。

ステップ 8 （オプション）バックアップステータス通知の送信先となる電子メール IDを入力します。複数の電子メー
ル IDはカンマで区切って指定します。

電子メールを受信するには、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバで SMTPサーバの詳細を（[アラー
ムとイベントの電子メール設定（E-mail Setup for Alarms & Events）]）で設定します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

電子メールを受信するには、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバで SMTPサーバの詳細を（[アラー
ムおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [アラームおよびイベント用に電子メールを
セットアップ（E-mail Setup for Alarms & Events）]）で設定します。

ステップ 9 [Save]をクリックします。

スケジュール設定したバックアップジョブが [Backup Management]ページに一覧表示されます。

[Run Now]をクリックすると、即座にバックアップを実行できます。
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トラブルシューティング

問題：Cisco Prime Collaboration Assuranceのバックアップジョブのステータスが、レポートの
生成後でもエラーと表示される。バックアップジョブが Cisco Prime Collaboration Assuranceで
スケジュールされている場合、バックアップファイルは sFTPロケーションに生成され格納さ
れます。この場所に、ゼロ以外のサイズのファイルが作成されます。Cisco Prime Collaboration
Assuranceでスケジュールされたジョブのステータスが、実行されるたびにエラーになります。

期待：ジョブがエラーにならないか、エラーの原因が存在してエラーになる必要があります。

Cisco Prime Collaboration Assuranceのバックアップジョブのステータスが、sFTPにレポートが
生成されるにもかかわらずエラーと表示されます。その場合は、バックアップ時に sFTPサー
バのパスを変更してください。Cisco Prime Collaboration Assuranceのレポートに使用する sFTP
ロケーションに、非ルートのユーザロケーションを設定します。この問題の原因は、GPGキー
がユーザフォルダに存在しないことです。

バックアップに使用する sFTPロケーションには、ルートディレクトリ以外のどのディレクト
リを使用してもかまいません（ルートディレクトリでは GPG暗号化が無効であるため）。

ルートディレクトリの下にある場所を選択した場合は、ルートディレクトリでGPG暗号化を
有効にする必要があります。

CLIを使用した Cisco Prime Collaboration Assuranceデータのバックアッ
プ

CLIは SSHを介してのみサポートされます。telnetはサポートされません。Cisco Prime
Collaborationサーバで使用されるポートは 26です。リポジトリを作成した後、adminとして
Cisco Prime Collaborationサーバにログインし、次のコマンドを実行してデータをバックアップ
します。

admin# backup Backupfilename repository RepositoryName application cpcm

それぞれの説明は次のとおりです。

• Backupfilename：バックアップファイル名（拡張子 .tar.gpgなし）。この名前には最大 100
文字までの英数字を指定できます。

• RepositoryName：ファイルをバックアップする場所。この名前には最大30文字までの英数
字を指定できます。

バックアップが完了すると、次のメッセージが表示されます。

% Creating backup with timestamped filename: Backupfilename-Timestamp.tar.gpg

バックアップファイルには、サフィックスとして末尾にタイムスタンプ（YYMMDD-HHMM）
とファイル拡張子 .tar.gpgが付され、リポジトリに保存されます。

FTPサーバでのバックアップ例：
admin# backup assurance repository myftp application cpcm

ここで、myftpがリポジトリ名です。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
723

サーバの保守

トラブルシューティング



バックアップ履歴の確認

バックアップ履歴を確認できます。Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバにログインしま
す。

パス：[システム管理（System Administration）] > [バックアップの設定（Backup Settings）]

スケジュール済み、または設定済みのすべてのバックアップは、[バックアップの設定（Backup
Settings）]ページにリストされます。[実行履歴（Run History）]列から履歴を確認できます。
詳細については、列にリストされている各ログのハイパーリンクをクリックしてください。

同じシステムでのデータの復元

以降の項では、同じシステムでデータを復元する処理について説明します。

データを復元するには、vSphereクライアントを使用して、VMコンソールからadminとして
Cisco Prime Collaborationアプリケーションサーバにログインします。SSH/Puttyプロンプトか
ら復元をトリガーすることを推奨しません。

Cisco Prime Collaborationデータを復元するには、次のコマンドを実行します。
admin# restore Backupfilename repository RepositoryName application cpcm

ここで、Backupfilenameは、サフィックスとして末尾にタイムスタンプ（YYMMDD-HHMM）
とファイル拡張子 .tar.gpgが付いたバックアップファイルの名前です。

FTPサーバでの復元例：
admin# restore assurance_Sun_Feb_09_14_20_30_CST_2014.tar.gpg repository myftp application
cpcm

新しいシステムでの復元

Cisco Prime Collaborationでは、システムのデータをバックアップし、システム全体に障害が発
生した場合に別のシステムでデータを復元することができます。

別のシステムからのバックアップを復元するには、次の手順を実行します。

データの復元先のシステムには、バックアップされたシステムと同じMACアドレスが必要で
す（IPアドレスとホスト名は違っていてもかまいません）。

システム（バックアップされた元のシステム）のMACアドレスを別のシステムに割り当てる
ことができない場合は、Cisco TACに新しいライセンスファイル（新しいMACアドレス用）
に関する情報をお問い合わせください。

別のシステムからのバックアップを復元するには、vSphereクライアントを使用して VMコン
ソールを介して管理者としてログインし、「データの復元」の説明に従って復元を実行しま

す。「リポジトリの作成」も参照してください。

実行後の要件として、データの復元後にはすべてのデバイスを再検出する必要があります。Note

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced and Analytics Guide,12.x(12.1および 12.1サービス梱包 1つの機能を含む)
724

サーバの保守

バックアップ履歴の確認



第 34 章

ログレベルの設定

このセクションでは、次の点について説明します。

•ログレベルの設定（725ページ）

ログレベルの設定
この章では、Cisco Prime Collaboration Assuranceでサポートされているさまざまなログレベル
に関する情報を提供します。

ログレベル

Cisco Prime Collaboration Assuranceは次のログレベルをサポートしています。

•デバッグ -アプリケーションのデバッグに使用します。

•情報：アプリケーションの進捗状況を示します。

•警告：害を及ぼす可能性がある状況を示します。

•エラー：アプリケーションが引き続き実行可能であることを示します。

•深刻：深刻なエラーを示します。このレベルは、すべてのモジュールでリストされるわけ
ではありません。

ロギングを無効にすることはできません。ただし、次の作業を実行できます。

•必要に応じて、ログレベルを上げ、さらに多くのデータを収集する（最も高度なレベルは
[Debug]）。

•デフォルトログレベル（[Error]）に戻す。

ログレベルの設定は、 [ログの管理（Log Management）]ページ（の順に移動）から変更でき
ます。[システム管理（System Administration）] > [ログの管理（Log Management）]。ログ
ファイルはバックアップファイルにも含められます。
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ログレベル設定を変更する場合は、必ず Cisco Technical Assistance Center（TAC）チームにお
問い合わせください。

注意

ログのダウンロード

この機能では、ログファイルのダウンロードを有効にして必要なログを共有できるようにし

て、ネットワークの問題を迅速に解決するための情報を提供します。

前提条件：ログを収集するモジュールで、ログレベルをデバッグに設定する必要があります。

ログレベルを [Debug]に設定する方法については、前述の項を参照してください。

ログをダウンロードするには [ログのダウンロード（Download Log）]ボタンをクリックしま
す。.tarファイルをダウンロードするよう要求されます。ファイル名は、（tar.）ファイルが生
成された日時を示すため、ログファイル、日付、タイムスタンプ（Cisco Prime Collaboration
Assuranceのサーバタイムに基づく）を生成したユーザのユーザ名を示します。ログファイル
を表示するには、この同じ名前でファイルを開くか、または解凍します。ログファイルは圧縮

ファイルで、7-Zipなどの解凍ユーティリティで開くことができます。
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第 X 部

Unified Communication Operationsダッシュ
ボード

• Unified Communication Operationsダッシュボードの概要（729ページ）
•しきい値設定（733ページ）
•システム設定（735ページ）
•レスポンダ設定（739ページ）





第 35 章

Unified Communication Operationsダッシュ
ボードの概要

この章では、次の内容について説明します。

• Unified Communication Operationsダッシュボード（729ページ）

Unified Communication Operationsダッシュボード
この項の内容は次のとおりです。

Unified Communication Operations Dashboardの概要
Unified Communication Operations Dashboard（UCOD）は、複数のPCAノードから統合されたす
べてのクラスタ情報を収集します。最大10個のレスポンダをサポートしています。UCODは、
1つの特定のマスターサーバに登録されているさまざまな PCAサーバから、重要なアラート
などのクラスタ情報を収集します。つまり、各 PCAはレスポンダであり、マスターと呼ばれ
る 1つのノードと通信します。

PCAノードにマスターをインストールすると、同じ PCAノードにレスポンダをインストール
できる、またはインストールできない場合があります。マスターは、対応するマスターに登録

された複数のレスポンダからのクラスタ情報を示します。

PCAへのレスポンダのインストール
PCAにレスポンダをインストールすると、[UC運用ダッシュボード（UC Operations Dashboard）]
メニューが表示されます。マスターとレスポンダ（オプション）を同じ PCAサーバにインス
トールすることも、レスポンダのみを別の PCAノードにインストールすることもできます。

[UC運用ダッシュボード（UC Operations Dashboard）]タブをクリックし、次のサブメニューを探してくだ
さい。
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a) UCODランディング（UCOD Landing）ページ：マスターが正常に登録されなければ、ランディング
ページは表示されません。マスターが登録されていない場合は、それを伝えるエラーメッセージがユー

ザに表示されます。

b) レスポンダの設定（Responder Settings）ページ:マスターをレスポンダに登録します。

次のタスク

UC運用ダッシュボードの起動（730ページ）

UC運用ダッシュボードの起動
マスター IPアドレスを登録して、[UC Operations Dashboard]タブからUCODランディングペー
ジのサブメニューに移動します。

マスター IPアドレスを登録していない場合、「UC Operations Dashboardのマスター IPアドレ
スが正しく登録されていません。マスターを [レスポンダ設定ページ（Responder Settings Page）]
のレスポンダに登録してください」というエラーメッセージが表示されます。

（注）

マスター IPアドレスの登録

PCAにログインします。

[UC運用ダッシュボード（UC Operations Dashboard）]に移動して、[レスポンダ設定（Responder
Settings）]をクリックします。

[UCODマスターノード（UCOD Master Node）]フィールドにマスター IPアドレスを入力しま
す。

[有効化（Enable）]をオンにし、[適用（Apply）]をクリックします。

登録が完了したら、[レスポンダ設定（Responder Setting）]ページにアクセスして、マスターを
レスポンダに登録します。

手順

• [UC運用ダッシュボード（UC Operations Dashboard）]タブをクリックすると、[UCODログ
イン（UCOD Login）]ページが表示されます。

•ユーザ名に globaladmin（小文字）と入力し、PCAのパスワードと同じパスワードを入力
すると、UCODのランディングページが表示されます。

•ユーザ名には globaladmin以外は入力できません。「ユーザ名またはパスワードが無効で
す。もう一度入力してください」というエラーメッセージが表示されます。

次のタスク

Unified Communication運用ダッシュボードのランディングページ
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Unified Communication Operationsのランディングページ

このページには、次のフィールドで示されたとおり、Unified Communication Managerクラスタ
の情報で構成されています。

説明フィールド

Cisco Unified CMクラスタの名前（VCSクラ
スタはサポートされていません）。

UCMクラスタ

指定したクラスタのクリティカルアラート数

を表示します。

クリティカルアラート

指定したクラスタの一部であるすべてのノー

ドの平均およびピークの CPU使用率に基づ
き、CPU使用率に関する情報を表示します。

CPU使用率（平均、ピーク）

重大度を基にした、指定したクラスタの一部

であるすべてのノードの家臣マシンの平均お

よびピークの使用率に基づき、仮想メモリに

関する情報を表示します。

仮想メモリ（平均、ピーク）

指定したクラスタの一部であるすべてのノー

ドの平均およびピークのディスク使用率に基

づき、ディスク使用率に関する情報を表示し

ます。

ディスク使用率（平均、ピーク）

指定したクラスタで、試行および完了したコー

ル数を足した数を表示します。

コール（試行数 +完了数）

指定したクラスタで登録されていないハード

およびソフトエンドポイントの割合と、この

クラスタ内で登録されていないエンドポイン

ト数の実際値を足した数を表示します。値を

示すシンボルは、重大度を表しています。

未登録のエンドポイント（%、実際値）

指定したクラスタで登録されていないMGCP
ゲートウェイ数の割合と、このクラスタ内で

登録されていないエンドポイント数の実際値

を表示します。値を示すシンボルは、重大度

を表しています。

未登録のゲートウェイ（%、実際値）

指定したクラスタで、登録されていないメディ

アリソース数の割合と、このクラスタ内で登

録されていないエンドポイント数の実際値を

表示します。値を示すシンボルは、重大度を

表しています。

未登録のメディアリソース（%、実際値）
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CPU使用率（平均、ピーク）、仮想メモリ（平均、ピーク）、ディスク使用率（平均、ピー
ク）には値に対して記号が付いており、これらの値は重要度に基づき並べ替えられています。

（注）

上記のすべてのフィールドには、値に対していくつかのシンボルが付けられており、これは重

大度を表します。

これらのシンボルの上にマウスのカーソルを合わせると、それぞれの[しきい値の条件（Threshold
Criteria）]を読み取ることもできます。

これらのホバーメッセージの内容は、しきい値設定への変更に応じて適宜変更されます。

シンボルおよびホバーメッセージの説明は、次のとおりです。

記号

1. 赤いクロス -クリティカル

2. 黄色の三角形 -警告

3. 緑色の丸チェック -情報

ホバーメッセージ

1. 0 ~ 50%（含む）のしきい値

2. 50 ~ 70%（含む）のしきい値

3. 70%を超えるしきい値

UCODランディングページの設定の下にあるサブメニューにアクセスする方法

下のサブメニューを表示するには、UCODランディングページの右上隅にある[設定（Settings）]
アイコンをクリックします。

1. しきい値設定

2. システム設定
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第 36 章

しきい値設定

この章では、次の内容について説明します。

•しきい値設定の概要（733ページ）

しきい値設定の概要
[しきい値設定（Threshold Settings）]ページには、CPU使用率、仮想メモリ、ディスク使用率、
未登録のエンドポイント、未登録のゲートウェイ、未登録のメディアリソースなどのしきい値

パラメータの条件が、パーセンテージで表示されます。

しきい値設定のテーブルには、デフォルト値が表示されます。デフォルト値を上書きするよう

に選択し、重要なパラメータを定義することができます。ここで設定したデータは、ダッシュ

ボードに反映されます。

しきい値設定

しきい値パラメータの重大度レベルを設定できます。

ステップ 1 デフォルトのしきい値パラメータ値を復元するには、テーブルの下にある [デフォルトにリセット（Reset
to Default）]をクリックします。

ステップ 2 [保存（Save）]をクリックして、設定を保存します。

保存が正常に完了したら、ランディングページに移動して、保存されているこれらのしきい値に基づい

て、重大度が更新されたことを示すカラムを検索します。

無効なデータを入力すると [保存（Save）]

ボタンは無効になり、関連するエラーメッセージが各フィールドに表示されます。エラーメッ

セージは、カラムごとに異なります。

（注）
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しきい値パラメータ

しきい値パラメータには、次の 3つの重大度レベルがあります。

1. 深刻

2. 警告

3. 情報

以下には、ルールが表示されています。無効なデータを入力すると、フィールドには重大度が

表示されます。

説明重大度

[Critical Min]しきい値は、[Warning Max]しきい値以上となる必要があ
ります。

深刻

[Information Max]しきい値は、[Warning Min]しきい値以下となる必要
があります。

情報

[Warning-Max]しきい値は、[Critical Max]しきい値以下、ならびに
[Warning Min]しきい値以上となる必要があります。

Warning-Maxしきい
値

[Warning Min]しきい値は、[Min]しきい値以上、ならびに [Warning Max]
しきい値以下となる必要があります。

Warning-Minしきい
値

表示には、デフォルトのしきい値条件が示されています。

範囲基準

70%以上および 100%以下深刻

50%以上および 70%以下警告

0%以上および 50%以下情報

お互いが重複しない連続したカスタム範囲を指定する必要があります。たとえば、[Critical]範
囲が 80 ~ 100で、[Warning]範囲が 60 ~ 70は有効ではありません。

（注）

1. UCODランディングページの右上隅にある [設定（Settings）]をクリックします。

2. ドロップダウンリストから [システム設定（System Settings）]をクリックします。[システ
ム設定（System Settings） ]ページが表示されます。
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第 37 章

システム設定

この章では、次の内容について説明します。

•システム設定（735ページ）

システム設定
[システム設定（System Settings）]ページで、マスターアプリケーションを設定します。この
ページで、監視するレスポンダ（PCAノード）を追加できます。

• [はい（Yes）]をクリックすると、マスターノードが有効になります。

• [いいえ（No）]をクリックすると、マスターノードが無効になります。「UC運用ダッ
シュボードのマスターノードを無効にしますか」というメッセージが表示されます。

• [はい（YES）]をクリックして、マスターノードの削除を確認します。

マスターの有効化は、デフォルトで [はい（Yes）]の状態にあります。マスターを無効にする
と、マスターとそれに関連付けられたレスポンダとの間で通信は行われません。

（注）

関連付けられたレスポンダの追加または削除

表には、関連付けられているレスポンダの一覧が示されています。

説明フィールド

レスポンダノードのホスト名です。ホスト名

レスポンダノードの IPアドレスです。IPアドレス

関連付けられたレスポンダノードで管理されているクラ

スタの数です。

管理されたクラスタ数
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説明フィールド

Masterに登録したレスポンダのステータスを表示しま
す。

レスポンダステータス

レスポンダをMasterに登録、または登録解除された日時
です。

登録日時

Masterに登録した各レスポンダのステータスに関する理
由を示します。さまざま理由が、次のとおりに表示され

ます。

1. 登録の却下

理由 -マスター IPがレスポンダ側で承認されていま
せん

2. 正常に登録されました

3. レスポンダが Suspendedモードです

4. レスポンダに連絡できません

5. レスポンダが登録解除を開始しました

6. 過去 2サイクルの間にデータを受信していません

ステータス理由

関連付けられたレスポンダの追加または削除

1. [追加（Add）]をクリックして、関連付けられたレスポンダを追加します。

ポップアップした [レスポンダ IP（Responder IP）]フィールドに、追加するコンマ区切り
のマスター IPアドレスまたはホスト名を入力します。

2. 削除するレスポンダのボックスをオンにします。

[選択したレスポンダを削除しますか（Do you want to delete the selected Responder(s)）]とい
うメッセージが表示されます。

選択したレスポンダを削除するには、[はい（Yes）]をクリックします。

選択したレスポンダを維持するには、[いいえ（No）]をクリックします。

[システム設定（System Settings）]ページでレスポンダを削除すると、対応するクラスタデー
タも削除されます。

（注）
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ジョブ頻度の設定

[Cluster Summary Job Frequency]のドロップダウンボックスを使用し、必要に応じてクラスタ
概要のジョブ頻度を 1、3、5、または 10分に設定します。

デフォルトの時間間隔は 5分です。（注）

[適用（Apply）]をクリックします。

1. ジョブ頻度は、すべてのレスポンダに適用されます。選択した各時間間隔に対して、レス
ポンダは、集計されたクラス概要に関する情報をMasterに送信します。

2. メガクラスタの場合、間隔が大きければ大きいほど（> 5分）精度が高まります。小さい
クラスタ（ノード数が -3 ~ 5）と少ない PCA（<= 5）の場合は頻度を少なくします。

（注）

共有秘密キーの設定

手順

•マスターの設定中に [レスポンダ設定（Responder settings）]ページで設定したのと同じ共
有秘密キーを入力します。

• Masterと関連付けられたレスポンダの両方に同じキーを提供する必要があります。
• [システム設定（System Settings）]ページですべてのフィールドを設定したら、[適用
（Apply）]をクリックします。
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第 38 章

レスポンダ設定

この章では、次の内容について説明します。

•レスポンダ設定の概要（739ページ）

レスポンダ設定の概要
このページには、[レスポンダ設定（Responder Settings）]の完全な情報があります。

レスポンダをインストールすると、デフォルトでは [Suspend]状態になります。つまり、レス
ポンダがデータを収集または送信することはありません。この状態では、マスター IPアドレ
スと共有秘密鍵はデフォルトで [Disable]状態になっています。

レスポンダの有効化

ステップ 1 [有効化（Enable）]をクリックし、[レスポンダの設定（Responder Settings）]ページで、レスポンダの状態
を手動で選択します。

ステップ 2 [UCODマスターノード（UCOD Master Node）]フィールドに、ホスト名またはマスター IPアドレスのいず
れかを入力します。

共有秘密キーの設定

レスポンダの状態を有効にして UCODマスターノードを入力し、共有秘密鍵を設定します。
これは任意ですが、データを保護するため強く推奨します。これはMasterとレスポンダ間の
通信を保護します。

Masterと関連付けられたレスポンダの両方に同じキーを提供する必要があります。（注）

共有秘密鍵は、以下のポリシーに基づき設定します。
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鍵のポリシー：

1. 英数字（大文字と小文字を区別）

2. 長さは 8～ 24文字

3. 特殊文字は不可

登録ステータス

ステップ 1 [適用（Apply）]をクリックして、レスポンダの設定を正常に登録します。

共有秘密キーを設定すると、それに応じて登録ステータスが変更されます。

ステップ 2 以下のそれぞれの理由を確認してください。

1. 登録済み：マスターへの登録が正常に終了した。

2. 保留中：レスポンダが中断されているか、またはマスターが登録に利用できない（デフォルトの状
態）。

3. 未登録：レスポンダの IPがマスターの承認済みリストにない。

4. 一時停止：レスポンダが中断状態である。ただし、マスターは、承認済みリストにこのレスポンダ IP
を持っている。

マスターIPアドレス/共有秘密キーの検証が正常に行われると、レスポンダは正常にマスターに登録さ
れます。

正しいマスター IPアドレスやホスト名を指定しない場合、[レスポンダ設定（Responder
Settings）]ページの [適用（Apply）]ボタンは無効になります。

（注）
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付録

参考資料

このセクションでは、Synthetic Test Worksheet、Cisco 1040 Sensor Management、ユーザインター
フェイスに関する情報を提供します。

• Synthetic Testワークシート（743ページ）
• Cisco 1040センサー管理（747ページ）
•セキュアな JTAPI接続のトラブルシューティング（759ページ）
• Jettyおよび Tomcatサーバの TLS設定（761ページ）
•ユーザインターフェイス（765ページ）
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付録 A
Synthetic Testワークシート

このセクションでは、次の点について説明します。

• Synthetic Testワークシート（743ページ）

Synthetic Testワークシート
模擬テストで使用するために Cisco Unified Communications Manager内で作成する必要がある電
話機の数は、次のものによって決まります。

•設定する模擬テストの数。

•実行するテストのタイプ。

次の表は、必要な電話機の数を決定するためのワークシートです。表に記載されている情報を

使用して、テストの回数を入力し、必要な電話機の総数を計算してください。

表 100 :模擬テストで必要となる電話数

必要となる合計

の電話数

テストに必要な電話の数テストのタイプテストの回数

1（模擬電話）Phone Registration

1（模擬電話）Dial-Tone

2（模擬電話 1および実際の
電話 1）

実際の電話を使用した
End-to-End Call

2（模擬電話）模擬電話を使用した
End-to-End Call

0TFTP Download

0Cisco Prime Collaboration
リリース 11.6以降の場合

HTTPダウンロード
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必要となる合計

の電話数

テストに必要な電話の数テストのタイプテストの回数

2（模擬電話）Emergency Call（On Site
Alert Numberなし）

3（模擬電話）Emergency Call（On Site
Alert Numberあり）

2（模擬電話）Message-Waiting Indicator

各Unified CMの電話機を設定する際は、次のワークシートを使用するとCisco Prime Collaboration
Assuranceへのデータ入力が簡単になります。

表のダッシュは、MACアドレス、宛先の電話の内線番号、または宛先の電話の Cisco Unified
Communications Managerにデータが必要とされないことを示します。

表 101 : Cisco Unified Communications Manager

宛先の電話の Cisco
Unified
Communications
Manager

宛先の電話

の内線番号

MACアド
レス

Synthetic Test

--電話登録

--ダイヤルトーン

--エンドツーエンドコールの発信元電話機

エンドツーエンドコールの接続先電話機

（模擬電話機）

--エンドツーエンドコールの接続先電話機

（実際の電話機）

--電話登録

--ダイヤルトーン

--エンドツーエンドコールの発信元電話機

エンドツーエンドコールの接続先電話機

（模擬電話機）

--エンドツーエンドコールの接続先電話機

（実際の電話機）

--電話登録

--ダイヤルトーン
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--エンドツーエンドコールの発信元電話機

エンドツーエンドコールの接続先電話機

（模擬電話機）

--エンドツーエンドコールの接続先電話機

（実際の電話機）

表 102 : Cisco Emergency Responder

名前または番号パラメータ

送信元

Cisco Unified Communications Manager

MACアドレス

送信先

緊急番号

Public Safety Answering Point

Cisco Unified Communications Manager

MACアドレス

On Site Alert

Cisco Unified Communications Manager

MACアドレス

表 103 : Cisco Unity

名前または番号パラメータ

発信者

Cisco Unified Communications Manager

MACアドレス

受信者

Cisco Unified Communications Manager

MACアドレス

電話の内線番号
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ボイスメール

パスワード
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付録 B
Cisco 1040センサー管理

このセクションでは、次の点について説明します。

• Cisco 1040センサー管理（747ページ）

Cisco 1040センサー管理
Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco 1040センサーから受信したデータを使用してネッ
トワーク内の音声伝送の品質を判断します。

を必要に応じて動作するには、Cisco 1040に接続するスイッチを管理し、Cisco Prime
Collaboration Assuranceで設定する必要があります。詳細については、『Cisco Prime Collaboration
Assurance and Analyticsインストールおよびアップグレードガイド』を参照してください。

Cisco 1040センサーの管理は、Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードでインストー
ルした場合には適用されません。

（注）

この項の内容は、次のとおりです。

Cisco Prime NAM/vNAMの概要
Cisco 1040センサーの販売は終了いたしました。詳細については、「Cisco 1040センサーの販
売および生産終了」ページを参照してください。

Cisco 1040センサーはCisco Prime NAM/vNAMCiscoに置き換えられ、不足する機能を満たしま
す。Cisco Prime Network Analysis Module（NAM）と Cisco Prime Collaboration Assuranceを同時
に使用して、音声やその他のネットワークに関連する問題を監視し、トラブルシューティング

を行うことができます。詳細については、Using Cisco Prime Virtual Network Analysis Moduleお
よびCisco Prime Collaborationを使用して音声とビデオを監視およびトラブルシュート」のホワ
イトペーパーを参照してください。

NAMレポートから取得できる情報については、NAM & Sensor Report（510ページ）を参照し
てください。
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Cisco Prime Collaboration Assuranceの初期設定を実行
Cisco 1040センサーの初期設定を行うには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco Prime Collaboration Assuranceと Cisco 1040センサーを使用するには、1台以上の TFTPサーバを追加
します。「Cisco 1040設定およびイメージファイル用の TFTPサーバの設定」を参照してください。

ステップ 2 デフォルトのコンフィギュレーションファイルを作成します。「Cisco 1040センサーデフォルト設定の
セットアップ」を参照してください。

Cisco 1040がネットワークに接続されるときは、Cisco Prime Collaboration Assuranceに登録される前に、
TFTPサーバから設定ファイルがダウンロードされます。

Cisco 1040設定およびイメージファイル用の TFTPサーバの設定

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、Cisco 1040用の設定ファイルとバイナリイメージファ
イルを提供するために、1つ以上の TFTPサーバが使用されます。Cisco Prime Collaboration
Assuranceで使用する TFTPサーバを少なくとも 1つ定義する必要があります。バックアップ
サーバが必要な場合や、複数のDHCPスコープがある場合は、追加の TFTPサーバを設定する
ことができます。

TFTPサーバで書き込みの失敗が発生した場合は、Cisco Prime Collaboration Assuranceがサーバ
上に保持している設定ファイルを使用して復旧できます。この場合、Cisco Prime Collaboration
Assurance用に設定されている各 TFTPサーバに、Cisco Prime Collaboration Assuranceから手動
で設定ファイルをコピーします。

TFTPサーバの追加と削除

Cisco Prime Collaboration Assuranceへの Cisco 1040の登録を可能にするには、Cisco Prime
Collaboration Assuranceが Cisco 1040の設定ファイル（およびバイナリイメージファイル）を
提供できるように、少なくとも 1つの TFTPサーバを定義する必要があります。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceを TFTPサーバとして使用することはサポートされてい
ません。また、Cisco Prime Collaboration AssuranceサーバでCWCS TFTPサービスを無効に
することを推奨しています。

• Unified CMを TFTPサーバとして使用する場合は、

•設定ファイルとイメージファイルを Cisco Prime Collaboration Assuranceから Unified
CM TFTPサーバのルートロケーションに手動でコピーする必要があります。

•ファイルを更新して TFTPサーバにコピーした後、Cisco 1040がそのファイルをダウ
ンロードできるよう、（Unified CM上の）Cisco TFTPサービスを再起動することが必
要になる場合もあります。

（注）
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ステップ 1 選択 [アラームおよびレポート管理（Alarm & Report Administration）] > [1040センサーのセットアップ
（1040 Sensor Setup）] > [TFTPサーバ（TFTP Servers）]。
TFTPサーバセットアップページが表示されます。

ステップ 2 [Add]をクリックします。
[TFTPサーバの設定（TFTP Server Setting）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 次のフィールドにデータを入力します。

• TFTPサーバ：IPアドレスまたは DNS名

•ポート番号：慣例的なポート番号は 69です。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

削除するには、TFTPサーバを選択して [削除（Delete）]をクリックします。（注）

Cisco 1040センサーデフォルト設定のセットアップ

この手順は、次の目的で使用します。

•コールメトリックのアーカイブの有効化または無効化：Cisco Prime Collaboration Assurance
によって、MOSデータがデータベースに保存されます。このデータをファイルにも保存
することができます。

•アーカイブデータファイルおよび Cisco 1040イメージファイルのディレクトリパスを表
示します。

•デフォルト設定ファイルの作成：QOVDefault.CNFは、Cisco 1040が登録可能なプライマ
リ Cisco Prime Collaboration Assuranceを指定します。

Unified CMソフトウェアバージョン 4.2以降のバージョンをTFTP
サーバとして使用している場合は、Cisco Prime Collaboration
Assuranceサーバの画像ファイルディレクトリから Unified CM
TFTPサーバ上のルートの場所にデフォルト設定ファイルを手動
でコピーする必要があります。詳細については、次の手順のス

テップ 3を参照してください。

（注）

Cisco 1040センサーを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 選択（Select） [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [1040センサー（1040
Sensors）]
[セットアップ（Setup）]ページが表示されます。

ステップ 2 次の表に説明されているデータをアップデートします。
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ステップ 3 [OK]をクリックします。Cisco Prime Collaboration Assuranceによって、設定ファイルがローカルに保存さ
れ、Cisco Prime Collaboration Assuranceに追加された TFTPサーバにコピーされます。

Cisco 1040センサー/NAMセットアップページ：グラフィカルユーザインターフェイス要素

表 104 : Cisco 1040センサー/NAMセットアップページ：グラフィカルユーザインターフェイス要素

説明グラフィカルユーザインターフェイスの要素

次のいずれかを選択します。

• [有効（Enable）]：分析後、Cisco Prime
Collaboration Assuranceにより、センサー
からディスクファイルにデータが保存さ

れます。

• [無効化（Disable）]：分析後に、Cisco
Prime Collaboration Assuranceがデータを破
棄します。

デフォルト：Disable。

コールメトリックのアーカイブ

コールメトリックのアーカイブがイネーブル

になっている場合に、ファイルが保存される

ディレクトリ。このフィールドは編集できま

せん。

データファイルディレクトリ

Cisco 1040バイナリイメージファイルと設定
ファイルがローカルに保存されているディレ

クトリ。このフィールドは編集できません。

画像ファイルディレクトリ

5以上の数値を入力します。Cisco 1040sは、
60秒ごとにCisco Prime Collaboration Assurance
にデータを送信します。Cisco Prime
Collaboration Assuranceは、しきい値を超えた
かどうかをエンドポイントごとに判断し、状

況に応じて 1分間隔でトラップを送信できる
ようになっています。この設定を使用すると、

Cisco Prime Collaboration Assuranceが各エンド
ポイントに送信するトラップ数を減らすこと

ができます。1つのエンドポイントに対して、
トラップは n分ごとに送信され、その間追加
トラップは抑制されます（送信されない）。

抑制エンドポイントごとに n分ごとにトラッ
プを送信します。

TFTPサーバに対するデフォルト設定
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説明グラフィカルユーザインターフェイスの要素

新しいイメージを使用している場合は、イメー

ジファイル名を入力します（製品のアップグ

レード後など）。

画像ファイル名

プライマリ Cisco Prime Collaboration Assurance
の IPアドレスまたは DNS名。

プライマリ Prime Collaboration

Cisco Prime Collaboration Assuranceで Cisco 1040センサーを設定
Cisco Prime Collaboration Assuranceは、音声ネットワークにインストールされているCisco 1040
センサーから受信したデータを分析します。Cisco Prime Collaboration Assuranceは複数の
Cisco 1040センサーを管理します。

この項の内容は、次のとおりです。

Cisco 1040センサーの詳細

Cisco 1040センサーの詳細を表示するには、 [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report
Administration）] > [1040センサーのセットアップ（1040 Sensor Setup）] > [管理
（Management）]。[Cisco 1040センサーの詳細（Cisco 1040 Sensor Details）]ページに、次の表
に示す情報が表示されます。

説明グラフィカルユーザインターフェイスの要素

[Cisco 1040センサー/NAMの詳細（Cisco 1040
Sensor/NAM Details）]ページのデータを CSV
または PDFファイルにエクスポートします。

データを印刷に適した形式で別のウィンドウ

に表示します。ブラウザウィンドウから印刷

する場合に使用します。

編集、リセット、または削除する Cisco 1040
を選択します。

[Check Box]カラム

名前のリンクをクリックすると、その

Cisco 1040の設定の詳細が表示されます。
[Name]カラム

Cisco 1040のMACアドレスと IPアドレスが
表示されます。MACアドレスのリンクをク
リックすると、そのCisco 1040に関するHTML
ページが起動されます。

[Cisco 1040 Address]カラム
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説明グラフィカルユーザインターフェイスの要素

次のステータスが表示されます。

• [プライマリ（Primary）]：Cisco 1040に対
して定義されているプライマリCiscoPrime
Collaboration Assuranceの IPアドレスまた
はホスト名。

• [登録先（Registered with）]：次のいずれ
かが表示されます。

• Cisco 1040が現在データを送信してい
る Cisco Prime Collaboration Assurance
の IPアドレスまたはホスト名。

• [待機中（Waiting）]：Cisco 1040はま
だ登録されていません。

• [古いイメージ（Older Image）]：Cisco
1040上のバイナリイメージはサポー
トされていません。

[Prime Collaboration]カラム

Cisco Prime Collaboration Assuranceが最後に
Cisco 1040にリセットコマンドを送信した日
付と時刻。

時間のリセット列

ボタン

「Cisco 1040センサーの追加」を参照してくだ
さい。

追加

「複数の Cisco 1040設定を編集」を参照して
ください。

編集

「Cisco 1040センサーの削除」を参照してくだ
さい。

削除

「Cisco 1040のリセット」を参照してくださ
い。

リセット

[Cisco 1040 Sensor Details]ページを更新しま
す。

更新

プロセスの再起動による Cisco Prime Collaboration Assuranceの Cisco 1040登録情報の更新

Cisco Prime Collaboration Assuranceで、Cisco 1040センサーから syslogを受信して処理している
にもかかわらず、センサーが登録待機中として表示される場合があります。この問題は、ユー

ザが次のいずれかの操作を行った後に発生することがあります。
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• pdtermを使用して QOVRプロセスを停止し、すぐに pdexecを使用して QOVRプロセス
を再起動した。この問題を防ぐには、QOVRプロセスの停止と再起動の間隔を5分以上あ
けます。この問題を解決するには、次の手順を実行します。

コマンドラインから次のコマンドを入力して、QOVRプロセスを再び停止します。
pdterm QOVR

5分以上待ちます。

次のコマンドを入力します。

Pd 3QVR(pd 3/3QVR

• Cisco Prime Collaboration Assuranceがインストールされているシステムの時刻を変更した
が、その後でデーモンマネージャの停止と再起動を行わなかった。この問題を修正するに

は、adminとしてログインし、次のコマンドを実行します。
<hostname>/admin#application stop cpcm <hostname>/admin#application start cpcm

Cisco 1040センサーの追加

Cisco 1040センサーを Cisco Prime Collaboration Assuranceに追加するには、次の手順を実行し
ます。

ステップ 1 選択（Select） [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [1040センサーのセッ
トアップ（1040 Sensor Setup）] > [管理（Management）]。
[Cisco 1040センサー/NAMの詳細（Cisco 1040 Sensor/NAM Details）]ページが表示されます。

ステップ 2 [Add]をクリックします。
[Cisco 1040センサーの追加（Add a Cisco 1040 Sensor）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 下の表にリストされているデータを入力します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。設定ファイルが、Cisco Prime Collaboration Assuranceがインストールされている
サーバと、すべての TFTPサーバに保存されます。（「Cisco 1040設定およびイメージファイル用の TFTP
サーバの設定」を参照してください）。設定ファイルには、QOV<MAC address>.CNFのように名前が付け
られます。<MAC address>は Cisco 1040のMACアドレスです。同様に、設定を更新する場合は、1つまた
は複数のチェックボックスをオンにし、[編集（Edit）]をクリックします。

•名前または説明を編集するには、Cisco 1040センサーを選択します。

• Cisco1040のコンフィギュレーションファイルは、テキストエディタを使用して編集しな
いでください。

（注）
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Cisco 1040センサー/NAMダイアログボックス：グラフィカルユーザインターフェイス要素の説明

説明グラフィカルユーザインターフェイスの要素

20文字以内で入力します。この名前は、レポー
トなど、Cisco Prime Collaboration Assurance
ウィンドウのセンサーを識別するために使用

されます。

Cisco 1040の名前は一意でなければ
なりません。デフォルト設定ファイ

ルを使用して Cisco Prime
Collaboration Assuranceに登録する
Cisco 1040には、Cisco 1040 + <MAC

アドレスの末尾 6桁>という名前を
使用します。

（注）

センサー名

バイナリイメージファイル名を入力します。

ファイル名の形式は SvcMonAB2_nnn.imgで
す。nnnはリビジョン番号です。

画像ファイル名

追加する Cisco 1040のMACアドレスを入力
します。

MACアドレス

Cisco Prime Collaboration Assuranceがインス
トールされているホストの IPアドレスまたは
DNS名を入力します。

プライマリ Prime Collaboration

（任意）最大 80文字を入力します。説明

複数の Cisco 1040設定を編集
• TFTPサーバとして Unified CMを使用している場合は、更新された設定ファイルを Cisco

Prime Collaboration Assuranceサーバの画像ファイルディレクトリから Unified CM TFTP
サーバ上のルートの場所に手動でアップロードする必要があります。その後で、Cisco1040
をリセットする必要があります。（イメージファイルのディレクトリはNMSROOT/ImageDir
です。NMSROOTは、Cisco Prime Collaboration Assuranceがインストールされるディレクト
リです。デフォルトの場所は「C:\Program Files\CSCOpx」）Cisco 1040で最新ファイルが
登録されない、または読み込まれない場合は、TFTPサーバを再起動してください。

• Cisco1040のコンフィギュレーションファイルは、テキストエディタを使用して編集しな
いでください。Cisco 1040のコンフィギュレーションファイルを編集するときは、必ずこ
こで説明する手順を使用してください。

複数の Cisco 1040の設定を編集するには、次の手順を実行します。
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ステップ 1 選択（Select） [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [1040センサーのセッ
トアップ（1040 Sensor Setup）] > [管理（Management）]。

ステップ 2 Cisco 1040のチェックボックスを 1つ以上オンにして、[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 3 任意のフィールドを更新します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、設定ファイルがローカルサーバに保存され、すべての TFTPサー
バにコピーされます。次に、Cisco Prime Collaboration Assuranceが複数の Cisco 1040をリセットして、更新
された設定を読み込むようにします。

Cisco 1040管理：フィールドの説明

表 105 : Cisco 1040管理：フィールドの説明

フィールド

バイナリイメージファイル名を入力します。

ファイル名の形式は SvcMonAB2_nnn.imgで
す。nnnはリビジョン番号です。サポートされ
ている最新のバイナリイメージファイルの名

前については、『Cisco Prime Unified
Service Monitor 2.3互換性マトリクス』を参照
してください。

画像ファイル名

Cisco Prime Collaboration Assuranceがインス
トールされているホストの IPアドレスまたは
DNS名を入力します。Cisco 1040は、この
Cisco Prime Collaboration Assuranceに到達不能
になるまでデータを送信します。

プライマリ Prime Collaboration

（任意）Cisco Prime Collaboration Assuranceが
インストールされているホストの IPアドレス
または DNS名を入力します。Cisco 1040は、
プライマリの Cisco Prime Collaboration
Assuranceが到達不能になった場合にのみ、こ
のCisco Prime Collaboration Assuranceにデータ
を送信します。

セカンダリ Prime Collaboration

Cisco 1040のリセット

1つ以上の Cisco 1040をブートするには、次の手順を実行します。ブートされた Cisco 1040
は、初めに DHCPを使用して TFTPサーバの IPアドレスを取得します。Cisco 1040は、TFTP
サーバから設定ファイルを取得します。設定ファイルで、現在インストールされているイメー
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ジと異なるバイナリイメージファイルが指定されている場合、Cisco 1040は、TFTPサーバか
らバイナリイメージファイルを取得します。

ステップ 1 選択（Select） [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [1040センサーのセッ
トアップ（1040 Sensor Setup）] > [管理（Management）]。

ステップ 2 リセットする Cisco 1040のチェックボックスを選択します。

ステップ 3 [リセット（Reset）]をクリックします。Cisco 1040は、スタートアップシーケンスが完了し、必要に応じ
て再設定を行い、Cisco Prime Collaboration Assuranceに登録するのに数分かかります。

Unified CMを TFTPサーバとして使用した場合、Cisco 1040センサーはリセット後に、最新のイ
メージファイルの登録または読み込みが行われません。Cisco Prime Unified Communications Manager
上で、TFTPサービスを再起動する必要があります。

（注）

Cisco 1040をリセットすると、Cisco Prime Collaboration Assuranceによってセンサーに最新の時間が送信さ
れます。Cisco 1040は、自身のクロックを必要に応じて再設定します。

Cisco 1040センサーの削除

Cisco Prime Collaboration Assuranceから Cisco 1040センサーを削除する前に、Cisco 1040の
10/100-1ファストイーサネットポートに物理的に接続されているスイッチポートを閉じる必
要があります。

ステップ 1 このポートを特定するために、スイッチの IPアドレスとスイッチポートをCisco 1040のWebインターフェ
イスで調べます。

ステップ 2 ポートをシャットダウンするには、スイッチの CLIを使用します。

スイッチポートを閉じる前に、Cisco Prime Collaboration AssuranceからCisco 1040を削除しないよ
うにしてください。

（注）

また、スイッチのSPANまたはRSPAN宛先ポートのシャットダウンまたは再設定も必要です。Cisco Catalyst
スイッチおよびモジュールの SPANおよび RSPANの設定の詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps708/products_tech_note09186a008015c612.shtmlを参照して
ください。

Cisco 1040を削除した後、削除された Cisco Prime Collaboration Assuranceに自動的に登録されません。削除
された Cisco 1040を Cisco Prime Collaboration Assuranceに再登録するには、手動で Cisco 1040センサーを追
加する必要があります。「Cisco 1040センサーの追加」を参照してください。

削除するには、 [アラームおよびレポートの管理（Alarm & Report Administration）] > [1040センサーの
セットアップ（1040 Sensor Setup）] > [管理（Management）]。[Cisco 1040センサーの詳細（Cisco 1040
Sensor Details）]ページから削除するCisco 1040のチェックボックス（複数可）をオンにし、[削除（Delete）]
をクリックします。

Cisco 1040センサーを削除する前に、任意のセンサーしきい値グループから Cisco 1040センサー
を削除します。

（注）
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Cisco Prime Collaboration Assuranceから、時刻同期メッセージが各 Cisco 1040センサーに1時間ごとに送信
されます。Cisco 1040登録時にも Cisco Prime Collaboration Assuranceから時刻同期メッセージが送信されま
す。Cisco 1040の登録が行われるのは、Cisco 1040がネットワークに追加されたときと、リセットされたと
きです。Cisco Prime Collaboration Assuranceから受信した時間で、Cisco 1040は必要に応じてクロックをリ
セットします。

Cisco 1040の診断情報を表示

Cisco 1040に保存されている診断情報を表示するには、ブラウザに http://<IP address>/Diagnostics
と入力します（IPアドレスは Cisco 1040のアドレス）。

Cisco 1040のWebインターフェイスに、[Diagnostics Information]ウィンドウが表示されます。
表示される情報は次のとおりです。

説明フィールド

現在の日時（HH:MM:SS MM/DD/YYYY）で
す。

Current Time

秒数のずれとクロックがリセットされた前回

の日時です。たとえば、「1 second(s) updated
at 9:23:37 03/16/2009」です。

Clock Drift

Cisco 1040が最後に分析を実行した日時です。Last Analysis Time

最後のインターバル中に分析された RTPスト
リームの数です。

Streams Analyzed

センサーが ACKまたは timeSetメッセージを
最後に受け取った日時、または Cisco Prime
Collaboration Assuranceからのサポートされて
いるメッセージです。

Last Communication

Cisco 1040がCisco Prime Collaboration Assurance
にデータを最後に送信した日時です。

Last Successful Report Time

レポートの送信先のホスト名または IPアドレ
スとポート番号。

Report Destination

最後のレポートレコードのバイト数。Report Length (bytes)

Cisco 1040が最後のインターバル中に受信した
パケットの数。

Received Packets

モニタリングインターフェイス上で受信され

たエラーの数（pcapによって報告されたとお
り）。

Receive Errors
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説明フィールド

モニタリングインターフェイス上でドロップ

されたエラーの数（pcapによって報告された
とおり）。

Packets Dropped

モニタリングインターフェイス上のバッファ

オーバーランの数（pcapによって報告された
とおり）。

Buffer overruns

モニタリングインターフェイス上のフレーム

同期エラーの数（pcapによって報告されたと
おり）。

Framing Errors

モニタリングインターフェイスが無差別モー

ド（yes）かそうでない（no）かを示します。
Interface Promiscuous
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付録 C
セキュアな JTAPI接続のトラブルシュー
ティング

このセクションには、潜在的なエラーと、セキュアなJTAPI接続をトラブルシュートするため
の推奨アクションが一覧表示されています。

•セキュアな JTAPI接続のトラブルシューティング （759ページ）

セキュアな JTAPI接続のトラブルシューティング
1. [Secure JTAPI]用の CUCMセットアップでエラーが発生した可能性があります。

1. [Secure JTAPI]接続が動作するよう、CUCMを [Mixed]モードに移行させます。

2. CUCMのアプリケーションユーザには、「Standard CTI Secure Connection」ロールが
関連付けられていません。

セキュリティで保護されていない接続では、「Standard CTI Secure Connection」ロールが表示さ
れることはありません。

（注）

3. アプリケーションユーザCAPFプロファイルには、「インストール/アップグレードと
しての証明書操作」がありません。

4. CUCMで、CTIサービス/コールマネージャサービス/CAPFサービス/TFTPサービス
がダウンしています。

5. CUCM/CAPF証明書を再生成した場合、CTLファイルが再生成され、必要なすべての
サービスを再起動し、Cisco Prime Collaboration Assuranceで CUCMが再検出される前
に新しい CAPFプロファイルが作成されていることを確認します。

2. セッション監視の [Secure JTAPI]で Cisco Prime Collaboration Assuranceを使用しているとき
に、エラーが発生する可能性があります。

問題：
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会議の診断でセッションが表示されない

考えられる原因：

1. JTAPIのアクセスレベルが RO（読み取り専用）ではない可能性があります。

2. エンドポイントが完全な可視性ではない可能性があります。

3. エンドポイントが JTAPIユーザによって制御されていない可能性があります。
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付録 D
Jettyおよび Tomcatサーバの TLS設定

このセクションでは、次を実行するための手順を説明します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのクライアント接続で最小 TLSバージョンの有効化（
761ページ）

• Jettyサーバで TLSプロトコルの有効化（762ページ）
• Tomcatサーバで TLSプロトコルの有効化（762ページ）

Cisco Prime Collaboration Assuranceのクライアント接続で
最小 TLSバージョンの有効化

Cisco Prime Collaboration Assuranceクライアントインターフェイスの最小 TLS設定の手順を次
に示します。

始める前に

Cisco Prime Collaboration Assuranceから VOSベースのデバイスへのすべての HTTPS接続は、
以下の設定によって制御されます。

（注）

ステップ 1 rootユーザとしてログインし、次のファイルを編集します。

/opt/emms/conf/connector.xml

ステップ 2 特定の接続タイプ（HTTPS）の <minTLSProtocol>TLSv1</minTLSProtocol>を編集します。

TLSv1設定、TLSv1、TLSv 1.1、TLSv 1.2が有効

TLSv1.1設定、TLSv1.1, TLSv1.2が有効

TLSv1.2設定、TLSv1.2が有効
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ステップ 3 Cisco Prime Collaboration Assuranceのすべてのサービスを再起動します。

Jettyサーバで TLSプロトコルの有効化

1. Jettyサーバは、デフォルトで 3つのプロトコルをすべて有効にするように設定されていま
す。

2. たとえば、TLS v1プロトコルを無効にし、TLS v1.1と TLS v1.2のみを有効にするには、
次の手順に従ってください。

（注）

ステップ 1 次のファイルを編集します。

/opt/jetty/etc/jetty-ssl.xml

ステップ 2 次のエントリを sslContextFactoryタグに追加します。次に例を示します。

<Set name="IncludeProtocols"> <Array type="String"> <Item>TLSv1.1</Item> <Item>TLSv1.2</Item> </Array>
</Set> <Set name="ExcludeProtocols"> <Array type="String"> <Item>TLSv1</Item> </Array> </Set>

ステップ 3 次のコマンドを使用して、Jettyサーバを再起動します。
systemctl restart mariadb

Tomcatサーバで TLSプロトコルの有効化

1. Tomcatサーバは、デフォルトで 3つのプロトコルをすべて有効にするように設定されてい
ます。

2. たとえば、TLS v1プロトコルを無効にし、TLS v1.1と TLS v1.2のみを有効にするには、
次の手順に従ってください。

（注）

ステップ 1 次のファイルを編集します。

/opt/emms/apache-tomcat-8.5.11/conf/server.xml

ステップ 2 port 8443コネクタタグの sslProtocolsパラメータを protocolsパラメータに変更し、必要なプロトコルを
有効化するよう定義します。

<Connector port="8443" protocol="HTTP/1.1" SSLEnabled="true"
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maxThreads="150" scheme="https" secure="true"

clientAuth="false" sslProtocols="TLSv1,TLSv1.1,TLSv1.2"

<Connector port="8443" protocol="HTTP/1.1" SSLEnabled="true"

maxThreads="150" scheme="https" secure="true"

clientAuth="false" protocols="TLSv1.1,TLSv1.2"

ステップ 3 上記の設定が完了した時点で、Cisco Prime Collaboration Assuranceのすべてのプロセスを再起動します。
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付録 E
ユーザインターフェイス

このセクションでは、次の点について説明します。

•概要（765ページ）
•フィルタ（Filters）（767ページ）
•拡張フィルタの開始とフィルタ基準の保存（768ページ）
•クイックビュー（768ページ）
•製品情報の詳細の表示（768ページ）

概要
Cisco Prime Collaboration Assuranceには、シンプルなユーザエクスペリエンスを提供する新し
いユーザインターフェイスが用意されています。左のペインには、縦方向の展開可能な [ナビ
ゲーション（Navigation）]タブ、[インデックス（Index）]タブ、[お気に入り（Favorites）]タ
ブ、および [検索メニュー（Search Menu）]フィールドが表示されます。[お気に入り
（Favorites）]タブでは、後で参照できるように、優先されるページにブックマークを設定で
きます。[Cisco Prime Collaboration Assurance]ページの [ナビゲーションの切り替え（Toggle

Navigation）]アイコン をクリックすると、ダッシュレットとレポートのリストが表示され

ます。左上のピンアイコンをクリックすると、左側のペインの表示/非表示を切り替えること
ができます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceのユーザインターフェイスでのナビゲーションの変更につ
いては、『Cisco Prime Collaboration Assurance and Analyticsインストールおよびアップグレード
ガイド』の「Cisco Prime Collaboration Assurance - Advancedユーザインターフェイスのナビゲー

ションの変更」セクションを参照してください。

[はじめに（Getting Started）]ページは、エンタープライズモードの Cisco Prime Collaboration
Assuranceユーザインターフェイスのホームページです。MSPモードの [はじめに（Getting
Started）]ページの詳細については、Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始する（51ペー
ジ）を参照してください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合
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15分にわたってアクティビティがないと、セッションタイムアウトになります。

次に、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバでタイムアウトにならないページのリストを
示します。

•システムビュー（System View）

•カスタマーサマリダッシュボード（Customer Summary Dashboard）（MSPモードの場
合）

•診断テスト（Diagnostics Test）ページ、（（UCアプリケーション合成テスト（UC
Application Synthetic Test）、音声電話機の機能テスト（Audio Phone Features Test,）、ビ
デオテスト（Video Test）、バッチテスト（Batch Test））

•エンドポイントの診断（Endpoint Diagnostics）

•パフォーマンスダッシュボード（Performance dashboards）

•セッションの診断（Session Diagnostics）

• All Topologyページ（pages）

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

15分にわたってアクティビティがないと、会議はタイムアウトになります。

次に、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバでタイムアウトにならないページのリストを
示します。

•ネットワーク正常性の概要（Network Health Overview）

•カスタマーサマリダッシュボード（Customer Summary Dashboard）（MSPモードの場
合）

•診断テスト（（Diagnostics Test）、ページ（UCアプリケーション合成テスト（UC
Application Synthetic Test）、音声電話機の機能テスト（Audio Phone Features Test,）、ビ
デオテスト（Video Test）、バッチテスト（Batch Test））

•エンドポイントの診断（Endpoint Diagnostics）

•パフォーマンスダッシュボード（Performance dashboards）

•会議の診断（Conference Diagnostics）

• All Topologyページ（pages）

（注）
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フィルタ（Filters）
フィルタ機能を使用して、Cisco Prime Collaboration Assuranceのユーザインターフェイスに関

する特定の情報を表示できます。データが表形式で表示されるときは常に [Filter]アイコン
が表示されます。

次に、Cisco Prime Collaboration Assuranceクライアントで使用可能なフィルタのタイプを示し
ます。

•クイックフィルタ

•高度なフィルタ

クイックフィルタおよび拡張フィルタは、大文字と小文字を区別しません。これらのフィルタ

については、次のワイルドカード表現も使用できます。

•疑問符（?）：任意の 1文字に一致します。

•アスタリスク（*）：0個以上の文字と一致します。

クイックフィルタ

このフィルタを使用すると、フィルタを特定のテーブル列に適用することで、テーブル内の

データを絞り込むことができます。このフィルタとともに使用される演算子は、Containsで
す。さまざまな演算子を適用するには、[Advanced Filter]オプションを使用します。

クイックフィルタを起動するには、[Filter]ドロップダウンメニューから [Quick Filter]を選択
します。

クイックフィルタをクリアするには、[Filter]をクリックします。

拡張フィルタ

このフィルタを使用すると、Does not contain、Does not equal、Ends with、Is emptyなど、複数
の演算子を使用してフィルタを適用することによって、表内のデータを絞り込むことができま

す。

ドロップダウンメニューからフィルタパターン（テーブル列名）と演算子を選択します。さ

らに、Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースで利用可能なデータに基づいてフィル
タ条件を入力する必要があります。

拡張フィルタを起動するには、[フィルタ（Filter）]ドロップダウンメニューから [拡張フィル
タ（Advanced Filter）]を選択します。

拡張フィルタをクリアするには、[Filter]をクリックします。
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拡張フィルタの開始とフィルタ基準の保存
拡張フィルタを起動するには、[Filter]ドロップダウンメニューから [Advanced Filter]を選択し
ます。

拡張フィルタで使用するフィルタ基準を保存できます。

フィルタ基準を保存するには、次のようにします。

ステップ 1 [Filter]ドロップダウンメニューから、[Advanced Filter]を選択します。

ステップ 2 拡張フィルタ基準を入力します。

ステップ 3 [Go]をクリックし、次に [Save]アイコンをクリックします。

ステップ 4 [Save Preset Filter]ページで、プリセットフィルタの名前を入力して、[Save]をクリックします。

拡張フィルタをクリアするには、[Filter]ボタンをクリックします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceには、データをフィルタリングするための定義済みのキーワードが用意
されています。さらに、保存した拡張フィルタ基準も、[Preset Filter]ドロップダウンリストにリストされ
ます。フィルタ基準を保存する方法の詳細については、「フィルタ（Filters）」の「拡張フィルタ」を参照
してください。

この機能は、[Device Management]、[Alarmブラウザ]、および [Eventブラウザ]などの一部のページで使用
可能です。プリセットフィルタを起動するには、[Show]ドロップダウンリストから使用可能な値を選択
します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceには、テーブル内のデータをフィルタリングできるように、一連の定義
済みフィルタが用意されています。

クイックビュー

[クイックビュー（Quick view）] アイコンは、テーブル、特定のテーブル列、またはトポロ

ジーペインの上にマウスポインターを置くと表示されます。詳細を表示するページを相互起

動するには、クイックビューを使用します。Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、このオ
プションは管理タスク、レポート、または診断ビューで使用できません。

製品情報の詳細の表示
このページには、Cisco Prime Collaboration Assuranceの [About（概要）]に関する詳細が表示さ
れます。

このページを Essentialモードで表示するには、ユーザインターフェイスの右上隅にある
[globaladmin - Essential] > [概要（About）]の順にクリックします。
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• [システム情報（システム情報）]リンクをクリックすると、次のシステム情報の詳細がク
イックビューで表示されます。

• Build Version

• License Type

•有効期限（有効期限前の直近 15日間が赤色で表示）

• IPアドレス

• MACアドレス

• VMキャパシティ

• [ライセンス（Licensing）]リンクをクリックし、[ライセンス管理（License Management）]
ページを開きます。
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